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婆阿( / :狂歌名)→ ( ･春日部､薬種商/狂歌) Ｈ１６８４ばあ ばばあ きんこう錦江

破鞋子( ) → ( ;道号･宗立､臨済僧/詩) Ｋ１９１２はあいし こうせつ江雪

婆阿上人( ･桑名屋与左衛門直甫)→ (春日部) Ｈ１６８４ばあしょうにん 錦江

阿婆輔( ･伊勢) → ( ､狂歌) Ｉ１１７７ばあすけ いせのあばすけ伊勢阿婆輔

K3624 ( ･渡辺 ､) 陸奥信夫郡の座敷業､歌人/狂歌､戯文にも長ず､排 はい わたなべ 1794 - 186269

嘉永頃;呉服商の枡屋銀五郎(加藤候一/狂歌絵師)と伊勢参宮漫遊､太田南畝と交流､

2世十返舎一九｢奥州一覧道中膝栗毛｣四編序執筆(百舌鳥廼舎排名)､齋藤春連の師、

[排(;名)の通称/号]通称;団七(渡辺団七/塩谷団七)、号;百舌鳥廼舎/鵙屋 、もずのや

屋号;塩谷

貝( ､和漢聯句名) → ( ･日野/藤原､廷臣/歌人) Ｃ２３０１ばい すけかつ資勝

梅( ･清水/大橋) → ( ･大橋/清水/酒井､儒者/詩)Ｏ３１４１ばい とつあん訥庵

俳阿弥( ) → ( ･川村 ､俳人) Ｅ２０２２はいあみ さんぎょう かわむら山暁

梅阿弥( ) → ( ･細木 / ､商家/俳人)１９７０ばいあみ こうい ほそき さいき香以

3600 ( ･塩見坂 ) 江前期江戸料理人:幕府料理人福田家関係に人?、梅庵 ばいあん しおみざか ?ｰ ?

料理関係の情報収集/体系化､1668(寛文8)｢料理塩梅集｣著

3650 ( ･木下 /初姓;福田､名;建､通称建蔵) 1830ｰ44頃江戸医;父門､儒;拙堂門?梅庵 ばいあん きのした ?ｰ?

狂詩;1832｢茶菓詩初編｣著;静軒跋､1836｢江戸名物詩初編｣60｢干菓詩｣､｢狂絶忠臣蔵｣著､

1830｢本朝水腫方｣､｢碧水堂医話｣｢碧水堂提要｣｢本草経験方攷｣｢狂歌大全｣著､

[梅庵の字/別号] 字;成美/伯美/立夫､別号;方外道人

3651 ( ･西河 ､通尚男) 伊予宇和島藩士;儒者;1847文武世話方となる、梅庵 ばいあん にしかわ 1814-8471歳

1848家督継嗣;中之間奉行､蔵目付/蔵役歴任､藩校明倫館塾舎長/教授､文武両道に通ず､

武術:鏡智流槍術･飯篠流剣道を究める､｢梅庵詩文集｣著､

[梅庵(;号)の名/通称/別号]名;通安、通称;喜久之助/謙一、別号;五梅庵/五梅軒

梅庵( ･大村) → ( ･大村､軍記/連歌･俳人) Ｂ４６５１ばいあん ゆうこ由己

梅庵( ;号) → ( ;法諱･万里､臨済僧/詩) Ｈ２１１６ばいあん しゅうく集九

梅庵( ･黒川) → ( ･黒川､藩医/儒者/地誌) ３１２６ばいあん どうゆう道祐

梅庵( ･山口) → ( ･山口 ､絵師) Ｅ２４１５ばいあん せっけい やまぐち雪渓

梅庵( ･山崎) → ( ･山崎 ､垂加流神道) １０３７ばいあん あんさい やまざき闇斎

梅庵( ･安部) → ( ･安部 ､藩士/連歌) Ｊ３６５６ばいあん はるさだ あべ春貞

梅庵( ･馬屋原) → ( ･馬屋原/木村､医者/俳人)４５４３ばいあん やきつ野橘

梅庵( ･森脇) → ( ･森脇 ､藩士/歌人) Ｔ４０２７ばいあん まさずみ もりわき方純

梅庵( ･中山) → ( ･中山/倉光､医･儒者) Ｈ２４１６ばいあん せいあん静安

梅庵( ･鶴原) → ( ･鶴原 ､藩士/儒者) Ｉ１６７１ばいあん きゅうこう つるはら九皐

梅庵( ･児玉) → ( ･児玉 ､藩士/儒者/詩)Ｊ１６０９ばいあん きんりん こだま金鱗

梅庵( ･矢野) → ( ･矢野 ､藩老/国学) Ｈ４６４０ばいあん ゆきやす やの幸賢

梅庵( ･梅津) → ( ･梅津 ､藩士/画) Ｇ１８９５ばいあん げっきょう うめづ月橋

梅庵( ･神野) → ( ･神野 ､藩士/武術) Ｆ４７９５ばいあん よしのり じんの嘉功

梅庵( ･笠原） → ( ･笠原 ､藩士/国学者)Ｍ２８３５ばいあん ちかやす かさはら庶康

庵(梅庵 ) → ( ･天章;道号､臨済僧) Ｈ２８２３ばいあん ちょういく澄彧

3653 ( ･山本 ､彫刻家山本友右衛門男) 名古屋の絵師:山本蘭亭/張月樵門、梅逸 ばいいつ やまもと 1783ｰ185674

のち神谷天遊門､京に住;明･清風の山水花鳥画に長ず/南画家として名声､

帰郷;1854尾張藩御絵師格に抜擢､詩歌/茶に通ず､

1821｢三時山水書画帖｣｢山水画帖｣画､｢含羞草図｣｢養老山眞景｣画､1852｢琳琅｣著

[梅逸(;号)の名/字/通称/別号]名;親亮/亮、字;明卿､ 通称;卯年吉、

別号;春園/梅佚/玉禅/梅華/梅竹/葵園/梅花道人/天道外史/友竹艸居/玉禅堂、

白梅居/楽是幽居/梅華佚人､ 法号;玉禅院

https://manyoubito.sakura.ne.jp/home02/S1mokuji.htm


3654 ( ･轟々坊 ) 備中松山の俳人;初め談林/のち蕉風､梅員 ばいいん ごうごうぼう ?ｰ ?

1692(元禄5)上京;諸家と交流/大阪で舎羅らと一座(吉備中山入)､

1692｢吉備中山｣､1703｢岨 のふる畑｣06｢猫筑波集｣編､1702轍士｢花見車｣入、そば

[ひゞき目もなくて散りけり白牡丹](花見車;111/牡丹はそのまま落る;裂目もなし)

3655 ( ･竹村 ) 江中期和泉の詩歌人/文武に通ず､病弱、梅隠 ばいいん たけむら ? ｰ ?

故郷を出て備前･摂津･京を行脚､柳川三省･河間政胤と交流､1704(宝永元)｢西都紀行｣著、

[梅隠(;号)の名/字]名;敬、字;忠節

3656 ( ･大黒 ､名;亀二郎､大黒屋光太夫男) 伊勢より江戸に出商家に入る、梅陰 ばいいん だいこく 1797ｰ185155

主家の助力で儒者:子弟教育､門人が本所長命寺に碑を建立､｢梅陰遺書｣編

父 → 光太夫( ･大黒屋/1751ｰ1828/船頭･ロシアから帰国)Ｇ１９６８こうだゆう

梅員( ･春道､宮崎)→ ( ･春道､宮崎､狂歌) Ｄ１２３６ばいいん うめかず梅員

梅隠( ;号) → ( ;道号･浄印､渡来黄檗僧)Ｑ２１３２ばいいん じくあん竺庵

梅隠( ･大橋) → ( ･大橋/清水/酒井､儒者/詩)Ｏ３１４１ばいいん とつあん訥庵

梅隠( ･中野) → (玄輿 ･中野､医者) Ｍ１８６９ばいいん げんよ元輿

梅隠( ･上野) → ( ･上野 ､儒者) Ｌ１５６９ばいいん かざん うえの霞山

梅隠( ･尾池) → ( ･尾池 ､藩医/儒/詩) Ｍ２２１４ばいいん しょうわん おいけ松湾

梅印( :道号) → ( :法諱･梅印､臨済僧/聯句)Ｌ１８１９ばいいん げんちゅう元冲

梅蔭( :法名) → ( ･牧 /藤原､官人/記録) Ｆ４７０２ばいいん よしとも まき義比

梅隠翁( ) → ( ･蘆野､儒者/詩歌) Ｅ３１５３ばいいんおう とうざん東山

梅陰軒( ) → ( ･杉岡 ､歌人) Ｇ２５６７ばいいんけん そうかん すぎおか宗閑

梅蔭斎( ) → ( ･森脇 ､神道家/歌) Ｂ１７１３ばいいんさい ぐんぞう もりわき軍蔵

J3618 ( ) 俳人;169不角｢昼礫 ｣入、梅雨 ばいう ひるつぶて? ｰ ?

[出ぬ咳をせいて行水せぬ娘](昼礫/内ぶところに文入れて居る)

3601 ( ･伊藤 ､仁斎2男) 京の儒者(家学);父門/1704?-17周防徳山藩出仕､梅宇 ばいう いとう 1683ｰ174563

1718-45備後福山藩儒;28年間福山に在住;古義堂の学問を広める､詩人/俳人､

1719(享保4)｢韓客唱酬録｣32｢古学先生講義国字解｣38｢見聞談叢｣､｢志林｣｢遊海抄｣著、

｢梅宇文稿｣｢講学日記｣｢案頭雑記｣｢雉片股｣｢授蒙瑣記｣｢康献先生文集｣｢相遺窩詩稿｣著､

俳;1730午寂｢太郎河｣入､詩;｢康献先生詩集｣､外著多数、東涯の異母弟

[梅宇(;号)の名/字/諡号]名;長敦/長英､字;重蔵、諡号;康献先生

3657 ( ･南村 ) 江後期日向城ｹ崎の俳人:蝶夢門､梅雨 ばいう みなみむら ? ｰ ?

1797蝶夢3忌追善｢俳諧久左能香気｣共編(同郷猶 [1768ｰ1834]と)ゆうきく

3660 ( ･中村 ､名;易張/通称;半内､一炊男) 江後期筑後久留米藩士/儒;程朱学、梅塢 ばいう なかむら ?ｰ?

詩人､｢探索集｣｢四書字義摘要｣著､観濤 の父かんとう

3658 ( ･荻野 /初姓小野､名;長/董長) 幕臣;本所番場に住､梅塢 ばいう おぎの 1781ｰ184363歳

幕府天守番を務める､天台宗に精通;少年時に天台小僧と称される､

｢圜悟 禅師墨蹟註釈｣著､1817 庭｢瓦礫雑考｣序､えんご 

[梅塢(;号)の字/通称/別号]字;元亮、通称;八百吉、別号;楳塢 /蛇山病夫ばいう

3659 ( ･塩尻 ､名;恭､字;小譲､通称;雄右衛門) 備中岡田藩の儒者:梅宇 ばいう しおじり 1804ｰ7673歳

佐藤一斎門､藩校敬学館教授､書画刀剣鑑定に秀でる､

｢梅宇雑抄｣､｢岡田藩御山方日記｣｢文莚琅｣著､

[梅宇(;号)の別号] 清風楼主人

J3676 ( ･上野 ､周次男) 大阪の書家;父を継嗣/晋･唐の書法習得、梅塢 ばいう うえの 1832ｰ190978

歌;冷泉為忠門/儒;広瀬旭荘･藤沢東畡門､詩歌人、

維新後:学校教官/のち私塾開設;典籍を教授、

[梅塢(;号)の名/字/通称]名;煕( ?)、字;子緝 、通称;栄次ひろむ ししゅう

梅宇( ･伊能) → ( ･伊能 ､商人/国学/歌)Ｄ３７６５ばいう ひでのり いのう穎則

梅于( ･本島) → ( ･本島､随筆家) Ｅ２８４９ばいう ちしん知辰

梅塢( ･五井) → ( ･五井 ､儒者) ４８０５ばいう らんしゅう ごい蘭洲

梅塢( ･沢) → ( ･沢 /味木､藩士/書画) Ｌ２６９６ばいう たかし さわ喬

梅塢( ･前田) → ( ･前田 ､藩主/和学) Ｅ４２２３ばいう むねとき まえだ宗辰



梅宇軒( ) → ( ･中村 ､藩士/俳人) Ｃ１０３７ばいうけん あんし なかむら闇指

3661 ( ) 女性教訓書;1689｢婦人養草 ｣著梅塢散人 ばいうさんじん やしないぐさ? ｰ ?

梅雲( ) → ( ･海野 ､高橋/絵師) ３６８６ばいうん ばいがく うんの梅岳

梅雲承意( ) → ( ;法諱･梅雲 ;道号､臨済僧)Ｑ２２８４ばいうんしょうい しょうい ばいうん承意

I695 ( ) 江前期の俳人､梅栄 ばいえい ? ｰ ?

1690不角｢二葉之松｣4句/92｢千代見草｣入

[わが妻の跡に隣も産む年子 ](二葉之松､我が家に続いて隣家も年子;いやお盛ん)としご

3662 ( ) 江後期俳人;万里門､梅英 ばいえい ? ｰ ?

1818(文政元)｢十六夜集｣編､1820｢万里翁家集｣校訂

梅英( ;法諱) → ( / ;道号･梅英､曹洞僧)Ｈ３８５４ばいえい ぶんざん ぶんさん文山

梅影堂( ) → ( ･富山 /辻､商家/国学)Ｏ２０９１ばいえいどう さだきよ とみやま定静

3602 ( ･三浦 ､名;晋､義一男) 豊後国東郡富永村の祖父の代よりの医者、梅園 ばいえん みうら 1723ｰ8967

儒;16-17歳頃豊後杵築藩儒綾部絅斎･豊前中津藩儒藤田敬所門､のち独学で修学、

1745(23歳)長崎･ ･熊本に遊学/1750伊勢の旅/78(56歳)再度長崎旅以外は郷里離れず、大宰府

諸藩の招聘も断る/医業･農事･教育･研究に専念､独創的条理哲学樹立､経済論･詩に長ず､

梅園三語;｢玄語｣｢贅語｣｢敢語｣､詩｢詩轍｣｢梅園詩集｣､｢独嘯集｣｢梅園叢書｣､

｢おしへ草｣｢元煕論｣｢春遊草｣｢死生譚｣｢身生余譚｣｢愉婉録｣｢五霊集｣外著多数､

[梅園の字/別号]字;安貞/安鼎､

別号;山 /洞仙/東川/季山/二子山人/無事斎主人、坦斎 の父れんざん たんさい

3663 ( ･堀田 ) 尾張名古屋の酒屋/歌人;小沢蘆庵門､梅園 ばいえん ほった 1749ｰ182274歳

国学者;1789本居宣長･春庭門､｢梅園翁文章集｣｢萩の戸集｣著､1817道彦｢春風集｣入､

[梅園(;号)の名/通称]名;宗則/元矩/梅衛 ･ /一叔、通称;半右衛門うめひら うめえ

3664 ( ･秋元 ､藩医秋元永定男) 下野喜連川藩士/医;父門/1835儒に転向､梅園 ばいえん あきもと 1801ｰ8585

1845(弘化2)翰林院創設時に教頭/藩政参画､儒の外法律･易学に通ず､詩人、

｢下野郡括録｣｢地理沿革考｣著､｢燈火茗談後集｣編、

[梅園(;号)の名/通称]名;与、通称;与助

3665 ( ･杉山/榲山 ､名;延/ ､字;子長/白華) 尾張藩家老石河家の儒臣､梅園 ばいえん すぎやま よう 1805ｰ4440

儒;滄浪門､1837｢養浩斎詩稿｣編､｢読詩呑棗｣校､｢白華遺稿｣

[梅園(;号)の通称/別号]通称;勝善治、別号;不如学斎/不高語、法号;蓮勇院

3666 ( ･毛利 /野里 /修姓;野､毛利房顕男) 父は周防右田邑主､梅園 ばいえん もうり のさと 1815ｰ8268歳

毛利右田家の嫡子となる;1835父との不和で廃嫡､大坂常磐町に住/のち町年寄を勤める、

本草家;物産学に精通/動植物の彩色写生画;図譜を描く/古器鑑定に長ず/煎茶を嗜む､

1828｢梅園奇賞｣34｢国朝絵巻考｣編/35｢写生斎魚品図正｣37｢野里口伝｣著/39｢梅園介譜｣画、

1839｢写生斎梅園禽譜｣44｢梅園雑話｣著､｢梅園画譜｣｢梅園草木花譜｣画､外編著画多数､

[梅園(;号)の幼名/名/字/通称/別号]幼名;武之允、名;元寿/字;嵩年/江元、

通称;四郎右衛門/長軌､ 別号;写真斎/写生斎/華魁舎 ( ?)かかいしゃ うめのや

梅園( ;道号) → ( ;法諱･梅園;道号､曹洞僧)Ｊ２５４４ばいえん そきん祖欽

梅園( ･北) → ( ･北 /鈴木､町人/国学/狂歌)Ｄ２４２３ばいえん せいろ きた静廬

梅園(梅円 ･平野)→ ( ･平野､商家/俳人) ２７１６ばいえん へいかく平角

梅園( ･井関) → ( ･井関､藩士/歌人) Ｄ４７８６ばいえん よしずみ美清

梅園( ･中山) → ( ･中山､国学/歌人) １２８６ばいえん うまし美石

梅園( ･里井) → ( ･里井､商家/国学) Ｎ２６４２ばいえん たかもと孝幹

梅園( ･加藤) → ( ･加藤/中川､儒者/詩) Ｄ３９９３ばいえん ほくめい北溟

梅園( ･白根) → ( ･白根/太田､藩士/歌人) Ｅ２６７１ばいえん たすけ多助

梅園( ･高橋) → ( ･高橋 ､国学/神学) Ｆ２３９０ばいえん すがよし たかはし清義

梅園( ･高橋) → ( ･高橋､藩士/国学/歌人) Ｏ３１８０ばいえん とみえ富兄

梅園( ･正宗) → ( ･正宗 ､国学/俳/狂歌)Ｂ３２６２ばいえん なおたね まさむね直胤

梅園( ･前田) → ( ･前田､藩士/詩歌俳) Ｄ３２２５ばいえん ながうね長畝

梅園( ･橘) → ( ･橘 /吉田､幕府医者)Ｄ４４０４ばいえん もとちか たちばな元周

梅園( ) → (2世 ･十返舎､戯作者) Ｂ１１３７ばいえん いっく一九



梅園( ･畠山) → ( / ･畠山､故実/歌学)Ｕ２２０３ばいえん じょうそう つねもち常操

梅園( ･品川) → ( ･品川､通事/砲術/医) Ｈ３１０９ばいえん とうべえ藤兵衛

梅園( ･児山) → ( ･児山､幕臣/歌/紀行) Ｅ３５６８ばいえん のりしげ紀成

梅園( → ･堀)→ ( ･堀 ､儒者) Ｉ１５３２ばいえん うめぞの かいあん ほり槐庵

梅園( ･井関) → ( ･井関 ､藩士/歌人) Ｄ４７８６ばいえん よしずみ いぜき美清

梅園( ･篠沢) → ( ･篠沢 ､藩士/経史) Ｂ４８４７ばいえん らつどう しのざわ辣堂

梅園( ･新井) → ( ･新井 ､歌人/蔵書家) Ｎ４０２３ばいえん まさかた あらい政毅

梅園( ･太田) → ( ･太田 ､神職/国学) Ｄ４２６９ばいえん むねたか おおた宗喬

梅園( ･楓井) → ( ･楓井 ､藩士/医/国学)Ｆ４５７３ばいえん やすさだ かえでい保定

梅園( ･菊池) → ( ･菊池 ､神職/国学) Ｄ１４９２ばいえん おきみつ きくち沖満

梅園( ･熊野御堂)→ ( ･熊野御堂 /高､国学)Ｍ４７６２ばいえん よしみち くまのみどう義路

梅園( ･浜田) → ( ･浜田 ､藩士/文武) Ｇ４５４４ばいえん やすつぐ はまだ康次

梅園( ･佐久間) → ( ･佐久間 ､農業/国学) Ｍ４７９６ばいえん よしちか さくま義隣

梅園( ;号) → ( ;法諱､社僧/国学者) Ｏ２１７８ばいえん じつゆう実祐

梅園( ･山宮) → ( ･山宮 ､真宗僧/歌) ２７１９ばいえん たいりょう やまみや泰霊

梅薗( ;字) → ( ;法諱･妙雲院､日蓮僧) ３３３９ばいえん にちじょう日承

楳園( ･鎌田屋) → ( ､俳人) Ｏ３１２６ばいえん とすい杜水

梅垣( ･入間田) → ( ･入間田 ､俳人) Ｈ１１０２ばいえん いっけい いるまだ一兮

梅垣( ･児島) → ( ･児島 ､国学者) Ｖ３１１７ばいえん としただ こじま利渉

梅園散人( ･青木)→ ( ･青木､俳/浮世草子) ５２０４ばいえんさんじん ろすい鷺水

梅園祖欽( ･大野)→ ( ;法諱･梅園､曹洞僧) Ｊ２５４４ばいえんそきん そきん祖欽

梅薗堂( ) → ( ､浮世草子) ４１３９ばいえんどう みやこのにしき都の錦

梅園堂( ) → ( ･三浦 ､儒者) ３９４７ばいえんどう ほうぎょく みうら彭旭

梅塢( ･荻野) → ( ･荻野､幕臣/天台僧) ３６５８ばいお ばいう梅塢

3667 ( ;号･了恵;法諱､梅花翁自咲 先生) 美濃加納真宗本願寺派信浄寺2世、梅翁 ばいおう じしょう 1623ｰ8967

連歌;如心門;奥義相伝､誹諧/書に長ず､晩年岩田住､

1672(寛文12)｢俳諧無言抄｣(俳無言)著(;三冊子に影響)､｢磐田記｣著

3668 ( ･田尻 ､名;真言/ ､通称;才兵衛) 筑前福岡藩士/無足組､梅翁 ばいおう たじり みちたり道足 1731ｰ180878

国学;1789本居宣長門､歌人､梅の絵を描く､1813｢女訓孝経｣22｢女訓孝経教寿｣著､

｢宇米之家集｣著､歌;本居大平｢八十浦の玉｣中巻;5首入､

[しづたまきしづが馬草のかりそめに逢ひ見し妹が忘らえなくに]、

(八十浦;449/寄草恋､倭文手纏 ;倭文[ 綾布]で作った手巻物;しづの枕詞)しづたまき しづ

[梅翁(;号)の別号] 梅屋 /梅の舎 /梅華山人/八隅山人/大休山人/安閑自適ばいおく や

3669 (2世 ･山中 ､西翁堂2世､初世西翁堂梅応男) 京の俳人:父初世門､梅応 ばいおう やまなか 1737ｰ8751

1763｢正法眼蔵｣編

3670 ( ･皆川 ､名;盛貞､字;子恭/恭甫) 羽後本荘藩士/儒者;梅翁 ばいおう みながわ 1794ｰ187582歳

篠原鶴汀･太田錦城門､1819広敷番格/21藩主侍講/藩校学頭/56表給人席､

｢詩林余材｣｢詩文章自在｣｢秘笈名物箋｣著､

[梅翁の通称/別号] 通称;美也吉/辰右衛門、別号;柚顛 /双巴斎/宗海ゆうてん

3671 ( ･本庄 /本城/本荘) 備前岡山の儒者/岡山藩老池田伊賀の家臣､梅翁 ばいおう ほんじょう ?ｰ188770余没

のち故あって浪人;備中の旗本妹尾戸川家を経て慶応1865-8頃撫河の戸川家の儒臣、

藩士の教育の傍ら私塾を開設､書家;貫名海屋の書風を修学/経史･詩文に通ず､

幕末期勤王派と交流;時事を論ず､維新後岡山に帰る､｢風窓紀聞;付録備中騒動記｣著､

☆備中騒動(倉敷浅尾騒動)の立石孫一郎(大橋敬之助)は嘗ての門人、

[梅翁(;号)の名/別号]名;新兵衛/温(;諱)、別号;梅屋 ､古山/半酔ばいおく

梅翁( ･西山) → ( ･西山/西､俳人/連歌) ２５０３ばいおう そういん宗因

梅翁( ･奥村) → ( ･奥村､絵師/俳人) Ｆ４０６４ばいおう まさのぶ政信

梅翁( ;号) → ( ;法諱･逸岩;道号､黄檗僧)Ｅ３８８１ばいおう ぶんえい文瑛

梅翁( ･齋藤) → ( ･齋藤､藩士/歌人) Ｅ３２９７ばいおう ながとも永配

梅翁( ･並井) → ( ･並井 ､雑俳点者) Ｅ２１２８ばいおう しせき なみい至席



梅翁( ･平野) → ( ･平野､商家/俳人) ２７１６ばいおう へいかく平角

梅翁( ･宮田) → ( ･宮田､一炊庵､俳人) ３２４７ばいおう なんよう南陽

梅翁( ･川口) → ( ･川口 ､幕臣/国学) Ｈ３５９９ばいおう のぶゆき かわぐち信之

梅翁( ･冢田) → ( ･冢田 ､医/儒者) Ｐ１６４４ばいおう ぎょくれい つかだ旭嶺

梅翁( ･川村) → ( ･川村､商家/名主/俳人) ２４１１ばいおう せきふ碩布

梅翁( ･野村) → ( ､狂歌作者) Ｒ３１０３ばいおう とやまのかすみ外山霞

梅翁( ･津軽) → ( ･津軽 ､藩主/歌･俳人)Ｇ４６７１ばいおう ゆきつぐ つがる順承

梅翁( ･梅沢) → ( ･梅沢 ､製塩/和学者) Ｌ４７７６ばいおう よしよ うめざわ能世

梅翁( ･片岡) → ( ･片岡 /中村､国学/役人)Ｉ４１６９ばいおう みちなが かたおか道長

梅翁( ･川津) → ( ･川津 /萩原､神職/国学)Ｐ４００３ばいおう まさきよ かわづ眞清

梅翁( ･栗原) → ( ･栗原 /角井､神職/歌)Ｏ２１３２ばいおう しげかげ くりはら茂景

楳翁( ･近松) → ( ･近松､浄瑠璃/図会/雑俳)Ｎ１６６７ばいおう きょうげんどう狂言堂

貝翁( ･武蔵) → ( ･武蔵 ､幕臣/博物) Ｋ２４１５ばいおう せきじゅ むさし石寿

培翁( ･粟田) → ( ･粟田 ､神職/歌人) Ｐ３１３６ばいおう ともかね あわた知周

培翁( ･蔵田) → ( ･蔵田/藤原､役人/歌人) Ｑ２１９１ばいおう しげき茂樹

梅翁軒( ) → ( ･馬場､医/儒/書肆) Ｂ３５７８ばいおうけん のぶたけ信武

3672 ( ･松井 ､元絢 男) 代々陸前仙台の医者;父門､兄玄達早世;家督嗣、梅屋 ばいおく まつい げんけん 1785ｰ182642

儒:高成田琴台門/諸家に従学/江戸で菊地五山･大窪詩仏･柏木如亭と交流､書も嗜む､

｢澄心堂遺稿｣著､妻;岩間乙二 女溶々 ､養子;妻の弟竹山､おつに ようよう

[梅屋(;号)の名/字/通称/別号]名;元輔､ 字;長民､ 通称;玄輔、別号;梅花道人

妻 → ( ､俳人) Ｂ４７５９溶々 ようよう

養子 → ( ､医者/詩人) Ｄ２８０８竹山 ちくざん

梅屋( ;道号) → ( ;法諱･梅屋;道号､臨済僧)Ｂ２５３７ばいおく そうこう宗香

梅屋( ･小林) → ( ･小林､神風館14世/俳) Ｘ２１６９ばいおく しゅうすい秋水

梅屋( ･矢野) → ( / ･矢野､国学) Ｃ１８８４ばいおく げんどう はるみち玄道

梅屋( ･平田) → ( ･平田 ､俳人) Ｑ１５３４ばいおく かんこ ひらた甘古

梅屋( ･坂井) → ( ･坂井 ､藩士/詩人) Ｒ２１２１ばいおく しげたか さかい茂喬

梅屋( ･田尻) → ( ･田尻 ､藩士/国学者) ３６６８ばいおく ばいおう たじり梅翁

梅屋( ･川喜田) → ( ･川喜田 /芝原､商家/国学)Ｕ３１８２ばいおく とおさと かわきた遠里

梅屋( ･本庄) → ( ･本庄 ､儒者) ３６７１ばいおく ばいおう ほんじょう梅翁

梅屋( ･木暮) → ( ･木暮 ､医者/国学者) Ｍ１５９２ばいおく かたき こぐれ賢樹

梅屋( ･岡野) → ( ･岡野 ､歌人) Ｌ３２４６ばいおく なかたつ おかの中立

梅屋( ･川名) → ( ･川名 ､藩士/国学者) Ｆ４５７７ばいおく やすゆき かわな安之

梅屋( ･宮坂) → ( ･宮坂 ､商家/国学者)Ｌ３７４３ばいおく ひさひろ みやさか久寛

梅屋( ･佐々木) → ( ･佐々木 ､藩士/歌人) Ｊ３７６３ばいおく ひさのぶ ささき古信

楳屋( ･松井) → ( ･松井/牧野､仏師/歌) Ｖ２２２３ばいおく じょううん乗運

3673 ( [尼]･瑠璃光庵) 信濃長野権堂の春秋庵系俳人;碓嶺らと交流、梅温 ばいおん ?ｰ ?

1830頃長野檀田の弥勒庵に移住､1851｢夕影集｣著

3674 ( ) 江前期播磨姫路の俳人;1692才麿｢椎の葉｣入、梅香 ばいか ? ｰ ?

[出 る日にむかふ心の火燵 かな](椎の葉;156)いづ こたつ

3675 ( ･白井 ) 三河国府 の富商､俳:只丸/路通と交流､梅可 ばいか しらい こふ? ｰ 1712

1699父母の追善集｢彼岸月 ｣(路通と共編;両吟追善歌仙等)､1702轍士｢花見車｣入、ひがむのつき

｢ほとゝぎす茶のこもなふて山路哉｣(花見車;214/声を賞でる風流の茶菓子もない)、

[梅可(;号)の通称/別号]通称;長右衛門､ 別号;五老斎

3676 ( ･府川 ､山雪堂) 桶川雑俳/江戸住､興行に冠付を加え1万句を超える盛況､梅伽 ばいか ふかわ ?ｰ ?

1711頃中仙道桶川宿に隠退、

1708(宝永5)｢仲人口｣/09｢俳諧千種染｣編､｢たからの市｣｢藪の黄金｣著

3677 ( ･斎藤 ) 江中期上総下之郷の俳人:百明と交流､媒柯 ばいか さいとう 1723?ｰ ?

1812(文化9)｢八十とせの賀｣編

3678 ( ･藤堂 /修姓;張､良文男) 伊賀上野藩士､江戸詰/のち浪人;諸国遍歴､梅花 ばいか とうどう 1770ｰ184475



儒:入江北海門/詩文､画､山本北山･大田南畝･京伝らと交流、

1802絵本｢潮来絶句｣(潮来節漢訳/北斎挿画:彩色禁制/絶版)､30｢老婆心話｣著､

1832｢琉球使長歌｣､｢楽府総扇｣｢詩韻扇｣｢韓槎余集｣｢竜山詩集｣｢詩話故事考｣著､

[梅花(;号)の名/字/通称/別号]名;良直、字;子基､ 通称;主計 ､かずえ

別号;竜山/如蘭亭/梅花山人/富士唐丸[麿] (狂名)ふじのからまろ

3679 (楳価 ･喜多川[北川] ) 京の四条富小路に住;真宗西本願寺医官;梅価 ばいか きたがわ 1773ｰ184371

光暉分如に出仕､参禅;相国寺維明門､誹諧;蘭更門､

のち伏見納屋町や摂津長柄川辺に移住､晩年帰京、

｢かれを集｣編､1808｢人生観喜時｣編/11｢枯魚堂春帖｣編･｢たかさこまつ｣著､12｢呉竹集｣著、

1818｢久礼当気帖｣編/28｢枯魚七部集｣桑居序､｢梅価翁句集｣如柳編､北川祭魚 の父、さいぎょ

[御所近し町家の門の春の水]、

[梅価(;号)の名/字/通称/別号]名;公香、字;子国、通称;萬象/万蔵、

別号;枯魚堂/呉竹枯魚堂/伴山/伴山翁/枯魚釣叟

梅窩( ･石) → ( ･石 ､儒者/紀行文) Ｄ１３１８ばいか えいてい せき永貞

梅華( ･山本) → ( ･山本 ､絵師) ３６５３ばいか ばいいつ やまもと梅逸

梅華( ･中村) → ( ･中村 ､儒者) Ｏ２２５１ばいか しんさい なかむら新斎

梅花( ･西山) → ( ･西山/西､俳人/連歌) ２５０３ばいか そういん宗因

梅花( ･平野) → ( ･平野､俳人) ２７１６ばいか へいかく平角

3680 ( ･雪簑庵 ) 江後期安藝瀬野の俳人､1841｢千種日記｣著梅峨 ばいが せつさあん ?ｰ ?

3681 ( ･翠柳亭 ) 江後期江戸茶番師;愛染連､梅鵞 ばいが すいりゅうてい ?ｰ ?

1852愛染連中口上茶番集｢茶番頓知論｣共催(東雅園蝶喜と)

梅我( ･俳名) → (5世 ･岩井､歌伎役者) Ｉ３６０４ばいが はんしろう半四郎

梅我( ･新屋/中川)→ ( ･中川 ､俳人) １４２０ばいが おつゆう なかがわ乙由

梅賀( ･多羅尾) → ( ･多羅尾 ､代官/国学) Ｋ３７０８ばいが ひろかど たらお純門

倍賀( ･山県) → ( ･山県 ､藩士/国学者)Ｈ４６４２ばいが ゆきのり やまがた行載

梅海( ･鯨湖山) → ( ､狂詩) Ｄ１８４５ばいかい げいこさんばいかい鯨湖山梅海

3682 ( ･十時 ､名;業･賜､字;季長/子羽､通称半蔵) 大阪儒者:伊藤東所門、梅 ばいがい ととき 1732/49ｰ1804

伊勢長島藩儒/藩校文礼館祭酒;学制確立､長崎で清人より書画修得､詩文/篆刻に長ず､

1803(享和3)上田秋成[藤簍冊子 ;六 枕の流]に漢文入､つづらぶみ

1805｢通俗西湖佳話｣訳(;蘇生道人名)､｢先遊詩草｣｢梅集鈔｣｢顧亭書画譜｣著、

｢書札文海｣｢清夢録｣著､｢梅遺草｣、

[梅の別号] 梅崖 /顧亭/碩亭/清夢軒/天臨閣/蘇生道人、法号;和敬院ばいがい

3683 ( ･加藤 ､名;穀､蘭睡男) 讃岐丸亀藩士の家/儒者;藩校正明館入;梅崖 ばいがい かとう 1783ｰ184563

渡辺柳斎門/江戸昌平黌修学;尾藤二洲･古賀精里門/昌平黌の舎長､

1827丸亀藩江戸藩邸内の集義館教授､政治加談役/側目付格となる/1835世子の傅､

程朱学･文章に長ず､｢南雲記｣｢捜芳録｣｢巡封陽秋｣｢梅崖文章｣｢捜芳録｣著､

[梅崖(;号)の字/通称/別号]字;士 ､ 通称;俊斎、別号;俊翁しせん

K3621 ( ･近藤 ､) 讃岐那珂郡の国学者/歌人;藤井高尚 門、梅外 ばいがい こんどう たかなお1807ｰ188579

[梅外(;号)の通称] 長松/春嶺

3684 ( ･長 /本姓;長谷､名;允文､長 従超男) 豊後日田の僧/儒詩:淡窓門､梅外 ばいがい ちょう ちょう 1810ｰ8576

豊前彦山座主の右筆/山僧に講説､能書､嘉永1848-54頃より尊攘運動参加;長州に逃亡､

長州藩校教授､1872東京に移住､1857(安政4)｢梅外詩鈔｣(;門人藤河英庸編)､

｢梅外詩話｣｢梅外随筆｣｢詩学問津｣｢左邇録｣｢左伝彙箋｣著､

[梅外(;号)の字/別号]字;世文､ 別号;南梁、三洲の父

梅外( ･小島) → ( ･小島/児島､商家/詩/俳)Ｃ２６０９ばいがい だいばい大梅

梅崕( ･渡辺) → ( ･渡辺 ､神職/国学) Ｊ２３４４ばいがい すけまさ わたなべ資政

楳涯( ･渡辺) → ( ･渡辺､資政男/神職/国学)Ｗ３１９８ばいがい としお敏雄

梅街( ･桂川) → ( ･桂川/6世､蘭医) Ｄ１７３１ばいがい くにやす国寧

誹諧一切経堂( )→ ( ･椎本/谷､俳人) ２００６はいかいいっさいきょうどう さいまろ才麿

俳諧歌場( ) → ( ･鹿都部 ､戯作/狂歌) ４００１はいかいかば まがお しかつべの真顔



俳諧三昧堂( )→ ( ･富 ､廷臣/洒落本/雑俳)Ｒ３１８１はいかいさんまいどう とらん とみ土卵

俳諧寺一茶( )→ ( ･小林､俳人) １１２１はいかいじいっさ いっさ一茶

俳諧惣本寺( )→ ( ･菅野谷､俳人) ２６１６はいかいそうほんじ たかまさ高政

梅花一( ･高木) → ( ･高木 ､手習師匠､歌) Ｋ４７５３ばいかいち よしたか たかぎ義標

梅華佚人( ) → ( ･山本 ､絵師) ３６５３ばいかいつじん ばいいつ やまもと梅逸

稗海亭( ) → ( ･馬田 /広津､医/戯作者)Ｆ４９８８はいかいてい りゅうろう うまた柳浪

俳諧堂( ) → ( ･中村 ､庄屋/俳人) ４８５２はいかいどう らいし なかむら耒耜

俳諧坊( ) → ( ･大谷､俳人) Ｉ３７０１はいかいぼう ひゃっか百花

俳諧寮蝙蝠( )→ (2世 ･和田､幕臣/狂歌)Ｅ３６０６はいかいりょうへんふく はくりかんぼううん白鯉館卯雲

梅花園( ) → ( ､拝郷 ､歌人) ５１９１ばいかえん れんいん はいごう蓮茵

梅花園( ) → ( ･岡田､俳人) ３６８９ばいかえん ばいかん梅間

梅花園( ) → ( ･酒井､藩主/歌/俳) Ｆ２６６２ばいかえん ただのり忠徳

梅花園( ) → ( ;法諱､拝郷 ､僧/歌) ５１９１ばいかえん れんいん はいごう蓮茵

梅花園( ） → ( ･中井 ､国学者/歌人) Ｎ２８１１ばいかえん ちひろ なかい千尋

花園( ) → ( ･豊島屋 ､商家/狂歌)Ｗ２１７１ばいかえん じゅうえもん とよしまや十右衛門

梅花翁( ;号) → ( ;法諱･逸岩;道号､黄檗僧)Ｅ３８８１ばいかおう ぶんえい文瑛

梅花翁自咲先生( )→ ( ､真宗僧/俳人)３６６７ばいかおうじしょうせんせい ばいおう梅翁

梅花屋( ) → ( ･増田 ､藩儒/尊攘/詩) Ｇ２２４６ばいかおく しよう ますだ紫陽

3685 ( ･市川 /のち福原 ､市川延嵩4男) 越後柏崎の儒者:原松洲/小林翔門､梅客 ばいかく いちかわ ふくはら ?ｰ1849

江戸に出て幕臣福原俊平の養嗣子/幕臣;御徒目付/御勘定吟味役､｢梅客詩稿｣著､

せいさい[梅客(;号)の名/通称/別号]名;幸雄/居貞､ 通称;与一郎/忠之進、別号;倩斎

3686 ( ･海野 ､高橋邦好の長男) 陸中盛岡藩の絵師/勝川法眼藤原雅信門､梅岳 ばいがく うんの 1821ｰ7757歳

のち岸岱門､｢三十六俳仙像｣画､外多数、

[海野梅岳(;号)の名/通称/別号]名;邦彦、通称;操、

別号;梅雲/永寿堂/象形館/清香庵/画雲楼/梅山人/書画斎、法号;清庵浄円梅岳居士

梅岳( ･狩野) → ( ･狩野､絵師) １３４４ばいがく えいのう永納

梅岳( ･高橋) → ( ･高橋 ､絵師/歌人) Ｋ４４４０ばいがく もりただ たかはし盛的

梅嶽恵香( ) → ( ;法諱･梅嶽;道号､曹洞僧)Ｄ１３８４ばいがくえこう えこう恵香

梅嶽真白( ) → ( ;法諱･梅嶽;道号､黄檗僧)Ｐ２２６２ばいがくしんぱく しんぱく真白

梅花軒三休子( )→ ( ･上坂/中沢､随筆)Ｍ２００２ばいかけんさんきゅうし さんきゅうし三休子

梅花居士( ) → ( ･天野 ､藩士/儒詩) Ｉ１８４０ばいかこじ けんきち あまの謙吉

梅華山人( ) → ( ･田尻 ､藩士/国学者) ３６６８ばいかさんじん ばいおう たじり梅翁

梅花山人( ) → ( ･藤堂､儒者/詩人) ３６７８ばいかさんじん ばいか梅花

梅花山人( ) → ( ･堀 ､幕臣/海防･交渉) Ｎ３１６２ばいかさんじん としひろ ほり利煕

梅花樹林斎( )→ ( ･森/源､幕臣/書家) Ｉ４０５８ばいかじゅりんさい まさよし尹祥

梅下書屋( ) → ( ･榊原 /上田､儒者) Ｇ４４２５ばいかしょおく もりのり さかきばら守典

梅花書屋( ) → ( ･篠崎/篠､商家/儒者) Ｅ２０６０ばいかしょおく さんとう三島

梅花書屋( ) → ( ･平元､藩士/儒/軍事) Ｊ１６００ばいかしょおく きんさい謹斎

梅華仙史( ) → ( ･橘/宮川､医者/詩歌) ３２３２ばいかせんし なんけい南谿

梅花長者( ) → ( ･谷 ､医者/詩人) Ｏ３１６３ばいかちょうじゃ となん たに斗南

梅下亭( ) → ( ･大田､歌人) ３７３９ばいかてい ひでのぶ秀延

俳歌堂( ) → ( ･酒井 ､和漢学/狂歌) Ｆ２８６８はいかどう ちゅう さかい仲

梅花堂( ) → ( ･篠崎/篠､商家/儒者) Ｅ２０６０ばいかどう さんとう三島

梅雅堂( ) → ( ･恋川､絵師/黄表紙) Ｆ４６６０ばいがどう ゆきまちゆき町

梅花堂主人( )→ ( ･松平､藩主/天文暦学)Ｑ２６１６ばいかどうしゅじん ただとも忠和

梅花道人( ) → ( ･山本 ､絵師) ３６５３ばいかどうじん ばいいつ やまもと梅逸

梅花道人( ) → ( ･宮田 ､藩儒/詩人) Ｇ１９６５ばいかどうじん ごけい みやた五渓

梅花道人( ) → ( ;道号･如宝;法諱､黄檗僧)Ｊ２５８４ばいかどうじん そしゅう楚州

梅花道人( ) → ( ･山中 ､歌人) Ｅ４６７７ばいかどうじん ゆきただ やまなか幸忠

3687 ( ) 江中期江戸市ヶ谷住/狂歌;1787｢才蔵集｣入梅下武士 ばいかのぶし ? ｰ ?



[ほのぼのと東しらげのかんな月かけて箱根にさしのぼるかな](才蔵集;巻七318)

(しら[精]げ・かんな・箱は縁語)

武士八十氏と同一?→ 武士八十氏( ､安部左内､後万載集入)Ｅ４４８５もののふのやそうじ

梅花仏( ) → ( ･広瀬､俳人) １１２８ばいかぶつ いぜん惟然

梅花房( ) → ( ･後藤､商家/俳人) Ｂ３６４９ばいかぼう ばいじゅう梅従

梅花無尽蔵( :斎号)→ ( ･万里 ､詩人) Ｈ２１１６ばいかむじんぞう しゅうく ばんり集九

梅花老人( ) → ( ･栗本 ､俳人) Ｃ１５２９ばいかろうじん かだい くりのもと可大

B3628 ( ) 江前期俳人;1692不角｢千代見草｣入梅干 ばいかん ? ｰ ?

[婚礼の夜を姑女 の笑 納め](千代見草)しゅうとめ えみ

3688 ( ) 俳人;1772几董｢其雪影｣1句入、梅貫 ばいかん ? ｰ ?

[啼く鹿や昼見た形 のわすれたき](其雪影;巻尾325/夜声の趣と昼の不格好さとの差)なり

3689 ( ･岡田 ､名;宝/登宝) 尾張名古屋藩士/俳人:士朗門､梅園経営/画､梅間 ばいかん おかだ 1773ｰ184977

｢風の筋｣編/｢力草｣/｢梅花帖｣編/｢楽しみ草｣編/｢十かへり前｣編､遺稿｢梅影集｣玄堂ら編

[梅間(;号)の字/通称/別号]字;子善、通称;保十郎/清九郎/半十郎､

別号;張古/梅幹/梅花園､ 法号;清巌良潔

3690 ( ･菅井 ､名;智義/岳､知則男) 陸前仙台鎮南坊絵師:根本常南門、梅関 ばいかん すがい 1784ｰ1844自殺61

のち江戸の谷文晁門､長崎滞留;清人の江稼圃門､一時大阪住/老母･眼病の弟のため帰郷､

画業で生計を立てるが1844(天保15)天保飢饉に窮乏;自殺､養子;門人の田竜

｢梅関詩集｣著/1830｢水西荘図帖｣画､

[梅関(;号)の字/通称/別号]字;正卿、通称;善助/岳輔、別号;東斎/梅館､岳梅関

3691 ( ･森田 ､名;居敬､三平男) 土佐高知藩士/儒者:佐久間象山門/梅 ばいかん もりた 1819ｰ6547

詩:星巌門､書;巻菱湖門､1854清水浦漂着の清国海南島漁民の長崎護送の訳官､

1843｢梅 初集｣､53｢海防答問｣､｢潮江音祠考｣｢潮江菅祠問｣｢未得御意帖｣著､

[梅の字/通称/別号]字;簡夫、通称良太郎､ 別号;紫山樵夫/仏山外史

3692 ( ･水落 ､元簡男) 越後柏崎の医者;江戸の昆泰仲門､詩人､梅 ばいかん みずおち 1829ｰ53病気早世25

1849(嘉永2)｢梅居士詩稿｣､雲濤の弟

[梅 (;号)の名/字/通称]名;孝倩( ?)､ 字;仁祖、通称;八郎 たかつら

梅関( ) → ( ･大江?､僧/俳人) Ｇ１５２８ばいかん かんさい閑斎

梅関( ･石川) → ( ･石川､儒者/詩人) Ｓ２２５７ばいかん じょうざん丈山

3603 (梅巌 ･石田 ､権右衛門2男) 丹波桑田郡東懸村の農民/上京;商家奉公､梅岩 ばいがん いしだ 1685ｰ174460

傍ら独学/1724頃独自で平易な人生哲学[心学]を確立、

1729(享保14)京の車屋町御池上ル東側の自宅で講席を設け無料講説:石門心学の祖､

神･儒･仏による実践道徳;のち門弟堵庵が大成､

1739｢都鄙問答｣44｢斉家論｣､｢都鄙問答続｣｢商家童問答｣｢答問集｣｢心学秘書｣著､

｢莫妄想｣｢女教訓｣｢要訓｣｢石田先生語録｣著/｢石田先生遺稿｣、

[文字バカリヲ知ルハ 一芸ナルユヘニ文字芸者ト云フ](都鄙問答)、

[梅岩(;号)の名/通称]名;興長、通称;勘平

3695 ( ･三井 ､名;惟明､字;克允/通称;唯吉) 江後期江戸四谷の書家/絵師､梅巌 ばいがん みつい ?ｰ?

1836｢精忠義士画象｣著

梅巌(梅龕 ･日下部)→ ( ･日下部 /藤原､幕臣/詩人/書)Ｐ２１５３ばいがん じゅんせい くさかべ順清

梅丸斎( ) → ( ･柳斎･梅丸斎･滝川･烽山/山口､絵師)Ｃ２１８６ばいがんさい しげはる重春

売冠子( ) → ( ･勝見､俳人) Ｄ２２２０ばいかんし じりゅう二柳

梅閑人( ) → ( ･関､俳人) １１８５ばいかんじん いざん為山

梅含堂( ) → (5世 ･千 ､裏千家8世茶人)Ｈ２５６７ばいがんどう そうしつ せん宗室

;(京の華音･稗史の主要な研究者)稗官 の五大家はいかん

おかはつく まつむろしようきよう すやまなんとう あさえだきゆうか岡白駒 松室松峡 陶山南濤 朝枝玖珂

たなかたいかん田中大観

梅干之助( → ･歌川)→ ( ･歌川､絵師) Ｄ１７０３ばいかんのすけ ほやのすけ くになが国長

梅几庵( ) → ( ･山本 ､俳人) Ｓ２２１２ばいきあん しょうこう やまもと松江

梅客( ･福原/市川)→ ( ･市川/福原､幕臣/儒) ３６８５ばいきゃく ばいかく梅客



3696 ( ) 渤海大使;平安前期908と920に来日/裴 はいきゅう ? ｰ ?

大江朝綱と詩の唱和:扶桑集入

3697 ( ･東海 ､名;百邦) 江戸期長崎の唐通事､｢東海稿｣著､梅居 ばいきょ とうかい ?ｰ?

東海家の先祖は1617渡来の徐敬雲(浙江省出身)/長男徳政が東海氏として1661通詞

梅居( ･衣笠) → ( ･衣笠 ､藩医/詩歌) Ｄ１０５１ばいきょ あきちか きぬがさ明親

梅居( ･千家) → ( ･千家 ､国学者) Ｍ３１５６ばいきょ としざね せんげ俊信

梅居( ･野口) → ( ･野口､商人/国学/歌) Ｃ４１０７ばいきょ みちなお道直

3699 ( ･遠藤 ､名;胤平/通称;清兵衛)1 上州高崎藩士/俳人:松露庵門､俳狂 はいきょう えんどう 775ｰ181945

｢俳諧勧進帳｣｢井蛙濯腹論｣著､ [俳狂の別号] 当帰/麦門堂

3698 ( ･向陽軒､姓;高津 ､名;真宗) 江中期1716-64頃大坂高津の華道家､梅橋 ばいきょう たかつ ?ｰ?

立花を得意､1756｢攅花雑録｣著、

[向陽軒梅橋の通称/別号]通称:四郎兵衛、別号;幽了

梅喬( ･虎嶺庵) → ( ･小林 ､俳人) Ｃ１５４３ばいきょう かっこ こばやし葛古

梅鏡( ･赤井) → ( ･赤井 /源､里正/歌) Ｖ２６０９ばいきょう ただつね あかい忠常

梅暁( ･松平) → ( ･松平､藩主/詩) Ｈ３２５９ばいぎょう なりたみ斉民

梅暁院( ) → ( ･井伊 ､藩主室/歌人) Ｊ１１８３ばいぎょういん いよひめ いい伊予姫

梅橋散人( )→ (( / ･山岡､幕臣/国学)Ｊ４０６６ばいきょうさんじん まつあけ まつあきら浚明

佩玉( ･大塚) → ( ･大塚 /水落､詩人) Ｉ２５６３はいぎょく そうなん おおつか巢南

梅玉( ) → (3世 ･中村､初世金沢竜玉､歌伎役/作) １２６４ばいぎょく うたえもん歌右衛門

梅旭女( ) → ( ､すみ､茶屋女将､狂歌)１２９２ばいぎょくじょ うめのあさひご梅旭子

J3633 ( ･水野 ) 江前期俳人､1681賀子｢山海集｣入、梅吟 ばいぎん みずの ? ｰ ?

1682春林｢俳諧百人一句難波色紙｣入、

[香盆や初子 の今日の玉箒](山海集;左31/聞香の句;はつね

香炉を清める羽箒を子日の玉箒 に見立てる/香盆は香炉を据える台、たまぼうき

万葉4493;家持/初春の初子の今日の玉箒 手にとるからに揺らぐ玉の緒、たまばはき

玉箒は玉を飾り付けた箒;揺れると鳴る/初子の儀式は唐からもたらされた行事)

B3600 ( ･李 ､一恕男) 朝鮮慶尚道の儒者/文禄役に捕縛:紀州藩儒､梅渓 ばいけい り 1617ｰ8266歳

｢徳川創業記｣著､海｢南紀風雅集｣詩入

B3601 ( ) 江前期美作津山の俳人;梅兄 ばいけい ? ｰ ?

1692常牧｢冬ごもり｣三吟(定政･聴霜と)入

J3615 ( ) 江前期俳人1693不角｢二息｣入梅荊 ばいけい ? ｰ ?

B3602 ( ･足立 ､名;盛至) 薩摩藩医/洋学校英語教師､梅景 ばいけい あだち 1835ｰ9662歳

1666｢英吉利文典字類｣著

B3603 ( ･鏑木 /田中 ､名;世胤/世融､字;君冑/通称弥十郎) 長崎絵師:梅渓 ばいけい かぶらぎ たなか 1750ｰ180354

沈南蘋門､花鳥画､江戸で鏑木家の養子､｢残雪片水｣画

梅径( ･水野) → ( ･水野 ､藩士/俳/詩歌)Ｂ３８６３ばいけい ふくとみ みずの福富

梅( ･片山) → ( ･片山 /朝川､儒者) Ｉ２１９６ばいけい じゅつどう かたやま述堂

梅卿(梅渓 ･ ･宇都宮)→ ( ･宇都宮 ､真宗僧/勤王)Ｊ４４００ばいけい うめさと もくりん うつのみや黙霖

梅渓( ) → ( ;法諱･雪嶺､臨済僧/詩) １３２１ばいけい えいきん永瑾

梅[楳]渓( ) → ( ･西村/西邨､絵師) Ｈ２８０２ばいけい ちゅうわ中和

梅渓( ･阿埜) → ( ･阿埜 /阿部､軍学/天文)Ｆ３５０１ばいけい のりたね あの則胤

梅渓( ･桑野) → ( ･桑野 ､医者/詩歌) Ｋ１６４８ばいけい きさい くわの喜斎

梅渓( ･森) → ( ･森 ､藩士/兵学者) Ｇ２３８５ばいけい すけのぶ もり祐信

梅渓( ･田崎) → ( ･田崎 ､藩士/絵師) ２５５９ばいけい そううん たざき草雲

梅渓( ･堅田) → ( ･堅田 ､神職/和漢学/歌)Ｗ２６４９ばいけい たねとも かただ種知

梅渓( ･無事菴) → ( ･桑野 ､国学/歌人) Ｕ１６２９ばいけい きみかつ くわの公克

梅渓( ･聴松庵) → ( ･土肥 ､国学/歌人) Ｊ３５２８ばいけい のりつね どひ徳経

梅渓( ･高見) → ( ･高見 ､藩士/国学/書)Ｌ２５０４ばいけい そこう たかみ祖厚

梅谿( ･橋本) → ( ･橋本 ､藩士/国学者) Ｒ４０７４ばいけい まさき はしもと真幸

梅渓樵夫( ) → ( ･天野 ､藩士/儒詩) Ｉ１８４０ばいけいしょうふ けんきち あまの謙吉



杯月( ･柳河) → ( ･柳河/西村/栗本､洋学者)Ｋ２１２１はいげつ しゅんさん春三

I3696 ( ) 江前期江戸俳人;1691不角｢二葉之松｣2句入｣､梅月 ばいげつ ? ｰ ?

[妻の魂 よせめて居とまれ二七日 ](二葉之松297､二七は14､1690年のことか?)たま にしちにち

B3604 ( ) 江前期播磨姫路の俳人;1692才麿｢椎の葉｣1句入､梅月 ばいげつ ? ｰ ?

[桴士 や腹あてしむるはつ嵐](椎の葉127)いかだし

江戸俳人梅月と同一? → ( ) Ｉ３６９６梅月 ばいげつ

B3605 ( ･日沢/本姓;源) 陸中盛岡の俳人/藩士か?､梅月 ばいげつ 1819ｰ8365歳

｢四季混題発句集｣著､日沢清吉(梅二/梅月庵を継嗣)の祖父、

[梅月(;号)の名/通称/別号]名;清廉、通称;源吾、別号;梅月庵

梅月( ･安東) → ( ･安東 ､藩士/国学/詩)Ｎ２０７４ばいげつ さだとし あんどう貞敏

梅月( ･吉野) → ( ･吉野 ､名主/歌/国学)Ｑ４７０９ばいげつ よしまる よしの義巻

梅月庵( ) → ( ･野間､俳人) Ｅ３６７７ばいげつあん はそく坡仄

梅月居( ) → ( ･勝田 ､藩儒者/詩) Ｃ５２１５ばいげつきょ ろっこく かつた鹿谷

杯月舎( ) → (2世 ･満丸､狂歌) Ｅ４９７２はいげつしゃ りゅうじょうてい柳条亭

梅月舎( ) → ( ･小原 ､藩士/国学/歌) Ｂ１６８１ばいげつしゃ きみお おはら君雄

梅月堂( ) → (閑水 ､雑俳書撰者) Ｄ１５９８ばいげつどう かんすい閑酔

梅月堂( ･香川)→ ( ･香川､歌人) ２４２２ばいげつどう せんあ宣阿

梅月堂(２世 ･香川)→ ( ･香川/宣阿男､歌) Ｋ１５９９ばいげつどう かげちか景新

梅月堂(３世 ･香川)→ ( ･香川/景新男､歌) Ｌ１５２７ばいげつどう かげひら景平

梅月堂(４世 ･香川)→ ( ･香川､景平養嗣/歌)１５１１ばいげつどう かげもと景柄

梅月堂(５世 ･香川)→ ( ･香川､景柄養子/歌)Ｅ１５９７ばいげつどう かげつぐ景嗣

梅月堂( ･香川)→ ( ･香川､一時景柄養子/歌) １５１２ばいげつどう かげき景樹

梅月堂( ･菅沼)→ ( ･菅沼､一時景柄養子/歌) Ｂ１０５８ばいげつどう あやお斐雄

梅月堂梶人( )→ (初世 ･梅暮里､洒落本) １９２６ばいげつどうかじんど こくが谷峨

佩弦(佩絃 ･長井)→ ( ･長井/永井 ､詩文) Ｈ２４６８はいげん せいが ながい旌峨

佩絃( ･長野) → ( ･長野/月形､藩士/儒者) ３９８４はいげん ほうさい芳斎

B3606 ( ･南村 / ､別号;離明翁) 戦国期周防の儒者;山口の大内義隆に出仕､梅軒 ばいけん みなみむら なんそん ?ｰ?

のち天文1532-55末頃土佐弘岡の吉良峰城主吉良宣経 に出仕で朱子学を講義､のぶつね

さらに儒仏一致を主唱;南学の濫觴/のち谷時中により大成､

宣経没後周防に帰り大内義長に出仕/義長が毛利に敗北し自刃;

周防吉敷郡上宇野郷白石に隠棲;没､｢三十六策問｣著､

元親[ ] 長曾我部梅軒の門弟と南学の系譜

兼山 一斎 芝山梅軒 吸江寺僧 忍性 野中 谷 大高坂

宗安寺僧 信西(如淵) 小倉 長沢潜軒三省

天室 時中 闇斎 秦山雪蹊寺僧 谷 山崎 谷

B3607 ( ･木村 ､宗心男) 曾祖父木村宅馬は豊臣秀頼の家臣､梅軒 ばいけん きむら 1702ｰ5352歳

次姉の夫の荻生北渓宅に寄寓;その縁で儒者:荻生北渓･徂徠門､

官命により1728(享保13)｢七経孟子考文補遺｣著､病弱;40歳で失明､詩人/子弟教育、

[梅軒(;号)の名/字/別号]名;晟、字;得臣、別号;玉函

B3608 ( ･荻野 ､宗庵男/本姓;源) 大阪の医者:1726師に随い加賀で施術/開業､梅軒 ばいけん おぎの 1702ｰ7776

晩年京に移住､｢急求要方｣著､元凱 の父､げんがい

[梅軒(;号)の名/字/諡号]名;正立/孟平､ 字;如卓､ 諡号;正義

B3609 ( ･藤江 ､竜山の長男) 播磨竜野藩の儒者;父門/1798(寛政10)家督嗣、梅軒 ばいけん ふじえ 1758ｰ182366

竜野藩儒官;股野順軒と共に藩内の文教に尽力､藩校設立を請願;実現を見ずに没、

詩文に長ず､｢梅軒瑣言｣著

[梅軒(;号)の名/字/通称/別号]名;惟孝､ 字;克施、通称;貞蔵/松之助、別号;岱山

B3610 ( ･田内 ､名;啓/通称;米三郎 ) 江後期京の陶磁研究家､梅軒 ばいけん たうち よねさぶろう ?ｰ?

1848(嘉永元)｢度量徴｣/54-55｢陶器考｣著

B3611 ( ･菊池 ､西皐男) 江後期紀州和歌山藩の儒者､梅軒 ばいけん きくち ?ｰ?

父より祖父衡岳の遺稿を受領;1822(文政5)｢衡岳先生思玄亭遺稿｣完成､



1851父西皐著｢済勝余興｣編､｢攬轡集｣｢献芹｣著､｢東皐琴譜｣校訂､三渓の父､

[梅軒(;号)の名/字/通称]名;遷/善、字;善甫 /遷甫、通称;角右衛門ぜんすけ

J3655 ( ･) 江後期;歌人、梅軒 ばいけん ? ｰ ?

1858蜂屋光世｢大江戸倭歌集｣入､畠山常操( ､剃髪号;梅軒/1770ｰ1840)と同一?、じょうそう

[うつせみのねにのみなくは契りしもむなしきからのなげきなりけり]、

(大江戸倭歌;恋1598)

[武蔵野のはてなきとこそ思ひしか富士の高嶺ぞ限なりける](同;雑1678)

B3612 ( ･佐藤 ､憲令の長男) 羽後亀田藩士､儒:父門/大平亀陰門､梅軒 ばいけん さとう 1826ｰ9368

1841江戸遊学;安積艮斎･萩原緑野門､帰郷;1844藩校長善館副学正/学生､

藩主岩城隆政･世子隆邦の侍講/1861(文久元)隆邦藩主となり家老;藩政に参画、

維新後;藩権大参事､私塾開設;子弟教育､

｢城制大意｣｢読正続日本外史｣｢梅軒詩鈔｣著、

[梅軒(;号)の名/字/通称/法号]名;憲欽 ､ 字;元謨、通称;勘解由、法号;孤山院のりよし

梅軒( ･小平) → ( ･小平､詩歌人) Ｃ４４５４ばいけん もとさだ元禎

梅軒( ･高橋) → ( ･高橋､幕臣/暦算) Ｅ４７８６ばいけん よしとき至時

梅軒( ･松岡) → ( ･松岡/丹比 ､故実家) Ｊ３１０４ばいけん ときかた たじひ辰方

梅軒( ･駒井) → ( ･駒井､藩士/国学/俳人) Ｆ３５９５ばいけん のりむら乗邨

梅軒( ･北) → ( ･北 ､藩家老/詩文) Ｅ４７６６ばいけん よしつぐ きた可継

梅軒( ･中西/小林)→ ( ･小林/中西､俳人) Ｘ２１６９ばいけん しゅうすい秋水

梅軒( ･岩瀬/小野)→ ( ･菱川､絵師) Ｑ１６１７ばいけん きよはる清春

梅軒( ･畠山) → ( / ･畠山､故実/歌学)Ｕ２２０３ばいけん じょうそう つねもち常操

梅軒( ･本間) → ( ･本間 ､藩士/故実家) Ｅ３７８４ばいけん ひゃくり ほんま百里

梅軒( ･柳川) → ( ･柳川､藩士/歌) Ｑ２１７０ばいけん しげおき調興

梅軒( ･吉田) → ( ･吉田､藩士/儒者) Ｄ２８３６ばいけん ちくそう竹窓

梅軒( ･大林) → ( ･大林 /源､藩士/国学)Ｏ４０４１ばいけん まさなが おおばやし正修

梅軒( ･増山) → ( ･増山 ､御師/国学) Ｈ４６２６ばいけん ゆきなが ますやま遷永

梅軒( ･三宅) → ( ･三宅 ､国学者/歌人) Ｉ３８７３ばいけん ふるき みやけ古城

B3613 ( ･松園 ) 戯作者/人情本;三亭春馬門､梅彦 ばいげん しょうえん ? ｰ ?

1839-61｢多気競 ｣8-10篇､1844-?｢春秋二季種 ｣3-5編たけくらべ しゅんじゅうふたきぐさ

佩弦園( ) → ( ･井上/戸口､藩儒) Ｆ２１８３はいげんえん しめい四明

佩弦斎( ･青山)→ ( ･青山､儒者) Ｄ３５４９はいげんさい のぶみつ延光

佩弦老人( ) → ( :道号･長柔:法諱､臨済僧)Ｉ２２７９はいげんろうじん しょうごう勝剛

B3614 ( ) 江前期俳人;1693?幸佐｢一番船｣滑稽和漢入梅湖 ばいこ ? ｰ ?

B3615 ( ･又筵斎 ) 江中期江戸の俳人･2世青峨･米仲と交流､梅戸 ばいこ ゆうえんさい ?ｰ ?

1755(宝暦5)｢八十賀｣編

梅( ･嶺 ) → ( ･山領 ､藩士/儒者) Ｂ３６３０ばいこ りょう ばいざん やまりょう梅山

B3616 ( ･牧山 ､三四坊) 江後期大坂天満鈴鹿の俳人､1848｢月しぐれ｣編梅後 ばいご まきやま ?ｰ?

梅故庵( ) → ( ;号､商家/俳人) Ｊ２５７７ばいこあん そざん狙山

拝豪( ･宮西) → ( ･宮西 /藤原/宇治部､神職/国学)Ｅ１７５６はいごう くにしげ みやにし邦維

J3619 ( ) 俳人;雑俳/1703不角｢広原海 ｣入梅香 ばいこう わたつうみ? ｰ ?

B3617 ( ･松村 ､名;延年/字;子長/通称;多仲) 江戸駒込の儒者/詩;平野金華門､梅岡 ばいこう まつむら 1710ｰ84

徂徠学を主唱;初め盛唐詩風を主張したが晩年は晩唐に変ず､｢玉壺楼詩集｣｢梅岡詩集｣著、

｢梅岡文集｣｢北越奚嚢｣｢詩燈｣､1772｢紫海紀行｣76｢梅翁詩草｣78｢紫海集｣外著多数､

B3618 ( :法諱) 江後期曹洞僧;千丈実巌の孫弟子､梅香 ばいこう ? ｰ ?

1801刊｢幽谷余韻抄｣編

B3619 ( ･2世鶴廼屋 ､姓;今堀) 江後期大坂内平野町の狂歌作者:大江戸風社中､梅好 ばいこう つるのや ?ｰ?

1831｢狂歌弐本風土記｣32｢狂歌五百題集｣34｢住吉詣狂歌集｣36｢花鳥余情｣編、

1839｢狂歌夜行百題集｣41｢狂歌土佐日記抄｣45｢狂歌春秋集｣53｢五色題狂歌集｣編、

1858｢昼夜行事狂歌集｣､｢いつひらの花｣｢今様人物題狂歌集｣｢狂歌浪花集｣編;外編著多数、

[2世鶴廼屋梅好(;号)の通称/別号]通称;米屋 長兵衞､ 別号;窓廼屋/北窓よねや



梅好( ･白縁斎､狂歌)→ ( ､書肆) Ｃ３６７０ばいこう はくえんさいばいこう白縁斎梅好

梅幸( ･音羽屋) → (初世 ･尾上､歌伎役/俳人)１６０７ばいこう きくごろう菊五郎

梅幸(2世 ) → (2世 ･尾上､歌舞伎役者)１６０７ばいこう きくごろう菊五郎

梅幸(3世 ) → (3世 ･尾上､歌舞伎役者)１６９５ばいこう きくごろう菊五郎

梅幸( ･扇屋) → (4世 ･尾上､歌伎役/合巻)Ｆ１６１８ばいこう きくごろう菊五郎

梅紅( ･長谷川) → ( ･長谷川/後藤､絵師) Ｅ２４６１ばいこう せってい雪堤

梅皐( ･前田) → ( ･前田､藩主/謡曲) Ｅ４０３８ばいこう なりやす斉泰

梅巷( ) → ( ･岡崎 ､儒者) Ｉ１５３７ばいこう かいいん おかざき槐陰

梅江( ･福住) → ( ･福住 ､商家/歌人) Ｇ２９２５ばいこう つぐさだ ふくずみ世貞

梅江(楳江 ･稲津)→ ( ･稲津 ､俳人) Ｋ１６９６ばいこう ぎじょう いなづ杖

培公( ･河村) → ( ･河村､秀根男/儒･国学者)Ｊ４０１２ばいこう ますね益根

梅香庵( ) → ( ･渡辺､歌人) ４６７１ばいこうあん ゆうえき友益

梅香庵( ) → ( ･松原 /山県､藩士/神職/歌俳人)Ｚ２６６２ばいこうあん たかはや まつばら貴速

梅香園( ) → ( ･羽室 ､通称芳蔵､俳人)Ｍ１５６６ばいこうえん かせき はむろ花石

B3620 ( ､中島) 大阪檜垣連狂歌､1859｢狂歌類題真木柱集｣編梅香園守近 ばいこうえんもりちか ?ｰ?

B3621 ( ､清水長義､通称万兵衛/利兵衛) 京狂歌判者､佩香園蘭丸 はいこうえんらんまる ?ｰ?

1820｢しのふすり｣/45｢狂歌百題慶賀集｣/48｢狂歌秋の寝覚｣編､｢狂歌桂の於母影｣著､

[佩香園蘭丸の別号] 伊勢廼屋、 佩香園蘭丸2世は門人住江松丸が継承

梅江斎( ) → ( ･岡本､藩士/日記) Ｄ４４３３ばいこうさい もととも元朝

K3682 ( ;号･松前 ､名;さを/佐尾子､土橋武則女) 江戸の歌人、梅好子 ばいこうし まつまえ 1702ｰ6362

蝦夷松前藩6代藩主の松前邦広 (1705-43)の側室/のち継室､くにひろ

長男資広(1726-65/7代藩主)の母

梅江舎( ) → ( ･稲津 ､俳人) Ｋ１６９６ばいこうしゃ ぎじょう いなづ杖

梅後園( ) → (洗耳 ､俳人) Ｆ２４７６ばいごえん せんじ沾耳

B3622 ( :道号･元保:法諱) 臨済僧:寿林元彭門､1582南禅寺264世､梅谷 ばいこく ?ｰ1593

1578｢三千句｣編､1592二条御所倭漢聯句に参加

I3697 ( ) 江中期江戸俳人;沾洲座点者､1754竹翁｢誹諧童の的｣点句入唄国 ばいこく ? ｰ ?

B3623 ( :法諱) 江中期京の真宗僧/霊光寺住職･1791学林で講義､梅谷 ばいこく ? ｰ ?

｢五帖消息纂註｣著

B3624 ( ･正木 ､時直の長男) 尾張名古屋藩士/1793出仕;側大寄合支配､梅谷 ばいこく まさき 1781ｰ186585

儒;藩校で冢田大峯門､1812藩校明倫堂典籍見習/のち教授/督学/書物奉行､61御徒頭格､

｢梅谷詩鈔｣｢明倫堂典籍秘録｣著､

[梅谷(;号)の名/字/通称]名;時宏、字;達夫、

通称;源太郎/右衛門八 /三郎右衛門/三郎兵衛、法号;清廉院えもはち

梅谷( ;号) → ( :道号･祖永:法諱､臨済僧/煎茶)３９３５ばいこく ほうがん方巌

梅谷( ･岡部) → ( ･岡部 ､幕臣/漢学/詩) Ｆ２１８６ばいこく しめい おかべ四溟

梅谷( ･森崎) → ( ･森崎 ､吏員/俳人) Ｋ２４５６ばいこく ぜくう もりさき是空

梅国( ;号) → ( ;法諱､真言僧/詩人) Ｕ２１５４ばいこく じっかん実貫

梅谷庵( ) → ( ･森崎 ､吏員/俳人) Ｋ２４５６ばいこくあん ぜくう もりさき是空

培根堂( ･井上)→ ( ･井上､儒/国学) Ｅ３１２９ばいこんどう とうさい桐斎

培根堂( ･粟田)→ ( ･粟田 ､神職/歌人) Ｐ３１３６ばいこんどう ともかね あわた知周

B3625 ( ･松井 ､通称;河内屋茂兵衛) 大阪の書肆;群玉堂河内屋の一族､梅左 ばいさ まつい ?ｰ?

俳人:樗良の道統､道彦門､1834｢浪速俳諧系譜｣編､1838｢松のしをり｣/40｢ふくるま集｣編、

1841｢俳諧文章車｣1842｢竹のしけり｣編､｢俳人手翰帖｣編､

[梅左の別号] 梅佐坊/亀墻 /無為庵/松生きしょう

杯斎( ･中村) → ( ･初代中村宗哲､千家塗師)Ｊ３６４３はいさい はちべええ八兵衞

B3626 (楳斎 ･吉田 /修姓;田) 上州の篆刻家;諸国歴遊/越後に８年滞在/江戸住､梅斎 ばいさい よしだ ?ｰ?

1845(弘化2)｢越後人物誌｣編/50(嘉永3)｢越海漁篷｣著

培斎( ･林) → ( ･林､儒官/詩人) ３０３１ばいさい ていう宇

梅斎( ･神代) → ( ･神代 ､医/国学者) Ｄ１０３０ばいさい あきおみ かみしろ名臣



梅斎( ･高久/秦) → ( ･高久 /秦/川勝､絵師)Ｄ４９７０ばいさい りゅうこ たかく隆古

梅斎( ･山多) → ( ･山多/山田 ､俳人) Ｊ２１８４ばいさい しゅんし やまだ春思

売菜翁( ) → ( ､多田敏包､狂歌師)Ｅ２５１７ばいさいおう そののむらたけ園村竹

梅朔(梅作 ･岩瀬)→ ( ･山東 ､絵師) Ｓ１６０３ばいさく きょうすい さんとう京水

梅佐坊( ) → ( ･松井､俳人) Ｂ３６２５ばいさぼう ばいさ梅左

B3627 ( ) 江前期雑俳点:冠付選句､1698調和｢洗朱 ｣入､梅山 ばいざん あらいしゅ? ｰ ?

1702｢小倉付｣:もみぢ笠入､｢江戸雀｣入

B3629 ( ･曾根 ､名;忠太夫/通称;弥左衛門) 伊賀上野藩士;藩主藤堂良長の家臣､買山 ばいざん そね ?ｰ1704

晩年仏門に入る､俳人;蕉門/1694｢炭俵｣1句･98｢続猿蓑｣1句入、

[はつ雪や塀 の崩れの蔦の上](炭俵;下巻雪/蔦紅葉に雪)へい

B3630 ( ･山領 ･ /修姓;嶺､佐野常置[仲庵]3男) 藩士山領言利の養子、梅山 ばいざん やまりょう やまみね 1756ｰ182368

肥前佐賀藩士;藩主鍋島斉直に出仕､進物役･町代官/1814(文化11)有田皿山代官､側用人､

儒者;長尾遁翁･石井鶴山門/歌;僧澄月･西洞院 時名･香川宣阿/香川景柄門､にしのとういん

画;司馬江漢門､武道タイ捨流;養父門､｢東紀行｣｢大和路日記｣著､

[梅山(;号)の名/字/通称/別号]名; 、字;師言､ 通称;主馬､利昌としまさ

別号;戛玉 /梅 /蛟江亭かつぎょく ばいこ

B3631 ( ･久花堂､在原 ) 山城伏見の俳人;蕪村･几董門､買山 ばいざん ありわら ?ｰ?

大和在原寺納入の書画蒐集､1796｢春の画合｣編､1802｢在原文庫｣､35｢道草集｣､｢呉竹集｣著

B3632 ( ･九鶴堂) 陸前仙台の俳人･東皐門､楳山 ばいざん ? ｰ ?

1822師追善集｢不二煙 集｣共編(;柳郊らと)ふじげむり

B3633 ( ･川北/川喜田 長 /字;有孚､長四郎長房男) 伊勢津藩士､梅山 ばいざん かわきた ちょうぎょう 1822ｰ190584

儒者:齋藤拙堂･猪飼敬所門､津藩校督学/有造館会頭､1866長州征伐参謀､

｢京役志｣｢四書標記｣著/｢論語標記｣編､｢梅山遺稿｣

［梅山の通称/別号］通称;新甫/栄吉[英吉]、別号;夢清楼 、法号;心静院

梅山( ;道号･聞本)→ ( ;法諱･梅山､曹洞僧) Ｉ４４４１ばいざん もんぽん聞本

梅山( ;初道号･聖垂)→ ( ;道号･方炳;法諱､黄檗僧)Ｌ３１４９ばいざん どくもん独文

梅山( ･谷岡) → ( ･谷岡 ､藩吏/歌学者)Ｄ４７９８ばいざん よしたか たにおか吉隆

梅山( ･依田) → ( ･依田 ､国学/歌人) Ｐ４０５２ばいざん まさずみ よだ正純

梅山( ･長野) → ( ･長野 ､医者) Ｄ４７０４ばいざん よしき ながの嘉樹

梅山(楳山 ･二邨/二村)→ ( ･二邨 ､医者/篆刻家)Ｃ１６８５ばいざん きみただ ふたむら公忠

楳山( ･久城) → ( ･久城 /城､医者/詩)Ｌ２１４３ばいざん しゅんだい くじょう春台

買山( ･市川) → ( ･市川､遣欧使節従者) Ｊ２４８０ばいざん せいりゅう青流

梅山人南北( )→ ( ･東西庵､狂歌/戯作者)３２３４ばいざんじんなんぼく なんぼく南北

梅山亭( ) → ( ･石原 ､酒造/国学) Ｕ２２６６ばいざんてい じょしょう いしはら如松

俳三昧( ) → ( ､啄木鳥の茂蘭､日蓮僧/俳人)Ｃ３３２０はいざんまい にちじゅう日従

B3634 ( ･ ･九条 ､忠教女) 母;二条道良女､鎌倉後期歌人､関白二条兼基の室､子 ばいし よしこ くじょう ?ｰ?

通称;従一位 子､治子(関白九条房実の室)を出産､

歌人;新後撰(2首961/1082)､藤葉 集2首入、とうよう

[人づてのいつはりにだにおのづからあはれをかくる言の葉もがな](新後撰;恋961)

[文保百首歌中に、

山川のあさせにむすぶ薄氷しづむ木の葉の色ぞかくれぬ](藤葉;冬345)

父 → ( ･九条､報恩院/右大臣/歌)Ｆ２６６０忠教 ただのり

母 → ( ･二条､九条左大臣女)Ｃ４１８９道良女 みちよしのむすめ

B3635 ( ･植山 ､) 江前期元禄1688 1704頃江戸の検校/歌人、梅之 ばいし うえやま ? ｰ ? ｰ

幼児失明/平曲源照派種村なん一(坊主)門:1688(元禄元)植山くわん一名､

1726(享保11)桐山検校隠居により46代検校;植村梅之名/1729息子の不行跡により不座、

歌人:渡辺友益(春之)門;友益春之門の六歌仙の一人､1703(元禄16)｢謌林尾花末｣撰編、

｢集類歌記｣著､1710静山｢和歌継塵集｣入、

[吹きまきてすだれの風の身にぞしむかくれ家までも秋をしれとや](謌林尾花末)、

[梅之(;号)の初名/通称/号]初名;植山くわん一、通称;花英一 、歌号;江民軒梅之かえいいち



B3636 ( ) 江前中期大阪の俳人;1691賀子｢蓮実｣2句入、梅子 ばいし ? ｰ ?

1714月尋｢伊丹発句合｣;四季発句入､

[稲刈りて片荷は西の帆かけ船](蓮実;335/天秤棒に二分し西日を受けた帆船の様)

I3687 ( ･蕉花庵､姓;志寺 ､名;重輔) 江後期安藝広島藩士/俳人;梅思 ばいし しでら ?ｰ?

1853鼎左｢俳諧海内人名録｣入;[翌日はなきものとみやりぬかへり花](俳諧海内人名録)

B3637 ( ･南嶺庵､姓;高田) 越後高田の俳人:蕉風を慕う､梅至 ばいし ?ｰ ?

1755(宝暦5)羽黒山･松島･江戸･信濃･伊勢･京を巡って行脚;翁塚に参詣､

1759｢中国誌｣｢両柱｣著/｢両回笠｣編､63｢葛の霜｣74｢伊勢便｣編､80(安永9)｢芭蕉百回忌｣編

梅枝( ･菊池) → ( ･菊池 ､神職/国学/歌)Ｊ４４８７ばいし もりみつ きくち守満

梅指( ;法諱) → ( ;道号･梅指､曹洞僧) Ｐ２１９９ばいし じきおう直翁

梅 ( ･頼) → ( ･頼､春水妻) Ｅ２１２５ ばいし しずこ静子

B3638 ( ) 美濃岐阜の俳人;1689｢あら野｣2句入、梅餌 ばいじ ? ｰ ?

[椶櫚 の葉にとまらで過ぐる胡蝶哉](曠野/巻二)しゅろ

B3639 ( ･三日月園) 江中期越後築地の俳人:越後の俳人乙軒を追善;梅二 ばいじ ? ｰ ?

｢乙軒百日忌追善集｣松声と共編､1795(寛政7)刊｢空色集｣､｢墨なをし｣編

梅寺( ･辻) → ( ･辻 ､俳人) Ｅ２８８７ばいじ ちとう つじ池東

B3640 ( ･近松 ､別号;泊鶯) 大坂御霊瓦町の浄瑠璃作者/役者評判記作者､梅枝軒 ばいしけん ちかまつ ?ｰ1839?

芝居絵本･番付類の売買と出版を業とす､4代目八文字屋自笑に強力、

1800(寛政12)-16(文化12)頃近松梅枝軒名で近松柳らと浄瑠璃合作､

1817(文化17)-34(天保5)梅枝軒泊鶯名で役者評判記を著作、

1800｢鳰湖高名硯｣湖水軒と合作､06｢玉藻前曦袂｣07｢桜姫操大全｣09｢絵本優曇華物語｣､

1816｢五天竺｣魚丸と合作､20｢役者開帳｣26｢役者珠玉尽｣34｢役者三世相｣外著多数

梅枝軒泊鶯( ､役者評判記)→ ( ･近松) Ｂ３６４０ばいしけんはくおう ばいしけん梅枝軒

B3641 ( ･金英社) 俳人;来山門､梅七 ばいしち ? ｰ ?

1734師来山遺稿集｢いまみや草｣共編(;古道･長江と)

3604 ( ･桜井 ､名; ､新九郎[雪館]男) 加賀金沢の刀研職;梅室 ばいしつ さくらい よしみつ能充 1769ｰ185284歳

加賀藩刀研師､俳人:馬来･闌更門/1800槐庵を嗣ぐ/1804致仕;隠居;07京住/のち大阪住、

1823江戸住､俳諧に専念;1826剃髪､1834庵の類焼;金沢に帰郷/39大阪住、

1851二条家より花の本宗匠を受く､1852京仏光寺北庵中で没､

1809-51｢四時行｣編(5編)､26｢木葉百韻｣､1828｢梅室付合集｣31｢今四歌仙｣36｢梅室家集｣､

1840｢蘆雁集｣編､41｢方円諧俳集｣42｢方円発句集｣50｢梅室発句集｣､

｢杉下随筆｣｢梅室随筆｣｢類題発句方円集｣外著多数､

磊落な性格/江戸や京でも高名で句風は平俗;他派の反感を買い論難も受ける､

遺稿｢かれぎく集｣(辰丸編）､追善集;｢残香集｣､辰丸[櫻井能監(神道家)]の父、

[乳 を隠す泥手わりなき田植歌](梅室家集/早乙女の恥じらい)ち

[寝勝手のよさに又見る柳かな](梅室家集/春の座敷のごろ寝)

[梅室(;号)の幼名/別号]幼名;次郎作、別号;雪雄 (;初号)/素芯/素信/方円/方円斎､ゆきお

槐庵三世/陸々( )/陸々山人､遅速庵/余花園/寒松庵/相応軒、法号;方円院ろくろく

梅室( ･山本) → ( ･山本､漢学者/詩) Ｂ３１２２ばいしつ とううん洞雲

梅佚( ･山本) → ( ･山本 ､絵師) ３６５３ばいしつ ばいいつ やまもと梅逸

佩詩堂( ･右馬耳風)→ ( ､加藤/書肆､狂歌)Ｆ２１４２はいしどう しののたまわく篠野玉湧

3605 ( ･ ､後朱雀天皇皇女) 1046賀茂斎院/58病気退下､子内親王 ばいしないしんのう 六条斎院 1039ｰ9658

外祖父源頼通の庇護のもとで｢六条斎院歌合｣を20数回催､

母;敦康親王女 晩年は宇治隠棲?､子(後朱雀天皇中宮)､祐子内親王の同母妹､

女房(歌人)に甲斐･小式部･丹後･讃岐･武蔵･宣旨など多数、

後葉集･ 首;詞花(114)続古(205)新拾遺(976)､藤葉集入、万代集入､勅撰3

[待ちあかす宿には鳴かでほととぎす雲井ながらも過ぎぬなるかな](続古今;三205)

子内親王家甲斐( )→ ① Ｉ１５３０ばいしないしんのうけのかい 甲斐

子内親王家小式部( )→ ( ､歌人/物語作者)Ｃ１９７６ばいしないしんのうけのこしきぶ こしきぶ小式部

子内親王家丹後( )→ ( ･歌人) Ｔ２６４３ばいしないしんのうけのたんご たんご丹後



子内親王家讃岐( )→ ( ､歌人/物語作者)Ｋ２０６５ばいしないしんのうけのさぬき さぬき讃岐

子内親王家武蔵( )→ ( ､歌人) ４２５３ばいしないしんのうけのむさし むさし武蔵

梅舎( / ) → ( ･川喜田 ､歌人) Ｂ４０１０ばいしゃ うめのや まさあき かわきた政明

梅舎( / ･後藤)→ ( ･後藤 /藤原､国学者) Ｅ４４１６ばいしゃ うめのや もとひろ ごとう基弘

､師説を擁護し春耕に反駁、B3642 ( ･一樗庵/挟橋亭) 江中期俳人･千梅門梅尺 ばいしゃく ?ｰ?

､1744芭蕉50回忌追善｢千とりの恩｣師と共編/50千梅｢蝶つかひ｣跋

1763｢やきおほね｣師と共編

B3643 ( ･栄枝館) 地口;1850｢画口合 千代之栄｣編;松川半山画梅若 ばいじゃく えぐちあい? ｰ ?

梅守( ) → ( ･二夜庵､山伏/俳人) Ｃ１４６１ばいしゅ おうねん黄年

梅首( ･座田) → ( ･座田 /速水､国学者) Ｅ１９２０ばいしゅ これさだ さいだ惟貞

梅趣( ･毛利) → ( ･毛利/大江､藩主/詩人) Ｅ４４７３ばいしゅ もとよし元義

､ ､俳書刊行､B3644 ( ･梅沢 ) 江戸の書肆/俳人;成美門 一茶と交流梅壽 ばいじゅ うめざわ ? ｰ ?

1812(文化9)｢俳諧ほしなうり｣/｢俳諧奇跡録｣編、1807剃髪、

[梅壽(;号)の通称/別号]通称;伊三郎/伊兵衞、別号;寿翁/金令閣/小田原屋

梅壽( ･俳名) → (3世 ･尾上､歌舞伎役者)１６９５ばいじゅ きくごろう菊五郎

梅樹( ･富田) → ( ･富田 ､藩士/兵法) Ｈ３７８１ばいじゅ ひろざね とみだ弘実

B3645 (梅洲 ･岡本 ) 江後期大阪の雑俳点者･1845｢折句六玉川｣に画像､梅州 ばいしゅう おかもと ?ｰ ?

｢あうむ石｣著/1844(天保15)｢冠附たから槌｣編/45｢和田の松｣評、

[梅州(;号)の別号] 四徳庵

B3646 ( ;道号･実光/光 ;法諱) 黄檗僧:豊前小倉福聚寺明洞門、梅洲 ばいしゅう じっこう 1639ｰ171981

1696(元禄9)法雲に嗣法/1708(宝永5)福聚寺住持､1710上洛/14宇治万福寺に慶源院開､

1717慶源院に退隠､詩人;高泉性と交流､｢禅喜草｣｢法雲老和尚壙誌銘｣著､

1711｢梅洲和尚語録｣著

B3647 ( ･高橋 ､名;政美､政景男) 羽後秋田藩士/儒者､梅洲 ばいしゅう たかはし 1758ｰ183275

1793秋田藩校明道館教授･儒詩/書の長ず､1802江戸川浚渫工事尽力;幕府より賞､

｢梅洲詩文稿｣､

[梅洲(;号)の字/通称/別号]字;元達､ 通称;重蔵/十之允､ 別号;洗心亭/汎楽隠士

B3648 ( ･春友亭 ､姓;田中､通称小島屋秀次郎､檜園梅明男) 狂歌;父門､梅秀 ばいしゅう しゅんゆうてい ?ｰ1907?

1864｢一字題詠集｣編､67｢人物集｣編､明治以後は東京日本橋西洋雑貨店経営

梅洲( ･齋藤) → ( ･齋藤､藩士/歌人) Ｅ３２９７ばいしゅう ながとも永配

梅州( ;通称) → ( ;法諱･石霜;道号､臨済僧)Ｅ４９６７ばいしゅう りゅうしょう竜菖

梅州( ;号) → ( ;法諱､真宗大谷派本願寺17世)Ｊ１９７６ばいしゅう こうしょう光性

梅州( ･山本) → ( ･山本 ､俳人) Ｂ４６８４ばいしゅう ゆうさぼう やまもと友左坊

B3649 ( ･後藤 ) 大坂道修町一丁目の薬種商､俳人;1716頃野坡門､梅従 ばいじゅう ごとう ? ｰ ?1752頃没

京の風之と共に野坡二高弟と称される､｢六行会｣師らと共編､1740｢三日の菴｣風之と共編､

1740｢野翁行状記｣､43｢屋土里塚｣風之と共編､51(宝暦元)野坡13回忌主宰､52｢十三題｣編､

[梅従(;号)の通称/別号]通称;伏見屋久右衛門、別号;梅花房/市中庵

久右衛門( ･伏見屋)→ ( ･後藤 ､商家､俳人)Ｂ３６４９きゅうえもん ばいじゅう ごとう梅従

梅秀樹( ) → ( ;通称､狂歌) Ｄ１２４１ばいしゅうじゅ うめひでき梅秀樹

梅守園( ) → ( ･神保 ､国学者) Ｋ２４８３ばいしゅえん せっきょ じんぼう雪居

梅樹園( ) → ( ･渓嵐 ､俳人) Ｊ２６４１ばいじゅえん たいが たにあらし対我

梅樹園楳翁( )→ ( ･平久間 ､狂歌/国学)Ｌ４４１４ばいじゅえんばいおう もりあき ひらくま盛章

B3650 ( ;道号･法霖 ;法諱､号;半梅叟/大梅軒) 戦国期臨済僧;文淵等明門/法嗣､梅叔 ばいしゅく ほうりん ?ｰ?

京の相国寺89世､相国寺大梅軒の開基/1536(天文5)鹿苑院院主､

1536-50(天文5-19)｢鹿苑 日録｣著ろくおん

B3651 ( ) 医者･1608-26医書出版:1626｢格知余論鈔｣など梅壽軒 ばいじゅけん ? ｰ ?

梅樹軒( ) → ( ･水野 ､藩士/文筆家) Ｆ４４９３ばいじゅけん もりとし みずの守俊

梅樹軒( ) → ( ･加藤 ､商家/俳人) Ｂ１１５１ばいじゅけん いつじん かとう逸人

梅樹軒(梅寿軒 )→ ( ･江原 ､神職/俳人) Ｂ３８１４ばいじゅけん ふうわ えばら風和

梅守斎( ･辻) → ( ･辻 ､俳人) Ｅ２８８７ばいしゅさい ちとう つじ池東



売酒郎( ) → ( ･佐竹 ､絵師/篆刻) Ｉ１５４９ばいしゅろう かいかい さたけ

B3652 ( ･狩野 ､知信[梅栄]男/実は春笑[亮信]2男か?) 将軍家の絵師､梅春 ばいしゅん かのう 1684ｰ174360

1735｢池永家伝阿弥陀佛縁起｣画､

[梅春(;号)の名/通称/別号]名;旭信、通称;一学、別号;眞活斎/眞治斎

梅春( ･長谷川) → ( ･長谷川､絵師) Ｅ４１３７ばいしゅん みつのぶ光信

梅春軒( ) → ( ･梅春軒､歌人) Ｕ１３５６ばいしゅんけん えいさい英斎

梅春舎( ) → ( ･蠣崎/松前､家老/絵師) Ｃ３６４６ばいしゅんしゃ はきょう波響

B3653 ( ･唐金 ､倉野庄右衛門正賢の長男) 母;唐金七兵衞道寿女の也々、梅所 ばいしょ からかね 1675ｰ173864

和泉佐野の豪族倉野家の分家の生;回船業･米問屋の唐金喜右衛門了誓の養子;家督嗣､

家業の傍ら学問･詩文を好む:新井白石･三宅観瀾･祇園南海･雨森芳洲ら学者と交流､

黄檗僧円通道成･大潮元皓とも親交､朝鮮通信使と詩歌唱和､

｢梅所詩稿｣､1710｢垂裕堂家訓｣著、

[梅所(;号)の幼名/名/字/通称/別号]幼名;吉三郎、名;興隆、字;孟喜、

通称;喜右衛門/総左衛門、別号;垂裕堂、法号;了坦

B3654 ( ･紅林 /修姓;呉､旧姓;境田) 長門豊浦郡下大野村の儒者、梅処 ばいしょ くればやし ?ｰ1817

1792(寛政4)長門清末藩医の紅林玄淳の家督を継嗣/清末藩儒となる､

藩校育英館学頭/記録所預右筆/側目附､詩人･片山鳳翩と交流､｢梅処詩草｣著、

[梅処(;号)の名/字/通称]名;孟明、字;士信、通称;金槌/順平/十左衛門

B3655 ( ･川合 /初姓;梅本) 和歌山藩士､儒者;川合春川門､梅所 ばいしょ かわい 1794ｰ187178歳

1808(文化5)師川合春川の養子大壑が没したため養嗣子/家学継承;大壑女小梅と結婚､

藩校学習館督学､｢左氏春秋考徴｣著､

[梅所(;号)の名/字/通称]名;修､ 字;伯敬、通称;豹蔵

B3656 ( ･山本 ) 越後の絵師:山本梅逸門/梅逸の養嗣子､梅所 ばいしょ やまもと ? ｰ 1873

養父没後;京に移住､1862(文久2)｢道華余薫｣編

梅所( ･中西/小林)→ ( ･小林/中西､俳人) Ｘ２１６９ばいしょ しゅうすい秋水

梅所( ･大山) → ( ･大山 ､儒者/国学) Ｂ４６７７ばいしょ ゆうさい おおやま融斎

梅処( ･松崎) → ( ･松崎 ､藩士/儒者) Ｃ４８０８ばいしょ らんこく まつざき蘭谷

梅処( ･寺島) → ( ･寺島､歌人) Ｄ２９９９ばいしょ つねもと恒固

梅処( ･青方) → ( ･青方 ､家老/記録) ４６２８ばいしょ ゆきよし あおかた運善

梅処( ･小川) → ( ･小川 ､真澄男/歌人) Ｔ１６６９ばいしょ きよおみ おがわ清臣

梅処( ･中村) → ( ･中村 ､藩士/尊攘) Ｒ４０１８ばいしょ まさよし なかむら祇歓

梅墅( ･西郷) → ( ･西郷､藩家老/儒/国学) Ｃ２８０５ばいしょ ちかもと近思

梅渚( ･保寂堂) → ( ･桑山 ､製造業/郷土史)Ｈ４７９９ばいしょ よしゆき くわやま好之

B3657 ( ･雪交斎) 江後期大阪の俳人･1851｢諸国俳人通名録｣著梅助 ばいじょ ? ｰ ?

梅女( ) → (梅女 ､俳人) Ｂ１２４９ばいじょ うめじょうめ女

梅女( ) → ( ･竹内､歌) Ｅ１２３３ばいじょ うめじょ梅女

梅女( ) → ( ､麻岡検校女/歌人) Ｅ１２４３ばいじょ うめじょ梅女

B3658 ( ) 江中期俳人;一昌[1643ｰ1707]門、梅嶂 ばいしょう ? ｰ ?

1685風瀑｢一楼賦｣/87一昌｢丁卯 集｣入、ていぼう

[兄寒し弟は寐酒呑みつべし](一楼賦;懐旧里)

B3659 ( ･酔月) 江戸後期戯作者･1813｢薄化粧垣根卯花｣著梅笑 ばいしょう ? ｰ ?

梅松( / ･杉田)→ ( ･杉田 ､蘭学者) Ｎ１６６２ばいしょう うめまつ きょうけい すぎた恭卿

培松( ･毛利) → ( ･毛利､藩主/教育振興) Ｃ２６８５ばいしょう たかすえ高標

買笑( ･伊藤) → ( ･伊藤､鍛冶職/国学/俳)Ｂ４８７２ばいしょう らんぎゅう嵐牛

I3686 ( ) 安藝広島の俳人;野坡門/1739師野坡を訪ねる梅丈 ばいじょう ? ｰ ?

梅梢庵( ) → ( ･錦､俳/浮世草子作者) ３８２７ばいしょうあん ぶんりゅう文流

梅賞庵( ) → ( ;号､商家/俳人) Ｊ２５７７ばいしょうあん そざん狙山

梅松軒( ) → ( ;法諱､僧/歌人) Ｉ２５５８ばいしょうけん そうとく宗徳

B3660 ( ､姓名不詳) 京住;1648-53仮名草子｢よだれかけ｣;江流序/1665刊楳条軒 ばいじょうけん ?ｰ ?

楳荘生( ) → ( ･増田 ､国学者/歌) Ｌ４４３５ばいしょうせい もとあき ますだ基明



売書翁( ) → ( ･文屋 ､書肆/狂歌) Ｃ２１３２ばいしょおう しげたか ぶんや茂喬

俳書堂( ;屋号)→ ( ･寺田､書肆/俳人) Ｉ２１１７はいしょどう じゅうとく重徳

培次郎( ･河村) → ( ･河村､秀根男/儒･国学者)Ｊ４０１２ばいじろう ますね益根

B3661 ( ･亀山 ､士綱[油屋元助]長男) 備後尾道の商家/俳人､頼山陽と親交､梅臣 ばいしん かめやま 1797ｰ186367

尾道の年寄を務める､｢京遊日誌｣｢たれゆへ草｣､1856｢猿雖堂発句集｣､｢柳水園句集｣著、

｢柳水園俳諧集｣著､1856陶然編｢雲津老人木海発句集｣校訂､1859相応｢四時行｣序、

[人絶やひるからのちの花御堂](四時行入)、

[注連縄に通ふ鼠の妹脊かな](短冊)

[梅臣(;号)の名/通称/別号]名;為綱、通称;正介、別号;柳水園/猿雖堂/夢硯(夢研)

梅信( ･大江/雲井園)→ ( ･雲井園 ､狂歌) Ｄ１２４０ばいしん うめのぶ くもいえん梅信

B3662 ( ) 尾張熱田の俳人;1695東藤｢熱田皺筥物語｣跋､梅人 ばいじん ? ｰ ?

1703祖月｢蓬莱嶋｣入

B3663 ( ･平山 ､名;直昌､忠左衛門) 三河田原藩士/俳人:2世宗瑞門､梅人 ばいじん ひらやま 1744ｰ180158

安永1772-81頃文台開く/1778葛飾派と提携､1785(天明5)杉風5世さえ女より採荼庵嗣、

この際得た襲蔵資料の復刻事業に貢献､｢三編五色墨 ｣野逸らと共編､ごしきずみ

｢杉風句集｣など資料覆刻事業､1788師宗瑞2世追善｢白兎園余稿｣編､

没後;7周忌｢梅人句集｣(門人郁賀･杉長編;1807刊/梅人句320余章/宗拱｢梅人翁略伝｣)､

追善集;｢あがほとけ｣｢水の音｣｢栞 集｣、しをり

[梅人(;号)の別号] 郁賀;初号､宗雅/菅楳人 /第一園/独武者 /採荼 庵2世かんばいじん ひとりむしゃ さいた

B3664 ( ･山岸 ､自芳[梅堂]男) 信州中野の代々味噌醸造業/郷宿､医者兼業､梅塵 ばいじん やまぎし 1790ｰ185566

俳人:父と共に一茶門/一茶は1822(文政5)以降屢々梅塵邸訪問､一茶の遺墨を伝え顕彰､

仏教信仰厚く大乗経千部を書写;諸寺に寄進､1843｢あられ空｣編(一茶･父への追善集)､

[梅塵(;号)の名/字/通称/別号]名;示備､ 字;柳崖､ 通称;清左衛門/昇之助[丞]、

別号;程々庵/袋屋

梅人( ･広岡) → (2世 ･広岡/菅､藩士/俳人)Ｉ２５１２ばいじん そうずい宗瑞

梅人( ･中村) → ( ･中村 ､国学/歌) Ｏ３２１２ばいじん ながすみ なかむら長住

梅仁翁( ) → ( ･寺町､歌/俳人) Ｅ３７４３ばいじんおう ひゃくあん百庵

杯水( ･正親町三条)→ ( ･正親町三条 /藤原､権大納言)Ｔ１６８２はいすい きんつむ おおぎまちさんじょう公積

B3665 ( ) 豊前小倉の俳人;1690順水｢誹諧破暁集｣入、梅水 ばいすい ? ｰ ?

1690言水｢新撰都曲 ｣1句入、みやこぶり

[御幸 あり日和見なくて春の雨](都曲;下351/予測がなくてせっかくの御幸も雨)みゆき

I3673 ( ･吉井 ､名;正盛) 安藝竹原の塩浜主の吉井家4代目/塩浜中間役、梅睡 ばいすい よしい ?ｰ?

蕉門系俳人;一雨門､曲糸/似水らと竹原俳壇中心､1698各務支考が梅睡邸訪問;

1699支考｢西華集｣入、養子;足立計暁(俳号;石亀/吉井家5代目継嗣)、

[梅睡(;俳号)の通称]広島屋吉右衛門

梅睡( ･大淀) → ( ･大淀､三井､商家/俳人)４１０３ばいすい みちかぜ三千風

梅水堂( ) → ( ･田井 ､儒/連歌/歌人) Ｑ４０４４ばいすいどう まさみち たい正路

3606 ( ･高瀬/高野瀬 ､名;元晴/元親) 京の俳人:貞室･重頼･貞徳門､狂歌､梅盛 ばいせい たかのせ 1619ｰ170284

京二条通西洞院西に住､貞門七俳仙の1､談林の流行にも顧慮せず古風を墨守､

1643西武｢鷹筑波集｣入､1656｢口真似草｣58｢鸚鵡集｣59｢捨子集｣60｢俳仙三十六人｣編、

1663｢早梅集｣｢木玉集｣･狂歌｢鼻笛集｣/64｢落穂集｣｢道連集｣68｢細少石｣･狂歌｢狂遊集｣編､

1669｢便船集｣72｢山下水｣77｢類船集｣78｢道連集｣編/86｢貞享三ツ物｣､｢賦何鑓誹諧連歌｣､

1682如扶｢三ケ津 ｣入;[独り寝も肌をあはする紙衾 ](三ケ津)､さんかのつ かみふすま

1702轍士｢花見車｣入:[来る年や末たのみなる中の秋](花見車/1702[元禄15]の作;83歳)、

(来る年は八月に閏月;老の身には明月が2度見られる楽み)

[梅盛(;号)の通称/別号]通称;太郎兵衛/太右衛門/仁右衛門、

別号;侘心子 /宗入居士(;剃髪号)、道甘(俳人)の弟、信徳･如泉の師たしんし

梅成( ･中井) → ( ･中井 ､商家/歌人) Ｅ１２３９ばいせい うめなり なかい梅成

梅性( ･波多) → ( ･波多 ､国学者) Ｇ４５３９ばいせい やすなお はた易直

俳聖堂( ) → ( ･秋山 ､藩士/俳人) Ｈ１６５５はいせいどう ぎょふう あきやま御風



梅星爺( ) → (2世 ･梅暮里 ､戯作/音曲)Ｃ１９３５ばいせいや こくが うめぼり谷峨

佩石( ;字) → ( ;法諱､真宗僧) Ｔ２６１６はいせき たんうん淡雲

J3616 ( ) 江前期甲州の俳人;1694不角｢うたたね｣入、梅夕 ばいせき ? ｰ ?

[臨終の浮名よ金の握り死に](うたたね/小判を握ったまま絶命;葬儀でも強欲の浮名)

B3666 ( ､不詳;架空の人物?) 美濃芭蕉庵室の陽花庵を継承/梅石 ばいせき ?ｰ?

芭蕉からの来信書簡を天井に貼る/大魚が書簡発見;門弟大蟻が1783｢翁反故｣として編刊;

ただし偽書簡で梅石･陽花庵ともに不明

参考 → ( ､俳人) Ｂ２６２５大魚 たいぎょ

→ ( ･松岡､俳人) Ｂ２６２１大蟻 たいぎ

B3667 ( ) 江中期俳人;千那･千梅門､梅尺 ばいせき ? ｰ ?

1744｢千どりの恩｣千梅と共編､1768｢やきおほ根｣麟那と共編;石橋｢糸切歯｣に反駁

梅石( ･岩永) → ( ･岩永 ､国学者) Ｌ４７６９ばいせき よしあき いわなが良顕

B3668 ( ･矢尾板 ､名;惟一) 江後期羽前米沢藩士;上杉治広に出仕､梅雪 ばいせつ やおいた ?ｰ?

1826(文政9)｢甘棠篇｣編

梅雪( ･富永) → ( ･富永/長深/神墨､陽明学)２２９０ばいせつ しんよう陽

梅雪 ･平瀬) → ( ･平瀬 ､国学/歌/実業)Ｋ３６７１(ばいせつ はるちか ひらせ春愛

B3669 ( ) 尾張俳人;1689｢あら野｣4句入、梅舌 ばいぜつ ? ｰ ?

[かるがると笹のうへゆく月夜哉](あら野;一/月;12歳)

B3670 (珮川 ･草場 ､泰虎男) 肥前佐賀藩支藩多久家家臣､儒者:佩川 はいせん くさば 1787ｰ186781

主命で佐賀藩校弘道館に修学/江戸の古賀精里門/1811師に随伴し対馬で韓客と筆話唱酬､

1855幕府の招聘辞退/のち佐賀藩校弘道館教授/世子侍読､詩人;頼山陽･篠崎小竹と交流、

武芸に通ず/画;江越繍浦門;墨竹を描く､1711｢対馬筆語｣｢附驥日記｣/28｢詩暦閏余｣著、

1841｢片煙遺灰｣43｢松北遺響｣｢津島日記｣｢毛儒之囀里 ｣/53｢佩[珮]川詩鈔｣､もずのさえずり

｢草場佩川日記｣｢附驥日録｣｢佩川詠草｣｢佩川演唱｣｢環爪録｣｢湯豆腐｣外著多数､船山の父、

[佩川(;号)の名/字/通称/別号]名; / ､ 字;棣芳 、通称;瑳助、か い ていほう

別号;宜斎/玉女山樵/濯纓 堂主人/栲の索綯 、法号;濯纓軒佩川宜翁居士たくえい たくのなわない

誹泉( ･梅津) → ( ･梅津忠昭､藩老/俳人) Ｂ１６５５はいせん きてき其雫

B3671 ( ;道号･東逋 ;法諱) 戦国江前期の臨済僧;和仲東靖門/法嗣、梅仙 ばいせん とうほ 1529ｰ160880

1577(天正5)京の建仁寺291世/無等派;中国古典文学研究､両足院に住、

｢攅花集｣｢梅仙和尚法語｣｢梅仙和尚草稿｣著

梅仙( :法諱) → ( :道号･梅仙､曹洞僧) Ｑ２１３８ばいせん じくがん竺巌

梅仙( ･林 ) → ( ･林 ､蘭医) Ｃ３１０６ばいせん はやし どうかい はやし洞海

梅泉( ･白井) → ( ･白井 ､儒者/絵師) Ｐ１５５９ばいせん かよう しらい華陽

倍千( ･平松) → ( ･平松 ､国学者) Ｒ１９１９ばいせん これとき ひらまつ惟時

排仙閣( ) → ( ･南部 ､有職故実/歌) Ｎ３１３２はいせんかく としのり なんぶ利謹

俳禅居( ) → ( ･羽田/今井､俳人) Ｄ３９９０はいぜんきょ ぼくほう墨芳

梅仙窟( ) → ( ･生駒 /山本､神職/医者)Ｊ３６６３ばいせんくつ はるひで いこま春秀

沛然軒( ) → ( ･山本 /源､国学者) Ｈ４７２７はいぜんけん よしみ やまもと由水

俳仙堂( ) → ( ･水野/神谷､俳人) Ｃ１８９９はいせんどう げんぶぼう玄武坊

俳仙堂( ) → ( ･西村､戯作/俳人) ３０４１はいせんどう ていが定雅

俳仙堂( ) → ( ･浦井､商人/俳人) Ｂ１０６７はいせんどう ありくに有国

俳仙堂( ) → ( ･長井 ､俳人;雑俳点者)３６４６はいせんどう ばんじ ながい伴自

誹泉堂( ) → ( ･梅津忠昭､家老/俳人) Ｂ１６５５はいせんどう きてき其雫

俳禅堂( ) → ( ･津坂/津阪､藩士/俳人)Ｄ３９７３はいぜんどう ぼくちょう木長

梅仙堂(梅宣堂 )→ ( ･香川､歌人) Ｋ１５９９ばいせんどう かげちか景新

陪仙郎( ) → ( ･馬場､幕臣/俳諧/和算) Ｄ１６９７ばいせんろう きんこう錦江

梅素( ･宮城) → ( ･梅素亭､絵師/狂歌) Ｂ１８５４ばいそ げんぎょ玄魚

敗素庵( ) → ( ･清水 ､藩の茶人) Ｄ４９４９はいそあん りゅうけい しみず柳渓

B3673 ( ･月下亭､田舎坊左右児男) 雑俳､1805父追善狂句集｢古今田舎樽｣刊梅叟 ばいそう ?ｰ?

B3674 ( ･魁庵) 江後期因幡の俳人/1832広島滞在;梅窓 ばいそう ? ｰ ?



1832｢このてかしは｣編､｢独言｣著

B3675 ( ･佐々原 ､名;宣明 ) 大阪伏見町唐物商田辺屋の生/儒者:梅操 ばいそう ささはら のぶあ 1833ｰ55早世23

春田古処･藤沢東 ･佐藤一斎門､和漢学に通ず､大坂町奉行川路聖謨に才を賞される、とうがい

聖謨に伴われ江戸浅草誓願寺裏大番組屋敷に開塾;門人多数､芝増上寺に講ず､

｢大日本通史｣｢皇朝資治通鑑長編｣｢詩文和歌合集｣｢国名書法初伝｣｢梅操漫筆｣著､

[梅操(;号)の字/通称/別号]字;君明、通称;久吉/数馬、

別号;軒 /衡明 /堂 ､法号:知度院じょけん こうめい はんよどう

B3676 ( ･前原 ､名;一誠 ､佐世彦七男) 長門萩藩士/詩:松陰門､梅窓 ばいそう まえはら いっせい 1834ｰ1876斬刑43

尊攘派;干城隊/1868戊辰会津戦線参加/新政府参議;孝允と対立/1876萩乱蜂起;処刑､

[梅窓(;号)の字/別号]字;士明/子明、別号;古心/孤洲 など、

変名;米原直義/原狷介など多数

梅荘( ;道号･顕常)→ ( ;号･梅荘顕常､臨済僧) Ｂ２６９０ばいそう だいてん大典

梅荘( ･菊池) → ( ･菊池､俳人) Ｎ１９０４ばいそう こだい五大

梅荘( ･森/源) → ( ･森 ､書家/儒者) ３８６７ばいそう ふうさい もり楓斎

梅荘( ･清水) → ( ･清水 ､国学/詩人) Ｎ３２２９ばいそう なりよし しみず成美

梅窓( ;道号) → ( ･大内/多々良､武将/歌) Ｇ４７５３ばいそう よしひろ義弘

梅窓( ･橋本/橘) → ( ･橋本/橘､神職/故実/歌)Ｂ２９５９ばいそう つねあきら経亮

梅窓( ･長谷川) → ( ･長谷川 ､国学者/書)Ｃ４４５２ばいそう もとさだ はせがわ元貞

梅窓( ･宇都宮) → ( ･宇都宮 /渡部､神職)Ｆ４５３８ばいそう やすうら うつのみや安浦

梅窓( ･大谷) → ( ･大谷 ､勤王過激派) Ｏ２０１３ばいそう さねのり おおたに実徳

梅窓( ･田谷) → ( ･田谷 ､国学/歌人) Ｉ２３７１ばいそう すへじ たや寿平次

梅窓( ･藤堂) → ( ･藤堂 ､彫刻/製陶) Ｙ２６４０ばいそう たかとし とうどう高俊

梅窓( ･町田) → ( ･町田 ､藩士/歌人) ５３８９ばいそう わたる まちだ亘

梅叟( ･梅津) → ( ･梅津 ､藩士/兵法家) Ｍ３１６９ばいそう としただ うめづ利忠

梅叟( ･鈴木) → ( ･鈴木 ､藩士/記録) Ｃ３５４２ばいそう のりみち すずき準道

梅叟( ･安部井) → ( ･安部井 /源､藩士) Ｊ１１７５ばいそう いわね あべい磐根

梅叟( ･渡辺) → ( ･渡辺 ､商家/歌/俳) ２７４４ばいそう ためよし わたなべ為良

梅窓院( ) → ( ･青山/藤原､城主/歌) ４６２３ばいそういん ゆきなり幸成

梅窓園( ､梅窓園琴金)→ ( ･歌川 ､絵師) Ｆ２０５７ばいそうえん さだよし うたがわ貞芳

梅蔵軒( ) → ( ･梅蔵軒､歌人) Ｌ１８２３ばいぞうけん げんちゅう玄仲

俳痩子( ) → ( ･寛海､茂蘭2世/真言僧/俳人)Ｂ１６３１はいそうし きすい既酔

梅痩舎( ) → ( ･蠣崎/松前､家老/絵師) Ｃ３６４６ばいそうしゃ はきょう波響

楳荘生( ) → ( ･増田 ､国学者/歌) Ｌ４４３５ばいそうせい もとあき ますだ基明

梅窓布席( ) → ( ･鴈来庵/伊達屋､商家/俳人)Ｃ３８９３ばいそうふせき ふせき布席

売塐翁( ) → ( ;法諱･甘露､曹洞僧) Ｂ３９２３ばいそおう ほうし泡子

梅素亭玄魚( )→ ( ･梅素亭･宮城､狂歌:画) Ｂ１８５４ばいそていげんぎょ げんぎょ玄魚

B3677 ( ･山田 ､名;亥吉､鹿庭男) 高松藩士/儒;父門/江戸の昌平黌に修学､梅村 ばいそん やまだ 1815ｰ8167

経義;伊予小松藩儒近藤篤山門/詩学:豊後日田の広瀬淡窓門､

1833(天保4)父の跡継承;高松藩儒､詩文;書画･篆刻に長ず､

1866｢海外縁｣｢吾愛吾廬詩｣､｢飲江三種｣｢書体解要｣｢三聖盒寿書画展観小録｣著､

[梅村(;号)の字/通称/別号]字;乙生、通称;勝治/勝次、別号;三聖庵主人/痩竹廬

梅村( ･林) → ( ･林 ､幕府儒官祖;幕政)４８０２ばいそん らざん はやし羅山

梅村( ･伴 ) → ( ･伴 ､儒者/詩人) ３１８４ばいそん ばん とうあん ばん庵

梅( / ･葛井) → ( ･葛井 ､儒者/詩歌) Ｆ３８２９ばいた ばいい ぶんさい かつらい文哉

梅大( ･西原) → ( ･西原 ､俳人) Ｆ３８１２ばいだい ぶんこ にしはら文虎

苺苔園( / )→ ( ･千代倉/下郷 ､詩/俳)Ｂ１６５７ばいたいえん ぼうたいえん きどう しもさと亀洞

培達園主人( )→ ( ･伊達､領主/北海道開拓)Ｃ１７７９ばいたつえんしゅじん くにしげ邦成

B3678 ( ･杉浦 /初姓;久須美 ) 江戸の幕臣;杉浦家養子/家督嗣､従四位､梅潭 ばいたん すぎうら くすみ 1826ｰ190075

兵庫頭､開成所頭取/箱根奉行を歴任､儒:大橋訥庵/山地正誠門､詩;大沼枕山/横山湖山門､

維新後;政府に出仕､同志と晩翠吟社創設､｢梅潭詩鈔｣著､｢梅潭遺稿｣､



[梅潭(;号)の名/字/通称]名;誠、字;求之、通称;正一郎

梅担( ･朝日) → ( ･朝日 ､藩士/儒者) Ｂ２１７８ばいたん しげあき あさひ重章

売炭翁( ) → (探牧 ･伊藤､談義本作者) ２６９７ばいたんおう たんぼく単朴

B3679 (梅癡 ･釈) 江後期の詩僧･1845雲如｢玉池吟社詩｣入､梅痴 ばいち ? ｰ ?

1850徹定｢緑山詩叢｣序､1851美成｢江都名家詩選｣13首入

梅痴( ･黒川) → ( ･黒川､藩医/儒者/地誌) ３１２６ばいち どうゆう道祐

梅痴( ･鍋島) → ( ･鍋島 /藤原､詩歌) Ｋ３６５１ばいち はるき なべしま春城

梅痴(梅知 ･孫福) → ( ･孫福 /足代､神職/国学)Ｖ１６２１ばいち きみよし ごふく公好

梅遅( ;俳名･中居)→ ( ･中居 ､商家/蘭学) Ｌ１９０７ばいち ごうへい なかい剛屏

梅遅庵( ) → ( ･福田/井上､儒者/教育) ３０８１ばいちあん ていさい貞斎

梅竹( ･山本) → ( ･山本 ､絵師) ３６５３ばいちく ばいいつ やまもと梅逸

梅竹園( ) → ( ･石崎/荒木､目利/絵師) Ｃ４６１３ばいちくえん ゆうし融思

梅竹主人( ) → ( ･横山 ､儒者) Ｋ１５１４ばいちくしゅじん かくすい よこやま鶴水

梅竹堂( ) → ( ･宿谷 ､俳人/書肆) Ｋ１８７６ばいちくどう げんぞう しゅくや源蔵

梅竹堂( ･香川)→ ( ･香川/景新男､歌人) Ｌ１５２７ばいちくどう かげひら景平

梅癡道人( ) → ( ;法諱･白純､浄土僧/詩) Ｏ２２０６ばいちどうじん しんげい秦冏

売茶翁( ) → ( :法諱･月海､黄檗僧/煎茶祖)Ｃ１８１９ばいちゃおう げんしょう元昭

売茶翁( ) → ( :道号･祖永:法諱､臨済僧/煎茶)３９３５ばいちゃおう ほうがん方巌

売茶翁( ) → ( ･岩城､商家/俳人) Ｍ２４０５ばいちゃおう せんきょ蟾居

B3680 ( ･半日亭) 江前期伊勢松阪の俳人、梅中 ばいちゅう ? ｰ ?

1694撰集｢よいをの森｣編:爾周が収集

B3681 ( ･林 /沢井 ､名;数馬､別号;西鵬斎/松嘯軒) 江前期大阪の俳人:宗因門､梅朝 ばいちょう はやし さわい ?ｰ?

一説に多田銀山の山請人?､延宝(1673-80)頃江戸住;俳諧修行､西鶴と交流/1680帰坂､

1680｢江戸大坂通し馬｣編、[心哉西行の看経 鴫の沢](遺墨)かんきん

梅蝶楼( ) → (2世 ･歌川､4世豊国/絵師)Ｂ１７５０ばいちょうろう くにさだ国貞

梅遅老人( ) → ( ;法諱､僧侶/俳人) Ｂ２５４３ばいちろうじん そんあ遜阿

誹陳人( ) → ( ､俳人) Ｆ３７１７はいちんじん ひょうき氷几

馬逸( ) → ( ･真田幸弘､藩主/歌/俳) １６９８ばいつ きくつら菊貫

B3682 ( ･堤 ) 京の俳人:蒼 門､梅室に次ぎ花の本を称す、梅通 ばいつう つつみ 1797 ｰ 186468歳 

1833｢いぶり炭｣編/42｢蒼翁追善集｣｢夏かはづ｣編/45｢舎利風語｣著/47｢蒼翁句集｣編、

1854｢大江六歌仙｣｢夕はえ｣/55｢裏白｣57｢麦慰舎 梅通句集｣58｢おきな山集｣編､ばくいしゃ

1861｢柿祭文｣著､62｢四夜四歌仙｣編､外編著多数､追善集｢忘れ水｣(;梅通翁遺書入)、

[近う来てたるむ帆影や大根引]、

[梅通(;号)の名/通称/別号]名;克昌、通称;俵屋六兵衛、別号;花の本9世/麦慰舎、

法号;仁空梅通禅定門

B3683 (楳亭 ･紀 ､名;時敏) 京の絵師/俳人:蕪村門;主として画を学ぶ､梅亭 ばいてい き 1734ｰ181077歳

1788(天明8)京の大火以後近江大津に移住;伊藤義和の飛僊楼に住､抽象的構図の画、

｢梅亭発句集｣｢九老画譜｣著､1782蕪村｢花鳥篇｣1句/84几董｢から檜葉｣(蕪村追悼)入、

[黄昏のおもき艸履 やさくら人](花鳥篇;78/花見疲れの帰路)、ざうり

[夜も昼や涙にわかぬ雪ぐもり](から檜葉)、

くろう[梅亭(;号)の字/通称/別号]字;子恵、通称;立花屋九兵衛、晩年号;九老

時敏( ･紀) → (楳亭 ･紀 ､絵師/俳人) Ｂ３６８３ときとし ばいてい き梅亭

B3684 ( ･採荼庵 3世､姓;垂井 ､通称;七兵衛) 江後期江戸の俳人:梅弟 ばいてい さいだあん たるい ?ｰ?

採荼庵2世梅人門､採荼庵を継嗣､1813(文化10)｢かくれみの｣編

梅庭( ･高橋) → ( ･高橋､藩士/歌) Ｅ１０２１ばいてい あきら顕

梅亭( ･丹羽) → ( ･丹羽 ､藩士/郷土史) Ｌ１８８３ばいてい げんとう にわ玄塘

梅亭( ･村松) → ( ･村松 /松､農家/藩儒)Ｂ５２３０ばいてい ろけい むらまつ蘆渓

梅亭( ･五味) → ( ･五味 ､心学者/俳人) Ｆ３８７６ばいてい ぶんしょう ごみ文嘯

梅亭金鵞( ) → (金峨 ･梅亭､吉田/瓜生､戯作者)Ｄ１６８３ばいていきんが きんが金鵞

梅亭化叟( ) → (金峨 ･梅亭､吉田/瓜生､戯作者)Ｄ１６８３ばいていかそう きんが金鵞



梅梯舎( ) → ( ･佐藤/吉村､医/俳人) Ｇ３２８４ばいていしゃ なぶち魚淵

楳亭主人( ) → (金峨 ･梅亭､吉田/瓜生､戯作者)Ｄ１６８３ばいていしゅじん きんが金鵞

B3685 ( ) 江前期加賀鶴来の俳人;1690北枝｢卯辰集｣入、梅雫 ばいてき ? ｰ ?

[白魚 や海におし出す濁り水](卯辰集40、濁り水は雪解けの激しい水)しらうを

I3698 ( ) 江前期俳人;1691不角｢二葉之松｣入、梅滴 ばいてき ? ｰ ?

[盗人も無事の一ツを取りえにて](二葉之松;266、

取締がゆるく盗人に入られたが怪我なくて幸い/前句;世はゆるがせに成って住みよき)

楳滴庵( ) → ( ･奥平 ､家老/俳人) Ｏ２０２１ばいてきあん さだおみ おくだいら貞臣

B3686 ( ･八谷 ､名;通恕､通義男) 長門萩藩士:1813(8歳)で家督/1838記録方、梅 ばいてん やたがい 1806ｰ7267

代官･郡奉行を歴任､1865表番頭格/山代都合役/66隠居､詩文に長ず､｢戊午草稿｣著､

[梅の通称/別号]通称;発蔵/源左衛門/藤兵衛､別号;楳 /節軒/四窮陳人/琴鶴老人ばいは

梅( ･市川) → ( ･市川 ､儒者) Ｇ１１１１ばいてん いちがく いちかわ一学

梅( ･恩田) → ( ･恩田 ､儒者/詩人) Ｄ４９２８ばいてん りゅうかん おんだ柳

梅田( ) → (理明 ･大原/会田､和算家)Ｌ３１９５ばいでん としあき利明

梅天無明( ) → ( ;法諱･梅天;道号､臨済僧/歌)Ｄ４２０２ばいてんむみょう むみょう無明

B3687 ( ･山田 /清水/本姓源､名;敬直) 代々洛南の男山石清水八幡宮神職、梅東 ばいとう やまだ 1797ｰ187680

儒者;松本愚山門;朱子学修学/医術に通ず､詩歌/書家､1842家職を弟直躬に譲り退隠;

東洞院綾小路に住;子弟教育/著述に専念､1866近江膳所藩に招聘され師範となる､

晩年は[清水]を名乗ることも多い､南画家鈴木松年の漢詩文の師、

1844｢増続詩本事｣49｢梅東先生雁字詩｣58｢椋湖観蓮集｣著/61｢四時遊人必得書｣編､

歌;1858蜂屋光世｢大江戸倭歌集｣入(;山田三育敬直名)､

[いかにせん人めつつみは高けれど涙の川はせきもとどめず]、

(大江戸倭歌;恋1387/隔忍恋)､

[梅東(;号)の字/通称/別号]字;其正、通称;佐一、

別号;庵[控庵] /松桂/冉仙 /三育こうあん ぜんせん

B3688 ( ;号) 江後期僧;信濃善光寺宝勝院主､俳人;井月と交流､梅塘 ばいとう ? ｰ ?

1864(元治元)刊｢家つと集｣著

梅塘( ･景山) → ( ･景山 /河村､神職/歌)Ｕ３１７１ばいとう とよき かげやま豊城

B3689 ( ･林 ､鵞峰の長男) 母;羽田至政女､儒(家学):祖父羅山門･梅洞 ばいどう はやし 1643ｰ66早世24歳

叔父読耕斎門､1655朝鮮通信使と詩を唱和/1664-父鵞峰･弟鳳岡 と｢本朝通鑑｣編纂､ほうこう

詩文に長ず､病により24歳没､｢勉亭詩集｣｢史館茗話｣｢古聯句集｣｢林下集｣｢儘佳詩巻｣著、

｢乙巳日光紀行｣｢本朝一人一首評註｣外著多数､｢梅洞林先生全集｣｢梅洞林君遺稿｣､

[梅洞(;号)の名/字/通称/別号]名;春信/愨 ､字;孟著、通称;又三郎､ 別号;勉亭かく

諡号;穎定

B3690 ( ･渡辺 ､梅馬男) 甲斐祝村藤井の里正/俳人:柳居門､祝村俳諧草分、梅童 ばいどう わたなべ 1702ｰ8180歳

柏尾山大善寺に芭蕉塚建立､1757｢富士井の水｣62｢甲斐冢集｣､｢三汲水｣著、

｢梅鶯一日千句巻｣編､追善集｢桃の酔｣、

[梅童(;号)の通称/別号]通称;武右衛門、別号;草々園/浄山房

B3691 ( ･前田 ､雲洞 男) 越前福井藩儒/家学:父門､1807江戸藩邸に侍講、梅洞 ばいどう まえだ うんどう 1785ｰ185672

1829(文政12)父致仕;家督継嗣/大番組入/1841藩の文学に昇進､詩文･書･馬術に長ず､

｢園詩抄｣｢西遊草｣著､

[梅洞(;号)の名/字/通称/別号]名;修、字;士業、通称;新四郎/彦次郎、

別号;園 /華陽、法号;理順院いえん

B3692 ( ･浅野 ､長泰[錦谷]男) 幕臣;播磨赤穂城主浅野家の支族､1839初出仕、梅堂 ばいどう あさの 1816ｰ8065

旗本;3500石/甲府勤番支配/浦賀奉行/京都町奉行/江戸北町奉行など歴任､

学問;和学者/詩文;友野霞舟門､画;栗本翠庵･椿椿山門､文筆家､書画収集;文人画研究家､

妻;羽後亀田城主岩城隆喜3女の直子、

1830｢余曳筆｣40｢漱芳閣書画記｣55｢心覚｣56｢漱芳閣書画銘心録甲篇｣62｢聴輿第五｣著、

｢藻しほ草｣｢眼福録｣｢寒檠 綴｣｢浅野梅堂雑記｣｢読史言｣著､｢朝野纂聞｣編､外編著多数、璅

[梅堂(;号)の名/字/通称/別号]名; 、字;胤卿、長祚ながよし



通称;中務少輔/和泉守/備前守/金之丞、

別号;池香/譚/蝦侶 /漱芳閣/楽是幽居/柏洪楼/五万巻堂主人/五万巻楼、かりょ

法号;文荘院

梅堂( ､狂歌) → ( ) Ｇ１９１８ばいどう ごんのそうじょうばいどう権宗匠梅堂

梅堂( ) → (初世 ･千足､盤谷門俳人) ３７５４ばいどう びこく尾谷

梅堂( ) → ( ･村田 ､藩士/歌人) Ｃ２４９５ばいどう せいふう むらた清風

梅堂( ･日下部) → ( ･日下部 /藤原､幕臣/詩人/書)Ｐ２１５３ばいどう じゅんせい くさかべ順清

梅堂( ･木原) → ( ･木原 /永安､藩士/歌) Ｕ１６０４ばいどう きよか きはら清香

梅童( ;俳名) → (5世 市川､歌舞伎役者/狂歌)Ｉ２６３１ばいどう だんじゅうろう団十郎

梅洞( ･聴松庵) → ( ･土肥 ､国学/歌人) Ｊ３５２８ばいどう のりつね どひ徳経

培堂( ･酒井) → ( ･酒井 ､藩主/茶人) Ｐ２６８８ばいどう ただつね さかい忠恒

売堂( ･石川) → ( ･石川 ､蘭方医者) Ｋ１８２９ばいどう げんすい いしかわ元翠

梅( ･広瀬) → ( ･広瀬 ､儒者/詩人) １６４４ばいとん きょくそう ひろせ旭荘

梅( ･前田綱紀)→ ( ･前田､藩主/藩政改革) Ｆ２２３２ばいとん しょううん松雲

梅那( ･永田) → ( ･永田 ､俳人/琴) Ｂ４８４９ばいな らどう ながた蘿道

B3693 ( ･原田 /服部 ､通称;幸次郎) 江戸深川の俳人:対山･羅江･鳳洲門､梅年 ばいねん はらだ はっとり 1826ｰ190580

服部家を継嗣､雪中庵8世を継ぐ､1860(万延元)｢唐錦｣/61｢八束穂｣/80｢続一夏百歩｣著､

雀志(雪中庵9世)らの師､

[寒食や柳たのみに日をくらす]、

[梅年の別号] 不白軒/竹立庵/雪中庵8世

梅年( ･木村) → ( ･木村 ､読本作者) Ｐ２６４９ばいねん たださだ きむら忠貞

梅然( ) → ( ;法諱､法華僧) Ｕ１６１８ばいねん ぎょうみょう行妙

買年( ;字/通賢;法諱)→ ( ･河野 ､真宗僧/俳人)４９０５ばいねん りゆう こうの李由

B3694 ( ･小原 ､魚庵男) 備前岡山藩士/儒者(家学);父門､大丈軒の曾孫、梅坡 ばいは おばら 1775ｰ183258

藩学校講官､詩文/書画;牡丹の画に長ず､菅茶山･頼山陽と交流､

｢芳原竹枝六十首｣｢護国公事蹟｣著､

[梅坡(;号)の名/字/通称]名;正修､字;業夫、通称;大之助

B3695 ( ･寺崎 ) 武蔵忍藩儒/儒:藩儒芳川波山門､梅坡 ばいは てらさき ? ｰ ?1887頃没

｢梅坡詩抄｣､1863｢追悼帖｣著､

[梅坡(;号)の名/字/通称/別号]名;利憲/憲、字;子監、通称;友三、別号;精斎/寒香堂

梅坡( ･富本) → ( ･富本 /杉野､神職/歌)Ｙ２６４３ばいは たけのり とみもと竹徳

梅坡( ･小野) → ( ･小野 ､国学/歌人) Ｔ１６７２ばいは きよかた おの清賢

梅坡( ･原) → ( ･原 /戸田､医者/国学/歌) Ｚ２６１０ばいは たけし はら健

梅坡( ･清岡/梅坡楼)→ ( ･清岡/菅原､国学者) Ｂ４９１０ばいは りさぶろう里三郎

楳( ･八谷) → ( ･八谷 ､藩士/詩文) Ｂ３６８６ばいは ばいてん やたがい梅

梅( ) → ( ･天野 ､藩士/儒詩) Ｉ１８４０ばいは けんきち あまの謙吉

B3696 ( ) 俳人､1771乙児 と伊豆に同行;伊豆各地社中と唱和、梅巴人 ばいはじん おつじ? ｰ ?

乙児｢伊豆十二歌仙｣の付録1冊を編

梅鉢( ) → ( ､俳人) Ｅ１２２４ばいはつ うめばち梅鉢

俳波羅密( ) → ( ･滝沢 /沢､俳人) Ｄ４６１３はいはらみつ ゆうせつ たきざわ有節

B3697 ( ･曲江 / ､名;惟直 ､通称;介三郎/篤三郎) 摂津今津の儒者、梅賓 ばいひん いりえ まがりえ これなお 1648ｰ171164

詩歌､野田忠粛 の親友､｢曲江梅賓 集｣｢梅賓詩集｣著ただまさ いりえばいひん

B3698 ( ･春漸亭 ) 江中期武藏塚越の俳人;梅富 ばいふ しゅんぜんてい ?ｰ ?

1740?｢稲筏 ｣編;1739(元文4)自邸春漸亭に鳥酔と白兎園宗瑞を迎え短歌行4巻を収むいないかだ

B3699 ( ) 江中期伊勢松阪の俳人:千梅門/蕉風を志す､梅斧 ばいふ ? ｰ ?

1753(ほう｢千尋の蔭｣梅輦 と共編:梅輦と松阪菅相寺境内に芭蕉塚を建立記念、ばいれん

[朝市の出鼻を馬の嘶 ぶらん](千尋の蔭)むせ

C3600 ( ) 俳人;1776樗良｢月の夜｣1句入、梅父 ばいふ ? ｰ ?

[寐た人に散りかゝる花の吹雪かな](月の夜:81/花見酒に酔って寝た人)

C3601 ( ･五十嵐 ､通称;文六) 江後期江戸の俳人､1798｢五十嵐句合｣著､梅夫 ばいふ いがらし ?ｰ?



1798道彦｢むくてき｣五吟1折入

C3602 ( ､別号;桑園) 江後期俳人:士朗門､1809(文化6)｢草神楽｣編梅夫 ばいふ ? ｰ ?

梅富( ･戸沢) → ( ･戸沢 ､三戸､検校) Ｇ３９２９ばいふ ほういち とざわ芳一

H3626 ( ) 江前期俳人､1687一昌｢丁卯 集｣入、唄風 ばいふう ていぼう? ｰ ?

[御出家に蠅なとまりそ摂衣 ](丁卯集/三駅;板橋､摂衣は衣を整える)いをせっす

[馬に寝て海の野分を聞く夜哉](丁卯集/三駅;品河)

C3603 ( ) 江中期俳人;露川門､梅風 ばいふう ? ｰ ?

1717撰集｢西国曲 ｣燕説･梅風･草風の共撰(露川と燕説の中国九州紀行と句を集録)さいごくぶり

C3604 ( ･伯水堂 ) 江中期宝永･享保(1704-36)頃活動の江戸歌人:梅風 ばいふう はくすいどう ?ｰ ?

京の香川宣阿(1646ｰ1735)門､堂上和歌の類題集を編纂､

1730(享保15)｢新後明題和歌集｣35｢部類現葉歌集｣編､｢撰玉類題歌集｣編/｢むしの和歌｣著

梅風軒( ) → ( ･山崎/高滝､俳人) Ｂ１１０３ばいふうけん いせん以仙

梅富軒( ) → ( ･渋谷 ､俳人) Ｎ１８２６ばいふけん げんせき しぶや玄石

C3605 ( ､通称;5代目湊屋与右衛門､湊屋文五男) 安藝広島猫屋町の染物業､梅仏 ばいぶつ ?ｰ1817

俳人;風律門､1811｢桜仏集｣編､父も俳人、

[かけわたす田うゑ着ものの雫かな](1811篤老｢なつの夜｣入)、

ぼんせん ぶんせん[梅仏(;号)の別号] 玉華亭/川 /

俳仏堂( ) → ( ･西原､油商/俳人) Ｆ３８１２ばいぶつどう ぶんこ文虎

売文翁( ) → ( ･清水､儒者/詩/俳人) Ｋ２１６１ばいぶんおう しゅんりゅう春流

梅坪( ･平内) → ( ･平内 /福田､幕臣;工匠)Ｂ４０６１ばいへい まさおみ へいのうち廷臣

梅坪( ･真野) → ( ･真野 /佐藤､商家/歌) Ｌ４４２７ばいへい もりちか まの守約

J3634 ( ･玖村 ) 江前期上方の俳人､梅甫 ばいほ くむら ? ｰ ?

1682春林｢俳諧百人一句難波色紙｣入、

[仲人のうそあらはすや土用干](難波色紙;40/土用干に嫁入衣装の少ないこと露見、

諺;仲人の嘘七駄片荷/七駄と言うのは実は片荷[:一駄の半分])

梅歩( ･長柄) → ( ･長柄 ､医者/狂歌) Ｌ２１９９ばいほ しゅんりゅう ながら春竜

梅圃( ) → ( ･坂野/阪野､農業/地誌) ３３３６ばいほ にぞう二蔵

C3606 ( ･東 ､小林栄秀3女) 伊勢度会郡城田村生(一説紀州生)､佩芳 はいほう ひがし 1799ｰ187981歳

1819(文政2)儒医の東夢亭 と結婚/伊勢宮後に住､漢学;夫門/絵師;小橋香村･鉄翁門、むてい

詩歌/茶/盆石を嗜む､江馬細香･亀井少琴と交遊､

1749夫の没後に遺著｢夢亭詩鈔｣刊行に尽力､｢詩歌吟草｣｢恋花室東稿｣｢内彙方｣著､

[佩芳(;号)の名/字]名;蝶/小蝶、字;恋花

夫は儒医者 → ( ･東 ､医者/詩文) ４２９３夢亭 むてい ひがし

梅峰( :道号･竺信)→ ( :法諱･梅峰:道号･曹洞僧)Ｂ２１７３ばいほう じくしん竺信

梅峰( ･古野) → ( ･古野 ､藩士/儒者) Ｂ１８４９ばいほう げんき ふるの元軌

梅峯( ･高橋) → ( ･高橋 ､村長/教育者) Ｑ２０８７ばいほう さとし たかはし敏

梅峯軒( ) → ( ･長谷川 ､絵師) Ｅ４１３７ばいほうけん みつのぶ はせがわ光信

C3607 ( ､通称;茨屋[室屋]権七) 安藝広島の俳人;野坡門､俳文に長ず､梅北 ばいほく 1700ｰ1783/484-85歳

1735｢蟹の穴｣(83奥書)､1735｢俵舛の伝｣81｢瓢説｣､｢竹光頌｣｢招方兄丈｣｢風もよし｣著､

[見かへれは遙なりける汐干かな](杏坪｢藝藩通志｣入)

拝北庵( ) → ( ･里村;南家､連歌師) ２２８６はいぼくあん しょうたく昌琢

誹本持( ) → ( ･菅野谷 ､俳人) ２６１６はいほんじ たかまさ すげのや高政

俳魔王( ･津田) → ( ･津田/四極田､俳人) １９５９はいまおう ごいつ呉逸

裴民( ･松平) → ( ･松平 ､幕臣) Ｄ４５５１はいみん やすよし まつだいら康兆

C3608 ( ･高橋 ･のち交) 江中期江戸玄冶店の俳人;江戸其角座/存義側宗匠､買明 ばいめい たかはし 1711ｰ8474歳

独歩庵超波門;のち独歩庵2世継嗣､1745湖十2世｢江戸廿歌仙｣入､1753｢誹諧長者柱｣著、

1756｢新六歌仙｣入/56｢わかな｣跋､59｢六能巻｣評/74｢買明点帖｣評/78｢旦暮集｣著、

1781｢四人部屋｣著､追善集｢俳諧一時雨｣(;息子寛美編)

[買明(;号)の別号]別号;木原居/筆端/独歩庵2世

C3609 ( ･乾坤庵) 俳人･素丸[ 1713-95]門:葛飾派、買明 ばいめい そまる? ｰ ?



C3610 ( ･森 ､列虫庵) 相模厚木の俳人･鳥酔門､1764｢冬籠｣編梅明 ばいめい もり ?ｰ1786

C3611 ( ) 能登羽咋郡富来の俳人､梅明 ばいめい 1765 ｰ ? 1844存

1844(弘化元)八十賀に諸国から賀句｢増穂集｣編(梅室序)

梅明( / ) → ( ､狂歌) Ｉ１５４２ばいめい うめあき かいえんうめあき檜園梅明

楳明( ･奥) → ( ･奥 ､藩士/砲術家) Ｗ２６３４ばいめい たけまさ おく猛雅

C3612 ( ･稲本 ) 江中期大坂の俳人;才麿門､雑俳点業が多い､梅門 ばいもん いなもと ? ｰ ?

1730｢をぐらの塵｣40｢月の月｣編､雑俳点:1716-36｢富士の高根｣入､36笠付｢はつを花｣入､

1756｢小倉次郎｣/64｢師走嚢｣編､｢生玉奉納笠壱万句集｣編/笠付集｢三また竹｣編、

｢俳諧象山蔭｣｢俳諧霜をれ｣｢俳諧布恩川｣｢俳諧倭多羅尼｣著､

[梅門の別号] 房麿/房丸/房麿庵/塵々塢/正月堂 、虎友(俳人)の父

C3613 ( ) 江後期川柳作者;群燕会狂句合共催、楳門 ばいもん ? ｰ ?

1851(嘉永4)｢柳風群燕 ｣其碩･月 ･青柳･竹子と催主(群燕会狂句合選句)りゅうふうむれつばめ げつり

梅門( ･福住) → ( ･福住/長瀬､商家/歌人) Ｊ２４５３ばいもん せいふう清風

梅門( ･毛利) → ( ･毛利/大江､藩主/詩人) Ｅ４４７３ばいもん もとよし元義

梅聞( ;道号) → ( ;法諱･梅聞､曹洞僧) Ｋ２５３９ばいもん そほう祖芳

梅野( :号) → ( :道号･長柔:法諱､臨済僧)Ｉ２２７９ばいや しょうごう勝剛

梅野( ) → ( ･寒川 / ､儒者) Ｊ３１１０ばいや とききよ さむかわ かんがわ辰清

梅夜( ･早川) → ( ･早川/安田､医者/国学/俳)Ｈ３７２１ばいや ひろみ広海

買夜( ) → ( ･加藤/岸上､俳人) １６３６ばいや きょうたい暁台

売薬翁( ) → (確楼 ･益田､儒/詩人) Ｅ１５８４ばいやくおう かくろう鶴楼

売薬山人( ) → 寿(初世 ･長沢 ､医者) Ｅ３１８６ばいやくさんじん どうじゅ ながさわ道

買夜子( ･久村/岸上/加藤)→ ( ･加藤/岸上 ､俳人)１６３６ばいやし きょうたい きしのうえ暁台

I3699 ( ) 江前期江戸俳人､1691不角｢二葉之松｣入梅友 ばいゆう ? ｰ ?

[大道のすたらで有 や隠郷 ](二葉之松243)ある かくれざと

梅幽( ･西山) → ( ･西山/西､俳人/連歌) ２５０３ばいゆう そういん宗因

梅遊( ･川喜田) → ( ･川喜田/村木､商家/国学)Ｌ３２７０ばいゆう なりあき成章

梅雄( ･八木田) → ( ･八木田 ､藩士/詩歌俳)Ｔ４０２９ばいゆう まさのり やきた政徳

梅遊軒一風子( )→ ( ･朝江/浅江､俳人)Ｋ２１５７ばいゆうけんいっぷうし しゅかん種寛

俳優堂( ) → ( ･俳優堂 ､役者研究)Ｄ４２０７はいゆうどう むゆう やくしゃどう夢遊

C3614 (楳葉 ･奥田 ) 江後期尾張藩家老竹腰家の家臣/俳人･士朗門､梅葉 ばいよう おくだ ?ｰ ?

1710(文化7)｢玉兎集｣編、

[梅葉(;号)の通称/別号]通称;忠右衛門、別号;対 亭

梅陽( ･石井) → ( ･石井 ､郷土史家) Ｅ４７３５ばいよう よしたね いしい好胤

梅陽章杲( )→ ( ;法諱･梅陽;道号,臨済僧/詩)Ｉ２２７３ばいようしょうこう しょうこう章杲

佩蘭( ･伏原) → ( ･伏原 ､廷臣/文筆) ３５９９はいらん のぶえだ ふしはら宣条

佩蘭( ･中西) → ( ･中西 ､神職/書) Ｃ３６９７はいらん はくけい なかにし伯圭

培蘭( ･牧) → ( ･牧 ､蘭学者/翻訳) Ｅ３０３３ばいらん てんぼく まき天穆

佩蘭斎( ) → ( ･藤堂､詩人) Ｌ２６７１はいらんさい たかかず高般

佩蘭主人( ) → ( ･前田､藩士/歌人) Ｃ３２５２はいらんしゅじん なおみ直躬

佩蘭堂主人( )→ ( ･伏原 ､廷臣/文筆)３５９９はいらんどうしゅじん のぶえだ ふしはら宣条

C3615 ( ) 江中後期江戸の俳人､梅里 ばいり ? ｰ ?

1773馬卵｢双路談 ｣入(;3世湖十中心)､1821定雅歌仙｢俳諧雪とすみ｣維石と共編そうえんろだん

C3616 ( ･大橋 ) 江後期尾張名古屋樽屋町の紙類･畳表商、梅裡 ばいり おおはし 1810ｰ 1873

俳人;沙 門､1845-49｢あゆちの水｣編/58｢春のいとま｣編/65｢永言集｣著､｢百さへすり｣著､

｢あすのほこ｣｢かふらしる｣編

[梅裡(;号)の通称/別号]通称;明賀屋甚蔵/茗荷屋甚蔵、別号;清遠舎、法号;本解院

C3617 ( ･木下 ､衛門男) 肥後菊池郡今村の儒者;熊本藩士、梅里 ばいり きのした 1823ｰ9977歳

藩校時習館訓導/御留守居中小姓､1846(弘化3)郷里菊池郡今村に古耕舎を開塾;

和漢学を教授､維新後;修史局に出仕/東京に没､｢本語｣著､村 の弟､いそん

[梅里(;号)の名/通称]名;真弘、通称;小太郎



梅里( ) → ( ･徳川/源､藩主/修史) ４１２５ばいり みつくに光圀

梅里( ) → ( ･水野/萩原､歌人) Ｈ２６１９ばいり ためなが為長

梅里( ･荒木) → ( ･荒木､儒/詩/画 ４９８８ばいり りけい李谿 )

梅里( ;俳名) → (7世 ･片岡､歌舞伎役者)３３１６ばいり にざえもん仁左衛門

梅里( ) → ( ･梅の本､絵師) Ｃ１４４２ばいり おうさい鶯斎

梅裡( ) → ( ･是非庵､俳人) Ｗ２１２８ばいり しゃごう舎螯

梅裡( ･杉田) → ( ･杉田 ､医者/蘭学者) Ｂ２４１６ばいり せいけい すぎた成卿

C3618 ( ･杉野 ､名;房滋/通称;勘兵衛) 伊賀上野藤堂藩士;配力 はいりき すぎの 1653ｰ173280

作事目付役;禄3百石､俳人:芭蕉門､1691｢猿蓑｣初出/94其角｢枯れ尾花｣入、

1698｢続猿蓑｣(3句)/1709輪雪｢星会集｣入､

[いとゆふに 引きのばせ作り独活 ](猿蓑;巻四、かほ うど

陽炎のように芽を伸ばせ速成栽培のうどよ)

C3619 ( ) 江中期尾張愛知郡梅森村の農民?/紀行文作者;梅里亭其斗 ばいりていきと ? ｰ ?

1775(安永4)｢信州善光寺道の記｣､85｢伊勢路の紀行｣､｢遠州の紀行｣｢道の記五つの歌物｣

C3620 ( ･武田 /篠田､修姓;武/篠､篠田雅好男/本姓;武田) 京の生、梅竜 ばいりゅう たけだ 1716ｰ6651

美濃の儒者:伊藤東涯門/師没後;堀南湖･宇野明霞門､経史/兵法に長ず､

尾張に客遊/のち京住;帷を下して漢学を講ず､妙法院親王の侍読､当時流行の李王風詩作､

赤松滄洲･良野華陰･江村北海と交流､村瀬栲亭の師､

1751｢明文選｣/52｢滄溟尺牘解 ｣｢滄溟尺牘使覧｣編､｢心学古源｣｢唐詩合解｣著、そうめいせきとくかい

｢滄溟国字解｣｢芳翠高詩稿｣著､｢梅竜先生遺稿｣(息子璋如編;1782刊/北海･栲亭序)､

[梅竜の名/字/通称/別号]名;惟嶽/亮/元亮/欽､字;峻卿/士明/聖謨 / ?､せいぼ としあきら

通称;三弥、別号;南陽/蘭籬､諡号;文靖先生

C3621 ( ･赤松 ) 江戸前中期元禄頃大阪の講釈師;太平記読、梅龍 ばいりゅう あかまつ ? ｰ ?

江戸の赤松青龍軒･京の原永 と併称されるえいてき

C3622 (楳笠 ･浜中 ､春秋庵9世) 武蔵青梅の俳人:梅室門､春秋庵を継嗣、梅笠 ばいりゅう はまなか 1805ｰ6359歳

1848(嘉永元)｢時雨文庫｣編/49｢霜華集｣編/57｢春秋稿｣編

梅笠庵( ) → ( ･梅笠庵､俳人) Ｎ２４５０ばいりゅうあん せいう静雨

梅竜園( ) → ( ･中神 ､幕臣/書編纂)Ｆ４４９０ばいりゅうえん もりとき なかがみ守節

梅柳園( ) → ( ･徳川/源/松平､藩主) Ｃ４７９1ばいりゅうえん よしかつ慶勝

梅柳軒( ) → ( ･儘田 ､歌人) Ｄ４９６３ばいりゅうけん りゅうけん ままだ柳軒

梅柳軒( ) → ( ;法諱､僧/歌人) Ｏ２１８５ばいりゅうけん しゅうえん周円

梅竜軒( ) → ( ･東 ､槍術家) Ｇ４０６８ばいりゅうけん まさひで あずま正英

梅柳軒水之( )→ ( ･須田 ､幕臣/国学) Ｘ２６６５ばいりゅうけんすいし ためはる すだ為春

C3623 ( ･荒木 ､蘭皐男 摂津池田の儒者:父蘭皐門､梅閭 ばいりょ あらき )?ｰ?

1777蘭皐著｢肋集｣;兄李谿と共編

C3624 ( ･高松 ) 江後期儒者/易学者:江戸で講説､貝陵 ばいりょう たかまつ ? ｰ ?

1831｢占法要略｣｢志学便蒙｣､40｢抱腹談｣､48｢易道話眼｣｢象数全書｣/50｢神国列音考｣、

1851｢倭国風流｣52｢正学指要｣､｢周易道標｣｢皇倭言詞通｣｢大学蘇言｣｢中庸蘇言｣外著多数、

[貝陵(;号)の名/別号]名;芳孫/辰栄、別号;易蘇堂

C3625 ( ･丸山 ) 越後三島郡片貝村の儒者:郷学耕読堂で横井豊山門、貝陵 ばいりょう まるやま 1817ｰ186852歳

江戸の萩原緑野門､緑野の甥萩原西疇と切磋す､江戸修学後帰郷;郷校耕読堂教授､

｢縮地集｣｢貝陵集｣､｢貝陵存稿｣著、

[貝陵(;号)の名/字/通称/別号]名;靖、字;子権、通称;靖左衛門、別号;病隠

梅寮( ) → ( / ･河合､医者/俳人) Ｑ２２７０ばいりょう しょうあ せいあ正阿

梅陵( ･岡田) → ( ･岡田 ､藩士/儒者) Ｏ２２２７ばいりょう しんご おかだ眞吾

C3626 ( ･平元 ､正芳男) 羽後秋田生/京で儒/久保田藩士/医者:伊藤仁斎門､梅隣 ばいりん ひらもと 1660ｰ174384

歌:通茂門､のち秋田で教授､｢梅隣百詠｣｢漢詩私説｣｢磯田物語｣｢田家集｣｢久也美草｣､

俳:1689｢あら野｣入､｢梅の月｣著(幾秋編)､｢船岡夜話｣｢梅隣詞叢｣｢仲弼私説｣外著多数、

[夏陰 の昼寐はほんの仏 哉](あら野;巻八;愚益名/詞;即身即仏)なつかげ ほとけ

[梅隣(;号)の名/字/通称/別号]名;忠弼 、字;仲/仲弼 、ただすけ なかすけ



通称;小助/墨元/卜玄/朴元/撲玄、別号;月潭/入中/福庵愚益

C3627 ( ･岡部 ､名;盈辰､通称;玄徳) 江中期明和1764-72頃常陸多珂郡大久保村医者､梅林 ばいりん おかべ ?ｰ?

｢佐竹大秘録｣｢石神後鑑記｣｢神社仏閣記｣著

C3628 ( ･鈴木 ) 儒者;1860(万延元)常陸水戸藩に出仕､楳林 ばいりん すずき ? ｰ 1897

維新後;政府の教部権大録/のち修史館出仕､1845｢楳林文稿｣48｢嘉永日表｣著、

1862｢調練問答｣､｢海防奉策｣｢建基漫録｣｢鳴哀筆録｣｢鈴木大日記｣著､｢鈴木大雑集｣編、

記録;｢賜勅始末｣著(1858密勅が水戸藩に下ったこととその後の動向詳細)、

｢明治前記｣著(1846-67の国家の大事を記述)､

[楳林(;号)の名/字/通称/別号]名;豊大/大、字;子明、通称;安之進、別号;蘭台

梅林( ･中島) → ( ･中島､俳人) Ｉ２８８９ばいりん ちょうじょ兆如

梅林( ･福住 )→ ( ･福住､医/伝記/蔵書) Ｈ３１６３ばいりん ふくずみ どうゆう道祐

梅林( ･松岡) → ( ･松岡 ､和算家) Ｃ４７４９ばいりん よしかず まつおか能一

梅林( ･高橋) → ( ･高橋､幕臣/天文家) Ｅ４７８６ばいりん よしとき至時

梅林軒( ) → ( ･梅林軒､西鶴門俳人) ３８６３ばいりんけん ふうこく風黒

梅林斎( ) → ( ･立羽 ､俳人) Ｂ３８７４ばいりんさい ふけい たちば不

梅林舎( ) → ( ･長嶺､絵師/俳人) Ｄ４０９５ばいりんしゃ まさつぐ将続

梅林村隠( ) → ( ･黒川､藩医/儒者/地誌) ３１２６ばいりんそんいん どうゆう道祐

C3629 ( ) 江中期俳;蝶々子門?､1732｢柳陰｣編;｢園の梅｣姉妹編梅林堂 ばいりんどう ? ｰ ?

C3630 ( ;道号･道雪 ;法諱､俗姓;多々良) 肥前小城郡の黄檗僧:梅嶺 ばいれい どうせつ 1641ｰ171777

1657(17歳)同郡三岳寺存長老門;出家､1663宇治万福寺の即非如一門;道号を受、

即非没後;大眉性善門;1673嗣法､諸寺の住持､受戒･法名を乞う者1万余人、

1669｢黄檗沙弥律義要略｣76｢法海貝観｣1705｢梅嶺禅師王山偶詠｣06･07｢梅嶺禅師語録｣著、

｢奕葉聯芳｣｢聯燈続焔抄記｣｢沙弥得度｣著/｢東林大眉和尚夢語｣編､

C3631 ( ;道号･礼忍 ;法諱) 京の臨済僧;大方門;法嗣/建仁寺118世住持、梅嶺 ばいれい れいにん ?ｰ1437

1412越中新河郡の金剛寺住持､｢梅嶺録｣著

C3632 ( ･碓井 ､中屋嘉平次男[or弟]) 越中今石動の生、梅嶺 ばいれい うすい 1800ｰ6869歳

1818(文政元/19歳)加賀石川郡鶴来の碓井孝[幸]右衛門の養嗣子;酒造業を継承、

組合頭/算用聞/山廻役を務める､儒;猪飼敬所門/歌/俳人､尊王論者､

1848｢作句要法｣48｢聴句要訣｣､｢文嚢｣著､

[梅嶺(;号)の名/通称/別号]名;顕古 、通称;直吉/次郎左衛門､あきひさ

別号;魯堂/桂舎/月江庵/無味斎､ 屋号;長者屋/米屋、法号;釈宗静

C3633 ( ) 江後期俳人､1942茶静｢俳諧職業尽｣校;須原屋板梅令 ばいれい ? ｰ ?

梅嶺( ･本保) → ( ･本保 ､藩士/詩人) Ｆ３２８１ばいれい ながます ほんぼ長益

梅嶺( ･大石) → (( ･大石 ､国学者/歌) Ｂ２８０１ばいれい ちあき おおいし千秋

C3634 ( ･鳳羽亭/鳳居 ) 伊勢松阪の商人/俳人;千梅門､蕉風を志す、梅輦 ばいれん ほうびんきょ ?ｰ1784

1753(宝暦3)松阪の菅相寺境内に同門梅斧 と芭蕉塚を建立;｢千尋の蔭｣共編､ばいふ

鳳居を結社;月次句集刊行､1753/79｢己亥歳旦｣編/83｢癸卯歳旦｣編、

[梅咲くや苫屋のくれの人出入](白雄｢文くるま｣入)

C3635 ( ) 俳人;1690北枝｢卯辰集｣5句入、梅露 ばいろ ? ｰ ?

[鳴く雉 やみどり伸び立つ小松原](卯辰集;58/若芽の伸びた松原で勢いよく鳴く雉)きじ

C3636 ( ･中森 /のち伊藤､通称;又市､神風館5世) 伊勢河崎の魚商/俳人;乙由門､梅路 ばいろ なかもり ?ｰ1747

曾北後の神風館を継嗣､1746涼袋に入門;伊勢風に傾倒､｢伊勢河崎音頭｣作者､｢南仙録｣著､

1743｢みつのさま｣/47｢続新百韻｣編/57涼袋｢俳仙窟｣入､

七回忌追善集｢つぎほの梅｣無岸編

C3637 ( ･竹田 ､高畠正方3男) 竹田蘿亭の養嗣子;1761家督継嗣;福岡藩儒、梅廬 ばいろ たけだ 1738ｰ9861歳

禄3百石/藩主黒田継高より斉清まで五君に出仕､藩校創建に尽力;東学の惣受持を勤む､

その功で20石加増､1796辞職､息子復斎に家督を譲る､｢筑前物産志｣/1794｢筑前良民伝｣著､

[梅廬(;号)の名/字/通称]名;定良､字;子俊､通称;助太夫/茂兵衞/茂平、竹田春庵の外孫

梅盧( ･山口) → ( / ･山口､藩儒者) Ｂ１９１５ばいろ こうさい ごうさい剛斎

梅路( ･壺井) → ( ･壺井 ､里正/和学者) Ｎ４７９５ばいろ よしつら つぼい義璉



C3638 (楳老 ･中根 ) 三河碧海郡平七村の名主;醸造業/質屋を営む､梅老 ばいろう なかね 1785ｰ184157

俳人･尾張名古屋の士朗門､1812｢はつかりつか｣編/19｢夏古毛里 ｣編､げごもり

もっけい[梅老(;号)の名/通称/別号]名;親孝､通称;又左衛門､別号;梅堂/魁斎/巣雲居/黙兮

C3639 ( ･堆玉園) 江後期安藝瀬野の俳人､1826･34｢堆玉園袖文庫｣編､梅廊 ばいろう ? ｰ ?

｢俳諧さむき月｣編

梅郎( ･鈴木) → ( ､高柳/鈴木､医者/俳人) Ｃ２５４８ばいろう そうたん荘丹

梅楼( ･大塚) → ( ･大塚 ､藩士/儒者) Ｈ１５７５ばいろう かんらん おおつか観瀾

梅朧館主人( )→ ( ･三橋､幕臣/文筆家) Ｈ３２６７ばいろうかんしゅじん なりてる成烈

C3640 (Yofoqen Paulo･養方軒;姓名未詳) 若狭の生/堺医､京で受洗,パウロ 1508?ｰ9588?

1580ｲｴｽﾞｽ会､1560イルマン/豊後府中コレジヨ国語教師、

キリシタン文献を翻訳:息子ビセンテと協同､｢サントスの作業｣聖人伝訳

参考 息子 → ( ) Ｃ３７５０ビセンテはういん びせんてほういん

馬雲斎( ) → ( ･馬雲斎､俳人) Ｅ３６２３ばうんさい はこう巴江

K3638 ( ･高橋 ､旧姓;丸山) 備中笠岡の生/庄屋高橋正澄 (残夢)と結婚、栄子 はえこ たかはし まさずみ1787ｰ185771

国学･歌;夫の正澄門､正純 の母､1822家産没収;大坂住;夫の歌塾経営で生計、まさずみ

1829夫剃髪(号;残夢/晩年失明/1851没)､1857(安政4)没

ハエ子( ･市田) → ( ･市田 ､歌人) ５３８０はえこ わえこ いちだわへ子

C3641 (馬遠 ･一峯斎 ､姓;大岡 ) 江戸絵師:葛飾北斎門､風俗･人物画に長ず､馬円 ばえん いっぽうさい おおおか ?ｰ1810

大阪の大岡喜藤治の養子､大坂亀山町後藤屋敷に住､1811｢東鑑操物語｣12｢在原草紙｣画、

1813｢青葉笛｣｢和漢乃染分｣｢忠孝貞婦伝｣/14｢戌の年俄選｣17｢小謡童子訓｣外画多数、

[一峯斎馬円(;号)の通称] 由平/後藤治

巴翁( ･三宅) → ( ･三宅 /酒井､藩主) Ｃ４５３６はおう やすなお みやけ康直

C3642 ( ･小西 ､別号;長室) 江前中期摂津伊丹の俳人;宗旦門､馬桜 ばおう こにし ?ｰ?

1687宗旦補編｢野梅集｣鸞動追悼句入､1702轍士｢花見車｣入､

1714月尋｢伊丹発句合｣;四季発句入､

[夕顔に預かり手形打ちつけたり](花見車;177/預り手形は返済期日のない借用証書)

[ ](伊丹発句合;冬)鰏汁 はいかな坊主もおそれけりふぐじる

馬翁( ･本庄) → ( ･本庄 /藤原､茶人) Ｇ２５９６ばおう そうけい ほんじょう宗敬

馬角斎( ･三村) → ( ･三村､名主/画/狂歌) Ｇ３６２０ばかくさい はるかど春門

馬角斎( ･松浦) → ( ･松浦､探検家;北海道名付親)Ｅ２６３８ばかくさい たけしろう武四郎

馬鹿[歌]山人( )→ ( ･金井 ､俳人) Ｈ３６５７ばかさんじん ばんこ かない万戸

馬鹿人( ･山手) → ( ･大田､狂歌詩) ３２３３ばかじん なんぽ南畝

C3643 (-得 ･伊吉 ) 飛鳥期廷臣/659入唐､686大津皇子謀反に連座、博徳 はかとこ いき ? ｰ ?

赦免､695遣新羅使､｢伊吉博徳書｣著

H3644 ( ) 狂歌;1787｢才蔵集｣入;468馬鹿唐名 ばかのからな ? ｰ ?

[うれしきにしぼる涙のしつぽりと濡れてはなさぬ君の手拭]

袴田館磯水( )→ ( ･宮後 /度会､神職)Ｐ３１６６はかまだかんきすい ともたか みやじり朝喬

J3672 ( ･今田 ､通称;本兵衛) 周防岩国藩士､国学･歌;熊谷直好･香川景樹門量 はかる いまだ 1789ｰ184153

K3687 ( ･溝口 ､通称;左中) 尾張愛知郡の医者､国学･歌;本居大平門謀 はかる みぞぐち ?ｰ1851

C3644 ( ･九鳳舎/信鳥) 江後期江戸の俳人､1793芭蕉百回忌参加､馬肝 ばかん ?ｰ ?

｢安佐吉理｣編､｢はるあき乾｣編/1773馬卵｢双路談 ｣歌仙入;湖十3世中心、そうえんろだん

［似た面の汝の作る水の月](双路談)

馬柬( ･和田) → ( ･和田 ､和算家) Ｂ４５６１ばかん やすし わだ寧

萩右衛門( ･大塚)→ ( ･大塚 ､藩士/歌人) Ｆ２９３８はぎえもん つねのり おおつか恒徳

萩雄( ･長者園) → ( ､狂歌) Ｉ２８６２はぎお ちょうじゃえんはぎお長者園萩雄

萩垣内( ) → ( ･後藤 ､商家/国学/歌)Ｏ２１４５はぎかいと しげさと ごとう重郷

芳宜園( ) → ( ･加藤/橘､歌人) １３８０はぎぞの えなお枝直

芳宜園( ) → ( ･加藤/橘､枝直男/歌人) ２８０３はぎぞの ちかげ千蔭

芳宜園(波支曾能 )→ ( ･毛利/大江､藩主/歌人) Ｄ４４８６はぎぞの もとのり元徳



萩園( ) → ( ･三浦､国学/歌) Ｆ２８２１はぎぞの ちはる千春

萩園( ) → (豊雅 ･中山､歌人) Ｒ３１６０はぎぞの とよまさ豊正

萩園( ) → ( ･中島 /林､歌人) Ｅ１２８０はぎぞの うたこ なかじま歌子

C3645 ( ) 狂詩;1771｢掃溜先生詩集｣[;1773銅脈先生｢吹寄蒙求｣入]掃溜先生 はきだめせんせい ? ｰ ?

萩亭( ) → ( ･井上 /菅､商家妻/歌)Ｎ４０３５はぎてい まさこ いのうえ政子

萩の尼( ) → ( ･工藤 ､歌人/比丘尼) Ｗ２６８５はぎのあま まくこ くどう栲子

芽垣内( ) → ( ･奥田/橘､藩士/国学者) Ｂ２９９７はぎのかきつ つねかつ常雄

萩廼花守( ) → ( ･毛利/大江､藩主/歌人) Ｄ４４８６はぎのはなもり もとのり元徳

萩のや( ) → ( ･片桐 ､歌人） Ｂ１８２９はぎのや げんえい かたぎり源栄

萩の屋(芳宜廼舎 )→ ( ･石井､藩士/歌人) Ｄ４７４５はぎのや よしさと義郷

萩の屋( ) → ( ･村田/宮崎､国学/歌) ３６３１はぎのや はるかど春門

萩の屋( ) → ( ･林 ､藩家老/歌人) Ｈ４７７０はぎのや よしもと はやし良本

萩の屋( ) → ( ･柴田 ､歌人) Ｏ２０６６はぎのや さだあき しばた貞暁

萩之屋( ) → ( ･井上 ､国学/書) Ｔ３１０７はぎのや とものぶ いのうえ智信

萩之屋( ) → ( ･杉森 ､藩校館長) Ｉ３５７４はぎのや のりまさ すぎいもり憲正

萩屋(萩廼家 ) → ( ･萩原/佐藤､国学/教育者)Ｃ４４１６はぎのや もとえ元克

萩屋( ) → ( ･武田 /三好､藩士/歌)Ｍ２８８１はぎのや ちかい たけだ千穎

萩舎( ) → ( ･毛利/大江､藩主/歌人) Ｄ４４８６はぎのや もとのり元徳

萩舎( ) → ( ･鈴木 ､藩士/歌人) Ｎ３２５２はぎのや なおのり すずき直徳

萩舎( ) → ( ･中村 ､国学/歌) Ｏ３２１２はぎのや ながすみ なかむら長住

萩の舎( ) → ( ･北川 ､藩士/歌人) Ｇ４７７９はぎのや よしふか きたがわ善淵

萩の舎( ) → ( ･磯部 ､正富男/神職/歌)Ｎ４０６６はぎのや まさのぶ いそべ正紳

萩の舎( ) → ( ･西郷 ､藩士/国学)Ｍ２８６３はぎのや ちかとし さいごう近登之

萩の舎( ) → ( ･荻廼屋､国学/狂歌/歌) Ｄ１４２６はぎのや おとずれ音信

萩の舎( ) → ( ･中島 /林､歌人) Ｅ１２８０はぎのや うたこ なかじま歌子

萩の舎( ) → ( ･松木 /大神､神職/国学)Ｗ３１０７はぎのや としあき まつき俊章

萩廼舎( ) → ( ･林､名主/国学/歌人) Ｄ３５３５はぎのや のぶみ信海

萩廼舎( ) → ( ･三浦､国学/歌) Ｆ２８２１はぎのや ちはる千春

萩廼舎( ) → ( ･武井 ､神職) Ｎ４７８２はぎのや よう たけい庸

萩廼舎( ) → ( ･星野 /橘､機業/国学/歌)Ｐ２００１はぎのや さだてる ほしの貞暉

萩廼屋(初世 ) → ( 大屋､狂歌) １２９８はぎのや うらずみ裏住

萩野屋( ) → ( ･萩野 ､馬術家) Ｂ４５２６はぎのや やすきよ はぎの康清

萩の屋鳥兼( )→ ( ･2世萩の屋､裏住門狂歌)Ｒ３１８３はぎのやとりかね とりかね鳥兼

萩原法皇( ) → ( ､歌人) ３６２２はぎはらほうおう はなぞのてんのう花園天皇

萩焼法印( ) → ( ;法諱､天台僧/浄土教) Ｇ４１５２はぎやきほういん みょうぜん明禅

馬九齋( ) → ( ･松本 /浜野､藩儒/歌/狂歌)Ｐ４７２６ばきゅうさい よしとお まつもと良遠

C3646 ( ･蠣崎 ､藩主松前資広5男) 蝦夷松前藩重臣蠣崎広武の養嗣子、波響 はきょう かきざき 1764ｰ182663

蝦夷松前藩家老､江戸出府時に画;建部綾足･宋紫石門､兵学;1783松前で大原呑響門、

1791上京し円山応挙門/皆川淇園･村瀬栲亭･菅茶山と交流､

1807松前藩の陸奥梁川に転封の際に家老として松前復帰に尽力、

｢夷酋 列像｣｢釈迦涅槃図｣画､｢波響楼遺稿｣｢梅痩柳眠舎遺稿｣､いしゅう

[波響(;号)の名/字/通称/別号]名;広年､ 字;世、通称;金介/金助/弥次郎/将監、

別号;杏雨/京雨/東岱/梅春舎/梅痩舎/柳眠舎/富春舎/滄広軒、法号;広年院

C3647 ( ､名;逸/節､菅沼定常[曲翠]の妻) 和泉岸和田の生/夫は近江膳所藩士､破鏡尼 はきょうに ?ｰ?

歌/俳人;蕉門､筑紫箏の名手;破鏡流創設､｢播州めぐり道しるべ｣著､

1713夫と和泉大和の旅｢岸和田紀行｣著､

1717夫が佞臣を殺し自刃/剃髪;和泉堺に隠棲/岸和田に住､伴蒿蹊｢近世畸人伝｣入

波玉( ･熊坂) → ( ･熊坂､藩士/絵師) Ｂ３０９４はぎょく てきざん適山

萩原院( ､萩原法皇)→ ( ､京極派歌人)３６２２はぎわらいん はなぞのてんのう花園天皇

J3514 ( ) 江前期俳人;1693不角｢一息｣入波吟 はぎん ? ｰ ?



3607 ( ･曲亭 ･姓;滝沢 /本姓;源､旗本松平家用人興義5男) 江戸の生、馬琴 ばきん きょくてい たきざわ 1767ｰ184882

長兄没により滝沢家7代目当主､旗本松平家の小姓､松平家を出奔;江戸市中を転々､

1790山東京伝門;黄表紙を執筆/蔦屋重三郎の番頭/93履物商伊勢屋に入婿;妻百、

滝沢姓変えず/飯田町中坂下の家主､1802京阪に旅行;上方板元と交渉､読本作者とし活躍､

合巻も執筆;晩年は眼疾のため嫁みちの代筆で創作を継続､膨大な日記を残す､長男;宗伯､

黄;1791｢尽用而二分狂言 ｣著(処女作)､読;96｢高尾舟字文｣(読本初作)、つかいはたしてにぶきょうげん

1804｢月氷奇縁｣･07-11｢椿説弓張月｣､1814-42｢南総里見八犬伝｣15-27｢朝夷巡島記｣著､

1829-32｢近世説美少年録｣､47合巻｢女郎花五色石台 ｣4編迄;など多数、おみなべしごしきせきだい

｢吾仏乃記｣､｢馬琴日記｣｢馬琴書翰集｣｢馬琴尺牘集｣｢曲亭馬琴家集｣､外著多数

[曲亭馬琴(;号)の幼名/名/字/通称/別号]幼名;倉蔵、名;興邦 /解 ､ 字;吉甫､おきくに とく

通称;左七郎/佐吉/瑣吉/清右衛門/篁民、

別号; 著作堂主人/蓑笠漁隠 /飯台陳人/玄同陳人/斎 /魁蕾子/烏水､さりゅうぎょいん らいさい

山梁/貫淵/信天翁/閑斎/愚山人/逸竹斎達竹/傀儡子/玉亭子/清友/大栄山人、

無名子/狂斎/彫窩主人/笠翁、 法号;著作堂隠誉簑笠居士、 俳人羅文の弟

C3648 ( ･東流斎/宝井 ) 江戸後期講釈師;2世馬谷門､職人受け芸風/ネタの東西交流馬琴 ばきん たからい ?ｰ?

J3686 ( ･太田 ､) 備前邑久郡の国学者;内藤中心 門白 はく おおた なかご1742ｰ181473

[白(;名)の字/通称/号]字;君玉、通称;佐伝、号;蓬山

白( ;一字名) → ( ;法諱､天台門跡/連歌) Ｇ３１４７はく どうちょう道澄

博( ･武田) → ( ･武田 ､医者) Ｊ１８２０はく けんざん たけだ兼山

博( ･加藤) → ( ･加藤 ､医者) Ｍ１６４８はく きゅうこう かとう九皐

博( ･須子/大郷) → ( ･大郷 /須子 ､儒者)Ｇ１９３２はく こうさい おおごう すご浩斎

博( ･三枝) → ( ･三枝 ､藩医/教育) Ｌ２１６８はく しゅんとく さいぐさ峻徳

博( ･犬飼) → ( ･犬飼 ､農業/儒者) Ｋ２２５８はく しょうそう いぬかい松窓

璞( ･和田) → ( ･和田､医者) Ｃ３１１３はく とうかく東郭

璞( ･岡島) → ( ･岡島 ､唐話唐音学) １５５１はく かんざん おかじま冠山

璞( ･三村) → (石床 ･三村､医/本草家) Ｋ２４１６はく せきしょう石牀

璞( ･星野) → ( ･星野 ､儒者) Ｂ４６０２はく ゆうがく ほしの熊嶽

璞( ･日尾) → ( ･日尾 ､儒者/詩人) １８０５はく けいざん ひお荊山

璞( ･朝倉) → ( ･朝倉 ､儒者) Ｆ１８７４はく けいざん あさくら荊山

璞( ･壬生) → ( ･壬生 ､与力/篆刻家) ２３７６はく すいせき みぶ水石

璞( ･水原) → ( ･水原 /山田､歌人) Ｋ４１７０はく みさこ みずはら未瑳子

柏( ･松岡) → ( ･松岡 ､藩士/俳人) Ｂ２６２１はく たいぎ まつおか大蟻

柏( ･土岐) → ( ･土岐 ､本草家/諸国採薬)Ｐ２２８５はく しんぽ とき新甫

伯( ･頼尾/伊藤) → ( ･伊藤 ､藩士/医者) Ｊ１８９９はく げんしょう いとう玄章

C3649 (･松田､2世松田和吉､岡本) 1751-81頃大阪雑俳宗匠:51春耕｢あふ夜｣折句入、ばく ?ｰ ?

1754｢除元｣編､56書肆｢両面かがみ｣評入､57｢誹諧耳勝手｣66｢続耳勝手｣編､

浄瑠璃作者:半二の助作/1771｢桜御殿五三駅｣｢妹背山婦女庭訓｣著､

洒落本;｢浪花色八卦｣68｢穴意探｣著

[ばくの号]洒落本;外山翁蘭古､俳号;岡本律中/蘭古/蘇生庵麦鱗/北堂､浄作名;松田ばく

松田才二 と同一? → ( ･松田浄瑠璃作者)Ｇ２０７２さいじ さいじ才二

麦( ･松沢) → ( ･松沢 ､書肆/典籍研究)５２３５ばく ろうせん まつざわ老泉

C3650 ( ) 武蔵川越の俳人;1783維駒｢五車反古 ｣1句入、麦鴉 ばくあ ごしゃほうぐ? ｰ ?

[乾海苔 やおぼろおぼろと海人 が家](五車反古;巻首128/春霞の海辺)ほしのり あま

麦阿( ･佐久間) → ( ･佐久間､幕臣/俳人) Ｄ４９３３ばくあ りゅうきょ柳居

麦阿( ) → ( ･太一庵､俳人) Ｉ１５９２ばくあ かいだい快台

麦阿( ･岡本) → ( ･芦明庵､俳人) Ｍ１９０７ばくあ ごきゅう五休

博愛( ･高崎) → ( ･高崎 ､藩士/政治家) Ｑ１９９６はくあい ごろく たかさき五六

博愛堂( ) → ( ･長谷川､剣術/篆刻家) Ｂ１３３１はくあいどう えんねん延年

博愛堂( ) → ( ･保倉 ､医者/製薬) Ｌ１８４０はくあいどう げんちょう ほくら玄朝

泊庵( ) → ( ･五升庵､浄土僧/俳人) ２８２６はくあん ちょうむ蝶夢



泊庵( ;号) → ( ;法諱･泊庵､天台叡山僧)２１７４はくあん しゅどう守道

柏庵( ･梅津) → ( ･梅津/藤原､藩士/兵学) Ｅ４７２４はくあん よしただ敬忠

伯庵( ･波々伯部)→ ( ･波々伯部 ､武将/連歌)Ｆ４４４３はくあん もりさと ほおかべ盛郷

朴庵( ;初道号) → ( ;道号･祖淳 ､臨済僧)Ｄ３６６９はくあん はくどう そじゅん朴堂

莫庵( ;号) → ( ･莫菴;号､僧) Ｅ２５５５ばくあん そりん祖琳

C3651 ( ･守徹 ) 江戸末期俳人;西馬 門､1859｢真澄の鏡｣編白亥 はくい しゅてつ さいば? ｰ ?

博意( ･東久世) → ( ･東久世 ､廷臣/歌) Ｇ３７１５はくい ひろたか ひがしくぜ博高

博依( ･湯浅) → ( ･湯浅 ､藩士/詩人) Ｄ１０７３はくい あきのぶ ゆあさ明信

伯彜( ･辛島/辛) → ( ･辛島 ､儒者) Ｃ１３１８はくい えんせい からしま塩井

麦慰舎( ) → ( ･堤､俳人) Ｂ３６８２ばくいしゃ ばいつう梅通

白一居( ) → ( ･加藤/岸上､俳人) １６３６はくいっきょ きょうたい暁台

C3653 ( ･堀 /蒲生､藩医堀玄意男) 代々越後村松藩医の家､村松藩士、岶陰 はくいん ほり 1826ｰ8358

儒;江戸の羽倉簡堂･杉原心斎門､帰藩;侍読/馬廻役､藩主に尊攘意見書｢愛謂篇｣提出;

老臣堀右衛門から嫌忌される､蒲生姓/のち戊辰戦争で藩主直賀が官軍に追跡された時;

岶陰は世子堀直弘を擁し官軍に謝し村松藩を救う､維新後;建議し文学所(自強館)を設置、

学館を督す/堀に復姓､｢学問の勧め｣著､

[岶陰(;号)の名/通称]名;重修/斎、通称;済助

白隠( ･慧鶴) → ( ;法諱･白隠;道号､臨済僧) Ｃ１３０９はくいん えかく慧鶴

白隠( ･山口) → ( ･山口 ､絵師) Ｅ２４１５はくいん せっけい やまぐち雪渓

伯因( ･有沢) → ( ･有沢 ､藩士/軍学者)Ｊ２０９１はくいん さだもと ありさわ貞幹

柏隠( ･海老原) → ( ;号･海老原､揚屋主人/俳人)２２７８はくいん しんぽ新甫

白隠斎( ) → ( ･雨森 ､医者/書･詩)Ｇ２２１６はくいんさい しょうてき あめのもり章廸

C3654 ( ) 尾張熱田の俳人;1703祖月｢蓬莱嶋｣入白羽 はくう ? ｰ ?

C3655 ( ･鹿島 ) 大阪天満の富商/俳人;紹廉門､前句付点者で活躍、白羽 はくう かしま 1696 ｰ 175560歳

1745｢俳諧右紫｣編､45｢奉納安居天満宮二千句集｣､47｢菅神奉納独吟一日万句｣矢数の成就､

大坂の大宗匠となる､1747｢五文台｣編/49｢除元吟｣｢半墨｣編/50｢なには筏｣編、

1751｢五百句大絵馬額｣/54｢奉納佐保社大日堂壱万句集｣､｢奉納春日大明神三千句集｣編､

1754潘山(百子)｢しぐれの碑｣(;貞因25回忌･貞峨[紀海音]13回忌追善集)入､

追善集;｢俳諧十六日｣(息茶雷 撰)、[書初 や五六枚目を初めとし](俳諧右紫)、ちゃらい かきぞめ

[白羽(;号)の通称/別号]通称;治助､別号;翅雀/十南齋

C3656 ( ･西村 ) 遠江金谷宿の易学者･新井白蛾門､俳人;柳居門、白烏 はくう にしむら ? ｰ 1783( )70余歳没

三河吉田に移住､1773｢煙霞綺談｣､｢広易学必読｣｢西村白烏随筆｣｢筆の儘｣著

C3657 ( ) 加賀松任俳人/表具師福増屋の養子嗣(俳人千代の実家)､白烏 はくう ? ｰ ?

1776几董｢続明烏｣入:[鰐口の音暮るるまで春日かな]

C3658 ( ･日岐) 信濃箕輪の俳人;桐羽門､1801｢寝覚草｣著泊烏 はくう 1742 ｰ ?

白羽( ･奥村) → ( / ･奥村､藩士/儒/歌)Ｃ３２０２はくう なおのぶ なおひろ尚寛

白羽( ･松井/稲村)→ ( ･稲村/海上/松井､医/蘭学)Ｅ２０６３はくう さんぱく三伯

C3659 ( ･小川 ､名;致理/通称;新助､改名;寺沢友幸) 京の俳人･蝶夢門、麦宇 ばくう おがわ 1750ｰ1813

1783頃江戸住､1806-9備後田房に滞在;俳諧･書を指導､画も嗜む､1807｢雪のふる言｣編

柏雨軒( ) → ( ･柏･中村､俳人) Ｂ１１３１はくうけん いちれい一礼

麦雨斎(3世 ) → ( ･杉本 ､神職/俳人) Ｂ４９００ばくうさい りこう すぎもと吏

白烏山人( ) → ( ･白崎､酒造業/俳人) Ｉ１６３７はくうさんじん きんろ琴路

I3691 ( ;初号･白江 ､通称;玄桃/別号;酔鶯 ) 大坂御霊前の医者、白云 はくうん しろえ すいおう ?ｰ?

俳人;西山宗因門､能書､狂歌;1666行風｢古今夷曲集｣入､1673西鶴?｢哥仙大坂誹諧師｣入､

1678西鶴｢物種集｣82春林｢俳諧百人一句難波色紙｣入､

[木陰をや払いきよんめ伊勢桜](難波色紙;35/酔鶯名､

払いは祓いの意を掛る/掃き清めの意;謡の[め]の呑む撥音 メの表記)ン

[寄る波のねかはにせじと津の国の鼓の滝をしたゝむと打つ](古今夷曲集;九/白云名、

鼓の滝;有馬の名滝､波は鼓の打方/ねかは;皮が硬直し鳴らない状態/したゝむ;擬音)

C3660 ( ･一幻菴/袞師 ) 江戸の僧/俳人;以春(天王寺道寸)門/のち其角門､白雲 はくうん こんし ?ｰ1730



1705沾徳｢余花千句｣入､1716宗瑞｢江戸筏｣独吟歌仙入､22潭北｢今の月日｣句跋､

1730午寂｢太郎河｣6吟歌仙入､追悼集｢ ｣(1730歓之編)､にい

[遊ぶ哉 白雲深きところてん](江戸筏第十一発句)かな

(｢白雲深き処金竜おどる｣[謡曲｢放下僧｣]と心太を売る夏の茶店を掛ける)

白雲( ;道号) → ( ;法諱･白雲､臨済僧) １３５９はくうん えぎょう慧暁

白雲( ;出家号) → ( ･藤堂､武将/藩主/記録) Ｄ２６３１はくうん たかとら高虎

白雲( ) → ( ･菱川､絵師) Ｑ１６１７はくうん きよはる清春

白雲( ) → (月仙 ･玄瑞､浄土僧/絵師) Ｂ１８１１はくうん げっせん月

白雲( ) → ( ･野間 /修姓;野､医者) Ｋ１８９４はくうん げんたく のま玄琢

白雲( ･村瀬) → ( / ･村瀬､藩士/儒者) Ｂ２６０３はくうん たいいつ たいおつ太乙

白雲( ) → ( ;法諱･無動;字､真言僧) ４２８１はくうん むそう無相

白雲( ･新宮) → ( ･新宮 /古河､蘭医) Ｇ４９８７はくうん りょうかく しんぐう凉閣

白雲( ･柳河) → ( ･柳河/西村/栗本､洋学者)Ｋ２１２１はくうん しゅんさん春三

白雲一片斎( )→ ( ･西村 /藤原､藩士/歌)Ｉ１０２２はくうんいっぺんさい ありとし にしむら有年

白雲窩( ) → ( ･広瀬､藩士/絵師/詩) Ｋ２６０７はくうんか たいざん台山

白雲館( ) → ( ･熊坂 ､儒者/教育) ２６０５はくいんかん たいしゅう くまさか台洲

白雲居( ) → ( ･西尾 ､酒造業/俳人) Ｅ３８６１はくうんきょ ぶりょう にしお武陵

白雲居( ) → ( ;法諱･宏道､真言僧) Ｋ１５５４はくうんきょ かくゆう覚融

白雲軒( ) → ( ･堤 ､陪臣/国学/歌人)Ｊ３５２１はくうんけん のぶたり つつみ信足

白雲戸( ) → ( ･鈴木､俳人) Ｇ１１６３はくうんこ いちろ一路

3694 ( ､姓名不詳) 江後期飛騨の本草家;白雲山人 はくうんさんじん ?ｰ?

高山付近で救荒食の竹実採集､1832｢竹実記｣著

白雲散人( ) → ( ･白井､医/和学者) Ｇ２５０２はくうんさんじん そういん宗因

白雲散人( ) → (担菴 ･伊藤､医/儒/詩歌) ２６８６はくうんさんじん たんあん担庵

白雲山人( ) → ( ･細合 ､儒/詩/書家) Ｏ３１５８はくうんさんじん となん ほそあい斗南

白雲山人( ) → ( ･高橋､儒者) Ｅ３１３７はくうんさんじん どうさい道斎

白雲山人( ) → ( ･田中､暦算家) Ｈ３６９７はくうんさんじん ばんしゅん万春

白雲山人( )→ ( ･山内､容堂､藩主/詩歌) Ｒ３１１８はくうんさんじん とよしげ豊信

麦雲舎( ) → ( ･山本､旅宿業/俳人) Ｆ３６６２ばくうんしゃ はぶん波文

白雲主人( ) → ( ･鍋島､藩主/詩歌) ３２７７はくうんしゅじん なおえだ直条

白雲上綱( )→ ( ;法諱､真言僧) Ｐ２２５２はくうんじょうこう じんにち神日

白雲堂( ) → ( ;法諱･無動;字､真言僧/連歌)４２８１はくうんどう むそう無相

白雲堂( ) → ( ･梅津忠昭､家老/俳人) Ｂ１６５５はくうんどう きてき其雫

白雲洞( ) → ( ･与謝･谷口､俳人/絵師) ３８１１はくうんどう ぶそん蕪村

白雲道人( ) → (( ･稲生 /稲､儒/本草)Ｇ２１３０はくうんどうじん じゃくすい いのう若水

白雲廬( ) → ( ･堀 ､藩士/俳人) Ｇ２１０９はくうんろ じゃくおう ほり若翁

白雲楼( ) → ( ､愛敬 ､儒/詩人) Ｔ２１６０はくうんろう しざん あいぎょう四山

白雲楼( ) → ( ･川上､医者) Ｃ３１３３はくうんろう とうがん東巌

白雲楼( ) → ( ･山路 ､儒者) Ｋ１６３８はくうんろう きこく やまじ機谷

白雲楼( ) → ( ･大竹/浅井/岳､儒者) Ｂ３１８９はくうんろう とうかい東海

白雲楼( ) → ( ･大竹/岳､東海男/漢学) Ｅ３８５１はくうんろう ぶよう武陽

白雲老人( ) → ( ･野間 /修姓;野､医者) Ｋ１８９４はくうんろうじん げんたく のま玄琢

白慧( ･坂内) → ( ､坂内直頼､国学/歌) Ｅ２０１２はくえ さんうんし山雲子

C3661 (白英 ;道号･徳俊/徳儁 ;法諱､号;青丘遺老) 武州臨済:了堂素安門/嗣法､伯英 はくえい とくしゅん ?ｰ1403

応安1368-75頃入明､帰国後;鎌倉円覚寺50世/鎌倉建長寺60世/京天竜寺26世、

1395(応永2)南禅寺53世､晩年;南禅寺内に大寧院開設;退隠､義堂周信･古剣妙快と交流､

｢伯英録｣｢伯英儁禅師疏｣｢駢驪四十八篇｣/1375｢大覚禅師鏡像紀実｣著

C3662 ( ･雨後亭) 陸前仙台の地誌家:白英 はくえい 1684ｰ? 1754存

1715｢金花山紀行｣56｢寂寞集｣､｢仙台名跡志｣著

佐藤信要と同一? → ( ･佐藤､地誌｢封内名蹟志｣編)３５７３信要 のぶあき



C3663 ( ･林 ､名;世興/通称;大進) 美濃の儒者:｢伯英遺稿｣伯英 はくえい はやし 1778ｰ96夭逝(19歳)

C3664 ( ･上街 ､名;邦彦) 儒者/詩;1848?菊池海荘詩集｢海荘集｣巻二校訂伯英 はくえい うえまち ?ｰ?

白英( ･小川） → ( ･小川 ､国学/歌人) Ｉ４１２４はくえい みちのり おがわ道則

白咏(白瑛 ･久野)→ ( ･久野 ､藩家老/詩歌) Ｄ２３８８はくえい すみかた くの純固

白瑛( ･福智/桂中楼)→ ( ･大根 ､絵師/狂歌) ２９９３はくえい つちなり おおね土成

伯英( ･川井) → ( ･川井/河井､医者/歌) Ｅ４９０１はくえい りゅうさい立斎

伯盈( ･泉) → ( ･泉 ､儒者) Ｂ３９４４はくえい ほうしゅう いずみ豊洲

伯盈( ･長) → ( ･長 ､儒者) Ｋ４０７９はくえい まんねん ちょう万年

伯盈( ･吉見) → (( ･吉見､幸和男/神職) Ｆ４６７９はくえい ゆきむら幸混

白栄堂長衛( )→ ( ･白栄堂､実録作者)Ｈ２８３８はくえいどうちょうえい ちょうえい長衛

伯益( ･荻野) → ( ･荻野 ､医者) Ｌ３１５５はくえき とくよ おぎの徳輿

C3665 ( ･狩野 ､氏宣[友益]長男) 加賀前田家の絵師:江戸住､伯円 はくえん かのう 1642ｰ172685歳

｢御国絵図彩色仕立等覚書｣著、

[伯円(;号)の名/別号]名;景信/方信/友信､ 別号;意仙斎

C3666 ( ･横田 ､名;茂､字;松甫/守静､通称;保兵衛) 遠江の儒者/詩人:柏園 はくえん よこた 1773ｰ184674

｢柏園詩文集｣｢采藻吟草｣｢経済夜話｣｢甘仙俳徊集｣著

C3667 ( ･後藤 ､名;恭/字;子恭/通称;薫平､泰実男) 豊後速見郡野田村の豪農、柏園 はくえん ごとう 1800ｰ4041

儒者:帆足万里 門/万里十哲の1､詩文;勝田季鳳と併称､富産;蔵書家､仕官せず､ばんり

｢添刪日本外史｣著

C3668 (初世 ･松林亭 ) 江戸講釈師;伯竜門/松林派祖伯円 はくえん しょうりんてい 1812ｰ185544歳

C3669 (2世 ･松林 /東玉2世､若林義行､手島助之進男) 常陸下館の生､伯円 はくえん しょうりん 1832/4ｰ1905

江戸で講釈師;初世伯円門､白浪物が得意;｢鼠小僧｣など

薄園( ･小野) → ( ･小野,歌人) Ｃ１０４４はくえん あいこ愛子

泊園( ･藤沢) → ( ･藤沢､儒学/詩/教育) Ｃ３１０２はくえん とうがい東

伯淹(伯俺 ･児玉)→ ( ･児玉 ､藩士/詩歌) Ｂ４０３３はくえん まさうじ こだま雅氏

柏苑( ･笠井) → ( ･笠井 ､国学者) Ｇ４６７２はくえん ゆきのぶ かさい行宣

柏園( ･新庄) → ( ･新庄､商人/国学/随筆) Ｂ４１２６はくえん みちお道雄

柏園( ･相川) → ( ･相川 ､幕臣/歌人) Ｂ１５９６はくえん かげみ あいかわ景見

柏園( ･赤尾) → ( ･赤尾 /平､官人/歌人)Ｅ４７０３はくえん よしたか あかお可官

柏園( ･若林) → ( ･若林 ､藩士/砲術) Ｑ３１８３はくえん ともゆき わかばやし友之

柏園( ･新庄) → ( ･新庄/藤原､商家/国学者)Ｂ４１２６はくえん みちお道雄

柏園( ･柏原) → ( ･柏原 /藤原､神職/国学)Ｏ２１０２はくえん しげよし かしわばら重禧

栢莚(栢延 ;俳名)→ (2世 ･市川､歌舞伎役者)２６８９はくえん だんじゅうろう団十郎

栢園( ･清水) → ( ･清水 ､歌人) Ｄ１３１５はくえん えいたろう しみず栄太郎

佰莚( ;俳名) → (4世 ･市川､歌舞伎役者/俳)２６９０はくえん だんじゅうろう団十郎

白園( ･知久) → ( ･知久 ､家老/歌人) Ｋ３７１８はくえん ひでゆき ちく秀幸

白猿( ;俳名) → (5世 市川､歌舞伎役者/狂歌)Ｉ２６３１はくえん だんじゅうろう団十郎

白猿( ;俳名) → (7世 ･市川､歌舞伎役者/合巻)２６９１はくえん だんじゅうろう団十郎

博延( ･源) → (博延 ･源 ､廷臣/歌人)Ｇ３７７８はくえん ひろのぶ みなもと寛信

麦園( ･柴田) → ( ･柴田 ､神道家) Ｆ３６５０ばくえん はなもり しばた花守

麦園( ･原田) → ( ･原田 ､商家/俳人) Ｆ３７３９ばくえん ひょうろ はらだ瓢廬

白燕庵鴈来( )→ ( ･鴈来庵/伊達屋､商家/俳人)Ｃ３８９３はくえんあんがんらい ふせき布席

白燕斎( ) → ( ･稲田 ､医者/国学･歌)Ｅ４４１２はくえんさい もとひろ いなだ元浩

C3670 ( ･陰山/塩屋三郎兵衛､雪縁斎一好男) 大阪の書肆；白縁斎梅好 はくえんさいばいこう 1737ｰ180569

金西屋主人､狂歌/画/編述､

1778｢浪花のなかめ｣/80｢大津みやげ｣/1800｢狂歌雪月花｣著、

息も狂歌 → ( ･玉縁斎 ､狂歌) Ｉ２１６７寿好 じゅこう ぎょくえんさい

→ ( ･玉縁斎､狂歌) Ｆ１６３２亀好 きこう

C3671 ( ･野水堂[軒]) 江前期武士;浪人/江戸品川の俳人:玄札門､白鷗 はくおう ?ｰ ?

1668｢十種 千句｣玄札と両吟､1679蝶々子｢誹諧玉手箱｣入、とくさ



1687一昌｢丁卯 集｣/88惟中｢戊辰試 ｣入、ていぼう 毫

甲州移住;1693不角｢一息｣94不角｢誹諧うたたね｣/98調和｢洗朱｣入、

[売り人や買ふも浮世の暮し哉](丁卯集/禍福有変)

C3672 ( ;道号･禅[禅操] ;法諱､俗姓;河合) 美濃今川の臨済僧:白翁 はくおう ぜんそう 1633ｰ170876

美濃光国寺桐峰智抱門;出家/各地行脚参禅後;桐峰の法嗣､1675尾張名古屋総見寺6世、

1685妙心寺251世/元禄1688-1704頃尾張愛知郡上野の永弘院を中興､美濃西明寺再建、

1693西明寺従/95要請され妙心寺に戻る､｢竺華桑聯芳採摘記｣｢語録｣著、

[白翁禅の初称/別号]初道号;栢翁･初法諱;慧超、号;寓幻子

C3673 ( ･郁々堂/貞漁 /娯渚堂) 享保1716-36頃江戸の雑俳点者:貞山門;高弟､白応 はくおう ていぎょ ?ｰ?

貞徳直系を標榜する､1711｢絵入歳旦｣30｢続浜の真砂｣｢百鵆 ｣/31｢蝶番 ｣編、ももちどり ちょうつがい

1747｢店おろし｣編

C3674 ( ･鴨田 ､名;維章/字;煥文) 和泉伯太藩士/儒者/詩､白翁 はくおう かもた 1741ｰ181171

致仕後尼崎で教授､藪田元敬･高洲之幹 の師､しかん

｢白翁詩集｣著､｢白翁先生遺稿｣(1819刊)

C3675 ( ･蘆竹庵) 大阪の俳人､白鷗 はくおう ? ｰ 1864

1841｢あしかせ集｣編/42｢雪花集｣/54｢豊草集｣編

C3676 (白 ･平沢 ) 江後期出羽のト占家/大坂唐物町住;観相業､白翁 はくおう ひらさわ ?ｰ ?

1839(天保10)｢宅方明鑒｣/45｢家相千百年眼｣/51(嘉永4)｢人相千百年眼｣著、

[白翁(;号)の名/字/別号]名;勝、字;伯昌､ 別号;楽只館/一生観

C3677 ( ･笠原 ､竜斎男) 越前足羽郡深見村の医者/初め儒;高野春華門、白翁 はくおう かさはら 1809ｰ8072歳

医;福井藩医学所済世館に修学､本草;妻木陵叟門､1829(21歳)江戸で古医方;磯野公道門、

1832帰国;開業/西洋医学;加賀山中温泉の大武了玄門/京の日野鼎哉門;1845痘苗研究､

1849京で種痘を実施/1853(嘉永6)福井に除痘館開設;領内の種痘普及に尽力､

｢牛痘鑑法｣､1850｢牛痘問答｣著、

[白翁(;号)の名/字/通称/別号]名;良､ 字;子馬、通称;良策、

別号;天香楼/桂山桂/鉄仏/無涯堂/至誠堂、法号;白翁居士

K3677 ( ･古庄 / ､逸翁男) 豊後国東郡姫島の塩田経営､里正､白翁 はくおう こしょう ふるじょう 1838ｰ9861

古庄家12代､国学･歌;物集 高世門､1864下関戦争;伊藤博文･井上馨･勝海舟が来島、もずめ

維新後;姫島の大帯 八幡神社祠官/権中講義おおたらし

しげあき とらじ[白翁(;号)の名/通称]名;重明 、通称;虎二

白翁( ･高田) → ( ･高田､国学/垂加神道) Ｂ４０８６はくおう まさかた正方

白翁( ･田中) → ( ･田中､鋳物師/俳人) Ｇ２４５０はくおう せんばい千梅

白翁( ) → ( ､歌人) Ｉ２８０５はくおう ちょうげつ釣月

白翁( ･中江) → ( ･中江 ､商人/俳人) Ｉ３６５８はくおう ばんらい なかえ晩籟

白翁( ;号) → ( ;法諱､真宗本願寺派僧)Ｅ１３９６はくおう えんしょう円性

白翁( ･池田) → ( ･池田､藩士/俳人) Ｏ１５３２はくおう かなめ要人

白翁( ･山村) → ( ･山村､藩代官/儒/教育) Ｍ２６７８はくおう たかのり良祺

白翁( ･加藤) → ( ･加藤 ､国学者/俳人) Ｅ３９２７はくおう ほしょう かとう歩簫

白翁( ･吉田) → ( ･吉田 ､藩家老/財政) Ｔ２６３７はくおう たんけん よしだ澹軒

白翁( ･朝寝斎) → ( ･松井 ､藩士/本草/歌) Ｓ４０６１はくおう ますえ まつい益江

白翁( ･和田) → ( ･和田 ､神職/国学者) Ｅ１４２６はくおう おおい わだ大猪

白鷗(白応/伯応 )→ ( ･水野 ､藩士/文筆家) Ｆ４４９３はくおう もりとし みずの守俊

白鷗( ･加藤) → ( ･加藤/田中/加田､俳/随筆)Ｇ２１０５はくおう じゃくあん雀庵

白鷗( ･池田) → ( ･池田 ､藩士/詩歌) Ｌ４１１９はくおう みつしげ いけだ光重

伯翁( ･新田) → ( ･新田/杉岡､大僧正) Ｈ３３３０はくおう にっしん日信

柏翁(栢翁 ･森田)→ ( ･森田､俳人) Ｄ１８１１はくおう げんむ元夢

柏翁( ･加藤) → ( ･加藤､国学/俳人) Ｂ４９２２はくおう りじゅう李充

泊鶯( ･梅枝軒) → ( ･近松､浄瑠璃/評判記作者)Ｂ３６４０はくおう ばいしけん梅枝軒

泊翁( ･西村) → ( ･西村､藩士/儒/兵/洋学) Ｃ２１１６はくおう しげき茂樹

白桜( ･児島) → ( ･児島 ､篆刻/日記) ３２１３はくおう ながとし こじま長年



白桜( ･三好) → ( ･三好 ､藩士/歌人) Ｌ４４５４はくおう もとよし みよし元好

瀑翁( ) → ( ･鷹羽 ､藩士/詩人) Ｂ１２８６ばくおう うんそう たかのは雲淙

栢翁慧超( ) → ( ;道号･禅､臨済僧) Ｃ３６７２はくおうえちょう はくおう白翁

白桜下( ) → ( ･谷､俳人) ３９６１はくおうか ぼくいん木因

白軒( ) → ( ･荒木田/榎倉､神職/連歌)Ｑ２６７７はくおうけん たけより武因

白 ( ) → ( ･亀田､薬種業/俳人)Ｔ２２０２齋 はくおうさい しょうしゅん小春

白荘( ) → ( ･田中 ､儒者/藩士) Ｊ１６０７はくおうそう きんば たなか芹坡

白堂( ) → ( ･紀､浄瑠璃作/狂歌) １５０1はくおうどう かいおん海音

白堂( ) → ( ･森本､俳人) ３７１２はくおうどう ひゃくまる百丸

伯温( ･内藤) → ( ･内藤 ､儒者) Ｅ３９９０はくおん ほんあん ないとう笨庵

伯温( ･成田) → ( ･成田 ､藩士/藩史編) Ｊ４７２６はくおん よりなお なりた頼直

伯温( ･江繋) → ( ･江繋 ､藩士/和漢学) Ｂ４０５５はくおん まさおき えつぎ政陽

C3678 ( ) 江前期俳人;1680松意｢談林軒端の独活 ｣乾巻6吟歌仙入白温虎 はくおんこ うど? ｰ ?

C3679 ( ;号) 江中期宝暦安永1751-81頃京の俳人･樗良と交友､白化 はくか ? ｰ ?

1758(宝暦8)｢臂枕 ｣編ひじまくら

C3681 ( ･菅野 ､眞斎3男) 播磨高砂の儒者;京･江戸で和漢学修学､白華 はくか すげの 1820ｰ7051歳

昌平黌で古賀 庵門､播磨竜野藩儒､1851姫路藩江戸藩邸学問所教授､安積艮斎らと交流、

尊攘論を主唱;安政大獄に投獄;のち赦免;1863(文久3)藩校好古堂副督学/1865督学､

1856-57｢北游乗｣､｢葭玉篇｣｢芸海紺珠｣｢雪窓夜話｣｢白華十稿｣｢明律彙纂｣｢史解題｣著､

｢北遊来出住問答｣｢有位問答｣､｢諸家文抄｣編､妻の弟亀井正盛を養嗣子とす､

[白華(;号)の名/字/通称/別号]名;潔、字;聖與/聖典､ 通称;狷介 、けんかい

別号;伯和/乾斎/塢 /天山堂主人/有所不為軒けいお

C3682 ( ;道号･妙音;法諱､号;観翁､俗姓;井口) 京の臨済僧;幼時に出家、白華 はくか ?ｰ1865

壱岐安国寺23世断橋和尚門;得度/数十年の修行後;師の跡を継嗣;安国寺24世､

末寺30箇寺を統括/法弟の教育に尽力/一生紫衣をつけず､詩文/書画に長ず､

退隠後;肥前長崎の小庵で書画を楽しむ､平戸正宗寺静性庵に没､仙･誠拙と交流､

1839(天保10)｢白華林一枝｣､｢字裏活全｣｢度僧復古談｣｢亡名子寐語｣｢老山漫筆｣外著多数

白華( ･杉山) → ( ･杉山/榲山 ､儒者/詩)３６６５はくか ばいえん すぎやま梅園

白華( ･高橋) → ( ･高橋 ､儒者/詩) Ｐ１６０９はくか ぎょくしょう たかはし玉蕉

白華( ･畑中) → ( ･畑中 ､藩士/詩文) Ｈ２４５４はくか せいか はたなか青霞

白華( ･横山) → ( ･横山 ､藩士/記録) Ｇ４０９７はくか まさひろ よこやま政寛

白華( ･岩月) → ( ･岩月 ､藩士/歌人) Ｌ４７６８はくか よしなお いわつき良直

白華( ･小西) → ( ･小西 ､町役/歌人) Ｏ２１３８はくか しげよし こにし茂善

白華( ･五条) → ( ･五条 /菅原､廷臣/国学)Ｘ２６０６はくか ためしげ ごじょう為栄

伯華( ･長野) → ( ･長野 ､医者) Ｄ４７０４はくか よしき ながの嘉樹

伯華(白華 ･白井) → ( ･白;井 ､儒者/絵師) Ｐ１５５９はくか かよう しらい華陽

伯華( ･岡内) → ( ･岡内 ､藩儒) Ｉ４９５５はくか りょうせん おかうち綾川

伯華( ･江上) → ( ･江上 ､藩儒者/詩文)５１３５はくか れいしゅう えがみ苓洲

伯華( ･林) → ( ･林 ､幕府儒官) Ｃ１４３７はくか おうけい はやし鶯渓

C3683 ( ･新井 ､祐勝男) 江戸の儒者;父祐勝(;浅見絅斎門)門、白蛾 はくが あらい 1715ｰ92or1725-94

のち菅野兼山門;朱子学修学､23歳;神田紺屋町に開塾､易学に精通､京の移住;開塾、

1791(寛政3)加賀藩に出仕;藩校明倫堂学頭となる､1753｢老子形質 ｣55｢牛馬問｣著、ろうしかたぎ

1764｢秋夜草｣77｢白蛾秘伝書｣89｢闇の曙｣､｢白蛾草｣｢古易対問｣｢新井冠言｣､外著多数､

[白蛾(;号)の名/字/通称/別号]名;祐登 ､字;謙吉､通称;織部､別号;黄州/竜山/古易館すけたか

伯雅( ･奥貫) → ( ･奥貫 /荻生､名主/救荒)Ｂ４６９１はくが ゆうざん おくぬき友山

博雅( ･源) → ( ･源 ､廷臣/歌人) ３７２７はくが ひろまさ みなもと博雅

C3680 ( ･杉野 ) 江後期京の医者/料理家､駁華 ばくか すぎの ? ｰ ?

1802(享和2)｢名飯部類｣｢鮓飯秘伝抄｣/03｢新撰庖丁梯｣著、

[駁華(;号)の通称/別号]通称;権右衛門/権兵衛､別号;世簡

白花庵( ) → (初世 ･牧､俳人) Ｂ３１２９はくかあん とうえい冬映



白壊( ;号) → ( ;法諱･慈潭､真言僧) Ｇ２２２７はくかい じょうくう浄空

伯介( ･長尾) → ( ･長尾､和算/歌) Ｌ１５０９はくかい かげとみ景福

伯懐( ･横井) → ( ･横井､藩士/俳人/詩歌) ４５１７はくかい やゆう也有

伯懐( ･早川) → ( ･早川､藩士/兵学者) Ｒ２６９５はくかい たねのり種徳

C3684 ( :道号･宝生 :法諱､普覚円光禅師/俗姓橘) 河内僧;高野山修行､白崖 はくがい ほうしょう 1343ｰ141472

鎌倉臨済宗:至一門/大拙祖能門;嗣法､鎌倉円福寺住持､上州泉竜寺開､｢白崖和尚語録｣著

C3685 ( :道号･穏貞 :法諱､俗姓;松岡) 豊前宇佐郡中須賀村の曹洞僧:白 はくがい おんてい 1675ｰ1746

1687豊前大善寺の密道黙穏門;出家/嗣法､1706豊後安楽寺22世/1722周防泰雲寺住持、

1780豊後玉林寺5世､1744(延享元)豊後西法寺の開山､

｢無名草｣｢蛾園集｣1743｢通幻禅師生縁考証｣45｢玉林白禅師語録｣著､密雲彦契の師、

みぞうらいし[白穏貞の号] 未曾有懶子

C3686 ( ･石坂 ､別号;幻化/幻花/守轍/此身堂/磊窩) 上州渋川の雲水、白亥 はくがい いしざか ?ｰ?

俳人;惺庵西馬門/惺庵の執筆も務める､業俳となり諸国行脚

1858(安政5)｢さきもり集｣59｢真すみの鏡｣編､59｢三ツひさご｣著

白崖( ･中村) → ( ･中村 ､儒者) Ｏ１５１１はくがい かでん なかむら嘉田

白華院( ･ )→ ( ;法諱､英彦山修験僧) Ｈ２２８８はくかいん はくげいん じょうかん浄観

白牙院( ) → ( ;法諱､日蓮僧) Ｂ３３０２はくがいん にちがく日覚

白柯園( ) → ( ･沢野 ､詩人) Ｌ２６６０はくかえん たかお さわの喬緒

博学( ･三枝) → ( ･三枝 ､藩医/教育) Ｌ２１６８はくがく しゅんとく さいぐさ峻徳

伯学( ･成田) → ( ･成田 ､藩士/文筆家) Ｊ４７６７はくがく よりひろ なりた頼裕

伯岳( ･賀茂) → ( ･賀茂/加茂､易学者) Ｃ４５７３はくがく やすひさ保久

白鶴園( ) → ( ･中西/度会､神職/歌) Ｇ３７１１はくかくえん ひろすけ弘佐

白鶴園( ) → ( ･中西､弘佐男/神職/書) Ｃ３６９７はくかくえん はくけい伯圭

白鶴翁( ･堀内)→ ( ･堀内､茶道/俳人) Ｆ２４０３はくかくおう せんかく仙鶴

白岳道人( ) → ( ･勝見､俳人) Ｄ２２２０はくがくどうじん じりゅう二柳

白鶴観主( )→ ( ･林､儒者･詩人) Ｅ１５６６はくかくかんしゅじん かくけん確軒

白鶴房( ) → ( ･雪木庵､宿屋/狂歌) Ｄ４５８７はくかくぼう やどなり宿成

白華樵人( ) → ( ･師田 ､文筆家) Ｄ２３７４はくかしょうじん すけよし もろた祐吉

白鶴台( ) → ( ･上杉､藩主/財政改革) Ｇ３６７１はくかくだい はるのり治憲

白鶴楼隠人( )→ ( ･山村 ､藩代官/俳人)Ｍ２６３４はくかくろういんじん たかてる やまむら良喬

博雅三位( ) → ( ･源 ､廷臣/歌人) ３７２７はくがのさんみ ひろまさ みなもと博雅

C3687 ( ) 俳人;1690北枝｢卯辰集｣1句入、白函 はくかん ? ｰ ?

[蓮 弐本切れば淋しや寺の庭](卯辰集;277)はす

白( ) → ( ･鏡味 ､楽人) Ｎ２６７４はくかん たかよし かがみ敬義

伯奐( ･草鹿) → ( ･草鹿 ､医者/詩人) Ｋ１８９１はくかん げんたい くさか玄泰

伯煥( ･磯田) → ( ･磯田 ､儒者/書) Ｉ１８９３はくかん けんさい いそだ健斎

伯幹( ･高) → ( ･高 ､医者) Ｄ４１３３はくかん みつくに こう充国

伯幹( ･橋本) → (曹吉 ･橋本､蘭学/蘭医) ２５９８はくかん そうきち宗吉

伯貫( ･旭) → ( ･旭 ､儒者;徂徠学) Ｇ２４７９はくかん せんり あさひ千里

伯貫( ･松宮) → ( ･松宮/菅､兵学/儒/国学)１５５２はくかん かんざん観山

伯寛( ･須田) → ( ･須田 ､藩医/歌人) Ｏ２１９８はくかん しゅく すだ粛

I3688 ( :道号･性節[性] :法諱､初;天磐如石/俗姓黄) 明福建黄檗僧､柏巌 はくがん しょうせつ 1634ｰ7340

1661(28歳)高泉らと肥前長崎に渡来;崇福寺即非門/万福寺隠元門;景福院創建､

｢即非和尚徳感集｣編/｢即非禅師豊州艸｣編/｢松陰老人随録｣編/｢柏巌禅師聴月集｣著､

[柏巌性節の別号] 道号;碧崕/碧巌、法諱;道節

C3688 ( ･稲垣 ､長孝男) 越前大野藩士/儒:梁田蛻巌･太宰春台門/経学、白 はくがん いながき 1695ｰ177783

詩;高野蘭亭門､武家故実･天文･暦･仏教･医に通ず､1744(延享元)大夫/74致仕、

｢白 詩文集｣｢菅原道真伝｣著､｢春台先生紫芝園稿｣編/｢斥非｣校訂､

[白(;号)の名/字/別号]名;長章、字;穉明､ 別号;葆光園、法号;白巌院

C3689 ( ･梅津 ) 羽後角館の儒者/秋田藩士､1794藩校明徳館教授、白巌 はくがん うめづ 1742 ｰ 182180歳



のち明徳館詰役支配､子･孫も藩校教授､

｢白巌文集｣｢孝経説｣｢韓非子考｣｢戦国策考｣｢邦内田法考｣｢遊雄嶋前記｣｢観桜花記｣著

[白巌(;号)の名/字/通称/別号]名;忠常、字;君恕、通称;定之丞､ 別号;無二園

C3690 ( ･野本 ､雪巌男) 母;片山九女､豊前宇佐郡白岩村の儒者:白巌 はくがん のもと 1797ｰ185660

帆足万里門/万里十哲の1､1813上京;頼山陽門､帰国;1816中津藩主奥平昌暢に出仕、

1833次代藩主昌猷の侍講､1835(天保6)家督継嗣/36/近習､藩政改革上申;忌諱蟄居､

1844赦免;私塾開設､1851海防を水戸藩主徳川斉昭に献言のため江戸へ;果たせず帰郷、

子弟教育､亀井昭陽と親交､｢租税新論｣｢福恵全書註解｣｢明官俗語纂｣｢詩書説｣著、

｢白巌詩文集｣､｢眞城先生詩集｣｢野本先生海防策｣著、

[白巌(;号)の名/字/通称/別号]名; 、字;白美、通称;武三、別号;眞城山人/白巌樵夫てい

白巌( ･白井) → ( ･白井 /原､神職/国学) Ｋ１１３２はくがん いわお しらい巌

伯巌( ･日下 ) → ( ･日下､儒者) Ｄ３１１６はくがん くさか とうけい陶渓

白岩翁( ) → ( ･小沼 ､商家/国学者) Ｆ４６３４はくがんおう ゆきひこ おぬま幸彦

白眼居士( ) → ( ･北条､俳人/浮世草子) ２６９２はくがんこじ だんすい団水

白眼居士( ) → ( ･前嶋/前島､諸学/郵便制度)Ｃ３７５５はくがんこじ ひそか密

白巌樵夫( ) → ( ･野本 ､儒者/詩) Ｃ３６９０はくがんしょうふ はくがん のもと白巌

白眼先生( ) → ( ･七条､医者/詩/紀行) Ｗ２１４４はくがんせんせい じゅあん壽庵

白眼台( ) → (2世 ･広岡/菅､藩士/俳人)Ｉ２５１２はくがんだい そうずい宗瑞

白眼台(2世 ) → (3世 ･2世白眼台､俳人) Ｋ２４９５はくがんだい せっさい雪才

白眼台( ) → ( ･寺山 ､俳人) Ｌ２０７７はくがんだい さんう てらやま杉雨

白眼台( ) → ( ･寺山 ､俳人) Ｈ１８２１はくがんだい げっそん てらやま月村

C3691 ( ) 狂歌･尾張酔竹連判者白観堂有文 はくかんどうありふみ ?ｰ ?

白楼( ) → ( ･河野､医/儒/詩歌) Ｃ３０５７はくかんろう てっとう鉄兜

白亀( ) → ( ･平尾､俳人) Ｆ３６１０はくき はっき白亀

白亀( ) → ( ･飛沈斎､俳人) Ｆ３６１１はくき はっき白亀

白亀( ) → ( ･南条､寉亭､医/俳人) Ｆ３６１２はくき はっき白亀

白亀( ) → ( ･淵上 ､絵師) Ｉ１６９０はくき きょくこう ふちかみ旭江

白気(白 ) → ( ･平尾 ､商業/俳人) Ｆ３６１０はくき はっき ひらお白亀

白起( ) → ( ､俳人) Ｆ３６１３はくき はっき白起

白旗( ) → ( ･船曳 ､医者) Ｂ２１１４はくき しきん ふなびき子錦

白機( ･藤塚) → ( ･藤塚 /源､神職) Ｄ２３７８はくき ずしょ ふじつか図書

白基( ･長坂/松森)→ ( ･松森/長坂､藩士/博学) Ｓ２６１１はくき たねやす胤保

伯己( ･日比野) → ( ･日比野 /源､商家/和算家)４７２２はくき よしなり ひびの良為

伯規( ･安島) → ( ･安島 ､藩士/和算家) Ｃ３２０１はくき なおのぶ あじま直円

伯基( ･中西) → ( ･中西 /長崎､出版) Ｌ２８７０はくき ちゅうぞう なかにし忠蔵

伯起( ･高/王) → ( ･高 ､漢学者) Ｈ１５８３はくき かっぱ こう葛坡

伯起( ･秋月/劉) → ( ･秋月､儒者) Ｉ１６６６はくき きつもん橘門

伯紀( ･疋田) → ( ･疋田/藤原､藩家老/詩)Ｒ２２５５はくき しょうとう松塘

伯亀( ･小宮山) → ( ･小宮山 ､儒者) Ｊ３２６７はくき なんりょう こみやま南梁

伯亀( ･三宅) → ( ･三宅 ､儒者) ３０６４はくき ていけい みやけ禎卿

伯毅( ･石川) → ( ･石川､儒者/徂徠批判) Ｋ４９４２はくき りんしゅう麟洲

伯毅( ･徳久) → ( ･徳久 ､藩士/和算家)Ｑ３１４７はくき ともひろ とくしさ知弘

伯毅( ･中村) → ( ･中村､藩士/詩文) Ｃ２８９９はくき ちくこうさい竹香斎

伯毅( ･中井) → ( ･中井 ､儒者) Ｈ２２２８はくき しょうえん なかい蕉園

伯毅( ･土屋) → ( ･土屋 ､藩儒/教育) Ｂ３９５９はくき ほうしゅう つちや鳳洲

伯祺( ･大江) → ( ･大江 ､儒者/詩人) Ｄ４８０５はくき らんでん おおえ藍田

伯( ･東) → ( ･東 ､儒医/詩文) ４２９３はくき むてい ひがし夢亭

伯煕( ･奥) → ( ･奥 ､絵師) Ｇ３８５１はくき ぶんめい おく文鳴

伯煕( ･北郷) → ( ･北郷 ､藩士/国学) Ｉ２３３８はくき すけきよ きたごう資清

伯煕( ･小西) → ( ･小西 ､商家/詩人) Ｉ２２７６はくき しょうこう こにし松江



C3692 ( ･瀬上 ､馬来房[坊]/知足庵) 江後期京の俳人･双鳧門､1805｢春興｣著白義 はくぎ せがみ ?ｰ?

伯義( ･松岡) → ( ･松岡 ､藩士/俳人) Ｂ２６２１はくぎ たいぎ まつおか大蟻

伯義( ･幡野) → ( ･幡野 ､藩士/国学者) Ｐ２６５２はくぎ ただざね はたの忠孚

伯義( ･松山) → ( ･松山 ､藩士/書家) Ｅ３０２４はくぎ てんぼ まつやま天姥

伯義( ･城) → ( ･城 ､藩士/儒者) Ｄ２８３８はくぎ ちくそう じょう竹窓

伯義( ･長久保) → ( ･長久保/長､地理学者) Ｄ２４６３はくぎ せきすい赤水

伯義( ･筑紫) → ( ･筑紫､藩士/国事奔走) Ｃ４７９７はくぎ よしかど義門

伯儀( ･大郷) → ( ･大郷 ､藩士/儒者) Ｅ２２１８はくぎ しんさい おおごう信斎

伯儀( ･樋口) → ( ･樋口 ､藩儒/詩文) Ｋ２４５４はくぎ せきりょう ひぐち赤陵

伯魏( ･太田/賀/田)→ ( ･太田 ､儒者/詩人) Ｇ１５１４はくぎ がんおう おおた玩

伯宜( ･赤田) → ( ･赤田 ､酒造家/儒詩) Ｂ１５３０はくぎ がぎゅう あかだ臥牛

伯宜( ･池田) → ( ･池田 ､医者/解剖) ２９３６はくぎ つうさい いけだ通斎

伯宜( ･堀口) → ( ･堀口 ､地役人/書家)Ｖ２２１３はくぎ しょうあん ほりぐち松庵

白蟻( ･小林) → ( ･小林 ､漢学者) Ｑ１５８１はくぎ かんざん こばやし函山

伯求( ･合田) → ( ･合田 ､漢学者) Ｐ１５５５はくきゅう かよう あいだ華陽

Ｍ３７３２博久( ･横前) → ( ･横前 ､国学者)はくきゅう ひろひさ よこまえ博久

C3693 ( ･明石庵 ､雪堂) 江中期武州神奈川の医者､俳人･吏登/蓼太門､白牛 はくぎゅう めいせきあん ?ｰ1767

1762｢華たんす｣｢正花論｣編/63｢芙蓉の集｣著/65｢歳旦｣編

博久斎( ) → ( ･楢原 ､藩士/歌人) Ｅ１７３９はくきゅうさい くにのり ならはら国徳

麦丘舎( ) → ( ･佐藤 ､俳人) Ｇ４１９６ばくきゅうしゃ みんろう さとう眠郎

C3694 ( ･山田 ､画工加衛門男?) 陸前仙台国分町十九軒の版木彫刻業､白居 はくきょ やまだ 1724ｰ180077

屋号;やまだや､俳人;1773名古屋の暁台門/蕪村･暁台と東山に･大魯と浪花に遊ぶ､

几董とも交友､1774羅城により剃髪;白居と称す､風星庵に住､1774｢片折｣編､

1773几董｢明烏｣76｢続明烏｣入､74美角｢ゑぼし桶｣83維駒｢五車反古｣入、

追善集;7回忌｢たまくしげ仙台の部｣(雄淵編)･50回忌｢さはひこめ｣(一止編)、

[嵐山松の四月となりにけり](五車反古195/桜は過ぎ松の新緑の季節)、

[白居(;号)の通称/別号]通称;庄兵衛､別号;瓠形庵/丈芝坊､法号;丈芝坊白居居士

伯居( ･野津) → ( ･野津/竹屋､藩士/歌人) Ｊ４００７はくきょ まさいえ政屋

伯挙( ･浦上) → (春 ･浦上/紀､絵師/詩)Ｊ２１４１はくきょ しゅんきん春琴

白狂( ;変名) → ( ･各務 /村瀬､俳人) ２１１９はくきょう しこう かがみ支考

白橋( ･春木) → ( ･春木 /秦､篆刻家) Ｍ２２３５はくきょう しょざん はるき胥山

伯恭( ･皆川) → ( ･皆川 ､儒者) １６０４はくきょう きえん みながわ淇園

伯恭( ･村尾) → ( ･村尾､幕臣/紀行文) Ｐ１５７３はくきょう かりょう嘉陵

伯拱( ･前田) → ( ･前田 ､藩主/和学) Ｅ４２２３はくきょう むねとき まえだ宗辰

伯強( ･菅野) → ( ･菅野 ､和算家) Ｃ４４８７はくきょう もとたけ すがの元健

伯享( ･森) → ( ･森 ､藩士/儒/砲術) Ｏ１５２６はくきょう かなえ もり鼎

伯享( ･豊田) → ( / ･豊田 ､国学/歌)Ｄ４７２９はくきょう よしこと よしのぶ とよだ嘉言

伯教( ･杉) → ( ･杉 ､藩士/教育) Ｄ１２３８はくきょう うめたろう すぎ梅太郎

伯暁( ･楠本) → ( ･楠本､藩士/儒者) Ｉ２６２１はくぎょう たんざん端山

白橋隠士( ) → ( ･菅原 ､修験/絵師) Ｋ４４１５はくきょういんし もとみち すがわら元道

3608 ( ･風水軒､正親町 ､実豊男) 母;藤原為賢女､廷臣;白玉 はくぎょく おおぎまち きんみち公通 1653ｰ173381

1677参議､93武家伝奏/95権大納言/従一位､垂加神道:1680闇斎門､正親町神道を主唱､

闇斎｢持授抄｣編/1717｢公通卿口授｣26｢持授抄｣､｢三種神器筆記｣｢ いつくしま行幸記｣､

｢白玉翁口授筆記｣｢無窮紀首巻｣著､歌/狂歌;1731｢雅筵 酔狂[吟]集｣著､がえん

吉見幸和らの師､

[風水軒白玉の名/別号]名;公通/玉･半、別号;白玉翁/晴々翁/一止/守初斎/須守霊社、

法号;慧明院石峰常堅

白玉( ･東条) → ( ･東条､洋学/兵学者) Ｃ１３５１はくぎょく えいあん英庵

伯玉( ･伴) → ( ･伴 ､藩儒/詩人) ３１８４はくぎょく とうあん ばん庵

伯玉( ･祇園) → ( ･祇園//阮､儒/詩/画) ３２３０はくぎょく なんかい南海



伯玉( ･小島) → ( ･小島 ､医者) ２３１９はくぎょく ずい こじま瑞

伯玉( ･阿部) → ( ･阿部 ､篆刻家) Ｊ１８５２はくぎょく けんしゅう あべ州

白玉翁( ) → ( ･風水軒､正親町公通/歌)３６０８はくぎょくおう はくぎょく白玉

白玉斎( ) → ( ･狩野 ､古信男/絵師) Ｃ４１２１はくぎょくさい みちのぶ かのう典伸

白芹( ･長谷川) → ( ･長谷川､馬光､幕臣/俳人)２５２９はくきん そまる素丸

白芹( ) → ( ･関根､其日庵5世､俳人) Ｆ３６１６はくきん はっきん白芹

伯勤( ･建部/杉田)→ ( ･杉田､蘭医者) Ｄ３６０２はくきん はくげん伯元

麦郷観( ) → (4世 ･井筒屋､筒井寛治､俳諧書肆)Ｂ２２４８ばくきょうかん しょうべえ庄兵衛

C3695 ( ･凌雪亭) 江後期近江の俳人:麦吟 ばくぎん ? ｰ ?

米友｢おもだか集｣序､1856(安政3)｢よろひござ｣著

C3696 ( ;道号･信玄 ;法諱) 戦国期臨済僧:商林信佐門/法嗣､白圭 はくけい しんげん ?ｰ1530

1515(永正12)京の東福寺住持､｢白圭和尚恵日入寺法語｣著

J3612 ( ) 江前期俳人;1692不角｢千代見草｣93｢二息｣入、白渓 はくけい ? ｰ ?

[鳥肌は比翼の枕詞なり](千代見草/｢おお寒む｣は共寝の催促/比翼の鳥は長恨歌)

C3697 ( ･中西 ､名;弘 ､弘佐 男/本姓;度会) 伊勢外宮権禰宜､伯圭 はくけい なかにし こうえん ひろすけ 1763ｰ183977

詩文/書;蒔田必器門/狩野派画､1803｢集古妙蹟｣校/30｢草書彙略｣｢草書節用｣著､

[伯圭(;字)の別字/通称/号]別字;子圭､ 通称;此面/玄蕃/小五郎、号;佩蘭/白鶴園

C3698 (白珪 ･原 ､古処 長男) 筑前秋月藩の儒者;昭陽門/藩儒、白圭 はくけい はら こしょ 1794ｰ182834

藩校訓導､1813家督継嗣;禄百石/馬廻組/1826(32歳)病弱のため豊前で隠居療養､

采蘋 /鳩巣の兄､さいひん

｢白圭霊篇集｣｢孟潴詩抄｣｢孟潴壬巳稿｣｢孟潴辛巳稿｣､｢白圭先生詩集｣著､

もうちょ[白圭(白珪:号)の名/通称/別号]名;種英、通称;瑛太郎､別号;孟潴

C3699 ( ･喜[寄]老庵､屋号:長江屋､通称;太兵衛) 加賀金沢俳人･梅室と交流､柏奚 はくけい ?ｰ?

1836(天保7)刊｢行々子｣編

白圭( ･松崎) → ( ･松崎尭臣､儒者) Ｇ１５７０はくけい かんらん観瀾

白圭( ･中尾) → ( ･中尾 ､和算家) Ｉ３２１５はくけい なりまさ なかお斉政

白圭( ･田中) → ( ･田中/田､儒者/詩人) Ｒ１５５８はくけい がんとう雁宕

白圭( ･大菅) → ( ･大菅 ､国学/歌/詩人) １８００はくけい けい おおすが圭

白圭( ･楠本) → ( ･宋 ､楠本/南､絵師) Ｄ２１７３はくけい しざん そう紫山

白圭( ･林) → ( ･林 ､医者/国学) Ｉ３８６６はくけい ふく はやし復

白圭( ･小谷) → ( ･小谷 ､藩士/儒者) Ｈ２１７８はくけい しゅうすい おたに秋水

白圭( ･大村) → ( ･- ･大村､藩主/和漢学)Ｄ２３９９はくけい すみやす しげ純鎮

白恵( ･沢田) → ( ･沢田､藩士/暦算家)Ｌ１６２６はくけい きちざえもん吉左衛門

伯恵( ･佐和) → ( ･佐和 ､儒者/勤王/僧) Ｏ２２４４はくけい しんさい さわ斎

伯恵( ･原田) → ( ･原田 ､医者/詩文) Ｄ４６９４はくけい ゆうゆう はらだ優游

伯桂( ･橘) → ( ･橘 ､詩人/書画) Ｐ１９３２はくけい こんろん たちばな崑崙

伯圭( ･森岡) → ( ･森岡､儒詩) Ｏ２６７５はくけい たけまさ武雅

伯卿( ･石川) → ( ･石川､儒者/徂徠批判) Ｋ４９４２はくけい りんしゅう麟洲

伯卿( ･青山) → ( ･青山､儒者) Ｄ３５４９はくけい のぶみつ延光

伯敬( ･寺田/田) → ( ･寺田/田､商家/俳人) Ｍ１９４０はくけい ここう古江

伯敬( ･梅本/川合)→ ( ･川合/梅本､藩士/儒者) Ｂ３６５５はくけい ばいしょ梅所

伯敬( ･中村) → ( ･中村 ､藩士/書画) Ｕ２１９３はくけい じっちく なかむら十竹

伯敬( ･渡辺) → ( ･渡辺 ､医者) Ｋ２２９７はくけい しょうてい わたなべ昌亭

伯敬( ･佐藤) → ( ･佐藤 ､儒者) Ｃ４８３４はくけい らんざん さとう蘭山

伯敬( ･豊由) → ( ･豊由 ､和算家) Ｘ２１３６はくけい しゅうさい とよよし周斎

伯敬( ･前田) → ( ･前田 ､国学/歌人) Ｅ４２２４はくけい むねやす まえだ宗恭

伯敬( ･加藤) → ( ･加藤 /佐藤､藩士/神職) Ｉ３７９９はくけい ひろし かとう煕

伯経( ･村田) → ( ･村田 ､儒/詩歌/俳) １６１４はくけい きざん むらた箕山

伯経( ･大沼) → ( ･大沼/鷲津､幕臣/詩人) Ｃ２８８５はくけい ちくけい竹渓

伯経( ･村山) → ( ･村山 ､藩士/儒者) Ｂ２１２３はくけい しう むらやま芝塢



伯経( ･武田) → ( ･武田 ､藩士/漢学) Ｙ２１６７はくけい じゅくけん たけだ熟軒

伯傾( ･東) → ( ･東 /清水､儒医/詩文) ４２９３はくけい むてい ひがし夢亭

伯継( ･野尻/熊沢)→ ( ･熊沢､儒者/陽明学) ３６４２はくけい ばんざん蕃山

柏卿( ･倉成) → ( ･倉成 / ､藩儒)Ｑ２１０４はくけい じきさい くらなり くらなし自嬉斎

麦兄( ･森) → ( ･森 /斎藤､国学/歌) Ｗ３１７１ばくけい ともただ もり知忠

白馨居士( ) → ( ･村瀬 ､製造業/歌人) Ｈ１０３８はくけいこじ あわし むらせ澹

伯卿女( ､西宮歌合作者)→ ( ･源､勅撰歌人)１０７６はくけいのむすめ あきなかのむすめ顕仲女

白華院( ;号) → ( ;法諱､英彦山修験僧) Ｈ２２８８はくげいん じょうかん浄観

E3635 ( ･野､名;於菟､叔恭男) 母;夢虎､武州巌城の生/父同様下総北条家に出仕、伯憲 はくけん ?ｰ?

儒;豊島 豊洲門/詩に長ず､国老と対立､28歳病没､山科稲川｢思旧漫録｣記事入としま

D3600 ( ･伊沢 信重/信道､通称磐安､蘭軒男) 備後福山医者;父門、柏軒 はくけん いさわ 1810ｰ6354

1856藩主侍医､59幕府奥医師に抜擢､将軍家茂に従い上京;没､

｢柏軒雑記｣｢柏軒日録｣｢霊枢紀聞｣著

伯献( ･水谷) → ( ･水谷 ､本草学) Ｒ３１５７はくけん とよぶみ みずたに豊文

伯堅( ･奥平) → ( ･奥平 ､詩人) Ｋ１５７１はくけん かけい おくだいら華渓

伯謙( ･伊庭) → ( ･伊庭 /大月､国学者) Ｌ４７４６はくけん よしたか いば良恭

D3601 ( ･坂井) 儒者;鵞峰門､1670羅山鵞峰｢本朝通鑑｣編参､細井広沢の師伯元 はくげん ? ｰ ?

D3602 ( ;通称･杉田 勤/伯勤､字;士業/別通称亮策､建部清庵男) 陸中一関生､伯元 はくげん すぎた 1763ｰ183371

蘭医;1778玄白門､82玄白の養子､84若狭小浜藩医､儒;柴野栗山門､1807家督;藩奥医､

｢和蘭医事問答｣編､1816｢観源為朝遺器本末記事｣著､

[伯元の号] 牆東 /牆東居/紫石、法号;瑶池院しょうとう

白言( ;法名) → ( ･山科､廷臣/故実/歌､｢謡抄｣)３１３４はくげん ときつね言経

柏源( ･源) → ( ･源､廷臣/歌人) Ｆ４４３５はくげん もりきよ盛清

柏源( ;道号) → ( ;法諱･柏源;道号､曹洞僧/詩人)Ｋ４０５１はくげん まんこう万光

伯元( ･伊藤) → ( ･伊藤 ､藩医/儒者) Ｇ２３４３はくげん すけたね いとう祐胤

伯元( ･藤田) → ( ･藤田正夫､蘭医/詩文) Ｅ３０５１はくげん てんよう天洋

伯元( ･吉雄) → ( ･吉雄 ､蘭学/医者) Ｉ３２９６はくげん なんこう よしお南皐

伯元( ･村山) → ( ･村山/塩田､幕府医官) Ｋ２４８５はくげん せっけん拙軒

伯玄( ･川治) → ( ･川治 ､儒者/詩) Ｊ３２１１はくげん なんざん かわじ南山

伯言( ･新井) → ( ･新井 ､里正/国学者) Ｋ３２８９はくげん なおちか あらい直務

伯彦( ･藤井) → ( ･藤井 ､藩儒者) Ｅ４９６０はくげん りゅうしょ ふじい柳所

泊元( ･小泉) → ( ･小泉 ､儒者/詩人) Ｈ４９６５はくげん りょうさい こいずみ良斎

白玄翁( ) → ( ･中村 ､国学者/神道)Ｆ４４２３はくげんおう もりおみ なかむら守臣

伯顕仲( ) → ( ･源､廷臣/笙/歌人) １００８はくけんちゅう あきなか顕仲

D3603 ( / ? ?･博右 ?/ ?･藤原､在衡[892ｰ970]男) 平中期従五上備中介､歌､博古 はくこ ひろふる ひろひさ ひろみぎ ひろすけ ?ｰ?

960天徳四年内裏歌合参/同参加の按察更衣･藤原国光の兄弟姉妹

D3604 ( ･西川 ､初名;菊､鈴木正直女) 江戸の歌人､柏子 はくこ にしかわ 1753ｰ180452歳

彦根出身で丹波綾部藩出仕の儒医西川国華 (元章)の妻/綾部に住、こっか

｢遺香集｣(柏子の遺稿;1805夫の国華が編刊)､歌;[彦根歌人伝･亀]入

璞乎( ･田村/照井)→ ( ･照井 ､医/神職/国学) Ｇ３２６０はくこ ながら てるい長柄

伯虎( ･片岡) → ( ･片岡 ､藩士/経済)Ｌ１６８６はくこ きへいじ かたおか喜平治

伯虎( ･大熊) → ( ･大熊 ､眼科医/詩人)Ｐ２２１３はくこ しんせん おおくま秦川

伯固( ･間) → ( ･間 ､商家/天文家) Ｘ２１６５はくこ じゅうしん はざま重新

伯固( ･飯淵) → ( ･飯淵 ､藩士/詩人) ５１８２はくこ れきどう いいぶち櫟堂

伯顧( ･三井) → ( ･三井 ､医者/絵師) Ｔ２６２８はくこ たんきゅう みつい丹丘

伯後( ･山口) → ( ･山口 /橘､絵師) Ｄ２５６８はくご そけん やまぐち素絢

Ｍ３７３２博古( ･横前) → ( ･横前 ､国学者)はくこ ひろひさ よこまえ博久

D3605 ( ･斎藤 謙) 上総土睦村儒者:｢初学提要｣｢本朝史略｣｢文集｣著白皐 はくこう さいとう 1754ｰ182774歳

D3606 ( ･千秋亭､千秀亭) 尾張名古屋御園町5丁目東側の俳人;雑俳､柏光 はくこう ?ｰ ?

1849｢多満かしは初編｣編/49｢狂俳多満嘉志波｣著



白鵠( ･大矢) → ( ･大矢 ､俳人) Ｆ３６２０はくこう はっこう おおや白鵠

白香( ･小花) → ( ､小花 ､幕臣/小笠原開発)Ｈ２０２７はくこう さくのすけ おばな作之助

伯綱( ･岩田) → ( ･岩田､藩士/詩人) Ｆ２８６９はくこう ちゅう紐

伯綱( ;字･永原) → ( ･永原 ､儒者) Ｊ３２０４はくこう なんざん ながはら南山

伯綱( ･中根) → ( ･中根 ､藩儒者) ３９２５はくこう ほうか なかね鳳河

伯綱( ･橋本) → ( ･橋本､藩士/蘭医/勤王家)Ｋ２０６１はくこう さない左内

伯綱( ･伊達) → ( ･伊達 ､藩主/築庭/歌) Ｄ４２５４はくこう むねただ だて宗紀

伯厚( ･家長) → ( ･家長 ､儒/詩人) ３１８５はくこう とうあん いえなが韜庵

伯厚( ･松本) → ( ･古瀬､幕臣/狂歌) Ｃ１５４１はくこう かつお勝雄

伯厚( ･三浦) → ( ･三浦 ､医者/儒者) Ｍ１６７８はくこう きゅうそん みうら鳩邨

伯厚( ･橋本) → ( ･橋本 ､町役/歌人) Ｊ３５６２はくこう のりみつ はしもと徳光

伯高(伯厚 ･佐々木)→ ( ･佐々木 /渡辺､儒者) Ｆ３９１５はくこう ほうこ ささき方壺

伯行( ･津田) → ( ･津田､藩士/儒者) Ｃ３１３４はくこう とうがん東巌

伯行( ･脇田) → ( ･脇田､医者) Ｂ３５９９はくこう のぶちか信親

伯行( ･中村) → ( ･中村 ､儒者/詩文) Ｇ１９２３はくこう こうけい なかむら篁渓

伯行( ･永田) → ( ･永田 ､儒者･書家) Ｈ２４５３はくこう せいか ながた西河

伯行( ･谷) → (了寛 ･谷 ､藩医) Ｇ４９９５はくこう りょうかん たに了閑

伯行( ･華岡) → ( ･華岡 ､外科医) Ｉ２４６２はくこう せいしゅう はなおか青洲

伯光( ･薬袋) → ( ･薬袋 ､藩士/詩人) Ｑ２１５２はくこう しげあき みない重暉

伯弘( ･丹羽) → ( ･丹羽 ､儒者/家塾教育) Ｖ２１１８はくこう してい にわ思亭

伯孝( ･阿部) → ( ･阿部 ､藩士/儒者) Ｆ２２５４はくこう しょうえん あべ松園

伯孝( ･藤川) → ( ･藤川 ､藩士/尊攘) Ｍ２００８はくこう さんけい ふじかわ三渓

伯康( ･岡村) → ( ･岡村 ､藩士/詩/書) Ｅ４７５１はくこう よしちか おかむら義比

伯恒( ･山県) → ( ･山県 ､藩士/儒者) Ｂ３１４６はくこう とうえん やかがた棠園

伯恒( ･樫田) → ( ･樫田/平､儒医/詩人/花)Ｃ３９９８はくこう ほくがん北岸

伯蛟( ･小林) → ( ･小林 ､医者) Ｒ２６５２はくこう たつ こばやし辰

伯鴻( ･松林) → ( ･松林 ､儒者) Ｈ３６８４はくこう はんざん まつばやし飯山

伯衡( ･前田) → ( ･前田､藩主/本草/歌) Ｏ３１０１はくこう としやす利保

伯剛( ･新納) → ( ･新納 ､藩士/詩文) Ｋ３１０６はくごう ときます にいろ時升

伯耕( ･良野) → ( ･良野 /良/新名､儒者) Ｅ１５４８はくこう かいん よしの華陰

泊高( ･森/清原) → ( ･清原 ･森､医者/歌) １４３２はくこう おかぜ きよはら雄風

博高( ･東久世) → ( ･東久世 ､廷臣/歌) Ｇ３７１５はくこう ひろたか ひがしくぜ博高

博高( ･久米) → ( ･久米 ､藩士/国学者) Ｇ３７２１はくこう ひろたか くめ博高

博高( ･明石) → ( ･明石 ､医者/殖産家)Ｌ３７９４はくこう ひろあきら あかし博高

白光軒( ) → ( ･阿埜 /阿部､軍学/天文)Ｆ３５０１はくこうけん のりたね あの則胤

白虹斎( ) → ( ･最上 ､探検家/紀行) Ｌ３１２５はくこうさい とくない もがみ徳内

白后斎( ) → ( ･榎並/永田/鯛屋､俳人/狂歌)３００１はくごうさい ていいん貞因

麦袴園( ) → ( ､俳人) Ｅ２５３２ばくこえん そへい曾平

博古堂( ) → ( ･宮川 ､書肆/国学) Ｅ１４１７はくこどう おみよし みやがわ臣吉

白谷( ･仁科) → ( ･仁科､儒者) Ｆ３６２２はくこく はっこく白谷

博古斎( ) → ( ･殿村､篆刻/書家) Ｉ４０５２はくこさい まさよし正義

麦五斎( ･塚田) → ( ･塚田､蚕種家/俳人)Ｂ４７６８ばくごさい よえもん与右衛門

博古知今堂( )→ ( ･尾崎､国学/歌人) ４０２４はくこちきんどう まさよし雅嘉

白壺堂( ) → ( ､台界 ､俳人) Ｆ３６２３はくこどう はっこどう たいかい白壺堂

麦湖楼( ) → ( ･森川､俳人) Ｃ１９６７ばくころう こざん古山

伯佐( ･武田) → ( ･武田 ､藩士/漢学) Ｙ２１６７はくさ じゅくけん たけだ熟軒

白沙( / ･東) → (( ･東 ､藩士/儒/尊王) Ｅ２６２２はくさ はくしゃ たくしゃ ひがし沢瀉

白沙( / ･都賀)→ ( ･都賀 ､医者/唐話/読本)Ｂ３０２０はくさ はくしゃ ていしょう つが庭鐘

K3695 ( ･横田 ､) 越前大野藩士;儒者;江戸安井息軒門/昌平黌入学、莠 はぐさ よこた 1832 ｰ 189968

藩校明倫館教授兼幹事、維新後;福井師範教諭/明倫中学校長、



[莠(;名)の初名/字/通称/号]初名;重敏、字;子行、通称;権蔵、号;養浩/乱苗

D3607 (伯済 ･千村 ､字;廷美/通称;多門､重矩男) 尾張藩士/参政/儒;松平君山門､伯斎 はくさい ちむら ?ｰ1754

[張州府志]編修総裁､1748朝鮮通信使と唱和､｢蓬左賓館集｣｢瓊華洞稿｣著､

[伯済(斎)の号] 華不注山人/水竹居主人

D3608 ( ･峰村 ､藤兵衛の長男) 信州水内郡石村の農業､俳人､妻;ミナ､白斎 はくさい みねむら 1772ｰ185180

初め峯村久左衛門に就学/漢学;長秀院月山発明和尚門､仏教に関心､俳諧;長野の猿左門､

長翠･何丸･一茶と交流/一茶の影響大;北信濃に一大勢力を築く､俳画/書にも長ず､

1851(嘉永4)｢ながいきぐさ｣著､追善集｢花の俤｣｢花の滴｣､

[白斎(;号)の通称/別号]通称;清蔵/仙蔵、別号;古扇/古仙/古僊/寒岳園、

法号;寒岳庵釈義敬

薄斎( ･黒川) → ( ･黒川､商人/狂歌/国学) ３６３８はくさい はるむら春村

白斎( ･阿部) → ( ･阿部 ､篆刻家) Ｊ１８５２はくさい けんしゅう あべ州

白哉(百哉 ) → ( ･岡崎 ､俳人) Ｅ３９７９はくさい ぼらい おかざき暮来

伯斎( ･渡辺) → ( ･渡辺 ､商家/国学) ２７４０はくさい ためとし わたなべ為俊

柏斎( ･富島) → ( ･富島 ､商家/歌人) Ｅ１７３７はくさい くにみち とみしま邦道

璞斎( ･黒崎) → ( ･黒崎 ､儒者/詩人) Ｍ２４６６はくさい せんしん くろさき洗心

八郎兵衞( ･中村)→ ( ･6代中村宗哲､塗師) Ｌ２８４８はちろべえ ちょうさい楪斎

J3644 ( ･7代中村宗哲､5代宗哲豹斎2男) 千家十職の塗師;獏斎 ばくさい 1798ｰ184649

1815兄の6代宗哲楪斎より家督を譲られ7代宗哲を継嗣､形物塗師職人;茶道具漆器製作、

代表作;｢名取川硯箱｣｢夕顔台皆具｣(浄雪･7代浄益･旦入合作)、

[獏斎(;号)の幼名/通称/別号]幼名;槌六、通称;八兵衞/八郎兵衞、別号;得玄/黒牡丹

莫作庵( ) → ( ･莫作庵､俳人) Ｍ２０４２ばくさくあん さんすい三水

白沙村翁( ) → ( ･金井 ､儒者/絵師) Ｂ１２７５はくさそんおう うしゅう かない烏洲

D3609 (柏山 ･多湖 ､藩儒多湖赤水男) 儒(家学);父門､のち林鳳岡･榴岡門､栢山 はくざん たこ 1680ｰ175374

代々美濃戸田家に出仕､美濃加納藩儒/藩主移封;山城淀･志摩鳥羽･信濃松本藩に移住､

松本藩儒として活躍､詩/書画に長ず､新井白石/梁田蛻巌 /江村北海/伊藤東涯と交流、ぜいがん

｢本藩系譜｣｢韓使贈答集｣編/｢栢山集｣｢栢山和歌集｣｢温故堂遺事｣｢多湖氏遺訓｣著､

[栢山(;号)の名/字/通称/別号]名;安､字;玄泰/玄岱、通称;新五郎、別号;/賜門亭

D3610 ( ･石川 ､名;信義/園智､通称;勘介) 出羽書家:佐々木志津麿門､柏山 はくざん いしかわ 1665ｰ173268

青山家右筆､藩命で｢六論衍義大意｣浄書､1724｢初学筆要集｣書/｢初学墨宝｣書

D3611 (初世 ･神田 ､名;定吉､姓;斎藤) 武蔵川崎の生/講釈師･初世伯竜門､伯山 はくざん かんだ ?ｰ1873殺害

2世神田伯竜(伯鶴)･初世松林亭伯縁の弟弟子､｢天一坊談｣を得意とす､神田派の祖､

1860｢源九郎義経一代記｣著､1870門弟伯勇に[伯山]を譲り隠棲、

門弟;初世木偶坊伯鱗･伯勇(2世伯山)･3世伯竜など

D3612 ( ･高橋 ､確斎の長男) 儒者;父門/1851中村黒水門､白山 はくざん たかはし 1836ｰ190469

信州高遠藩校進徳館助教/1861-62頃江戸の藤森天山門/1863進徳館師範代､

維新の頃主張が過激過ぎるとして追放/各地で私塾開設、

1864｢白山楼詩鈔｣､｢兜城詩輯｣｢詠註千絶｣｢作文熟字抄｣｢白山詩文集｣著、

[白山(;号)の名/字/通称]名;直太郎/利貞、字;子和、通称;敬十郎

白山( ･平賀) → ( ･平賀 ､詩人) Ｓ２２３３はくざん しょうさい ひらが蕉斎

白山( ･恩田) → ( ･恩田 ､藩士/儒者) １８９７はくざん けいろう おんだ蕙楼

白山( ･中根) → (元圭 ･中根 ､暦算家) Ｂ１８６３はくざん げんけい なかね元珪

白山( ･伊勢) → ( ･伊勢/沢､農業/和漢学) Ｂ２１９８はくざん しげおき茂興

白山( ･雨森) → ( ･雨森 ､医者/書･詩)Ｇ２２１６はくざん しょうてき あめのもり章廸

白山( ･高橋) → ( ･高橋/岡､藩士/手記) Ｃ４５６９はくざん やすはる易治

博山( ･田中) → ( ･田中 ､郷学;教育) Ｔ２１１５はくざん しげよし たなか重好

白山園( ) → ( ･平賀 ､詩人) Ｓ２２３３はくざんえん しょうさい ひらが蕉斎

白山化三( ) → (金峨 ･梅亭､吉田/瓜生､戯作者)Ｄ１６８３はくさんかさん きんが金鵞

白山人( ) → (金峨 ･梅亭､吉田/瓜生､戯作者)Ｄ１６８３はくさんじん きんが金鵞

柏山人( ) → ( ･柏木/柏､幕府棟梁/詩) Ｃ２２８３はくさんじん じょてい如亭



白山人北為( )→ ( ･葛飾/深尾､絵師) Ｃ３９８７はくさんじんほくい ほくい北為

白山老人( ) → ( ･神谷 /水野､俳人)Ｃ１８９９はくさんろうじん げんぶぼう かみや玄武坊

D3613 ( ) 江前期尾張の俳人;1689｢あら野｣/91｢猿蓑｣各1句入、薄芝 はくし ? ｰ ?

[あらけなや風車 売る花のとき](あら野;巻一/あらけなし;なんと乱暴だ/花に風)かざぐるま

D3614 ( ) 俳人;1690北枝｢卯辰集｣2句入、伯之 はくし ? ｰ ?

[ひよくひよくと人跡 に鳴く水鶏 哉](卯辰集190/ぴょこぴょこと飛びはね鳴く)ひとあと くひな

J3600 ( ) 江前期江戸俳人;1691不角｢二葉之松｣入、白史 はくし ? ｰ ?

[子の為に乳房となれよ骨の舎利](二葉之松336、妻の死)

D3615 ( ) 江前期尾張愛知郡高畑村長久寺の住僧､白支 はくし ? ｰ ?

俳人･荷兮門､1699撰集｢春草日記｣編､東鷲と交流

D3616 ( ･) 江戸俳;1700其角「三上吟 ｣芭蕉7忌追善歌仙入､白獅 はくし さんじょうぎん? ｰ ?

1704序令｢のぼりづる｣入;序令沾洲らと上方行脚

D3617 (薄子 ･別号;月津 ) 江中期加賀小松俳･伊勢の八菊と交友､薄帋 はくし げっしん ?ｰ?

1715(正徳5)刊｢此格集｣編

D3618 (白糸 ) 江中期備後鞆の俳人･白絲 はくし ? ｰ ?

1725(享保10)四国行脚:｢花野之枕｣編

D3619 ( ･古梅園) 大和奈良の俳人:1763涼袋｢古今俳諧明題集｣40句入白枝 はくし ? ｰ ?

白子( ･稲垣) → ( ;法号､稲垣諏訪子/歌人)Ｇ４１５８はくし みょうちに妙智尼

白豕( ･滝) → ( ･滝 /柳田､藩士･歌人) Ｅ１２７７はくし うしさと たき牛郷

伯止( ･権藤) → ( ･権藤 /別府､医者/歌)Ｉ４４９２はくし ももまろ ごんどう百々丸

伯祀( ･北川) → ( ･北川 ､俳人) Ｇ２０６４はくし さいぎょ きたがわ祭魚

伯師( ;道号) → ( ;法諱･伯師;道号､臨済僧)Ｅ２５５３はくし そりょう祖稜

伯思( ･川波) → ( ･川波 ､国学者) Ｅ４４６２はくし もとゆき かわなみ素行

伯熾( ･那波) → ( ･那波 ､儒者) ３２４２はくし なんよう なば南陽

伯孜( ･青地) → ( ･青地 / ､藩士/儒者)Ｂ１８９４はくし けんざん あおち あおぢ兼山

白翅( ) → ( ･松平､藩主/老中/儒) Ｅ３５５５はくし のりさだ乗完

伯耳( ･富田) → ( ･富田 ､儒/詩賦･天文)Ｃ１４３３はくじ おうおく とみだ王屋

伯耳( ･五味) → ( ･五味 ､医者/儒詩) Ｄ３８０２はくじ ふせん ごみ釜川

伯時( ･立原) → ( ･立原 ､儒者/藩士) ２３０１はくじ すいけん たちはら翠軒

白紙関( ) → ( ･吉川 ､医者/俳人) Ｎ２６０６はくしかん たかひろ よしかわ崇広

麦蒔舎( ) → ( ･並木･飛鳥園2世､俳人) Ｂ１１５６ばくじしゃ いっそう一叟

伯実( ･宮城) → ( ･宮城/宮木､神道/儒者) Ｍ２１３７はくじつ しゅんい春意

伯実( ･竹村) → ( ･竹村 ､藩士/儒者) Ｅ１５３８はくじつ かいさい たけむら悔斎

伯実( ･小原) → ( ･小原 /伴､儒者)Ｂ２６６３はくじつ だいじょうけん おはら大丈軒

柏日庵( ) → ( ･今日庵､元夢門俳人) Ｄ４９９７はくじつあん りゅうさ立砂

白日庵( ) → ( ･真田幸弘､藩主/歌･俳) １６９８はくじつあん きくつら菊貫

白日園花濤( )→ ( ･浜中 ､国学者/歌) Ｋ３７６５はくじつえんかとう ひろゆき はまなか寛至

白日堂( ) → ( ･朝倉､藩士/俳人) ３０２８はくじつどう ていい程已

白砂( ･吉田) → ( ･吉田 /藤原､浪士;討入)Ｗ１５１４はくしゃ かねすけ よしだ兼亮

白沙( ･東) → (( ･東 ､藩士/儒/尊王) Ｅ２６２２はくしゃ たくしゃ ひがし沢瀉

白沙( ･都賀) → ( ･都賀 ､医者/唐話/読本)Ｂ３０２０はくしゃ ていしょう つが庭鐘

白雀亭( ) → ( ･栗原 ､俳人) ２５７４はくじゃくてい それつ くりはら鼠劣

白沙翠竹江村舎( )→ ( ･宮崎､藩士/儒者/画)Ｉ２４１４はくしゃすいちくこうそんしゃ せいこく青谷

白酒( ) → ( ､噺本作者)Ｄ３１２８はくしゅ とうげつあんはくしゅ桃月庵白酒

D3620 (柏寿 :通称､姓;津江 ) 江後期江戸医者/1795鷹山 に招聘;米沢で痘瘡治療､伯寿 はくじゅ つえ ようざん?ｰ?

1795｢疱瘡心得書｣､｢痘瘡予薬並除洗方｣著

D3621 ( ･橋本 ) 江後期文化1804-18頃甲州八代郡市川大門村の医者､伯寿 はくじゅ はしもと ? ｰ ?

初め漢方/のち江戸･長崎で蘭医:吉雄耕牛門/蘭学;中野柳圃(志筑忠雄)門､

痘瘡･麻疹･梅毒･疥癬が伝染病であることを主唱;伝染病研究の第一人者、

蘭医学の地方普及に貢献､田中見竜･川手見貞の師､



1809｢断毒論｣14｢国字断毒論｣､｢海関詠物詩集｣｢省方類鑑｣｢節斎医話｣著

[伯寿(;字)の名/別字/号]名;徳､ 別字;保節､ 号;三巴/節斎

伯受( ･狩野) → ( ･狩野､絵師) １３４４はくじゅ えいのう永納

白寿( ･最上) → ( ･最上 /源､藩主/連歌)Ｂ４７８６はくじゅ よしあき もがみ義光

伯寿( ･加藤) → ( ･加藤､里正/国学/歌人) Ｆ２６９６はくじゅ ただとし忠俊

伯寿( ･坂本) → ( ･坂本､砲術/詩) Ｄ３０５７はくじゅ てんざん天山

伯寿( ･伊東/執行)→ ( ･伊東､蘭医） Ｍ１８３９はくじゅ げんぼく玄朴

伯寿( ･伊東) → ( ･伊東 ､儒/医者) Ｌ１５７１はくじゅ かざん いとう華山

伯寿( ･喜田) → ( ･喜田 ､絵師) Ｏ１５１９はくじゅ かどう きだ華堂

柏樹( ･岡本) → ( ･岡本 ､絵師) Ｈ２１０４はくじゅ しゅうき おかもと秋暉

D3622 ( ;道号･宗趙 ;法諱､号;与派) 近江の臨済僧:近江永源寺で出家、柏舟 はくしゅう そうじょう 1416ｰ9580

傑岩禅偉門/のち嗣法､下野足利学校に遊学;同校1世の庠主快元門;周易を修学､

1469近江に帰り曹源寺住持/83永源寺住持､1477｢周易抄｣､｢周易要事記｣著

D3623 ( ;道号･浄秀 ;法諱) 江前期黄檗僧:1688(元禄元)覚照元宗門/法嗣､柏州 はくしゅう じょうしゅう ?ｰ?

1721｢覚照和尚語録並行由｣編､｢禅余適稿｣編

D3624 ( ･吉田 ) 羽後秋田藩士/儒詩:入江南溟門､薄洲 はくしゅう よしだ 1701ｰ177272歳

｢比同集｣著､｢薄洲遺稿｣､

[薄洲(;号)の名/字/通称]名;里仲、字;少室/小室、通称;藤右衛門

D3625 ( ･布川 ) 江戸の俳人:江戸座の一漁/のち馬光門､諸国遊歴､栢舟 はくしゅう ぬのかわ 1707ｰ ?

杉風に会い伝書を閲す/1764頃竹阿を慕い大阪住､

1768(明和5)｢俳諧六指｣｢俳諧十四体｣/95｢誹諧通俗志注｣､｢切紙秘伝良薬抄｣著

［栢舟(;号)の別号] 千亮(;初号)/宗我/紫江坊/栢舟舎

D3626 ( ) 江中期俳人､白洲 はくしゅう ? ｰ ?

1733俳論｢短録 ｣著;支考｢俳諧十論｣を論難たんこうろく

D3627 ( ;法諱･石沢 ;道号) 薩摩出水の臨済僧:大慈寺住職､柏州 はくしゅう せきたく 1805ｰ9288

｢石沢柏州手記｣著

D3628 ( ･桂光院) 江後期加賀金沢の時宗玉泉寺14世(1823退):白秀 はくしゅう ? ｰ ?

連歌作者;｢賦物連歌錦之書｣著

白洲( ･岡) → ( ･岡､医/儒/本草) Ｔ２６４８はくしゅう たんさい澹斎

白周( ･宮坂) → ( ･宮坂 ､商家/国学者)Ｌ３７４３はくしゅう ひさひろ みやさか久寛

伯修( ･根本) → ( ･根本 ､儒者) ３８３０はくしゅう ぶい ねもと武夷

伯修( ･菊池) → ( ･菊池､儒者) ３２４４はくしゅう なんよう南陽

伯修( ･渡邊/上野)→ ( ･上野 ､儒者) Ｌ１５６９はくしゅう かざん うえの霞山

伯修( ･守田) → ( ･守田 ､藩士) Ｂ４１９９はくしゅう みちとし もりた通敏

伯脩( ･国栖/世古)→ ( ･国栖 /世古､漢学者)Ｇ１８７６はくしゅう けいらい くず景雷

伯脩( ･谷田) → ( ･谷田 ､絵師) Ｇ２３７５はくしゅう すけなが たにだ輔長

伯就( ･千村/千/村)→ ( ･千村 ､藩士/儒者) Ｃ１５０１はくしゅう がこ ちむら鵞湖

伯周( ･松下) → ( ･松下 ､医者/俳人) Ｅ３９２８はくしゅう ほじょう まつした圃丈

伯周( ･阿部) → ( ･阿部､和算家/天文) Ｆ１０３２はくしゅう ありきよ有清

伯周( ･世継) → (直貟 ･世継 ､商家/絵師)Ｐ３２２４はくしゅう なおかず よつぎ直員

伯緝( ･河田) → ( ･河田､幕臣/渡欧) Ｆ３７９４はくしゅう ひろむ煕

伯楫( ･並河) → ( ･並河 / ､儒者) Ｇ１５４７はくしゅう かんせん なみかわ なびかわ寒泉

博秋( ･志賀/岩崎)→ ( ･岩崎 ､藩士/和算)Ｆ３７４７はくしゅう ひろあき いわさき博秋

D3629 ( ) 江戸の俳人､1696大和･上方行脚;東潮｢平包｣入柏十 はくじゅう ? ｰ ?

伯重( ･月形) → ( ･月形 弘､藩士/儒者) Ｉ１１３６はくじゅう いらん つきがた嵐

伯重( ･阿部) → (輝任 ･阿部 ､本草家) Ｅ３０６９はくじゅう てるとう あべ照任

伯柔( ･岡田) → ( ･岡田 ､藩士/儒者) Ｏ２２２７はくじゅう しんご おかだ眞吾

D3630 ( ) 摂津伊丹の俳人､1714月尋｢伊丹発句合｣参加、麦秀 ばくしゅう ? ｰ ?

[菜の花のすたれに登る朝日哉](伊丹発句合;六番)

D3631 ( ･多田 ) 能登鳳至郡鵜川の医者;1751京で山脇東洋門､麦洲 ばくしゅう ただ 1726ｰ 180479歳



1754江戸で経詩;三浦瓶山門/俳諧;建部涼袋[綾足]門､1756武蔵青梅で医業/58帰郷、

1759金沢象眼町で医業/1774(安永3）再帰郷;晩年を送る､1758｢桃八僊｣編

[麦洲(;号)の名/字/通称/別号]名;斉村､ 字;士礼、通称;周平､ 別号;青華楼

莫愁庵( ) → ( ･守村[邨] ､俳人)１４４７ばくしゅうあん おうけいじょ もりむら鶯卿女

白舟子( ) → ( ･田宮､儒者､洒落本) Ｉ１６６４はくしゅうし きつあん橘庵

栢舟舎( ) → ( ･布川､俳人) Ｄ３６２５はくしゅうしゃ はくしゅう栢舟

泊舟亭( ) → ( ･太田､道灌/武将/歌人) ４４０７はくしゅうてい もちすけ持資

柏舟堂( ) → ( ･中川､俳人) Ｇ３８８４はくしゅうどう ぶんろ文露

栢樹園( ) → ( ･下郷 ､商家/俳人) Ｍ１５６２はくじゅえん かせい しもさと鍋盛

伯叔( ･小林) → ( ･小林 ､医者) Ｒ２６５２はくしゅく たつ こばやし辰

柏寿斎( ) → ( ･車館 /和田､神職/茶人)Ｆ２３６３はくじゅさい すえまさ くるまだて末眞

伯述( ･小西) → ( ･小西､藩士/儒者/地誌) Ｉ２６１８はくじゅつ たんさい澹斎

白寿坊道元( )→ ( ･野村 /本姓;源､俳人)Ｎ２２５７はくじゅぼうどうげん しんが のむら信我

伯濬( ･長尾) → ( ･長尾 ､幕府奥医師) Ｇ３８２７はくしゅん ぶんてつ ながお分哲

白純( ;字) → ( ;法諱･白純､浄土僧/詩) Ｏ２２０６はくじゅん しんげい秦冏

白隼( ･南部) → ( ･南部､藩主/俳人) Ｉ３６６０はくじゅん はんり畔李

伯純( ･小池) → ( ･小池 ､儒者/暦算) Ｇ３１７５はくじゅん とうどう こいけ桃洞

伯惇( ･益戸) → ( ･益戸 ､藩士/儒/詩) Ｈ２５７７はくじゅん そうしゅう ますこ滄洲

伯順( ･関) → ( ･関 ､医者) １３５０はくじゅん えんりょう せき延陵

伯順( ･小沢) → ( ･小沢 ､儒/兵学者) Ｋ１９０３はくじゅん ごうすけ おざわ郷助

伯順( ･土井) → ( ･土井 ､国学･歌人) Ｙ２６３７はくじゅん ただみつ どい董盈

D3632 ( ･有馬 ) 肥後八代の儒者;熊本藩校時習館に修学､藩儒;白嶼 はくしょ ありま 1735ｰ 181783歳

1760時習館読師/のち訓導助教/禄百石､詩;壺梁門､屢々江戸に祇役､細井平洲らと交流、

1777(安永6)｢有馬先生荏土美耶計 ｣､｢白嶼詩稿｣著、えどみやげ

[白嶼(;号)の名/字/通称]名;成/ ､ 字;元章、通称;源内常清つねきよ

伯女( ･神祇伯源顕仲女)→ ( ･待賢門院､歌人) Ｅ３９８２はくじょ ほりかわ堀河

伯恕( ･月田) → ( ･月田 ､藩儒;崎門学) ４４５４はくじょ もうさい つきだ蒙斎

伯裳( ･舟木) → ( ･舟木 ､医者/詩文) Ｎ１６２７はくしょう きょうあん ふなき杏庵

伯昭( ･伊達) → ( ･伊達 ､藩主/改革/歌) Ｄ４２１７はくしょう むらとき だて村候

伯照( ･丹羽) → ( ･丹羽 /修姓;丹､絵師) Ｄ３１１４はくしょう とうけい にわ桃渓

伯章( ･横井) → ( ･横井､藩士/儒者) Ｋ３１００はくしょう ときぶみ時文

伯章(伯松 ･矢尾板)→ ( ･矢尾板 ､藩医/儒者)Ｋ２４９０はくしょう せっこく やおいた拙谷

伯章( ･綾部) → ( ･綾部 ､儒者/詩歌) Ｅ１８６６はくしょう けいさい あやべ絅斎

伯章( ･中島) → ( ･中島 ､儒者/教育) Ｃ３８３６はくしょう ぶざん なかじま撫山

伯昌( ･平沢) → (白 ･平沢 ､ト占家) Ｃ３６７６はくしょう はくおう ひらさわ白翁 

伯祥( ･鹿子木) → ( ･鹿子木 ､庄屋/勧農家)Ｊ４９３５はくしょう りょうへい かのこぎ量平

伯瀟( ･伊藤) → ( ･伊藤 ､和算家) １６８９はくしょう きよずみ いとう清澄

博昌( ･金野) → ( ･金野 /横前､国学者) Ｊ３７３２はくしょう ひろまさ きんの博昌

D3634 ( ･横田 ) 江後期上州の儒者:山本北山門､子弟教育､伯慎 はくしん よこた ? ｰ ?

｢韓非子闡 ｣｢墨子闡｣著､若くして没､かんぴしせん

[伯慎(;字)の名/通称]名;術、通称;宗碩

伯慎( ･三野) → ( ･三野 ､漢学者) Ｃ２２１６はくしん しょうろく みの象麓

伯深( ･股野) → ( ･股野 ､藩士/儒者) Ｊ２１４８はくしん じゅんけん またの順軒

伯信( ･万波) → ( ･万波 ､藩士/儒/詩歌)Ｄ２４２２はくしん せいろ まんなみ醒廬

伯信( ･仁井田) → ( ･仁井田､儒者/地誌) ３２４８はくしん なんよう南陽

伯震( ･本間) → ( ･本間 ､藩士/故実家) Ｅ３７８４はくしん ひゃくり ほんま百里

白心( / ;字)→ ( ;法諱･白心;字､真言僧) Ｎ１９７０はくしん びゃくしん こみょう虎明

( )[武家三歌人]:冷泉為村門の江戸幕臣のうち３人の優れた歌人幕臣三歌人 ばくしんさんかじん

→ ( ･石野) Ｈ３７２７広通 ひろみち 1718ｰ1800

→ ( ･横瀬) Ｂ２０７４貞臣 さだおみ 1722ｰ1800



→ ( ･内藤) Ｇ４００４正範 まさのり 1747?ｰ1807

D3635 ( ) 江戸読本作者;1796｢紫双紙 ｣;怪奇短編白塵洞主人 はくじんどうしゅじん むらさきそうし?ｰ ?

D3636 ( ) 摂津狂歌;1679行風｢銀葉夷歌集｣95首入伯水 はくすい ? ｰ ?

D3637 ( ) 大阪の俳人:来山門、白水 はくすい ? ｰ ?

1681来山編｢大坂八五十韵 ｣入(8人で五十韻;おおさかはちごじゅういん

白水と来山･如要･快用･江水･和尹･夕扉･正察)

D3638 ( ) 江中期江戸の雑俳点者､1714｢俳諧媒口 ｣入白水 はくすい なこうどぐち? ｰ ?

D3639 ( ､通称;米屋五右衛門) 越中富山の俳人;正徳1711-16初め頃蕉門･白推 はくすい ?ｰ?1770前没

1722夕燕と伊勢･京など近畿紀行､おわりの露川を訪問､1722｢鵜坂 集｣編、うざか

せきさいか てきかじん ぶんけいどう[白推の別号] 雪柴下 /雪蒼下/荻花人 ､文奎堂

D3640 ( ･上田 ､名;寛/字;大心/通称平蔵､淵静) 山城淀藩儒者､兵学､白水 はくすい うえだ 1703ｰ77

1765｢国字孫呉義疏｣67｢軍馬秘要｣69｢孫子義疏｣74｢呉子義疏｣著

D3641 ( ) 江戸俳人;1757鳥酔｢夏炉一路｣入白水 はくすい ? ｰ ?

D3642 ( ･田沢 ､通称;徳兵衛､別号;空山房) 阿波徳島藩士中村長徳の家臣、白酔 はくすい たざわ 1746ｰ1814

俳人/書画に通ず､1791隠居;諸国遊歴/1809松島を訪れる､

1802｢ちさとの春｣06｢ゆきまろけ｣編/09｢松の塵｣著/12｢若鏡加蜂集｣編

D3643 ( ･駒井 ､鎗剣術家楽斎男) 代々安藝広島藩士/儒者;広島藩校に修学、白水 はくすい こまい 1755ｰ93

藩儒香川南浜門;徂徠学を究める､1783南浜の家塾修業堂助教/師没後藩命で修業堂教官､

｢撃蒙論語注｣補塡､

[白水(;号)の名/字/通称]名;一清、字;子泉、通称;忠蔵

D3644 ( ･西河 ､名;泰節/字;子淵) 江中･後期摂津高槻藩儒、白水 はくすい にしかわ ?ｰ?

1796(寛政8)刊｢白水先生遺稿抄｣

D3645 ( ･英斎) 絵師;1818鼻山人｢廓宇久為寿 ｣画白水 はくすい さとのうぐいす? ｰ ?

D3646 ( ) 江戸雑俳､1831松鱸｢狂句むめ柳｣第二編入;腥斎佃らと白水 はくすい ? ｰ ?

白水( ･林) → (2世 ､書肆)Ｃ１１３８はくすい いずもじいずみのじょう出雲寺和泉掾

白水( ･備翁) → ( ･布施､､藩士/文筆家) Ｋ２００３はくすい さだやす定安

白水( ･正運) → (消雲 ､真宗学林派僧) Ｈ２２０３はくすい しょううん正運

白水( ;隠号) → ( ･一筆庵/渓斎英泉､絵/戯作)１５１３はくすい かこう可候

白水( ･河合) → ( ･河合､家老/殖産/詩歌) Ｆ３７６１はくすい ひろおみ道臣

白水( ･救二郷) → ( ･救二郷 ､藩士/和学)Ｍ４７５２はくすい よしのぶ くにさと義陳

白水( ･間宮) → ( ･間宮､国学/歌) Ｇ３５３０はくすい のりよし升芳

白水( ･間宮) → ( ･間宮､儒者/昌平黌総裁)Ｆ１９８２はくすい ことのぶ士信

白水( ･曾我部) → ( ･曾我部 /秦､庄屋/歌)Ｉ３５８５はくすい のりあつ そがべ則温

白水( ･増田) → ( ･増田 ､藩儒/尊攘/詩) Ｇ２２４６はくすい しよう ますだ紫陽

白水( ･小泉) → ( ･小泉/本間/小柳､測量/画)Ｍ１６０９はくすい きめい其明

白水( ･久野) → ( ･久野 ､藩家老/詩歌) Ｄ２３８８はくすい すみかた くの純固

白水( ･佐々) → ( ･佐々 /小篠､藩士/儒者)Ｅ２４９６はくすい せんおう ささ泉翁

白水( ･泉) → ( ･泉 ､商家/国学/歌) Ｌ３７２３はくすい ひさひろ いずみ久寛

伯水( ･河野) → ( ･河野､儒者;音韻学) Ｈ１５２０はくすい かいほ界浦

伯遂( ･河地) → ( ･河地 ､国学) Ｕ３１８８はくすい ときよし かわち時俶

伯随( ･井上) → ( ･井上､国学者/歌人) Ｉ４７６０はくずい よりくに頼

博瑞( ;字) → ( ;法諱･歓喜院､日蓮僧) Ｃ３３４６はくずい にちじょう日静

3609 ( ･堀 ) 加賀金沢堅町の蔵宿池田屋の2男、麦水 ばくすい ほり 1718 ｰ 178366歳

兄没後;甥吉之丞を後見のため家業に従事､俳人;美濃派の五々門/のち乙由の風を慕う､

諸国遊歴/1761加賀小松に樗庵を結ぶ､俳諧活動と町医者を兼業､1762上京;蕪村と交流、

1769(明和6)頃より貞享蕉風に傾倒､俳諧改革:｢虚栗｣復帰主張;春帖;春濃夜･三津禰など､

集大成;1777撰集｢新みなし栗｣/並行して俳論伝書執筆､1776頃より活動は衰退､

一方で1763頃より｢寛永南島変｣など実録小説を執筆､和漢学･書画･茶･和算に通ず、

将棋;藩主前田重教の相手を勤む;1779御医師格;5人扶持､

蕪村･涼袋･麦浪･希因･鳥酔らと交流､1749｢麦水紀行｣63｢寛永南島変｣70春帖｢春濃夜｣著、



1770｢俳諧蒙求｣｢貞享正風句解伝書｣｢さきくさのみつのことば｣(;涼袋の片歌を非難)著､

1773｢山中夜話｣｢蕉門一夜口授｣著/77｢新みなし栗｣編､1780註釈｢謡俚諺｣編､

｢越のしらなみ｣｢三州奇談｣｢慶長中外伝｣｢慶安太平記｣｢きいたぞ草｣著､外編著多数､

七回忌追善｢新亭(阿羅屋) ｣(八水編;息両檜らの句)/｢落葉 ｣(其叟編)、あらや おちばかく

[椿落ちて一僧笑ひ過ぎ行 きぬ](落葉入)、ゆ

[麦水(;号)の名/字/通称/別号]名;長、字;子傾、通称;平三郎/長左衛門、

別号;可遊(;初号)/葭由 /四楽庵/樗庵/五噫 逸人/牛口山[散]人/吐仙/繰叟、かゆう ごあい

法号;実言院

麦穂庵(初世 ) → ( ･小林､研師/俳人) Ｆ２５１３ばくすいあん そんすい村水

麦穂庵(2世 ) → ( ･小林､村水男/研師/俳人)Ｑ１６９１ばくすいあん きんこう芹江

帛水学人( ) → ( ･河野/甲田､医者/勤王) Ｂ４１７５はくすいがくじん みちたけ通桓

白水軒( ) → ( ･松岡 ､藩奉行/国学)Ｗ３１４７はくすいけん ときよし まつおか時義

白酔軒( ) → ( ･荒木 ､書家) Ｋ２４６４はくすいけん ぜすい あらき是水

白水山人( ) → ( ･中村､藩士/尊王派) Ｎ１６０４はくすいさんじん きよあき清旭

白水先生( ) → ( ･小泉 ､医者/地誌) Ｐ３１２９はくすいせんせい ともかた こいずみ友賢

伯水堂( ) → ( ･伯水堂､歌人) Ｃ３６０４はくすいどう ばいふう梅風

白水郎( ･ ) → ( ･野田､国学者/歌) Ｆ２６８５はくすいろう あま ただまさ忠粛

白成( ･三浦) → ( ･三浦 /源､藩医/歌) Ｅ１７５４はくせい くにひこ みうら郷彦

白成( ･野城) → ( ･野城 ､国学者) Ｖ２２４０はくせい もとなり のしろ白成

伯正( ･野村) → (初世 ･野村/舎人､医者) Ｃ４９８５はくせい りゅうえい立栄

伯正( ･野村) → (2世 ･野村/野､初世男/医者)Ｃ４９８７はくせい りゅうえい立栄

伯生( ･松平) → ( ･松平 ､藩主/歌) Ｋ４７５９はくせい よりのり まつだいら頼徳

伯成( ･原) → ( ･原 ､藩士/詩人) Ｄ４４７１はくせい もとのぶ はら元寅

伯成( ･金子) → ( ･金子､藩儒/藩政改革) Ｂ２５６２はくせい そうざん霜山

伯成( ･長田) → ( ･長田 ､商家/歌人) Ｉ３７９５はくせい ひとし おさだ比等之

伯誠( ･石川) → ( ･石川 ､国学/儒者) Ｄ３１１３はくせい とうけいさい桃蹊斎 1

伯誠( ･三浦) → ( ･三浦 ､医者) ４２３８はくせい むきゅう みうら無窮

伯政( ･大地) → ( ･大地 ､藩士/詩/書) Ｆ１０１７はくせい あやよし おおち文宝

伯省( ･草鹿) → ( ･草鹿 ､藩士/医者) Ｃ１８３７はくせい げんちゅう くさか玄仲

伯省( ･三宅) → ( ･三宅 ､儒者) Ｋ１９１３はくせい こうせつ みやけ衡雪

博正( ･福山) → ( ･福山 ､神職) Ｋ３７８２はくせい ひろまさ ふくやま博正

柏声舎( ) → ( ･鶴田､俳人) Ｅ２６２８はくせいしゃ たくち卓池

柏声舎( ) → ( ･鈴木 ､卓池門俳人) Ｅ４９４８はくせいしゃ りゅうし すずき流芝

麦生舎( ) → ( ･原 ､医者/俳人) Ｅ２１４７ばくせいしゃ しぞう はら子蔵

3610 ( ･新井 ､正済男) 父;上総久留里藩士､儒者､久留里藩主土屋利直に仕、白石 はくせき あらい 1657ｰ172569

久留里首土屋利直に出仕;利直没後に藩を追われる/1682-91下総古河藩主堀田家に出仕、

儒学;木下順庵門､順庵の推挙で甲斐府中藩主徳川綱豊の侍講､

綱豊の将軍就任(6代家宣)に伴い家宣を補佐し7代家継にも出仕;幕政に貢献;外交改革、

8代将軍吉宗とは疎遠になり致仕､学問的著述に専念､史学･故実･詩に長ず､

1712｢読史余論｣13｢采覧異言｣15｢西洋紀聞｣16｢古史通｣､｢折たく柴の記｣｢白石日記｣著、

｢朝鮮通交録｣｢琉球考｣｢一帆集｣｢本朝字源考｣｢北海随筆｣｢白石草集｣｢白石叢書｣外著多数、

[世のつねに偽り多き人は其の言葉を信にせんとて神仏に誓ひていふ事あり]、

(折たく柴の記)、

[白石(;号)の別名/字/通称/別号]幼名;伝蔵/初名;/君美 ･ ､字:在中/済美､きんみ きみよし

通称;与五郎(仮名)/与次右衛門/勘解由、

別号;勿斎/紫陽/桐陰/天爵堂/錦屏山人、法号;浄覚

渾名;火の子(怒ると眉間に火の字の皺ができる)/鬼、法号;慈清院

D3647 ( ･野田 ) 美濃岐阜の醸造業､詩人/狂歌作者､白石 はくせき のだ 1771ｰ 183464歳

詩社同人に山田鼎石･左合竜屋真ら､｢白石園集｣著

[白石(;号)の名/字/通称/別号]名;元堅( ?)､字;季好､通称;長十郎/文三右衛門/文柄、もとかた



別号;新甫/白石園/雑亭/雑亭駄鹿/鈍斎、法号;釈休詮

白石庵( ) → ( ･今泉 ､医者) Ｍ１８６５はくせきあん げんゆう いまいずみ玄祐

白石園( ) → ( ･野田､詩/狂歌) Ｄ３６４７はくせきえん はくせき白石

白石山人( ) → ( ･内藤 ､儒者) Ｈ１５６１はくせきさんじん かんさい ないとう閑斎

白石山房( ) → ( ･田崎 ､藩士/絵師) ２５５９はくせきさんぼう そううん たざき草雲

白石先生( ) → ( ･矢田部 ､廷臣) Ｄ４０８２はくせきせんせい まつぎ やたべ眞継

白石老人( ) → ( ;法諱･取要院､日蓮僧) Ｂ３３９８はくせきろうじん にちごん日言

D3648 ( ･太田/大田 ､重長男) 三河新城の庄屋/造酒･味噌･米穀･茶･質物業､白雪 はくせつ おおた 1661ｰ173575

国学者､古典/郷土史研究､歌人/俳人;1691芭蕉が新城を訪問;門人となる､俳諧に精進、

三部作;1699｢誹諧曾我｣1701｢きれぎれ｣02｢三河小町｣編､芭蕉門俳人として世に出る、

1701｢巳年歳旦｣04｢歳旦蛤与市｣､｢うたひたらちね｣｢こたつはなし｣｢三河名所歌集｣編､

のち俳諧から離れ郷土史研究;｢三河名所記｣著､

晩年は仏道に参ず､追善集｢雪なし月｣(甥の桃鯉編)､

[山吹や身をなきものに淵の上]、

[白雪(;号)の名/通称/別号]名;尚教、通称:平九郎/金三郎/金左衛門長孝、

別号;有髪散人/密雲峰/周白雪､(屋号);升屋,法号;如実翁一超

息;重英[桃先]･孝知[桃後]も俳人→ ( ･太田） Ｇ３１０９桃先 とうせん

→ ( ･太田) Ｄ３１６７桃後 とうご

甥;桃鯉も俳人 → ( ･鈴木) Ｉ３１０３桃鯉 とうり

泊節( ･逸見) → (赤- ･逸見､相法家) Ｋ２４５３はくせつ せきりゅうし石龍子

麦雪( ･植田) → ( ･植田/高須､商家/歌･俳)Ｃ４７６９ばくせつ よしかた義方

白雪庵( ) → (5世 ･深川､俳人) Ｃ１９８６はくせつあん こじゅう湖十

白舌翁( ) → ( ･藤堂､藩士/地誌家) Ｄ４４２９はくぜつおう もととし元甫

D3649 ( ) 江後期飛騨の本草家/救荒食として竹の実の研究:白雪山人 はくせつさんじん ? ｰ ?

1832｢竹実記｣著(;菱川清春[1808-77]画/京の金屋吉兵衞版)

白雪堂主人( )→ ( ･吉田 ､藩士/絵師) Ｌ２５１４はくせつどうしゅじん ぞうたく よしだ蔵澤

白舌馬老人( )→ ( ･藤堂､地誌家) Ｄ４４２９はくぜつばろうじん もととし元甫

白雪廬( ) → (楓呉 ･小林､商家/俳人) ３８５７はくせつろ ふうご風五

白雪楼( ) → ( ･東条､真宗僧/語学) Ｂ１６８７はくせつろう ぎもん義門

白雪楼( ) → ( ･伊藤 ､儒者) ２２８２はくせつろう しんや いとう野

白雪廬主( ) → ( ･法饒､真宗高田派僧) Ｄ１３５１はくせつろしゅ えかい恵海

J3601 ( ) 江前期江戸俳人;1691不角｢二葉之松｣1句入、白宣 はくせん ? ｰ ?

[徒書 も主 の御名 は闕字 して](二葉之松;356/むだがき しゆう おんな けつじ

闕字;貴人名は上に一～二字空白にする/いたずら書きでも主君をおろそかにしない)

D3650 ( ･本庄 ) 江前期熊本漆嶋の商人、白川 はくせん ほんじょう ? ｰ ?

俳人;1706(宝永3)熊本訪問の野坡門､1706｢漆嶋 ｣編､うるしじま

しつとうけん[白川(;号)の通称/別号]通称;久兵衛/加平次､別号;漆嶋軒

D3651 ( ･水足 ､安方/方/業国､修姓;水､屏山 男) 熊本儒；父門/徂徠門､博泉 はくせん みずたり へいざん 1707ｰ32自殺

1671家を襲った賊徒により負傷/父は殺害された､士籍剥奪/引退;自殺､

｢五鳳楼筆記｣｢太平策｣｢航海献酬録｣｢なるべし拾遺｣｢文章十訣｣｢訳文集｣､｢博泉遺稿｣､

[博泉の字/通称/別号]字;斯立/業元、通称;平之進/平之允 、別号;出泉へいのすけ

D3652 ( ･村井 ､村井権右衛門奉明2男) 母;権兵衛唯真2女のサン(法名妙意)、白扇 はくせん むらい 1718ｰ6851

陸奥盛岡の商家の生;同族村井甚助源了家を継嗣;本業は質･両替商､盛岡藩御用達、

俳人;貞屋門､商用で多々京阪往来;京の多くの宗匠から指導を受ける､

｢俳諧深秘抄｣｢俳諧双羽伝｣｢俳諧歌仙鏡｣｢俳諧盲定規｣,｢村井白扇詠草｣著、

子に2男2女;長子甚助保矩(俳号;蘆皓)が家督嗣/孫;甚助保邦(俳号蘆帆)、

[白扇(号)の名/通称/別号]名;権次郎(初名)/ ､通称;甚七/甚助(養家代々の称)､保道やすみち

別号;蘆岸舎白扇

D3653 ( ) 京の俳人;几董門､1776几董｢続明烏｣校合:7句入､白砧 はくせん ? ｰ ?

1776道立｢写経社草｣2句入/76樗良｢月の夜｣77蕪村｢夜半楽｣各1句入、



[海老のつらに伊勢の初日や門 かざり](｢続明烏;春9)かど

D3654 ( ･中村 /本姓大江､医者吉川崇広養玄の長男) 信州伊那の医者;父門､伯先 はくせん なかむら 1756ｰ182065

1771(16歳)江戸で医;工藤周庵/桃井桃庵門､儒;因幡黙斎･幸田誠之門､1774帰郷;

1775根津平四郎女のはくと結婚/家督を弟鸞岡に譲渡/山寺村で医開業、

1791上京;医学･本草学･儒学を修学し帰郷;地元医療に尽力、

俳諧;初め美濃派を習得/1784来訪の加舎白雄門､芭蕉句碑を建立;蕉風俳諧の普及に功績､

1786｢葛の葉表｣｢葛の葉裏｣1802｢あられ柿｣03｢寝覚の雉子｣04｢香組艸｣19｢緒絶草｣編、

｢医家四辨｣｢孝子源助伝｣｢報春鳥｣｢伯先句集｣｢坎水園外集｣｢坎水園随筆｣著､外編著多数､

追善集:｢名月集｣｢あさがほ集｣､

[伯先(;字/号)の名/通称/別号]名;元茂、通称;昌元/昌玄、

別号;淡斎/昇玄､坎水園/駒岳楼、法号;能治院

D3655 ( ･藤田 ､名;安正/字;子静) 下野宇都宮藩士/儒詩;堤它山 門/書画､帛川 はくせん ふじた たざん?ｰ1830

｢帛川詩｣著

白川( ･長瀬) → ( ･長瀬 /斎藤､国学者) Ｄ３８９５はくせん ふみとよ ながせ文豊

白川( ) → (消雲 ;法諱､真宗学林派学僧)Ｈ２２０３はくせん しょううん正運

伯泉( ･山本) → ( ･山本 ､医者/国学) Ｅ１４２４はくせん おにお やまもと鬼雄

伯遷( ･野々村) → ( ･野々村､医者) Ｌ２６９５はくせん たかし喬

伯遷( ･荒木) → ( ･荒木 ､字;儒者/詩) ４９８８はくせん りけい あらき李谿

伯遷( ･味木/沢) → ( ･沢 /味木､藩士/書画) Ｌ２６９６はくせん たかし さわ喬

伯潜( ･岡/河野) → ( ･河野 ､藩儒者/詩人) Ｃ２２５０はくせん じょさい こうの恕斎

博泉( ･中田) → ( ･中田/滕､与力/儒者) Ｍ２０６６はくせん さんどう粲堂

博宣( ･外山/長沢)→ ( ･長沢/外山､幕臣/高家)Ｇ２３４７はくせん すけちか資親

白全( ･三上) → ( ･三上 /源､藩医/歌人)Ｅ１７５３はくぜん くによし みかみ郷喜

伯善( ･上田) → ( ･上田 ､藩士/国学) Ｔ１５７５はくぜん かずのり うえだ一徳

博善( ;字) → ( ;法諱･仁譲院､日蓮僧) Ｆ３３６１はくぜん にっぽう日芳

泊船居( ) → ( ･権田､医者/俳人) Ｄ２８１６はくせんきょ ちくじぼう竹二坊

薄川漁人( ) → ( ･渡辺/大岡､幕臣/教育) ４０４８はくせんぎょじん まかじ眞楫

白泉軒( ) → ( ･英保 ､歌人) Ｏ１５５０はくせんけん かねさだ あぼ兼定

白潜居士( ) → ( ;号､俳人) Ｅ２５３０はくせんこじ そふく鼠腹

白髯居士( ) → ( ･岸井 ､藩士/画) Ｉ２４３５はくぜんこじ せいさい きしい静斎

泊船堂( ) → ( ･松尾､俳人) ３６１７はくせんどう ばしょう芭蕉

白雙( ) → ( ･真恵､真宗大谷派僧/俳人)５２８９はくそう ろくし六枳

伯操( ･賀古) → ( ･賀古 ､藩士/文筆家) Ｏ１６７３はくそう きよかど かこ清廉

莫争庵( ) → ( ･園田､俳人) Ｃ３００７ばくそうあん てきふう荻風

博桑山人( ) → ( ･生田 ､国学者/救民活動)４７４２はくそうさんじん よろづ いくた万

伯則( ･岡崎) → ( ･岡崎 ､儒者/詩文) Ｆ１９５７はくそく こくてい おかざき鵠亭

白朶( ) → ( ･河村､獅子庵5世/俳)Ｂ２０１８はくだ さいわぼう再和坊

D3656 ( ･万頃園 ) 肥前佐賀の俳人:耳風門､師より美濃派宗匠を受、麦太 ばくた まんけいえん ?ｰ ?

1831(天保2)立机､1803｢ほととぎす集｣12｢はるやはる｣編､

1840雲左日唯 没後百日追善集編纂､｢仰魂集｣｢草枕｣編うんさにちゆい

伯太( ･菅) → ( ､菅 ､絵師) Ｌ２２６４はくたい しょうほう すが松峰

伯大( ･田村/田西)→ ( ･劉､儒者/詩) Ｄ１６９４はくだい きんけい琴渓

麦袋( ･柴田) → ( ･柴田 ､神道家) Ｆ３６５０ばくたい はなもり しばた花守

白沢老人( ) → (昌 ･入江､国学者/歌) Ｉ４０５３はくたくろうじん まさよし昌喜 熹

伯達( ･小河) → ( ･小河/小川 ､儒者) Ｃ４９０２はくたつ りっしょ おがわ立所

伯達( ･二宮) → ( ･二宮､藩士/和算/地誌) Ｐ１５０９はくたつ かねよし兼善

栢太郎( ･堀家) → ( ･堀家 ､神職/国学) Ｊ２３２１はくたろう すけまさ ほりけ輔政

白淡亭( ) → ( ･志田､郷土史家) Ｇ４０１５はくたんてい まさのり正徳

D3657 ( ;法諱･雪心 ;道号､石華老人､俗姓;室田) 加賀の曹洞僧;白癡 はくち せっしん 1675ｰ174167歳

1687(13歳)大乗寺29世密山道顕門;出家得度､同寺31世益堂雲甫門;嗣法、



永伝寺･永平寺に住/自性寺･大黒寺を住持/1737(元文2)大乗寺36世;同寺に没､

｢石華老人戒説私記｣｢雪心白癡禅師語録｣著

伯知( ･阿閉) → ( ･阿閉 ､藩士/国学/尊攘)Ｈ３５０４はくち のぶたり あべ言足

白痴( ;号) → ( ;道号･元漢;法諱､黄檗僧)５１５３はくち れいちゅう嶺沖

伯雉( ;字･梅津) → ( ･梅津 ､藩士/軍学) Ｏ１５６０はくち かねただ うめづ金忠

莫知其斎( ) → ( ･昌谷 /原田､藩儒) Ｂ２４１４ばくちきさい せいけい さかや精渓

白茅生( ) → ( ･宇都宮/原田､儒者/教育)Ｅ４９２３はくちせい りゅうざん竜山

D3658 ( ;道号･梵淳 ;法諱) 室町期の臨済僧:京で修業/適庵法順門;法嗣、朴中 はくちゅう ぼんじゅん ?ｰ? 1434存

鎌倉瑞泉寺住持/伊豆国清寺住持､鎌倉円覚寺住持/建長寺住持､晩年;円覚寺海会庵退隠、

｢朴中和尚語録｣著､｢朴中和尚拾遺録｣

伯仲( ･滝川) → ( ･滝川､藩士/砲術/詩歌) Ｌ３１９４はくちゅう としあき俊章

博忠( ･池田) → ( ･池田 ､家老/歌人) Ｌ３７１５はくちゅう ひろただ いけだ博忠

伯長( ･鈴木) → ( ･鈴木 ､名主､儒/詩) Ｌ１９６０はくちょう こうりょう すずき交陵

白鳥( ･大村) → ( ･ ･大村､藩主/藩政改革)Ｄ２３９７はくちょう すみまさ すみよし純昌

白鳥山人( )→ ( ･堀 ､藩士/俳人) ４１８９はくちょうさんじん みじん ほり未塵

白苧花( ) → ( ･田内 /伴､歌人) Ｋ２０４３はくちょか さちこ たうち幸子

伯直( ･中井) → ( ･中井/井､商家/詩/狂歌)Ｇ３１７８はくちょく とうどう董堂

伯直( ･箕輪) → ( ･箕輪 ､天文家) Ｓ２１６２はくちょく しげまさ みのわ蕃昌

伯直( ･中島) → ( ･中島/中嶋 ､藩儒) Ｂ４７８２はくちょく よさい なかじま予斎

伯直( ･鷹見) → ( ･鷹見 ､家老/和漢学) Ｍ２４７８はくちょく せんせき たかみ泉石

D3659 ( ) 京西六条俳人;似船門､1691江水｢元禄百人一句｣目録入薄椿 はくちん ? ｰ ?

D3660 ( ;法諱) 万葉集歌3首307-9:久米若子の三穂の岩屋を見ての歌､博通法師 はくつうほうし ?ｰ ?

玉葉集2348/2349

[常磐なす岩屋は今もありけれど住みけるひとそ常なかりける](万葉;三308)

D3661 ( ) 江中期俳人､句帖遺稿数十冊を残す;柳居が整理、白汀 はくてい ? ｰ 1745

柳居宗阿らが3回忌追善｢醤甕覆｣1747(延享4)編刊

白彘( ･朝日) → ( ･朝日 ､藩士/儒者) Ｂ２１７８はくてい しげあき あさひ重章

栢庭( ･浅井) → ( ･浅井､藩士/儒者) Ｂ４００８はくてい まさあき政昭

伯亭( ･安原) → ( ･安原 ､藩儒) Ｋ４９０７はくてい りんかん やすはら霖寰

伯亭( ･守屋) → ( ･守屋 ､医者/詩文) Ｈ３１７８はくてい とうよう もりや東陽

伯亭( ･丹羽) → ( ･丹羽 ､商家/心学者) １２３３はくてい うじすけ にわ氏祐

伯鼎( ･宮本) → ( ･宮本 ､儒/折衷学) Ｋ１９４２はくてい こうそん みやもと篁村

伯鼎( ･岡井) → ( ･岡井､藩儒/詩人) Ｄ２４５４はくてい せきじょう赤城

柏亭( ･柏村) → ( ･柏村､神職/連歌/歌) ３２７６はくてい なおえだ直条

亭老人( ) → ( ･坂倉 ､詩人) Ｉ２６９１ばくていろうじん たんすい さかくら澹翠

D3662 ( ;字･細谷 ､藩医 陽 男) 江後期越後医者;父門/藩命で駿河内藤家侍医､伯迪 はくてき ほそや えいよう ?ｰ?

詩:｢南華堂小稿｣著

伯迪( ･藤野) → ( ･藤野 ､儒/蘭学) Ｈ１５７６はくてき かいなん ふじの海南

3611 ( ･右江 ､別号;渭北 /渭江/因角/時々庵/牡沖巣) 大阪俳人:淡々門･麦天 ばくてん みぎえ いほく 1703ｰ5553

江戸の2世青峨門､｢かべに耳｣評/｢むかし道｣/1740｢若俵｣編、

[十三夜千鳥の初音聞にけり]

幕天( ･柳河) → ( ･柳河/西村/栗本､洋学者)Ｋ２１２１ばくてん しゅんさん春三

D3663 ( ･石川 ) 越前丹生郡志津村の俳人:支考門､三国に住､伯兎 はくと いしかわ ? ｰ 1727

三国俳人昨嚢と交流､能書家､

1711支考｢山中 三笑｣入､1715(正徳5)｢菊の十歌仙｣編､｢冬の夜｣著､やまなか

[伯兎(;号)の名/通称/別号]名;孝勝、通称;弥三治､ 別号;碓坊/百栗荘

D3664 (白兎 ･仁木[二木] ) 尾張名古屋の薬種商/俳人:巴雀･白尼 門､白図 はくと にき はくに?ｰ1801( )80余歳

1762白尼に随伴し来訪の暁台を迎え入門;新風興起を促し暮雨巷一門の形成を援助、

暁台没後は/士朗門に属す､枇杷園長老として活躍､｢三日月集｣編､

1772暁台｢秋の日｣校;6句入､76几董｢続明烏｣1句/74美角｢ゑぼし桶｣1句入､



[今幾日 ありて又来 んむら紅葉](六吟歌仙発句;暁台･都貢･宰馬･子東･是誰)いくか こ

[白図(;号)の通称/別号]通称;治右衛門、別号;汐花 亭､桂葉下せきか

白兎( ･熊谷) → ( ･熊谷 ､医者/日記) Ｗ２１６１はくと しゅうう くまがい秋雨

白兎( ･寺島) → ( ･寺島 ､代官/俳人) Ｄ３６９８はくと はくや てらしま白也

伯登( ･渡辺) → ( ･渡辺､藩士/絵師/蘭学) １５８３はくと かざん崋山

伯兎( ･稲津/梁川)→ ( ･梁川 ､詩人) ２４０５はくと せいがん やながわ星巌

伯図( ･富田) → ( ･富田､藩士/医者/詩) Ｃ２６１９はくと たいほう大鳳

D3665 ( :号) 江戸中期大坂の絵師:法橋､1783｢宇奈為草紙｣画白桃 はくとう ? ｰ ?

D3666 ( ･鈴木 ､成義男/本姓;紀) 母;内海彦右衛門常富女､江戸の幕臣;白藤 はくとう すずき 1767ｰ185185

1788天守番/1800学問所勤番組頭､1812書物奉行/21免職:小普請､古書多蔵､

大田南畝･山崎美成･小林歌城と交流､妻;多賀谷源蔵安貞女､桃野の父､

1806｢鈴木叢書｣27｢漫抄｣編/29｢吉利斯督実記｣｢五月雨抄｣著/36｢御書籍目録｣編、

｢白藤詩草｣｢睡余随筆｣｢夢録｣｢篇什｣｢楓山書蔵邸抄｣著/外編著多､｢昌平茗談｣に逸話､

[白藤(;号)の名/字/通称/法号]名;成恭/恭/、字;士敬、通称;岩次郎、法号;仁信院

D3667 ( ･星霜庵 ) 江中期江戸の俳人:旨原門､白頭 はくとう せいそうあん ?ｰ?

1790師の13回忌追善集｢十三仏｣雪川･2世旨原らと共編､1776去留･雪淀｢風月集｣校･跋文、

俳諧を通じ出雲松江藩主の弟雪川・伊勢神戸藩主本多忠永(清秋)等大名家と交流、

特に陸奥八戸藩主南部信房(畔李/星霜庵2世)の庇護を受

白頭( ･稲毛､白頭老人)→ ( ･稲毛 ､国学者/歌) Ｆ４１６８はくとう みのる いなげ実

白頭( ･糟谷) → ( ･糟谷 /加須屋､藩士/国学)Ｗ２６４６はくとう たけふみ かすや武文

白頭( ･片岡) → ( ･片岡 /中村､国学/役人)Ｉ４１６９はくとう みちなが かたおか道長

白桃( ･河合) → ( ･河合 ､藩士/儒者) Ｉ１６４６はくとう きくせん かわい菊泉

伯棟( ･鍋島) → ( ･鍋島､藩主/詩歌) ３２７７はくとう なおえだ直条

白藤( ) → ( ;組連/雑俳;前句付) Ｇ２２６０はくとう しらふじ白藤

伯党( ･沢村) → (西坡 / ･沢村､藩士/儒) Ｃ２４７６はくとう せいは せいひ西陂

D3668 ( ;道号･梵意 ;法諱) 相模の臨済僧:義堂周信門/師の信頼を受､柏堂 はくどう ぼんい 1357ｰ143478

義堂の末期を看取る､信濃建福寺住持/1415(応永22)京相国寺24世/25南禅寺111世､

1368｢空華文集｣｢空華外集｣編､｢柏堂和尚語録｣著

D3669 ( ;道号･祖淳 ;法諱､初号;朴庵) 越中新川郡の臨済僧:朴堂 はくどう そじゅん 1381ｰ146787歳

新川郡吉祥寺の虚室祖白門;出家/のち嗣法､1436(永享8)京建仁寺153世住持、

1453南禅寺182世､退院後;東山常在寺･建仁寺興雲庵に住/晩年は帰郷;吉祥寺に没、

仏画に長ず､｢朴堂祖淳禅師語録｣著

D3670 ( ) 俳人;1693露川｢流川集｣3吟連句入;露川･支考と白堂 はくどう ? ｰ ?

D3671 ( ･小川 ､名;文卿､法橋杉山元瑞3男) 安藝広島医者;藩医小川通渓門、白堂 はくどう おがわ 1729ｰ180476

のちその養嗣子;広島藩の侍医;度々江戸に赴く､1794致仕､詩人､｢天行病治案｣著、

[白堂(;号)の字/別号]字;叔潤/敬元、別号;東郭/慎斎/休園

D3672 ( ) 大阪俳人;1776几董｢続明烏｣2句/76樗良｢月の夜｣入、白堂 はくどう ? ｰ ?

[あだし野に春も更け行く土筆 哉](続明烏;中139/嵯峨の埋葬地の晩春の景)つくし

D3673 ( ) 俄;1775｢未年俄選 ｣入白道 はくどう ひつじのとしにわかせん? ｰ ?

D3674 ( ･佐藤 雄/相和､字;飛卿/元達) 1830-44頃信州儒者/詩人､松島北渚と交流､栢堂 はくどう さとう ?ｰ?

1834｢佐藤雄詩稿｣/40｢佐藤相和詩稿｣/｢都能保梨廼爾｣著､｢栢堂遺稿｣

栢堂( ･村田) → ( ･村田､藩士/和算家) Ｄ２９９４はくどう つねみつ恒光

栢堂( ･明石) → ( ･明石 ､藩士/兵法家) Ｇ４７６０はくどう よしひろ あかし慶弘

白堂( ) → ( ､木喰行者) Ｅ３７７１はくどう びゃくどう白堂

白堂( :号) → ( :法諱､真宗大谷派学僧) Ｊ２６２９はくどう だいえん大円

白堂(璞堂 ･栗田)→ ( ･栗田 ､商家/歌人) Ｏ２４１０はくどう せんれい くりた千嶺

白道( :号) → ( ;法諱･子潤､真宗僧) Ｄ１３４７はくどう えうん慧雲

白道( ･釈:法名) → ( ､真宗僧/狂歌) Ｇ２１１８はくどう しゃくしじょうぎ釈氏定規

柏堂( ･林 ) → ( ･林 ､大庄屋/海防策) Ｌ３１２９はくどう はやし とくのり はやし徳則

柏堂( ) → ( ･毛利､藩主/俗謡作) Ｉ３２０７はくどう なりひろ斉煕



柏堂( ) → ( ･林 ､儒者) Ｄ１４０４はくどう おくざん はやし屋山

伯道( ･一松) → ( ･一松 /松/淡海､儒者)Ｊ２４９５はくどう せきおう ひとつまつ昔桜

伯道( ･三木/木) → ( ･寺崎､儒/詩) ５１３７はくどう れいしゅう洲

伯道( ･村山) → ( ･村山 ､旅籠屋/儒者) Ｃ１７５１はくどう くどう むらやま矩道

伯道( ･跡部/武田)→ ( ･武田耕雲斎､藩士/天狗党)４０１６はくどう まさなり正生

博道( ･六角) → ( ･六角 ､廷臣/有職家)Ｍ３７３０はくどう ひろみち ろっかく博道

璞堂( ･島崎) → ( ･島崎､庄屋/国学者) Ｃ４０２９はくどう まさき正樹

白檮園( ) → ( ･富田､役人/国学/詩歌) Ｌ２４０３はくとうえん せっさい節斎

白檮園( ) → ( ･千葉､国学/歌人) １５７１はくとうえん かどの葛野

白檮園( ) → ( ･青木 /宗岡､歌人) Ｇ４６４５はくとうえん ゆきもり あおき行敬

白藤軒( ) → ( ･北風 ､商家/歌人) Ｃ４２２８はくとうけん むらみち きたかぜ村盈

白藤子( ) → ( ･内藤義泰､藩主/歌/俳人)３８５５はくとうし ふうこ風虎

白檮舎( ) → ( ･中江､国学者) Ｊ２８５５はくとうしゃ ちわけ千別

白藤子( ) → ( ･内藤､藩主/歌/俳人) ３８５５はくとうし ふうこ風虎

白童子( ) → ( ･伊藤､国学/俳人) Ｂ４８７２はくどうじ らんぎゅう嵐牛

白頭子柳魚( )→ ( ･駅亭､歌舞伎･合巻作者)Ｆ１９８７はくとうしりゅうぎょ こまんど駒人

白檮之生園( )→ ( ･森田 ､神職/歌人) Ｄ４１９１はくとうのせいえん みつつね もりた光尋

白檮屋( ) → ( ･坂部 /渡辺､商家/国学)Ｐ４０９８はくとうや まさもと さかべ政幹

柏藤林人( ) → ( ･後藤 ､郷土史家) Ｅ４４４１はくとうりんじん もとむら ごとう基邑

白頭老人( ) → ( ･稲毛 ､国学者/歌) Ｆ４１６８はくとうろうじん みのる いなげ実

白禱老人( ) → ( ･神吉 ､本陣主人/国学)Ｇ３７８９はくとうろうじん ひろのり かんき弘範

白兎園( ･風葉) → (初世 ･中川､両替商/俳人)Ｃ２５２５はくとえん そうずい宗端

白兎園(2世 ) → (2世 ･広岡､藩士/俳人) Ｉ２５１２はくとえん そうずい宗端

白兎園(3世 ) → (3世 ･松井､俳人) Ｉ２５１３はくとえん そうずい宗端

白兎園(6世 ) → ( ･中島､幕臣/俳人) Ｄ２８６２はくとえん ちくどう竹道

伯徳( ･望月/伴) → ( ･伴 ､漢学者/藩儒) Ｅ３１６１はくとく とうざん ばん東山

伯徳( ･小山) → ( ･小山 ､国学者) Ｎ２６５７はくとく たかやす こやま敬容

伯徳( ･杉崎) → ( ･杉崎 ､儒者) Ｅ３０１５はくとく てんねん すぎさき天年

博篤( ･水森) → ( ･水森 ､商家/国学) Ｌ３７３８はくとく ひろあつ みずもり博篤

白徳翁( ) → ( ･隼士 ､俳人) Ｃ２９６４はくとくおう つねとき はやと常辰

D3675 ( ･4世竹田近江) 3世竹田近江の弟/兄を継承;大阪浄瑠璃竹本座本､白徳斎 はくとくさい ?ｰ?

江中期大阪の興行界の実力者/正式に受領しないまま4世近江(清一)に座を譲渡、

1759｢倒冠雑誌｣著(;座本事情)、

[白徳斎(;号)の通称] 平助/平介/近江

白得堂( ) → ( ･生野､儒者) Ｋ４９３０はくとくどう りんさい臨犀

白兎山人( ) → (2世 ･広岡/菅､藩士/俳人)Ｉ２５１２はくとさんじん そうずい宗瑞

D3676 ( ) 江戸俳:芭蕉門､1680芭蕉｢桃青門弟独吟二十歌仙｣入白豚 はくとん ? ｰ ?

伯敦( ･小林) → ( ･小林 ､医者) Ｒ２６５２はくとん たつ こばやし辰

白南( ･養宇) → ( ;法諱･養宇 ､僧/国学)Ｕ３１７０はくなん とくしょう かいや徳称

D3677 ( ･武藤 ､巴雀男) 尾張名古屋両替町の俳人:父門/五条坊三径(木児)門､白尼 はくに むとう 1709ｰ92

1747柳几と奥羽行脚/48立机/父没後継承し毎年歳旦帖を出版/也有の後見役､

名古屋俳壇の大御所､仮名詩人､1748｢三秋句合｣49｢二笈集｣54｢俳諧春興朗詠集｣編､

1755｢春興続朗詠集｣56｢続後朗詠集｣編､58｢水芙蓉｣64｢蝉時雨｣編/83｢桂の穐 ｣著、あき

1784｢百蓮会集｣著､｢たけの春｣｢浦の春｣｢ の旦｣編､｢俳諧蓮の光｣著､外編著多数､しゅう

[夜遊びの目蓋 におもし朧月](春興朗詠集)、まぶた

[白尼(;号)の別号]菊兎(;初号)/夜話亭/蓮阿坊/仏狂子/羽衣館､

D3678 ( ･小島 ､小島久兵衛弘能[号;沾緑]男) 信濃上田の鋳物師/俳人:父門、麦二 ばくに こじま 1732ｰ181079

1767上田訪問の加舎白雄の紹介で白井鳥酔門/鳥酔没後は白雄門､能書家;平林東嶽門､

1749｢寛延己巳歳旦帖｣66｢蓑の露｣67｢明和丁亥歳旦帖｣著､半古･玉馬･路虹の父､

[麦二(;号)の幼名/名/通称/別号]幼名;岩之助、名;弘文、通称;久兵衛、



別号;橘中庵/橘井居/無事斎、屋号;鍋屋、法号;而覚麦二居士

柏日庵( ) → ( ･今日庵､元夢門俳人) Ｄ４９９７はくにちあん りゅうさ立砂

泊如( ;道号) → ( ;法諱･泊如､真言僧) Ｂ１２１９はくにょ うんしょう運敞

伯任( ･栗原) → ( ･栗原､幕臣/故実家) ３５１５はくにん のぶみつ信充

伯仁( ･芳野) → ( ･芳野 ､儒者) Ｂ３８６２はくにん ふくどう よしの復堂

伯仁( ･富川) → ( ･富川 ､儒者) Ｉ１８２８はくにん げんがく とみがわ玄嶽

伯仁( ･竜) → ( ･竜 ､儒者) Ｌ２０８８はくにん さんが りゅう三瓦

伯仁( ･浜地) → ( ･浜地 ､庄屋/詩/画) Ｂ４７０５はくにん ようざん はまじ庸山

博仁( ;法諱) → ( ;法諱､本願寺派学僧) Ｊ４９６１はくにん りょうゆう了祐

伯寧( ･南川) → ( ･南川 ､藩儒/医) Ｓ２２５３はくねい しょうざん みなみかわ蒋山

白嚢子( ･蒲生) → ( ･蒲生 ､医/儒者) Ｈ２４３１はくのうし せいあん がもう精庵

( )(2人)伯卿女 はくのきょうのむすめ

→ ( ､源顕仲女､歌人) Ｄ３６７９伯女 はくのむすめ

河( ･待賢門院､源顕仲女､歌)Ｅ３９８２→ 堀 ほりかわ

伯母( / ) → ( ､高階成順女) ４５２２はくのはは はくぼ やすすけおうのはは康資王母

D3679 ( ､神祇伯源顕仲 女) 散位源重通の妻妾､歌人1128顕仲西宮住吉社歌合参､伯女 はくのむすめ あきなか ?ｰ?

1128南宮･住吉社歌合参加;夫の源重道(重通)も参加､勅撰3首;金葉(177/512)詞花(360)、

[もろともに草葉の露のおきゐずはひとりや見まし秋の夜の月]

(金葉;三秋177/閑見月/置きに起きを掛る)、

堀河[伯女 ]･大夫典侍･兵衛らの姉? → ( ･源)１０７６はくじょ あきなかのむすめ顕仲女

D3680 ( ) 伊賀の俳人;白馬 はくば ? ｰ ?

再形庵で原書｢三冊子｣を書写;1778石馬に貸す:石馬本と称される

白梅園( ) → ( ･青木､俳人/浮世草子) ５２０４はくばいえん ろすい鷺水

白梅園( ) → ( ･村上 ､俳人) Ｍ２２２７はくばいえん じょぎょう むらかみ徐暁

白梅園( ) → ( ･戸川 ､俳人) Ｌ２４３５はくばいえん せつねん とがわ雪年

白梅居( ) → ( ･武藤 ､天文暦算) Ｂ３２６０はくばいきょ なおたつ むとう直達

白梅居( ) → ( ･山本 ､絵師) ３６５３はくばいきょ ばいいつ やまもと梅逸

白梅居( ) → (在雄/蟻雄 ･新井 ､国学)Ｃ１０３１はくばいきょ ありお あらい有雄

白梅軒( ) → ( ･山口 ､神道･随筆家)Ｆ４６７４はくばいけん ゆきみつ やまぐち幸充

白柏舎( ) → ( ･里見 ､神職/国学) Ｕ１６４３はくはくしゃ きよたみ さとみ清民

麦々舎( ) → ( ･塚田､養蚕業/俳人)Ｂ４７６８ばくばくしゃ よえもん与右衛門

麦泊亭( ) → ( ･観水堂､草双紙作者) Ｑ２２７６ばくはくてい じょうあ丈阿

白搏老人( )→ ( ･神吉 ､本陣主人/国学)Ｇ３７８９はくはくうろうじん ひろのり かんき弘範

白馬山人( ) → ( ･小笠原､儒者/尊攘論) Ｅ１８７０はくばさんじん けいさい敬斎

白馬洲復明堂主人( )→ ( ;法名･馬嶋､眼科医)Ｆ１３２７はくばしゅうふくめいどうしゅじん えんにょ円如

白髪庵( ) → ( ･園田､俳人) Ｃ３００７はくはつあん てきふう荻風

白髪山樵( )→ ( ･壬生 ､与力/篆刻家) ２３７６はくはつさんしょう すいせき みぶ水石

白髪山樵( ))→ ( ･本山 茂任､藩士/神職)Ｍ４９３０はくはつさんしょう りゅうたく もとやま竜沢

白髪小児( ) → ( ･細川 /広瀬､篆刻家/詩人)Ｋ４９２７はくはつしょうじ りんこく ほそかわ林谷

白髪書生( ) → ( ･稲村/海上/松井､医/蘭学)Ｅ２０６３はくはつしょせい さんぱく三伯

D3681 ( ･宮田 ､別号:一炊庵) 江後期大坂の俳人:紹廉門?/京の岡崎住､泊帆 はくはん みやた ?ｰ?

1791(寛政3)｢万翁発句集｣編/76｢万翁追悼集｣編/1804｢天下白｣編

一炊庵宮田南陽の一族→ ( ･宮田､19ct初俳人) ３２４７南陽 なんよう

麦飯仙( ､麦飯眞人)→ ( ;法諱､真言僧/国学)Ｋ１５４６ばくはんせん かくほう覚峰

D3687 ( / ) 日野俳人;1691江水｢元禄百人一句｣目録入白賁 はくひ はくふん ? ｰ ?

D3682 ( ･服部 /修姓;服､中西平次右衛門2男) 摂津西宮神社神職(祝人)の家の生、白賁 はくひ はっとり 1714ｰ67

1714(正徳4)父が神社内紛に連座;追放/一家で摂津池田に移住､儒;田中桐江門、

儒者;江戸の服部南郭門､南郭の2人の息子相次ぎ没;1753(宝暦3)末娘登免子の入婿、

服部家を継嗣､詩人､大阪で講説業､村田春海の師､

歌集;｢蹈海集｣｢蹈海集拾遺｣著/｢赤水漫録｣｢白賁埜雑録｣著､



[白賁(;号)の名/字/通称/別号]名;元雄、字; ､ 通称;多聞/多門、仲英なかひで

とうかい別号;蹈海

D3683 ( ;号･田中 /本姓;源､名;耕/字;惟善) 漢学者/易学:新井白蛾門､白賁 はくひ たなか 1739ｰ71早世33

1769｢非白蛾辨｣､｢経世書図解｣著､通直の兄

白賁( ;号) → ( ;法諱､天台僧) Ｌ２１１０はくひ じゅんしょう順性

白賁( ･樋口) → ( ･樋口 ､儒者) Ｅ２８７９はくひ ちつざん ひぐち秩山

白賁( ･市瀬) → ( ･市瀬 ､和算家) Ｏ１９６１はくひ これなが いちせ惟長

伯皮( ･吉田) → ( ･吉田 ､藩医･儒者) Ｘ２１２９はくひ しゅうさい よしだ周斎

伯斐( ･木内) → ( ･木内 ､医者/本草家) Ｂ４００１はくひ まさあき きうち政章

伯( ･上田) → ( ･上田 ､儒者/教育) Ｌ１６５４はくひ きてい うえだ淇亭

伯飛( ･土屋) → ( ･土屋､藩士/歌人) Ｇ２６６８はくひ ためかた為雄

白眉( ･岡崎) → ( ･岡崎/竹内､俳人) Ｍ２４１４はくび せんけい千兮

白美( ･野本) → ( ･野本 ､儒者/詩) Ｃ３６９０はくび はくがん のもと白巌

伯美( ･福田/木下)→ ( ･木下 ､医/狂詩) ３６５０はくび ばいあん きのした梅庵

伯美( ･菅谷) → ( ･菅谷 ､藩士/儒者/詩) Ｅ１６９８はくび きうん すがや帰雲

伯美( ･山路) → ( ･山路 ､儒者) Ｋ１６３８はくび きこく やまじ機谷

白賁園( ) → ( ･人見/小野/野､儒者)Ｅ３９０２はくひえん ぼくゆうけん卜幽軒

D3684 ( ･秋山 /本姓;鈴木､名;勝鳴 /固､秋山道貫斎5男) 父は藩儒、白賁堂 はくひどう あきやま かつなり 1798ｰ187477

代々磐城白河藩士の家/儒;広瀬蒙斎門､1820白河立教館学頭/23昌平黌入;尾藤二洲門､

1823藩主松平定永の伊勢桑名転封;1827帰藩;藩主定猷および世子定敬の侍講･侍読､

1857桑名藩校立教館教授/佐幕思想;藩内に影響､致仕後;本姓の鈴木に改姓､

｢前脩録｣｢前脩附録｣｢白賁堂経説｣｢白賁堂文鈔｣｢白賁堂詠藻｣｢白賁堂詩鈔｣著、

[白賁堂(;号)の字/通称/別号]字:叔先、通称;五郎吉/五郎治、

別号;蝸庵/三友/無所為/三無/ 外史/恕闇居士/清風ねいこう

伯表( ･田辺) → ( ･田辺 ､書家/篆刻) Ｈ１８４９はくひょう けん たなべ憲

J3651 ( ･木原きはら/本姓;穂積) 江後期;歌人、白敏 はくびん ?ｰ?

1858蜂屋光世｢大江戸倭歌集｣入､

[ (鵙 )のゐる黄櫨 の立枝をしるべにてなほ尋ねみん野辺のもみぢ葉]、鶪 もず はじ

(大江戸倭歌;秋977/尋紅葉)

伯敏( ･橋本) → (曹吉 ･橋本､蘭学/蘭医) ２５９８はくびん そうきち宗吉

白浜鷗( ) → ( ･吉田 ､藩士/絵師) Ｌ２５１４はくひんおう ぞうたく よしだ蔵澤

伯夫( ･新井) → ( ･新井 ､歌人/蔵書家) Ｎ４０２３はくふ まさかた あらい政毅

D3685 ( ･広瀬 ) 播磨姫路の人?/俳人;1692才麿｢椎の葉｣3句入、柏風 はくふう ひろせ ? ｰ ?

[いつとなく峰まで登るつゝじ哉](椎の葉;98/花にひかれてついつい峰の上まで登る)

D3686 ( ･林 ) 美濃長良の富豪/俳人､泊楓 はくふう はやし ? ｰ 1733

追善集;1735｢父の道｣(嗣子有琴 編)ゆうきん

白鳧子( ) → ( ･酒井､絵師/俳人､諸芸) ３９１３はくふし ほういつ抱一

白賁( → ;号) → ( ;法諱､天台僧) Ｌ２１１０はくふん はくひ じゅんしょう順性

博文( ･藤原) → ( ･藤原､廷臣/漢学/詩人) Ｈ３７０７はくぶん ひろふみ博文

白文庫( ) → ( ･土田､村役/俳人) Ｄ２８５６はくぶんこ ちくどう竹童

D3688 ( ) 絵師;1785千差万別の洒落本｢無駄酸辛甘 ｣画白壁 はくへき むださんしんかん? ｰ ?

白鞭( ･村上) → ( ･村上 ､篆刻家) Ｋ２４４３はくべん せきでん むらかみ石田

白甫( ･牧野) → ( ･牧野 ､藩主) Ｆ２６０２はくほ ただきよ まきの忠精

白甫(伯甫 ･北山) → ( ･北山 ､儒者/医者) Ｅ２１５５はくほ しちそう きたやま七僧

伯保( ･奥村) → ( ･奥村 ､暦算家) Ｓ２２６１はくほ じょうざん おくむら城山

伯輔( ･神林) → ( ･神林 ､藩士/儒者) Ｂ３８５８はくほ ふくしょ かんばやし復所

博甫( ･平沢) → ( ･平沢 ､卜占家) Ｆ２３１５はくほ ずいりゅう ひらさわ随竜

博甫( ･菊池) → ( ･菊池 ､藩士/儒者) Ｉ２４１０はくほ せいこう きくち西皐

伯母( ) → ( ､高階成順女) ４５２２はくぼ やすすけおうのはは康資王母



D3689 ( ･三田 ､別号;風琴子) 江戸の俳人;露言門/のち嵐雪門､白峰 はくほう みた 1672ｰ174372歳

三周忌追善集｢黙止｣(巻石ら編/紀逸序/楼川跋)

D3690 ( ) 江戸の俳人;1707風雲子｢つげのまくら｣百韻参加白鳳 はくほう ? ｰ ?

D3691 ( ;法諱･智顔 ;道号) 信濃の曹洞僧;北佐久郡常林寺8世住職､白逢 はくほう ちがん 1696ｰ178792歳

1764｢国朝二十四流稽疑｣/70｢事類雑糅｣､｢永平寺高祖年譜偈註解｣著

D3692 ( ･青山 ､名;豊秀/字;子漁) 江中後期明和･文政1764-1830頃幕臣､｢明和誌｣著､白峯 はくほう あおやま ?ｰ?

秀堅 の養父ひでかた

白峰( ･人見) → ( ･人見､幕臣/儒者/詩) Ｋ２４８８はくほう せっこう雪江

伯方( ･上条) → ( ･上条 ､与力/国学)Ｄ４９３４はくほう りゅうきょ かみじょう柳居

伯邦( ･市野) → ( ･市野 ､質商/儒者) ４３００はくほう めいあん いちの迷庵

伯鳳( ･小山) → ( ･小山､国学/儒者) Ｆ２６１１はくほう ただし儀

伯鳳( ･宮本) → ( ･宮本 /宮､絵師) Ｄ１７６６はくほう くんざん みやもと君山

伯楙 ･本多) → ( ･本多 ､藩儒官) Ｔ２１４９はくぼう しさい ほんだ思斎

伯懋( ･池尻/井上)→ ( ･池尻/井上､藩士/勤王家) ２９９９はくぼう つとむ懋

伯望( ･松村) → ( ･松村､絵師/俳人) Ｂ１８０４はくぼう げっけい月渓

博房( ･吉田) → ( ･吉田 ､医者/儒/詩歌)Ｄ２８９６はくぼう ちくれい よしだ竹嶺

博房( ･万里小路)→ ( ･万里小路 ､廷臣;尊攘派)Ｈ３７０６はくぼう ひろふさ までのこうじ博房

白峰山人( ) → ( ･田中 ､儒者/詩文) Ｅ４７５９はくほうさんじん よしちか たなか義近

博望舎( ) → ( ･池上､名主/開墾/殖産) Ｆ４６０９はくぼうしゃ ゆきとよ幸豊

白鳳明( ) → ( ･池田､藩士/俳人) Ｏ１５３２はくほうめい かなめ要人

J3602 ( ) 江前期江戸俳人;1691不角｢二葉之松｣入白木 はくぼく ? ｰ ?

[身は江戸に心は富士を越 ゆる亭 ](二葉之松426/前句;名残惜しさよ月の入り際 )こ ちん ぎは

薄墨庵( ) → ( ･橋井 ､俳人) Ｂ５２７１はくぼくあん ろしゅう はしい鷺秋

薄墨社( ) → ( ･中西/大中臣､神職/歌) Ｂ３７３８はくぼくしゃ ひさつぐ久受

麦保堂( ､麦保舎)→ ( :号･杉木宗太夫､俳人) Ｍ２２４１ばくほどう じょし如之

伯本( ･小野) → ( ･小野､豪農/藩政改革/歌人)２９９８はくほん つとむ務

薄本( ･石黒) → ( ･石黒 ､国学者) Ｊ４４２３はくほん もりとし いしぐろ守稲

白梵庵( ) → ( ･榎本､俳人) Ｅ３６４８はくぼんあん ばしゅう馬州

白凡斎( ) → ( ･蒔田 ､詩文/仏道) Ｄ１２８１はくぼんさい うんしょ まきた雲処

D3693 ( ･小池 ､別号;嚢庵/三芹) 江戸の俳人:蓼太門/雪中庵執事､白麻 はくま こいけ ?ｰ?

｢梅の花｣｢歳旦｣編､1786-7｢探荷 集｣二･三編､1772几董｢其雪影｣2句入;たんか

[栗飯もゆかしき色や菊の宿](其雪影)

( );江戸幕末期活躍の３人の[舟]の付く幕臣幕末三舟 ばくまつのさんしゅう

→ ( ･勝､兵学) Ｉ１５７１海舟 かいしゅう 1823ｰ98

→ ( ･高橋､槍術) Ｂ３０１２泥舟 でいしゅう 1835ｰ1903

→ ( ･山岡､剣術) Ｃ３０４３鉄舟 てっしゅう 1836ｰ88

( ); 江戸幕末期の３人のすぐれた書家幕末三筆 ばくまつのさんぴつ

→ ( ･巻 ) Ｈ４９４２菱湖 りょうこ まき 1777ｰ1843

→ ( ･貫名 ) １５９１海屋 かいおく ぬきな 1778ｰ1863

→ ( ･市河) ３９０１米庵 べいあん 1779ｰ1858

伯丸( ･東久世) → ( ･東久世 ､廷臣/歌) Ｋ４１２２はくまる みちいさ ひがしくぜ通庸

白満( ･木部) → ( ･木部 ､旅籠屋/歌人) Ｊ３７１９はくまん ひさかず きべ久品

D3694 ( ) 雑俳;1765丸窓｢豆鉄炮｣巻末に眞先天満宮奉納句撰入白妙 はくみょう ? ｰ ?

白明( ･月海;道号)→ ( ･白明:法諱､臨済僧/赤穂義士記録)Ｇ１８９０はくみょう げっかい月海

D3695 ( ;字･南部 ､名;彝､養伯男) 周防三田尻医:小石元俊門、伯民 はくみん なんぶ 1770ｰ182354

儒;淇園門/詩;茶山門､松平定信の侍医､1802｢技療録｣22｢難病治験方｣編､｢唇舌明鑑｣著

[伯民(;字)の号]号;竜門/積善堂

伯民( ･清水/源) → ( ･清水､篆刻/書) Ｄ１５４８はくみん がんおう頑翁

伯民( ･会沢) → ( ･会沢､儒/詩人) Ｂ２４９１はくみん せいしさい正志斎

伯民( ･安達) → ( ･安達 ､儒/詩歌) Ｃ３５５５はくみん のぶなが あだち舒長



伯民( ･竹野 → ( ･竹野 ､医/天文/詩人)Ｇ３６３１はくみん はるくに たけの) 治邦

伯民( ･柳沢) → ( ･柳沢 ､儒者) Ｍ２２９９はくみん しりょう やなぎさわ芝陵

伯民( ･富川) → ( ･富川 ､儒者) Ｉ１８２８はくみん げんがく とみがわ玄嶽

伯民( ･会沢) → ( ･会沢 ､儒者/尊攘)Ｂ２４９１はくみん せいしさい あいざわ正志斎

白夢山人( ) → (2世 ･平尾､俳人) Ｉ２１０８はくむさんじん しゅうちく周竹

D3696 ( ;通称･根本 ､字;子来) 下総結城藩医(代々藩の本道医師を務める)､伯明 はくめい ねもと ?ｰ? 1853存

本道医学のほか蘭学を修学;町人の種痘を実施､俳諧を嗜む､教明の父､

1850｢懐胎養生訓｣､｢産科必要｣著､

D3697 ( ･滝川 ､俊徳､通称久三郎､晩翠男) 備前の兵学者;父門､｢陽湖叢録｣著伯明 はくめい たきがわ ?ｰ?

伯明( ･古宇田) → ( ･古宇田 ､医者) Ｐ３１８８はくめい ともつね こうだ知常

伯明( ･中林) → ( ･中林 ､絵師/詩歌) Ｄ２８６０はくめい ちくどう なかばやし竹洞

伯明( ･長沢) → ( ･長沢 ､藩士/馬術) Ｋ２４２１はくめい せきじょう ながさわ赤城

白面書生( )→ ( )Ｂ１２４６はくめんのしょせい うつけたどんたろうがばっそんはくめんのしょせい身空田鈍太郎末孫白面書生

白毛舎万守( )→ ( ･白毛舎､狂歌) Ｋ４０６３はくもうしゃまんしゅ まんしゅ万守

麦門堂( ) → ( ･遠藤 ､藩士/俳人) ３６９９ばくもんどう はいきょう えんどう俳狂

( );加舎 白雄 門下の８人のすぐれた俳人白門八弟子 はくもんのはちていし かや しらお

→ ( ･常世田 ) Ｊ２８０９長翠 ちょうすい とこよだ

→ ( ･鈴木/村上) ４１１５道彦 みちひこ

→ ( ･万屋) Ｄ４５５６保吉 やすよし

→ ( ･建部) ２５１７巣兆 そうちょう

→ ( ･川村) ２４１１碩布 せきふ

→ ( ･美濃口) ２１５７春鴻 しゅんこう

→ ( ･倉田) Ｃ１５４４葛三 かつさん

→ ( ･宮本､古慊/虎杖) Ｅ３０２５天姥 てんぼ

D3698 ( ･寺島 ､夏蕉男) 越後椎谷藩領信濃高井郡六川村大庄屋;1817家督嗣、白也 はくや てらしま 1801ｰ7878

のち代官に昇格､俳人:父と共に一茶門､画;栗洲号､能･謡曲･華道･茶道に通ず､

1826｢羅浮清話｣､47｢弘化四丁末日記｣､｢山茶花日記｣著､追善集｢月の俤｣(1895刊)、

[白也(;号)の名/通称/別号]名;本昆/本毘、通称;禅六郎/善兵衞、

別号;白兎/栗洲/竹素園/歴木園/遠洞湖

白野( ･今西) → ( ･今西､神職/医者) Ｂ２２９４はくや しょうりつさい正立斎

伯埜( ･七尾) → ( ･七尾 ､紀行文) ３５７５はくや のぶあき ななお宣陽

白也苑( ) → ( ･渡辺/石井､藩士/俳人) Ｂ１４４６はくやえん おくう屋烏

博約堂( ) → ( ･岡 ､医者) Ｆ１８２２はくやくどう けいあん おか敬安

D3699 ( ) 俳人､1680須磨寺案内記｢福原鬢鏡 ｣一風と共編博宥 はくゆう びんかがみ? ｰ ?

E3600 ( ) 絵師;挿画/1794紫暁｢歩月の章｣画白猷 はくゆう ? ｰ ?

博右( / ? ?･藤原)→ ( ･藤原､歌人) Ｄ３６０３はくゆう ひろみぎ ひろすけ はくこ博古

伯囿( ･島津) → ( ･島津､藩主､いろは歌作)Ｍ２６９５はくゆう たかひさ貴久

伯有( ･湯浅) → ( ･湯浅 ､藩士/詩人) Ｄ１０７３はくゆう あきのぶ ゆあさ明信

伯有( ･星野) → ( ･星野 ､藩士/儒者) Ｈ１５７８はくゆう かつさん ほしの葛山

伯由( ･松浦/林)→ (2世 林 ､医者) Ｄ１３１９はくゆう えいてつ ならばやし栄哲

伯友( ･小橋) → ( ･小橋 ､藩士/儒/尊攘)Ｊ１９９７はくゆう こうすい こばし香水

伯友( ･神) → ( ･神 ､医者/儒者) Ｏ２２５３はくゆう しんさい じん晋斎

伯猶( ･杉本) → ( ･杉本/中臣/伊野原/三神､神職)Ｈ２０４０はくゆう さこん左近

伯猷( ･沢田) → ( ･沢田 ､儒者/詩人) Ｈ２４２６はくゆう せいあん さわだ静庵

伯融( ･蟹江) → ( ･蟹江 ､藩士/儒者) Ｈ１５７４はくゆう かんゆう かにえ観遊

伯熊( ･熊沢) → ( ･熊沢 ､儒者/国学) Ｏ１９１５はくゆう これおき くまざわ惟興

白雄( ･千葉) → ( ･千葉 ､神職/地誌故実)Ｅ１０６６はくゆう あつたね ちば篤胤

白雄( ･加舎) → ( ･加舎 ､俳人) ２２１４はくゆう しらお かや白雄

E3601 ( ) 俳人､1767[誹諧十寸鏡 ｣万玉齋と共編白楡軒 はくゆけん ますかがみ? ｰ ?

I3690 ( ､上人) 浄土宗天性寺僧､伝不詳､1666行風｢古今夷曲集｣入、白誉 はくよ ? ｰ ?



[目の鞘も大豆 の鞘をもはづしつゝ見食ふぞ月を賞翫 のかげ](古今夷曲;三)まめ しやうくわん

(詞書｢十三夜｣､9月13夜は豆明月で枝豆を食べる)

単阿と関係があるか?不明

白誉( ;法諱) → ( ;法諱､浄土僧) Ｔ２６１３はくよ たんあ単阿

白誉( ･本蓮社) → ( ;法諱､浄土僧) Ｙ２１０９はくよ しゅうどう秀道

伯余( ･下河) → ( ･下河 ､藩士/儒者/詩)Ｉ３１１１はくよ とうり しもかわ東里

伯( ･三田村) → ( ･三田村 /藤原､儒/詩人)Ｃ４８０９はくよ らんこく みたむら蘭谷

J3613 ( ) 江前期武州忍の俳人;1693不角｢一息｣入、白楊 はくよう ? ｰ ?

[蛇 になれど女心に身を爪 り](一息/前句;脇目もふらず追いかけて行く)じゃ つめ

(清姫も女だから途中で己の所業を反省し我が身をつめったかもしれない)

(諺;我が身つめって人の痛さを知れ)

J3617 ( ) 江前期俳人;1695不角｢昼礫 ｣入柏葉 はくよう ひるつぶて? ｰ ?

伯陽( ･唐牛 )→ ( ･唐牛､儒者/詩) Ｅ３１９５はくよう からうし とうしゅう東洲

伯陽( ･仁井田) → ( ･仁井田 ､儒者/地誌) ３２４８はくよう なんよう にいだ南陽

伯陽( ･茅根) → ( ･茅根 ､藩士/儒者) Ｒ１５８２はくよう かんりょく ちのね寒緑

伯陽(伯楊 ･沢村)→ ( ･沢村/沢､儒者/兵学) Ｅ１６１４はくよう きんしょ琴所

伯陽( ･小野) → ( ･小野 ､官人/儒/詩歌) Ｏ４０１８はくよう まさはる おの政春

伯陽( ･雨森) → ( ･雨森 ､朝鮮外交/詩文)３９５６はくよう ほうしゅう あめのもり芳洲

伯陽( ･壺井) → ( ･壺井 /山本､役人/国学)Ｑ４０９８はくよう ますはる つぼい益春

伯曄( ･土屋) → ( ･土屋 ､藩医/儒者) Ｃ４８５５はくよう らんしゅう つちや藍洲

伯庸( ･国友) → ( ･国友 ､藩士/儒者) Ｅ２４８１はくよう ぜんあん くにとも善庵

伯庸( ･池永) → ( ･池永 ､藩士/歌人) Ｎ４０５４はくよう まさのり いけなが祇徳

伯養( ･箕輪) → ( ･箕輪 ､天文家) Ｓ２１６２はくよう しげまさ みのわ蕃昌

伯養( ･二山) → ( ･二山 ､儒者) Ｄ２１９１はくよう じしゅうどう ふたやま時習堂

伯養( ･中井) → ( ･中井 ､絵師) Ｃ４８０４はくよう らんこう なかい藍江

伯養( ･松田) → ( ･松田 ､俳人) Ｎ２８５４はくよう ちょうしょう まつだ聴松

伯羊( ･香川) → ( ､香川 ､藩士/詩人) Ｍ１９４５はくよう ごこく かがわ午谷

伯鷹( ･中山) → ( ･中山/藤原､儒者/詩) Ｓ２２６０はくよう じょうざん城山

伯鷹( ･三宅) → ( ･三宅 ､商家/国学) Ｚ２６７１はくよう たかもと みやけ高翰

泊養( ･鍋島) → ( ･鍋島 ､藩主/歌人) Ｃ３２９０はくよう なおよし なべしま直能

柏葉(白葉 ･梅津)→ ( ･梅津､家老/兵法家) Ｑ２６９７はくよう ただむね忠致

柏葉( ･矢野) → ( ･矢野/早川､藩士/地誌) Ｍ１５２３はくよう かずさだ一貞

柏葉軒( ) → ( ･山本 ､俳人) Ｄ２５６６はくようけん そげつ やまもと祖月

白蓉軒桂谿(白容軒桂谿 )→ ( ･白蓉軒､歌僧)１８４７はくようけんけいけい けいけい桂谿

柏葉主人( ) → ( / ･吉川 ､神道家)１９４８はくようしゅじん これたる これたり よしかわ惟足

伯翼( ;字･清水) → ( ･清水 ､詩人) Ｊ３２１２はくよく なんざん しみず南山

E3602 (麦蘿 ･岩間 ､名;清馨､別号;隣々舎) 陸前刈田郡の修験僧;白石千手院住職､麦羅 ばくら いわま ?ｰ1787

権大僧都/法印､俳人:1804遺稿集｢麦羅念仏｣(門人停月庵鬼子[片倉村嗣]編)､乙二の父

白楽庵( ) → ( ･太田､歌人) Ｂ４１７３はくらくあん みちたか道貴

伯蘭( ･桜井) → ( ･桜井 ､藩儒/学制) Ｄ２４８７はくらん せきもん さくらい石門

博覧( / ･橘) → ( ･橘/薄､廷臣/詩人) Ｈ３７１６はくらん ひろみ ひろみ広相

はくり はぐり ありE3603 ( / ､名前不詳) 736遣新羅使人/万葉十五3640熊毛浦歌､吉麻呂親子説羽栗 ?ｰ ?

年齢関係 吉麻呂 ? → ( ･羽栗､遣唐使人) Ｈ４７２１から か よしまろ吉麻呂

→ ( ･羽栗､侍医) Ｅ２９３０翼 つばさ

→ ( ･羽栗､清河帰国要請のため帰唐）Ｌ１５５４翔 かける

E3604 ( ･満岡 ) 肥前佐賀の儒者:江戸昌平黌に修学、白里 はくり みつおか 1812ｰ 187867

東国各地･蝦夷を遊歴､帰郷;佐賀藩校弘道館教授/晩年は開塾で子弟教育､

｢東游詩稿｣｢東極紀行｣｢白里詩集｣｢白里文集｣著､

[白里(;号)の名/通称]名;允成、通称;市助

白鯉( ･安形) → ( ･安形 ､神道家) Ｋ２０６６はくり さぬき あがた讃岐



E3605 ( ･石垣 ､別号;睡居/青牛舎) 江後期俳人:楚石坊門､1804｢越のむかし｣著麦里 ばくり いしがき ?ｰ?

麦里( ･藤森) → ( ･藤森 ､絵師/教育) Ｆ１８６０ばくり けいこく ふじもり桂谷

3612 ( ･木室 ､名;朝濤 ､木室勝久男) 幕臣;1737家督嗣､白鯉館卯雲 はくりかんぼううん きむろ ともなみ 1714ｰ8370歳

御徒目付/小普請方/御広敷番頭歴任､俳人;紀逸門､宝暦1751-64頃俳人とし認められる、

1773嘯山｢俳諧新撰｣入､狂歌もはやくより嗜む;1776狂歌家集｢今日歌集｣編､

1782｢狂歌四画｣著､万載集25首/後万載集9首/才蔵集入､江戸小咄の祖でもある、

噺本作者;1772｢鹿の子餅｣77｢譚嚢｣81｢見た京物語｣｢奇異珍事録｣著、

[団子夜中新月の色五つ刺しすこし焦げたは曇りなりけり](万載集;五秋/白居易の詩)、

[卯雲(;号)の通称/別号]通称;新七郎/七左衛門、

別号;二鐘東雲 /二鐘亭半山/栗千/卯はる/山風/馬場雲壺､ 法号;英勝軒にしょうとううん

E3606 (2世 ､和田 定記､定能男) 幕臣;小普請方､狂歌;卯雲社中､白鯉館卯雲 はくりかんぼううん わだ 1744ｰ183087

1795｢月のえつきの止｣編/97｢春に徳登利｣編/1803｢狂歌鯉餌袋｣編､

[卯雲2世の通称/別号] 通称;忠次郎/新五兵衛､

別号;二鐘亭半山(2世)/俳諧寮蝙蝠/蝙蝠老人/蝠翁

博陸( ･源) → ( ･土御門/久我/源､内大臣/歌)４１０８はくりく みちちか通親

伯立( ･栗山) → ( ･栗山/長沢､儒者/修史事業)２４３７はくりつ せんぽう潜鋒

伯栗( ･頼) → ( ･頼 ､儒者/藩儒/詩人)２１６０はくりつ しゅんすい らい春水

麦里坊( ) → ( ･永田､狂歌作者) Ｂ３０７２ばくりぼう ていや貞也

E3607 ( ;法諱･三州 ;道号､村山清次男) 武州曹洞僧:卍山門､白竜 はくりゅう さんしゅう 1669ｰ176092歳

1730大乗寺35世､師の宗統復古運動を援助､

｢宗統復古志｣/｢卍山和尚東林語録｣編/｢白竜和尚語録｣著

J3603 ( ) 江前期江戸俳人;1691不角｢二葉之松｣4句入白流 はくりゅう ? ｰ ?

[悟りては骸 なき魂に死もあらず](前句;風次第なる薄 なりけり､二葉之松141)から すすき

L3614 ( ;法諱･法号;智空白龍上人無外和尚) 京の浄土宗西山派僧、白竜 はくりゅう 1693ｰ175260

来迎寺6世住職､歌人;宮川松堅門,のち1752(宝暦2)肥後熊本に没す、

1722松堅[倭謌五十人一首]入、

[荻の葉に夏なき風の夕暮は秋よりさきにおどろかれぬる]、

(倭謌五十人一首;31/晩風似秋/荻を鳴らす風は秋の寂しさを告げる)

E3609 ( ･橘湖斎 ､早野 ､名;光泰) 八代流華道の祖､白竜 はくりゅう きっこさい はやの 1736ｰ181176

1795六十賀の花会を催行､

1788｢生花わらひ草｣95｢生花三十瓶之図并百瓶之図｣1802｢挿花作意伝｣著､

｢挿花千伽羅草｣著､

[橘湖斎白竜の通称/別号]通称;兵蔵、別号;橘湖亭/簫和

白竜( :法諱･恒川)→ ( ;道号･白竜､曹洞僧) Ｋ１９１９はくりゅう こうせん恒川

白竜( ;法諱) → ( ;道号･白竜;法諱､曹洞僧)Ｅ２３１５はくりゅう すいおう睡翁

白竜( ･加藤) → ( ･加藤 ､商家/俳人) Ｂ１１５１はくりゅう いつじん かとう逸人

白竜( ･奥) → ( ･奥 ､藩士/砲術家) Ｉ４１６０はくりゅう みつまさ おく満雅

白竜( ･小塚) → ( ･小塚 ､神職) Ｐ３１６５はくりゅう ともたか こづか知隆

白竜( ･西城戸) → ( ･西城戸 /菅原､神職)Ｉ４０６２はくりゅう まさよし にしきど正義

白竜( ･楢林) → ( ･楢林 ､医者/和学) Ｙ２６７７はくりゅう ただつな ならばやし忠綱

白竜( ･菅原) → ( ･菅原 ､修験/絵師) Ｋ４４１５はくりゅう もとみち すがわら元道

白柳( ･谷村) → ( ･谷村､俳人) Ｄ３０６９はくりゅう でんしゃ田社

伯立( ･栗山) → ( ･栗山/長沢､儒者/修史事業)２４３７はくりゅう せんぽう潜鋒

伯竜( ･山中) → ( ･山中 ､商家/和学者)Ｐ３２２１はくりゅう なおおき やまなか直興

伯隆( ･河北) → ( ･河北 ､囲碁棋士) Ｃ３８１２はくりゅう ふさたね かわきた房種

麦笠庵( ) → ( ･麦笠庵､俳人) Ｉ２６７４ばくりゅうあん だんさい団斎

白居士( ) → ( ･生駒 ､藩士/俳人) Ｋ４０６０はくりゅうこじ まんし いこま万子

E3608 ( ･神田 ) 兵学者;富田覚信門;楠木流を修学､儒を以て出仕、白龍子 はくりゅう かんだ 1680ｰ176081

浪人;神田紺屋町辺に住､刀剣鑑識にも長ず､談義本作者/雄弁で武家方で軍書を講釈、

1713｢合戦高名記｣､刀剣鑑定;21｢新刃銘尽 ｣､談義本;29｢三獣演談｣、あらみめいづくし



1716｢倭漢武家名数｣26｢難波軍記全解｣､｢武林玉露｣｢古戦評談｣｢古今武辺解｣著/外多数、

[白龍子(;号)の名/字/通称/別号]名;勝久、字:履道、通称;杢、別号;講武堂

勝久( ･神田) → ( ･神田 ､兵学/談義本)Ｅ３６０８かつひさ はくりゅう かんだ白龍子

E3610 ( ) 狂詩;1779｢物沢楼詩集｣;銅脈先生｢太平遺響｣改竄本剥竜子 はくりゅうし ? ｰ ?

白竜子( ) → ( ･伊藤､国学/俳人) Ｂ４８７２はくりゅうし らんぎゅう嵐牛

麦竜舎( ･宣澄)→ ( ･麦竜舎/坂本宣澄､商家/歌俳)Ｅ１２１８ばくりゅうしゃ うんろう雲郎

白竜堂( ) → ( ･河村 ､絵師) Ｇ３８４８はくりゅうどう ぶんぽう かわむら文鳳

麦隴舎( ) → ( ･麦竜舎/坂本宣澄､商家/俳歌人)Ｅ１２１８ばくろうしゃ うんろう雲郎

伯慮( ･武知) → ( ･武知 ､藩儒/詩歌人) Ｐ４０１６はくりょ まさかり たけち方穫

伯亮( ･木村) → ( ･木村 ､藩家老/芸能) Ｂ４４１４はくりょう もくろう きむら黙老

伯亮( ･奥村) → ( ･奥村 ､藩士/歌人) Ｗ２６３５はくりょう ただのぶ おくむら忠順

伯陵( ･山口) → ( ･山口､円山派絵師) Ｄ２５６８はくりょう そけん素絢

麦陵( ･藤森) → ( ･藤森 ､絵師/教育) Ｆ１８６０ばくりょう けいこく ふじもり桂谷

柏梁堂( ) → ( ･長雄 /修姓;長､書家)Ｈ１９４６はくりょうどう こううん ながお耕雲

E3611 ( ･杏雲楼) 詩人;石川丈山門、伯琳 はくりん ? ｰ ?

1691丈山｢北山紀聞｣共編;波･正岑らと

J3604 ( ) 江前期江戸俳人;1691不角｢二葉之松｣入白林 はくりん ? ｰ ?

[罪隠す衣にほしきかくれ蓑](前句;天地 は錆のなき鏡なり､二葉之松355)てんち

E3612 ( ･仙客亭 ､荒井金次郎､初号;相州磯部[辺]) 1830-44頃相模大磯戯作者:柏琳 はくりん せんかくてい ?ｰ?

柳亭種彦門､1832｢花吹雪縁棚｣34｢星下梅花咲｣36｢紫房紋の文箱｣著

E3613 (初世 ･木偶坊 ) 講釈師;初世神田伯山門伯鱗 はくりん でくのぼう ?ｰ?

伯倫( ･元田) → ( ･元田 ､藩儒/詩) Ｃ２８８７はくりん ちくけい もとだ竹渓

伯倫( ･堀) → ( ･堀 ､医者/和学) Ｉ３８７０はくりん ふみゆき ほり文之

伯隣( ･益田) → (確楼 ･益田､儒/詩人) Ｅ１５８４はくりん かくろう鶴楼

伯臨( ･高山) → ( ･高山 ､神職/国学) Ｑ４０７５はくりん まひさ たかやま眞淹

伯鱗(白鱗 ･広瀬)→ ( ･広瀬 ､医者) Ｍ１８８４はくりん けんりゅう ひろせ見龍

伯麟( ･萩野) → ( ･萩野/平/孔平､藩士/儒者)Ｑ２２０８はくりん しんりゅう信竜

麦鱗( ･蘇生庵) → (･松田､雑俳/洒本/浄作) Ｃ３６４９ばくりん ばく

白鱗舎( ) → ( ･永島 ､俳人) Ｘ２１４２はくりんしゃ しゅうざん ながしま拾山

麦林[舎]( ) → ( ･中川､俳人) １４２０ばくりんしゃ おつゆう乙由

E3614 ( ;法諱･雪桟 ;号､芙蓉閣) 江戸中期越前の真宗本願寺派僧､白嶺 はくれい せっさん ?ｰ?

1765｢勧化令信鈔｣､｢勧化河清談｣｢大会見聞録｣著

E3615 ( ､初号;礼賀) 俳人;宋屋[1688-1769]門白嶺 はくれい ? ｰ ?

伯礼( ･若月) → ( ;号･若月 ､藩士/儒者)Ｌ２６１０はくれい だいや わかつき大野

伯麗( ･菱田) → ( ･菱田 ､藩士/儒者) Ｉ１６６３はくれい きさい ひしだ毅斎

伯令( ･梶村) → ( ･梶村/柁村 ､儒者) Ｌ２６４８はくれい たかあき かじむら高朗

伯劣( ･神谷) → ( ･神谷 ､藩士/故実) Ｎ１５３２はくれつ かつさだ かみや克

伯連( ･佐瀬) → ( ･佐瀬 / ､藩家老/狂歌)Ｍ１５０９はくれん かずえ させ さぜ主計

白蓮台( → )→ ( ･白蓮台､日蓮僧/俳人)Ｅ１９６１はくれんだい びゃくれんだい こうがん紅顔

E3616 ( ･永田 ､通称;岩次郎､別号;半閑室2世/枝法庵/花越斎) 遠州浜松藩士､白輅 はくろ ながた ?ｰ? 1798存

藩主井上正定に出仕､俳諧/連歌:尾張鳴海の下郷蝶羽門;雪中庵系俳人として活躍､

1785-88月並句会を共催(同藩吉田玄彦[徐生]らと)､

1798(寛政10)自笑庵橋夢に連歌の秘伝を授与､｢蝶夢和尚消息集｣編

白露( ･秋月下) → (2世 ･八文字屋､書肆/浮世/俳人)Ｔ２１８３はくろ じしょう自笑

白鷺( ･酒井) → ( / ･酒井､藩主/詩歌) Ｆ２６８７はくろ ただみち ただひろ忠道

E3617 ( :法諱･玄々堂;号) 上総木更津高倉の真言宗高蔵寺の僧、白老 はくろう ?ｰ?

俳人､境内に芭蕉句碑を建立;1813記念集｢世美冢｣編(一茶との歌仙など)、

一茶･成美･一峨と交流

白楼( :号) → ( :字/慈周:法諱､天台僧/詩)４９８１はくろう りくにょ六如



白 ( ･伊東) → ( ･伊東 ､藩主/詩歌) Ｇ２３６８竉 はくろう すけとも いとう祐相

E3618 ( ･中川/のち慶徳､乙由[麦林]男) 伊勢山田の俳人:父門/伊勢風の中心､麦浪 ばくろう ?ｰ1768?

父麦林の遺稿刊行;1739｢麦林集｣編/追善集を編纂､1768頃讃岐三殿の木村成憲宅滞在、

1742麦林3回忌追善｢秋のかぜ｣編/42｢麦浪集｣44｢筆の杖｣45｢麦林四季の讃｣著、

1748｢夏の白根｣/55麦林17回忌追善｢梅の雫｣/61麦林23回忌追善｢一字題｣編、

1763｢筆のさらへ｣､｢心の蝶々｣｢麦林諸々聞書｣著外編著多数､

[涼しさや竹に寝過す旅雀](金沢の暮柳舎希因の家を旅宿と定めて)、

[小町より蛙 の歌や春の雨](裸噺/妖艶倦怠の小町より生気溢れる蛙の声がよい)、かはづ

とりょう とじゅう[麦浪(;号)の通称/別号]通称;図書、別号;杜菱 (;初号)/麦浪舎/杜陵/杜十/杜什

E3619 ( ･桃 / ･桃井 ､坂根 幸悦男) 石見安濃郡川合村の儒者:白鹿 はくろく もも とう もものい さかね 1722ｰ180180歳

石見浜田専称寺の漂竜和尚門;習字･素読を修学､1735江戸に遊学/1736桃 東園門;もも

その才を認められ養子となる､41昌平黌;林榴岡･鳳谷門/屢々聖堂で経書を講ず、

1757出雲松江藩儒;養父の許可で松江住/1758-1801藩校文明館(のち明教館)教授､

後藤芝山･柴野栗山･関松窓と交流､西河 の養父､1800｢劉向説苑 考｣著､せいか りゅうきょうぜいえん

｢荀子考｣｢論語一斑｣｢禹貨考｣｢大学独断｣｢白鹿詩文集｣外著多数､｢白鹿先生遺稿｣､

[白鹿の幼名/名/通称/別号]幼名;友之助/友太郎/硯次郎､名;盛/字;茂功/子深､

通称;源蔵/大蔵/題蔵、別号;百川

白鹿( ･寺島) → ( ･寺島 ､儒者) Ｅ３０４４はくろく てんゆう たらしま天祐

白露風庵( ) → ( ･波多野 ､俳人) ３３１９はくろふうあん にしかぜ はだの西風

白話( ･井上) → ( ･井上 ､酒造業/俳人)Ｈ３１０６はくわ どうへい いのうえ童平

伯和( ･菅野) → ( ･菅野 ､儒者) Ｃ３６８１はくわ はくか すげの白華

伯和( ･粕谷/半井)→ ( ･半井 ､藩士/医者) Ｆ２８７６はくわ ちゅうあん なからい仲庵

伯和( ･岡井) → ( ･岡井､藩儒/詩人) Ｄ２４５４はくわ せきじょう赤城

伯和( ･服部) → ( ･服部 ､漢学/仏典) Ｅ２５４２はくわ そもん はっとり蘇門

白湾( ･岩井) → ( ･岩井/巌井/祝 ､和算)Ｒ２１６４はくわん しげとお いわい重遠

E3620 ( ･得能 /修姓;得､得能金十郎男) 越中福光の俳人:北枝/支考門､巴兮 はけい とくのう 1686ｰ?

越中游吟中の涼菟と自宅で一座､1714｢山琴集｣編､

きぜんどう[巴兮(;号)の通称/別号]通称;小右衛門､別号;其然堂

E3621 ( ) 俳人､1812秋挙｢惟然坊｣跋文;刊行を勧めた巴圭 はけい ? ｰ ?

馬卿( ･韓/山口) → ( ･山口 ､詩人) Ｂ１４６４ばけい おうこう やまぐち凹巷

馬渓( ･太田) → ( ･太田 ､神職/国学/歌)Ｈ１０３２ばけい ありとみ おおた有富

E3622 ( ･鷺 ､名;貞綱) 摂津の生/江戸で鷺流狂言師､俳人;芭蕉門､馬 ばけん さぎ 1636ｰ9459歳

同じ能役者沾圃･里圃と続猿蓑の編纂に関与/1698続猿蓑:師芭蕉と四吟歌仙など41句入、

[堤よりころび落つればすみれ草](続猿蓑;巻下)、

[馬(;号)の通称] 権之丞/仁右衛門

破硯翁( ) → ( ･宮沢 ､儒者/詩人) Ｂ１２１５はけんおう うんざん みやざわ雲山

E3623 ( ･馬雲斎) 大阪の俳人;竿秋門､1735?日田へ行脚;巴江 はこう ? ｰ ?寛延1748-51頃没

代官所のある永山に逗留;同地の俳壇に大きく影響/同地に没?､

1735｢唐の津紀行｣著､36｢俳諧及第集｣斗梁と共編､42｢合点車｣序､82刊蕪村｢花鳥篇｣1句入、

[花の浪すくひ上げたき扇哉](花鳥篇;51/桜の浪を扇で取りたい;源氏の夕顔の如く)

E3624 ( ･山口 ) 京の俳人:羅人門/後を継ぎ貞徳流復古に尽力､波光 はこう やまぐち ? ｰ ?

｢誹諧青雲土｣著､1753貞徳百回忌追善｢明心集｣刊行/序･跋､57｢老桂窩茂堂独吟百韻｣編､

1772几董｢其雪影｣1句入、

[鉢叩の着たはあかつき衣かな](其雪影;巻尾392/垢付きと暁を掛る)、

[波光(;号)の別号] 老桂窩 2世/蛭牙 斎2世/万事庵ろうけいか しつが

E3625 ( ･市橋 ､治兵衛) 加賀大聖寺藩士/金細工師/1868藩命で贋金製造;波江 はこう いちはし ?ｰ1869切腹

(新政府は越後戦争のため藩に弾薬供出を下命;藩は銀の贋金｢大聖寺の小梅｣製造し対応)､

1869政府に露見摘発;バトロン(弾薬)事件/藩は責任を製造した波江にのみ転嫁;割腹

巴江( ･村田) → (橋比古 ･村田､国学者) Ｅ３６３７はこう はしひこ橋彦



波江( ･不破) → ( / ･不破 ､藩士) Ｔ２６７６はこう ためあき ためあきら ふわ為章

波光( ･仲) → (2世 ･仲､貞/初世男､俳人)Ｂ１６６１はこう ぎとく徳

馬光( ･長谷川) → (初世 ･長谷川､幕臣/俳人) ２５２９ばこう そまる素丸

巴江庵( ) → ( ･渡辺､俳人) Ｅ３６５１はこうあん はじょう巴丈

把香軒( ･里井) → ( ･里井､商家/国学) Ｎ２６４２はこうけん たかもと孝幹

E3626 (初世 ･森川 伝吉､玄昌男) 瑞龍軒の弟/百輅の兄､江戸の講釈師;文耕門､馬谷 ばこく もりかわ 1714ｰ9178

興行形態を確立

E3627 (2世 ､馬童) 江戸講釈師;初世門/修羅場読み､東流斎馬琴の師馬谷 ばこく ? ｰ 1856

E3628 (3世 ､馬遊､2世男) 江戸講釈師;1810襲名馬谷 ばこく ?ｰ ?

馬骨道人( ) → ( ･進藤 ､藩医/詩歌) Ｘ２１６３ばこつどうじん しゅうじん しんどう周人

藐姑射山人( ) → ( ･伊沢 ､藩医/詩人) Ｂ４８９３はこやさんじん らんさい いさわ蘭軒

J3624 ( ) 江戸本石町(日本橋)の組連、羽衣 はごろも ? ｰ ?

取次;1766｢川柳評万句合｣入;

取次例[寝小便まだ御いとまはにへきらず](66万句合/前句;すきなことかな々々)

(小便組の詐欺の女と知らされても殿はなお躊躇)

J3627 ( ;組連) 江戸芝の川柳の組連/取次;1777｢川柳評万句合｣入;羽ごろも はごろも ? ｰ ?

取次例;[紺屋 の明後日 髪結ひのたつた今](万句合/前句;ところどころに々々)、こんや あさって

(諺;紺屋の明後日医者のただ今､諺の後半をもじって女髪結も待たされるよ)

羽衣館( ) → ( ･･武藤､俳人) Ｄ３６７７はごろもかん はくに白尼

巴斎( ) → ( ･神馬 ､儒/医/俳人) Ｊ２６１１はさい たいうん じんば泰運

馬才人( ) → (吾中 ･渡辺､俳人) Ｄ１９２９ばさいじん ごちゅう吾仲

E3629 ( ) 江前期江戸の俳人;1691｢猿蓑｣/91不角｢二葉之松｣各1句入、巴山 はざん ? ｰ ?

[青草 は湯入 ながめんあつさかな](猿蓑;巻二/露天風呂の景)あをくさ ゆいり

E3630 ( ) 江前期近江柏原の俳人/口語調俳諧･無季句収集､坡山 はざん ? ｰ ?

1703｢虚空集｣東海と共編(;巻末に｢和歌かなづかい抜書｣著)

E3631 ( ･田阪 /竹中 長温/字;子恭､修姓田､緑 斎､田阪半右衛門嗣) 萩藩士､山 はざん たさか たけなか  1720ｰ58

書院番/近侍､儒者;津田東陽/山県周南門;徂徠学､詩;｢山[山]詩集｣著

E3632 ( ･芳川 俊逸/逸､字;公晦､通称善治/万助､俊正男 常陸潮来儒;北山門､波山 はざん よしかわ )1794ｰ1846

1809長崎遊学/25江戸開塾/26武蔵忍藩儒/藩校進修館教授､43房総沿岸警備､家塾;教育､

藩版｢東都事略｣｢南宋書｣校訂刊行､

詩人;｢舎魚堂詩集｣｢波山随筆｣｢舎魚堂文庫｣｢晩晴楼詩鈔｣､

[波山の別号] 囚山亭/晩晴楼/舎魚堂 ､俊雄の父

E3633 ( ･高橋 ､鳥山正作の末男) 陸前仙台の儒者:桜田虎門門、巴山 はざん たかはし 1796ｰ187176歳

江戸の朝川善庵門､画を嗜む､｢伊達氏系譜｣著､

森井月艇･大槻磐渓らと交友､晩年;松島に隠居､

[巴山(;号)の名/字/通称/別号]名;貞則､字;青卿､ 通称;季八郎/八郎､

隠居後の号;松島漁隠

E3634 ( ･口羽 /本姓;大江､寺社奉行口羽善九郎元寔男) 長門萩藩士、杷山 はざん くちば 1834ｰ59早世26歳

儒;萩藩校明倫館に修学/選抜され江戸遊学;羽倉簡堂門/昌平黌に修学､詩人、

安積艮斎･藤森弘斎と交流､帰郷;家督継嗣;1858寺社奉行､憂国の情厚く吉田松陰と親交、

｢杷山詩抄｣著､｢杷山遺稿｣､

[杷山(;号)の名/字/通称/別号]名;通/貞順/親之、字;希、通称;徳祐、

別号;憂庵/亀山/枇杷山人

巴山( ･小原) → ( ･小原 ､儒/絵師/地誌)Ｎ１５５３はざん かつつぐ おはら克紹

琶山( ･植村) → ( ･植村 ､地誌家/紀行)Ｂ３５４０はざん のぶこと うえむら禹言

山( ･河田) → ( ･河田/土生､絵師) Ｂ２２９６はざん しょうりゅう小竜

馬山( ) → ( ･庄司 ､俳人) Ｒ１６１４ばざん ぎんぷう しょうじ風

巴山子( ･富小路)→ ( ･富小路､坊官/勤王家) Ｇ３３６０はざんし にんせつ任節

馬山子( ) → ( ､俳人) Ｅ２０２９ばざんし さんこう杉更

E3635 ( ) 民謡収集;1770民謡集｢樵蘇 風俗歌｣著、馬山樵夫 ばざんしょうふ しょうそ? ｰ ?



1771｢絵本倭詩経｣編(盤桂禅師樵歌/柳原源次郎[蔀関月]画)

馬耳( ･佐藤) → ( ･佐藤 ､本陣役人/俳人) Ｅ３６３６ばじ ばに さとう馬耳

馬耳庵( ) → ( ､朴阿仏､俳人/詩歌) ５２８５ばじあん ろくざん鹿山

端木( ･井上) → ( ･井上/小原､商家/歌/画)Ｅ２９１５はしき つねゆき常之

K3681 ( ･松平 ､旧姓;永石) 国学･歌人;[半井梧菴伝]入、はしき子 はしきこ まつだいら 1756ｰ183075

伊予西条藩6代藩主松平頼謙 (1755-1806)の側室､よりかね

頼看(･松平/1774-97)･忠顕(･本多/1776-1838)･頼啓(･松平/1785-1848)の母、

[はしき子(;名)の通称/法号]通称;於古代 の方/松平頼謙夫人、法号:精林院おこよ

於古代の方( ) → ( ･松平 /永石､藩主妻/歌)Ｋ３６８１おこよのかた はしきこ まつだいらはしき子

J3671 ( ･石原 ､別名;玉鴛､松山藩儒日下 陶渓女) 伊予松山の歌人橋子 はしこ いしはら くさか 1806ｰ6560

橋蔵(初世 ･大川)→ (3世 ･尾上､歌舞伎役者)１６９５はしぞう きくごろう菊五郎

N1568 ( ) 江戸狂歌;1785｢後万載集｣2首入:はし鷹身寄 はしたかみより ? ｰ ?

[寄栗恋 しびしぶな応 へながらに俯 ぶくはまだうたぐりのき娘ぞかし]いら うつ

J3623 ( ;組連) 江戸本郷駒込千駄木町の川柳の組連、橋立 はしだて ? ｰ ?

取次;1766｢川柳評万句合｣入;

取次例;[まゆ毛をばひくひくするが火元なり](66万句合/前句;恥かしい事々々)、

(諺;屁は屁元から騒ぎ出す)

端太夫( ･原田) → ( ･原田､漢学) Ｄ３０６２はしだゆう てんざん山

馬指堂( ) → ( ･菅沼､藩士/俳人) １６４３ばしどう きょくすい曲翠

土師掻安( ) → ( ･土師,狂歌) Ｂ１５２７はじのかきやす かきやす掻安

E3637 (橋比古 ･村田 ､通称;七右衛門､真淵甥) 伊勢奄芸郡白子の国学者:橋彦 はしひこ むらた 1727ｰ9973

1765賀茂真淵/72本居宣長門､｢安濃の日記｣､｢村田橋彦書簡｣著､

1781宣長｢手向草｣入;真淵追悼歌文集､春門 の養父､はるかど

[橋彦の号] 田鶴屋/蘆鶴舎/健斎(建斎)/滄海/安雄美/老鶴/巴江/玉琴亭主人

間人皇后( )→ ( ３６１４はしひとのおおきさい はしひとのひめみこ間人皇女 )

3615 ( ･名不詳) 万葉二期歌人:九1685-6:泉河の辺の歌2首、間人宿禰 はしひとのすくね ?ｰ?

[川の瀬の激 ちを見れば玉かも散り乱れたる川の常かも](万葉;九1685)たぎ

間人宿禰大浦と同一? → ( ･間人宿禰､万三期歌人)１４５３大浦 おおうら

3614 ( ､舒明天皇皇女) 母;斉明[皇極]天皇/天智の妹/天武の姉､間人皇女 はしひとのひめみこ ?ｰ665

孝徳天皇皇后､夫孝徳天皇と難波在住/兄中大兄皇子[天智]に伴われ飛鳥へ;

夫は失意崩御､孝徳没後名義上の天皇[;中皇命( )]､万葉;一3/4､10-12、なかつすめらみこと

[たまきはる宇智の大野に馬並なめて朝踏ますらむその草深野 ](万葉;4反歌)くさふかの

｢中皇命( )｣の斉明[皇極]天皇説もあるなかつすめらみこと

3616 (間満 ･秦忌寸 ) 736遣新羅使人/万葉四期歌人:十五3588生駒の歌、間麻呂 はしまろ はだのいみき ?ｰ?

[夕さればひぐらし来 鳴く生駒山越えてそ吾が来る妹が目を欲 り](万葉;3588)き ほ

E3638 ( ･藤元 ､兀亭子 ) 軍記作者;1681?｢前太平記｣著元 はじめ ふじもと こつていし ?ｰ?

平山素閑と同一? → ( ･平山､石田軍記?) Ｄ２５４４素閑 そかん

E3639 ( ･楠部 ､定賢男) 加賀金沢の町会所の吏､旧簿数百巻を整理、肇 はじめ くすべ 1760ｰ182061歳

検索に便利にす､書家;欧陽詢の書法に長ず､郷土史研究､｢加賀古跡考｣｢蟻息｣著、

[肇(;名)の字/通称/号]字;子春、通称;金五郎､ 号;芸台 ､ 屋号;楠部屋うんだい

E3640 ( ･金 ) 羽後秋田藩士;藩主佐竹義和より[肇]の名を賜る、肇 はじめ こん 1787 ｰ 183347

評定奉行/永世宿老､佐竹家の系譜編纂(中安弦斎と共編)､｢鷹の爪｣編、

[肇(;名)の字/通称/号]字;子顕、通称;平五郎/宇一郎、号;道楊

E3641 ( ･寺井 ､別名;寛吾/吉利/淑俊､魯剤男) 高松藩士/画/古書画愛好､肇 はじめ てらい 1787ｰ185468

武家故実:屋代弘賢らと交流､肥後地方古武器調査､｢故実考｣｢故実雑論｣編､｢樾屋雑考｣､

「海防要録｣｢甲冑聞書｣｢古画兵器考証｣｢肥後国集古兵器図証｣｢古銭考｣｢神馬考｣、

[肇(;名)の字/通称/号]字;志修､通称;寛吾､号; /三多斎/復古堂/求古堂/走帆堂､屋こかげや

謙造 (小樾 )の父けんぞう こかげ

E3642 ( ･池尻 ､別名;洌､井上三左衛門2男) 外戚池尻家の養子;筑後久留米藩士、始 はじめ いけじり 1802ｰ7877

儒:樺島石梁門､1830江戸湯島聖堂入/のち松崎慊堂 門;9年従学、こうどう



帰郷;久留米藩校明善堂の講師/1862命を受け上京;勅使三条実美の関東下向に随行、

1863学習院御用掛/勤王:政変で幽囚､1768赦免､1865｢池尻始上書｣著、

[始の字/通称/号]字;有終､ 通称;茂左衛門、号;紫海/葛覃 、懋 の養父かったん つとむ

J3687 ( ･加島 ､) 美濃岐阜も国学者/歌;氷室長翁･植松茂岳門、一 はじめ かしま 1837ｰ191680

じょさい[一(;名)の字/通称/号]字;重遠、通称;喜一郎、号;七舟/袽斎

E3643 ( ･中台 ､別名;直矢､元倫男) 出羽庄内藩士/儒;藩校致道館入/早田知元門､元 はじめ なかだい 1838ｰ8851

藩校助教/1868戊辰戦争参､詩文､｢大泉地名箋｣｢庄内人物誌｣著､

[元(;名)の字/号]字;君道､号;華陽/永建/安節

一( ･今泉) → ( ･今泉 ､俳人) Ｄ２９８０はじめ つねまる いまいずみ恒丸

一( ･河本) → ( ･河本/川本､医者詩文) Ｉ４０１４はじめ まさやす正安

一( ･石川) → ( ･石川 /源､尊攘) Ｎ２０８５はじめ さだみき いしかわ貞幹

元( ･細川) → ( ･細川､藩士/航海術)Ｌ２１１３はじめ じゅんじろう潤次郎

始( ･万年) → ( ･万年 ､医者) ５１７７はじめ れきざん まんねん櫟山

肇( ･高橋) → ( ･高橋､藩士/国学/歌人) Ｏ３１８０はじめ とみえ富兄

肇( ･片山/相馬) → ( ･相馬/片山､儒者/詩) Ｉ１６７７はじめ きゅうほう九方

肇( ･福田/丹羽) → ( ･丹羽､農家/廷臣/勤王家) Ｂ４０４２はじめ まさお正雄

肇( ･平松) → ( ･平松 ､神職/歌人) Ｎ２８３７はじめ ちかはる ひらまつ周玄

橋本( ;号) → ( ･西園寺/藤原､廷臣/歌) Ｄ２０３０はしもと さねとし実俊

E3644 ( ･関 ､内蔵助男) 母;発､上州群馬郡室田の歌人:千種有功門､橋守 はしもり せき 1804ｰ8380

諸名家と交流､1853(嘉永6)隠居;歌道に勤しむ/毎年4月日光例幣勅使を碓井峠で迎える､

京阪を歴遊;公卿から耳順賀の和歌を蒐集､1853｢賀五十齢歌｣63｢耳順賀集｣編､

｢橋守旅日記｣著､

[橋守(号)の名/通称/別号]名:実遂､ 通称;内蔵助、別号;紅葉館/紅葉楼/皇朝学士

E3645 ( ･武藤 ) 尾張名古屋京町筋の紙商､俳人;東鷲/乙由門､巴雀 はじゃく むとう 1686ｰ 175267

涼菟/木因門､露川/木児/知足/支考らと交流､1740隠居;俳諧三昧の生活､

｢草錦｣｢花の幣｣編､1742柳居｢芭蕉翁同光忌｣入､43｢三吟四季俳諧｣｢芭蕉五十回忌集｣､

追善集;7回忌追善｢水芙蓉｣(白尼編)/1回3忌｢蝉時雨｣(去角編)、

[一番に猫の逃げたる蚊遣 かな](花月の会/生葉で燻す蚊遣火は人も逃げ出す)、かやり

[巴雀(;号)の通称/別号]通称;七兵衛､別号;反喬舎､ 屋号;紙屋､ 蓮阿坊白尼の父

破沙盆( ) → ( ;道号･宗顕;法諱､臨済僧)Ｈ１９３５はしゃぼん こういん江隠

E3646 ( ) 江中期加賀金沢の俳人:北枝門､覇充 はじゅう ? ｰ ?

1718(享保3)師の追善集｢けしの花｣編

E3647 ( ･漸々舎) 江中期江戸座の雑俳点者;存義らと活動､巴十 はじゅう ? ｰ ?

1767｢俳諧木の葉がき｣鯉郷と共編

J3630 ( ) 江戸の川柳作者;1773｢誹風柳多留八篇｣初見、葉十 はじゅう ? ｰ ?

1791｢誹風柳多留二四篇｣の初世川柳追善句会｢玉柳｣の三評の1(菅江らと)、

1780川柳撰｢川端柳 ｣初篇-三篇・1782-85｢柳多留｣十七-二Ｏ篇に句入、かはぞひやなぎ

[うらゝかさ品川沖へかちはだし](柳多留;十七)

E3648 (馬洲 ･榎本 ､通称権平､白梵庵/仏魔巣､武矩男) 尾張犬山藩士;小姓役､馬州 ばしゅう えのもと 1701ｰ6363

1715致仕/名古屋杉村に遁世､俳人:露川門､1735｢銘録集｣､1745師の追善集｢秋の水｣編、

1749｢和須連寿｣53｢竜が岡｣55｢つきのまへ｣76｢かたみ不二｣編､｢いさり火｣著､外編著多、

合法磊落で奇行逸話あり､松平君山と交流

巴菽園( ) → ( ･阿部 ､医者/本草家) ５１７５はしゅくえん れきさい あべ櫟斎

E3649 ( ･望橋舎､通称茂兵衛､屋号加納屋) 江中期木曽福島の俳人;巴雀門､也有と交流､巴笑 はしょう ?ｰ?

1766木曾桟に芭蕉記念句碑建立:記念集｢かけはし集｣編

E3650 ( ) 江前期尾張名古屋の俳人;支考門､巴丈 はじょう ? ｰ ?

1689｢あら野｣/98｢続猿蓑｣入、

[なにとなく植ゑしが菊の白き哉](あら野/巻四暮秋)

3613 ( ･太田 ､可成[可政]男) 美濃竹 鼻の生/正徳1711-13頃名古屋住、巴静 はじょう おおた 1681ｰ174464 ケ

俳人;支考･露川門､享保1716-36頃尾張美濃派の中心;獅子門代表者;尾張美濃三河に勢力､



1734江戸で柳居の許に滞在/41大須観音真福寺で芭蕉忌催､夕湖の弟､也有の師､

1703｢草枕｣06｢羽毛都以天[刷毛序] ｣編/34｢盆踊集｣｢俳諧木の本｣｢吾妻掲 ｣編、はけついで あづまからげ

1749｢六々庵発句集｣､｢茶飲噺｣｢俳諧口伝書｣｢巴静俳諧集｣､追善;｢南無如月｣(豆花編)､

[一羽啼き二羽なき後 は千鳥かな](六々庵発句集)、あと

[巴静(;号)の通称/別号]通称;弥平次、別号;反喬舎/六々庵/藪流下/桑流下/百寿斎 ､

E3651 ( ･渡辺 ､巴江庵､貞阿男) 江中期佐渡新穂村の酒造業/俳人;父貞阿門､巴丈 はじょう わたなべ ?ｰ1796

父の巴江庵を継承､｢冬ごもり集｣編

E3652 ( ･酒井 ) 尾張一宮神明津の俳人;諸国歴遊､生花を嗜む、波浄 はじょう さかい 1797ｰ 187074

1860(万延元)｢阿讃伊土集｣編､

[波浄(;号)の名/通称/別号]名;荘吾、通称;惣左衛門、別号;櫟窓、

法号;善誉広空清阿波浄居士

E3653 ( ･日下部 ､通称;小源治､別号;多少菴/永嘉亭) 江戸の俳人;秋瓜門､波静 はじょう くさかべ ?ｰ?

1780芭蕉｢甲子吟行｣編､1789｢碑石集｣1801｢露しくれ｣編/1802｢多少菴壬戌歳旦帖｣著

E3654 ( ･叡[永]下堂) 1779菊之丞年代記｢菊家彫｣､1811歌舞伎年譜｢沢村家賀見｣波静 はじょう ?ｰ ?

俳人日下部波静との関係は不詳

3617 ( ･松尾 ､与左衛門2男) 伊賀上野赤坂町の生､半左衛門命清の弟、芭蕉 ばしょう まつお 1644ｰ94客死51

伊賀上野城代嫡男藤堂良忠(蝉吟)に出仕/俳人;季吟系貞門俳諧を嗜む;

1664重頼｢佐夜中山集｣2句入;初出､1666蝉吟没;出奔上京､72(寛文12)俳諧を志し江戸へ､

上京;北村季吟門;1674｢誹諧埋木｣の伝授を受､再び江戸移住;高野幽山の執筆を務める､

その縁で大名内藤義泰(風虎)の座に参加;俳名が上る/1678日本橋小田原町で宗匠立机､

1680点業を廃し深川の草庵(泊船堂･のち芭蕉庵)に退隠;1681芭蕉庵焼失;

これを機に一所不住を心に行脚･庵住を繰返す､わび･さび･かるみ･しをりの理念追究;

蕉風俳諧を確立､仏頂和尚に参禅/医;本間道悦門/書;北向雲竹門/画;門人森川許六門、

九州への旅の途中で大坂御堂前の花屋仁右衛門方に客死､

紀行文;｢のざらし紀行｣｢鹿島紀行｣｢笈の小文｣｢更科紀行｣｢奥の細道｣など､

七部集など門弟への句集指導､俳文;｢幻住庵記｣｢嵯峨日記｣｢柴門辞｣など、

[芭蕉(;号)の幼名/名/通称/別号]幼名;金作、名;宗房、

通称;忠右衛門/甚七郎/甚四郎/藤七郎

別号;桃青･釣月軒･泊船堂･夭々軒･坐興庵･栩々斎 ･花桃夭･華桃園･芭蕉洞･芭蕉翁・くくさい

芭蕉庵･素宣･風羅坊･是仏房･素宣･土糞 ､(印章号);虚無/杖銭/鳳尾/羊角/羽扇､どふん

[内妻]; → ( ) Ｚ２１７９寿貞 じゅてい

[子];次郎兵衞･まさ･おふう･理兵衞

E3655 ( ･楽亭､楽山人/4世竹本倉太夫) 1790-1818頃江戸浅草浄瑠璃語り､戯作;三馬門､馬笑 ばしょう ?ｰ?

1798｢廓節要｣著､1811滑稽本｢狂言田舎操 ｣三馬と共作いなかあやつり

E3656 (初世 ･金原亭､円遊/家猿) 落語:初世円生門､芝居咄祖､｢東都地満武｣著馬生 ばしょう ?ｰ1838

E3657 (2世 ･金原亭､馬朝/鈴々舎馬風､立川玉輔/五明楼) 落語:初世門､馬生 ばしょう 1803ｰ6866

講談;東玉門/2世焉馬門､｢義士伝｣著

E3658 (3世 ･金原亭､馬若) 落語:2世門､芝居咄馬生 ばしょう ?ｰ1873

芭蕉( ･那波) → ( ･那波 ､漢学者/詩歌) Ｋ２２５３ばしょう しょうそう なば蕉

E3659 ( ) 大阪雑俳点者､1782虎風｢場付鼻あぶら｣入馬常 ばじょう ? ｰ ?

E3660 ( ･如月庵 ､一太坊､伏見屋) 江戸華道:春草庵一枝門､華道師匠､馬丈 ばじょう きさらぎあん 1751ｰ183585

1805｢遠州流挿花百瓶図｣著

E3661 ( ) 甲斐巨摩郡五町田の俳人:可都里門､馬城 ばじょう ? ｰ 1812

甲斐で俳諧宗匠として活動､｢新嘗鳥｣著､追善集｢かれあやめ｣(1819刊)､万志羅の父

E3662 ( ･瓢舟舎/造化園) 江後期越中高岡の俳人:桃牛/壺仙らと結社､馬丈 ばじょう ?ｰ ?

闌更･車大･麦水･馬来と交流､1782(天明2)｢すみ田川の春興｣編/91｢春興集｣編､

1812｢俳諧二野日記｣著

馬城( ･安田) → ( ･安田/中村､幕臣/絵師)４８５８ばじょう らいしゅう雷洲

馬乗( ･品動堂) → ( ､洒落本) Ｈ３７８４ばじょう ひんどうどうばじょう品動堂馬乗

芭蕉庵( ) → ( ･遠藤/木村､藩士/俳人) ５３５１ばしょうあん わつじん曰人



馬上隠者( ) → ( ･桜井 ､藩儒/詩人) Ｈ３１４７ばじょういんじゃ とうもん さくらい東門

芭蕉園( ) → ( ･飯田､詩歌) Ｅ３６８１ばしょうえん はだら豹

芭蕉園( ) → ( ･飯田 ､藩士/歌/教育)Ｎ４０４６ばしょうえん まさおき いいだ正起

芭蕉洞( ) → ( ･松尾､俳人) ３６１７ばしょうどう ばしょう芭蕉

芭蕉堂( ) → (闌皐/蘭更 ･高桑､俳人) ４８０３ばしょうどう らんこう闌更

芭蕉堂(2世 ) → ( ･成田､俳人) ２５０７ばしょうどう そうきゅう蒼

芭蕉堂(3世 ) → ( ､俳人) Ｆ２４０２ばしょうどう せんがい千崖

芭蕉堂(5世 ) → ( ･河村/仁壁､俳人) Ｂ１９５０ばしょうどう こうせい公成

芭蕉堂( ) → ( ･北村､俳人) Ｂ１６９６ばしょうどう きゅうき九起

葩象房( ) → ( ･板羽､俳人) Ｐ２１７９はしょうぼう しかく紙隔

芭蕉楼( ､芭蕉林)→ ( ･田川 /永井､俳人) ３９５８ばしょうろう ほうろう たがわ鳳朗

走り井( ) → ( ･井口 ､商家/俳人) Ｄ１２１４はしりい うちょう いぐち烏頂

走井阿闍梨( )→ (仙源 ;法諱/歌僧) Ｆ２４２９はしりいのあじゃり せんげん宣源

羽白庵( ) → ( ･代田 ､茶華道/歌人) Ｋ２５９６はじろあん そうしん しろた宗真

波臣( ･林 ) → ( ､国学/狂歌)Ｂ４７６５はしん はやし ようろうかんろさん養老館路産

3618 ( ･早野 ､名;忠義､新左衛門義見2男) 下野那須郡烏山 の俳人、巴人 はじん はやの からすやま1676ｰ174267

江戸で其角/嵐雪門､参禅;竹道禅師門､百里･青流と提携/1727親友百里の死で江戸を去る､

1725?伊勢大坂を行脚/京で立机;郢月泉を営む;京俳壇で地位確立､潔癖･清高の人､

1737再度江戸に帰る､日本橋本石町に夜半亭を営む;雁宕･蕪村ら入門､

1732｢卯花千句｣33｢一夜松｣39｢誹諧桃桜｣41｢辛酉歳旦｣編､｢夜半亭発句帖｣｢経読鳥｣編､

追善集;1周忌｢造化集｣/3回忌｢手向の墨｣宋屋編/7忌｢結び水｣/33忌｢むかしを今｣蕪村編、

[降りためて大地へ落つる雪の音][伊勢近し尾花がうへの鰯雲](夜半亭発句帖)、

[こしらへて有ともしらず西の奥](辞世)

[巴人(;号)の通称/別号]通称;新左衛門/甚助､

別号;竹雨(;初号)/夜半亭/宋阿 /宗阿/松下庵/郢月泉 ､ 法号;釈宋阿居士そうあ えいげつせん

[巴人の門人] 宋屋/几圭/雁宕/蕪村など多数

巴人( ) → ( ･与謝･谷口､俳人/絵師) ３８１１はじん ぶそん蕪村

巴人( ･下郷/千代倉)→ ( ･下郷､学海､醸酒業/俳人)Ｂ１６５７はじん きどう亀洞

E3663 ( ･寒寥堂 ) 俳人;芭蕉研究;婆心 ばしん かんりょうどう ?ｰ ?

1801｢芭蕉翁伝｣著(:伊賀古伝承資料等)

巴人亭( ) → ( ･大田､狂歌･狂詩/戯作) ３２３３はじんてい なんぽ南畝

巴人亭(2世 ) → ( ･頭 ､狂歌師/南畝門) ３７０１はじんてい ひかる つむりの光

巴人亭( ) → ( ･浅草､質商/狂歌) １１１８はじんてい いちんど市人

E3664 ( ･藤井 ) 江前期加賀金沢の俳人;蕉門の俳人と交流、巴水 はすい ふじい ? ｰ ?

1693大阪の路通を訪門､近江の木節を訪問､｢薦獅子 集｣編(;路通跋)こもじし

E3665 (巴水 ･宮崎 ､四山亭) 江戸中期俳人;闌更門､水 はすい みやざき ?ｰ?

1783｢四山集｣/87｢闌更句集｣/89｢其三集｣/93｢まほろし｣編

E3666 ( ･福原 ､名;就道/克､就寿男) 江戸の儒者;昌平黌出/古賀精里門､水 はすい ふくはら 1777ｰ180630

1803経史文章家に及第;上等､詩歌､｢ 水漫筆｣､家集｢藻屑｣､｢水遺稿｣､植木玉の兄､

[ 水の字/通称/別号]字;子復/通称;敬蔵､ 別号;松暾 、法号;正会転､ しょうとん

把翠( ･井上) → ( ･井上 ､医者) Ｌ１８７７はすい げんとう いのうえ玄桐

蓮の家( ) → ( ;法諱･武川､浄土僧/俳人)Ｂ５１５５はすのいえ れいおう鈴応

E3667 ( ･浅羽 ､名;政吉/政方､政庸男) 中島流砲術家:1797幕府御先手与力､筈之助 はずのすけ あさば ?ｰ?

1842｢於佃島沖海上中嶋流船軍火術昼夜相図稽古業書｣著

波寸見( ･本多) → ( ･本多 ､家老/和学) Ｇ２９３４はすみ つねひさ ほんだ恒久

羽積( ･流石庵 )→ ( ･河村/川村､俳/歌謡) Ｅ３６６８はずみ りゅうせきあん はづみ羽積

蓮見軒( ) → ( ･山路､幕臣/天文暦算) ３４０７はすみけん ぬしずみ主住

長谷( ) → ( ･置始 ､万葉歌人) Ｆ３６２７はせ はつせ おきそめ長谷

E3669 ( ･山下 ) 江後期大坂の俳人:雑俳/冠付･折句の点者､巴勢 はせい やました ? ｰ ?

化政期1804-30頃大坂俳壇の中心的存在､



1793烏明｢いけのむかし｣跋/1816｢冠附後の栞｣/20｢折句紀の玉川｣/26｢腕くらべ｣編、

[巴勢(;号)の別号] 鼠六 坊/鼠六庵そろく

巴静( ･太田) → ( ･太田,俳人) ３６１３はせい はじょう巴静

波静( ･日下部) → ( ･日下部､俳人) Ｅ３６５３はせい はじょう波静

E3670 ( ･増田 ) 江中期大坂上難波町の仏教関係の文筆家:馬生 ばせい ますだ ? ｰ ?

1739(元文4)刊｢観音経絵抄｣著

馬声( ･河村) → ( ･河村 ､絵師) Ｇ３８４８ばせい ぶんぽう かわむら文鳳

巴薺園( ) → ( ･阿部 ､本草家/英語) Ｓ２６５５はせいえん ためとう あべ為任

馬声斎( ･三村) → ( ･三村､名主/画/狂歌) Ｇ３６２０ばせいさい はるかど春門

3619 ( ･紀 ､正六位貞範男) 平安前期廷臣/漢学者;大蔵善行･菅原道真門､長谷雄 はせお き 845ｰ91268

文章博士/大学頭/式部大輔/左大弁/894遣唐副使(中止)/902参議/910従三位/911中納言､

896大学寮で斉世親王に文選を講ず/897醍醐天皇の侍読;群書治要を侍講､詔勅･表を作成、

詩歌人､｢紀家集｣｢白箸翁伝｣､911｢亭子院賜酒記｣､｢紀家怪異実録｣｢昭宣公｣(共に散佚)､

[竹取物語]の作者の候補の一人､[長谷雄草紙]の主人公、

本朝文粋入､扶桑集入､後撰4首;39/620/758/789､親が長谷寺に祈願し誕生した逸話あり、

[長谷雄(;名)の字/唐名/通称]字;紀寛/紀宮、唐名;発昭/発韶/発超、

きのしょうげん通称;紀家/紀納言

息子;淑望・淑人・淑光・淑信

櫨園( ) → ( ･三田 ､幕臣/歌人) Ｏ１５９８はぜぞの かねみつ さんだ葆光

はせを( ) → ( ･松尾､俳人) ３６１７ばしょう ばしょう芭蕉

E3671 ( ･斉 ､瀬井 秀介[秀助]･広田) 江中期江戸歌舞伎作者:金井三笑門､馬雪 ばせつ せい せい ?ｰ? 1785存

市村座森田座で活動;二三治/初世治助らに助力､時代物が得意､狂歌;1787｢才蔵集｣入;598､

1766｢金花凱陣荒武者｣67｢太平記賤女振袖｣69｢名高雲井弦｣70｢馴染思の矢のね｣著､

笠縫専助と合作;1781｢昔男雪雛形｣82｢伊勢平氏栄花暦｣83｢寿万歳曾我｣著

1785｢室町殿桜花舞台｣著

E3672 ( ) 俳人;蕪村門､芭蕉庵落成記念歌仙に参加､婆雪 ばせつ ? ｰ ?

1782蕪村｢花鳥篇｣入、

[朝戸出 や落花 戸をうつうれしさに](花鳥篇;68/朝戸出は朝早く戸を開け出る､あさとで らくくわ

花吹雪が戸を打つ音を聞く)

馬雪( ･斉 ) → ( ･宝田 ､歌舞伎作者) Ｊ２１０９ばせつ せい じゅらい たからだ寿来

長谷前大僧正( )→ ( ･宇治僧正､天台僧/歌人)１５６４はせのさきのだいうじょう かくちゅう覚忠

長谷僧正( ) → (勧修 ;法諱､天台僧) Ｄ１５９０はせのそうじょう かんしゅう観修

長谷径( ) → (長巴 ･清水､俳人) Ｊ２８６６はせみち ちょうは超波

E3673 ( ) 加賀小松の俳人;1776樗良｢ 月の夜｣1句入、波泉 はせん ? ｰ ? 誹諧

[白妙の露の里家 に打つ砧](月の夜;56)さとや

巴仙( ･森崎) → ( ･森崎 ､吏員/俳人) Ｋ２４５６はせん ぜくう もりさき是空

J3635 ( ･延沢 ) 江前期江戸の俳人､1676西鶴｢古今誹諧師手鑑｣入､破扇子 はせんし のぶさわ ?ｰ ?

[節分の舟は波濤を畳かな](手鑑/節分の舟;宝船の摺り物)

E3674 (初世 ､姓;大塚 ) 江戸市ヶ谷の狂歌師/牛込加賀屋敷住､巴扇堂 はせんどう おおつか ?ｰ1820

1785｢後万載｣2首､87｢狂歌才蔵集｣7首､98｢昔噺赤本狂歌｣著､

[卯の花も白旗 色に先だちて鎌倉殿をまつの魚哉](才蔵集;巻三129、しらはた

卯の花は初夏先頭に白花を咲かせる/鎌倉は松魚[鰹]の水揚港)

くれたけのよぼけ[巴扇堂初世(;号)の名/別号]名;弥惣、別号;呉竹世暮気

E3675 (2世 ･連 /本姓;藤原) 江戸の武士;出仕したが致仕/市ヶ谷の筆匠､巴扇堂 はせんどう むらじ 1779ｰ182850

狂歌:初世巴扇堂門/五側判者/のち師の号を継嗣;2世巴扇堂を名乗る､長久の父、

｢狂歌国尽｣｢狂歌雙楼集乾｣編､

[巴扇堂2世(;号)の名/通称/別号]名;長賢、通称;彦右衛門、

別号;鵞毛亭万年(;初号)/筆常持 /巴扇堂常持、法号;清光院ふでのつねもち

馬仙人( ) → ( ･天井､商人/俳人) １１９３ばせんにん いすい韋吹

E3676 ( ･西村 ) 代々伊勢四日市の駅長/歌人:三橋成烈門､馬曹 ばそう にしむら 1745ｰ180056or55



書;岡田挺之門､詩歌/俳諧､南畝と交流､

1789｢老伴集｣90｢歳旦集｣著､｢わすれ井の蛙｣｢衛生遊稿｣著、

[馬曹(;号)の幼名/名/字/通称]幼名;茂貞 、名;貞、字;節甫、通称;庄右衛門しげさだ

馬宋( ･松田) → ( ･松田､筆墨商/陶工) ２７５２ばそう へいしろう平四郎

破草鞋( ;号) → ( ;法諱･吉山;道号､臨済僧/絵師)Ｇ４１７０はそうあい みんちょう明兆

破草鞋道人( )→ ( ･伴林 ､国学/歌/尊王)４１３０はそうあいどうじん みつひら ばんばやし光平

E3677 ( ･野間 ) 伊勢度会郡楠部村の商人;万金丹本舗野間家の番頭､坡仄 はそく のま 1724 ｰ 180178

野間姓を許可される､洗粉製造を家業とす､俳諧:樗良門/樗良四天王の1､

樗良が伊勢を退去後に樗良編｢我庵｣序/刊､1766｢名月乃吟｣編、

｢鳳尾庵歳旦｣｢誹諧連歌歌仙｣編､千代尼｢松の声｣序､1776樗良｢月の夜｣/几董｢続明烏｣入､

[花のみだれさても心の似たるかな](月の夜;64/桜花の風による乱れは我が心の様)

[坡仄(;号)の名/通称/別号]名;光文､通称;茂兵衛、別号;鳳尾庵/梅月庵/隠岡老人

E3678 ( ･桑原 /井上 ､俳人布門の長男) 大阪俳人;父門/父の俳諧業を継嗣､婆束 ばそく くわばら いのうえ 1728ｰ6538

1754｢いなの篠笹｣編/58｢阿波土産｣著｢桑老人三回忌追善集｣編/60｢俳諧一代能｣編､

1751春耕｢あふ夜｣57律中｢耳勝手｣入､女媒 の兄､じょばい

[婆束(;号)の名/通称/別号]名;村雄、通称;彦三郎､ 別号;五流斎2世､

[守郷(;名)の通称/号]通称;亀之助、号;岡廼舎/馬太

馬太( ･輿石) → ( ･輿石 /山本､神職/歌人)Ｋ４４００ばたい もりさと こしいし守郷

馬台( ･白井) → ( ･白井 ､医者/国学) Ｑ４０２４ばだい まさゆき しらい匡之

畑の畦道( ) → ( ･艾屋､狂歌) Ｉ２６６０はたけのあぜみち たんぼのあぜみち旦暮畔道

I3677 ( ) 甲斐甲府の狂歌作者;1787｢才蔵集｣1句入、畑仲道 はたけのなかみち ? ｰ ?

[南京のかさね焼 かはしら露のをきならべたる菊の花皿](才蔵集;五232、やき

南京焼は近世初期に輸入された清朝の磁器/花皿は散華に使用する仏具)

畠山阿闍梨( )→ ( ;法諱･上行院､日蓮僧) Ｃ３３７７はたけやまのあじゃり にちだい日大

J3640 ( ･武谷 ､旧姓;井岡) 江戸住の歌人､阿波藩士武谷栄国 の母､機女 はたじょ たけたに ひでくに1812ｰ7362歳

息子栄国の妻武谷楽女 も歌人､1858蜂屋光世｢大江戸倭歌集｣(息子栄国と入)、らくじょ

1860鋤柄助之｢現存百人一首｣入､

[今日ひと日まだ春なるに大空ははやくも雲の峰つくりけり](大江戸倭歌;春375)、

[ふるさとの春に心のいそがずは花の夜床やおきうからまし](現存百人一首;72)、

息子栄国 → ( ･武谷 ､藩士/歌) Ｌ３７５２栄国 ひでくに たけたに

秦久呂面(玖呂面/黒面 )→ ( ･秦､狂歌) Ｂ１７１５はたのくろつら くろつら久呂面

波多野検校( )→ (考一 ･波多野 ､平曲) Ｅ１９８６はたのけんぎょう こういち はたの孝一

畑之土真人芋介( )→ ( ･発田 ､戯作者)Ｉ１１３２はたのつちのまひといもすけ いもすけ ほった芋助

機之舎( ) → ( ;法号､稲垣諏訪子/歌人)Ｇ４１５８はたのや みょうちに妙智尼

I3674 ( ･遊女) 江戸吉原京町大文字屋(主人;加保茶元成)の遊女､はた巻 はたまき ? ｰ ?

1783燕十｢滸都酒美選｣入､狂歌;

[天の戸もしばしなあけそきぬぎぬのこのあかつきをとこやみにして]

志道( ･片岡) → ( ･片岡､藩士/見聞記) Ｖ２１３１はたみち しどう志道

E3679 ( ･出雲臣) 奈良期;出雲国造/716賀詞( )奏上(続日本紀)果安 はたやす よごと? ｰ ?

E3680 ( ･池永 /修姓;永) 大阪の商人/国学:高安蘆屋･上田秋成門､豹 秦良はだら いけなが ?ｰ1795?早世30歳弱

1787｢黒珂稿｣､90洒落本｢破紙子｣､90｢燈心屋孝女伝｣92｢日本諸家人物誌｣著､

1795｢当世痴人伝｣､｢万葉集目安補正｣編(1796秋成刊)/｢和歌新呉竹集｣編(1797刊)､

｢占夢早考｣｢大人遊｣｢荘子国字解｣著､

[豹(秦良;名)の別名/字/通称/号]別名;勇、字:文尉、通称;太郎吉､

号;豹山逸人/顛鼇 道人/南山道人/陳古郎 (;狂号)てんごう ちんころう

E3681 ( ･飯田 ) 近江彦根藩家老印具家の家臣､歌;小原君雄門、豹 はだら いいだ 1742 ｰ 180968

詩歌を嗜む､｢柳橋集｣著(没後1818刊)、

[豹(;名)の字/通称/号]字;公文、通称;半太夫､号;柳橋/芭蕉園

豹( ･岡田） → ( ･岡田､儒者) Ｊ３２０８はだら なんざん南山

八( ･二見) → ( ･二見 ､儒者) Ｈ２８４９はち ちょくよう ふたみ直養



八握髯( ) → ( ･保科 /西郷､藩家老/神職)Ｂ２８６５はちあくぜん ちかのり ほしな近悳

八一山人( ) → ( ･稲津 /坂上/椎本､俳人)Ｂ３９２５はちいちさんじん ほうしつ いなづ芳室

K3653 ( ･蜷木 ､号;一外/椿寿庵) 豊前宇佐郡蜷木村の里正(;18歳就任)、八衛 はちえ になぎ 1834ｰ191279

国学者､蜷木公世きみよ(1839ｰ1908/物集高世門歌人)と同族(兄?)

八栄( ･脇田） → ( ･脇田､商人/記録控)Ｂ３１４１はちえい とうえもん藤右衛門

八衛( ･尾崎) → ( ･尾崎､藩士/国事奔走) Ｒ２６１９はちえい ただゆき忠征

八右衛門( ･駒井)→ ( ･駒井 /豊臣､武将/日記)Ｃ２１０８はちえもん しげかつ こまい重勝

八右衛門( ･蜷川)→ ( ･蜷川 ､書家;奥右筆)２８６８はちえもん ちかかず にながわ親和

八右衛門(7世 ･大蔵)→ ( ･大蔵､能楽師;狂言) Ｒ３１８０はちえもん とらみつ虎光

八右衛門( ･桜井)→ ( ･桜井 ､能楽師) ４５７９はちえもん やすあき さくらい安証

八右衛門( ･島田屋)→ ( ･鈴木 ､商家/俳人)Ｃ２４９４はちえもん せいふう すずき清風

八右衛門( ･柄井)→ (初世 ､名主/前句付点者)２４３９はちえもん せんりゅう川柳

八右衛門( ･柄井)→ (2世 ､初世男/川柳点者) ２４４０はちえもん せんりゅう川柳

八右衛門( ・柄井)→ (3世 ､2世弟/川柳点者) ２４４１はちえもん せんりゅう川柳

八右衛門( ･三浦屋/川村･中島)→ ( ･葛飾､絵師/葛飾派祖)３９６２はちえもん ほくさい北斎

八右衛門( ･根本)→ ( ･根本 ､儒者) ３８３０はちえもん ぶい ねもと武夷

八右衛門( ･清水)→ ( ･清水､藩士/国学/歌) Ｄ１０８７はちえもん あきまさ秋全

八右衛門( ･近藤)→ ( ･近藤 ､藩士/歌人) Ｊ３７５９はちえもん ひろたけ こんどう広武

八右衛門( ･藤懸)→ ( ･藤懸 ､藩士/記録) Ｅ３５５４はちえもん のりさだ ふじかけ則定

八右衛門( ･板倉)→ ( ･板倉 ､藩士/武芸者)Ｎ１５５０はちえもん かつたけ いたくら勝彪

八右衛門( ･増田/菊池)→ ( ･菊池 ､儒者) Ｊ１９２１はちえもん こうざん きくち黄山

八右衛門( ･佐藤)→ ( ･佐藤 ､藩儒) Ｂ３８５２はちえもん ふくさい さとう復斎

八右衛門( ･山田)→ ( ･山田 /橘､藩士､国学)Ｉ４４７７はちえもん ももえ やまだ百枝

八右衛門( ･中村)→ ( ･中村 ､庄屋/俳人) ４８５２はちえもん らいし なかむら耒耜

八右衛門( ･池田)→ ( ･滝亭 ､商家/戯作者)４９０２はちえもん りじょう りゅうてい鯉丈

八右衛門( ･多賀屋)→ ( ･宮下/源/宮/堀越､名主/歌人)Ｈ４０７４はちえもん まさみね正岑

八右衛門( ･田代)→ ( ･田代/上原､藩士/和漢学)Ｃ２９５３はちえもん つねつな常綱

八右衛門 ･泉/野尻)→ ( ･泉 /野尻､歌人) Ｖ２６６２はちえもん ただちか ずみ忠愛

八右衛門( ･松井)→ ( ･松井 ､国学/詩歌) Ｏ１９３３はちえもん これさだ まつい惟貞

八右衛門( ･河田)→ ( ･河田 ､農家/文筆家)Ｉ４０１５はちえもん まさやす かわだ正休

八右衛門( ･伊東)→ ( ･伊東/伊藤 ､藩士) Ｇ２３９２はちえもん すけのり いとう祐則

八右衛門( ･宍戸)→ ( ･宍戸 ､藩士/歌人) Ｘ２６４５はちえもん ただよし ししど忠慶

八右衛門( ･尾崎)→ ( ･尾崎､藩士/国事奔走) Ｒ２６１９はちえもん ただゆき忠征

八右衛門( ･元田)→ ( ･元田 ､藩士/儒者) Ｈ３１５３はちえもん とうや もとだ東野

八右衛門( ･田辺)→ ( ･田辺 ､記録) Ｂ４４１５はちえもん もけい たなべ茂啓

八右衛門( ･稲川)→ ( ･稲川 /水野､家老/歌)Ｌ４７５９はちえもん よしのり いながわ好徳

八右衛門( ･佐々木)→ ( ･佐々木 ､歌人) Ｐ４０８２はちえもん まさみ ささき正躬

蜂飼大臣( ) → ( ･藤原､廷臣/連歌) Ｂ４２４４はちかいのおとど むねすけ宗輔

鉢華居士( ) → ( ･巒 ､俳人) Ｉ４９１４はちかこじ りょうしょう みね寥松

八貫( ) → ( ･紀､三井､浄瑠璃作/狂歌)２２８７はちかん じょうたろう上太郎

八丘( ) → ( ･伴林 ､国学/歌/尊王)４１３０はちきゅう みつひら ばんばやし光平

破竹庵( ･高森) → ( ･高森､医者/歌人) Ｉ４０４５はちくあん まさよし正因

E3682 ･景山) 漢学者:1828元政｢扶桑隠逸伝｣の平仮名本刊行八隅(はちぐう ? ｰ ?

八隅山人( ) → ( ･田尻 ､藩士/国学者) ３６６８はちぐうさんじん ばいおう たじり梅翁

八九翁( ･羽山) → ( ･羽山 ､藩士/歌) Ｂ２７５３はちくおう へいはちろう はやま平八郎

八九童( ) → ( ･小沢 /平､歌人) ５２０１はちくどう ろあん おざわ蘆庵

E3683 ( ･今井 ､左源太芳景男) 蝦夷松前藩士、八九郎 はちくろう いまい 1790ｰ186273

1807蝦夷全島が幕府直轄;松前藩主章広が陸奥梁川に転封;八九郎は藩禄を放禄、

のち松前奉行荒尾成章･村垣範正の支配同心に出仕､択捉島に駐在警備､

この間に間宮林蔵門;天文･地理･測量術を修学､1821松前藩士に復し択捉島警備継続、



1823新組徒士に就任/28-38藩命で蝦夷全島･南樺太を測量:

1841(天保12)｢蝦夷地全図｣完成､1854幕府監吏織部利煕の樺太巡視に随行、

｢カラフト西奥地里数書｣著、

[八九郎(;通称)の名/初通称/号]名;信名 、初通称;謙四郎､ 号;不山のぶかた

八九郎( ･竹内) → ( ･竹内 ､藩家老/歌人) Ｊ３５００はちくろう のぶお たけうち信生

八九郎( ･竹内) → ( ･竹内 ､藩家老/歌人)Ｊ３５０１はちくろう のぶひら たけうち信均

八研堂( ) → ( ･杉/植木､藩士/日記)４０７２はちけんどう まごしちろう孫七郎

E3684 ( ･田所 /修姓;田､) 紀伊田辺の俳人:松尾塊亭門､美濃派､八悟 はちご たどころ ?ｰ?

1788｢みかのはら｣編､90｢昼錦 抄｣著(;双林寺碑銘註)､ちゅうきん

1793歳時記｢俳諧小筌 ｣編､｢俳諧炉辺｣著、しょうせん

[八悟(;号)の名/通称/別号]名;顕英、通称;八十左衛門、別号;老柏舎/老柏主人

八甲( ･木村) → ( ･木村 ､医/儒者) Ｆ３６２１はちこう はっこう きむら八甲

E3685 ( ､崇峻天皇[?-592]皇子/母;小手子媛) 伝説的人物;能除仙 、蜂子皇子 はちこのおうじ のうじょせん?ｰ?

593蘇我氏の抗争から逃れ羽黒山で修業;寂光寺を建立/出羽三山を開山;擬死再生の伝説、

古来羽黒派古修験道の開祖は と伝えられ江戸期に蜂子皇子と同一とされる、能除仙

能除は般若心経の[能除一切苦]の文を誦え衆生の病や苦悩を除き能除仙と称される、

大師･太子とも称され参仏理大臣 とも称される、みふりのおとど

1823(文政6)別当覚諄の主張以後羽黒山では蜂子皇子を開祖とす;

明治政府も承認し墓所を羽黒山頂と定める

八五郎( ･田口) → ( ･田口､藩士/絵師/狂歌) Ｃ３８５５はちごろう ふじなが藤長

八五郎( ･向井) → ( ･向井 ､国学者) Ｌ４４６４はちごろう もとずみ むかい原澄

八五郎( ･桑田) → ( ･桑田 ､医者/種痘実施)Ｂ４９９７はちごろう りつさい くわた立斎

八五郎( ･三井) → ( ･紀､三井高業､商家/浄瑠璃/狂歌)２２８７はちごろう じょうたろう上太郎

E3686 (初世 ･安藤 /八文字屋) 江前期慶安1648-52頃浄瑠璃書肆を開業八左衛門 はちざえもん あんどう ?ｰ?

K3685 ( ･三谷 ､名;重孝 ) 近江野洲郡守山町吉身の歌人、八左衛門 はちざえもん みたに しげたか 1841ｰ8444

1868頃茶園を開き製法研究､1883茶業発展のため奔走/84(明治17)駿河吉原に客死、

歌;[鳰のうみ]入

八左衛門( ･亀田)→ ( ･亀田/度会/堤､神職) Ｆ２３７９はちざえもん すえもり末盛

八左衛門(2世 ･八文字屋)→ ( ･初世八文字屋､安藤/書肆/作家)２１２２はちざえもん じしょう自笑

八左衛門( ･八文字屋)→ (初世 ･八文字､初世自笑男/書肆)１６１６はちざえもん きしょう其笑

八左衛門( ･八文字屋)→ (2世 ･八文字､安藤/其笑男/書肆八文字屋)Ｔ２１８３はちざえもん じしょう自笑

八左衛門( ･八文字屋)→ (3世 ･八文字､安藤/其笑男/書肆八文字屋)Ｅ２１０９はちざえもん じしょう自笑

八左衛門( ･八文字屋)→ (5世 ･八文字､安藤/書肆八文字屋)Ｅ２１１０はちざえもん じしょう自笑

八左衛門( ･亀田)→ ( ･亀田/藤原/度会/福井/黒瀬､神職)Ｆ２３３５はちざえもん すえもと末雅

八左衛門( ･松前)→ ( ･松前 ､幕臣/連歌) Ｃ４５８６はちざえもん やすひろ まつまえ泰広

八左衛門( ･山高)→ ( ･山高 ､幕臣/歌人)Ｋ３５２９はちざえもん のぶかた やまたか信賢

八左衛門( ･関)→ ( ･関 ､砲術家) Ｄ３８９８はちざえもん ふみのぶ せき文信

八左衛門( ･和泉屋)→ ( ､山本弘之/書肆/浮世草子)Ｅ４５２２はちざえもん やまのやつ山の八

八左衛門( ･三俣)→ ( ･三俣 ､和算家) Ｂ３７６４はちざえもん ひさなが みつまた久長

八左衛門( ･田辺)→ ( ･田辺､武芸者) Ｅ３２５２はちざえもん ながつね長常

八左衛門( ･上原)→ ( ･上原､武家故実家) Ｊ２０２７はちざえもん さだのり定宣

八左衛門( ･五島)→ ( ･五島 ､国学者) Ｃ４７３７はちざえもん よしお ごとう吉雄

八左衛門( ･為屋)→ ( ･菅沼 ､商家/俳人) Ｋ２５５５はちざえもん そりん すがぬま鼠林

八左衛門( ･為屋)→ ( ･菅沼 /新美､商家/詩人)Ｋ２５０２はちざえもん そせん すがぬま鼠仙

八左衛門( ･片桐)→ ( ･片桐､藩士/郡奉行) Ｐ３１７１はちざえもん ともたつ朝竜

八左衛門( ･石野)→ ( ･石野 ､藩士/記録) Ｂ３７８６はちざえもん ひろうじ いしの寛氏

八左衛門( ･星野)→ ( ･星野 ､藩士/文筆) Ｅ３５３３はちざえもん のりおみ ほしの則臣

八左衛門( ･竹原)→ (( ･唐崎 ､儒者) Ｇ１９４４はちざえもん こうりょう からさき広陵

八左衛門( ･秋田)→ ( ･秋田 /藤原､藩士) Ｔ１５３６はちざえもん かつとも あきた勝具

八左衛門( ･小室)→ ( ･小室 ､藩士/歌人) Ｐ４０６４はちざえもん まさかた こむろ政方



八左衛門( ･鷲塚屋)→ ( ･大橋 ､国学者) Ｗ２６１８はちざえもん たかき おおはし喬樹

八左衛門( ･林)→ ( ･林 /賀茂､絵師) Ｂ４８６４はちざえもん らんが はやし蘭雅

八左衛門( ･堀)→ ( ･堀 ､藩士/国学;音韻) Ｄ３７５２はちざえもん ひでなり ほり秀成

八左衛門( ･熊谷)→ ( ･熊谷 /益田､藩士/国学)Ｌ３２９８はちざえもん なおはる くまがい直治

八左衛門( ･奥寺)→ ( ･奥寺 ､藩士/俳人)Ｍ２０１７はちざえもん さんこう おくでら山厚

八左衛門( ･稲葉)→ ( ･稲葉 ､藩士/歌人) Ｕ３１２６はちざえもん とよあつ いなば豊厚

E3687 ( ･設楽 ､名;能潜､吉之助男) 幕臣/父は西丸奥右筆､1855勘定吟味役、八三郎 はちさぶろう しだら ?ｰ1862

海防掛､1856幕府の外交政策を批判;勘定奉行松平近直･川路聖謨と上申書を提出､

のち二ノ丸留守居/勘定吟味役/和宮下向縁組御用取扱/先手鉄砲頭､｢難船一件｣著

八三郎( ･植木)→ ( ･植木 ､幕臣/詩/狂詩)Ｃ１６９８はちさぶろう ぎょくがい うえき玉

八三郎( ･舟橋)→ ( ･舟橋 ､儒者/詩人) Ｂ２４７２はちさぶろう せいたん ふなはし晴潭

八三郎( ･仙石/佐野)→ ( ･佐野/仙石､俳人)５２０３はちさぶろう ろげんぼう廬元坊

八三郎( ･山岡)→ ( ･山岡 ､幕臣/歌人) Ｗ１５０８はちさぶろう かげひろ やまおか景煕

八三郎( ･上田)→ ( ･上田 ､藩儒) Ｌ２４８０はちさぶろう ぜんえん うえだ善淵

八三郎( ･宍戸/兼子)→ ( ･兼子 ､儒者/医) Ｅ３０６３はちさぶろう てんろう かねこ天聾

八三郎( ･小原)→ ( ･小原 /源､藩医者) Ｂ４８７６はちさぶろう らんきょう おはら蘭峡

八三郎( ･鷲塚屋)→ ( ･大橋 ､国学者) Ｗ２６１８はちさぶろう たかき おおはし喬樹

八三郎( ･平尾)→ (魯僊 ･平尾 ､商家/絵師)Ｃ５２０５はちさぶろう ろせん ひらお魯仙

八三郎( ･下沢)→ ( ･下沢 ､藩士/国学/歌)Ｇ４５００はちさぶろう やすみ しもざわ保躬

八子( ･手島) → ( ･手島 ､藩士/兵法家) Ｂ２３８０はちし すえたか てしま季隆

八十一峰道人( )→ ( ･千村/木曾､儒者/詩)Ｈ３１８７はちじゅういちほうどうじん とうよう陽

八十郎( ･河野)→ ( ･河野 ､儒者/詩文) Ｂ４１８０はちじゅうろう みちただ こうの通尹

八十郎( ･榊原)→ ( ･榊原 ､幕臣/国学)Ｘ２６３８はちじゅうろう ただとも さかきばら忠知

八十郎( ･壬生)→ ( ･壬生 ､与力/篆刻家) ２３７６はちじゅうろう すいせき みぶ水石

八十郎( ･松平)→ ( ･松平 /源､幕臣/歌)Ｅ４５９５はちじゅうろう やそろう まつだいら八十郎

八十郎( ･鷹巣)→ ( ･鷹巣 /藤原､藩士/歌)Ｑ４０７６はちじゅうろう まさつな たかす正縄

八重郎( ･小野)→ ( ･小野 ､庄屋/俳人) Ｄ２５８２はちじゅうろう そしゅう おの素秋

八条( ) → ( ･藤原 ､廷臣/歌人) １７７５はちじょう くにつね ふじわら国経

八条( :号) → ( ･藤原､廷臣/歌人) Ｃ２０８８はちじょう さねいえ実家

八条( ) → ( ･法性寺 ､廷臣/歌)Ｇ２６７０はちじょう ためかず ほっしょうじ為量

E3688 ( ､子 ､鳥羽天皇皇女) 母;美福門院藤原得子、八条院 はちじょういん しょうし 1137ｰ121175

女房に高倉･六条･俊成女(健御前)などの歌人

八条院先生( )→ (証賀 ･宅磨/託磨､絵仏師)Ｈ２２５１はちじょういんせんじょう しょうが勝賀

八条院高倉( )→ ( ･八条院､歌人) Ｃ２６７３はちじょういんのたかくら たかくら高倉

E3689 ( ､俊成女) 母:藤原顕良女六条院宣旨､八条院子女房､八条院坊門局 はちじょういんのぼうもんのつぼね ?ｰ?

藤原成親の妻/離別､健御前の姉で養母

八条院六条( ) → ( ･八条院､歌人) ５２９３はちじょういんのろくじょう ろくじょう六条

八条贈左大臣( )→ ( ･藤原､歌人) ３２０８はちじょうぞうさだいじん ながざね長実

八条中納言( )→ ( ･藤原､廷臣/歌人) １０７７はちじょうちゅうなごん あきなが顕長

八条中納言( )→ ( ･藤原､顕長男/歌人)３２０６はちじょうちゅうなごん ながかた長方

八条入道前内大臣( )→ ( ･三条/正親町三条､歌)Ｅ１６５８はちじょうにゅうどうさきのないだいじん きんひで公秀

八条入道相国( )→ ( ･三条/藤原､歌)Ｄ２０７５はちじょうにゅうどうしょうこく さねゆき実行

八条入道太政大臣北方( )→はちじょうにゅうどうだいじょうだいじんのきたのかた

→ ( ･藤原/三条実行室)Ｃ１０５１顕季女 あきすえのむすめ

E3690 ( ) 平安前期歌人､伝未詳､八条大君 はちじょうのおおきみ ? ｰ ?

右近少将藤原滋幹 (931没)と交友､拾遺集562、しげもと

[なき名のみたかをの山と言ひたつる君はあたごの峰にやあるらん](拾遺;雑562、

山城高尾山に行き通う法師との噂が立ったのを滋幹が事実かと聞いてきたので詠む、

私の悪い噂を声高く言うあなたは愛宕[仇敵]ですよ/愛宕と仇を掛る)

八条太政大臣( )→ ( ･三条/藤原､歌)Ｄ２０７５はちじょうのだいじょうだいじん さねゆき実行



八条入道太政大臣( )→ ( ･三条/藤原､歌)Ｄ２０７５はちじょうのにゅうどうだいじょうだいじん さねゆき実行

八条入道太政大臣北方( )→ ( ･藤原/歌人)Ｃ１０５１はちじょうのにゅうどうだいじょうだいじん あきすえのむすめ顕季女

八条宮(初代 )→ ( ､歌/連歌) Ｎ３１５５はちじょうのみや としひとしんのう智仁親王

八条宮(2代 )→ ( ､智仁親王男､歌)Ｍ３１７５はちじょうのみや としただしんのう智忠親王

八条宮( ) → ( ､霊元皇子､歌) Ｆ１０１３はちじょうのみや あやひとしんのう文仁親王

八条宮( ) → ( ､後西皇子､歌) Ｂ１４４８はちじょうのみや おさひとしんのう長仁親王

八丈屋与市( )→ ( ･高橋 /修姓高､儒者)Ｈ１５５３はちじょうやよいち かよう たかはし華陽

八尋( ･園) → ( ･園 /衣笠､神職/国学/歌)Ｇ４５１４はちじん やひろ その八尋

八尋( ･児島) → ( ･児島 ､国学者) Ｆ４５９０はちじん やひろ こじま八尋

蜂二郎( ･山多) → ( ･山多/山田 ､俳人) Ｊ２１８４はちじろう しゅんし やまだ春思

蜂助( ･森) → ( ･森 ､絵師) Ｎ２６２０はちすけ たかまさ もり高雅

八助( ･森本/桂) → ( ･勝浦/桂/森本､藩士/槍術)Ｂ２１７７はちすけ しげあき重明

八助( ･阿部) → ( ･阿部 ､藩士/儒者) Ｆ２２５４はちすけ しょうえん あべ松園

八助( ･手島) → ( ･手島 ､兵法家) Ｂ２３８０はちすけ すえたか てしま季隆

八助( ･三戸) → ( ･南部 /三戸､歌人) Ｊ３５４６はちすけ のぶもと なんぶ信居

八助( ･栗本) → ( ･栗本 ､国学/教育) Ｍ４７６３はちすけ よしつら くりもと義貫

八輔( ･岡本/岡) → ( ､岡本/岡､藩士/儒/詩人) Ｅ２８５６はちすけ ちせん稚川

八舌僧正( )→ ( ;法諱､法相学僧) Ｈ２５９４はちぜつのそうじょう ぞうしゅん蔵俊

八蔵( ･香川) → ( ･香川 ､儒者) Ｊ３２３７はちぞう なんぴん かがわ南浜

八蔵( ･箕曲) → ( ･箕曲 ､神職/詩歌) Ｆ１０２６はちぞう ありかず みのわ在一

八蔵( ･野村/三河口)→ ( ･三河口､幕臣/代官/日記)Ｃ３０９３はちぞう てるまさ輝昌

八蔵( ･柄井) → (3世 ､2世弟/川柳点者) ２４４１はちぞう せんりゅう川柳

八造( ･都;新内節)→ ( ･滝亭 ､商家/戯作者)４９０２はちぞう りじょう りゅうてい鯉丈

八束( )すべて → ( )はちそく やつか八束

八朶( ･巒) → ( ･巒 ､俳人) Ｉ４９１４はちだ りょうしょう みね寥松

鉢袋子( → ;号)→ ( ;法諱･了庵､臨済僧/遣明使)１８４９はちたいし はつたいし けいご桂悟

八代女王( ) → 八代女王(矢代女王 ､万葉歌人)４５７５はちだいじょおう やしろのおおきみ

八朶園( ) → ( ･巒 ､俳人) Ｉ４９１４はちだえん りょうしょう みね寥松

八大夫( ･東条) → ( ･東条 ､幕臣/日記) Ｆ３６９９はちだゆう はるえ とうじょう春枝

八太夫( ･向井) → ( ･向井/向日 ､藩士/俳人)Ｄ３９７１はちだゆう ぼくたく むかいト宅

八太夫( ･加賀) → ( ･鶴賀､音曲家) ２２２８はちだゆう しんない新内

八太夫( ･加賀) → ( ･富士松 ､新内節) ５２０８はちだゆう ろちゅう ふじまつ魯中

八太夫( ･杉原) → ( ･杉原 /村井､国学者)Ｊ４１３４はちだゆう みつもと すぎはら光基

E3691 ( ･上条 ) 狂歌作者:南畝の友人､1806南畝｢ひともと草｣入八太郎 はちたろう かみじょう ?ｰ ?

八太郎( ･目黒/小島)→ ( ･小島/目黒､俳人) Ｇ２１５４はちたろう しゃよう舎用

八太郎( ･千手) → ( ･千手 /三浦､藩儒) Ｂ５１０７はちたろう れんさい せんじゅ廉斎

八太郎( ･服部) → ( ･服部/箕田､医/国学) Ｅ３２４８はちたろう なかつね中庸

八太郎( ･夏目) → ( ･夏目 ､札差/俳人) Ｂ３９３１はちたろう ほうじゅ なつめ包壽

八太郎( ･吉見) → ( ･蜂房 ､絵師/狂歌) Ｉ２１３９はちたろう しゅうり ほうぼう秋

八太郎( ･黒沢）→ ( ･黒沢 ､藩士/国学) Ｊ４１０３はちたろう みちとみ くろさわ道富

八太郎( ･片桐) → ( ･片桐 ､歌人) Ｍ４７２１はちたろう よしのり かたぎり嘉則

八太郎( ･東条) → ( ･東条 ､幕臣/日記) Ｆ３６９９はちたろう はるえ とうじょう春枝

八太郎( ･春木) → ( ･春木 ､神職/国学者) Ｎ２８３４はちたろう ちかやす はるき近安

八澄( ･松井) → ( ･松井 ､国学者) Ｇ４５６７はちちょう やすみ まつい八澄

把茅亭( ) → ( ･人見/小野/野､儒者)Ｅ３９０２はちてい ぼくゆうけん卜幽軒

E3692 ( ･坂上 ､竹瓦楼2世､蜂房男) 摂津伊丹の醸造家剣菱の一族､蜂友 はちとも さかがみ ?ｰ?

俳人:大坂に出て宗匠､

1787竹瓦楼継承､｢俳諧ふくろ草子｣､77茶雷追善集｢俳諧なる仏｣に兄菊羽の追善集を付載

八之丞( ･藤本)→ ( ･藤本/黒瀬､神職) Ｂ３５１８はちのじょう のぶかた延賢

八之丞( ･檜垣)→ ( ･松木/檜垣､神職) Ｆ３５４５はちのじょう のりひこ命彦



八之丞( ･阿部)→ ( ･阿部 ､幕臣/記録) Ｓ２１３６はちのじょう しげひさ あべ重旧

八之丞( ･南摩)→ ( ･南摩 ､藩士/儒者) Ｄ１２３２はちのじょう うほう なんま羽峯

八之丞( ･井東)→ ( ･井東 ､儒者) Ｊ１８０７はちのじょう げんさい いとう弦斎

八之丞( ･奥村)→ ( ･奥村 /大村､歌人) Ｏ４０６３はちのじょう まさつら おくむら正連

八之丞( ･高橋)→ ( ･高橋 ､藩士/歌人) Ｉ３８４３はちのじょう ふみさだ たかはし文定

八之進( ･近藤) → ( ･近藤 /越智､国学/歌)Ｍ２８５６はちのしん ちかかた こんどう躬質

八之助( ･酒井) → ( ･酒井 ､藩主/家訓) Ｒ２６１５はちのすけ ただゆき さかい忠進

八之助( ･井出) → ( ･井出 /藤原､幕臣/歌) Ｌ４０７０はちのすけ まさもと いで正本

八之助( ･河田) → ( ･河田/川田､儒者/幕臣) Ｂ３０９３はちのすけ てきさい迪斎

八之助( ･京極) → ( ･京極/稲垣､幕臣/歌) Ｕ２６０９はちのすけ たかあつ高亶

八之助( ･小沢/高力)→ ( ･高力 ､藩士/文筆家)Ｓ２６０４はちのすけ たねまさ こうりき種昌

八之輔( ･水巻) → ( ･水巻､勤番勤務/俳人) ２９３８はちのすけ つうし通志

八七郎( ･杉辺)→ ( ･杉辺 ､書家) Ｅ２３５３はちしちろう すいこく すぎべ水谷

E3693 ( ･坂上 ､別号;竹瓦楼/鶴亭/百歳孫､宗智男) 摂津伊丹の剣菱酒造の一族、蜂房 はちぶさ さかがみ ?ｰ1780

醸造大鹿屋､俳人;伊丹風俳諧:才麿門､鬼貫没後の伊丹俳諧の中心､蕉門俳人とも交流、

1735｢和国丸｣入､1779｢竹瓦楼句鈔｣､｢伊丹歳旦｣編､椿園/蜂友(竹瓦楼2世)の父、

[山畑や夕日さびしき鹿の尻](竹瓦楼句鈔)

八福寺( ;号) → ( ･武田､武将/歌人) Ｂ３５７６はちふくじ のぶたけ信武

蜂房( → ) → ( ･蜂房 ､絵師/狂歌) Ｉ２１３９はちぶさ ほうぼう しゅうり ほうぼう秋

八平次( ･奈良) → ( ･奈良 ､儒者) Ｐ２２９１はちへいじ しんもん なら神門

E3694 ( ･西島 之友 ､木旦子､之光男) 遠州浜松生/津藩主藤堂高虎臣､八兵衛 はちべえ にしじま ゆきとも 1596ｰ168085

土木事業;1619京二条城/20大坂城/25讃岐溜池/48伊賀雲出川用水完成､48城和/伊賀奉行､

1676致仕､俳諧/書､1680｢西島氏 記｣/｢西島八兵衛役用覚書｣著

J3643 ( ･中村 ､初代宗哲､旧姓;吉岡) 江前期;京の塗師、八兵衞 はちべえ なかむら 1617ｰ169579

吉文字屋与三右衛門家の婿養子吉岡甚右衛門(一翁宗守)の娘宗寿の婿、

明暦1617-95頃一翁宗守が茶人として千家に戻る時に吉文字屋を譲渡される、

初代中村宗哲として千家十職の塗師となる､藤村庸軒･灰屋紹益と交流､

代表作;｢江岑好｣｢独楽稿合｣｢庸軒好｣｢凡鳥棗｣制作、

[八兵衞(通称;代々継承される)の号] 公弼/方寸庵/塗翁/勇山/杯斎

八兵衞( ･中村) → ( ･2中村宗哲､千家塗師) Ｓ１６９３はちべえ きゅうさい汲斎

八兵衞( ･中村) → ( ･3代中村宗哲､千家塗師/俳人)Ｆ２１１１はちべえ しつおう漆翁

八兵衞( ･中村) → ( ･5代中村宗哲､千家塗師)Ｑ２１４５はちべえ ひょうさい豹斎

八兵衞( ･中村) → ( ･6代中村宗哲､千家塗師)Ｌ２８４８はちべえ ちょうさい楪斎

八兵衞( ･中村) → ( ･7代中村宗哲､千家塗師)Ｊ３６４４はちべえ ばくさい獏斎

八兵衛( ･服部) → ( ･服部 ､藩士/神道) Ｇ１００２はちべえ あんきゅう はっとり安休

八兵衛( ･佐伯) → ( ･佐伯 ､藩士/儒/詩人) Ｑ１６６０はちべえ きわく さえき季

八兵衛( ･榊原) → ( ･榊原 ､幕臣/国学) Ｘ２６３８はちべえ ただとも さかきばら忠知

八兵衛( ･吉田) → ( ･吉田 ､国学者) Ｓ２１１５はちべえ しげのり よしだ蕃教

八兵衛( ･花屋) → (仙 ･森 ､絵師) Ｄ２５９５はちべえ そせん もり狙仙

八兵衛( ･宇野) → ( ･宇野 ､故実家/算学) Ｂ４５４８はちべえ やすさだ うの保定

八兵衛( ･犬塚) → ( ･犬塚 /藤原､藩士/国学)Ｌ４０８３はちべえ まさお いぬづか正雄

八兵衛( ･大口屋)→ ( ､札差/十八大通/俳人) Ｉ１６０５はちべえ きんすい金翠

八兵衛( ･大口屋)→ ( ､札差/俳人) １７３６はちべえ くうすい空翠

八兵衞( ･;越前屋)→ ( ･宇野 ､俳人) Ｄ４９７１はちべえ りゅうこ うの柳壺

八兵衞( ･伊勢屋)→ (小智 ･木村､商家/俳人) Ｕ２２１３はちべえ しょうち小知

八兵衞( ･赤松) → ( ･赤松 ､旗本幕臣/歌)Ｇ３５９６はちべえ のりきよ あかまつ範静

八兵衛( ･林) → (3世 ･砂長 ､書肆/狂歌)Ｏ３１４３はちべえ とっかんさい さちょう得閑斎

八兵衛( ･松田) → ( ･松田 ､国学者) Ｗ３１４９はちべえ とよもと まつだ豊幹

I3694 ( ) 江前期俳人､1687一昌｢丁卯 集｣入、八木 はちぼく ていぼう? ｰ ?

[夜中まで女や涼む京の町](丁卯集/三更;夜半)



八房巣( ) → ( ･蜂房 ､絵師/狂歌) Ｉ２１３９はちぼうそう しゅうり ほうぼう秋

E3695 ( ･榎氏 :榎本or榎井) 廷臣;大隅目 /万葉三期歌人:鉢麻呂 はちまろ かじ さかん?ｰ?

730(天平2)旅人の梅花宴に参加838、

[梅の花散り紛 ひたる岡 びには鶯鳴くも春かたまけて]、まが をか

(万葉;五838/岡び;岡のあたり)

八幡大名( )→ ( ･戯笑､洒落本作者)Ｃ１８２８はちまんだいみょう けんしょうかく献笑閣

八幡太郎( ) → ( ･源 ､武将/歌人) Ｃ４７１７はちまんたろう よしいえ みなもと義家

八幡小侍従( )→ ( ･大宮/待宵､歌人)Ｃ１９７７はちまんのこじじゅう こじじゅう小侍従

八幡法眼( ) → ( ､僧/歌人) １３３７はちまんほうがん えいぜん栄禅

八万四千煩悩主人( )→ ( ;法諱･寛海;字､天台僧)Ｋ１９６６はちまんよんせんぼんのうしゅじん ごうちょう豪潮

E3696 ( ･半籬館) 江中期河内八尾別宮の雑俳点者､八万里 はちまんり ? ｰ ?

1751(寛延4)｢和国車 ｣編わこくぐるま

蜂杢( ･岡目) → ( ･平塚､幕臣/俳/狂詩) Ｆ３７２４はちもく ひょうさい飄斎

八文字其笑( )→ (初世 ･八文字､安藤/初世自笑男/書肆八文字屋)１６１６はちもんじきしょう きしょう其笑

八文字自笑(初世 )→ (初世 ･八文字､安藤氏/書肆八文字屋)２１２２はちもんじじしょう じしょう自笑

八文字自笑(2世 )→ (2世 ･八文字､安藤/其笑男/書肆八文字屋)Ｔ２１８３はちもんじじしょう じしょう自笑

八文字自笑(3世 )→ (3世 ･八文字､安藤/其笑男/書肆八文字屋)Ｅ２１０９はちもんじじしょう じしょう自笑

八文字自笑(4世 )→ (初世 ･三亭 ､戯作者/狂歌)２１６５はちもんじじしょう しゅんば さんてい春馬

八文字自笑(5世 )→ (5世 ･八文字､安藤/書肆八文字屋)Ｅ２１１０はちもんじじしょう じしょう自笑

八文字主人( )→ (初世 ･三亭､戯作者/狂歌)２１６５はちもんじしゅしん しゅんば春馬

馬中坊( ) → ( ･天野 ､商家/歌人) Ｂ４４３８ばちゅうぼう もとのぶ あまの意順

巴蝶( :俳名) → ( ･宮崎､歌舞伎役/作者) Ｄ３０３１はちょう でんきち伝吉

巴調( :俳名) → ( ･菅原､儒者) Ｊ３２０３はちょう なんざん南山

巴釣(把丁 ･益戸)→ ( ･益戸 ､藩士/儒/詩) Ｈ２５７７はちょう そうしゅう ますこ滄洲

馬長( ･田口) → ( ･田口朝臣､万葉歌人) １２８２ばちょう うまおさ馬長

馬朝( :俳名) → ( ･奥野､歌舞伎作者) Ｆ２０１８ばちょう さすけ瑳助

馬朝( ･金原亭) → (2世 ･金原亭､落語) Ｅ３６５７ばちょう ばしょう馬生

馬朝( ･端山) → ( ･端山 ､書家) Ｏ３１６０ばちょう となん はやま図南

八楽庵( ) → ( ･岡田､俳人) ２７７１はちらくあん べいちゅう米仲

八流斎( ) → ( ･山内 ､武芸者/日蓮僧)Ｄ４９９９はちりゅうさい りゅうさい やまうち流済

八良右衛門( ･津島)→ ( ･津島 ､本草家)Ｃ２９９７はちりょうえもん つねのしん つしま恒之進

八良治( ) → ( ･夏目､俳人) ２４１２はちりょうじ せいび成美

E3697 ( ･南条 ､熊沢[のち南条]淡庵 男) 1690父が南条に改姓、八郎 はちろう なんじょう たんあん 1655ｰ172470

備前岡山藩士､国学･歌;父門､

｢志士清談(続武将感状記)｣著(父の著[武将感状記]の続編)､

｢武教全書｣｢熊沢氏墳墓記｣｢南条八郎書上｣著､

[八郎(:通称)の名/号]名; / ､ 号;安節正修まさなが まさおみ

E3698 ( ･宮本 ､天姥 [初世虎杖庵]男) 母;鳳秋(俳人)､八朗 はちろう みやもと てんぼ 1793ｰ184048

信州埴科郡戸倉の俳人:父母門､父の門人倉田葛三(虎杖庵2世)門､1819頃虎杖庵継承､

画;谷文晁門､父と同様に寺子屋を開設､17｢なりかや｣24｢花野集｣編、

追善集｢あふぎ集｣(1864刊)､眞篶( ･虎杖庵4世)の父ますず

[八朗(;号)の名/字/別号]名;貞人/元章、字;子直/子眞､

別号;昌山/蕉山/舟山/拾斎/半斎､虎杖庵3世/亀房隠者/文雅園

E3699 ( ･菅野 ､名主菅野和蔵男) 岩代原田村の農業/儒;父門､八郎 はちろう かんの 1810ｰ8879

水戸藩士に｢秘書後の鑑｣｢異人征伐海岸防備｣の書状を送;幕府に捕縛/1860八丈島流罪､

1863帰郷/農民を組織;世直し一揆指導/66捕縛､｢八丈島物語｣｢判段夢の真暗｣著

F3600 ( ･金井 ) 肥前長崎代官書記/元締手代/長崎府広間番､八朗 はちろう かない 1813ｰ 187361

｢金井八朗翁道中日記｣｢虚無僧座頭仏説盲僧陰陽道｣､1861｢金井八朗翁東行日誌草稿｣著、

｢御備｣｢御用物｣｢諸元極｣｢雑載｣著

F3601 ( ･清河/清川 ､名主斎藤豪寿[雷山]3男) 羽前清川村名主の家の生、八郎 はちろう きよかわ 1830ｰ63斬殺34



母;出羽鶴岡の富商三井弥吉女の亀代､儒:江戸で東条一堂･安積艮斎門､剣術;千葉周作門､

1854(安政元)昌平黌入学;清河八郎名､文武塾を開設:子弟教育/尊攘活動;志士と交流、

幕吏により麻布で暗殺､1850｢耕雲録｣55｢西遊草｣60｢芻蕘論武道篇｣62｢清川八郎建白書｣､

｢潜中紀事｣｢潜中紀略｣｢潜中始末｣｢論語編｣｢文道編｣｢兵鑑｣｢回天封事｣｢自叙録｣著､

[八郎(;通称)の幼名/名/字/号]幼名;元司、名;正雄/正明、字;士興/震志、

号;楽水/芻蕘子 /子与､変名;大谷雄蔵/日下部達三、法号;清秀院すうぎょうし

F3602 ( ;通称･伊庭 ､名:秀穎 / ､伊庭秀業の長男) 伊庭秀俊の養子、八郎 はちろう いば ひでかい ほかい 1843ｰ69戦死27

父は講武所剣術指南､幕臣/剣術家;父及び養父門､愛称;伊庭の小天狗､文学にも通ず、

1868(慶応4)遊撃隊士:伏見で負傷･海路沼津から箱根で官軍と戦闘;左腕を失う･

函館五稜郭で戦死､1864(元治元)｢征西日記｣著

八郎( ･東) → ( ･東 ､武将.歌) １２３５はちろう うじたね とう氏胤

八郎( ･土岐) → ( ･土岐 /源､道暁/歌人) Ｑ４７３０はちろう よりかげ とき頼蔭

八郎( ･松田/平) → ( ･松田/平､室町幕臣/歌) Ｃ２０３５はちろう さだひで貞秀

八郎( ･伊勢) → ( ･伊勢/平､幕臣/故実家) Ｉ２０７３はちろう さだとお貞遠

八郎( ･金春) → ( ･金春/6世大夫､能楽) Ｃ１０１３はちろう あんしょう安照

八郎( ･浮田) → ( ･浮田/宇喜多/宇喜田､武将)３７０８はちろう ひでいえ秀家

八郎( ･麻生) → ( ･土岐 /源､武将/歌人) Ｊ４７２７はちろう よりなか とき頼仲

八郎( ･南条) → ( ･南条 /熊沢､藩士/歌)Ｅ４０９８はちろう まさなお なんじょう正脩

八郎(蜂良 ･大塚 )→ ( ･大塚､幕臣/蘭学) ３１９３はちろう おおつか どうあん同庵

八郎( ･水落) → ( ･水落 ､医者/詩) ３６９２はちろう ばいかん みずおち梅

八郎( ･太田) → ( ･太田､藩士/音韻研究) Ｆ２４４２はちろう ぜんさい全斎

八郎( ･高橋) → ( ･高橋､儒者) Ｅ３６３３はちろう はざん巴山

八郎( ･橋本) → ( ･橋本 ､和算家) Ｂ４０９７はちろう まさかた はしもと昌方

八郎( ･酒井) → ( ･酒井 ､藩主/家訓) Ｒ２６１５はちろう ただゆき さかい忠進

八郎( ･寺本) → ( ･寺本 ､郷土史家) Ｎ１９５３はちろう こひょう てらもと湖萍

八郎( ･染崎) → (2世 ･為永､藩士/戯作者)２１５８はちろう しゅんすい春水

八郎( ･三浦) → ( ･三浦､藩士) Ｆ３６０５はちろう はちろうざえもん八郎左衛門

八郎( ･小永井) → ( ･小永井 ､幕臣/儒)Ｓ２２９５はちろう しょうしゅう こながい小舟

八郎( ･手島) → ( ･手島 ､藩士/兵法家) Ｂ２３８０はちろう すえたか てしま季隆

八郎( ･深尾) → ( ･深尾 ､領主/儒者) Ｗ３１２１はちろう どくしょう ふかお独笑

八郎( ･上杉) → ( ･上杉 ､庄屋/国学者)Ｈ１００６はちろう あつおき うえすぎ篤興

八郎( ･神保) → ( ･神保 /橘/石丸､幕臣)Ｋ３２２７はちろう ながすえ じんぼう長標

八郎( ･橋本) → ( ･品川 ､藩士/尊攘)Ｆ４５１０はちろう やじろう しながわ弥二郎

八郎( ･三輪) → ( ･三輪 /原､歌人) Ｏ２４０８はちろう せいほう みわ栖鳳

八郎( ･木場) → ( / ･木場 ､藩士/歌人) Ｕ１６３３はちろう きよふ きよお こば清生

八郎( ･田所) → ( ･田所 /藤原､庄屋/神職)Ｈ１０８２はちろう あきひら たどころ顕平

八郎( ･田所) → ( ･田所､顕平男/神職/国学)Ｈ１０８１はちろう あきひで顕秀

八郎( ･矢幡) → ( ･矢幡 ､神職/国学) ２７０６はちろう たちひこ やわた太刀彦

八郎( ･福崎) → ( ･松田 ､藩士/勤王) Ｇ４５６９はちろう やすさだ まつだ安定

八郎( ･三岡) → ( ･由利 /三岡､藩士/財政/政治)Ｉ１０７５はちろう きみまさ ゆり公正

八朗( ･矢島) → ( ･矢島 ､和算/国学者) Ｗ３１７７はちろう としひら やじま敏平

F3603 ( ;通称･水野 ) 越中富山藩士;禄150石､藩主前田利与に出仕､八郎右衛門 はちろうえもん みずの ?ｰ?

｢水野温故禄｣｢水野善政禄｣著

J3698 ( ･川崎 ) 常陸鹿島郡海老沢村の回船問屋･村役の生、八郎右衛門 はちろうえもん かわさき 1834ｰ190773

1849(嘉永2/19歳)家督継嗣/50茨城郡成沢村の加倉井砂山の日新館入門;儒/書/兵学修学、

砂山 の2女世無子と結婚､水戸藩財政安定のため鋳銭事業を献策;鋳銭座開設、さざん

維新後;1870北海道開拓に従事/官庁の為替業務を担う、1874川崎組創設;公金を扱う、

1880川崎銀行に改組;金融関係各種事業を展開､水戸鉄道敷設に尽力、

息子八郎右衛門2世が継嗣;川崎金融財閥を形成

八郎右衛門( ･村上)→ ( ･村上 ､武将) Ｌ１５２８はちろうえもん かげひろ むらかみ景広



八郎右衛門( ･中川)→ ( ･中川､家老/記録) Ｄ１０４９はちろうえもん あきただ顕忠

八郎右衛門( ･中川)→ ( ･中川､家老/記録) Ｇ３５２８はちろうえもん のりよし典義

八郎右衛門( ･関)→ ( ･関 /藤原､幕臣) Ｇ４０３７はちろうえもん まさはる せき正玄

八郎右衛門( ･岸本)→ ( ･岸本､藩士/俳人) Ｈ１９３６はちろうえもん こうう公羽

八郎右衛門( ･椎本)→ ( ･椎本 ･谷､俳人)２００６はちろうえもん さいまろ しいのもと才麿

八郎右衛門( ･神戸屋)→ ( ･神戸屋､商家/俳人)Ｄ４６７４はちろうえもん ゆうほ祐甫

八郎右衛門( ･富田屋)→ ( / ･江田､商家/国学/香)Ｈ２４９０はちろうえもん せいきょう ながやす世恭

八郎右衛門( ･常松)→ ( ･常松､大庄屋/農村振興)Ｎ２２０９はちろうえもん じろうえもん治郎右衛門

八郎右衛門( ･林/北向)→ ( ･北向 /野田､書家)Ｄ１２９５はちろうえもん うんちく きたむき雲竹

八郎右衛門( ･岡田)→ ( ･岡田､藩士/儒者/詩)Ｈ２３１３はちろうえもん すけもと輔幹

八郎右衛門( ･江嶋屋)→ ( ･細合 /合､儒/詩/書/俳)Ｏ３１５８はちろうえもん となん ほそあい斗南

八郎右衛門( ･井筒屋5代目)→ ( ･夏目 ､札差/俳人)２４１２はちろうえもん せいび なつめ成美

八郎右衛門( ･井筒屋7代目)→ ( ･夏目､成美男/札差/俳人)Ｂ３９３１はちろうえもん ほうじゅ包壽

八郎右衛門(初代 ･三井)→ ( ･三井､商家) Ｎ２６０２はちろうえもん たかひら高平

八郎右衛門(2代 ･三井)→ ( ･三井､高平の弟/商家)Ｍ２６４３はちろうえもん たかとみ高富

八郎右衛門(3代 ･三井)→ ( ･三井､高富の弟/商家)Ｍ２６９１はちろうえもん たかはる高治

八郎右衛門(4代 ･三井)→ ( ･三井､高平男､商家)Ｄ２６６７はちろうえもん たかふさ高房

八郎右衛門(13代 ･三井)→ ( ･三井､商家;財閥の礎)Ｎ２６７７はちろうえもん たかよし高福

八郎右衛門( ･中尾)→ ( ･中尾 ､藩士/国学)Ｆ４７５０はちろうえもん よしね なかお義稲

八郎右衛門( ･高垣)→ ( ･高垣 ､国学/歌)Ｏ１９８２はちろうえもん これまさ たかがき是正

八郎右衛門( ･竹内)→ (若芝 ･竹内､俳人) Ｇ２１１６はちろうえもん じゃくし寂芝

八郎右衛門( ･黒崎)→ ( ･黒崎､名主/和算家)Ｂ２９１5はちろうえもん つなとよ綱豊

八郎右衛門( ･井上)→ ( ･井上 ､藩士/詩人)Ｍ２０７９はちろうえもん ざんむ いのうえ残夢

八郎右衛門( ･村瀬)→ ( ･村瀬 ､藩士/詩歌/篆刻/陶芸)Ｐ４７５４はちろうえもん よしか むらせ美香

八郎右衛門( ･福田)→ ( ･福田､剣術/医/神職)Ｉ２４１３はちろうえもん せいこうさい誠好斎

八郎右衛門( ･矢島)→ ( ･矢島 ､和算/国学)Ｗ３１７６はちろうえもん としたか やじま敏堯

八郎右衛門( ･宮崎)→ ( ･宮崎/栗原､医者/歌)Ｃ４１７５はちろうえもん みちやす通泰

八郎九郎( ･幸若)→ ( ･幸若/桃井､舞曲大夫)Ｋ２８１２はちろうくろう ちょくりょう直良

八郎九郎( ･前島)→ ( ･前島 /源､名主/国学)Ｓ４０５０はちろうくろう まさみ まえじま正弼

八郎五郎( ･阿部)→ ( ･阿部 ､幕臣/歌人) Ｅ４５８０はちろうごろう やすよし あべ遂良

F3604 ( ･水越 ､名;孟甫､別通称;長進､権丞男) 加賀金沢藩士;八郎左衛門 はちろうざえもん みずこし 1711ｰ7464

大小姓､表小姓/小姓頭に昇進､｢水越八郎左衛門口上書｣著

改作奉行､1867｢病院仕法書｣著

八郎左衛門( ･兼松/山鹿)→ ( ･山鹿/兼松/岡/津軽､藩士/兵学)Ｍ２６２９はちろうざえもん たかつね高恒

八郎左衛門( ･辻)→ ( ･辻 ､州吏､歌･連歌)Ｋ４４５５はちろうざえもん もりひろ つじ守潤

八郎左衛門( ･辻)→ ( ･辻/前田､役人/詩歌)２１８１はちろうざえもん しゅゆう守遊

八郎左衛門( ･辻)→ ( ･辻 ､歌人/連歌) Ｋ４４５７はちろうざえもん もりつぐ つじ守継

八郎左衛門( ･辻)→ ( ･辻 ､歌人/連歌) Ｋ４４５９はちろうざえもん もりとし つじ守壽

八郎左衛門( ･宮原)→ ( ･宮原､藩士/医者)Ｃ３２８７はちろうざえもん なおゆき直

八郎左衛門( ･山岡)→ ( ･山岡､幕臣/記録)Ｌ１５４０はちろうざえもん かげやす景恭

八郎左衛門( ･小原)→ ( ･小原 ､藩士/国学/歌)Ｂ１６８１はちろうざえもん きみお おはら君雄

八郎左衛門( ･内藤)→ ( ･内藤 ､幕臣/和学)Ｙ２６４７はちろうざえもん ただまさ ないとう忠正

八郎左衛門( ･富田屋)→ ( / ･江田､商家/国学/香)Ｈ２４９０はちろうざえもん せいきょう ながやす世恭

八郎左衛門( ･江嶋屋)→ ( ･細合 /合､儒/詩/書/俳)Ｏ３１５８はちろうざえもん となん ほそあい斗南

八郎左衛門( ･早川)→ ( ･早川/和田､幕臣/教育)Ｅ４０４７はちろうざえもん まさとし正紀

八郎左衛門( ･梁田)→ ( ･梁田 /万代､藩儒)Ｅ３００６はちろうざえもん てんちゅう やなだ天柱

八郎左衛門( ･山鹿)→ ( ･山鹿 ､藩士/兵学者)Ｎ２６７１はちろうざえもん たかよし やまが高美

八郎左衛門( ･福田)→ ( ･福田､剣術/医/神職)Ｉ２４１３はちろうざえもん せいこうさい誠好斎

八郎左衛門( ･今枝)→ ( ･今枝/日置､藩士/日記)Ｂ２９５０はちろうざえもん つねあき恒明

八郎左衛門( ･高木)→ ( ･高木､藩士/歌人)Ｄ３７０６はちろうざえもん ひでざね秀真



八郎左衛門( ･恵比須屋/島田)→ ( ･菊廼屋 ､商家/狂歌師)４０４４はちろうざえもん まえみ きくのや真恵美

八郎左衛門( ･矢島)→ ( ･矢島 ､和算家/歌人)Ｗ３１７５はちろうざえもん としひこ やじま敏彦

八郎左衛門( ･蛭子屋)→ ( ･島田 /源､商家/国学)Ｕ１５７６はちろうざえもん かねただ しまだ周忠

八郎左衛門( ･齋藤)→ ( ･齋藤 ､藩士/国学者)Ｉ３５６０はちろうざえもん のりあつ さいとう規敦

八郎左衛門( ･花井)→ ( ･花井 /吹原､国学者)Ｚ２１６８はちろうざえもん しげさと はない重郷

八郎左衛門( ･齋藤)→ ( ･齋藤､規敦男/藩士/神道家)Ｉ３５６１はちろうざえもん のりふさ規房

八郎左衛門尉( ･松田)→ ( ･松田/平､室町幕臣/歌)Ｃ２０３５はちろうざえもんのじょう さだひで貞秀

八郎治( ･細井) → ( ､狂歌) Ｇ２６１５はちろうじ たちばなのみぞえ橘実副

八郎治( ･本間/小泉)→ ( ･小泉/本間/小柳､測量/画)Ｍ１６０９はちろうじ きめい其明

八郎治(八郎次 ･岡山)→ ( ･岡山 ､国学者)Ｂ４０５３はちろうじ まさおき おかやま正興

八郎次( ･中沢) → ( ･中沢 /源､幕臣/歌) Ｇ４７６２はちろうじ よしとも なかざわ義倫

八郎次( ･石井) → ( ･石井 ､藩士/儒/俳諧) Ｎ２６５０はちろうじ たりほ いしい垂穂

八郎四郎( ･細川/源)→ ( ･細川/源､武将/歌人)Ｂ２９７３はちろうしろう つねうじ経氏

八郎助( ･寺本)→ ( ･寺本 ､郷土史家) Ｎ１９５３はちろうすけ こひょう てらもと湖萍

八郎太夫( ･滝/橋村)→ ( ･橋村/本姓;度会､神職)Ｄ４０５４はちろうだゆう まさたつ正立

八郎太夫( ･賀古)→ ( ･賀古 ､藩士/文筆家)Ｏ１６７３はちろうだゆう きよかど かこ清廉

八郎太夫( ･入谷)→ ( ･入谷 ､藩士/歌人) Ｌ４７６４はちろうだゆう よしひら いりや美平

八郎太夫( ･片桐)→ ( ･片桐 ､家老/歌人)Ｗ２６４８はちろうだゆう ためきよ かたぎり為清

八郎平( ･矢口) → ( ･矢口 /増原､藩士/心学)Ｄ４８５８はちろべい らいおう やぐち来応

3620 (初世 ･辰松 ) 江戸の浄瑠璃人形遣:女形/辰松座創設八郎兵衛 はちろべえ たつまつ ?ｰ1734

F3606 (2世 ･辰松 ､初名;幸助) 浄瑠璃人形遣:兄初世の弟､八郎兵衛 はちろべえ たつまつ 1685ｰ175066

1719兄初世八郎兵衛の創設した江戸の辰松座に属し評判を得/1734兄病没後2世襲名､

江戸操芝居の隆盛に貢献/浄瑠璃作者:1719｢八百屋お七江戸紫｣29｢愛護若都の富士｣著

八郎兵衛( ･池西)→ ( ･池西 ､俳壇革新) １９５４はちろべえ ごんすい いけにし言水

八郎兵衛( ･松山)→ ( ･松山､藩家老/兵法家) Ｂ３０２６はちろべえ ていしん定申

八郎兵衛( ･岸本)→ ( ･岸本 ､藩士/俳人) Ｈ１９３６はちろべえ こうう きしもと公羽

八郎兵衞( ･中村)→ ( ･中村 ､商家/算学) ２４６９はちろべえ せいえい なかむら政栄

八郎兵衛( ･三井)→ ( ･三井､八郎右衛門初代､商家)Ｎ２６０２はちろべえ たかひら高平

八郎兵衛( ･三井)→ ( ･三井八郎右衛門2代､商家)Ｍ２６４３はちろべえ たかとみ高富

八郎兵衛( ･中村)→ ( ･中村/中邨 ､藩儒) Ｈ４９７３はちろべえ りょうざん なかむら梁山

八郎兵衛( ･矢部)→ ( ･矢部/近藤､藩士/古文献調査)Ｂ４２９０はちろべえ むねとも致知

八郎兵衞( ･豊田)→ ( ･4代中村宗哲､千家塗師)Ｕ２２４７はちろべえ しんさい深斎

八郎兵衞( ･中村)→ ( ･6代中村宗哲､塗師) Ｌ２８４８はちろべえ ちょうさい楪斎

八郎兵衞( ･中村)→ ( ･7代中村宗哲､千家塗師)Ｊ３６４４はちろべえ ばくさい獏斎

八郎兵衞( ･中村)→ ( ･8代中村宗哲､千家塗師)Ｑ２１４５はちろべえ しさい至斎

八郎兵衞( ･岐阜屋)→ ( ･世継 ､商家/絵師) Ｐ３２２４はちろべえ なおかず よつぎ直員

八郎兵衞( ･木宮)→ ( ･木宮 ､国学者/歌) Ｉ４１８３はちろべえ みゆき きみや躬行

八郎兵衛( ･宮本)→ ( ･宮本 ､農業/俳人) Ｅ３０２５はちろべえ てんぼ みやもと天姥

八郎兵衛( ･三井)→ ( ･三井高英､俳人) １５０６はちろべえ かきく嘉菊

八郎兵衞( ･島田)→ ( ･菊廼屋 ､狂歌作者)４０４４はちろべえ まえみ きくのや真恵美

八郎兵衛( ･西山)→ ( ･西山､藩士/儒/詩人) Ｌ２６０９はちろべえ たいめい退溟

八郎兵衛( ･辻) → ( ･辻 ､歌人/連歌) Ｋ４４６０はちろべえ もりとみ つじ守富

八郎兵衛( ･西堀)→ ( ･西堀 ､国学/歌人) Ｏ４７３５はちろべえ よしのぶ にしぼり好信

F3607 ( ､初女 / ) 陸奥出身の歌人;13歳で立田山の歌を詠む、初 はつ はつじょ はつにょ ? ｰ ?

後水尾院に侍すか?､鄙には稀な才女と称さる/俳人;1684西鶴｢俳諧女哥仙 ｣入、にょかせん

[東 にも伊達 の薄着や夏衣](女哥仙;6/伊達の薄着は諺で見栄っ張り;地名を掛る)あづま だて

J3645 ( ･阿野 ､初女 / ) 歌人;1858蜂屋光世｢大江戸倭歌集｣入､初 はつ あの はつじょ はつにょ ?ｰ?

[常盤なる松もよはひをへぬればやかしらの霜の白く見ゆらん](大江戸倭歌;冬1126)

初( ･江崎/貝原) → ( ･貝原/江崎､益軒妻) Ｄ３１３０はつ とうけん東軒

発( ･小林) → ( ･小林 ､書家) Ｎ２６９９はつ たくさい こばやし卓斎



発( ･大島) → ( ･高 /大島､篆刻家) Ｅ３８４７はつ ふよう こう芙蓉

発( ･松波) → ( ･･松波/藤原､官人/詩人)Ｄ４１１４はつ みつおき光興

発( / ･篠崎) → ( ･篠崎 ､幕府医者) Ｎ２０５０はつ おさ さんぱく しのざき三伯

発(撥 ･羽栗/吉雄) → ( ･吉雄 ､蘭学､蘭方医) Ｉ３２９６はつ なんこう よしお南皐

発( ･松崎) → ( ･松崎 ､誠蔵/藩士/歌人)Ｉ１０４５はつ あきら まつざき発

白化( ) → ( ､俳人) Ｃ３６７９はっか はくか白化

白華( ･天野) → ( ･天野 ､藩士/国学者) ２０１８はっか さだかげ あまの信景

白華( ･菅野) → ( ･菅野 ､医/儒者) Ｃ３６８１はっか はくか すげの白華

白華( ･妙音) → ( ･妙音､臨済僧) Ｃ３６８２はっか はくか白華

白華( ･畑中) → ( ･畑中 ､藩士/詩文) Ｈ２４５４はっか せいか はたなか青霞

白華( ･近藤) → ( ･近藤 ､藩士/国学) Ｐ１６６０はっか きよし こんどう清石

白華( ･横山) → ( ･横山 ､藩士/記録) Ｇ４０９７はっか まさひろ よこやま政寛

伯華( ･江上) → ( ･江上 ､藩儒者/詩文)５１３５はっか れいしゅう えがみ苓洲

白華園( ･天野) → ( ･天野 ､藩士/国学者) ２０１８はっかえん さだかげ あまの信景

白柯園( ) → ( ･沢野 ､詩人) Ｌ２６６０はっかえん たかお さわの喬緒

F3608 ( ･大橋 /初姓;富川 ) 越後栃尾の儒者:近藤峨眉/秋山景山門、白鶴 はっかく おおはし とみかわ 1773ｰ185280

のち独学で経史を修学/私塾復礼館を開設;門弟多数､詩賦を能くす､｢遺稿｣門弟編、

[白鶴(;号)の名/字/通称/別号]名:淑明 /弼､ 字;仲亮、通称;宗之助､ 別号;退軒よしあき

富川玄嶽の弟

白鶴翁( ) → ( ･堀内､茶/俳人) Ｆ２４０３はっかくおう せんかく仙鶴

白鶴観主( )→ ( ･林､儒者･詩人) Ｅ１５６６はっかくかんしゅじん かくけん確軒

白鶴義斎( ) → ( ･遠藤､藩士/儒者) Ｈ１５２９はっかくぎさい かくしゅう鶴州

白鶴年( ) → (4世･一 ､医者/華道家)Ｋ２４６３はっかくねん いっちょう是心軒

白鶴房( ) → ( ･雪木庵､宿屋/狂歌) Ｄ４５８７はっかくぼう やどなり宿成

白鶴楼隠人( )→ ( ･山村 ､藩代官/俳人)Ｍ２６３４はっかくろういんじん たかてる やまむら良喬

白華樵人( ) → ( ･師田 ､文筆家) Ｄ２３７４はっかしょうじん すけよし もろた祐吉

廿日上人( ) → ( ;法諱､時宗僧/遊行7世) Ｅ２６１７はつかしょうにん たくあ託阿

初方( ･藤井) → ( ･藤井 ､藩士/藩助教) Ｏ４７８５はつかた よしかた ふじい好方

J3622 ( :組連) 江中期江戸糀(麹)町八丁目の組連;はつ雁 はつかり ? ｰ ?

取次;1759｢川柳評万句合｣入;

取次例;[石塔へ朱を入れさせて世を遊び](前句;はんじょうな事はんじょうな事)

(墓石;夫の戒名の隣に生きている妻の戒名を彫り朱を入れる;後家の赤い信女)

八貫( ) → ( ･紀､三井､浄瑠璃作/狂歌)２２８７はっかん じょうたろう上太郎

八串坊( ･堀) → ( ･堀 ､医者/和学) Ｉ３８７０はっかんぼう ふみゆき ほり文之

白楼( ) → ( ･河野､医/儒/詩歌) Ｃ３０５７はっかんろう てっとう鉄兜

F3609 ( ･時節庵) 尾張名古屋の富商､俳人:木児門､八亀 はっき ? ｰ 1773

1724から俳諧活動;のち家産傾く､1757(宝暦8)立机､也有と交流､

1760｢吾ほとけ｣編/61･62｢歳旦｣編/64｢宝暦甲申歳旦｣68｢店おろし｣編､｢庵たから｣著､

[時節庵八亀の別号] 了斎/八亀法師

F3610 ( ･平尾 ､有元佐春男) 美作高円大別当山城主末裔､商人平尾家の養子､白亀 はっき ひらお 1733ｰ180068

分家し下弓削に住;酒造/油売/質商を営む､俳人:淡々門/竿秋･富天門､

1793(寛政5)芭蕉百回忌に誕生寺に句碑建立:94追善句集｢蛙塚集｣編､

[白亀(;号)の通称/別号]通称;茂兵衛､

別号;白気/白 /青々堂/重屋/近江屋/オカモト屋はっき

F3611 ( ･飛沈斎) 江中期俳人/隠者:前句付点者､江戸座俳諧に興味､白亀 はっき ? ｰ ?

伊勢麦林or涼袋系か､1763｢俳諧筆鸚鵡 ｣入(烏秋編;白亀の口述を撰)ふでおうむ

F3612 ( ･南条 ､通称;春林/別号;寉亭) 三河宝飯郡御馬村の医者、白亀 はっき なんじょう 1751ｰ181969

俳人:蓼太門/完来門､馬江連に属し宝飯郡南部の指導的地位､1817(文化14)｢月南美｣編

F3613 ( ) 江後期俳人:1848言山｢蕉風不易体新五歌仙｣歌仙入白起 はっき ? ｰ ?

白亀( ) → ( ･淵上 ､絵師) Ｉ１６９０はっき きょくこう ふちかみ旭江



発貴( ･真勢) → ( ･真勢/真瀬 ､易占家)Ｇ２８２０はっき ちゅうしゅう ませ中洲

伯基( ･中西) → ( ･中西 /長崎､出版) Ｌ２８７０はっき ちゅうぞう なかにし忠蔵

葉月庵(八月- ) → ( ･植木､俳人) Ｄ１２１８はつきあん うとう右稲

八亀法師( ) → ( ･時節庵､商人/俳人) Ｆ３６０９はっきほうし はっき八亀

八月満( ) → ( ･田中 ､国学者) １４０６はつきまん おおひで たなか大秀

伯求( ･合田) → ( ･合田 ､漢学者) Ｐ１５５５はっきゅう かよう あいだ華陽

F3614 ( ) 俳人;東潮門､1696大魚｢留守見舞｣連句参八匡 はっきょう ? ｰ ?

F3615 ( ) 江戸俳人;1691江水｢元禄百人一句｣目録入八橋 はっきょう ? ｰ ?

白狂( ) → ( ･各務 ､俳人) ２１１９はっきょう しこう かがみ支考

白杏( ､白杏公子)→ ( ･浅野､史家) Ｅ３２８８はっきょう ながとし長懋

F3616 ( ･関根 ) 江戸日本橋馬喰町の宿屋主人、白芹 はっきん せきね 1756ｰ 181762

俳人:1777(安永6)2世素丸門･1781執筆/のち判者､1774｢からすの夕｣編、

1802野逸(4世其日庵)の嫡子に遺稿を託され句集刊行;1周忌1808｢野逸句集｣編、

5世其日庵を継嗣;葛飾派の中心として活動､一時一茶・一峨と反目､1804｢俳諧十葉抄｣編、

1809｢其日庵歳旦｣｢俳諧はる霞｣/1811素丸2世17回忌追善集｢青ひさご｣編､

1814｢たびまくら｣｢つくしつえ｣編､ 追善集｢白芹叟句集｣(息;列山編)､

[白芹(;号)の名/通称/別号]名;昭房、通称;叶屋三右衛門、

別号;木舎 /夕可庵/黄鳥亭/其日庵 5世/素信斎/東呂子/荷葉/素芹、もくせいしゃ きじつあん

絢堂 /五味堂/葛斎 /桂洲/素水､ 法号;珠光白芹、列山[其日庵7世]の父けんどう かっさい

白芹( ) → (初世 ･長谷川馬光､其日庵2世､俳人) ２５２９はっきん そまる素丸

白芹( ) → (2世 ･溝口､其日庵3世､俳人) Ｅ２５３６はっきん そまる素丸

3621 ( ･岡部 /修姓;岡 ､宗繁[辰庸]男/本姓;河野) 播磨網干西宮医者/儒､白駒 はっく おかべ おか 1692ｰ176776

江戸･長崎に遊学/京で開塾;朱子学･古典注釈に精通/白話小説翻訳､晩年;肥前蓮池藩儒､

1731｢文心雕竜｣施訓/34｢論語徴批｣､1753翻訳｢小説奇言｣｢烈婦匕首｣､笑話｢開口新語｣著､

[白駒(;名)の字/通称/号]字;千里､ 通称;太仲､ 号;竜洲

F3617 ( ･千里亭 ､通称;小島屋駒次郎) 江戸牛込旅籠屋､狂歌;四方連､白駒 はっく せんりてい ?ｰ?

1785徳和歌後万載集1首入/87才蔵集入、

[刀をもさすがに武士のたねぞとてかみしも月をいはふ袴着](後万載;450､

男子5歳11月15日;裃を着小刀差し氏神参詣/差す･流石に･腰刀のさすがを掛る、

裃と霜月を掛る)

始馭天下之天皇( )→ ( ) ２２８１はつくにしらすすめらみこと じんむてんのう神武天皇

御肇国天皇( )→ ( ) Ｄ２３３４はつくにしらすすめらみこと すじんてんのう崇神天皇

F3618 ( ･日比野 ､間瀬伝蔵2男) 尾張名古屋藩士の家/日比野家の養子、白圭 はっけい ひびの 1825ｰ1914長寿90

絵師;1833竹田景甫門/のち鈴村景山･森高我門､古代の人物画に長ず;愛国憂世の志、

｢遠山氏貝譜｣画､

[白圭(;号)の名/通称/別号]名;斎、通称;金吾、別号;竹翁/鳳声居、法号;鳳声居竹翁

白圭( )上記以外 → ( )はっけい はくけい白圭

白継( ･熊沢) → ( ･熊沢､儒者) ３６４２はっけい ばんざん蕃山

伯経( ･村山) → ( ･村山 ､藩士/儒者) Ｂ２１２３はつけい しう むらやま芝塢

八景園( ) → ( ･便々館､幕臣/狂歌) ３７３３はっけいえん びわまろ琵琶麿

八景園(2世 ･花芳)→ ( ･平久間 ､狂歌/国学)Ｌ４４１４はっけいえん もりあき ひらくま盛章

K3684 ( ･三沢 ､通称; ､三沢清長女) 三沢家は信濃伊那郡飯島の地頭一族、初子 はつこ みさわ 浅岡 1640ｰ8647

祖父為基より伊達家に出仕､母;朽木宣綱女､江戸生;13歳で両親と死別;叔母紀伊に養育､

紀伊が仙台藩主伊達忠宗正室振姫の老女となる縁で振姫の侍女となる､歌人、

容姿端麗･聡明のため忠宗･振姫が初子を世嗣常宗の側室とす､1658(万治元)忠宗没;

陸奥仙台藩3代藩主伊達綱宗の側室(;正室なく事実上は正室)､次の3男子を出産;

綱村(1659-1719/4代藩主)･村和(1661-1722/水沢伊達家)･宗贇(1665-1711/宇和島藩主)、

1660(万治3)夫綱宗が隠居;2歳の綱村が4代藩主;寛文事件の原因とされる、

綱村の無事を祈願;釈迦像を刻んだ伽藍の香木を髷に納める､1686(貞享3)没、

髷の釈迦像は綱村により榴ヶ岡の孝勝寺釈迦堂に初子とともに納められ周囲に桜植樹、



初子の歌[ひとふしに千代をこめたる杖ならばつくともつきじ君の齢は](境内の歌碑)

K3688 ( ･宮坂 ､宮坂伊兵衛女) 信濃諏訪郡の国学者;松沢もと子門/平田学はつ子 はつこ みやさか 1828ｰ8861

初子( ･貝原) → ( ･貝原/江崎､益軒妻) Ｄ３１３０はつこ とうけん東軒

博古( / ?) → ( / ?･藤原) Ｄ３６０３はっこ ひろふる はくこ ひろひさ博古

白壺庵( ) → ( ､台界 ､俳人) Ｆ３６２３はっこあん はっこどう たいかい白壺堂

F3619 ( ･洞笙[簫]斎) 大阪の雑俳点者;来山門､1705｢ 誕生日｣序､八虹 はっこう ?ｰ ? 誹諧

1705良弘｢宝の市｣･06｢誹諧銭ごま｣入･09｢三国市｣笠付入

F3620 ( ･大矢 ) 京の俳人:我黒門/のち晩山門､白鵠 はっこう おおや 1668ｰ 174679

享保1716-36の中頃以降;京の雑俳点の代表者､老後;高辻烏丸東の清香庵に住､

1729｢若しらが｣評､30｢朝熊嶽 ｣｢うばさくら｣編/31｢俳諧玉尾花｣｢玉真葛｣評､あさまがたけ

1732｢俳諧花の宿｣｢若恵比須｣評､1729賢盈｢芦分船｣題句入(白鵠点の前句附･見立など)、

[白鵠(;号)の別号] 虎竹(;初号)/芦隠軒､剃髪後;清香庵/茅斎

F3621 ( ･木村 ) 陸奥弘前藩士/医:藩医北岡太本門､青森で医業､八甲 はっこう きむら 1762ｰ 181352

1792筑前に遊学/儒;亀井南冥門;師が禁錮刑/肥後の村井琴山門､97帰郷;再び青森で医業､

1805(文化2)幕吏遠山金三郎に随い蝦夷地視察/弘前藩は国事奔走を嫌い青森住を禁止､

五所川原村に移住;病で弘前に帰り没、

｢夷賊鎮守縦横策｣｢温故新書｣｢玉洲志｣｢童蒙訓｣｢東海備子｣著､

[八甲(;号)の名/字/通称/別号]名;高庸/樗、字;万年、通称;介三郎、

別号;八甲田山人/虎目洞

白香( ･小花) → ( ､小花 ､幕臣/小笠原開発)Ｈ２０２７はっこう さくのすけ おばな作之助

白皐( ･斎) → ( ･斎藤､儒者) Ｄ３６０５はっこう はくこう白皐

柏光( ･千秋亭) → ( ･千秋亭､俳人) Ｄ３６０６はっこう はくこう柏光

白后斎( ) → ( ･榎並/藤原､俳人) ３００１はっこうさい ていいん貞因

八功舎徳水( ･読本)→ ( ･柳水亭､合巻作者)Ｇ２６３６はっこうしゃとくすい たねきよ種清

八甲田山人( )→ ( ･木村 ､藩士/医/儒)Ｆ３６２１はっこうださんじん はっこう きむら八甲

白鵠堂( ) → ( ･生玉､俳人) Ｅ１６６３はっこうどう きんぷう琴風

麦袴園( ) → ( ､俳人) Ｅ２５３２ばっこえん そへい曾平

八古関( ) → ( ･亀屋､商家/俳人) Ｔ２１３２はっこかん しこう子皐

F3622 ( ･仁科 ､琴浦2男) 備前邑久郡虫明の儒者;江戸の亀田鵬斎門、白谷 はっこく にしな 1791ｰ184555

江戸で講説業/のち京住;諸国遊歴/詩人､猪飼敬所･摩島松南と交流､

1838老中水野忠邦の招聘;応ぜす､門生の間を巡講、

｢白谷詩文鈔｣｢白谷文集｣､｢江湖百首｣｢荘子解｣/1816｢三備詩選｣､1821-27｢凌雲草｣著､

1822｢鵬斎先生詩鈔｣編/39｢嵐山風雅集｣編､36海荘｢渓琴山房詩｣入;海荘と熊中聯句など

[白谷(;号)の名/字/通称]名;幹、字;礼宗､ 通称;源蔵

博古斎( ) → ( ･殿村､篆刻家) Ｉ４０５２はっこさい まさよし正義

F3623 ( ､別号;台界 /白壺庵､姓;渡辺 ) 尾張藩士/俳人:馬州門､白壺堂 はっこどう たいかい わたなべ ?ｰ1771

岱青 (俳人)の父､1758｢戊寅歳旦はつ桂｣編たいせい

麦湖楼( ) → ( ･森川､俳人) Ｃ１９６７ばっころう こざん古山

初五郎( ･岩窪/呉)→ ( ･魚屋 ､商家/絵師) Ｅ３９６０はつごろう ほっけい ととや北渓

八朔坊( ) → ( ･三好､俳人) Ｄ１１９５はっさくぼう いはく夷柏

初三郎( ･平尾)→ (魯僊 ･平尾 ､商家/絵師)Ｃ５２０５はつさぶろう ろせん ひらお魯仙

八枝( ･松宮) → ( ･松宮 ､藩士/詩歌) Ｖ１６２６はっし きよはる まつみや清春

I3675 ( ) 江戸狂歌;1787｢狂歌才蔵集｣入、初霜起窓 はつしものおきまど ? ｰ ?

[雑煮もちいはふしるしの杉箸にちぎるも三輪のかみしもの客](才蔵集;一15、

裃を着た年始客が餅を食う姿を三輪山の語句で描く/三輪の神･噛み･裃を掛る、

大神社の二本の杉･神婚箸墓伝説を使用/餅をちぎるとと契るを掛る)

八洲刀士( ) → ( ･伊藤/中臣/朝野､国学) Ｃ４５２７はっしゅうとうし やすとし泰歳

初女( / ) → ( ､初女 / ､歌人) Ｆ３６０７はつじょ はつにょ はつ はつじょ はつにょ初

初女( / ) → ( ･阿野 ､歌人) Ｊ３６４５はつじょ はつにょ はつ あの初

発昭(発韶 ;唐名･紀)→ ( ･紀､廷臣/漢学者) ３６１９はっしょう はせお長谷雄



八松( ･大河内) → ( ､大河内 /西山､医者)Ｆ２５５９はっしょう ぞんしん おおこうち存真

初四郎( ･門馬/岡井)→ ( ･岡井/門馬 ､藩儒者)Ｇ３８３５はつしろう ぶんぴ もんま文皮

F3624 ( ;法諱･俗姓;王) 唐の明州律宗僧:鑑真門､法進 はっしん 709ｰ77870

楊州白塔寺で戒律を布教､754鑑真と来日:東大寺戒壇開設に尽力/吉野仏国寺建立､

767少僧都/774大僧都､｢沙弥経鈔｣｢註梵網経｣著/754｢東大寺受戒方軌｣著､

761(天平宝字5)｢沙弥十戒并威儀経疏｣著､｢唐和上東征伝｣入(巻末に鑑真追悼詩入)

F3625 ( ･梨守庵) 加賀大聖寺俳人:麦水門､藩医樫田順格と交遊､八水 はっすい 1731 ｰ ?

1789｢阿羅屋[新亭] ｣編､90｢三楽宴｣編あらや

[梨守庵八水の別号] 垂菊洞/金菊洞/竹隠主人/晋八水

八水( ;号) → ( ;法諱､真言/門跡/連歌) Ｅ２５６９はっすい そんかい尊海

八穂( ･高井) → ( / ･高井/常磐井､国学) Ｄ４５７９はっすい やつほ やっぽ八穂

F3626 ( ;道号･得勝 ;法諱､諡号;慧光大円禅師､俗姓藤原) 相模中村臨済僧､抜隊 ばっすい とくしょう 1327ｰ8761

相模治福寺の応衡門;出家/肯山聞悟･復庵宗己門/出雲雲樹寺の孤峰覚明門/嗣法、

甲斐で教化;守護武田信成の外護により塩山の向嶽寺開山､1537禅師号を受、

｢塩山仮名法語｣｢塩山和泥合水集｣｢抜隊和尚語録｣｢問答垂示遺誡｣著

F3627 ( ･置始連 ) 万葉四期歌人、長谷 はつせ おきそめのむらじ ?ｰ ?

739(天平11)10月光明皇后催の維摩 講の仏前唱歌の歌手を勤める;ゆいま

万葉集;仏唱歌1594(歌子 の1人)､754家持の宴参加;4302､万葉集左注;1594/4303うたびと

[山吹は撫でつつ生 さむありつつも君来ましつつ挿頭 したりけり](万葉;4302、おほ かざ

754[天平勝宝6]3月19日家持の庄の門の槻の樹の下での宴の詠/生さむは育てよう)

J3621 ( ;組連) 江中期江戸市谷田町の雑俳前句付･川柳の組連、初せ はつせ ? ｰ ?

取次;1757｢収月(二世)評万句合｣入､1760-76｢川柳評万句合｣多数入､

取次例;[朔日 を呑んで曇らぬ月を見る](1757収月万句合/前句;はればれとす々々)、ついたち

(朔日丸は通経避妊丸薬/効果あれば晴れ晴れと生理を迎える)

J3646 ( ･佐竹 ､旧姓;三木) 出羽久保田藩主佐竹義敦 [1748ｰ85]の側室、初瀬 はつせ さたけ よしあつ1755ｰ182975歳

蜂屋光世｢大江戸倭歌集｣(1858成立)入、

[立ちならぶ紅葉は散りて松杉の残るみどりも寒げなるかな](大江戸倭歌;冬1150)、

[初瀬(;名)の別名/号] 清 (初名)/花枝/初山/清滝、号;桂寿院きよ

K3629 ( ･島地 ､旧姓;潮田) 信濃高遠の歌人;桃沢夢宅･福住清風門､飯田住初瀬 はつせ しまじ ?ｰ1836

発星院( / )→ ( ;法諱･東光院､日蓮僧)Ｅ３３４５はっせいいん ほっしょういん にっしん日眞

F3628 ( ､長谷部内親王､天武天皇皇女) 忍壁皇子･多紀皇女と同母、泊瀬部皇女 はつせべのひめみこ ?ｰ741

母;穴人臣大麻呂女媛娘 ､川島皇子の妃､かじひめのいらつめ

万葉二期柿本人麻呂の献歌194(川島皇子没後越智野葬送時皇女へ献歌?)

八千( ･三宅) → ( ･三宅､医;産科･種痘/詩)３１８７はっせんい とうあん董庵

八仙観( ) → ( ･榊原､絵/俳人) Ｅ３７６３はっせんかん ひゃくせん百川

八千島( ･秦) → ( ･秦忌寸 ､万葉歌人)Ｄ４５７４はっせんとう やちしま はたのいみき八千島

八仙[僊]堂( ) → ( ･榊原､絵/俳人) Ｅ３７６３はっせんどう ひゃくせん百川

八専之助( ･蒔田)→ ( ･蒔田 ､武将/藩主)Ｆ３７８３はっせんのすけ ひろさだ まいた広定

八千房[坊]( / ):半時庵淡々を祖とする俳人/大阪元町瑞竜寺に歴世の墓碑がある､はっせんぼう はっちぼう

初世 → ( ･堀) Ｇ２１５２舎悖 しゃぼつ

２世 → ( ･竹下､木仙) Ｃ２６７０駝岳 だがく

３世 → ( ･石井) Ｂ１４４６屋鳥 おくちょう

４世 → ( ･津民､駝岳門) Ｃ１１８３一肖 いっしょう

５世 → ( ･相馬) Ｆ１６４２其山 きざん

６世 → ( ･半翁7世) Ｑ２２４６肖年 しょうねん

７世 → ( ･間野､芦竹庵) Ｆ４９４６流美 りゅうび

８世 → ( ) Ｄ４２３４無膓 むちょう

八串坊( ･堀) → ( ･堀 ､医者/和学) Ｉ３８７０はっせんぼう ふみゆき ほり文之

八仙法橋( )→ ( ･榊原､絵/俳人) Ｅ３７６３はっせんほうきょう ひゃくせん百川

F3629 (八草 ) 江前期江戸の俳人;深川芭蕉庵付近に住､八桑 はっそう ? ｰ ?



1691子珊亭での芭蕉送別に一座;94子珊｢別座鋪｣/94｢炭俵｣入、

[凩 や しげき猫の面 ](炭俵;下巻初冬)こがらし まだたき つら

八巣( ) → ( ･櫻井 ､商家/俳人) Ｆ２２３０はっそう しょうう さくらい蕉雨

八巣(2世 ) → ( ･八巣2世､俳人) Ｗ２１３２はっそう しゃどう謝堂

八巣(3世 ) → ( ･八巣3世､俳人) Ｗ２１３３はっそう しゃどう謝徳

発蔵( ･八谷) → ( ･八谷 ､藩士/詩文) Ｂ３６８６はつぞう ばいてん やたがい梅

八霜山人( ) → ( ･金子､藩儒/藩政改革) Ｂ２５６２はっそうさんじん そうざん霜山

八束( ･近田) → ( ･近田 ､庄屋/国学/歌) Ｄ４５７６はっそく やつか ちかだ八束

八束( ･鈴木) → ( ･鈴木 ､国学/歌人) Ｇ４５０５はっそく やつか すずき八束

鉢袋子( ;号) → ( ;法諱･了庵､臨済僧/遣明使)１８４９はつたいし けいご桂悟

八田宮内少輔光風( )→ ( ､浮世草子作者)４１３９はったくないしょうこうふう みやこのにしき都の錦

J3658 ( ･前田 ､通称;長門) 江後期;美作勝田郡塩湯郷の鷺神社神主、初種 はつたね まえだ 1837ｰ?

歌人;1847(嘉永4/11歳)平賀元義の楯之舎塾入門､1857-8大沢深臣｢巨勢総社千首｣入

初太郎( ･大久保)→ ( ･大久保 ､神職/勤王)Ｆ２６６９はつたろう ただひさ おおくぼ忠尚

初太郎( ･大久保)→ ( ･大久保､忠尚男/陸軍) Ｊ３６８４はつたろう はるの春野

初太郎( ･木下) → ( ･木下 ､惣庄屋/国学)Ｅ１７１２はつたろう くにまさ きのした国均

発中( ) → ( ､俳人) Ｅ３９６９はっちゅう ほっちゅう発中

八柱神霊( ;神号)→ ( ･清水､幕臣/神道/兵学)Ｋ３１１５はっちゅうしんれい ときもち時庸

発超( ;唐名･紀)→ ( ･紀､廷臣/漢学者) ３６１９はっちょう はせお長谷雄

八澄( ･松井) → ( ･松井 ､国学者) Ｇ４５６７はっちょう やすみ まつい八澄

八張棟梁( )→ ( ､狂歌) Ｄ４５９８はっちょうとうりょう やはりのとうりょう八張棟梁

八椿舎( ) → ( ･尾崎 ､俳人) Ｂ１９０５はっちんしゃ こうこう おざき康工

八椿主人( ) → ( ･尾崎 ､沢屋/俳人) Ｂ１９０５はっちんしゅじん こうこう おざき康工

八斗庵( ) → ( ･加藤 ､俳人) Ｃ１８２０はっとあん げんしょう かとう原松

初女( ) → ( ､初女 / ､歌人) Ｆ３６０７はつにょ はつ はつじょ はつにょ初

J3626 (初音;組連) 江戸の麹町の川柳の組連、はつね ? ｰ ?

取次;1771･72･77｢川柳評万句合｣入､

取次例;｢本ンの戦 だと常世 は株仕舞 ｣(1777万句合/前句;よわい事かな々)、いくさ つねよ かぶじまひ

(謡曲｢鉢木｣の佐野源左衛門常世)

(いざ鎌倉が実戦だったらあんな痩せ馬とぼろ鎧ではすぐに株仕舞[破産;戦死])

初音の僧正( )→ ( ･ ､法相僧/歌人) １３１４はつねのそうじょう えいえん ようえん永縁

初音楼一 ( )→ ( ･初音楼､戯作者) Ｈ１１２９ はつねろういっしゅ いっしゅ一

発々子( ) → ( ･佐方 ､藩士/俳人) Ｄ１４１７はつはつし おつご さかた乙語

初彦( ･上田) → ( ･上田 ､藩士/国学) Ｔ１５７５はつひこ かずのり うえだ一徳

八百庵( / )→ ( ･柳沢､信鴻男/藩主/諸芸)Ｄ４５１６はっぴゃくあん やおあん やすみつ保光

八百彦( → ･浅田)→ ( ･浅田/朝田 ､俳人)４５３８はっぴゃくげん やおひこ やおひこ あさだ八百彦

八百坊( / )→ ( ･沢木 ､俳人) Ｂ４４０５はっぴゃくぼう やおぼう もくどう さわき木仝

八百里( ･浅井)→ ( ･浅井 ､藩士/儒者) Ｂ４００８はっぴゃくり まさあき あさい政昭

F3630 ( ･馬場 ､通称;新左衛門､別号;和郷亭) 江後期陸中遠野の俳人、八風 はっぷう ばば ?ｰ?

和漢学に精通､書;東皐文真門､｢俳諧袋障子｣｢生仏｣著

発賁( ･真勢) → ( ･真勢/真瀬 ､易占家)Ｇ２８２０はっぷん ちゅうしゅう ませ中洲

八峰( ･山崎) → ( ･山崎 /弓削､神職) Ｍ３７１６はっぽう ひさかげ やまざき久陰

八方庵( ) → (初世 ･歌川､絵師/草双紙)Ｂ１７５８はっぽうあん くにのぶ国信

伐木齋( ) → ( ･砂岡 ､俳人) １５５３ばつぼくさい がんとう いさおか雁宕

F3631 ( ･原素館 ､姓;尾田 ) 大坂平野の狂歌作者:玉雲斎貞右[国丸]門､初丸 はつまる げんそかん おだ ?ｰ?

浪花6群のうち東方一群の長､1784｢狂歌春暮集｣86｢狂歌嫩葉夷曲集｣編、

1811｢狂歌嫩葉集｣､｢職人歌合の中｣著

初丸( ･堤） → ( ･堤 /荒木田､神職･歌)Ｋ４４６６はつまる もりのぶ つつみ盛言

E3668 ( / ･河村/川村､流石庵) 大阪の俳人:古銭蒐集､歌謡;端歌作詞など､羽積 はづみ うせき ?ｰ?

1781｢歌系図｣著､84｢誹諧こひす帳｣著;白羽絵馬額



発明( ･松田) → ( ･松田 ､陪臣/尊攘) Ｏ３２８６はつめい なりあき まつだ発明

はつめい小僧( )→ ( ･野崎/小池､俳人) Ｆ３６６９はつめいこぞう はめい巴明

J3637 ( ;女房名) 江中期;鳥取池田侍従家の女房､はつ山 はつやま ? ｰ ?

歌;広通｢霞関集｣入、

[ほととぎすきよくやはらぐ空に今待ちつけて聞く声もめづらし](霞関;夏226/卯月郭公)

初山( ･佐竹) → ( ･佐竹 /三木､藩主妻/歌)Ｊ３６４６はつやま はつせ さたけ初瀬

発郎( ･熊谷) → ( ･熊谷 /船形､修験/歌)Ｐ４０４１はつろう まゆみ くまがい眞弓

F3633 ( ) 鎌倉期;越後寺泊の遊女､初若 はつわか ? ｰ ?

1298佐渡に行く京極為兼に贈歌(玉葉集1240)､没後顕明･光吉らが経供養｢惟宗光吉集｣入、

[物思ひ越路の浦の白波もたちかへるならひありとこそきけ](玉葉集;1240)

F3634 ( ･長野 ､名;通易､可休男) 豊後玖珠郡恵良の医者/俳人:朱拙/野坡門､馬貞 ばてい ながの 1671ｰ175080

40歳頃家督を子に譲渡/1713(43歳)剃髪;随有と号す/諸国行脚;風流の生活､

1706｢七異跡集｣､｢紫石集｣｢馬貞句集｣｢湯の山紀行｣｢朝雲雀｣｢時計松｣｢花いろいろ｣著､

追善集｢暁塚集｣､

[馬貞(;号)の通称/別号]通称;与一郎、

別号;頭水(投錐 ;初号)茂林堂/紫石堂/随有(;剃髪号)/甲子庵/瓢々坊/遠山翁とうすい

馬蹄( ･飛塵) → ( ･上野山､狂歌) Ｏ３１７２ばてい とぶちりのばてい飛塵馬蹄

F3635 ( ･長谷川 ､素丸男) 江戸の俳人;父門馬泥 ばてい はせがわ ?ｰ?

破笛山( ) → ( ･細木 / ､商家/俳人)１９７０はてきさん こうい ほそき さいき香以

伴天連社高政( )→ ( ･菅野谷 ､俳人) ２６１６たばてれんしゃたかまさ たかまさ すげのや高政

F3636 ( ･小西 ) 江中期大坂の俳人/雑俳:蘭桂と交流､波天 はてん こにし ? ｰ ?

1718(享保3)刊｢万石船 ｣編まんごくぶね

播田室( ) → ( ･春原 ､歌人) Ｄ４４９４はでんしつ もとひこ はるはら元彦

F3637 ( ) 大阪の俳人:巴桃 はとう ? ｰ ?

1755 子 狂文｢魯竹文輯｣跋/分類刊行 かんし

F3638 ( ･井上 ) 大阪の雑俳点者､巴洞 はとう いのうえ ? ｰ ?

1754潘山(百子)｢しぐれの碑｣(;貞因[貞柳貞峨の父]25回忌･貞峨13回忌追善集)入､

1757律中｢耳勝手｣/82虎風｢場付鼻あぶら｣入、

[名は久し咲くや八年の橋柱](しぐれの碑/貞因法橋の叙集も久し)

馬童( ) → (2世 ､講釈師) Ｅ３６２７ばどう ばこく馬谷

馬童子( ) → ( ･天井､商人/俳人) １１９３ばどうし いすい韋吹

馬童仙( ) → ( ･天井､商人/俳人) １１９３ばどうせん いすい韋吹

巴東楼( ) → ( / ･森川､俳人) １６５５はとうろう きょろく きょりく許六

鳩ヶ谷三志( )→ ( ･小谷 ､富士講行者) Ｍ２０３０はとがやさんし さんし おたに三志

K3605 ( ･木村 ､) 美濃大野郡の生/彦根藩士/歌人;斎藤春千門、馬得 ばとく きむら 1611ｰ 1683

歌;[彦根歌人伝･続寿]入、

[馬得(;名)の通称/号]通称;文吾、号;中野

馬得( ) → ( ･庄司 ､絵師/篆刻/俳)Ｇ３８１３ばとく ぶんち しょうじ文螭

服部呰女( / )→ ( ･服部､万葉歌人) Ｂ１００６はとりのあさめ あざめ あさめ呰女

服部於由( / )→ ( ･服部､万葉防人) １２００はとりのおゆ うえだ うえだ於田

馬呑( ､洒落本作者)→ ( ) Ｚ２１８９ばどん しどうどうばどん止動堂馬呑

F3639 ( ) 大阪女流歌/俳人;秀吉に仕えた女臈､葉南 はな ? ｰ ?

1684西鶴｢俳諧女哥仙 ｣入;にょかせん

1688西鶴｢武家義理物語｣の｢花｣として｢ちよぼ(蝶暮)｣と共に入、

[雨降れば夜の目もあはぬ星の空](女哥仙;3/七夕の夜/目に妻 を掛る)め

K3622 ( ･座光寺 ､座光寺為明女) 母;久 (座光寺為忠女)、ハナ はな ざこうじ ひさ1757ｰ183882

信濃伊那郡の旗本家(伊那衆)の女､一柳為礥 を婿とす;為礥は山吹領主を継嗣、ためかた

歌人;祖父為忠門/澄月門､

[ハナ(;名)の通称/号]通称;八十、号;柳糸

花( ･一行) → ( ､食行身禄女､富士講行者)Ｊ１１２１はな いちぎょうはな一行花



I3676 ( ､通称;山下藤兵衞) 江戸四谷おし丁裏通住の狂歌作者;花馬池月 はなうまのいけづき ?ｰ?

1787｢狂歌才蔵集｣入､

[相州の住 きれものの初鰹けふ手に入てさしみにぞする](才蔵集;三125、ぢう

相模湾の鰹を鎌倉に水揚し江戸に送る/刀の切物と品切/刀の差し身と刺身を掛る)

F3640 ( ) 江戸新吉原の遊女/歌;荷田蒼生子 (1722ｰ86)門､花扇 はなおうぎ たみこ? ｰ ?

歌;三島景雄(自寛)･加藤千蔭門､1780(安永9)三島自寛｢角田川扇合｣参加

花枝( ･佐竹) → ( ･佐竹 /三木､藩主妻/歌)Ｊ３６４６はなえ はつせ さたけ初瀬

花英一( → )→ ( ･植山 ､検校/歌人) Ｂ３６３５はなえいいち かえいいち ばいし うえやま梅之

F3641 ( ･岩雲 ､幼名;亘､主計男) 阿波美馬郡岩津の生;1808出郷;諸国周遊、花香 はなか いわくも 1792ｰ186978

国学:平田篤胤門;神代文字の研究､板野郡吉田村吹越天王神社神主､白川重晴の師、

1831｢八日 の日記｣/51家集｢花鏡 の歌集｣著やをか はなのかがみ

花香( ･億川) → ( ･緒方 ､洪庵の妻/歌人) Ｆ４５４９はなか やえ おがた八重

花墻漣々( ) → (初世 ･大久保､俳人) Ｂ５１３５はなかきれんれん れんれん漣々

花墻漣々( ) → (2世 ･大久保､初世男/俳人)Ｂ５１３６はなかきれんれん れんれん漣々

花笠外史( ) → ( ･花笠 ､歌舞伎作/戯作/川柳)Ｆ３８０２はながさがいし ぶんきょう はながさ文京

花川戸( ) → (初世 ･桜田､歌舞伎作者) ２１２３はなかわど じすけ治助

K3664 ( ) 宝暦1751-64頃;江戸の歌人;深川伎女?、花木 はなき ? ｰ ?

建部綾足の妻橘女(紫苑/歌人･画)の深川の歌妓頃の養母

F3642 ( ･遠州屋佐助) 狂歌･四方連､水伝馬町住、鼻毛永人 はなげのながびと ?ｰ?

F3643 (華子 ･猪飼 ､通称;阿薫 ､宝泉院) 尾張藩主徳川宗春の侍妾、花子 はなこ いかい おくん ?ｰ1780

歌人:下冷泉宗家入門/冷泉為村･為恭門､｢阿薫 和歌集｣｢泉子詠草｣著おくん

K3609 ( ･蔵田 ､旧姓;泰蔵) 京の歌人;小沢蘆庵門/国学/能書家、花子 はなこ くらた 1765ｰ180036

けいこ けいか[花子(;名)の字/通称/号]字;八重、通称;瓊子 、号;瓊華

鼻金剛( ) → ( ･8世金剛､能役者) Ｂ１２７４はなこんごう うじまさ氏正

花咲庵( / )→ ( ･牧岡､俳人) Ｅ３０５３はなさきあん かしょうあん てんらい天来

F3644 ( ､通称;滝沢勘兵衛) 江戸狂歌作者;花園側､｢十題集｣編花咲庵米守 はなさきあんよねもり 1781ｰ184868

花咲の翁( ) → ( ･松永､歌学/俳人) ３００８はなさきのおきな ていとく貞徳

F3645 ( ､姓;細川/細河 ) 幕臣/御家人;与力/江戸麻布三軒家に住、鼻山人 はなさんじん ほそかわ 1791?ｰ185868?

1804頃戯作を志し山東京伝門､洒落･滑稽･人情本･合巻を執筆､御家人株を売る、

神田和泉町の裏店に移住;戯作者/晩年は落魄;芝切通し住;伝授屋と号し手品種本を販売､

1807(文化4)合巻｢髑 た新形｣(初作)/1817洒落｢青楼籬の花｣18｢廓宇久為寿 ｣、しゃれ さとのうぐいす

1818人情｢未曾可 の月｣20｢女自来也｣21｢玉散袖｣24｢蘭蝶記｣｢仇競 恋浮橋｣、みそか あだくらべ

1825洒落｢青楼 未明[曙]草｣/｢風俗粋好伝 ｣25-27｢契情肝粒志 ｣、せいろう すいこうでん けいせいきもつぶし

1828｢千代物語｣29｢艶競金化粧｣39｢明増而 目出度咄｣48(嘉永元)｢平気物語｣外著多数､あけまして

[鼻山人(;号)の通称/別号]通称;浪次郎/並輔、

別号;東里山人 /九陽亭/東里鼻人/布山､晩年;伝授屋とうりさんじん

花枝房円馬(葉南志坊円馬 )→ ( ･立川､噺家) Ｃ１３２０はなしぼうえんば えんば円馬

K3665 ( ) 江戸の歌人/井伊直幸 (1729ｰ89)に出仕;老女花封 はなしめ なおひで1721 ｰ 178767

F3646 ( ) 狂歌;1742百子｢狂歌時雨の橋｣入花輔 はなすけ ? ｰ ?

J3642 (2代 ) 江戸幕府大奥女中、花園 はなぞの ? ｰ ?

11代将軍徳川家斉正室広大院寔子 付上御年寄､歌人､ただこ

1808真田幸弘賀集入､1841天保改革により感応寺での風紀紊乱の罪で押込の処罰;赦免､

のち12代将軍徳川家慶付上、

[かけ高き軒端の松の深みどりふりせぬ色に契る行末](真田幸弘賀集)

なお初世花園は10代徳川家治付上/3代花園は14代家茂付上御年寄

花園院一条( )→ ( ･花園院女房､歌) Ｂ１１２０はなぞのいんのいちじょう いちじょう一条

花園院兵衛督( )→ ( ･高階､内侍/歌)１３９６はなぞのいんのひょうえのかみ えんし遠子

花園院別当( )→ ( ･花園院､女房/歌) Ｂ２７０４はなぞのいんのべっとう えべっとう別当

花園院別当典侍( )→ ( ･花園院/歌)５１４５はなぞのいんのべっとうてんじ れいぜい冷泉

花園院冷泉( → ( ･花園院/典侍/歌人)５１４５はなぞのいんのれいぜい れいぜい冷泉



花園左大臣( ) → ( ･源/歌人) Ｂ１０９０はなぞのさだいじん ありひと有仁

花園左大臣家越後( )→ ( ･内大臣家/歌)１３６９はなぞのさだいじんけのえちご えちご越後

花園左大臣家小大進( )→ ( ) Ｄ１９２２はなぞのさだいじんけのこだいじん こだいじん小大進

花園左大臣室( /-北方)→ ( ･源/歌人)Ｂ１０９１はなぞのさだいじんのしつ ありひとのしつ有仁室

3622 ( ･名;富仁/法号:遍行､伏見天皇皇子) 母;洞院実雄女の季子､花園天皇 はなぞのてんのう 1297ｰ134852

1308-18在位､譲位後持明院派､光厳天皇の教育、

1333後醍醐軍の京奪還で逃走;近江番場で捕縛/1335出家;花園萩原殿住、

歌;後期京極派歌壇の中心､1312玉葉集撰進､42持明院歌合43院六首歌合催､連歌会催､

風雅集監修;和漢序､禅;宗峰/関山門､1307｢一遍上人絵伝｣書/1312｢神璽裹改之事｣著､

｢学道之御記｣｢花園院宸記｣｢花園院御百首｣｢花園院御文類｣｢花園院七首和歌｣著外多数､

勅撰;118首;玉葉(12首55/357/604/673以下)続千載(4首585/7791602以下)続後拾遺(3首)、

風雅(54首7/87/91以下)新千載(23首)新拾遺(15首)新後拾遺(6首)新続古今(1967)、

[わがこころ春にむかへる夕ぐれのながめのすゑも山ぞかすめる](風雅;春7/院御歌)、

連歌;菟玖波集6句入､徒然草に後醍醐天皇に譲位後その年の春[殿守の]の歌入;

[殿守のとものみやつこよそにして掃 はぬ庭に花ぞ散りしく](徒然草27段;新院)、はら

[花園天皇の別称] 萩原法皇/萩原院

鼻高幸四郎( )→ (5世 ･松本､歌伎役者)Ｂ１９４１はなたかのこうしろう こうしろう幸四郎

鼻垂( ･雲多楼) → ( ･遠藤､商人/狂歌/戯作) Ｇ３６５１はなたれ はるたり春足

鼻垂先生( ･青木)→ ( ･青木､狂詩) Ｃ３７３９はなたるせんせい びすいせんせい鼻垂先生

花所( ) → ( ･福島/藤原､商家/絵師) Ｂ２８６６はなところ ちかはる隣春

K3612 ( ･楜沢 /本姓;源､) 信濃佐久郡の国学者､花頼 の父、花成 はななり くるみざわ はなより1827ｰ7751

[花成(;名)の通称/号]通称;美喜蔵、号;詞園

花成( ･渡海里) → ( ､狂歌作者) Ｉ３１８２はななり とかいりのはななり渡海里花成

K3603 ( ･木城 ､旧姓;飯田､名;由子/芳子) 伊豆韮山の歌人、花野 はなの きしろ 1822ｰ7958

歌;菊池袖子･木村定良･村田芳樹･岡本保孝門､江戸幕臣木城安太郎と結婚、

1868(慶応4)上野戦争で夫没/維新後;大教院女教導職/栃木の模範女学校教師、

女子師範寮監、

[上野山動かずさらで郭公鳴く音血をはくさみだれの頃];上野戦後に放置の遺骸を見て

F3647 ( ､山口政吉､初号;霞谷景 ､万亀亭) 江戸の狂歌師、花江戸住 はなのえどずみ かすみのたにかげ ?ｰ1805

数寄屋橋南一丁目横町住､銀座狂歌スキヤ連:真顔門､

1787｢作習酒佐子｣95｢狂歌江戸紫｣｢糸の機関｣著､才蔵集4首入(花江戸住/霞谷景名)､

[世の人にうしろを見せぬ月なれば一分 も跡へひかぬかつら男 ](才蔵集;203、いちぶ を

逃げず意地を張り通すいい男/桂男は月に住む美男子)

花の戸( ) → ( ･小町谷 /林､歌人) Ｆ４７９０はなのこ よしのり こまちや吉憲

F3648 ( ) 大江戸派狂歌師･1806松好斎｢ますかがみ｣入花咲成 はなのさくなり ? ｰ ?

花下十念房( )→ ( ;法諱､藤原､僧/歌人)Ｄ２５８３はなのしたじゅうねんぼう そしゅん素俊

花下遊士( ) → ( ･猗々庵 ､俳人) Ｈ３１８４はなのしたゆうし とうよう いいあん東陽

花の本( ･二条) → ( ･二条/藤原/九条､摂政) Ｄ４５０５はなのもと やすみち康道

花の本(初世 ) → ( ･松永､俳人) ３００８はなのもと ていしつ貞徳

花の本(2世 ) → ( ･安原､一嚢軒､俳人) ３００５はなのもと ていしつ貞室

花の本(3世 ) → ( ･犬井､一嚢軒､俳人) ３００６はなのもと ていじょ貞恕

花の本(8世 ) → ( ･桜井 ､俳人) ３６０４はなのもと ばいしつ さくらい梅室

花の本(9世 ) → ( ･堤､麦慰舎､俳人) Ｂ３６８２はなのもと ばいつう梅通

花の本( ) → ( ･菱田､俳人) Ｅ３７９３はなのもと ひゃっか百可

花の本( ) → ( ･西村､名主/書･茶･歌) Ｆ４１９０はなのもと みゃくあん藐庵

花之下長居( )→ (政樹 ･浅島 /源､藩士/国学)Ｎ４０１２はなのもとのながい まさき あさじま正樹

花下幽人月前吟客道生( )→ (導生 ;法諱､連歌)Ｆ３１３９はなのもとゆうじんげつぜんぎんきゃくどうしょう どうしょう道生

花舎( ) → ( ･吉村 ､藩士/国学者) Ｆ２８２０はなのや ちはる よしむら千春

花野舎( ) → ( ･船曳 ､国学/歌人) Ｅ１４１１はなのや おおしげ ふなぶき大滋

花の舎( ) → ( ･船曳､大滋弟/神職/国学)Ｂ１１８４はなのや いわぬし磐主



花廼屋( ) → ( ･辻 ､里長/国学者) Ｋ３６４６はなのや はるのぶ つじ春信

花廼屋光枝( )→ ( ･桜井伊兵衛､国学/狂歌) Ｃ３０７０はなのやてるえ てるえ光枝

花廼屋蛙麿( )→ ( ･達摩屋初世･岩本､光枝の弟子､狂歌)Ｅ１９８２はなのやかわずまろ ごいち五一

花廼屋咲足( ･狂歌)→ ( ･富樫､国学) ３７１４はなのやさきたり ひろかげ広蔭

花廼家[家]守枝( )→ ( ･堀､藩主/文芸) Ｂ３２５７はなのやもりえ なおただ直格

嚏居士( ) → ( ･嚏居士､俳人) Ｂ１１１５はなびのこじ いちおん一音

英一( ) → (初世 ･歌川､3世豊国/絵師)１７２９はなぶさいったい くにさだ国貞

英屋( ･万笈堂) → ( ･英 ､書肆) ２７１９はなぶさや へいきち はなぶさ平吉

英屋( ･万笈堂) → (大輔 ･英､平吉男/書肆) Ｋ２６４４はなぶさや だいすけ大助

J3641 ( ) 京の生/江戸幕府大奥女中、花町 はなまち ? ｰ ?80余歳没

11代将軍徳川家斉正室広大院寔子 付上御年寄､歌人/文筆家､ただこ

1808真田幸弘賀集入、

1826(文政9)寔子に随い浜御殿紀行文｢千世の浜松｣著(新見正路｢賜蘆拾葉｣所収)、

1844江戸城本丸炎上で逃げ遅れ焼死(80余歳)

[ゆたけしないま此の御代の時つ風浪静かなる竹芝の浦](千世の浜松)

花町宮( ) → ( ･高松宮､連歌) Ｇ４７４７はなまちのみや よしひとしんのう好仁親王

花町宮( ) → ( ､二条派歌人) １７９４はなまちのみや くにみしんのう邦省親王

花町宮( ) → ( ､有栖川宮/歌人)Ｆ４６４３はなまちのみや ゆきひとしんのう幸仁親王

I3679 ( ･森口) 江戸狂歌;1787｢才蔵集｣入;383花丸 はなまる ? ｰ ?

[かならずと閉 て残したるくゞり戸の心ほそめに待宵ぞうき]た

F3649 (花麿/華麿 ･春光園･優々館､姓;杉田 ) 大坂糸屋町の洒落本/読本作者､花丸 はなまる すぎた ?ｰ?

狂歌;蜻蛉館姫丸社中､1793｢言葉の玉｣94｢北華通情｣99｢絵本異国一覧｣著､

1808｢名技伝｣著/11｢京羽二重大全｣編/23刊｢さとのたね｣著､

[春光園花丸(;号)の通称/別号]通称;長兵衞/宗兵衞、

別号;優々館花丸/優々館主人/蜻蛉館2世

花道のつらね( :狂名､才蔵集入)→ (5世 市川､歌舞伎役者)Ｉ２６３１なはみちのつらね だんじゅうろう団十郎

花紫( ､遊女) → ( ､戯作者) Ｐ１６４６はなむらさき ぎょくろうかし玉楼花紫

鼻元( ･千枝) → ( ､狂歌作者) Ｌ２８０６はなもと ちえのはなもと千枝鼻元

花紅葉堂( ) → ( ､俳人) Ｄ４９４１はなもみじどう りゅうぎん柳吟

F3650 ( ･柴田 ､礼助男) 祖父;小城藩士陣内甚五兵衞､肥前小城の生、花守 はなもり しばた 1809ｰ9082

平田派の国学を修学/神道;1826小谷三志門､富士信仰を神道化;実行社を組織;1884管長､

京の豊国社宮司､神･仏･儒の学を究明/歌･画を嗜む､

1849｢仮字真字鏡｣56｢国之真柱｣64｢太諄辞考｣､｢咲園集｣著､

[花守(;名)の幼名/号] 幼名権次郎、

号;三生/琴岡/笑園/麦袋/麦園/七香園/咲庵/咲園 、神号;咲行霊神しょうえん

K3645 ( ･都筑 ､) 伊予宇和郡の宇和島藩士､歌人､花守 はなもり つづき ? ｰ 1873

[花守(;名)の別名/通称/号]別名;行敏、通称;九右衛門、号;百花園

花守( ･大野) → ( ･大野､俳人) １８５８はなもり けいざん景山

花守( ･吉野) → ( ､狂歌作者) Ｋ４７０９はなもり よしののはなもり吉野花守

花屋庵( ) → ( ･菅沼､俳人) １６８３はなやあん きえん奇淵

花屋庵( ) → ( ･藤井､奇淵門/俳人) ３０７９はなやあん ていさ鼎左

花屋裏( ) → ( ･菅沼､俳人) １６８３はなやうら きえん奇淵

花屋裏( ) → ( ･七杉堂､俳人) Ｃ２４９２はなやうら せいふ星譜

花屋久次郎(初世 ､書肆)→ (初世 ･芙蓉散人､俳人)Ｅ２４４６はなやきゅうじろう せっせい雪成

花屋久次郎(2世 ､書肆)→ ( ､雪成2世､俳/川柳)Ｅ１５２１はなやきゅうじろう かんり菅裏

K3613 ( ･楜沢 /本姓;源､花成 長男) 信濃佐久郡の人、花頼 はなより くるみざわ はななり 1852ｰ9645

国学者･歌人;江戸の橋本直香 門、ただか

[花頼(;名)の通称/号]通称;貞一郎、号;桃廼舎花頼

花頼( ･楜沢) → ( ･楜沢 /源､国学者) Ｋ３６１３からい はなより くるみざわ花頼

離屋( ) → ( ･鈴木､儒/国学/語学/歌) １０１３はなれや あきら朖



花輪様( ) → ( ･南部･花輪/七戸､藩主/歌)Ｃ２１７０はなわさま しげのぶ重信

花輪堂( ) → (2世 ･十返舎､戯作者) Ｂ１１３７はなわどう いっく一九

馬南( ) → ( ･吉分[別]､俳人) Ｃ２６３７ばなん たいろ大魯

坡南荘( ) → ( ･小野､豪農/藩政改革/歌人)２９９８はなんそう つとむ務

E3636 ( ･佐藤 ､名;宗明 ) 岩代伊達郡桑折の本陣の家の生;役人を継嗣､馬耳 ばに さとう むねあき ?ｰ1750

俳人:露沾･露川門､元禄･寛延1688-1751頃桑折俳壇を率る､佐藤新五郎(如風)の父、

1697桃隣｢陸奥鵆｣入､1711｢正徳集｣著､1713露川来訪/16祇空来訪/16等躬｢一の木戸｣入､

1717燕説来訪､19(享保4)桑折の法円寺境内に芭蕉の｢田植塚｣を建立;｢田植塚｣著､

1741江戸に遊ぶ;42帰郷､祇空･潭北･湖十と交流､

｢正風誹談録｣著(朱拙｢けふの昔｣の剽窃?)

[今朝は誰秣を刈て女郎花](陸奥鵆 )、むつちどり

[馬耳(;号)の通称/別号]通称;佐五左衛門/新右衛門、別号;柱碩/欖翠軒 /露桑堂らんすいけん

F3651 ( ･多治比眞人 ､左大臣島の孫) 奈良期740(天平12)従五下、土作 はにし たじひのまひと ?ｰ771

743検校新羅使;新羅の無礼を指摘/摂津介/746民部少輔;749(天平勝宝元)紫微大忠兼任、

尾張守/文部大輔/左京大夫/771(宝暦2)参議治部卿従四上､万葉四期4243()、

[住吉 に斎 く祝 が神言 と行くとも来 とも船は早けむ](万葉;十九4243、すみのえ いつ はふり かむこと く

(751入唐大使藤原清河への餞別/航海の神住吉の神職の御託宣;行帰り安全で早い)

3623 ( ) 奈良期越中の遊行女婦 ､万葉四期4047/4067、土師 はにし あそびめ? ｰ ?

[垂姫 の浦を漕ぎつつ今日の日は楽しく遊べ言ひ継ぎにせむ](万葉;十八4047、たるひめ

家持の越中布勢の水海 遊覧の時の詠)みずうみ

J3696 ( ･唐木 ､) 信濃埴科郡屋代村の商家/国学者;武多識正 門、埴麿 はにまろ からき としまさ1784ｰ186582

歌人､弟春雄 の師､｢唐木埴麿家集｣はるお

[埴麿(;名)の初名/通称/号]初名;喜属、通称;栄左衛門、号;宇全

埴麿( ･清宮/木村)→ ( ･木村/清宮､国学/万葉研究)Ｃ４０５０はにまろ まさこと正辞

はね炭( ･佐倉) → ( ､狂歌) Ｆ２０１５はねずみ さくらのはねずみ桜のはね炭

F3652 ( ･石原 ) 陸前仙台藩士/俳人:馬光門､茶道･挿花を嗜む､馬年 ばねん いしはら ? ｰ 1839

｢草鞋塚集｣著、

[馬年(;号)の通称/別号]通称;泰輔 /節平､ 別号;松洞やすすけ

F3653 ( ;法諱･東麓 ;道号) 室町期臨済僧;建仁寺東麓軒の住僧､破衲 はのう とうろく ?ｰ?

1444辞書｢下学集 ｣著/序(;日常語彙約3千語を18門に分類し説明/1617刊行)かがくしゅう

婆阿( :狂歌名) → ( ･春日部､狂歌) Ｈ１６８４ばばあ きんこう錦江

爬背子( ) → ( ･林､鵞峰､羅山男/儒者) ３６３０ははいし はるかつ春勝

F3654 ( ) 俳人;1697其角｢末若葉 ｣独吟歌仙入波麦 はばく うらわかば? ｰ ?

F3655 ( ) 江後期豊後杵築の俳人:葛飾派、馬白 ばはく ? ｰ ?

1798(寛政10)｢海と山｣編

柞舎( ) → ( ･千家 ､歌人) Ｄ２６２７ははそのや たかとも せんげ尊朝

馬場雲壺( ) → ( ､木室､幕臣/狂歌/噺本)３６１２ばばのうんこ はくりかんぼううん白鯉館卯雲

馬場金埒( ) → 金埒( ･馬場､両替商/狂歌) Ｅ１６９０ばばのきんらち きんらち

F3656 ( ･南亭､古川) 江戸市ヶ谷の狂歌作者/菅江社中､葉々広 はばひろ ?ｰ ?

1817｢狂歌六歌仙｣編

婆婆面山( :綽名)→ ( ･面山､曹洞宗僧) ２３８６ばばめんざん ずいほう瑞方

破飯嚢子( ) → ( ;法諱､僧侶/俳人) Ｂ２５４３ははんろうし そんあ遜阿

F3657 (Fabian･イルマン､不干斎巴鼻庵) 母;ジョアンナ(秀吉の政所の侍女)､ハビアン 1565ｰ162157

加賀の生/京の臨済宗大徳寺の所化?/1583(天正11)母と京で受洗/86イエズス会入会、

修道士､1587豊臣秀吉の伴天連追放令で平戸･長崎･有家に移住､1590加津佐コレジヨ在学、

加津佐の日本イエズス会第2回総協議会に最年少の日本人修道士として参加、

天草コレジヨで日本語教師､ラテン語･倫理神学を修学､

1603(慶長8)以後は京の下京教会で活動､1608(慶長13)イエズス会脱会;棄教、

1614(慶長19)禁教令公布以降は長崎で幕府のキリスタン迫害に協力､

1605｢妙貞問答｣著(;転び前)/転び後;1620｢破提宇子 ｣著はでうす



1620口訳｢羅馬字本平家物語｣編纂;序、[別号/法諱]別号;巴比/梅庵、法諱;恵俊/恵春

F3658 ( ･中西 ) 近江愛知郡平尾村の俳人､蝶夢と親交､馬瓢 ばひょう なかにし 1732ｰ180170

1801(享和元)｢筆の塵｣著

破瓢叟( ) → ( ･ ･前川､俳人) Ｄ４６６８はひょうそう ゆうへい よしひら由平

馬風( ･鈴々舎) → (2世 ･金原亭､落語) Ｅ３６５７ばふう ばしょう馬生

馬風( → ･俳号)→ ( ･肥田 ､庄屋/国学/俳) Ｋ４１１７ばふう うまかぜ みちてる ひだ通光

F3659 ( ･吉村 ､号;庸斎/希貫斎) 江前期会津文筆家:山崎忠央門､1714｢自笑録｣著省 はぶく よしむら ?ｰ?

把不住軒( ) → ( ;道号･希膺;法諱､臨済僧)Ｂ１２１２はふじゅうけん うんご雲居

F3660 ( ･六成堂) 近江彦根藩士/俳人;1696李由許六｢韻塞 ｣入､馬仏 はぶつ いんふたぎ? ｰ 1696

1698沾圃ら｢続猿蓑｣/1712許六｢正風彦根躰 ｣入、ひこねぶり

[もち搗きの手伝ひするや小山伏 ](続猿蓑;巻下/餅つき、こやまぶし

小山伏は弟子の若い山伏/師匠の命で檀家の手伝い)

F3661 ( ･松村 ) 越前勝山の商人/俳人:曲浦門､1802｢なてしこ塚｣編､巴文 はぶん まつむら 1727ｰ 180276

[巴文の通称/別号]通称;甚七、別号;嘯柳舎/甫濤涯/帰花仙/遊糸庵、屋号;板屋

F3662 ( ･山本 ､屋号;山川屋) 三河額田郡大草の生/三河岡崎の旅籠屋主人、波文 はぶん やまもと 1802ｰ7170

俳人:卓池門､茶道;不蔵庵竜渓門､1832｢苔清水｣41｢松毬集｣70｢俳諧山桜集｣著、

[波文(;号)の通称/別号]通称;嘉蔵､ 別号;暁松庵/麦雲舎､

F3663 ( ) 俳人;1690北枝｢卯辰集｣1句入、破瓶 はべい ? ｰ ?

[ひとつ家 のもゝぞ野道のはるの色](卯辰集;巻一82/野中の一軒家の桃の花)や

破鼈( ･里井/破鼈老人)→ ( ･里井､廻船問屋/国学)Ｎ２６４２はべつ たかもと孝幹

馬圃( / ･芦田) → ( ･芦田/堺屋､醸造業/俳人) Ｄ１５１９ばほ まほ かふ霞夫

瑪蜂( / ) → ( ･大塚 ､蘭学/医者) ３１９３ばほう めほう どうあん おおつか同庵

F3664 ( ) 江戸の俳人;江戸座宗匠､馬勃 ばぼつ ? ｰ ?

1745湖十｢江戸廿歌仙｣独吟歌仙入

馬孛( ) → ( ･与謝･谷口､俳人/絵師) ３８１１ばぼつ ぶそん蕪村

馬渤斎( ) → ( ･野原 ､俳人) Ｃ４８４０まぼつさい らんじ のはら蘭二

馬勃坊( ) → ( ･横山 ､俳人/1755-1837)Ｅ２８５７ばぼつぼう ちせん よこやま治泉

J3690 ( ･貝掛 ､) 筑前遠賀郡の酒造業､国学/歌人、浜雄 はまお かいがけ ? ｰ 1791

[浜雄(;名)の通称/号]通称;只八、号;遊石

浜雄( ･萩原) → ( ･萩原､藩士/国学者/歌) ３７２８はまお ひろみち広道

浜荻園( ) → ( ･太郎館 /荒木田､神職/国学)Ｆ２３３９はまおぎえん すえかた たろうだち季賢

浜荻叟( ) → ( ､雲蝶､僧/俳人) １６９２はまおぎそう きぎょう幾暁

浜荻侍従( )→ ( ､歌人) Ｃ１９７８はまおぎのじじゅう こじじゅうのみょうぶ小侍従命婦

3624 ( ･清水 ､道円[夫莱]男/本姓;藤原) 江戸不忍池畔の医者､浜臣 はまおみ しみず 1776ｰ182449

1787昌平黌入学/考証学修得､歌;92村田春海門;のち師や小山田与清と確執を生ず､

｢泊舎 集｣｢万葉集考註｣｢語林類纂｣｢語林類葉｣｢人名和歌抄｣｢近葉鳴和集｣｣､ささなみのや

｢歌体独語｣｢甲斐日記｣｢桐生日記｣｢泊詠草｣｢泊筆記｣｢泊文集｣｢泊文藻｣外著多数､

歌;本居大平｢八十浦の玉｣上巻末;[海上眺望]長歌1首反歌2首入､

[朝風ものどかに吹きていづてぶね大江のみとを漕ぎはなる見ゆ](八十浦;316反歌)

[浜臣(;名)の初名/通称/号]初名;近義､ 通称;玄長､ 号;泊舎 /月斎､ささなみのや

みつふさ法号;釈道融信士、門弟;岡本保孝/前田夏蔭ら、養子嗣;光房

J3653 ( ･加藤 ､) 江後期;歌人､加藤甲次郎一周 (1862殺害)の母、浜子 はまこ かとう かずかね? ｰ ?

1858蜂屋光世｢大江戸倭歌集｣入(息子一周と共に入集)､

[色見えぬ心の花のうつろふはいかなる春の風通ふらん](大江戸倭歌;恋1489/春恋)、

息子 → ( ･加藤 /藤原､甲次郎/歌人)Ｍ１５１６一周 かずかね かとう

K3642 ( ･橘 ､守部女) 母;政子､武蔵幸手の生､橘冬照の妹､浜子 はまこ たちばな 1817ｰ45早世29歳

歌人/江戸住､1843(天保14)｢橘の昔語 ｣著(;父の半生)、法名;清渚院むかしばなし

K3670 ( ･肥田 ､春安5男) 伊豆田方郡八幡野村の医家の生､土雄 の甥、浜五郎 はまごろう ひだ ひじお1830ｰ8960

江川･川本･象先堂塾入学/伊東玄朴に蘭学修学/長崎海軍伝習所2期生(榎本武揚同期生)、

幕府軍艦操練所頭取/1860(万延元)咸臨丸機関長;勝海舟･福沢諭吉らと渡米/軍監頭取、



1866(慶応2)日本最初の蒸気機関付軍艦千代田形を小野春山と完成/68横須賀海軍造船所、

のち造船所長/1882(明治15)初代海軍機関総監;岩倉遣外使節団に随行/初代御料局長官、

第十五銀行･日本鉄道会社創設尽力､日本の[造船の父]と称される､1889(明治22)事故死

浜五郎( ･加藤) → ( ､加藤､和学/歌学) ３６４１はまごろう ばんさい磐斎

浜次郎( ･内藤) → (弘前 ･内藤､幕臣/国学者)Ｆ３７８０はまじろう ひろさき広前

浜純( ･杉浦) → ( ･杉浦 ､国学) Ｐ３１１４はまずみ ともあきら すぎうら朋理

浜足( ･藤原) → ( ･藤原､廷臣/歌学) ３６２５はまたり はまなり浜成

浜亭( ) → ( ･永沢 ､歌人) ４１８０はまてい みくに ながさわ躬国

浜殿( ) → ( ･不軽院､日蓮僧) Ｅ３３１６はまどの にっしょう日昭

浜名加賀入道( )→ ( ;法諱､歌人) Ｈ２２６６はまなかがにゅうどう じょうかい仍海

3625 ( ･藤原朝臣 ､前名;浜足 ､麻呂男) 奈良期廷臣､不比等の孫､浜成 はまなり ふじわらのあそみ はまたり 724ｰ79067

母;稲葉国造気豆女(稲葉八上郡の采女)､奈良期廷臣;772(宝亀3)参議/776従三位、

刑部卿､広く群書を読破､781(天応元)桓武即位により大宰帥から員外帥に左降、

782女婿の氷上川継謀反事件に;連座;参議･侍従を解任;太宰員外帥として任地に没､

歌学:772｢歌経標式｣撰(;詩式を歌に適用)､｢唯識問答｣問/｢天書紀｣著

F3665 ( ･斎部宿禰/忌部 ) 平安期廷臣/803斎部に改姓/民部少丞､浜成 はまなり いんべ ?ｰ ?

803遣新羅使､｢神別本紀｣｢天書｣の著者に仮託

F3666 ( ･尾張 ) 平安前期雅楽家;舞楽の名手､入唐、浜主 はまぬし おわり 733 ｰ ?

帰国後;845(承和12)正月百十余歳で舞う(続日本紀入)､｢拾翠楽｣｢河南浦｣の舞

浜雅楽大夫( )→ ( ;法諱､僧/歌人) Ｆ２４１０はまのうただゆう ぜんきゅう禅休

浜辺の石成( ､狂歌)→ ( ･山鹿､剣術家/俳人)Ｌ２６５３はまべのいしなり たかあつ高厚

浜辺黒人( ･斯波) → ( ･浜辺､狂歌) Ｂ１７１８はまべのくろひと くろひと黒人

浜村屋大明神( )→ (3世 ･瀬川､歌舞伎役者)１６９９はまむらやだいみょうじん きくのじょう菊之丞

F3667 (波間藻 ;号･五十嵐 ､名;茂代､名主孝則[梅夫]女) 相模大谷村俳人;浜藻 はまも いがらし 1772ｰ184877

父梅夫門､片野伝兵衞義矩の妻(入婿)､成美/一茶と交流､1806-10父と西国歴遊､

1810｢八重山吹｣編､｢一茶俳諧集｣;成美との両吟入

浜木綿園( ) → ( ･佐々木､商人/国学/歌) Ｇ３６０５はまゆうえん はるお春夫

F3668 ( ･鉄格子､姓;西浦 ､木津屋周蔵) 大阪鉄問屋･狂歌;貞右門/鉄格子社結成､波丸 はまる にしうら ?ｰ1811

滑稽本/読本､1806｢絵本川崎音頭｣/08｢かはころもの記｣/10｢葦牙草紙｣｢狂歌友の垣穂｣著

[鉄格子波丸の別号] 粕長者/似蜂軒波丸

馬明堂( ) → ( ･吉田､俳人) Ｎ２０００ばみょうどう させき左夕

葉室宰相入道( )→ ( ･葉室/藤原､歌人)Ｃ２００３はむろのさいしょうにゅうどう さだつぐ定嗣

葉室大納言( ) → ( ･藤原､歌人) Ｆ４１２５はむろのだいなごん みつより光頼

葉室中納言( )→ ( ･藤原､歌人) １０６８はむろのちゅうなごん あきたか顕隆

F3669 ( ･野崎 /旧姓;小池 ) 駿河沼津の俳人:乙児/1777蓼太門､巴明 はめい のざき こいけ 1756ｰ183883

安倍川の野崎家を継嗣､1790｢雪夜人遣稿｣1832｢伊豆めくり｣著､33｢俳諧苔の花｣編

[巴明(;号)の名/通称/別号]名;貞則､通称;栄助/彦左衛門、

別号;はつめい小僧/三山人/月漣舎

F3670 ( ･江上舎) 播磨の俳人:玉屑門､1804(文化元)｢たまくら集｣著巴紋 はもん 1747 ｰ 180458

巴門( ･堀) → ( ･堀 ､藩士/家老/国学) Ｖ１５６６はもん かずただ ほり参禎

波門( ･長岡/米田)→ ( ･米田 ､藩士/儒/詩) Ｏ１９０５はもん これあき こめだ是著

馬門( ･新楽) → ( ･新楽 ､幕臣/蝦夷紀行)Ｇ１５４９ばもん かんそう にいら閑叟

波門太( ･和気) → ( ･和気 ､庄屋/歌人) Ｐ２０８１はもんた さだくに わけ貞国

K3640 ( ･竹田 ､通称;久八郎) 近江彦根藩士､歌人;[彦根歌人伝･亀]入頓明 はやあき たけだ 1773ｰ180533

F3671 ( ･森､初名;長従 ､広島藩主浅野重晟男) 播磨三日月藩主;快温 はやあつ ながより 1769ｰ180133

1793藩主俊韶の婿養子;家督/下野守､95藩校広業館設置､｢縮景園詩文｣著

J3665 ( ･伊藤 ) 美濃養老郡の書家;樋口代治門;御家流を修学、逸衞 はやえ いとう 1809 ｰ 189082

国学/歌;本居春庭･富樫広蔭門､1828(20歳)頃京の青蓮院宮に出仕;祐筆となる、

維新後帰郷;逸衞と改名/子弟教育/水利事業;新よげ(除;低い堤防)築造に尽力、

[逸衞(;老後の名)の幼名/字/通称/号]幼名;捨次、字;正栄、通称;左六郎/市右衛門、



号;東雲軒

J3659 ( / ･西村 ､斎助) 江後期;美作勝田郡稲穂村の歌人、早穂 はやお はやほ にしむら ?ｰ?

歌;1850平賀元義の楯の舎塾入門､1857-8大沢深臣｢巨勢総社千首｣入、

K3699 ( ･渡辺 ､眞文 男) 駿河駿東郡の富士南口浅間神社祠官;父を継嗣、隼雄 はやお わたなべ まふみ 1823ｰ9270

国学者;平田銕胤･石川依平 門、よりひら

[隼雄(;名)の初名/通称]初名;千船、通称;邦太郎/求馬

K3694 ( ･山本 ､藩士亀井六五左衛門男) 三河吉田藩士､速雄 はやお やまもと 1825ｰ7450

国学･神道;羽田野敬雄 門､1864(元治元)蛤御門の変の頃脱藩;山本一郎/速雄に改名、たかお

1867(慶応3)鷲尾隆聚の挙兵に東三番隊長とし従軍､1868徴士;三河裁判所権判事、

武蔵国巡察使/磐城平民政局掛/会計官租税司判事/鉱山司知事/若松県大参事を歴任、

[速雄(;名)の通称］孫六(･亀井)/一郎(･山本)

速雄( ･筑紫;変名)→ ( ･広田 ､神職/勤王) Ｋ３７７８はやお ひこまろ ひろた彦麿

早書筑良( ) → ( ･早書 ､狂歌作者) Ｄ２８８５はやがきのちくら ちくら はやがき筑良

J3638 ( ･磯野 ､磯野政武女;本姓源) 江中期;幕臣丹波守磯野政武 (1717ｰ76)女､はや子 はやこ いその まさたけ?ｰ?

婿養子政共 (旧姓;萩原/1739ｰ94)の妻､1798刊石野広通｢霞関集｣入(;父･夫と入)､まさとも

[ほととぎすおのが五月もやや近き空に忍ばぬ音 をや鳴くらん](霞関;夏252)ね

逸子( / ･岡田/小磯)→ ( ･岡田､文筆家) Ｋ１５５０はやこ いつこ かくめいのつま鶴鳴妻

速三郎( ･鈴木)→ ( ･鈴木 /土濃塚､国学者) Ｈ１０７５はやさぶろう あきら すずき亮

隼太( ･山崎) → ( ･山崎 ､藩士/兵法家)Ｌ１５２１はやた かげのり やまざき景憲

隼太( ･野沢) → (克隼 ･野沢､藩士/兵法家)Ｎ１５６０はやた かつとし勝隼

隼太( ･佐藤) → ( ･佐藤/宇多､藩士/詩歌) Ｃ２０６９はやた さだより貞寄

隼太( ･近田) → ( ･近田 ､庄屋/国学/歌) Ｄ４５７６はやた やつか ちかだ八束

隼太( ･植木/中島)→ ( ･中島/植木､国学/歌人) Ｍ２６３１はやた たかつね貴恒

隼太( ･金成) → ( ･金成 ､国学者) Ｉ３５０６はやた のりお かんなり徳雄

隼太( ･北村) → ( ･北村 ､陰陽/歌人) Ｏ２１２５はやた しげさと きたむら重郷

隼太( ･近田) → ( ･近田 ､歌人) Ｉ３８４８はやた ふゆとし ちかた冬載

隼太( ･中村) → ( ･中村 ､藩士/国学) Ｏ３２１３はやた なりみ なかむら成己

隼太郎( ･建部) → ( ･建部 /佐々木､幕臣) Ｍ１５８７はやたろう かたあき たけべ賢朗

隼太郎( ･山崎) → ( ･山崎/源､藩士/和算家) Ｋ２０５９はやたろう さとよし郷美

F3672 ( ･竹松 ) 江前期元禄1688-1704以前の加賀藩富樫観知の家臣､隼人 はやと たけまつ ? ｰ ?

｢富樫観知物語抜萃｣著

隼人( ･津田) → ( /- ･津田 ､政商/茶人)Ｂ２５０２はやと そうきゅう ぎゅう つだ宗及

隼人( ･分部) → ( ･分部 ､藩主/歌) Ｋ４１９７はやと みつつね わけべ光庸

隼人( ･久志本 )→ ( ･久志本/度会､神職/国学)Ｃ２９５５はやと くしもと つねつら常貫

隼人( ･亀田/春木)→ ( ･春木 /度会､神職/国学)Ｃ３８２７はやと ふさみつ はるき房光

隼人( ･檜垣/橋村)→ ( ･橋村/度会､神職/国学) Ｅ４０３８はやと まさとき正兌

隼人( ･春木) → ( ･春木､房光男/神職/本草)Ｄ１０９８はやと あきみつ煥光

隼人( ･雨宮) → ( ･雨宮 /源､幕臣/歌)Ｌ４０５８はやと まさみね あめのみや正峯

隼人( ･長井) → ( ･長井 ､藩士/開国論) Ｄ１２００はやと うた ながい雅楽

隼人( ･大野木) → ( ･大野木 ､藩士/記録)Ｎ１５８１はやと かつひろ おおのぎ克寛

隼人( ･佐藤) → ( ･佐藤/宇多､藩士/詩歌) Ｃ２０６９はやと さだより貞寄

隼人( ･長尾) → ( ･長尾､藩家老/地誌編纂)Ｎ１５１８はやと かつあき勝明

隼人( ･尾関) → ( ･尾関 ､藩家老/儒者) ３１２１はやと とうほ おぜき当補

隼人( ･成瀬) → ( ･成瀬､武将/家老/城主) Ｆ４０３８はやと まさなり正成

隼人( ･須藤) → ( ･須藤､藩士/兵法家) Ｅ４０３４はやと まさとき昌時

隼人( ･福島) → ( ･福島/度会､神職/漢学) Ｆ２３５４はやと すえなり末済

隼人( ･屋代) → ( ･屋代/堀田､幕臣/文筆) Ｐ２６３２はやと ただかた忠良

隼人( ･山口) → ( ､藩士/狂歌) Ｂ１２９４はやと うまやのまやすけ馬屋厩輔

隼人( ･山名) → ( ･山名､幕臣/歌人) １６４０はやと ぎょくざん玉山

隼人( ･長沢) → ( ･長沢､藩士/故実/国学/歌)Ｐ３１２３はやと ともお伴雄



隼人( ･高野) → ( ･高野 ､藩士/詩歌) Ｐ３１３５はやと ともかね たかの倫兼

隼人( ･蜂須賀) → ( ･蜂須賀?､藩士/俳人) Ｊ２５１０はやと そうよう桑葉

隼人( ･岡村/正住)→ ( ･正住 ､絵師/茶道) Ｂ１９８６はやと こうび しょうじゅ弘美

隼人( ･吉田/土肥)→ ( ･小早川/土肥/吉田､郷土史家)Ｃ３７８４はやと ひでお秀雄

隼人( ･松平) → (正路 ･松平/源､藩主) Ｌ４０９１はやと まさみち正道

隼人( ･加藤） → ( ･加藤 ､藩主/歌人) Ｆ４５６９はやと やすむね かとう泰統

隼人( ･佐八) → ( ･佐八 /荒木田､国学者)Ｊ２０８６はやと さだむね さはち定統

隼人( ･太田) → ( ･太田 ､藩家老/国学)Ｄ２８２２はやと ちくじょう おおた竹城

隼人( ･一柳) → ( ･一柳 ､藩主) Ｈ２３９４はやと すえなが ひとつやなぎ末栄

隼人( ･戸川) → ( ･戸川 /堀､幕臣) Ｃ４５９５はやと やすまさ とがわ安昌

隼人( ･牧野) → ( / ･牧野/源､藩主/詩)Ｃ４５５０はやと やすなり やすまさ康済

隼人( ･前田) → ( ･前田 ､藩主/歌人) Ｔ３１７５はやと としよし まえだ利和

隼人( ･磯部) → ( ･磯部 ､神職/歌人) Ｎ４０６４はやと まさちか いそべ正親

隼人( ･磯部) → ( ･磯部 ､神職/国学) Ｎ４０６７はやと まさはや いそべ正逸

隼人( ･大山) → ( ･大山 /藤原､国学) Ｍ４７０２はやと よしひさ おおやま好古

隼人( ･奥平) → ( ･奥平 ､家老/俳人) Ｏ２０２１はやと さだおみ おくだいら貞臣

隼人( ･菅) → ( ･菅 /菅原､家老/国学) Ｎ４７４２はやと よしふみ すが良史

隼人( ･橋村) → ( ･橋村 /度会/檜垣､神職)Ｒ４０６５はやと まさひら はしむら正衡

隼人( ･朝日) → ( ･朝日 ､神職/神道家) Ｎ４０１４はやと ますみ あさひ眞澄

隼人( ･柴崎) → ( ･柴崎 ､神職/国学) Ｎ４７３４はやと よしひろ しばざき宜弘

隼人( ･多賀) → ( ･多賀 ､藩士/詩歌) Ｎ３２６７はやと なおひで たが直秀

隼人( ･中山) → ( ･中山 ､神職/国学) Ｏ４７２６はやと よしゆき なかやま吉行

隼人( ･喜多) → (継親 ･喜多 /飯田､国学)Ｑ１９６３はやと これちか きた維親

隼人( ･喜多) → ( ･喜多 /飯田､維親養子/国学)Ｍ２８４３はやと ちかあき きた親章

隼人( ･加藤) → ( ･加藤 ､藩主/倹約令) Ｆ４５６５はやと やすあつ かとう泰温

隼人( ･奥埜) → ( ･奥埜 ､寺院侍臣/歌) Ｉ３７９４はやと ひろみつ おくの弘光

隼人( ･宮沢) → ( ･宮沢 /橘､神職/国学)Ｔ４０００はやと まさはる みやざわ正治

隼人( ･金田) → ( ･金田 ､神職/国学) Ｈ１０３７はやと あきたる かねだ秋足

隼人( ･薗田) → ( ･薗田/荒木田､神職/国学)Ｋ４４２１はやと もりたね守胤

隼人( ･増山) → ( ･増山 /永井､藩主) Ｓ４０５９はやと まさとも ますやま正同

隼人正( ･松平)→ ( ･松平､幕臣/記録編纂) Ｆ２６８０はやとのしょう ただふゆ忠冬

隼人正( ･内藤)→ ( ･内藤､幕臣/記録) Ｆ３５２６はやとのしょう のりとも矩佳

隼人正( ･水口)→ ( ･水口 /身人部 ､廷臣/歌)Ｖ１６４０はやとのしょう きよみつ みなくち むとべ清光

隼人正( ･分部)→ ( ･分部 ､藩主/歌) Ｋ４１９７はやとのしょう みつつね わけべ光庸

隼人正( ･岡本)→ ( ･賀茂/岡本､神職/日記)Ｑ１６１３はやとのしょう きよのり清令

隼人正( ･向山)→ ( ･向山 /一色､幕臣/詩)Ｇ１９６６はやとのしょう こうそん むこうやま黄村

隼人正( ･中川)→ ( ･中川 /藤原､廷臣/歌)Ｏ３２０３はやとのしょう ながお なかがわ長雄

隼人介( ･本間)→ ( ･本間 ､富豪/藩士/俳)Ｋ４１４６はやとのすけ みつみち ほんま光道

隼人助( ･笠因)→ ( ･笠因 ､神職/国学) Ｋ３２１７はやとのすけ なおまろ かさより直麿

隼人助( ･溝口)→ ( ･溝口 /源､旗本/歌) Ｋ３２３６はやとのすけ なおかげ みぞぐち直景

隼人祐( ･渡辺)→ ( ･渡辺 ､神職) Ｔ４０８０はやとのすけ まふみ わたなべ眞文

早鞆和布刈( :狂歌)→ ( ･塙 ､国学者) ３９６０はやとものめかり ほきいち はなわ保己一

3626 ( ･橘 ､入居男) 平安前期廷臣/804-06遣唐使に随行留学/従五下､逸勢 はやなり たちばな ?ｰ842

840但馬権守､842承和の変の首謀者として伊豆配流;配流中遠州で没/のち従四下追贈､

詩文･書:三筆の1､橘秀才と称される､833｢伊都内親王願文｣書､奈良麿の孫

隼之丞( ･大岩)→ ( ･大岩 ､藩士/文芸活動)Ｏ４０２７はやのじょう まさなり おおいわ昌蔵

隼之進( ･池上)→ ( ･池上 ､藩士) Ｌ２１７３はやのしん じゅんのすけ いけがみ隼之助

隼之助( ･毛利)→ ( ･毛利 ､藩士/記録) Ｄ１０９０はやのすけ あきます もうり詮益

隼之助( ･前田)→ ( ･前田 ､藩家老/記録) Ｐ３１７９はやのすけ ともちか まえだ知周

隼之助( ･建部)→ ( ･建部､幕臣/和算家) Ｍ１５８８はやのすけ かたあきら賢明



隼之助( ･建部)→ ( ･建部 ､幕臣) Ｍ１５８７はやのすけ かたあき たけべ賢朗

隼之助( ･笠因)→ ( ･笠因 ､歌人) Ｏ１９５２はやのすけ これちか かさより諸親

隼之助( ･池上)→ ( ･池上 ､藩士) Ｌ２１７３はやのすけ じゅんのすけ いけがみ隼之助

F3673 ( ､紀:隼総別皇子､応神天皇皇子) 母;糸媛､妹女鳥王 と婚、速総別王 はやぶさわけのおおきみ めどりのおおきみ?ｰ?

兄仁徳天皇が女鳥王を妃とするため隼総別皇子を使者とす/女鳥王めぐり天皇と争う､

追討され共に殺害(紀;仁徳記40年)/逃走途時の歌謡;記2首/紀1首、

[梯立 の 倉椅山 を 嶮 しけど 妹と登れば 嶮しくもあらず](古事記;下)、はしたて くらはしやま さが

→ ( ､応神天皇皇女)４３３５女鳥王 めどりのおおきみ

J3666 ( ･伊藤 ) 尾張愛知郡沓掛新田中島の庄屋;水利土木事業､逸彦 はやひこ いとう 1796ｰ185964

国事を憂い幾度か建白､漢学;永井星渚門､のち江戸昌平黌に修学/帰郷;私塾開設;教育、

杉本奎堂･大槻盤渓と交流、

[逸彦(;名)の字/通称/号]字;民卿、通称;民之輔、号;両村

F3674 ( ･浅井 ) 和泉岸和田藩士､和算家;福田理軒門､速馬 はやま あさい 1833 ｰ 190169

維新後;権少属､私塾を開き子弟教育/小学校教員､｢応天堂算法｣著、

[速馬(;通称)の名/別通称/号]名;善弘､ 別通称;寅太郎､ 号;応天堂

F3675 ( / ･内山 ､治右衛門好峰男) 越中宮尾村大百姓;1千石地主の７代、逸峰 はやみね うっぽう うちやま 1701ｰ8080

十村役;1732家督､歌人:有賀長伯/武者小路実陰門､紀行作者､

前田利郷 と｢長岡八景｣著､1765(明和2)｢越路秋待草｣｢西国道紀｣著、としさと

1773(安永2)｢西国筑紫紀行｣著､

[からにしき洗ふなみまの袖なれや夕日にそめてわたる舟橋](船橋夕照/長岡八景入)

[越ぬべき浪こそ見えね末の松山かぜばかりをとにまがひて](1764/末の松山にて詠)、

[逸峰(;名)の通称] 治右衛門/仁右衛門/津久太

F3676 ( ) 越中魚津俳人;1776樗良｢誹諧 月の夜｣入、馬有 ばゆう ? ｰ ?

[音信 に折々ふけよ秋の風](月の夜;53)おとづれ

F3677 ( ･堀田/芳井､通称;紅屋卯兵衛) 江後期大阪雑俳点者･咄会;寛政期口合興行/禁圧､馬宥 ばゆう ?ｰ?

地口/地唄の作詞､1777｢時勢話綱目｣編/82｢春帖咄｣83｢歳旦話｣著､85｢早引残字節用集｣編､

1789｢御祓川｣著､1810浪花一九｢画ばなし当時梅｣入､1812｢笠附虫目鏡｣編、

[馬宥(;号)の別号] 必々舎/酒屋隣

F3678 ( ･野辺地 ､名;慶明､通称;礼八､別号;三柳舎) 陸中盛岡の俳人:素郷門､馬遊 ばゆう のべち 1776ｰ183964

1825(文政8)｢そのみどり｣/27｢柳文庫｣編

馬遊( ) → (3世 ､2世男/講釈師) Ｅ３６２８ばゆう ばこく馬谷

馬養( ･文) → (馬甘 ･文忌寸 ､歌人)１２８４ばよう うまかい あやのいみき馬養

馬養( ･伊与部) → (馬飼 ･伊与部連 ､詩人)Ｅ１２１６ばよう うまかい いよべのむらじ馬養

巴陽軒( ) → ( ･巴陽軒､俳人) Ｅ３８９４はようけん ぶんき文煕

F3679 ( ･ ･桑原 /改姓;都 ､通称;桑腹赤､桑原秋成男) 平安前期廷臣;腹赤 はらあか はらか くわばら みやこ 789ｰ82537

文章生出身､814文章生相模権博士;太初位下/詩人､814秋に渤海副使高景秀と唱和詩､

817嵯峨天皇の冷然院行幸に随従し詩を賦す/818｢文華秀麗集｣仲雄王･清公らと共編､

820従五下/大内記/文章博士;文章道試験制度の是正を指摘/821｢内裏式編纂に参画、

822都 宿禰に改姓/823正五下/天長改元の際菅原清公･南淵弘貞と撰申､みやこ

凌雲集2篇/文華10篇/経国集1篇入､都良香の伯父

F3680 ( ･上田 ､通称養元､養説男) 加賀金沢医者/俳人:闌更門､加賀俳壇で活躍、馬来 ばらい うえだ 1739ｰ9254

1753｢月あかり｣青野と共編､91｢鵜の音｣編､

[馬来の別号] 槐庵 /園亭/柿丸舎 、法号;槐夢院駿翁かいあん

馬来房[坊]( ) → ( ･瀬上 知足庵､俳人) Ｃ３６９２ばらいぼう はくぎ せがみ白義

腹唐秋人( ､狂歌)→ ( ･中井敬義､詩･書家)Ｇ３１７８はらからのあきんどきうど とうどう董堂

腹唐秋人( / ､狂歌)→ ( ･中井/井､商家/詩/狂歌)Ｇ３１７８はらからのあきんど あきうど とうどう董堂

馬楽童[堂]( ) → ( ･上島 ､俳人) １４２４ばらくどう おにつら うえじま鬼貫

原三郎( ･櫻) → ( ･櫻 ､農家/儒者/勤王)Ｅ１７２１はらさぶろう くにすけ さくら国輔

原富( :俳名) → ( ･原､三味線/随筆) Ｄ３８１７はらとみ ぶだゆう武太夫

原富( :俳名･岡安)→ ( ･原､幕臣/音曲/狂歌)Ｄ３８１７はらとみ ぶだゆう武太夫



原の白隠( ) → ( ;法諱･白隠;道号､臨済僧) Ｃ１３０９はらのはくいん えかく慧鶴

波羅密( ;号) → ( ;法諱･慧明､日蓮僧) Ｆ３３４０はらみつ にっとう日灯

婆羅門僧正( )→ ( ･僊那､大仏開眼導師) Ｅ３９４５ばらもんそうじょう ぼだい菩提

F3681 ( ) 江戸の俳人､馬卵 ばらん ? ｰ ?

1773(安永2)撰集｢双路談 ｣編(;蝴蝶散人跋/花屋久次郎板、そうえんろだん

3世湖十(風窓)が当時の俳人17人の肖像とその句を掲げ風窓社中の句･歌仙を掲載刊行)

;17人；湖十･紀逸2世･秋色･恋稲･宝井･沢来･春堂･馬肝･可南･双路談

風也･蓮郷･成美･恋丈･梅里･五猿･葛松･完車(4世湖十)

婆欒樹林( ) → ( ･森川､俳人) １６５５ばらんじゅりん きょろく許六

馬蘭亭( /巴蘭亭)→ ( ･山道､狂歌) Ｄ２６５２ばらんてい たかひこ高彦

玻璃( ･伊達) → ( ･伊達 ､藩主/歌人) Ｂ２９３７はり つなむら だて綱村

玻璃蔵( ･越中富山)→ ( ･青木/殿岡､和漢学者) Ｅ３９５３はりぞう ほっかい北海

榛園( ) → 遠( ･本居､国学者) １２７４はりぞの うちとお内

F3682 ( ) 平安期女房歌人; 子内親王家女房?、播磨 はりま ? ｰ ? 

歌:1048(永承3)六条斎院歌合/68(治承4) 子内親王家歌合参加、

[賤 のやも玉のうてなもあやめぐさかからぬつまはあらじとぞ思ふ]、しづ

(永承三年六条斎院歌合;昌蒲 左1)さうぶ

播磨( ･春田) → ( ･春田 ､具足師/故実) ３２１２はりま ながとし はるた永年

播磨( ･近松) → ( ･近松 ､浄瑠璃作者) Ｇ３１８２はりま とうなん ちかまつ東南

播磨( ･黒田) → ( ･黒田/加藤､家老/連歌) Ｇ３７７５はりま ひろなり溥整

播磨( ･伊達) → ( ･伊達 ､領主) Ｂ４２７１はりま むねつね だて宗恒

播磨( ･大沢) → ( ･大沢 ､国学者/歌) Ｂ３８３１はりま ふかおみ おおさわ深臣

播磨( ･宇都宮) → ( ;法諱､僧/歌人) ２０６２はりま さいえん西円

播磨( ･有馬) → ( ･有馬 ､藩家老/歌人) Ｆ４５２０はりま やすかた ありま泰賢

播磨( ･春田) → ( ･春田 ､具足師/故実) ３２１２はりま ながとし はるた永年

播磨( ･高山) → ( ･高山 ､神職/歌人) Ｎ２１０８はりま しげおみ たかやま重臣

播磨( ･橋本) → ( ･橋本 /藤原､神職/国学)Ｙ２６９８はりま たかかね はしもと孝包

播磨( ･朝日) → ( ･朝日 ､神職/神道家) Ｎ４０１４はりま ますみ あさひ眞澄

播磨( ･竹矢) → ( ･竹矢 /田辺､神職/歌)Ｊ３５０３はりま のぶまさ たけや信昌

播磨公( ･古市) → ( ;法諱･古市､法相僧/武将)Ｌ２８１１はりまこう ちょういん澄胤

播磨講師( ) → (慧慶/恵京 ､歌人) １３０８はりまこうし えぎょう恵慶

播磨道邃( ) → ( ;号､天台僧) Ｆ３１８４はりまどうすい どうずい道邃

播磨入道( ) → ( ;法諱､僧/歌人) ２０６２はりまにゅうどう さいえん西円

播磨入道( ) → ( ･小笠原 ､武将) Ｃ４５８５はりまにゅうどう やすひろ おがさわら康広

3627 ( ) 播磨の遊行女婦 ､万葉三期歌人;播磨娘子 はりまのおとめ あそびめ? ｰ ?

万葉1776-7;任終え帰京する石川大夫への贈歌;720(養老4)か、

[絶等寸 の山の尾の上 の桜花咲かむ春べは君し偲 はむ](万葉;九1776)たゆらき へ しの

播磨守( ･森田)→ ( ･森田 ､神職/歌人) Ｄ４１９１はりまのかみ みつつね もりた光尋

播磨守( ･柳生)→ ( ･柳生 /菅原､幕臣/歌)Ｉ３７２７はりまのかみ ひさとし やぎゅう久寿

播磨守( ･北条)→ ( ･北条 ､旗本/軍学) Ｌ４４２２はりまのかみ もとうじ ほうじょう元氏

播磨守( ･山岡)→ ( ･山岡 ､幕臣/歌人) Ｗ１５０８はりまのかみ かげひろ やまおか景煕

播磨守( ･稲川)→ ( ･稲川 /藤原､神職) Ｎ４０７２はりまのかみ まさひで いながわ理秀

播磨守( ･緒方)→ ( ･緒方 /大神､神職) Ｑ１９４７はりまのかみ これみつ かがた惟盈

播磨守( ･神崎)→ ( ･神崎 /大中臣､神職)Ｉ４１７５はりまのかみ みつたけ かんざき光武

播磨守( ･斎藤)→ ( ･齋藤 ､神職/国学) Ｏ２０５５はりまのかみ さだつら さいとう貞連

播磨守( ･小出)→ ( ･小出 ､幕臣/藩主/国学)Ｉ３８２２はりまのかみ ふさなが こいで英長

播磨守( ･大沢)→ ( ･大沢 ､幕臣/侍従) Ｊ４４５２はりまのかみ もとあきら おおさわ基明

播磨守( ･渡辺)→ ( ･渡辺 ､神職/国学) Ｇ２９７３はりまのかみ つなとし わたなべ綱敏

播磨守( ･北小路)→ ( ･北小路 /大江､諸大夫/歌)Ｕ３１９８はりまのかみ としのり きたのこうじ俊徳

播磨守( ･進藤)→ ( ･進藤 ､諸大夫/歌人)Ｎ３２３８はりまのかみ ながあき しんどう長詮



播磨守( ･丹治)→ ( ･丹治 ､神職/歌人) Ｆ２９８９はりまのかみ つねお たじ経雄

F3683 ( ) 平安期女房/歌人:966(康保3)内裏前栽合参加、播磨蔵人 はりまのくらひと ? ｰ ?

[秋の夜のつねよりあかき月影はのどかに花の色を見よとや]、

(内裏前栽;36/八月十五夜大盤所にて)

播磨正( ･人見)→ ( ･人見 ､神職) Ｂ２９１３はりまのしょう つなため ひとみ綱為

播磨正( ･岩松)→ ( ･岩松 ､神職/国学) Ｎ４０８５はりまのしょう ますお いわまつ益男

3628 ( ･井上､初名;市郎兵衛) 京御所簾職人/大阪浄瑠璃太夫､播磨掾 はりまのじょう 1631?ｰ1685?55?

1658受領;古浄瑠璃中興/播磨節創出､1658｢紅葉狩｣刊､

1674｢日本王代記｣段物｢忍四季揃｣著

[播磨掾の別称] 天下一井上大和掾藤原貞則/井上播磨少掾藤原要栄 /播磨太夫あきひさ

播磨少掾( ･井上)→ ( ･井上､浄瑠璃太夫)３６２８はりまのしょうじょう はりまのじょう播磨掾

播磨少掾( ･二世竹本義太夫)→ (2世 ･竹本)１６１９はりまのしょうじょう ぎだゆう義太夫

播磨介( ･中村)→ ( ･中村 ､篆刻家) Ｅ２３８５はりまのすけ すいちく なかむら水竹

播磨介( ･進藤)→ ( ･進藤 ､諸大夫/歌人)Ｎ３２３８はりまのすけ ながあき しんどう長詮

播磨僧都( ) → ( ;法諱､真言僧/学匠) Ｎ１６９６はりまのそうず きょうしゅん教舜

播磨太夫( ) → ( ･井上､浄瑠璃太夫)３６２８はりまのたゆう はりまのじょう播磨掾

播磨の道 ( )→ ( ;号､天台僧) Ｆ３１８４邃 はりまのどうすい どうずい道邃

播磨得業( )→ ( ､歌人/連歌) Ｋ３１５９はりまのとくぎょう とくぎょう得業

播磨局( ) → ( ､藤原成子/後白河天皇妃)Ｌ２６８２はりまのつぼね たかくらのさんみ高倉三位

播磨得業( )→ ( ･播磨､歌/連歌人) Ｋ３１５９はりまのとくぎょう とくぎょう得業

播磨の聖( ) → ( ;法諱､天台僧/書写上人)Ｓ２２０４はりまのひじり しょうくう性空

播磨法印( ) → ( ;法諱､天台僧/法印) ２０８６はりまのほういん さいしょう宰承

播磨屋( ) → ( ･穂積 ､材木商/和算) Ｑ３１１７はりまや とものぶ ほづみ与信

F3684 ( ･小川 ､名;宗宇/通称;平助) 江戸の漆芸家:蒔絵象眼に長ず､破笠 はりゅう おがわ 1663ｰ174785

俳人:露言門･のち芭蕉門､｢芭蕉画像｣画､一茶｢三韓人｣に自画像､栢筵｢老の楽｣入､

1685風瀑｢一楼賦｣86｢蛙合｣87｢続虚栗｣88不卜｢続の原｣89｢あら野｣入、

[五月雨に心おもたし百合の花](続の原;五番右34/晴間なく心なやましい)

[み芳野はいかに秋立つ貝の音](あら野;七/立秋の法螺貝の音;山伏の大峯入は7月7日)、

ぼうかんし りゅうおう いちぜん[破笠(;号)の別号] 夢仲庵/卯観子 /笠翁 /一蝉

F3685 ( ) 狂歌;1770橘州｢明和15番狂歌合｣参/82｢狂歌若葉集｣9首入坡柳 はりゅう ? ｰ ?

馬竜( :俳号) → ( ･平塚/平､幕臣/俳人) Ｆ３７２４ばりゅう ひょうさい飄斎

破笠居士( ) → ( ･月峯軒､俳人) Ｂ３１６５はりゅうこじ とうか東歌

巴竜舎( ) → (砂 / ･伊村､俳人/書)１４４８はりゅうしゃ おうしゃ おうさ沙

F3686 ( ･垣見 / ､通称;半蔵､別号;幽松庵) 下総の俳人:鳥酔門､巴凌 はりょう かきみ かけみ ?ｰ1789;50余歳没

茶道を嗜む､二日坊宗雨と奥羽の旅;1763｢みち奥日記｣編

F3687 ( ･菅井 /修姓;菅､陳勝男) 大阪の儒者:林家門､磐城棚倉藩儒者､覇陵 はりょう すがい 1747ｰ8438

｢学記国字口義｣/1784｢古文孝経国字口義｣著

[覇陵(;号)の名/字/通称]名;敬勝、字;吉甫、通称;慎次郎､

F3688 ( ･桃童仙 ) 江中後期俳人:尾張の馬六門､坡良 はりょう とうどうせん ?ｰ ?

師馬六7回忌追善:1784｢保志農可計｣編

F3689 ( ･藤堂 ､名;良鼎､別号;木寿､法号;竜淵院) 伊勢藤堂家の家仕､巴陵 はりょう とうどう 1724ｰ9774

絵師/詩文､1795(寛政7)｢巴陵詩文集｣著､儒者梅花 の祖父ばいか

巴陵( ;号) → ( ;法諱､真宗大谷派僧) Ｎ２４７４はりょう せんみょう宣明

巴陵( ･小林） → ( ･小林 ､国学/歌) Ｍ３２１１はりょう ながたか こばやし長喬

破了( ;法諱･玄乗)→ ( ;道号･破了､曹洞僧) Ｋ１８０４はりょう げんじょう玄乗

陵( ･飯高) → ( ;名･飯高､農漁業/詩人)Ｆ２２９３ はりょう しょうかん尚寛

F3690 ( ･竹川 ) 伊勢飯野郡射和の儒者:高野蘭亭門､詩人､馬陵 ばりょう たけがわ ? ｰ 1768

御用方に出仕､1758｢蘭亭先生詩集｣編/｢馬陵山人煙草記｣｢宝暦甲申春韓使来聘記録｣著､

｢馬陵詩稿｣｢塵塚｣著､｢日本詩撰｣1首入、

[馬陵(;号)の幼名/名/字/通称]幼名;万蔵、名;政辰 、字;子徳、通称;彦兵衛、まさとき



法号;樹誉西山居士

F3691 ( ･福田 ) 江後期文化1804-18頃羽後秋田の俳人:五明門､馬了 ばりょう ふくだ ? ｰ ?

｢花の雲｣著、

[馬了(;号)の通称/別号]通称;敬左衛門､別号;逸斎

F3692 ( ･三万堂) 江後期大阪の俳人;雑俳点者;馬両 ばりょう ? ｰ ?

文化1804-18頃の代表的折句点者､

1782虎風｢場付鼻あぶら｣入､97｢誹諧あつ氷｣編/1815｢むすひ艸｣編/15｢順折句角力集｣著

馬陵( ･荒木) → ( ･荒木､藩士/馬術家) Ｆ２８７９ばりょう ちゅうえい忠栄

F3693 ( ) 但馬出石の俳人;1773｢続明烏｣1句入;馬鱗 ばりん ? ｰ ?

[桜かげ出 れば暮のうき世哉](続明烏;161/桜下の宴は極楽;帰宅時は日常の世界)いづ

F3694 ( ･芝田 /西尾 ､幼名直蔵/字;恭甫) 因幡高野村農業/鳥取の芝田家継嗣､温 はる しばた にしお 1792ｰ185362

1805掃除坊主/22還俗､儒者;伊良子大洲門､32｢性善筆記｣36｢大洲集｣編/｢弁四十六士考｣著､

[温の通称] 清蔵/清三/荘助

春( ･一字名) → ( ･近衛/藤原､関白/歌･連歌)２０１２はる さきひさ前久

春( ･松村) → ( ･松村､絵師/俳人) Ｂ１８０４はる げっけい月渓

春( ･鈴木/阿春の方)→ ( ･鈴木 ､歌人/紀行) Ｅ２６３７はる たけじょ すずき武女

L3613 ( ･度会 ､常行男) 平安鎌倉期;伊勢外宮神職/五禰宜､季生の孫、春章 はるあき わたらい ?ｰ?

雅雄の弟/常春･春高の父､歌人;1233刊[御裳濯集]入､

[さくら咲く山とびこえてかへる雁くもがくれゆく心地こそすれ](御裳濯集;春103)

F3695 ( ･豊原 ､初名重秋､幸秋男) 室町中期楽人;笙/1456従四下筑後守､治秋 はるあき とよはら ?ｰ?

｢荒序譜｣編､｢荒序記録｣著､統秋 の父むねあき

J3667 ( ･伊奈 ､) 美濃高須の生､養老神社祠官/高須藩に出仕、治明 はるあき いな 1830ｰ190677

歌人;長歌を能くす

K3600 ( ･河上 ､小森貞助男/高田) 肥後熊本城下新馬借町の生玄明 はるあき かわかみ 1834ｰ72処刑38

下級藩士の出身､実母;和歌､小森半左衛門･彦斎の弟､藩士河上源兵衛(彦兵衛)の養子､

1849(16歳)茶坊主として藩主邸花畑屋敷に上る/藩主近習:掃除坊主/国老附坊主､

儒学;轟武兵衛門/国学;林有通(桜園)門､兵法;宮部鼎蔵門､尊皇攘夷思想を主唱､

1861(文久元)頃より活動:蓄髪して僧籍を脱す､1863(文久3)熊本藩親兵選抜;幹部、

剣術;我流の片手抜刀の達人(伯耆流居合?)､長州で三条実美の警護;長州攘夷派と交流、

1964(元治元)池田屋事件で新撰組に殺され宮部鼎蔵の仇討のため上京;

1964三条木屋町で開国論者佐久間象山を衝動的にを斬殺/禁門変に長州側に参加、

第二次長州征伐にも長州側に参戦;戦功､幕末の四大人斬りの1人とされる、

1867(慶応3)熊本に帰藩;投獄/68赦免出獄、

1868新政府成立し長岡護美随い東京に上る;暗殺を恐れ高田源兵衛に改名

維新後も排外主義的攘夷を強固に主張;藩や新政府から危険視され1869鶴崎に左遷、

当地に｢有終館｣設立;兵法･学問を教育;藩より免職､各種事件関与の疑惑で捕縛;

1872江戸に送られ斬首、

[玄明(;名)の通称/号]通称;彦次郎(･小森)/源兵衛(･高田)、号;彦斎(･河上)

法名;応観法性居士

玄昱( ･中村) → ( ･中村 /山梨､医者/歌)Ｏ３２１０はるあき なおあき なかむら直昡

治章( ･林/永田) → ( ･永田/林､藩士/郷土史) Ｐ３１０９はるあき ともあき知章

F3696 ( ･田安 ､宗武5男/本姓;源･家名;松平･徳川) 母;近衛家久女､治察 はるあきら たやす 1753ｰ74早世22

1764元服､1765従三位/71(19歳)父没のため家督継嗣､国学者;荷田在満/賀茂眞淵門､

没後;1783贈参議､｢泣血集話｣｢克一堂叢書｣｢軍器摘要抄草案｣｢克一堂遺稿｣著､

[治察(;名)の幼名/法号]幼名;寿麻呂/寿丸、法号;高尚院

3629 ( ･生川 ､春智男) 伊勢津岩田町の薬種商､俳諧:前川春楼門､春明 はるあきら なるかわ 1804ｰ9087

歌;樋口喜樹･足代弘訓門/国学･語法;本居春庭門､独学でオランダ語習得､京･江戸遊歴､

1842(天保13)家督継嗣/55家督を子に譲渡:出家隠居､62写真術;小島新蔵門､

風俗考証/俳人系譜/語法研究に従事､歌を嗜む､佐々木弘綱と交流､

国学;1864｢詞の二道｣､｢活語二葉草｣､俳;1829｢翁発句助辞一覧｣38｢誹家大系図｣編、



1859歌学｢鞆のひひき｣､｢俳諧古物語｣､風俗:｢近世女風俗考｣｢男風俗考｣著､

1860｢日本文典訳語引証和蘭活詞考｣､｢伊勢のあみ笠｣｢金次第地獄後談｣｢奇跡職人考｣著、

｢写真薬剤聞取書｣｢開化日用文章論｣､歌集｢磯の屋集｣著/外編著多数､

[春明(;名)の通称/号]通称;茂五郎/熊五郎/三郎助/武助、屋号;浜田屋、

号;好問亭/磯の屋/ /黄中/鳴川/石田生/石田の里人、法号;看四方黄中正香居士正香まさか

春暉( ･宮川) → ( ･橘､医者/詩歌人) ３２３２はるあきら なんけい南谿

晴陽( ･石野/佐々木)→ ( ･佐々木 ､幕臣/歌)Ｍ１５０３はるあきら かずあき あさき一陽

春明( ･暦) → ( ､狂歌) Ｐ１９３３はるあけ こよみのはるあけ暦春明

F3697 ( ･柴田 ) 幕末期尾張愛知郡の兵学者､春篤 はるあつ しばた ? ｰ ?

1865｢孫子通解｣｢孫子通俗辨｣著

J3673 ( ･今西 ) 摂津豊島郡の国学者;賀茂真淵門、玄章 はるあや いまにし 1714ｰ175441

麻田藩主青木家の師範､1736(元文元)｢豊島郡誌｣著

K3652 ( ･南部 ､通称;彦八郎) 陸奥盛岡藩主南部利雄(1724-79)の江戸家老、晴屋 はるいえ なんぶ ?ｰ1769

国学･歌;陸奥の三輪家入門

F3698 ( ･ ･片桐 ､家老片桐源一男) 母;桃沢匡安[夢宅の孫]女りの、春一 はるいち はるかず かたぎり 1818ｰ6649

信州伊那郡の山吹藩士､陣屋座光寺家の家老､貞彬 の兄､越後流軍学;51宮田登門､さだあき

帰藩;藩士による鉄砲隊を組織､国学;1857平田鉄胤門;伊那平田学派として活躍､

国学四大人を祀る本学霊社(本学神社)創建を主唱､栄久の父、

｢病の褥のちりつか｣｢天下泰平記録｣｢座光寺家留記｣｢五義論｣著、

[春一(;名)の幼名別名/通称/号]幼名;矢助/禎蔵、別名;淳一/為春/為淳、

通称;矢助/貞蔵/春一郎、号;閑斎/春廼屋/芝垣/巨洞、神号;条山道開別建男命

玄上( ･藤原) → ( ･藤原､廷臣/歌人) Ｇ３６２２はるうら はるかみ玄上

K3689 ( ･村松 ､通称;甚兵衛) 代々駿河府中宮ケ崎町の葉茶屋､春枝 はるえ むらまつ 1760ｰ180647

眞船 の伯父(弟豊章の男)､甥眞船病弱で経営する葉茶屋を春枝が継嗣(屋号;茶屋)、まふね

国学者･歌人;栗田土満 ･本居宣長門､歌;花野井有年編[蔵山和歌集]入ひじまろ

K3650 ( ･長沢 /外村､長沢元緒 2男) 上野前橋の歌人/国学者、春江 はるえ ながさわ もとお 1805ｰ27早世23

国学･歌;星野貞暉･橘守部門､のち近江神崎郡に住、

[春江(;名)の通称] 卯蔵

F3699 ( ･東条 ､通称;八大夫/八太郎) 江後期幕臣;1864長崎奉行支配吟味役、春枝 はるえ とうじょう ?ｰ?

1865御目見以上､1861(文久元)｢清々日記｣著､歌;1858蜂屋光世｢大江戸倭歌集｣入､

[まきおろす芥子の種さへよむばかり影さやかなる望 の夜の月](大江戸倭歌;秋842)もち

K3641 ( ･武田 ､通称;貞助) 筑後山本郡の国学者春江 はるえ たけだ 1836ｰ9661

春江( / ･朝見)→ ( ･朝見 ､神職/国学) Ｆ４５１６はるえ しゅんこう やすおみ あさみ安臣

春江( ･魚住) → (･魚住 ､歌人/看護婦) Ｑ１９３６はるえ うおずみこま

春枝(春兄 ･平瀬) → ( ･平瀬 ､国学/歌/実業)Ｋ３６７１はるえ はるちか ひらせ春愛

G3600 ( ･小野 ) 架空の人物?:光俊の仮名か?､春雄 はるお おの ? ｰ ?

1250｢秋風抄｣撰(;反御子左派の撰集)

参考 → ( ･葉室,真観､｢秋風集｣撰) ４１２６光俊 みつとし

G3601 ( ･大中臣 ) 春日社若宮の常住禰宜:春日社造営替に尽力､春雄 はるお おおなかとみ ?ｰ ?

1387｢永徳二年春日焼失記｣/1400-01｢率川御社御遷宮日記｣/07｢春日社造替日記｣著

L3602 ( ･源 ､) 江前期;歌人/1682河瀬菅雄[麓の塵]6首入、春雄 はるお みなもと ? ｰ ?

[山里のしるべいかにと人とはば峰のしら雲軒のまつ風](麓の塵;雑592)

G3602 ( ･ ･福嶋 ) 武蔵足立郡大間村の名主(福嶋家4代)、東雄 はるお あずまお ふくしま 1734ｰ180370

旗本林家領の武蔵北部各郡の知行所の管理､名主として治水･農事改良･産業開発に尽力､

1791(寛政3)埼玉郡･足立郡の惣代;米相場や農村物価不均衡是正を勘定奉行に訴状、

俳諧;横田柳几門;俳号･杉夕､｢農夫園句集｣著､国学;1764賀茂真淵門､

郷土史家､家督を息子に譲渡;武蔵国内巡り寛政1789-1801頃地誌｢武蔵志｣編(14冊著;

途中で没;養嗣子貞雄が補填3巻著刊行)、

[東雄(;名)の別名/字/通称/号]初名;兼当､ 字;農夫、通称;幸作/吉弥/幸八、

俳号;杉夕 /農夫園杉夕さんせき



G3603 ( ･河村 ) 江後期伊勢度会郡山田の国学者:富樫広蔭門､春雄 はるお かわむら ? ｰ ?

古森家の家臣､1850(嘉永3)｢愛洲氏族考｣著､妻の美津女は歌人、

[春雄(;名)の通称/号]通称;新三郎/新左衛門､号;宇米園

妻 → (美都 ･河村光子､歌人/書家)Ｃ４１９５美津 みつ

K3644 ( ･玉中 ､通称;玄良/玄竜) 備前上道郡の医者､国学;平田篤胤門春緒 はるお たまなか 1794ｰ?

G3604 ( ･梅園 ) 下野川内郡二荒山神社祠官/権少教正、春男 はるお うめぞの 1818ｰ 189174

1859私塾を開設/国学者､福田義豊(八郎右衛門)の師､

1864｢形状言五種活用図｣､｢日光二荒山鎮座本紀｣著

G3605 ( ･佐々木 ､別名;美綱 /義典) 代々大阪玉造の豪商;幼時に家督継承、春夫 はるお ささき よしつな 1818ｰ8871

国学/歌:小林歌城門･紀州加納諸平門/紀州和歌山藩国学所助教/教授総裁､万葉集研究､

学者･志士を援助､大塩中斎･伴林光平と親交､天誅組に資金提供/1838猫間川浚渫･運河開鑿､

歌/書/画､｢万葉集類葉新抄｣｢万葉集草本攷｣著､1845｢詞捷径｣校訂､

[春夫(;通称)の幼名/字/別通称/号]幼名;松太郎/楢太郎、字;子 、しふ

別通称;小兵衛/太郎/松太郎/源三/小左衛門/小弥太、屋号;万屋

号;菅の舎/槐園/鶴室/梅垣内/三魚/東江/繖山 /浜木綿園/名越岡隠士/雨奇晴好楼､さんざん

G3606 ( ･松村 ､通称;礼蔵) 江後期武蔵足立郡上谷の国学者､春雄 はるお まつむら ?ｰ?

平田銕胤門の神職稲垣琴成と交流､1841(天保12)｢神語考｣著

G3607 ( ･西村 ､別号;松軒) 江後期播磨の医者､1851(嘉永4)｢牛痘解蔽｣著春雄 はるお にしむら ?-?

K3601 ( ･隈川 ､本姓;山口) 播磨赤穂郡上郡村の歌人;長治祐義門、春雄 はるお くまかわ 1791-186979

のち隈川に改姓/京住;賀茂季鷹門;季鷹の養子;弟春蔭と共に歌の研鑽を積む､

春蔭の遺稿｢志古草｣編･刊行、

[春雄(;名)の通称/号]通称;弾正、号;秋香舎/柿廼屋

J3697 ( ･唐木 ､) 信濃埴科郡屋代村の商家、春雄 はるお からき 1796- 197782

国学者/歌人;兄唐木埴麿 の門､善武 の父、はにまろ よしたけ

｢愚詠書留集｣｢鷹夢館唐木春雄愚詠集｣(翠柳亭詠草)著、

[春雄(;名)の字/通称/号]字;長興、通称;銀三郎/大蔵、号;翠柳亭/鷹夢館

K3639 ( ･本田 ､) 肥前佐賀の生/陸奥遠田郡の和学者､歌俳人、春雄 はるお ほんだ ? - 1879

陸奥の小山孝七･太田有富(1823ｰ1907)･高橋保万らの師、

[春雄(;名)の通称/号]通称;鈴木惣内/氏家久蔵、号;空蝉坊

K3673 ( ･福本 ､本姓;秦) 伊勢度会郡の国学者;足代弘訓門、春雄 はるお ふくもと 1805-7672

[春雄(;名)の通称]通称;量平

K3608 ( ･北原 ､) 阿波徳島の生､信濃飯田藩士､国学者/歌人張雄 はるお きたはら 1820-188162

K3680 ( ･昌木 ､神職杉山友継2男) 下野結城郡の医者;鈴木千里門、晴雄 はるお まさき 1820-64処刑45

下野佐野で開業医､国学;平田篤胤門､1864(元治元)天狗党に参加;捕縛;水戸で処刑、

[晴雄(;名)の通称]頼母/宗仙

K3606 ( ･木村 ､) 京の仏画師､歌;竹内享寿門、春雄 はるお きむら 1828- 190376

[春雄(;名)の通称/号]通称;源之助/文邦、号;都文園

春雄( ･森) → ( ･森､医者/本草学) Ｇ３５１５はるお のりゆき約之

春雄( ･大石礙) → ( ･大石礙 /望月/大伴､国学)Ｏ４０２６はるお ますみ おおいしごり眞素美

晴雄( → ･土御門)→ ( ･土御門､陰陽家) Ｈ３６０８はるお はれたけ はれたけ晴雄

治雄( ･富沢) → ( ･富沢 ､産科医) Ｌ１９５９はるお こうりょう とみさわ黄良

はる雄( ･広田) → ( ･広田 ､商家/俳人) Ｊ２４２０はるお せいち ひろた精知

L3611 ( ･転経院) 鎌倉期;興福寺転経院 の童/歌人、春王 はるおう てんきょういん? ｰ ?

1237刊[楢葉集]入、

[かれがれになりにける人のゆかりに、

さりとても人をうらむと語るなよわが身のうさを歎くばかりぞ](楢葉;雑童731)

K3655 ( ･野田 /旧姓;山部､) 肥後阿蘇の郷士､国学･歌;中島広足門、春岳 はるおか のだ ?ｰ1865

[春岳(;名)の通称]一郎右衛門/松左衛門

J3695 ( ･鎌垣 /本姓;大伴､旧姓;児玉) 紀伊和歌山の国学者/歌人、春岡 はるおか かまがき 1833ｰ190977

国学;本居内遠門/歌;加納諸平門､有職故実;滋野井家入門､勧修寺家入門､



紀伊藩国学所出仕/のち須佐神社祠官、

[春岡(;名)の通称/号]通称;章三郎、号;桜園/雀庵/高千穂

21G3608 ( ･徳川 ､尾張藩主宗睦 2男/本姓;源･家名;松平)治興 はるおき とくがわ むねちか 1756ｰ76早世

母;近衛家久女､1773兄治休が没;嫡子となる/従三位/左近中将､襲封しないまま没､

｢東閣和歌集｣著、

[治興(;名)の幼名/初名/字/通称]幼名;慶之助､初名;睦篤､字;叔邦､通称;兵部大輔、

諡号;昭世子、法号;天祐院

J3647 ( ･太田 ､通称;喜三平) 江後期;歌人､幕臣?、春興 はるおき おおた ?ｰ?

1858蜂屋光世｢大江戸倭歌集｣入、

[初瀬山吹くともわかぬ春風に霞の奥の梅が香ぞする](大江戸倭歌;春137/霞中梅)

J3681 ( ･小野 ､) 備中浅口郡船穂村神職;船穂神社祠官､春発 はるおき おの 1825ｰ 189167

国学･歌人;鈴木重胤門､維新後;備中の神道事務分局副長/羽黒神社祠官兼神職取締、

吉備津神社禰宜

K3654 ( ･能勢 /本姓;源､) 京の磋工(磨きを業とす);代々象牙磨き、春臣 はるおみ のせ 1808ｰ6255

歌人;城戸千楯 門;長歌に長ず､ちたて

[春臣(;名)の通称/号]通称;角右衛門、号;淇園 /竹屋きえん

J3649 ( ･久保田 ､通称;言罕 ) 筑後久留米の真木和泉の生、治臣 はるおみ くぼた げんかん 1828ｰ64切腹37

筑後三池郡江浦 村で医者;福岡藩医平野国臣門､尊攘運動家;えのうら

1864(元治元)長州藩兵に随い禁門変に参加;敗退し周防中関 で切腹なかのせき

春臣( ･中島) → ( ･中島/越智､藩士/国学者)３７２１はるおみ ひろたり広足

春垣津( ･長坂) → ( ･長坂 ､国学者) Ｕ３１８０はるがいつ ともお ながさか知雄

L3615 ( ･佐藤 ､通称;庄蔵) 江中期;幕臣;御先手与力､歌人;冷泉家門､晴陰 はるかげ さとう ?ｰ?

石野広通[霞関集]目録入

K3674 ( ･藤井 ､) 信濃善光寺の旅館業､春蔭 はるかげ ふじい ? ｰ 1823

国学･歌;荒木田久老 (1746ｰ1804)門、ひさおゆ

[春蔭 ;名)の通称/号]通称;平五郎、号;環翠/雪頂(

G3609 ( ･鈴木 /本姓;穂積) 尾張名古屋藩士､国学･歌;本居春庭･大平門､春蔭 はるかげ すずき 1786ｰ184762

1814(文化11)町奉行所吟味役/のち錦織役所御金奉行､植松有信･茂岳父子と交流､

1819｢槻の落葉名古屋餞別篇｣著､市岡猛彦の弟､本居大平撰｢八十浦の玉｣下巻入、

[秋さればなびく薄のほのかにもあひ見ぬ子等に恋ひつつもとな](八十浦;855恋)、

[春蔭 ;名)の通称/号]通称;多門治/多門治､ 号;梛園 、法号凌雲院( やしぞの

G3610 ( ･隈川 /初姓;山口/一時;垣本) 播磨赤穂郡の人;一時垣本雪臣の養子、春蔭 はるかげ くまがわ 1801ｰ3737

のち兄隅川春雄の姓;隈川に復姓､歌人:長治祐義･賀茂季鷹門､

兄春雄と和歌の研鑽に山陽道の各地を旅行;長崎で罹病客死、

｢志古草｣著(のち兄が遺稿を集め編刊)､

[春蔭 ;名)の通称/号]通称;八郎、号;駒山/隈川漁者(

K3625 ( ･島崎 ､) 近江蒲生郡の歌人;小沢蘆庵･香川景樹門、春景 はるかげ しまざき 1803ｰ187472

医者の浜崎景斎(蘆庵門歌人)門､国学者､坂田茂富･矢野御蔭の師、

[春景 ;名)の別名/通称号]別名;美景、通称;松之丞/伴治/善助(

K3630 ( ･菅原 ､号;茅の屋) 陸奥栗原郡金成村の郷社祠官､国学者/歌人、春蔭 はるかげ すがわら 1815ｰ8773

歌;佐沢広胖編[仙台風雅集]入

J3661 ( ･五十嵐 ､) 越後小千谷の国学者/地誌、麗景 はるかげ いがらし 1836ｰ192388

1890｢魚沼神社伝記｣共著(山岸栄樹と)

春蔭 )→ ( ･柳河/西村/栗本､洋学者)Ｋ２１２１( ･西村/柳河はるかげ 春三 しゅんさん

春蔭 ) → ( ･3世銭屋､書肆/国学) Ｋ２５９５( ･佐々木はるかげ 惣四郎 そうしろう

春蔭 ･平瀬) → ( ･平瀬 ､国学/歌/実業)Ｋ３６７１(はるかげ 春愛 はるちか ひらせ

G3611 ( ･山下 ､政家男) 父は遠江豊田郡中泉の代官松下清兵衛に出仕、玄和 はるかず やました 1657ｰ173882

1677(延宝5)父没;家督嗣､医術;横須賀藩典医香取自庵門､豊田郡で開業;皆から名医の称、

郷土史｢古老物語｣｢百姓論｣著､遺稿｢煕庵左右筆記｣､1738(元文3)没、

家督は3女政子の婿の壽軒(木村玄竹法橋祐真2男)、



[玄和(;名)の字/通称/号]字;立節、通称;宗一郎、号;煕庵 ､きあん

J3662 ( ･井上 ､) 大和吉野郡の国学者/大坂住、玄会 はるかず いのうえ 1729ｰ176941

[玄会(;名)の字/通称]字:子嘉/忠英、通称;権兵衞

春一( ･片桐) → ( ･片桐 ､国学者/軍学)Ｆ３６９８はるかず はるいち かたぎり春一

G3612 ( ･小野 ､石雄男) 平安前期851-901頃廷臣/854右少尉/878鎮守府将軍､春風 はるかぜ おの ?ｰ ?

武勇;878出羽反乱鎮定に活躍/891讃岐権守/898正五位下､歌人:古今653/963、

[花すゝき穂にいでて恋ひば名を惜しみ下結 ふ紐のむすぼゝれつゝ](古今;恋653)したゆ

J3620 ( ;組連) 武蔵柳原の雑俳の組連/取次;1747｢湖丸評万句合｣入、春風 はるかぜ ? ｰ ?

取次例;[女房のお百にまける九十郎 ](万句合/前句;おろかなり々々)、くじふらう

(百文の妻に九十文の夫;常に尻に敷かれた亭主)、

(当時百文のつなぎ銭は九十六文で通用したが九十文では繋ぎにもならない)

春風( ･高杉) → ( ･高杉､儒者/奇兵隊) Ｅ２２３１はるかぜ しんさく晋作

G3613 ( ･ ･藤原 ､経邦男) 平安前期廷臣;少納言/大蔵大輔、治方 はるかた はるまさ ふじわら ?ｰ? 936存

上総･遠江･摂津守､右京大夫も勤めたか?､兼輔/忠房/公平女らと交流､歌:後撰669、

[世の常のねをし泣かねば逢ふことの涙の色も異 にぞありける](後撰;恋669、こと

逢ふことの無みと涙を掛る/忍び泣くので普通の血の涙よりもっと濃い)

G3614 ( ･森脇 ､通称;市郎右衛門､入道号;玄角､祐秀男) 安藝の武将;春方 はるかた もりわき 1533ｰ1621

吉川元春の家臣､飛騨守､1618｢元就記(森脇覚書)｣(1549-72の記録)

L3604 ( ･姓不詳､) 江前期:歌人、治賢 はるかた ? ｰ ?

1670下河辺長流[林葉累塵集]30余首集､下河辺家の人か、

[三十一になれる年、

和歌浦もしらぬものゆゑことのはのもじのかずさへおのが年なみ](林葉累塵;1256)

[いざけふは我も野に出でて老いらくの昔こひしきわかな摘みてん](同集;春23)

G3615 ( ･山田 ､別名;頤堅､通称;健助､大堅男or弟) 越後柏崎の商家(名家)、治堅 はるかた やまだ ?ｰ1830

儒･詩:今井鏡洲門､狂歌;鹿都部真顔門､｢白川紀行｣著

G3616 ( ･臼井 /初姓;森 ) 鳥取の人､近江の郷士臼井重信の養子、治堅 はるかた うすい もり 1809ｰ5345

鳥取藩徒士の森善栄の弟､医者:藩医大島恭仙門､儒/歌;城戸千楯/衣川長秋/飯田秀雄門､

1847(弘化4)鳥取藩より無足医師に招聘/53藩校尚徳館に出仕､

｢昼寝の枕｣著､｢臼井治堅遺稿(銀杏の落葉)｣、

[治堅(;名)の別名/通称/号]別名;修仙､ 通称;源蔵/源三､ 号;銀杏の株/銀杏の下

J3688 ( ･加屋 ､熊助長男) 肥後熊本藩士､1851(嘉永4)事件で父が自刃、霽堅 はるかた かや 1836ｰ76戦死41

家断絶の危機を免れる/国学･神道;林有通(桜園)の原動館入門､肥後勤王党に属す、

1862藩命で御所警備;63(文久3)政変;御所警備隊解散/65帰郷;投獄/1867赦免、

1871(明治4)二卿事件に連座;投獄/74錦山神社祠官､神風連副首領/敬神党代表､

1876廃刀令に反発し敬神党太田黒伴雄と共に神風連の乱を起す;戦死､贈正五位､

[霽堅(;名)の別名/字/通称]別名;楯列、字;楯行、通称;栄太

J3678 ( ･梅木 ､初名;嘉悦/通称;主殿 ) 大和奈良の神職;春日神社神官、春堅 はるかた うめき とのも 1837ｰ190569

1875広田神社主典兼権訓導

玄堅( ･田中) → ( ･田中､藩家老/儒/歌) Ｇ３６６２はるかた はるなか玄宰

春方( ･山崎) → ( ･地形堂 ､幕臣/狂歌)Ｎ１５０９はるかた かたまる ちがたどう堅丸

3630 ( ･林 ､羅山3男) 母;荒川宗意女､京の儒者:那波活所門、春勝 はるかつ はやし 1618ｰ8063

和学;松永貞徳門､1633江戸に出て将軍家光に拝謁/幕府儒官;1638父羅山の勤方見習;

評定書出仕/1645法眼/57(明暦3)父没;遺跡9百石相続/1861治部卿法印/63弘文院学士､

1664忍岡に国史館開設;1664-70｢本朝通鑑｣編纂;310巻完成献上､1680隠居､｢論語諺解｣、

1643(寛永20)｢日本国事跡考｣(;陸奥松島･丹後天橋立･安藝嚴島の奇観;日本三景の由来、

2006[平成16]に鵞峰(春勝)誕生日に因み7月21日を日本三景の日と制定)著、

｢孟子諺解｣｢鵞峰林学士全集｣｢国史考｣｢本朝一人一首｣｢日本書籍考｣｢本朝管春録｣、

｢林春齋自叙譜略｣｢羅山鵞峰文集｣｢晩林夕陽集｣｢玉露叢｣､｢羅山先生集｣外著多数、

[春勝(;名)の幼名/別名/字/通称/号]幼名;吉松、別名;恕、字;子和/之道、通称;又三郎、

号; /桜峰/向陽軒/葵軒/竹 /南窓/爬背子/晞顔斎/也魯斎/格物菴/鵞峰 ちくゆう



温故知新斎/頭雪眼月菴/碩果/傍花随柳堂/恒宇/辛夷塢/仲林、剃髪号;春斎、

諡号;文穆先生、 読耕斎の兄、梅洞 /鳳岡 の父ばいどう ほうこう

G3617 ( ･中原 ､初名;治継､治卿男/家名;勢多) 明法家､兄治直の養嗣子、治勝 はるかつ なかはら 1625ｰ7955

廷臣;1647従五下･左衛門大尉/52豊前守/70大判事/75(延宝3)明法博士/79正四上;没､

1669｢朔旦冬至表奏并平座次第｣著

G3618 ( ･佐久目 /本姓;度会､晨輔男) 江前期;伊勢外宮神職;正四位下､晴勝 はるかつ さくめ 1627ｰ170175

1678-82(延宝6-天和2)｢佐久目晴勝日次記｣著、

[晴勝(;名)の通称] 杢之助/五郎左衛門

G3619 ( ･大館 /幼名;只六/昌和､晴述6男) 日向都城の島津家家臣､晴勝 はるかつ おおだち 1824ｰ7148

代々連歌師､儒;藩校明道館に修学､国学;新納時昇門、1842(天保13)上京;

国学;千種有功門/歌;香川景樹門､歌;松園坊清根/穂井田忠友門/連歌;里村昌同門､､

1844(弘化元)帰郷;物頭役/1862藩校明道館学頭､63誠忠派幽囚の難に遭う､65学頭再任、

1868(明治元)老職に昇進/戊辰戦争には在郷し領主･島津久本を補佐､鹿児島藩民事奉行、

｢苫の雫｣｢都島集｣｢小門之汐干｣著、

[晴勝(;名)の通称/号]通称;四郎､ 号;添山/桐園､

3631 ( ･村田 /初姓;宮崎/一柳) 伊勢奄芸郡白子の生/村田橋彦の養子、春門 はるかど むらた 1765ｰ183672

国学者:1784本居宣長門､1793江戸住;旗本小笠原家に出仕/1813大阪移住;古典/歌を教授､

大坂城代水野忠邦(浜松藩主)に招聘;古学の師/29西丸老中の忠邦に随い江戸住;江戸没､

家集｢小竹集｣｢蟹守家集｣､｢古今集私抄｣､1816｢牽牛花 百首｣､22-36｢楽前日記｣著､あさがお

1834鉄胤｢毀誉相半書｣に論評､｢田鶴廼舎随筆｣｢田鶴廼舎日次記｣｢多豆の毛衣｣著、

｢源氏物語私抄｣｢歌文枢要｣｢名所新松葉集｣著､｢ももちとり｣｢余寒月｣編､外編著多数、

嘉言 /春野 の父､本居大平｢八十浦の玉｣中巻;7首入､よしこと はるの

[春門(;名)の別名/字/通称/号] 別名;文哉/列樹 /並樹、字;玄仲、つらき

通称;政之助/蔵之進/次郎九郎/九二兵衛/次九兵衛/貢/御調/七郎左衛門､

号;燕庵/郁子園/蟹守/田楽舎､田鶴廼舎/田鶴舎/多豆能屋/多豆舎､楽前/稲園舎/萩の舎

G3620 ( ･三村 ) 伊勢津の万町の名主/文雅を好む;歌･俳･画、春門 はるかど みむら 1801?ｰ1877?77?

狂歌;神風連を主導､1866(慶応元)65歳の賀を催､

1837｢伊勢山田古市細見｣51｢無為都土産｣画､｢五十瀬作楽｣画/｢華表五十瀬暦｣著､

[春門(;名)の通称/号]通称;六右衛門、

号;五十瀬の屋春門/馬角斎/馬声斎/津葉丸 /桜川しんようまる

玄門( ･山下/福沢)→ ( ･山下/福沢､修験/医/俳)Ｍ１８５２はるかど げんもん玄門

L3600 ( ･渡辺 ､) 周防都濃郡坂根の生/代々都濃富田の山崎八幡宮祠官､玄包 はるかね わたなべ 1833ｰ190573

神道･国学;黒神直民門､漢学;亀井昭陽･広瀬淡窓門/京で国典;大国隆正門､

徳山藩士/国学;平田銕胤門､山崎八幡宮祠官を継嗣､尊王攘夷派、

維新後;東京の神祇官出仕､牧野秀太郎著｢渡邉玄包小伝｣あり

[玄包(;名)の字/通称/号]字;常品、通称;篙人/新三郎、号;菅処

G3621 ( ･三原 ､弟平男/姓 ;朝臣) 平安前期廷臣;817蔵人/828参議/右大弁､春上 はるかみ みはら かばね 774ｰ84572

式部大輔/治部卿/正四下/839伊勢守､詩･815嵯峨天皇梵釈寺行幸従駕;｢賦詩｣､経国集入

G3622 ( / ･藤原 ､諸葛男) 母;百済王勝義女､廷臣;右中将、玄上 はるかみ はるうら ふじわら 856ｰ93378

919(延喜19)参議;刑部卿､906(延喜6)日本紀竟宴和歌詠進､932従二位、

琵琶の名手;名器[玄上]を醍醐天皇に献上?､藤原兼輔と交流､歌;続後撰51、

[君がためわがをる宿の梅の花色にぞいづるふかき心は](続後撰;一春51、

紅梅を折りて中納言兼輔に遣はす歌)

G3623 ( ･藤原 ) 醍醐天皇の東宮保明親王家の女房/親王に寵愛､玄上女 はるかみのむすめ ふじわら ?ｰ?

922親王(21歳)没後に嘆く歌:後撰集3首;1406/1408/1420、

[あらたまの年越え来 らし常もなき初鶯の音 にぞなかるる](後撰;哀傷1406、く ね

親王没後の翌春;醍醐天皇皇后穏子の女房大輔 に贈る歌;返歌1407)たいふ

G3624 ( ･宮地 ､静軒2男) 土佐藩士/儒者;父門;禄130石、春樹 はるき みやぢ 1728ｰ8558

上京し国学:萩原宗固門/儒;西依成斎門/1760藩校教授館創設に当り教授(儒)､

1761山奉行;20石加増/藩政にも参与､1782本居宣長門､｢万葉集私考｣｢万葉考正｣著､



[春樹(;名)の別名/通称/号]別名;直弘/介明､通称;三八/平次郎/嘉藤次/藤三郎/喜八郎､

号;為斎､ 仲枝[水渓]の父

G3627 ( ･千賀 ､通称;淵蔵) 江中期故実家/伊勢貞丈と交流､春城 はるき ちが ?ｰ?

1761貞丈｢軍用記｣補記､｢貞丈雑記｣補校

J3694 ( ･波多野 ､旧姓;黒山) 筑前鞍手郡の国学者/神職、春樹 はるき はたの 1768ｰ182659

筑前遠賀郡山鹿村狩尾神社の波多野庸成 の養嗣子;総社狩尾 神社祠官､つねなり かりお

春郷 ･金井亀代の父、はるさと

[春樹(;名)の通称/号]通称;登/駿河守、号;松濤館

G3625 ( ･森 ､字;士碧､伊左衛門[五石]男) 豊後日田隈町商家;1803家督、春樹 はるき もり 1771ｰ183464

1818隠居､俳諧/歌:荒木田久老門/画;清人の南田門､詩;広瀬淡窓･旭荘門､

1832河童奇談随筆｢蓬生 談｣著､｢亀山鈔｣｢里諺鈔｣｢日田郡志｣｢日田造領記｣著、ほうしょう

｢両豊国句集｣編､

[春樹(;名)の幼名/字/通称/号]幼名;善次郎､字;士碧､通称;平九郎/雅助/伊左衛門/仁作、

号;蓼州 /仁里、屋号;鍋屋りょうしゅう

K3604 ( ･桜井 ､道考 男) 信濃伊那郡飯田の近藤家の伊那代官､春樹 はるき さくらい みちたか 1792ｰ186473

歌人;桜井知栄(曾祖母)門､歌;桃沢夢宅･香川景樹門､のち江戸住、

[春樹(;名)の別名/通称/号]別名;在道/道長/景村、通称;鹿之介/彦輔/比古介、

号;葱窓 /竹潤そうそう

[ ] 伊那郡山本村の旗本近藤家の伊那代官桜井家

としみち ちえいに としちか要道 ー 知栄尼 ー 要親

－ 道考 ー 春樹

＝

みちたか

りせ里勢

J3650 ( ･今井 ) 江後期;歌人､1858蜂屋光世｢大江戸倭歌集｣入､春樹 はるき いまい ? ｰ ?

[見し夢の覚めてかなしきあかつきに鳴きつつ渡る初雁の声](大江戸倭歌;秋921/初雁)

J3674 ( ･岩間 ､通称;蔵六) 美濃岐阜の医者/国学者/歌人､片桐春好の師春樹 はるき いわま 1808ｰ8073

K3637 ( ･高杉 ､) 長門萩藩士;直目付/手元役､高杉晋作の父､歌人､春樹 はるき たかすぎ 1814ｰ189178

[春ごとに花にうたひし面影を偲ぶにあまる鶯のこゑ]([萩の歌人]入)

[春樹(;名)の通称] /小左衛門/小忠太丹治

J3664 ( ･服部 ､号;倭文舎 ) 近江大津の生、春樹 はるき はっとり しずのや 1824ｰ9572

円満院宮院家仏地院候人(侍講)､歌;香川景樹･村居真 門､韴まふつ

1880｢笹並集｣編､生駒秀一･三上明声の師

G3626 ( ･坂本 ､通称;卯太郎/専次郎) 土佐藩士/1859藩命で江戸に赴く;春樹 はるき さかもと 1828ｰ9770

中浜万次郎門;船舶の操縦法･軍艦の運用術を修学､洋式船頭として活躍、

歌人:中城直守･津田直入･井上文雄門､加藤千浪･横山由清と交流､

直守｢あまのさへつり｣編､家集｢古井の蛙｣著､｢鼎足集｣入

G3628 ( ･山本 ､通称;塩屋長兵衛) 江後期大阪心斎橋筋で書肆を営む､春樹 はるき やまもと ?ｰ?

屋号;泰文堂/輻湊堂 ､1834刊｢和歌類題浪花集｣編ふくそうどう

K3651 ( ･鍋島 /本姓;藤原､直与 [1798ｰ1864]3男) 肥前蓮池藩主の家、春城 はるき なべしま なおとも ?1835以後ｰ?48

直紀 (1826-91)の弟､和漢学/詩歌人、なおただ

[春城(;名)の通称/号]通称;三郎、号;梅痴

K3697 ( ･吉村 ､千春2男) 筑前福岡藩士､千秋の弟､初め医学を志す;春樹 はるき よしむら 1842ｰ192079

医;井上鉄英･坂巻道慶門､のち江戸和学所に入学/国学;矢野玄道門/歌;加藤千浪門、

帰郷後;国学･神道;宮永保親門､福岡藩で皇学を講ず、

1868頃藩命で上京/巡察使･藩典史神祇官､のち伊勢度会郡の神宮奉斎会本部長､

権大教正､｢祝詞草稿｣著､

[春樹(;通称)の名/別通称/号]名;武雄、別通称;泉次郎、号;五生/春翁/後桜園

L3601 ( ･渡辺 ､初名;眞直/号;柿葉の舎) 豊後岡藩の皇学館教授、春樹 はるき わたなべ 1849ｰ192678

神道･国学;小畑宗隆･渡辺重春門･平田篤胤没後門

春樹( ･小西/柳原)→ ( ･柳原/小西/柳､国学者) Ｖ２１６９はるき しほう紫峰

春樹( ･能仁） → ( ;法諱､真宗僧/国学/歌) Ｎ１８７１はるき けいたん渓潭



春樹( ･早雲) → ( ･早雲 ､神職/国学) Ｚ２６０４はるき たかかど はやくも高廉

春木屋重象( )→ ( ･春木屋､歌人) Ｑ２１７９はるきやしげかた しげかた重象

G3629 ( ･井上 ) 江前期江戸の生/京で医者を業とす､春清 はるきよ いのうえ ? ｰ 1655

俳諧:立圃[1595ｰ1669]門､貞室･季吟に親炙､

｢俳諧鹿驚集｣｢千石｣著､1656貞室｢玉海集｣入/72元隣｢諸国独吟集｣入､

1676西鶴｢古今誹諧手鑑｣入､

[花ならで草に火ともす螢哉](手鑑)

[春清(;号)の通称/別号/変名]通称;次左衛門､ 別号;昌雲軒、変名;井坂治郎左衛門

I3693 ( ･福島 ) 摂津住人/狂歌;1666行風｢古今夷曲集｣1首入、春清 はるきよ ふくしま ? ｰ ?

[児桜 や立ちて見居て見寝て見てもなほ愛らしき花のかほばせ](夷曲集;53)こざくら

G3630 ( ･大畑 ､通称;善治郎/政吉/織居) 江後期弘化文久1844-64頃紀州和歌山藩士、晴潔 はるきよ おおはた ?ｰ?

国学者:本居内遠門､｢兵器歌集｣､1861(文久元)｢紀伊国式内神社考｣著

K3634 ( ･田端 ､年蔭男) 紀伊日高郡の大庄屋;父継嗣、春清 はるきよ たばた 1830ｰ190778

国学;父年蔭門･瀬見善水 ･本居豊穎 門、よしみ とよかい

[春清(;名)の通称]喜三兵衛(父の称)

春楠( ･山本) → ( ･山本 /藤原､神職/国学)Ｉ１０７３はるくす あきただ やまもと晟忠

G3631 ( ･竹野 尾張名古屋の医者/土御門家の門/天文家､治邦 はるくに たけの)1770 ｰ ?

｢己丑晴雨考｣｢庚寅晴雨考｣｢壬辰晴雨考｣｢清潜庵詩集｣著、

[治邦(;名)の字/号]字;伯民、号;尺水堂/清潜庵

G3632 ( ･大畑 ､通称;金斎) 紀州和歌山藩士/日高郡志賀の医者大原円治の孫、春国 はるくに おおはた 1818ｰ7558

初め医を修学､国学:大国隆正門､亀卜を研究､江戸住/維新後;宣教権少博士/大学少助教、

浅草神社祠官､1865｢瑞兎奇談｣66｢言語集覧｣67｢古語集覧｣､｢なるかの記｣｢卜史｣著、

｢類聚太占伝｣外著多数､弘国の父

K3626 ( ･清水 ､) 日向都城の島津藩士､国学/歌人;八田知紀門､晴国 はるくに しみず 1825ｰ187147

[晴国(;名)の初名/通称]初名;晴敏、通称;熊太郎/武兵衛/長右衛門/彦左衛門

K3635 ( ･伊達 ､徳川宗直2女) 徳川吉宗の養女､歌人、温子 はるこ だて 1717ｰ1745早世29

陸奥仙台藩主伊達宗村(1718ｰ56)の正室､

長女の霊松院源姫(惇子/1739-61/佐賀藩主鍋島重茂室)の実母、

[温子(;名)の別名/諡]別名;峰姫/利根姫、諡;雲松院

G3633 ( ･四辻 /本姓;藤原) 高倉家出身､権大納言四辻季保の養女､季春 の義妹､春子 はるこ よづじ すえはる?ｰ1504

後土御門天皇の女房:勾当内侍として長橋局住､1501(文亀元)典侍;民部卿典侍と称す､

女房名;後土御門院勾当内侍 /勾当内侍/民部卿典侍 ､ごつちみかどいんのこうとうのないし みんぶきょうのすけ

歌人/連歌作者:1472｢玉津島法楽仮名題百首｣参加､新撰菟玖波集3句入､

｢四十二の物争ひ｣｢鼠の草子｣｢浦島双紙｣書写/1497｢はにふの物語｣書写or著

K3686 ( ･水沢 ､旧姓;並河) 備中倉敷の生、美子 はるこ みずさわ 1797ｰ183842

倉敷の商家井筒屋9代目の水沢邦綱(1791ｰ1824)の妻､歌人;小川布淑 門;夫と同門、のぶよし

常太郎定穀 の父さだよし

夫 → ( ･水沢 ､商家/歌人) Ｅ１７５５邦綱 くにつな みずさわ

J3660 ( ･有馬 ､島津斎宣 女) 兄島津斎興の養女;晴子 はるこ ありま なりのぶ 1820ｰ190384

1837(18歳)筑後久留米藩の10代藩主有馬頼永 の正室､1844夫は久留米10代藩主;よりとお

夫は英邁で藩政改革を断行;しかし1846改革半ばで病没､晴雲院晴子が領内を巡遊、

歌･琴に長ず;箏曲を自作､領内のいろは滝に[調音の滝]と命名した逸話あり、

[晴子(;名)の別名/法号]別名;春姫/幸姫/晴姫、法名;晴雲院

K3690 ( ･物集 ､) 豊後速見郡杵築の物集高世 の妻､歌人、春子 はるこ もずめ たかよ1828ｰ1851早世24

高見 (1847ｰ1928)の母、たかみ

K3649 ( ･中守 ､旧姓;大石) 近江蒲生郡の歌人;[鳰のうみ]入はる子 はるこ なかもり 1845ｰ190460

春子( ･浅野) → ( ･徳川 ､紀行文)Ｆ４７２１はるこ よしなおのしつ とくがわ義直室

春子( ･池田) → ( ･池田 /戸田､藩主室/歌)Ｔ１５６２はるこ かんこ いけだ鑑子

晴子( ･岩間) → ( ･伊達 /岩間､藩主側室/歌)Ｕ１５９０はるこ かねこ だて包子

J3631 ( ･富永､初号;秀印) 江後期川柳作者春駒 はるこま ?ｰ?1843頃没



春駒翁( ) → ( ･藤本､医者/詩歌/狂歌) Ｂ４６５２はるこまおう ゆうこ由己

I3678 ( ) 狂歌;1787｢才蔵集｣入:352、春駒勇 はるこまのいさむ ? ｰ ?

[老いぬれど今にかゞまぬ腰障子昔づくりをいはふ骨ぐみ](才蔵集:九352/頑丈な造り)

J3656 ( ･安部 ､直貞2男) 長門萩藩士/歌;吉川惟足門/六条有澄門、春貞 はるさだ あべ 1622ｰ9877

2代目藩主毛利綱広に出仕/藩命で萩八江名所の和歌を詠む､

1680(延宝8)江戸の吉川惟足より古今集秘伝を受､萩藩の連歌宗匠/俳諧師､信貞の父、

[更くる夜の雨もふる江のしづが屋に残るも細き燈火の影](中津江の夜雨;萩の歌人)

[春貞(;名)の幼名/通称/号]幼名;岩松丸、通称;平吉/吉左衛門/吉左衛門尉、号;梅庵

G3634 ( ･徳川 ､宗直2男/本姓;源/松平) 母;善修院､1753伊予西条藩主を襲封､治貞 はるさだ とくがわ 1728ｰ8962

1775紀州徳川家を継嗣;和歌山9代藩主/従三位､権中納言､治宝 (10代藩主)の養父､はるとみ

歌;冷泉為泰門､

｢麟徳記｣｢慎終論｣｢慎独論｣｢童子訓｣｢紀伊中納言治貞卿教訓｣｢香厳公言行録｣著､

[治貞(;名)の幼名/別名/通称/法号]幼名;春千代/初名;頼淳､

通称;修理大夫/玄蕃頭 /監物/左京大夫、法号;香厳院げんばのかみ

K3614 ( ･小池 ､旧姓;佐久間) 飛騨高山の国学者;田中大秀門、春貞 はるさだ こいけ 1739ｰ181072

[春貞(;名)の通称] 弥兵衛

G3635 ( ･一橋 ､一橋宗尹4男/本姓;源/松平/徳川) 11代将軍家斉の父、治済 はるさだ ひとつばし 1751ｰ182777

1764父の家督継嗣､従二位権大納言/1818家督を斉敦に譲り隠居;1818剃髪/20従一位、

1825准大臣､田沼失脚を画策/定信を推挙､

歌;｢最樹院殿独吟百首｣｢三院御集｣｢最樹院御歌｣､連歌;1792｢御晴厄御奉納唐何百韻｣、

[治済(;名)の幼名/通称/法名/法号]幼名;豊之助、通称;民部卿､法名;穆翁/法号;最樹院

G3636 ( ;号･保川 ) 京東洞院二条上ル町の代々米屋/家業を継ぐ;春貞 はるさだ やすかわ 1798ｰ184952

1832以降は絵師に専念､四条河原町東入ルに移住､｢傾城花の曙｣｢翫雀死出の旅立｣画

晴貞( ･藤川) → ( ･藤川､儒者) Ｅ３１３０はるさだ とうさい冬斎

治貞( ･芳賀) → ( ･芳賀 ､医/俳人) Ｂ１１５０はるさだ いっしょう はが一晶

治貞( ･中山) → ( ･中山､医者/日記) Ｉ１８８１はるさだ げんこう玄亨

春定( ･中臣屋) → ( ･中臣､歌人/狂歌) Ｃ１４７５はるさだ おおかげ正蔭

L3610 ( ･禅定院) 鎌倉期;興福寺禅定院の童/歌:1237[楢葉集]入、春里 はるさと ? ｰ ?

[幼くより深く頼み侍りける僧に心にもあらずよそよそになりにけるを､

僧つきずなげきけるつもりにや、病になりてかぎりなりけるころかくとつげて､

侍りければよろづを忘れてあひて侍りける後､ほどなくよわりぬとききて遣しける､

かりそめと思ひしだにもかなしきにながき別れになりやしぬらむ](楢葉;雑童707)

G3637 ( ･村田 /本姓;平､春道の長男) 江戸日本橋小舟町の干鰯問屋;家業嗣、春郷 はるさと むらた 1739ｰ6830

国学:賀茂真淵門/県門十二大家の1､春海の兄､長歌に秀でる/蹴鞠を嗜む､

｢長歌集｣著､｢村田春郷家集｣(浜臣｢県門遺稿｣第一集所収)､大平｢八十浦の玉｣入、

[東 の青海原の浪のうへゆとよさか昇る日の大御神](八十浦;上139/詠日)ひんがし

[春郷(;名)の初名/字/通称/号]初名;忠荷 ､字;君観､通称;長蔵/治兵衛､号;顕義堂、ただなり

法号;顕義堂明誉純孝春郷居士

G3638 ( ･松平 ､初名;治好､幼名鶴太郎､宗衍男) 母;大森歌( /歌木)､治郷 はるさと まつだいら うた1751ｰ181868

松江藩主;1767家督/藩政改革;治水新田開発/殖産興業､1806致仕/茶道:石州流不昧派､

佐渡守/出羽守､正室;子 (方子･せい姫/伊達宗村9女)､幾百女 の兄、せいこ こおじょ

｢茶湯心得｣｢茶礎｣｢茶友録｣､1787｢古今名物類聚｣｢贅言｣､｢四季のはな｣｢瀬戸陶器濫觴｣著､

[号]; /斗門/蘭室/笠沢/大円庵/未央庵/雪翁/宗納/一閑子/一々斎/陶斎尚古老人不昧ふまい

J3632 ( ･山蔭 ) 阿波徳島の国学者;本居大平･平田篤胤門､春里 はるさと やまかげ 1768ｰ182659

平田篤胤｢霊能真柱 ｣への疑問;その疑問に対し篤胤は｢しもとのまにまに｣を著､たまのみはしら

三代考論争に参加、

[春里(;名)の通称/号]通称;次三郎、号;六草園/花園、屋号;松島屋

K3691 ( ･森田 ､法名;道意) 京の知恩院の寺侍､国学者､娘婿;森田春蔭(神職)、春郷 はるさと もりた 1809ｰ6355

[春郷(;名)の通称/号]通称;相模/陸奥、号;狸橋

K3658 ( ･波多野 ､春樹の末男) 筑前遠賀郡山鹿村の狩尾神社祠官の家、春郷 はるさと はたの 1811ｰ5747



山鹿村の神職､黒山浪尾 (1813ｰ1870)と結婚､国学･歌;伊藤常足門(妻も同門)、なみお

[春郷(;名)の通称]東太郎/主馬/飛騨守

K3666 ( ･林 ､旧姓;児玉) 長門萩藩士;直目付､薩長連盟に尽力､春郷 はるさと はやし 1819ｰ8264

[けさよりと天の戸あけて朝日かげ曇らぬ空に春は立ちけり]([萩の歌人]入)、

[春郷(;名)の通称]主税 /良輔ちから

J3691 ( ･掛川 ､吉兵衛蕃章の長男) 信濃佐久郡小諸の生､質商大和屋の入婿、春里 はるさと かけがわ 1828ｰ9164

小諸藩御用商人大和屋の掛川岡右衛門崇朝の2女須磨子と結婚､1843義父没;家督継嗣、

国学者;平田家門人､歌･書に手ず､

[春里(;名)の通称/屋号]通称;吉兵衛、屋号;大和屋

春郷( ･杉山) → ( ･杉山/杉､儒者) Ｃ２８７９はるさと ちくがい竹外

治郷( ･接待) → ( ･接待 ､藩士/故実家)Ｑ２１２８はるさと じきょう せったい治郷

治郷夫人( ･松平)→ ( ･松平 /伊達､藩主室/歌)Ｏ２４４７はるさとふじん せいこ まつだいら子

K3648 ( ･取田 ､旧姓;大久保) 近江彦根藩家老宇津木家の家臣､青実 はるざね とりた 1812ｰ32早世21

国学･歌;本多家門､歌;[彦根歌人伝･寿]入､

[青実(;名)の通称] 定三郎

春雨之舎( ) → ( ･田本 ､歌人) Ｇ４５１８はるさめのや やすまる たもと安丸

G3639 ( ･山梨 ､平四郎政門男) 駿河庵原の酒造業;1743家督継嗣、治重 はるしげ やまなし 1707ｰ6357

文学;典籍を読破､禅;白隠慧鶴門;慈雲了徹居士と称す､

1762家督を平四郎維亮(志賀子の夫)に譲渡;隠居､西国行脚;翌年没､

1760｢奥州紀行｣､｢九州紀行｣｣｢富士禅定物語｣著､志賀子 の父､稲川 の祖父､しがこ とうせん

[治重(;名)の通称/道号]通称;平四郎/平左衛門/了徹居士､道号;慈雲/法諱;了徹

G3640 ( ;名･菊池 ) 江中期京の漢学/国学者:1772｢古今集真名字解｣著春林 はるしげ きくち ?ｰ ?

G3641 ( ･鍋島 ､佐賀藩主宗茂男) 初め鍋島直郷の養子;1763肥前鹿島藩主､治茂 はるしげ なべしま 1745ｰ180561

従四下肥前守/侍従/左近衛権中将､兄重茂に後嗣なく没後;1770肥前佐賀藩主を継嗣､

1779財政改革のため藩札発行/81藩校弘道館創設/83刑法改正､

1782｢弘道館記｣､｢維適園全集｣著

[治茂(;名)の初名/法号]初名;直煕、法号;泰国院

K3616 ( ･小西 /本姓;本居､春村の長男) 伊勢津の薬種商､本居宣長の孫、春重 はるしげ こにし 1785ｰ184763

国学者;祖父門､

[春重(;名)の通称]次郎太郎/太郎兵衛

春重( ･佐々木) → ( ･初世銭屋､書肆) Ｃ２５１２はるしげ そうしろう惣四郎

春重( ･鈴木) → ( ･司馬､洋画/蘭学) １９９１はるしげ こうかん江漢

春枝( ･玉井) → ( ･玉井 ､神道/国学) Ｋ３６４３はるしげ はるすえ たまい春枝

治重( ･山本) → ( ･正本屋､書肆) Ｇ１６３６はるしげ きゅうえもん久右衛門

治重( ･中村) → ( ･文台屋､書肆) Ｑ２２５２はるしげ じろべえ治郎兵衛

治重( ･石尾) → ( ･石尾 /藤原､幕臣) Ｄ１２５４はるしげ うじかず いしお氏一

G3642 ( ･足立 ) 江後期駿河の駿河郡口野村の酒造業、春島 はるしま あだち ? ｰ ?

国学:本居大平[1756ｰ1833]門､竹村茂雄と親交､｢道の記｣著､大平撰｢八十浦の玉｣下巻入、

[うちなびく春さりくれば里人は苗代小田に水せき入れつ](八十浦;715)、

[春島(;名)の通称/号]通称;無事平/林平、号;薪廼屋 /梢柴閑人まきのや

春次郎( ･桜山;変名)→ ( ･千屋 ､医者/勤王派)Ｍ２６０８はるじろう たかしげ ちや孝成

春次郎( ･丸尾) → ( ･丸尾 ､国学/歌人) Ｖ１６２９はるじろう きよかた まるお清謙

春二郎( ･千秋) → ( ･千秋 /服部､商/国学)Ｄ４２９８はるじろう むねちか ちあき棟参

春邇郎( ･増田) → ( ･増田 ､藩儒/尊攘/詩) Ｇ２２４６はるじろう しよう ますだ紫陽

G3643 ( ･今出川 /菊亭/本姓;藤原､左大臣公彦男) 戦国･江前期廷臣;晴季 はるすえ いまでがわ 1539ｰ161779

1548(天文17)従三位/79内大臣/85(天正13)右大臣/従一位､豊臣秀吉の信篤い、

一女は秀次の室､1595秀次の事件に連座;越後に配流/96帰京/98右大臣に還任､

有職故実に精通､歌に長ず､1558｢永禄元年日記｣/1578｢白馬節会記｣｢晴季卿記｣著､

｢和歌職原鈔｣｢白馬節会次第内辨要｣｢弘安礼節略注｣｢書札式｣著/｢小原私要抄｣編、

[晴季(;名)の初名/法号]初名;実維､法号;景光院



K3643 ( ･ ･玉井 ､順応2男) 伊予和気郡山越村の還熊八幡神社南社家の生、春枝 はるすえ はるしげ たまい 1825ｰ7147

神道家､国学に精通､松山藩士､皇学所助教､還熊八幡神社社司､諸国の勤王派と交流、

1864(元治元)国情を憂慮;堀内匡平と奔走;一文を奉行所等に掲示;藩政非難嫌疑で捕縛、

城北郭に幽閉;1866赦免､松山藩校明教館の皇典科･所長､｢報告論｣著､

[春枝(;名)の名/通称/法名]名;清太郎、通称;数馬/勘解由、法名;大綱/大弘

3632 (春助/初世 ･奈河 /豊 ) 京の狂言作者;初め素人俄狂言作者、晴助 はるすけ ながわ ゆたか 1782ｰ182645

歌舞伎作者:初世奈河篤助門､京の道場因幡薬師芝居作者/大坂の大芝居に転ず、

1810(文化7)立作者格;以後当り作品を出し上方の代表的作者となる/25豊 晴助と改名、ゆたか

1811｢以呂波歌桜秀逸｣12｢敵討義恋柵｣15｢敵討浦朝霧｣16｢園雪恋組題｣17｢艶雙蝶紋日｣著､

1819｢遠江潟恋賊｣22｢大石摺桜花短冊｣､24｢播州皿屋敷｣著(太郎兵衛の翻案)､外著多数、

[奈河晴助(;名号)の通称/号]通称;宮島屋嘉兵衛、俳号;鶴樹

G3644 (2世春助 ･奈河 /初め2世豊 春助/晴助) 江後期上方歌舞伎作者:初世門､晴助 はるすけ ながわ ゆたか ?ｰ?

1852奈河晴助襲名､江戸住､1841｢色競東優姿｣/54｢絵本更科譚｣61｢御国松曾我中村｣外著多

G3645 ( ･豊岡 ､和資男/本姓;藤原) 母;高丘敬季女､廷臣/1819従三位、治資 はるすけ とよおか 1789ｰ185466

1821大蔵卿/23正三位､｢書翰類聚｣編､1816｢光格上皇布衣始備忘色目並御所御構図｣著、

法号;渓雲院

G3646 ( ･梅守 /初姓;梅盛･梅森) 江後期江戸の歌舞伎作者:春助 はるすけ うめもり ?ｰ?

1847｢沢村咲博多花菱｣50｢雪花音高木蘇山｣52｢御伽譚博多新織｣著

治助( ･服部) → ( ･服部 ､俳人) ４８０６はるすけ らんせつ はっとり嵐雪

春栖( ･岡部/賀茂)→ ( ･賀茂/岡部､国学者/歌) ４０３１はるすみ まぶち眞淵

春亮( ･今井) → ( ･今井 /本姓;源､国学)Ｎ４０７８はるすけ まさあき いまい政明

G3647 ( ･青木 ) 京の高倉二条上ル住の商家;富商､春澄 はるずみ あおき 1653ｰ 171563

俳人;重頼門､季吟･梅盛と交流､1677頃高政･常矩と共に京の談林派に属す､

延宝1672-81頃言水/幽山/芭蕉らと交遊、

1678江戸で幽山･芭蕉と｢俳諧江戸十歌仙｣興行;編刊行､

1680｢俳諧頼政破邪顕正熊坂両書返答前書｣著/81｢一日三百韻｣著､

元禄期1681-1704;貞恕と交流;貞徳嫡伝を自称､1681｢誹諧七百五十韻｣に一座･序､

1690言水｢新撰都曲｣序､1704-11頃｢歳旦帳｣編､

1684｢蠧集｣/91｢元禄百人一句｣1702｢花見車｣入集､貞備の父､

[玉の緒よ絶えなばたえね河豚汁 ](1677風虎｢六百番誹諧発句合｣)、ふくとじる

[春澄(;号)の通称/別号]通称;勝五郎 /庄五郎/庄右衛門/称右衛門、しょうごろう

はるずみ ほらろう しこおう別号;春隅 /貞悟/甫羅楼 /春澄軒/印雪軒/印雪子/素心子/素心堂/之乎翁

春蔵( ･尾崎) → ( ･尾崎､医/国学/歌人) ４０２４はるぞう まさよし雅嘉

K3633 ( ･田島 ､知平男) 母;とみ子､飛騨高山の飛騨総社社司、春園 はるぞの たじま 1849ｰ192577

和漢学･詩歌;富田節斎(礼彦 )門(;父母と同門)、いやひこ

[春園(;名)の初名/通称/号]初名;定孝、通称;壮次郎、号;南陽居/向陽居

K3660 ( ･橋口 ､通称; ) 薩摩鹿児島藩士;小姓役､国学者、春妙 はるたえ はしぐち 吉左衛門 1843ｰ77戦死35

西南戦争では西郷軍の三番大隊八番小隊長/1877城山では新照院･夏蔭下で戦闘;戦死

G3648 ( ･二条 ､宗基2男/本姓;藤原) 兄重良の養嗣子/廷臣;治孝 はるたか にじょう 1754ｰ182673

1770従三位/91右大臣/96左大臣;従一位､1814左大臣辞任､幕府専横に抗議;尊号事件関与､

｢竹園秘抄｣編､1772｢治孝公記｣94｢立后次第｣1809｢恵仁親王立太子次第｣著

[治孝(;名)の号]号:法寿金剛院､

G3649 ( ･木村 ､通称;長蔵) 紀州藩士/1833作事見廻役/のち勘定奉行､晴孝 はるたか きむら 1765ｰ183571

｢南紀忠孝略伝｣著､｢紀伊国名所図会後編｣編纂参加(;加納諸平らと)

J3679 ( ･梅田 ､) 大和奈良の春日大社禰宜､歌人､春保の父､春鷹 はるたか うめだ 1781ｰ184868

[春鷹(;名)の通称] 治部/弾正/勇

G3681 ( ･羽鳥 /本姓;服部､通称;源八太夫) 尾張津島社の祠官、春隆 はるたか はとり 1817ｰ8468

国学;熊谷直好/八田知紀門､土佐派絵師;渡辺清･浮田一恵門､

[春隆(;名)の号]号;敷島舎/彩園/蓬老/聴雨

J3652 ( ･千田 ､通称;直之助) 江後期;歌人、春孝 はるたか せんだ ?ｰ?



1858蜂屋光世｢大江戸倭歌集｣入､

[降る雨に濡れて色そふもみぢ葉を霜にのみとも思ひけるかな](大江戸倭歌;秋985)

玄珠( ･長久保) → ( ･長久保､儒者,地理学) Ｄ２４６３はるたか せきすい赤水

春孝( ･伊藤) → ( ･伊藤 ､俳人) Ｊ２５９７はるたか そせきぼう いとう楚石坊

春( ･高橋/近藤)→ ( ･近藤､儒/詩歌/教育) Ｋ３１７７はるたか とくざん篤山

晴隆( ･菊池) → ( ･菊池 ､俳人) Ｇ２５０４はるたか そうう きくち宗雨

玄宰( ･田中) → ( ･田中､藩家老/儒/歌) Ｇ３６６２はるただ はるなか玄宰

G3650 ( ･柳川 ) 江後期絵師;初世柳川重信門?､読本挿絵:春種 はるたね やながわ ? ｰ ?

1832｢絵本越女伝｣｢復讐越女伝｣画

治胤( ･根本) → ( ･根本/神服/平､国学者) Ｇ２６４８はるたね たねまろ胤満

J3689 ( ･鹿之木 ､) 肥後玉名郡滑石村の儒医/神職、春民 はるたみ かのこぎ 1819ｰ9274

[春民(;名)の別名/通称/号]別名;俊親、通称;大進、号;東雲

G3651 ( ･遠藤 ､春正男) 阿波石井の藍商;江戸八丁堀･八王子に支店､春足 はるたり えんどう 1782ｰ183453

江戸との往来/国学;本居大平･内遠門/狂歌:石川雅望 (飯盛)門､狂歌･笑話作者､まさもち

大田南畝･中島棕隠･加納諸平らと交流､1824｢吾嬬日記｣､25滑稽本｢白癡物語｣(雅望序)､

1830｢猿蟹ものがたり｣32｢阿波狂歌三十六歌撰｣34｢午の春｣､｢難後言｣｢桃太郎物語｣著､

｢六々園漫録｣著､歌;大平撰｢八十浦の玉｣下巻:長歌[関ヶ原][野呂介石の山水画]入､

昂美(谷文晁門下の絵師)の兄､

[高萱のおひしかぎりやもののふの屍 埋みし所なるらむ](八十浦:990関ヶ原反歌)､かばね

[春足(;名)の通称/狂歌号]通称;宇治右衛門/菟道右衛門 ､うじえもん

狂歌号;雲多楼鼻垂 /六々園春香､戯作号;紀抜足 ､法号;観光院うんたろうはなたれ きのぬきあし

J3692 ( ･片岡 ､旧姓;秡川 ) 山城乙訓郡の菱妻神社祠官、東親 はるちか りかたおか はつかわ 1754ｰ9138

非蔵人で出仕､国学;荷田春麿門、

[東親(;名)の別名/通称]別名;光重/親航( ?)、通称;伊織/日向/肥後守ちかき

J3657 ( ･毛利 ､重就 4男) 母;立花貞俶女の登代子(瑞泰院)、治親 はるちか もうり しげたか 1754ｰ9138

匡満･治親･匡芳の弟/兄早世;1782父隠居;長門萩藩第7代藩主､

従五位下/壱岐守､従四下;治元 に改名/のち治親に改名､隠居の父が実権把握、はるなが

影の薄い藩主､正室;田安宗武女の節子 (邦媛院)､長男斉房が継嗣、ときこ

[心から春待つ国はわが宿の紅葉を風のつとにだに見よ](;萩の歌人)

[治親(;名)の幼名/別名/字]幼名;岩之丞、初名;徳元 /治元 、字;世美のりもと はるなが

K3662 ( ･初川 ､春躬 男) 駿河府中の質商､和学者;古学;父門､春近 はるちか はつかわ はるみ ?ｰ1809

春栄(1791-1853)の父、

せきようてい[春近(:名)の初名/通称/号]初名;春実、通称;長右衛門(父の称)、号;石鷹亭

K3656 ( ･野矢 ､通称;良介､常方3男) 陸奥会津の歌人;父門春隣 はるちか のや 1829ｰ9466

K3671 ( ･平瀬 ､) 大坂の歌人;有賀 長隣/国学者;平田銕胤門、春愛 はるちか ひらせ あるが1839ｰ190870

国学･歌;岩崎長世門､維新後;大阪博物館長/中教正/第32銀行頭取/日本火災保険社長、

[春愛(;名)の別名/通称/号]別名;春枝/春兄/春蔭/雅顕、通称;羯鼓次郎/泰之助/亀之輔、

号;露香/桜蔭/稚枝麿/木花園/梅雪/同学斎/芳雲軒/一方庵/蘆の丸屋貞瑛(俳号)/千種屋

春及( ･片岡) → ( / ･片岡 ､農業/国学/歌)Ｍ２１６８はるちか しゅんきゅう はるちか かたおか春及

春千代( ･山本) → ( ･山本 /藤原､神職/歌)Ｉ１０７２はるちよ あきたか やまもと晟孝

春継( ･香川) → ( ･香川 ､武将/連歌) Ｊ２５０２はるつぐ そうゆう かがわ宗尤

治継( ･中原) → ( ･中原 ､明法家) Ｇ３６１７はるつぐ はるかつ なかはら治勝

晴嗣( ･近衛) → ( ･近衛/藤原､関白/歌･連歌)２０１２はるつぐ さきひさ前久

G3652 ( ･渡辺 ) 三河渥美郡野田村の神職/神主､温綱 はるつな わたなべ ? ｰ ? 1861存

新六(糟谷磯丸の養子)の兄､糟谷貞良(磯丸 )の言葉を筆録･増補､いそまる

｢磯丸翁和歌由来｣著([貞良磯丸]伝に入)

治綱( ･松平) → ( ･松平 ､藩主/文筆) Ｂ３５０１はるつな のぶおき まつだいら信興

晴綱(( ･松平) → ( ･松平､藩主/兵学/歌) Ｃ３５２２はるつな のぶてる信輝

G3653 ( ･河村 /修姓;河､字;子升/長因､号;元東) 江中期江戸の官医､春恒 はるつね かわむら ?ｰ?

1748(寛延元)｢桑韓医問答｣｢戊辰筆語唱酬｣著



J3680 ( ･小川 ､) 京の生/信濃飯田藩士、春経 はるつね おがわ 1806ｰ187974

歌人;村沢徳風･福住清風/国学者;植松茂岳門､維新後;飯田県権少参事、

[春経(;名)の通称/号]通称;、号;自遊/春渓

治恒( ･寺島) → (澗流子 ･寺島､医者/謡研究)Ｇ１５７３はるつね かんりゅうし澗流子

K3623 ( ･齋藤 ､) 陸奥信夫郡の蠟燭屋､国学者/歌人、春連 はるつら さいとう 1832ｰ188756

歌･狂歌;渡辺排 (百舌鳥廼舎)門/歌;橘東世子 /国学;本田広海 門、はい とせこ ひろみ

[春連(;名)の通称/号]通称;健輔、号;笹廼舎

春暉( / ･宮川)→ ( ･橘､詩歌人) ３２３２はるてる はるあきら なんけい南谿

春人( ･森) → ( ･森 ､里正/国学/歌） Ｐ４７６６はると よしあき もり義晃

G3654 ( ･北条 /本姓;平､斉時 男) 鎌倉期武将/駿河守､時邦の弟､春時 はるとき ほうじょう としとき ?ｰ?

歌;続後拾836、

[つれなさを恨みしほどはあらねどもあかぬ別れも思ひなりけり](続後拾;恋836)

G3655 ( ･立野 ､通称;万治､号;蓬生庵) 江前期京の儒者/和学にも造詣､春節 はるとき たつの ?ｰ?

1660｢職原鈔別勘｣編､1665｢鎌倉名所二蒙集｣77｢二蒙集｣79｢官職略考｣著､

｢東武紀行｣｢蓬生庵随筆附録｣｢江府雑詠｣｢鎌倉口号｣｢官舎揮毫｣著

G3656 ( ･殿村 ､号;春牙) 江中期天文家:佐竹義根 門､春辰 はるとき とのむら よしね?ｰ?

1760｢天岳答問記｣､62｢天文拾遺｣著

春時( ･椎尾/真壁)→ ( ;法諱､城主/親鸞門真宗僧)Ｐ２２７４はるとき しんぶつ眞仏

春( ･佐野/松岡)→ ( ･松岡/佐野､神職/国学) Ｄ４１２７はるとき みつき御調

斉世親王( ) → ( ､真言仁和寺僧) Ｋ３１３３はるときしんのう ときよしんのう斉世親王

G3657 ( ･細川 /本姓;源､重賢 長男) 肥後熊本藩7代藩主;治年 はるとし ほそかわ しげかた 1758ｰ8730

1785(天明5)父没;襲封/治年と改名､従四下越中守/1786天災/米価高騰;打壊し発生、

苦境の中に襲封後2年で没､｢返書｣著､

正室;細川興文女の埴姫(謡台院)/側室;登恵崎(織田氏)/妙雲院千木(浅尾氏)､

男子が皆早世;正室謡台院の同母弟の宇土藩主細川立礼(斉茲)を養子とす､

細川玉(ガラシャ)の血統は細川本家では断絶､妙雲院女の美子 (久我通明室)は歌人､よしこ

[治年(;名)の幼名/初名/号]幼名;胤次、初名;賢年 、号;東岸/錦城、法号;大詢院かたとし

G3658 ( ･徳川 ､治保長男/本姓;源/家名;松平) 母;一条道香女の八代君､治紀 はるとし とくがわ 1773ｰ181644

水戸7代藩主;1805父没襲封､従三位/左近衞権少将､歌人､

1810｢進大日本史表｣､｢鶴山詠草｣著､斉脩 ･斉昭 の父､なりのぶ なりあき

[治紀(;名)の幼名/字/通称/号]幼名:鶴千代､字;徳民､通称;左兵衛､号;鶴山/諡号;武公

G3659 ( ･白檮山 ､通称;亀四郎､橿山 敬当男) 信州小諸の国学者:春利 はるとし かしやま かしやま 1816ｰ8166

小林松蔭門､のち伊勢の衣川長秋/越後の生田国秀門､橿山を白檮山に改姓､

維新時は国事奔走､｢源氏物語解｣｢志奴毘古登｣｢八十廼隈手｣｢社宮寺名考｣著

玄利( ･良岑 )→ ( ;法諱､廷臣/僧/歌人) ２５２３はるとし よしみね そせい素性

春年( ･福住) → ( ･福住 ､商家/歌人) Ｓ４０２４はるとし まつとし ふくずみ松年

春福( ･桜井) → ( ･桜井 ､歌人) Ｘ２１４８はるとし しゅんふく さくらい春福

晴敏( ･清水) → ( ･清水 ､藩士/歌人) Ｋ３６２６はるとし はるくに しみず晴国

G3660 ( ･徳川 ､重倫男/本姓;源/家名;松平) 治貞の養嗣子;治宝 はるとみ とくがわ 1771ｰ1852or5382-83

紀州10代藩主;1789襲封､従一位/権大納言/1824致仕､雅楽;楽書収集､

1782｢澹寧斎詩稿｣1808｢千歳の寿詞｣､｢楽只堂印譜｣著、

[治宝(;名)の通称/法号] 通称;常陸介/一位様/楽只堂主人､法号;舜恭院

晴富( → ･小槻)→ ( ･小槻 /壬生､廷臣/日記)Ｈ３６１０はるとみ はれとみ はれとみ おづき晴富

治富( ･金田一) → ( ･金田一 ､藩士/地誌)Ｍ１６２９はるとみ きゅうえもん きんだいち久右衛門

春福( ･桜井) → ( ･桜井 ､歌人) Ｘ２１４８はるとみ しゅんふく さくらい春福

I3684 ( ･北条 /本姓;平) 鎌倉幕府御家人､早歌作者､春朝 はるとも ほうじょう ?ｰ?

1319月江｢玉林苑;寝寤恋 /琴曲｣作曲;左金吾春朝名(左金吾は左衛門の唐名)、ねざめのこい

G3661 ( ･結城 ､小山高朝3男) 伯父結城政勝の養子;下総結城城主;1559家督､晴朝 はるとも ゆうき 1534ｰ161481

従五下/左衛門督/中務大輔､小田原北条･越後上杉両勢力に圧力を受ける､

佐竹･宇都宮ら北関東諸豪族と結束し北条勢に対抗;1590秀吉の北条討伐軍に参戦、



徳川家康男の秀康を養子にし家督を譲渡;1601秀康の越前転封に随い北庄に移住、

秀康没後子孫は松平姓に改姓;結城姓は絶える､

1607(慶長12)｢結城家之記｣､｢総国結城武鑑極秘天書｣著

[晴朝(;名)の幼名/法号]幼名;七郎､ 法号;泰陽院

F3632 ( ･茂木 ､通称;祐右衛門/号;宗閑) 羽後秋田藩士/検地役､治具 はるとも もてぎ 1701ｰ8585

｢御格式検地秘伝書解算術共｣校訂

K3602 ( ･河本 ､) 播磨揖保郡の国学者;隈川春雄門、春友 はるとも かわもと 1824ｰ190077

[春友(;名)の通称/号]通称;彦治、号;歌読車夫

玄同( ･菅)→ (徳庵 ･菅 /菅原/土師/鎌田､医/儒者)Ｋ３１４１はるとも とくあん かん得庵

晴豊( ･勧修寺) → ( ･勧修寺 ､廷臣/日記)３６３９はるとよ はれとよ かじゅうじ晴豊

G3662 ( ･ ･田中 ､玄興男) 母;梶原景明女､陸奥会津藩士;1763家督継嗣、玄宰 はるなか はるただ たなか 1748ｰ180861

使番/番頭/奉行歴任､1781(天明元)家老;藩政改革/藩校日新館創設/漆器陶業の奨励､

松平容頌･容住･容衆3代出仕/1808藩大老､儒;古屋昔陽門;徂徠学､歌/長沼流軍学に通ず､

｢新編会津風土記｣｢日新館童子訓｣編纂に関与､1794｢握奇集解訳義｣､｢輔導規則｣著､

[玄宰(;名)の初名/通称/号]初名;玄堅 ､通称;小三郎/加兵衛/三郎兵衛、はるかた

号;大機庵、神号;忠翁霊社

K3620 ( ･五頭 ､小川欽斎男) 下総佐原の医者;常陸の山本鹿洲 門、玄仲 はるなか ごとう ろくしゅう1806ｰ6257

1826(文政9)五頭玄台の婿養子/1832常陸土浦藩の侍医に登用される､算術･古学を修学、

妻千代と共に俳諧･歌を嗜む､頑固で変人めくが敬神の念厚く貧富を問わず治療､

1862(文久2)秋下痢が流行;回診にするうちに自ら罹患し没

春仲( ･肥田/河田)→ ( ;法諱､武士/連歌) Ｃ１８４５はるなか げんせい玄清

春仲( ･名取) → ( ･名取､天文家) Ｆ２２７８はるなか しゅんちゅう春仲

玄仲( ･小沢) → ( ･小沢 /平､歌人) ５２０１はるなか ろあん おざわ蘆庵

G3663 ( ･前田 ､吉徳10男/本姓;菅原/松平) 母;園田夏(寿清院)、治脩 はるなが まえだ 1745?ｰ181066?

加賀金沢藩主;兄重教の養嗣､初め越中勝興寺住職/1768還俗/1771(明和8)襲封、

藩校明倫堂創設(新井白蛾に下命)､1802致仕､

1768｢勝興寺闡真より年寄中｣､1771-75｢太梁公日記｣､｢太梁公日記覚帳｣｢智嚢｣著､

[治脩(;名)の幼名/初名/号]幼名:尊丸/時次郎、初名;利有､ 号;慎甫/郁郁斎/恒斎、

せんしん たいりょういん法名;闡真 、法号;太梁院

K3698 ( ･和田 ､) 伊予松山の医者､国学･歌;藤井高尚門、春長 はるなが わだ 1816ｰ 187964

[春長(;名)の通称/号]通称;栄太郎、号;菅舎/夢舎/寵

春長( ･紀) → ( ､狂歌作者) Ｇ１６１２はるなが きのはるなが紀春長

G3664 ( ･難波 ､医者永原養順男) 伯耆米子の生、玄生 はるなり なんば 1737ｰ8347

因幡鳥取藩医難波養牛の養嗣子､1778養家を継嗣;79鳥取藩侍医;江戸在勤、

学問･歌に長ず､鳥取藩最初の歌集｢稲葉和歌集｣;清水貞固 と共編､｢難経解｣著、さだかた

[玄生(;名)の字/通称/号]字;仲厚、通称;養元/春安、号;松風軒

G3665 ( ･北川 ､別号;明渓) 江後期文政1818-30頃京二条橋東住の絵師:春成 はるなり きたがわ ?ｰ?

1819｢扁額規範｣｢都絵馬鑑｣画

G3666 ( ･森 ､通称;一馬) 江後期越後長岡藩士、春成 はるなり もり ?ｰ?

1857藩命で同藩士高井英一と共に蝦夷出張;4-9月蝦夷樺太調査;1857｢罕有 日記｣著かんゆう

J3648 ( ･太田喜 ) 江後期;歌人、春成 はるなり おおたき ?ｰ ?

1858蜂屋光世｢大江戸倭歌集｣入､

[いく度か枕そばだて聞きぬらん人待つ夜半の荻の上風 ](大江戸倭歌;秋738/夜荻)うはかぜ

3633 ( ･本居 ､通称;健蔵/健亭､鐸屋/後鈴屋､宣長長男) 伊勢津の生、春庭 はるにわ もとおり 1763ｰ182866

松坂の国学者/歌人;父宣長門､博覧強記/書物書写､｢古事記伝｣版下書､1794失明/95鍼医､

妹美濃･妻壱岐の助力で国学研究続行､1806｢詞八衢 ｣/16家集｢後鈴屋 集｣､ことばのやちまた のちのすずのや

1818｢門の落葉｣編､19｢道廼佐喜草｣､26｢春庭歌集｣28｢詞通路｣､｢本居春庭詠歌｣著、

｢春庭家集｣｢春庭と藤木久葛と論書｣外著多数､大平｢八十浦の玉｣中巻;長歌含め13首入、

[こもりくのはつせの山の桜花照れる朝日にいろことに見ゆ](八十浦;658/泊瀬山に詠)

3634 ( ･河尻 ､鎮恒男) 母;伴栄宣女､幕臣;1772家督嗣/82納戸番/92代官､春之 はるの かわじり 1756ｰ181560



1807蝦夷地奉行/09持弓頭､兵学/詩人､1809｢蝦夷地取計之上申書｣､｢製阪肥後公遺稿｣､

[春之(;名)の別名/字/通称/号]初名;育 、字;士文､ 通称;甚五郎、号;製阪やしなう

G3667 ( ･中村 /本姓;源､幸健男) 讃岐高松の国学者:藤井高尚門/歌も修学､春野 はるの なかむら 1781ｰ184565

高松藩主松平頼恕に出仕;1833(天保4)士籍に列す/33｢日本紀竟宴和歌集｣編刊､

1838(天保9)高松藩修史局考信閣総裁;｢歴朝要紀｣編纂に従事､｢四国史｣｢詔詞解｣著、

[春野(;名)の別名/字/通称/号]別名;高麗麻呂 ､ 字;無言/玄助/玄黙、通称;衛助、こままろ

号;五松、屋号;池田屋

G3668 ( ･村田 ､別名;忠成/並樹 /並蔭 ､春門 2男) 国学(家学):父門､春野 はるの むらた つらき つらかげ はるかど 1801ｰ7171

一時鳥居大路家養子;河内枚岡の神職/のち復姓､大阪で家学を継嗣;開塾し国学を教授､

紀伊新宮城主水野忠央家に出仕､｢源氏物語大全｣｢伊勢物語大全｣｢土佐日記集註｣著､

｢永言三体｣｢詠歌大概抄｣/1867｢竹集｣著､｢村田春野歌集｣｢水野家当座謌集｣著､外多数､

歌;｢鴨川集｣｢三熊野集｣入､1858蜂屋光世｢大江戸倭歌集｣入､

1860鋤柄助之｢現存百人一首｣入､

[姫小松けふこそやすくひかれつれ千代はえがたきものとききしを](大江戸倭歌;46)

[東路のあら野の露にうつろひぬ馴れし都の袖の花染](同;雑1841/現存百人一首;10)

[春野(;名)の通称/号]通称;大亮/七郎左衛門/中務､法号;徳翁院､ 嘉言 の弟よしこと

J3684 ( ･大久保 ､忠尚の長男) 遠江磐田郡見付宿の幕臣、春野 はるの おおくぼ 1846ｰ191570

県社淡海国玉神社祠官家の生/国学･歌;石川依平/和漢学;草鹿砥宣隆門、

幕末期父の組織した勤皇党遠江報国隊に従軍、

1870大阪兵学校内幼年校生徒/80熊本鎮台歩兵第14連隊大隊長/82参謀本部管西局員、

1885中佐/91軍士官学校長/94陸軍少将;日清戦争出征/97近衛歩兵第1旅団長

1900陸軍中将/教育総監部参謀長/1902日露戦争従軍/1908陸軍大将/10朝鮮駐剳軍司令官、

[春野(;名)の通称/変名]通称;初太郎、変名;堀江提一郎

春の海の一釣子( )→ ( ･都賀､読本) Ｂ３０２０はるのうみのいっちょうし ていしょう庭鐘

春之丞( ･ ･松平)→ (忠年 ･松平､幕臣/歌人)Ｑ２６０８はるのじょう はるのすけ ただとし忠敏

晴之丞( ･ ･本多)→ ( ･本多 ､藩主/藩校設)Ｑ２６４７はるのじょう はるのすけ ただのり ほんだ忠徳

春之進( ･大村) → ( ･ ･大村､藩主/藩政改革)Ｄ２３９７はるのしん すみまさ すみよし純昌

治之助( ･本多) → ( ･本多 ､藩主/藩校設) Ｑ２６４７はるのすけ ただのり ほんだ忠徳

春之助( ･青木) → ( ･青木 ､儒者/詩文) Ｅ３１６４はるのすけ とうざん あおき東山

G3669 ( ･鈴木 /本姓;穂積?) 京の浮世絵師;西川祐信or重長門?､1759頃江戸住､春信 はるのぶ すずき 1725ｰ7046

紅摺絵/黄表紙画､1764頃錦絵の創始に関与;美人風俗画で評判､木版絵本･肉筆画など､

｢坐鋪八景｣｢風俗四季哥仙｣｢絵本子育草｣｢源氏華月抄｣｢絵本春の錦｣｢笠森おせん｣画､

1763｢絵本諸藝錦｣64｢絵本花葛蘿｣66｢絵本さざれ石｣69｢今様妻鑑｣70｢絵本浮世袋｣外画多､

[春信(;名)の通称/号]通称;次兵衛/次郎兵衛、号;長栄軒/思古人、法号;法性真覚居士

J3628 ( ･広瀬 /本姓;勝部､信睦男) 母;手銭茂助長定女､出雲出雲郡神職;春信 はるのぶ ひろせ 1733ｰ180371

出雲杵築大社社家､神学修学/歌;飛鳥井常悦(勝興)門､上京;俳人;中田空阿(去来門弟)門､

家督は弟に譲渡､歌学;武者小路･船橋家入門､国学;芝山持豊門、

1758(宝暦8)｢岡崎日記｣著(空阿との問答録)､

帰郷;閑居/子弟教育;歌/俳諧/神学/国学を教授､国造北島家の学問師範を務める､

去来俳系を出雲へ伝える;｢元禄式｣書写(去来-空阿-春信[茂竹]への芭蕉伝書)、

芭蕉4世･落柿舎3世を名乗る､

妻;中野利兵衞女(実は舟橋則郷女)/子;日々庵浦安/孫;蘭々舎茂竹(芭蕉5世を名乗)、

辞世[時来り何れか先に秋の蝉]、追善集｢あきにせみ｣、

[春信(;名)の初名/通称/号]初名;春光/貞悦､ 通称;岩尾/土佐介､

号;茂竹庵/百羅/ /百羅坊/七猿斎/鳳尾斎/みの笠の翁/五十狭々小汀漁父/蓮心長隠百蘿

G3670 ( ･相沢 ､庄屋金十郎男) 享和文化1801-18頃羽後能代の測量家､治信 はるのぶ あいざわ ?ｰ?

1801伊能忠敬が測量のため能代来訪を機に江戸の幕府天文方高橋作左衛門に入門､

帰郷後能代海岸を測量に従事､｢彗星略説｣｢彗星測算録｣著､

[治信(;名)の通称]吉十郎/文十郎

J3639 ( ･一色 ) 紀伊伊都郡東家の商家/国学者;本居大平門、春信 はるのぶ いっしき 1786ｰ184762歳



大平撰｢八十浦の玉｣下巻;741長歌｢真土山｣[紀の川]入、

[真土山角田 の川水たえずのみ春咲く花をゆきかへり見む](八十浦;742反歌)、すだ

[春信(;名)の別名/通称/屋号]初名;文信、通称;勝蔵、屋号;粉川屋

K3646 ( ･辻 ､通称;長右衛門/号;花廼屋) 江後期;伯耆倉吉の里長、春信 はるのぶ つじ ?ｰ?

国学/歌;衣川 長秋 (1765ｰ1822)門､倉吉の材木奉行前田政兼の師、きぬがわ ながあき

1821(文政4)長秋の[美徳山紀行]に同行

J3682 ( ･小谷部 ､旧姓;沢藤) 陸奥黒沢尻の生/出羽秋田の小谷部家の養子、春宣 はるのぶ おやべ 1816ｰ18872

商家;合羽屋経営､国学者;平田篤胤門､1877(明治10)日吉八幡神社祠官､

妻;ヤス/後妻;フチ､平田神社創建に尽力、

[春宣(;名)の別名/通称/号]別名;吉訓、通称;甚左衛門、神号;/朝日影屋須美翁

晴信( ･武田) → ( ･武田､武将/詩歌) Ｄ２２９８はるのぶ しんげん信玄

春延( ･竹島) → ( ･竹島､竹婦人､俳人) Ｂ２４６９はるのぶ せいさく正朔

春信( ･菅原/平田/八島)→ ( ･岳亭 ､絵師/戯作/狂歌)Ｃ１６０３はるのぶ きゅうざん がくてい丘山

春信( ･吉川) → ( ･吉川 ､国学者) Ｋ４７２１はるのぶ よしひら よしかわ楽平

治信(春信( ･杉村/椙村)→ ( ･杉村/椙村､絵師)Ｆ２１６１はるのぶ じへえ次兵衛

春廼舎( ･松岡) → ( ･松岡､信州国学者) Ｄ１２１０はるのや うちひら内平

春廼舎( ･中根) → ( ･中根､蔵書家) Ｄ３２１４はるのや ながあき長章

春廼舎( ) → ( ･片桐 ､歌人) Ｈ１８７０はるのや げんいち かたぎり源一

春廼舎( ) → ( ･尾崎､医/国学/歌人) ４０２４はるのや まさよし雅嘉

春廼舎( ) → ( ･片桐､源一男/軍学/国学)Ｆ３６９８はるのや はるいち春一

春廼舎( ) → ( ､絵師/戯作)Ｄ３９４４はるのや ぼくしゅんていうめまろ墨春亭梅麿

春の屋( ) → ( ･尾崎華陽､国学/歌) ４０２４はるのや まさよし雅嘉

春の屋( ) → ( ･豊島屋 ､商家/狂歌)Ｗ２１７１はるのや じゅうえもん とよしまや十右衛門

春廼家幾久( )→ ( ･春廼家､噺本/狂歌) Ｆ１１３４はるのやいくひさ いくひさ幾久

春屋市郎平( )→ ( ･春屋 ､地誌家) Ｋ２２０７はるのやいちろべい じょうしん はるのや浄信

春屋浄信( )→ ( ･春屋 ､地誌家) Ｋ２２０７はるのやじょうしん じょうしん はるのや浄信

春廼屋成丈( )→ ( ･豊島屋 ､商家/狂歌)Ｗ２１７１はるのやなりたけ じゅうえもん とよしまや十右衛門

春の屋不美人( )→ ( ､春の屋､狂歌) Ｄ３８６６はるのやふびじん ふびじん不美人

春野家有斎( ･春野家)→ ( ･春廼家､浄瑠璃作)Ｂ４６７８はるのやゆうさい ゆうさい有斎

G3671 ( ･上杉 ､日向高鍋藩主秋月種美2男) 母;秋月藩主黒田長治女の春姫､治憲 はるのり うえすぎ 1751ｰ182272

1760出羽米沢藩主上杉重定の養嗣;1767(明和4;17歳)米沢9代藩主;15万石､

藩政財政改革に尽力/1776藩校興譲館創設;名君との称､儒:細井平洲･滝鶴台･渋井太室門､

｢学問大意｣｢月下の扉｣｢南亭余韻｣｢献芹篇｣｢後野芹｣｢女五常訓｣｢老幼窮民恵恤｣著､

1796｢蒙養訓｣1802｢かてもの｣05｢千代の春草｣08｢桃の嫩葉｣09｢老か心｣18｢朝な朝な｣外著多､

[治憲(;名)の幼名/初名/字/号]幼名;松三郎/直松/直丸、初名;勝興、字;世章/四章、

号;鷹山 /南亭/餐霞館/鳳陽/稽古堂/白鶴台/本章閣/紫霞園/休々斎､ようざん

法号;元徳院聖翁文心

[為せば成る為さねば成らぬ何事も成らぬは人の為さぬなりけり](鷹山家訓)、

(平田篤胤の歌に重複)

治憲( ･山梨) → ( ･山梨､儒者/詩人) ３１１９はるのり とうせん稲川

B3672 ( ･近藤 ) 備中庭瀬の庄屋,春彦 はるひこ こんどう ? ｰ ?文化1804-18頃没

国学;本居宣長(1730ｰ1801)門､｢本居宣長稿本全集2｣入､

野井安定(1757ｰ99)･野田広足(1756ｰ1834)の師､

[春彦(;名)の別名/通称/号]初名;順和 ､通称;嘯蔵/和左衛門/吉備、よりかず

号;雲水山人/人竜

I3680 ( ･中村 ) 佐渡両津の熱串彦神社祠官/1868権少講義となる､春彦 はるひこ なかむら 1807ｰ188579

歌人;松田直兄[1783ｰ1854]･賀茂季鷹･香川景樹[1768ｰ1843]･海野遊翁門､

歌の｢花月社｣結社､1876頃歌集｢松廼布類枝｣著､加藤清孝の師、

[我身よに受もち来つる魂を結びの神に今や返さむ](辞世;墓碑)、

[春彦(;名)の別名/通称/号]別名;忠生、通称;次郎右衛門、号;養松軒



J3685 ( ･大野 ､) 美濃郡上郡の酒造業/国学者;川村内郷 門、春彦 はるひこ おおの うちさと1823ｰ189775

のち積翠神社祠官、

[春彦(;名)の通称/号]通称;孫右衛門、号;夢外仙/眠牛/紅葉園/珠の屋

K3631 ( ･関 ､旧姓;勝浦) 和泉堺の国学者;敷田年治門､治彦 はるひこ せき 1836ｰ7944

1874｢大日本詞梯 ｣著ことばのかけはし

[治彦(;名)の号] 茂園

K3615 ( ･小島 ､行楚男) 上野桐生の美和神社神職､父の私塾を継嗣、春比古 はるひこ こじま 1842ｰ190665

国学者;黒川真頼･佐々木弘綱門､歌;海上胤平･橘千守門､1893(明治26)桐生町長、

権少講義､桐生織物学校･桐生ケ岡公園を創設

春彦( ･度会 ､神道家)→ ( ､菅家の老僕)Ｄ２２１１はるひこ わたらい しらたゆう白太夫

春彦( ･脇坂) → ( ･脇坂 ､医者/歌人) ２７３５はるひこ たかひこ わきさか恭彦

G3672 ( ･尼子 ､政久男/本姓;源) 母;山名兵庫頭女､出雲･因幡等8か国の守護、晴久 はるひさ あまこ 1514ｰ6047

1537家督継嗣;従五下民部少輔/修理大夫､新宮党尼子国久を滅ぼす/毛利元就と争い孤立､

富田(月山)城に没､義久の父､

連歌作者:屢々自邸連歌会催/1541宗養より｢連歌択善集｣受､1543｢尼子晴久夢想披百韻｣､

[晴久(:名)の初名/字/法号]初名;詮久、字;三郎四郎､ 法号;天威心勢大居士

G3673 (春比左 ･金築 /本姓;源) 出雲楯縫郡国富村の神社祠官、春久 はるひさ かねつき 1804ｰ7269

神道;島重老･中村守臣門､国学;鈴木朖 門､あきら

｢大山詣前記並伯耆大山記｣著､｢大神山詣記｣注､

[春久(:名)の通称/号]通称;土佐､ 号;桃蹊舎

J3669 ( ･池田 /通称;円兵衛) 紀伊日高郡の能代繁里家奉公人、春尚 はるひさ いけだ 1818ｰ8063

国学;本居内遠門

K3610 ( ･栗原 ､旧姓;亀田) 上野館林の寺子屋師匠､国学;荒井静野 門、温古 はるひさ くりはら しずの1821ｰ9070

[温古(;名)の通称/号]通称;孫二、号;雲煙堂

治久( ･古賀) → ( ･古賀 ､庄屋/俳人) Ｂ４６５６はるひさ ゆうご こが遊五

K3667 ( ･原 ､) 信濃伊那郡の歌人;香川景樹門治秀 はるひで はら 1784 ｰ 186279

J3663 ( ･生駒 /旧姓;山本､) 近江滋賀郡膳所町の神職;山本姓、春秀 はるひで いこま 1789ｰ185365

医者;生駒に改姓/国学を修学/歌人､医業の余暇に全国遊歴;紀行文執筆、

[春秀(:名)の通称/号]通称;典膳/玄石、号;花桐官/梅仙窟

K3663 ( ･初川 ､春近 [?-1809]男) 駿河府中の質商､春栄 はるひで はつかわ はるちか 1791ｰ185363

和学者;古学;父門､春躬(?-1797)の孫､

[春栄(:名)の通称] 栄左衛門

珍秀( ･) → ( ･三善､歌人) Ｄ２６５９はるひで たかひで珍秀

G3680 ( ･伏見宮､栄仁親王男) 母；阿野実治女の陽照院､伏見宮家2代、治仁王 はるひとおう 1381ｰ141737

歌人､｢後崇光院歌合｣(弟と共催/隠名;竹渓隠人)､

菊葉集12首入(隠名;従二位栄子)､和歌撰集入､新続古今1307､

参禅;絶海中津門/琵琶に長ず､

[むつごともまだ月影のふかき夜に何いそぐらん人の別れ路](新続古:恋1307)、

[雲にいたみ風にうれふる散がたの花の哀は入相の空](菊葉;春169/夕花)、

[治仁王の隠名]隠名;竹渓隠人/栄子、法号;葆光院、後崇光院(貞成親王)の兄

G3674 ( ･典仁親王男) 閑院宮3代/1763親王宣下/68弾正尹;三品、美仁親王 はるひとしんのう 1757ｰ181862

1773二品/1815一品､歌人:父典仁親王門/有栖川職仁親王門/後桜町上皇より古今伝授､

伊勢物語も受､仁孝天皇の和歌師範､｢閑院弾正尹美仁親王御詠｣｢美仁親王御詠草｣、

｢弾正尹美仁親王百首｣｢閑院美仁親王無題百首｣｢後撰和歌集抄聞書｣｢無題百首｣著

春姫( ･浅野) → ( ･徳川 ､紀行文)Ｆ４７２１はるひめ よしなおのしつ とくがわ義直室

晴姫(春姫 ･島津/有馬)→ ( ･有馬 ､藩主妻/歌･琴)Ｊ３６６０はるひめ はるこ ありま晴子

晴姫( ･松平) → ( ･松平 /池田､藩主室)Ｏ２４４８はるひめ せいひめ まつだいら晴姫

G3675 ( ･三善 ､康衡男) 鎌倉期の算博士､西園寺家諸大夫､散位、春衡 はるひら みよし ?ｰ?

歌人;1308前｢倭謌 十首懐紙｣(寂恵･三善遠衡･定蓮･静玄[藤原実時]と10首)入わか

1320｢八月十五夜同詠月十首和歌｣参加､拾遺現藻集入､続千載集1305、



[待ちかねて涙かわかぬ我が袖に宿るもつらく更くる月かな](続千載;恋1305)

K3676 (春比良 ･太田 ､) 江後期;遠州掛塚の歌人/国学者、春平 はるひら おおた ?ｰ?

狂歌師;江戸深川の文々亭蟹子丸門/鈍々亭和樽門､中山親愛邸寄寓;尊皇思想､諸国流浪、

文政末-天保初1815-35頃信州伊那郡の淵井正雄宅に滞在;書･算法･国学･歌･狂歌を指導、

正雄はじめ多くの国学者･狂歌師･尊皇家が育つ、

[春平(;名)の字/通称/号]字;諒/子直、通称;帯万、

号;桃華屋春比良/瀧海園春/汀

G3676 (東平 / ･岡部 /初姓;松田/本姓;大江) 筑前太宰府の国学者、春平 はるひら とうへい おかべ 1794ｰ185663歳

;青柳種信門､筑前福岡藩士､1830頃出雲に行き石見浜田藩に出仕､1836藩主国替で浪人、

京阪に行く､江戸の増上寺内に寓居､歌人､紀懿恭 の師よしやす

1833｢出雲神社考｣40｢詠歌緊要考｣44｢遊秋草苑記｣47｢堅室雑録｣50｢水流記｣著､

｢万葉長歌解｣｢道のまこと｣｢二葉草｣｢堅室長歌集｣｢堅室文集｣｢葛根堅室集｣著、

｢出雲風土記考｣｢紀記歌通解｣｢万葉旋頭歌解｣外著多数､

蜂屋光世｢大江戸倭歌集｣(1858刊)入、

[春の日は残り少なきやり水にそこひもからず映る藤かな](大江戸倭歌;349藤映水)、

[古里にいつかへる山越えてこの越路の手ぶり人に語らん]、

(同;雑1842/羈中山､五幡 ･鹿蒜 山;越前の歌枕)、いつはた かへる

[春平の通称/号]通称;零太郎/怜太郎/蔵人/大蔵､号;葛根堅室 ､法号:昇善院くずねけんしつ

J3670 ( ･石垣 ､久春男) 越前敦賀藩士:藩主酒井右京亮に出仕、東平 はるひら いしがき 1805ｰ7672

大阪で絵師の修業､歌/狂歌･俳諧を嗜む;吟詠を能くす、

[東平(;名)の号] 東山/角鹿/石東

春煕( ･近藤) → ( ･近藤 ､儒者) Ｉ３２６２はるひろ なんかい こんどう南海

春比良( ･桃華屋)→ (春比良 ･太田 ､狂歌師)Ｋ３６７６はるひら はるひら おおた春平

G3677 ( ･狛 ) 室町期山城大原野神社神主、治房 はるふさ こま ? ｰ ?

1447補佐;｢大原神主補職奏状｣著

I3692 ( ･高屋 ) 江前期摂津狂歌;1666行風｢古今夷曲集｣4首入春房 はるふさ たかや ? ｰ ?

[まつかいに酔 ひぬる顔は紅葉見に林間をして酒すごす故](古今夷曲集;八/紅葉狩)ゑ

(まつかいは真っ赤/林間は白居易｢林間に酒を煖めて紅葉を焼 く｣と酒の燗の掛詞)た

K3618 ( ･小林 ､) 伊予宇摩郡の別子銅山吏､国学者/歌人、春房 はるふさ こばやし 1738ｰ181881

[春房(;名)の通称] 甚内/坦斎

G3678 ( ･芝原 房 ?､寛 男) 伊勢安濃津築地の米問屋、春房 はるふさ しばはら ふさもと  1770ｰ180839歳

国学･1790本居宣長門/本居春庭門､春道の養父､｢万葉集巻第六第七問答｣問､

｢多賀より都路の紀行｣｢芝原春房書簡｣著､本居大平｢八十浦の玉｣中巻;1首入､

[八柱 の神のみ殿 これぞ此の神のつかさのなごりとは見る]、はしら あらか

(八十浦;477/京の吉田御社に参詣し大内裏の昔をしのぶ詠)

[春房の通称] 武次郎/六郎右衛門､

G3679 ( ･北畠 ､通称;武夫､末重男) 代々大和中宮寺の寺侍/勤王派;治房 はるふさ きたばたけ 1833ｰ192189

1863天誅組挙兵に参加､1864天狗党に参加､維新後は司法省出仕､｢北畠治房手記｣著､

｢治房の変名｣ 平岡鳩平/鳩斎

治房( ･上島) → ( ･上島 ､俳人） １０５４はるふさ あおんど うえじま青人

春史( ･藤田) → ( ･藤田 ､藩士/国学/歌) Ｋ３７８７はるふみ ひろみ ふじた広見

春部( ･富永) → ( ･富永､医/儒学/歌) Ｄ２８４１はるべ ちくそん竹村

G3683 ( ･五十川[河] ､別名;宗知/春意､号;了庵､了任男) 京医者;紹継門､春昌 はるまさ いそかわ 1573ｰ166189

内田黙庵/曲直瀬 一渓/吉田宗恂門､1601細川興元に随行;豊前小倉住/02｢太平記｣出版､まなせ

家康の命で｢東鑑｣刊､1603信濃細川忠輝家臣､帰京;医業/詠歌､｢薬石異録｣｢鍼灸要略｣

G3684 ( ･山瀬 ､通称;梶取屋治右衛門､号;如水軒) 江中期紀伊名草郡梶取村の本草家､春政 はるまさ やませ ?ｰ?

和歌山で薬舗/物産に精通､1758｢鯨志｣､｢他石集｣著

G3685 ( ･紀､山口[安倍]盛行男/紀春清養子) 神職､淡路守/1775左史生、春昌 はるまさ 1730ｰ181182

1784肥後守､1792内匠寮兼職/正五下､｢寛政元年外宮正遷宮御神宝調進歩式目｣著

G3686 ( ･池田 ､初名;敏政､宗政男) 備前岡山藩主;1764襲封/改名;治政､治政 はるまさ いけだ 1750ｰ181869



母;藤子(歌人)､書画/俳諧を嗜む､1762-1815｢治政公日記｣著､斉政 の父､なりまさ

[治政の通称/号] 通称;新十郎/内蔵頭/鼠十子､ 致仕号;一心斎､法号;顕国院

G3687 ( ･勝尾 ;号) 江中期天明1781-89頃の絵師:春政 はるまさ かつお ?ｰ ?

勝川春章と北尾重政との組合せの仮号､1783｢絵本見立仮譬尽｣画

K3647 ( ･徳江 /本姓;藤原､) 近江彦根藩士､儒･詩歌;沢村琴所(維顕)門、春正 はるまさ とくえ 1765ｰ180339

歌;[彦根歌人伝･亀]入、

[春正(;名)の初名/通称]初名;定正、通称;孫平

G3688 ( ･北川 /恋川 ､号;晩器) 江後期絵師:初世春町門?､美人画/読本挿画､春政 はるまさ きたがわ こいかわ ?ｰ?

1811柳浪｢朝顔日記｣画

G3689 ( ･斎藤 ) 江後期尾張の蘭学者･語学:鶴峯戊申 門､春昌 はるまさ さいとう しげのぶ? ｰ ?

歌に長ず､1831｢語学新書序説｣著

治方( ･藤原) → ( ･藤原､廷臣/歌人) Ｇ３６１３はるまさ はるかた治方

春正( ･山本) → ( ･山本､歌人) Ｊ２１９３はるまさ しゅんしょう春正

春政( ･竹内) → ( ･竹内､俳人) １５９０はるまさ かいおう塊翁

晴正( ･松平) → ( ･松平 ､幕臣/記録) Ｎ１５３１はるまさ かつさだ まつだいら勝定

3635 (初世 ･恋川 ､紀伊田辺藩士桑島九蔵男) 伯父倉橋忠蔵の養子､春町 はるまち こいかわ 1744ｰ8946

駿河小島藩士:家督を相続;留守居役/御年寄本役､画;鳥山石燕門/朋誠堂喜三二と交流;

洒落本の挿画､新趣向の草双紙制作;1775｢金々先生栄花夢｣;黄表紙の祖と称される､７

狂歌でも活躍､1789｢鸚鵡返文武二道｣で筆禍;病と称し藩の御年寄本役を致仕;

ほどなく没(自殺説あり?)､号は藩上屋敷の小石川春日町に因む､

1776｢高慢斎行脚日記｣79｢金銀先生再寝夢｣83｢猿蟹遠昔噺｣88｢百福物語｣外著多数､

画;｢こんたん夢の枕｣｢女嫌変豆男｣｢柳闘戦新根｣｢珍献立曾我｣､1785狂歌後万載9首入､

[金ある者は金々先生となり 金なきものはゆふでく頓直 となる]、とんちき

(金々先生栄花夢序;金々先生は遊里の通人､ゆふでくは田舎者)、

[夢になりと知ろしめしたか今日不時 に旅をするがへ門出なすのを](後万載集;別離)、ふじ

(一富士二鷹三茄子を詠む/夢でお知りになったのか今日私が急に駿河へ出立するのを)、

[恋川春町(:号)の名/通称/別号]名;格､ 通称;壽平、別号;寿山人､

さけのうえのふらち狂名;酒上不埒

春町(2世 ･恋川) → (ゆき町 ･恋川､戯作/絵師)Ｆ４６６０はるまち ゆきまち行町

K3675 ( ･藤田 ､初名;業定 ) 出羽秋田郡の国学者春松 はるまつ ふじた なりさだ 1841ｰ189656

K3672 ( ･平林 ､通称;丸橋屋他市) 近江彦根の商家、春満 はるまろ ひらばやし 1727ｰ6438

国学者;荷田春満 門/歌人､歌;[彦根歌人伝･続寿]入あずままろ

晴麿( ･奈良原) → ( ･奈良原 ､国学者) Ｋ４４７６はるまろ もりのり ならはら守得

3652 ( ･藤原 ､吉備雄男/母;滋野貞主女 平安前期廷臣;文章得業生/886方略試を受､春海 はるみ ふじわら )?ｰ?

876-882日本紀購書尚復/889少内記/902文章博士;大学頭/904日本紀講書博士/従五上､

905時平催｢大蔵善行七十賀詩宴｣参加(｢雑言奉和｣に詩2首入)､

矢田部公望｢日本紀延喜私記｣の博士講義(904-6年)､906(延喜6)｢日本紀竟宴和歌｣参加､

文粋入

K3661 ( ･初川 ､) 駿河府中の質商､和学者;古学､春躬 はるみ はつかわ ? ｰ 1797

春近(?-1809)の父､春栄 (1791-1853)の祖父、はるひで

[春躬(:名)の通称] 長右衛門

3636 ( ･村田 ､春道2男/本姓;平) 江戸日本橋小舟町の干鰯問屋、春海 はるみ むらた 1746ｰ181166歳

春郷 の弟､阪昌周の婿養嗣子;連歌師阪 の名で柳営連歌(江戸城中興行)を詠む;はるさと 昌和

堂上派歌壇/のち離縁､1768兄没後村田家の家督継嗣/豪遊;十八大通の1/家業倒産､

国学者/歌人:賀茂真淵門､漢学;服部白賁･鵜殿士寧･皆川淇園門/書､倒産以後歌に精励、

名声得て松平定信に招聘､千蔭と共に古今調江戸派の双璧､小山田与清･清水浜臣の師､

1790｢見聞漫筆｣92｢和学大概｣1801｢賀茂翁家集｣編､｢源語提要｣｢仮字考証｣/05｢仙語記｣、

1808｢うたかたり｣､｢織錦斎 随筆｣｢歌苑字類抄｣｢歌詞雑抄｣｢歌苑古題類抄｣、にしごりのや

｢雲井の雁｣｢とはすかたり｣｢金条便覧｣外著多数､家集｢琴後 集｣(中途没;多勢子刊)､ことじり

妻;幸女 (連歌師阪昌周女/冷泉家入門歌人;霞関集目録入)、こうじょ



[おのづから花の光に暮れかねて梅の林は夕闇もなし](琴後集:春歌92/夕梅)、

[春海(;名)の字/通称/号]字;士観 ､さちまろ

通称;伝蔵/大学/昌和(連歌;阪昌和)/治兵衛/平四郎、

号;織錦斎/琴後翁/浅草里人､(粋名;)魚長､ 多勢子 の養父たせこ

G3690 ( ･尾池 ､名;敬永､敬勝男) 土佐高知藩士､仕置役/教授方頭取、春水 はるみ おいけ 1750ｰ181364

御馬廻組頭/1807御側御用役;2百石､土佐藩の天明改革の推進者､国学･歌人;日野資枝門､

土佐における紀貫之の事蹟顕彰に尽力､(根岸鎮衞｢耳嚢｣巻八貫之の書ける月字の事入)、

1782｢朝倉紀行｣91｢月の字の額の記｣､｢秋のすさみ｣｢さくらももみぢ｣｢春水紀行｣､

｢吉野紀行｣｢よそかの記｣｢紀氏遺跡考｣｢辰巳の記｣｢日野家江贈答の歌｣著､

正準｢採玉集｣(1836刊)入集､春道の父、

[春水(;号)の幼名/通称/法号]幼名;直太郎、通称;弾蔵、法号;桃林院

J3677 ( ･植田 ､) 摂津兵庫の歌人･国学;伴蒿蹊門､春海 はるみ うえだ ? ｰ 1805

賀茂真淵[万葉考]について｢万葉考遺･万葉続考｣を著す､

｢磯歯津笠縫島之考｣著(伴菖瞑[閑田文章]に入)、

[春海(;名)の通称/号]通称;将監、号;務古

G3691 ( ･山本 ､竹内良太夫の長男) 父は肥前長崎奉行組下船番職､晴海 はるみ やまもと 1805ｰ6763

家督を弟に譲り山本家を興す､砲術家;高島秋帆門/兵学;山鹿素水門/儒;松浦東渓門、

のち日田の広瀬淡窓門;都講､1833(天保4)長崎に柿蔭古屋を開塾;儒･砲術を教授､

1841秋帆の副将として江戸徳丸 原の演習に参加/肥前蓮池藩に[出仕;砲術指南､ケ

｢晴海日記｣｢晴海詩文稿｣｢淡斎雑抄｣｢ 陽録 ｣｢骨董録｣｢狗続蒙耳｣｢吟林雑鈔｣著､ おんようろく

｢俗用尺牘｣｢高島流砲術｣｢無名草｣｢大清輿地大略｣著､1860｢夜雨菴集｣編､外著多数､

[晴海(;名)の別名/字/通称/号]初名;逸、字;無逸､ 通称;清太郎、号;秋村/淡斎

K3696 ( ･吉原 ､黄山 5男) 尾張名古屋の俳人;父門および伊東而后 門、東海 はるみ よしわら こうざん じこう1819ｰ9375

国学･歌;藩士上田仲敏(御野 )･植松茂岳門､能書家;上代様の書､みぬ

1865立机;竹意庵(父を継嗣)､俳諧･書の門人多数､1889｢さざれしぶ｣著､｢酔雨句集｣あり、

[蚊柱にさはらぬほどや草の風]、

[東海(;名)の通称/号]通称;竹三郎/五郎/数馬(父の称)、

号;梧老/ /竹意庵(父を嗣)酔雨

K3679 ( ･馬島 ､号;北溟) 長門萩藩士/儒者/国事奔走､萩で漢学塾を開設、春海 はるみ まじま 1830ｰ190566

歌人;[萩の歌人]入、

[いつ見てもかはらぬ色を山桜えがきし花は宝なりけり](絵画､[萩の歌人])

K3632 ( ･千家 ､号;千代ﾉ舎) 出雲出雲郡の出雲大社上官､春見 はるみ せんげ 1834ｰ9764

国学･歌;島重養(1812ｰ83)門

春海( ･安井/保井/渋川)→ ( ･渋川､天文暦算家)Ｊ２１３２はるみ しゅんかい春海

春海( ･長倉/佐竹)→ ( ･佐竹 /源/長倉､天文家)Ｆ４７４８はるみ よしね さたけ義根

春見( ･雪廼門) → ( ･岩名､狂歌) Ｆ４６１８はるみ ゆきのとはるみ雪廼門春見

春実( ･初川) → ( ･初川 ､商家/国学) Ｋ３６６２はるみ はるちか はつかわ春近

晴見( ･前田) → ( ･前田 ､藩士/記録) Ｄ２９２４はるみ つねのり まえだ恒敬

G3692 ( ･惟良 / ､姓 ;宿禰) 平安前期廷臣;近衛少掾/832叙爵、春道 はるみち これよし これなが かばね ?ｰ? 844存

837(承和4)伊勢介/842渤海大使賀福延一行を朝集堂に饗応した時に共食使を務む、

844従五上､小野篁と共に最も早く唐白居易の影響を受けた詩人､扶桑集入;白氏文集摂取、

経国8首･和漢朗詠4首･新撰朗詠集2首入

G3693 ( ･上田 /旧姓;木村) 享保1716-36頃淡路洲本城代稲田家の家臣､春道 はるみち うえだ ?ｰ?

国学者､｢めくみ草｣著

[春道(;名)の通称]通称;益右衛門/和惣

3637 ( ･村田 /本姓;平､忠享[忠友]男) 江戸日本橋小舟町の代々干鰯問屋/豪商､春道 はるみち むらた ?ｰ1769

国学/歌人:賀茂真淵門､加藤枝直と真淵の後援者､春郷 ･春海 の父(2子共真淵門)､はるさと はるみ

｢尚古堂詠草｣｢春道歌集｣｢美都婆具斜｣｢冠辞考大意｣著､1757倭文子 ｢文布 ｣編､しずこ あやぬの

本居大平「八十浦の玉」入、

[降り積みし雪のうちに立ちそむる霞ぞ春のしるしなりける]、



(八十浦;上13/1758[宝暦8]真淵家宴)

[春道(:名)の初名/通称/号]初名;忠興､ 通称;平四郎/右兵衛/仙右衛門/治兵衛､

号;尚古堂/素雲閣/栄夫、法号;尚古堂周斎栄夫春道居士

G3694 ( ･竹原 /旧姓;小野 ) 1740(元文5)熊本藩士竹原惟重 の養子、玄路 はるみち たけはら おの これしげ1720ｰ9475

肥後熊本藩士;番方/御側取次/用人;宝暦の改革に功績､1794隠居、

歌人(家学);さらに久志本常典門/書画/弓馬故実･犬追物に通ず､

｢竹原玄路歌集｣､｢道の記｣著､

[玄路(;名)の初名/通称/号]初名;惟親 ､ 通称;勘十郎､ 号;紫海/広陵/穀斎、これちか

法号;最勝院

J3636 ( ･池田 /本姓;源/賜姓;松平､重寛2男) 兄治恕早世、治道 はるみち いけだ 1768ｰ9831歳

1783父没後;因幡鳥取6代藩主､従四下侍従/左近少将､将軍家治より賜姓松平;治道と改名、

財政改革進まず財政窮乏､歌;1798広道｢霞関集｣入､

[十かへりの春に待ち見ん花もけふ子の日の松に契りおかまし]、

(霞関;春11/真田右京大夫室六十賀屏風に 正月)

[治道(;名)の初名/通称/法号]初名;為智、通称;岩五郎/秀三郎/相模守、法号;大機院

J3683 ( ･尾池 ､春水男) 土佐高知藩士;文化1804-18頃に幡多奉行､春道 はるみち おいけ 1779ｰ185476

和漢学;父門､歌人;日野資矩門､剣術;森下権平門/槍術;岩崎甚八･同作之丞門:

高木流奥義を究める､

[春道(;名)の初名/通称]初名;敬典( ?)､ 通称;清左衛門/金猪/清平たかのり

G3695 ( ･村田 /旧姓;斎藤､村田多勢子 の養子) 江戸後期江戸八丁堀地蔵橋の歌人､春路 はるみち むらた たせこ ?ｰ?

歌;養母多勢子[1777ｰ1847](村田春海の養女)門､｢秋草｣編､｢村田春路抜書｣著、

1858蜂屋光世｢大江戸倭歌集｣入､

[年つめどなほをさなかる心にはははその紅葉なつかしきかな]、

(大江戸倭歌;秋974/柞黄葉)、

[春路(;名)の通称] 治兵衛

K3627 ( ･芝原 ､通称;六郎右衛門) 伊勢津の米問屋芝原春房家の養嗣子、春道 はるみち しばはら 1809ｰ6052

国学･歌;富樫広蔭門､妻;乳緒子 (;同門の国学･歌人)ちおこ

春道( ･武藤) → ( ･武藤/藤原､商家/国学者)Ｆ３７４１はるみち ひらみち平道

春道( ･千代) → ( ･橋本､合巻作者) Ｌ３１３４はるみち とくべい徳瓶

玄道( ･矢野) → ( ･矢野､儒/国学) Ｃ１８８４はるみち げんどう玄道

春道梅員( )→ ( ･春道､宮崎氏､狂歌) Ｄ１２３６はるみちのうめかず うめかず梅員

G3696 ( ･日野 ､内光男/本姓藤原) 母;畠山尚順女､廷臣;1539参議/47権大納言、晴光 はるみつ ひの 1518ｰ5538

正二位､嗣子晴資が入水;継嗣につき勅勘を蒙る;日野家中絶､法名;照岳、

のち1559広橋国光男輝資が日野家を継承､｢日野晴光書状｣著

J3699 ( ･川島 ､) 土佐長岡郡の商家;御船倉御用商人､春満 はるみつ かわしま 1810ｰ185445

国学;高知の楠瀬 大枝 ･小枝 の兄弟門､｢川島春満年賀八番歌合｣あり､くすのせ おおえ さえ

[春満(;名)の通称/号]通称;猪三郎、号;年魚

春光( ･後藤) → (7世 ･後藤 ､金工/歌) Ｋ２４９８はるみつ せいじょう ごとう清乗

治光( ･三好) → ( ･三好､俳人) Ｆ１１６６はるみつ いしょう倚松

G3697 (春峯 ･香月 ､則昌男) 筑前鞍手郡植木村の醤油醸造業/国学:1801宣長門､春岑 はるみね かつき ?ｰ1825

歌人､1795｢神代巻塩土伝｣､｢国分寺考｣｢本逸史拾遺｣｢懐紙短冊色紙乃伝｣著､

[春岑の別名/通称/号]別名;則益/則恒/則有、通称;勘次郎/丑之助、法号;清亀院

G3698 ( ･大脇 ､本姓;和気) 越後蒲原郡の国学者:塙保己一門､春嶺 はるみね おおわき 1789ｰ183446

書;屋代弘賢門､和学講談所副塾頭を務める/病で帰郷;国学を教授､

｢くはしゐ詠草｣著､春保 の父はるやす

くわしい[春嶺(;名)の通称/号] 通称;丈左衛門/常蔵/常雄/春謙、号;麗居

K3619 ( ･小林 ､) 近江滋賀郡の歌人;服部春樹門､近江大津住､春嶺 はるみね こばやし 1813ｰ188775

歌;[鳰のうみ]入

K3678 (春峯 ･堀 ､通称; ) 長門萩藩士;奇兵隊書記兼小隊司令、春峰 はるみね ほり 潜太郎 1842ｰ68戦傷27

四国艦隊下関砲撃事件や第2次幕長戦争に参加､歌人、



1868(慶応4)戊辰戦争で越後出雲崎から三条口へ進軍中負傷;柏崎病院で没、

[色も香も世にたぐひなき桜山大和心を人におしへよ]([萩の歌人]入)

春峰( ･吉村) → ( ･吉村 ､庄屋/国学) Ｌ２１９０はるみね しゅんぽう よしむら春峰

K3659 ( ･葉山 ､) 江戸の生/武家故実;伊勢貞丈門､筑前福岡藩士、春蓑 はるみの はやま 1793ｰ186977

[春蓑(;名)の初名/通称/号]初名;磯名、通称;小仲太、号;此花園

K3617 ( ･小西 /本姓;本居､本居宣長2男) 伊勢松坂の国学者;父門、春村 はるむら こにし 1767ｰ183670

伊勢津京口の小西政盈の養子;薬種商/政盈女と結婚､春重･小好の父、

[春村(;名)の幼名/通称]幼名;恭次郎、通称;栄次郎/太郎兵衛/治六郎

3638 ( ･黒川 ､通称;次郎左衛門/主水) 江戸浅草の陶器商､春村 はるむら くろかわ 1799ｰ186668

狂歌;2世浅草庵門､壺側主宰者/のち歌/国学;考証学､古美術に精通､

1831｢芳雲狂歌集｣編/37｢狂歌柳花集｣編/41狂歌｢二藍源氏前編｣､｢網代図説｣｢今様歌集｣､

私撰｢彩霞集｣､1862｢音韻考証｣外著多数､歌;1858蜂屋光世｢大江戸倭歌集｣入､

[雪消えてのどかになりぬ我が山の梅見がてらにとふ人もがな]、

(大江戸倭歌;139/梅開待客)、

[降る雨にぬるとも花のかげならば苫 漏るこやもうれしからまし](同;雑1956、とま

家の焼けたりける時)、

[春村(;名)の号]号;薄斎/葵園/芳園/本蔭､浅草庵3世､ 法号;東風院、真頼 の養父まより

J3675 ( ･宇陀 ､) 大和宇陀郡の勤王の志士､国学;大国隆正門春邨 はるむら うだ 1838ｰ 189053

[春邨(;名)の通称/変名]通称;太郎、変名;春日鹿之助

K3657 ( ･羽栗 ､旧姓;和栗) 備中下道郡の儒者､国学、春望 はるもち はぐり 1820ｰ7960

[春望(:名)の別名/字/通称/号]別名;惟影、字;子清、通称;謙次、

号;翠庵/翠屋/克堂/読咏史先生

G3699 ( ;姓不詳) 室町戦国期連歌;1521宗碩｢住吉法楽千句｣参加治元 はるもと ? ｰ ?

H3600 ( ･細川 ､通称;六郎､澄元男/本性源) 阿波の武将:1520家督嗣、晴元 はるもと ほそかわ 1514ｰ6350

1531三好元長らと細川高国に勝利､元長と対立;元長を攻略/入京した足利義春に謁見、

右京大夫に就任;幕政を主導､細川氏綱･三好長慶に追われ足利義晴･義輝らと近江逃亡、

義輝が長慶と和睦;晴元は出家し若狭へ逃亡､再起を図るが失敗/摂津普門寺に隠棲;没､

連歌;1556｢弘治二年九月十日梅･晴元等百韻｣､

[晴元(;名)の法名/法号] 法名;一清､法号;心月

H3601 ( ･伊藤 ､通称;伝兵衛) 文化文政1804-30頃遠江磐田郡一言村の某家代官、春元 はるもと いとう ?ｰ?

国学者:1827石川依平門､｢万葉集名所歌書抜｣著

春福( ･桜井) → ( ･桜井 ､歌人) Ｘ２１４８はるもと しゅんふく さくらい春福

H3602 ( ･徳川 ､宗翰長男/本姓;源/松平) 常陸水戸6代藩主;1766襲封､治保 はるもり とくがわ 1751ｰ180555

従三位参議､飢饉救済/財政施策､彰考館修史事業を推進､外国船来航に関心;

のちの藩の方向に影響､｢観山集｣｢尚古閣雑録｣､｢文公文集｣著､述姫(松平頼起室)の父、

[治保の字/通称/号] 字;子安、通称;左衛門督、号;舜山、諡号;文公

H3603 ( ･山口 ､通称;仲左衛門) 薩摩鹿児島藩士/儒;東郷重経門/朱子学に精通､治易 はるやす やまぐち ?ｰ1706

1703(元禄16)｢糸柳十篇｣､｢以呂波歌四十七首｣著、法号;覚峯了智居士

K3669 ( ･肥田 ､通称;金一郎､為秋 長男) 伊豆田方郡八幡野村の医者;春安 はるやす ひだ ためあき 1787ｰ187387

父為秋門/名主､八幡宮神官､国学･歌;竹村茂雄門､

蘭方医;前野良沢門/日本国内で初めて種痘実施､韮山代官江川坦庵に出仕､

土雄 (医者)の兄/浜五郎(日本造船の父)の父ひじお

K3611 ( ･栗山 ､駿河守) 紀伊在田郡箕島祇園神社祠官､国学:本居内遠門、治保 はるやす くりやま 1809ｰ8981

妻;古代 (国学;同門)こよ

H3604 ( ･大脇 /通称;甚蔵､春嶺 長男/本姓;和気) 越後蒲原郡岩淵村里正､春保 はるやす おおわき はるみね 1822ｰ8463

国学者:父門/平田鉄胤･鈴木重嶺門､帰郷;子弟教育､

｢詠草心の栞｣｢老の友｣｢袖日記｣｢松の落葉｣著

春安( ･服部) → ( ･服部 ､小平太､武将)Ｍ１５２５はるやす かずただ はっとり一忠

春安( ･吉田) → ( ･吉田 ､絵師) Ｖ３１５４はるやす とうきょう よしだ洞京

H3605 ( ･岨山 /本姓;平) 江中期大阪の国学/古典学/歌:河瀬菅雄(1647ｰ1725)門､春幸 はるゆき そばやま ?ｰ?



1738｢伊勢物語浮橋抄｣著､47｢歌仙二葉抄｣編､48｢銀河鈔｣52｢伊勢物語章甫鈔｣著

春行( ･佐々木) → ( ･2世銭屋､書肆) Ｃ２５１３はるゆき そうしろう惣四郎

春行( ･野見/戸部)→ ( ･戸部 /野見､藩儒)Ｌ３１２８はるゆき とくのしん とべ徳之進

春之( → ･河尻)→ ( ･河尻 ､幕臣) ３６３４はるゆき はるの はるの かわじり春之

晴幸( ･山本) → ( ･山本､兵法家/軍師) Ｅ１５００はるゆき かんすけ勘助

玄之( ･角倉) → ( 角倉 /吉田､商家/嵯峨本版)２５３６はるゆき そあん すみのくら素庵

春世( ･矢野) → ( ･矢野 ､商家/国学/歌人)Ｋ４１８６はるよ みかげ やの御蔭

H3606 ( ･道元 /通称;九郎右衛門) 戦国安桃期堅毘流砲術家:1593免許/3代目､春吉 はるよし みちもと ?ｰ?

道元流砲術;｢炮術伝書｣(伝)

K3692 ( ･山下 ､名;天民/号;鹿々斎､玄良[玄佑男]男) 周防吉敷郡の医者;玄良 はるよし やました 1755ｰ181561

父没後;[玄良]を襲名､名医と称される;藩等からの招聘を断り町医として尽くす、

高島良台(萩藩侍医)の父/高島北海(長門峡の紹介者)の祖父

K3607 ( ･木村 ､別名;稚教) 三河の生/国学者､紀伊和歌山藩士;勘定奉行晴好 はるよし きむら 1765ｰ183571

J3693 ( ･片桐 ､) 美濃岐阜矢島町の縮緬製織業､歌人、春好 はるよし かたぎり 1832ｰ190372

歌･書;岩間春樹門､歌;氷室長翁 ･香川景恒門､ながとし

伊奈波神社出雲館花の寮での桂園派歌会に参加､塩谷則満･豊島夏海らと交流、

｢桐園家集｣著/｢新選拾玉集｣編(;岐阜桂園派歌人詠草集)

[ことしより伊奈波の山のさくら花友まつ雪と咲きまがはなむ](新選拾玉集)

[春好(;名)の通称/号]通称;文七、号;桐園

春良( ･吉田) → ( ･吉田 ､蘭英斎､絵師) Ｖ３１５５はるよし とうこく よしだ洞谷

春芳( ･堀尾) → ( ･堀尾､医/儒/神道) Ｘ２１２８はるよし しゅうさい秀斎

春福( ･桜井) → ( ･桜井 ､歌人) Ｘ２１４８はるよし しゅんふく さくらい春福

春祺( ･増田) → ( ･増田 ､藩儒/尊攘/詩) Ｇ２２４６はるよし しよう ますだ紫陽

治良( ･大沢) → ( ･大沢､幕臣) Ｃ３５６９はるよし のぶのり信詮

治好(･松平) → ( ･松平 ､藩主/茶道) Ｇ３６３８治郷 はるさと まつだいら

治能( ･夏目) → ( ･夏目 ､藩士/歌人) Ｖ３１９８はるよし ともよし なつめ知能

H3607 ( ･松平 ､名;定姫/麗照院､田安宗武女) 夫:越前福井藩主､治好室 はるよしのしつ まつだいら 1768ｰ181346

歌:｢麗花集｣(没後兄定信編)

J3629 ( :幼名･姓名不詳) 鎌倉後期比叡神社関係者/歌;比叡社歌合に参加、春若丸 はるわかまる ?ｰ?

[山桜たにのいはまに咲きにけりひとむらしづむ花の白雲](比叡社歌合;九番左)

晴雄( ･土御門) → 晴雄( ･土御門､陰陽家) Ｈ３６０８はれお はれたけ

晴助( ) → (初世 ･奈河/豊､歌伎作者) ３６３２はれすけ はるすけ晴助

H3608 ( / ･土御門 ､晴親男/本姓;安倍) 廷臣;1842(天保13)陰陽頭、晴雄 はれたけ はれお つちみかど 1827ｰ6943

1859従三位/64正三位､維新後;旧幕府天文方管掌の測量･暦計算権を認可される､

｢和宮御降誕雑雑勘文｣｢革命革令勘文調進留｣｢日蝕･月蝕年月表｣､｢晴雄卿記｣外著多数

H3609 ( ･土御門 ､菊坡､泰栄男/本姓;安倍) 廷臣;1804陰陽頭/20従三位、晴親 はれちか つちみかど 1787ｰ184256

1835従二位/42正二位､1842｢新法暦書(天保壬寅元暦)｣を校閲奏進､

｢司天家神秘消長法｣｢土御門晴親覚書｣､1805-42｢晴親卿記｣著、晴雄 の父はれたけ

H3610 ( ･小槻 /壬生 ､出家号;道秀､小槻晨照男) 廷臣;1433民部少輔､晴富 はれとみ おづき みぶ 1422ｰ150483

主殿頭/造東大寺次官/1468(応仁2)左大史/氏長者､82正四上/90治部卿;出家､雅久の父、

1446-97｢小槻晴富記｣､｢続神皇正統記｣｢建武三年以来記｣外著多数、法号;多宝院

3639 ( / ･勧修寺 ､法号清雲院､晴右 男/本姓藤原) 参議/准大臣､晴豊 はれとよ はるとよ かじゅうじ はれみぎ 1544ｰ160259

武家伝奏､｢晴豊公記｣｢晴豊重保消息｣(重保 ･庭田)しげやす

晴麿( ･奈良原) → ( ･奈良原 ､国学者) Ｋ４４７６はれまろ もりのり ならはら守得

H3611 ( ･勧修寺 ､初名;晴秀､尹豊 男/本姓;藤原) 母;伊勢貞遠女､晴右 はれみぎ かじゅうじ ただとよ 1523ｰ7755

廷臣;1550参議/右大弁/従三位､1567晴右に改名､1568(永禄11)室町幕命の命に違う;蟄居、

1573(天正元)権大納言/74正二位､没後;贈内大臣/99贈左大臣､｢晴右公記｣著、

法号;高寿院、息女藤原晴子は陽光院誠仁親王妃の新上東門院(後陽成天皇の母)

H3612 ( ･久我 /本姓;源/一字姓;賀､近衛尚通男/久我通言嗣) 廷臣;晴通 はれみち こが 1519ｰ7557

1536権中納言､1543権大納言/正二位/45淳和奨学両院別当/53右大将兼任;出家､



連歌:52･2月昌休と百韻､

[晴通(;名)の号/通称]出家号;完元/宗入、通称;後久我 右大将、法号;禅源院のちのこがの

H3613 ( ･二条 ､尹房 男/本姓;藤原) 母;九条尚経女､九条稙通 の甥､晴良 はれよし にじょう ただふさ たねみち1526ｰ7954

戦国期廷臣;1538(天文7)従三位/45内大臣/46右大臣/47左大臣/48(天文17)関白/従一位､

1552関白辞任/58(永禄11)再度関白;78致仕､歌道:歌会催(叔父稙通が後援)､書､｢家伝｣著､

[晴良(;名)の号] 浄明珠院

波瀲舎( → )→ ( ･橘､国学者/歌人) ４４２８はれんしゃ なぎさのや もりべ守部

巴郎( ) → ( ･近藤 ､医者/国学) Ｐ４０７６はろう まさかず こんどう政和

馬老( ) → ( ･天井､商人/俳人) １１９３ばろう いすい韋吹

H3614 ( ･寺村 ) 尾張の俳人;支考門､1774剃髪;風雅隠遁､馬六 ばろく てらむら 1709ｰ 178880

1774｢薙髪賀章｣編､75｢年賀｣編､78｢尾張歳旦｣著､78/79｢春興｣編､80｢蓮塚｣編、

1784｢於奈志波那｣1788(天明8)｢芭蕉百回忌｣編､朔花仙･坡良の師､

追善集｢終のわかれ｣｢保志野可計｣(社中による編)、

[馬六(;号)の名/別号]名;策、別号;風左房/楓左坊/楓左堂/風左庵/楓左楼

H3615 ( ･曾 /宋 ､字;士攷/士考/煥郷､医･唐通事昌啓男) 江戸本草学/医者;槃 はん そう そう 1758ｰ183477

父門､1776庄内藩に仕官/78致仕､医;多紀藍渓門/本草;田村藍水門､92薩摩藩江戸藩邸侍医､

1795｢春の七草｣/97｢無人島談話｣｢無人島物産志｣/｢魚譜｣｢蘭叢｣編/｢占春齋魚品｣外著多数

[槃の号] 占春[斎]/永山/永年/庸山/昌遒 居士 ､小林東鴻の師しょうしゅう

H3616 ( ･福田 ､通称;左近/号;治軒､理軒男) 数学/洋算;父門、半 はん ふくだ 1837ｰ8852

父創設の順天求合社の教師､｢救合秘暦気朔簡法推歩草｣著､明 (数学者)の弟あきら

半( ･宍野) → ( ･宍野 ､藩士/神職/扶桑教)Ｎ３２３１はん なかば ししの半

槃( ･ ･村岡/尾池)→ ( ･尾池 ､医者/詩人) Ｈ３１８３はん ばん とうよう おいけ桐陽

範( ･有井) → ( ･有井 ､儒者/教育) Ｅ２２２２はん しんさい ありい進斎

範( ･柳沢) → ( ･柳沢 ､藩医/詩) Ｋ２４０６はん せきさい やなぎさわ績斎

範( ･福沢) → ( ･福沢､藩士/幕臣/思想家)Ｅ４６８１はん ゆきち諭吉

繁( ･小枝) → ( ･小枝 ､露木､幕臣/読本作者)Ｄ２１４１はん しげる さえだ繁

凡( ･蒔田) → ( ･蒔田 ､詩文/仏道) Ｄ１２８１はん うんしょ まきた雲処

( ･草鹿) → ( ･草鹿 ､医者/詩人) Ｋ１８９１はん げんたい くさか玄泰

( ･三田村) → ( ･三田村 /藤原､儒/詩人)Ｃ４８０９はん らんこく みたむら蘭谷

胖( ･宮沢) → ( ･宮沢 ､詩人) Ｄ２８６３はん ちくどう みやざわ竹堂

はん(･袴田/森) → (繁子 ･森/袴田､歌人) Ｈ３６５３磐子 はんこ

伴( ;一字名) → ( ･冷泉[下冷泉]/藤原､歌人)Ｇ２６６９ばん ためかげ為景

蕃( → ･吉田) → ( ･吉田 ､国学者) Ｓ２１１５ばん しげる しげのり よしだ蕃教

輓( ･興野) → ( ･興野 ､藩士/歌人) Ｌ３２５１ばん なりのぶ おきの成信

盤( ･遠藤) → ( ･遠藤 /堀､藩主室/歌)Ｎ２１５５ばん しげこ えんどう繁子

坂阿( ) → ( ､坂口 ､早歌) Ｉ３６８３はんあ はんな さかかぐち坂阿

汎愛堂( ) → ( ･田原､修験者/俳人) Ｎ１９１４はんあいどう こてん壺天

胖庵( ･鳥居) → ( ･鳥居 /林､幕臣) Ｂ４７４２はんあん ようぞう とりい耀蔵

胖庵( ･奥野) → ( ･奥野 ､藩士/儒者) Ｓ２２５５はんあん しょうざん おくの小山

泛庵( ･武元) → ( ･武元 ､儒者/書)Ｏ３１５２はんあん とうとうあん たけもと登々庵

般庵( ･中島) → ( ･中島 ､漢学/詩人) ２５０４はんあん そういん なかじま棕隠

庵( ･井上) → ( ･井上 ､儒者/折衷学)Ｃ４８９１はんあん らんだい いのうえ蘭台

H3618 ( / / ;道号･英種 ;法諱､遠山善益男) 江戸曹洞僧/1599父没､万安 ばんあん ばんなん まんあん えいしゅ 1591ｰ165464

叔父の起雲寺源室門;得度､1618起雲寺住持/肥後大慈寺の大焉広椿の嗣法､22総持寺輪住、

1636丹波瑞巌寺を中興;摂津臨南庵に退隠､48淀藩主永井尚政の招聘;宇治興聖寺再興､

1649興聖寺住持､臨済僧とも交流､｢永平元禅師語録抄｣編/｢永平録鈔｣｢万安和尚文集｣著、

1633(寛永10)｢江湖風月集略註鈔｣｢四部録抄｣｢信心銘抄｣､｢万安和尚家訓｣外著多数、

[万安英種の初法諱/号]初法諱;英宗、号;千拙

H3619 ( ･辻/十街､名;達･範信/字:成卿､辻信之養嗣子) 鳥取儒者:伊藤仁斎門､晩庵 ばんあん 1661ｰ171353

帰郷後鳥取藩銀札場職員/1686中小姓医師/91侍講､97｢因伯地図｣改作､｢藩君系譜｣修補



[晩庵の別姓] 本姓;源、初姓;野呂･井上･銀見

H3620 ( ;道号･原資 ;法諱､号;芙蓉軒) 江戸の臨済僧;南英祖梅門;法嗣、万庵 ばんあん げんし 1666ｰ173974

幼時より文学の才に長じ小文殊と称される､江戸の東禅寺住持､晩年芙蓉軒を営む､詩人、

徂徠門下と詩文の交流､｢古今二鳴編｣｢解脱集｣｢省行余課｣著/｢江陵集｣著(;｢万庵集｣入)

磐安( ･伊沢) → ( ･伊沢 ､医者) Ｄ３６００ばんあん はくけん いさわ柏軒

万庵( / ･赤沢)→ ( ･赤沢 ､儒者/詩) Ｅ１１１５ばんあん まんあん いちどう あかざわ一堂

半医( ･大熊) → ( ･大熊 ､眼科医/詩人)Ｐ２２１３はんい しんせん おおくま秦川

範以( ･今川) → ( ･今川 ､武将/連歌) Ｆ３５９７はんい のりもち いまがわ範以

H3621 ( ･大島 ､伊左衛門俊則の長男) 陸前仙台藩士;半隠 はんいん おおしま 1635ｰ170470

1647(13歳)藩主忠宗に出仕､儒者;京の柴田良巌･石川丈山･熊谷立節門､

帰藩;仙台藩主伊達綱村の侍講､詩人､｢半隠詩文集｣｢牧民忠告鈔｣｢礼楽疏｣著、

[半隠の名/字/通称/別号]名:仲施､字;良説/三設､通称;四郎五郎/四郎左衛門､別号;養正

H3622 ( ･菊池/菊地 ､耕斎3男) 薩摩の儒者:林鵞峰/林鳳岡門､昌平黌学頭､半隠 はんいん きくち 1659ｰ172062

1695讃岐高松藩の儒臣､｢半隠集｣｢半隠集後稿｣｢赤穂義人録｣｢熱海行紀｣｢有馬行紀｣著､

｢讃中記｣｢三巴巵言｣､1702｢白雲梅宮縁起｣12｢菅神伝｣18｢象頭山金毘羅神祠記｣外著多数

[半隠(;号)の名/字/通称/別号]名;摶/武雅、字;子師/九万/師古､

通称;新三郎/帯刀/舎人、別号;鵬溟

半隠( ･日野) → ( ･日野､儒者) Ｋ２２５０はんいん じょうせん醸泉

半隠( ;号) → ( ;道号･宗劉;法諱/臨済僧)Ｄ４９２３はんいん りゅうがく竜嶽

半隠( ･昨非堂) → ( ･乾､俳人) Ｂ２０４７はんいん さくひ昨非

繁胤( ･小川) → ( ･小川 ､商家/国学) Ｎ２１５８はんいん しげたね おがわ繁胤

伴蔭( ･三輪) → ( ･三輪 ､国学/神職/歌) Ｗ３１５５ばんいん ともかげ みわ伴蔭

半隠子( ) → ( :法諱･景徐､臨済僧) Ｐ２１４５はんいんし しゅうりん周麟

半隠舎( ) → ( ･岡内 ､藩儒) Ｉ４９５５はんいんしゃ りょうせん おかうち綾川

半隠堂( ) → ( ･櫛田,儒者) Ｈ１６８９はんいんどう きんざん琴山

H3623 ( ･外村 ､並江 重太郎男) 近江の生/1835彦根藩士外村一郎の養子､半雲 はんうん とのむら なみえ 1821ｰ7757

養父没後家督継嗣;藩士/儒;藩儒中川漁村門､1863(文久3)藩儒/67藩校弘道館教授､

1868刑法判事試補/廃藩後;長浜県十等出仕/小学校用掛､

｢百律書訓解｣｢群玉渾成雑詠｣｢雑咏百首｣著､

[半雲(;号)の名/字/通称/法号]名;三行､ 字;有師、通称;己之助/巳之助/程輔/省吾、

法号;青嶺院

半雲( ) → ( ･祖全､臨済僧) Ｊ２６５５はんうん だいき大機

半雲斎( ) → ( ;号･半雲斎､連歌作者) Ｃ２５５３はんうんさい そうちゅう宗仲

H3624 ( ) 京の俳人;1633重頼｢犬子 集｣入、繁栄 はんえい えのこ? ｰ ?

[芦の穂は人を抜出 の真綿哉](犬子集;五1325/抜くはだますと抜出真綿を掛る)ぬきで

繁永( ･猪股) → ( ･猪股 ､国学者) Ｎ２１９５はんえい しげなが いのまた繁永

範英( ･森脇) → ( ･森脇 ､藩士/歌人) Ｔ４０２７はんえい まさずみ もりわき方純

万英( ;法諱) → ( ;道号･万英;法諱､曹洞僧)Ｎ１９６２ばんえい こほう古法

万英( ･百々) → ( / ･2世二松庵､狂歌) Ｋ４０３９ばんえい まんえい ばんえい万英

万英(2世 ･波多野)→ (2世 / ･波多野､俳人) Ｌ４０１１ばんえい まんえい ばんえい万英

万瑛( :号) → ( :号･玄初:法諱､臨済僧) Ｔ２６２３ばんえい だんがい断崖

晩栄堂( ) → (秋邨 ･椎名､詩人) Ｘ２１９７ばんえいどう しゅうそん秋村

番易( ;号) → ( :法諱･叔英:道号､臨済/五山文学)Ｃ２５７６ばんえき そうは宗播

H3625 ( ･生駒 ) 備前岡山藩士/槍術家:島原乱に戦功､半右衛門 はんえもん いこま 1603-7775

藩主光政に近侍;禄3百石､1638(寛永15)｢生駒半右衛門書上｣著

H3627 ( ･津打 / ､役者鈴木平左衛門男?) 江中期大阪の歌舞伎役者/作者、半右衛門 はんえもん つうつ つうち ?ｰ?

1701(元禄14)大坂加茂川のしほ座で若女形で初舞台/のち立役;鈴木平左衛門2世を継ぐ、

作者:初世津打治兵衛入門;樋口半右衛門を名乗り1706より江戸山村座で治兵衛と合作、

1709津打姓を受けて独立;作者業に精励;1711立作者/せりだし道具の創始者､

1713絵島生島事件で山村座断絶;一時活動停滞/1722森田座で再起;座付作者となる、



以後中村･市村･河原崎諸座で活躍､

1706｢三国伝来仏｣07｢頼政五葉松｣｢行平尾花狐｣08｢傾情一張弓｣｢傾情佐々木問答｣、

1713｢花館太平愛護櫻｣30｢名月五人男｣32｢栄代蔵楪鑑｣35｢東山殿吾妻日記｣、

1737｢結髪翡翠の柳｣40｢洗髪黄昏柳｣43｢花時飾東鑑｣外著多数、

[津打半右衛門(;号)の別号]鈴木弁之助/2世鈴木平左衛門/樋口半右衛門/沈(;俳号)

H3628 ( ･柿並 ､正克) 長門萩藩士/直目付;江戸に住､半右衛門 はんえもん かきなみ 1767-183266

｢衣紋方故実問答｣著(;問)

H3629 ( ･原 ､名;安宅/別通称;源内､泰蔵男) 出羽鶴岡の生/庄内藩士:半右衛門 はんえもん はら 1823ｰ6442

藩校致道館に修学/武道;1851直心影流の免許を受/53句読師､57兄の養子;家督嗣､

1860蝦夷拝領地代官;天塩に赴任/64発病帰郷､笛/画;アイヌ風俗･蝦夷風景を彩色写生､

｢蝦夷地日誌｣著

半右衛門( ･梅津)→ ( ･梅津､藩家老/連歌) Ｅ３５９４はんえもん のりただ憲忠

半右衛門( ･梅津)→ ( ･梅津忠昭､藩家老/俳人)Ｂ１６５５はんえもん きてき其雫

半右衛門( ･梅津)→ ( ･梅津､藩家老/兵学/歌)Ｒ２６２６はんえもん ただよし忠宴

半右衛門( ･樋口)→ ( ･津打 / ､歌舞伎役/作者)Ｈ３６２７はんえもん はんえもん つうつ つうち半右衛門

半右衛門( ･岡) → ( ･福富 ､武将/藩士) Ｂ２８８１はんえもん ちかまさ ふくとみ親政

半右衛門( ･伊藤)→ (探牧 ･伊藤､医/談義本作者)２６９７はんえもん たんぼく単朴

半右衛門( ･堀田)→ ( ･堀田､商人/国学/歌) ３６６３はんえもん ばいえん梅園

半右衛門( ･松平)→ ( ･松平 ､幕臣/和学) Ｚ２６６１はんえもん ただね まつだいら忠根

半右衛門( ･大文字屋)→ ( ･比喜多 ､茶人)Ｉ２２９７はんえもん しょうさい ひきた松斎

半右衛門( ･鍵屋)→ ( ･矢倉 ､商家/歌人) Ｇ４５９２はんえもん やすさだ やぐら安々

半右衛門( ･竹村)→ (夙也 ･竹村鶴叟､俳人) Ｉ２１６２はんえもん しゅくや夙夜

半右衛門( ･三吉屋/美好屋)→ ( ･立石､商家/歌)Ｄ４０６０はんえもん まさたね正胤

半右衛門( ･木屋)→ ( ･木屋､俳人) Ｄ１５２２はんえもん がほう我峰

半右衛門( ･中野)→ ( ･中野 ､俳人) Ｄ１９１７はんえもん ごせん なかの吾扇

半右衛門( ･高野)→ ( ･高野 /広部､藩儒/詩)Ｅ２２１９はんえもん しんさい たかの眞斎

半右衛門( ･山本)→ ( ･山本 ､棋士;碁) Ｌ２４２５はんえもん せってい やまもと雪亭

半右衛門( ･岡本)→ ( ･岡本 ､藩士/歌人) Ｆ２９４７はんえもん つぐなり おかもと継業

半右衛門( ･松本/山田屋)→ ( ･大根 ､狂歌) Ｄ３８５３はんえもん ふとき おおねの太木

半右衛門( ･大岡)→ ( ･大岡 /杉本､国学/歌)Ｊ４４５１はんえもん もとふさ おおおか元房

半右衛門( ･藤田)→ ( ･藤田 ､藩士/国学者)Ｓ４０３１はんえもん まさこと ふじた雅言

半右衛門( ･国友)→ ( ･国友､藩儒/教育) Ｍ１９８０はんえもん こしょうけん古照軒

半右衛門( ･忠海屋)→ ( ･高橋/和田､商家/経済) Ｋ２４７６はんえもん せっか石霞

半右衛門( ･船坂)→ ( ･船坂 ､商家/和漢学)Ｓ４０３６はんえもん まさひら ふなさか雅平

胖右衛門( ･入江)→ ( ･富沢 ､藩士/儒者) Ｑ１５５８はんえもん かんさい とみさわ咸斎

繁右衛門( ･天野)→ ( ･天野 ､藩士/文筆) Ｉ３６１０はんえもん はんすい あまの半酔

繁右衛門( ･岡本)→ ( ･岡本 ､藩士/文筆家)Ｄ３９８２はんえもん ぼくどう おかもと穆堂

範右衛門( ･豊田)→ ( / ･豊田 ､国学/歌)Ｄ４７２９はんえもん よしこと よしのぶ とよだ嘉言

伴右衛門( ･新倉)→ (斗谷 ･新倉 ､農業/俳人)Ｌ３１７３ばんえもん とこく にいくら兎国

伴右衛門( ･近藤)→ (2世 ･葛飾､絵師) Ｂ２６９１ばんえもん たいと戴斗

L3605 ( ･:法諱､東大寺別当弁暁男or興福寺権大僧都覚長男) 平安鎌倉期;興福寺僧、範円 はんえん 1155ｰ?

;覚弁門､1183(寿永2)維摩会研学/89(文治5)維摩会講師/1213(建保元)興福寺権別当､

権僧正/1223(貞応2)興福寺別当､理趣院･菊苑などに住､

1200(正治2)藤原定家を訪問(明月記)/歌人;玄玉集･楢葉集6首入、

弁暁男なら;宗兼 (千載歌人)の曾孫/源円(叡山権少僧都)の弟、むねかぬ

覚長男なら;宗兼 の孫/信宗(続詞花集歌人)の弟/東大寺僧朗覚(奈良歌合歌人)の甥､むねかぬ

[ふしみ山すそわのたゐのほどなれや霞のすゑにひばりおつなり](楢葉;春84)

[ながむべき友やまつらむ山のはに隠れもはてぬ有明の月](楢葉;秋254/理趣院にて)

範宴( ･少納言公) → ( :法諱､浄土真宗祖) ２２３０はんえん しんらん親鸞

範遠( / ･猪熊)→ ( ･猪熊 /四辻/高倉､廷臣/猪熊事件)Ｈ３５１３はんえん のりとお のりとし いのくま教利



晩園( ･藤沢) → ( ･藤沢 ､和算家) Ｐ２６８３ばんえん ただちか ふじさわ忠親

蕃延( ･中田) → ( ･中田 ､藩士/歌人) Ｚ２１５６ばんえん しげのぶ なかた蕃延

半翁(7世 ) → ( ･八千坊 6世) Ｑ２２４６はんおう しょうねん はっせんぼう肖年

範翁( ･田代) → (三帰 ･田代､医者;李朱医学)Ｌ２０９５はんおう さんき三喜

H3630 ( ) 大阪の俳人;万海[益友]門?､万桜 ばんおう ? ｰ ?

1691賀子｢蓮実 ｣5句入、はすのみ

[春雨や黒子 算ふる姉妹 ](蓮実;152/外で遊べぬ所在なさ)ほくろ あねいもと

H3631 ( ･橋本 ) 江中期紀伊湯浅の墨製造業；伴鷗 ばんおう はしもと ? ｰ ?

享保1716-36頃より 藤白墨を再興､柟葉形の墨を製造;紀伊藩主徳川宗直に献納/

詩に長ず/歌･俳諧を嗜む､1758｢重澄厳父詠草｣著､皐鶴の父

[伴鷗(;号)の名/通抄/別号]名;益謙､ 通称;治右衛門/次源太､

ひんばんおう とうせんけん別号;瀕伴鷗 /湯浅軒

伴鷗( ･竹内） → ( ･竹内 ､藩士/国学) Ｋ４４４４ばんおう もちのり たけうち以徳

伴鷗( ･野々村) → ( ･野々村 ､藩士/儒者)Ｏ４７４５ばんおう よしずみ ののむら良澄

磐翁( ･大槻) → ( ･大槻､儒/洋学者/詩人) ３６４０ばんおう ばんけい磐渓

伴鷗斎( ) → ( ･猪苗代､連歌師) Ｉ２８４５ばんおうさい ちょうさん長珊

板屋( ･安藝) → ( ･安藝 ､材木商/俳人) Ｆ３８１８ばんおく ぶんこう あき文江

J3605 ( ) 江前期江戸俳人;1691不角｢二葉之松｣入半瓜 はんか ? ｰ ?

[聖人の非は蝕 の日のごとし](二葉之松361､蝕の日は日蝕)むしくひ

半海( ) → ( ･羽鳥 ､俳人) Ｈ３６５５はんかい はんこ はとり半湖

晩霞( ･杉野) → ( ･杉野､藩士/文筆) Ｐ２６０３ばんか たすけ多助

晩霞( ･小島) → ( ･小島 ､藩士/俳人) Ｅ３８９５ばんか ぶんき こじま文器

晩花( ･藤田) → ( ･藤田､歌舞伎役･作者)Ｉ２８４０ばんか ちょうざえもん長左衛門

晩稼( ･楫取) → ( ･楫取/松島/小田村､藩士)Ｄ４４９５ばんか もとひこ素彦

半海( ･羽鳥 ) → (初世 ･羽鳥 ､俳人) Ｈ３６５５はんかい はとり はんこ はとり半湖

J3606 ( / ) 江前期江戸俳人;1691不角｢二葉之松｣1句入、万芥 ばんかい まんかい ? ｰ ?

[誰が手にも同じ動きの要石 ](二葉之松;174/要石は鹿島神宮林中の鯰押えの石、かなめいし

前句;根無しかづらと人笑うなり/要石は誰でも同じに動く;鯰は虚説とみなが笑う)

H3632 ( / ;道号･一線 ;法諱) 丹波の曹洞僧;太寧寺廬州全潮門;出家、万回 ばんかい まんかい いっせん ?ｰ1756

摂津浄春寺の万苗幻如門;法嗣､天桂伝尊門;大きく影響を受ける､伊予渓寿寺住持､

著書｢青鷂原夢語｣で中国曹洞禅の代付肯定論を主張;宜黙玄契･乙堂喚丑の反論を受ける､

1536｢証道歌直截｣/40(元文5)｢青鷂原夢語｣､｢洞宗通翼｣｢重離弁｣｢洞上古轍鐘甕聞解｣著

[万回一線の号]痴鈍者/鈍者

H3633 ( ･小山 ､泉石軒) 江後期讃岐の文筆家､1805｢勝地百盆｣著磐海 ばんかい こやま ?ｰ?

万海( ･武村) → ( ･武村/竹村､俳人) １３５７ばんかい えきゆう益友

万界夫( ) → ( ･足立､俳人) ４８７５ばんかいふ らいせん来川

万花園主人( )→ ( ･成田､朝顔研究) Ｐ３１０１ばんかえんしゅじん とめじろう留次郎

L3607 ( :法諱､) 平安鎌倉期;南都の僧/法師、範覚 はんかく ? ｰ ?

1237刊[楢葉集]入、

[したもえの煙や空にみちぬらむおぼえずくもる月の影かな](楢葉;恋455/寄煙恋)

半可山人( ) → ( ･植木 ､幕臣/詩/狂詩)Ｃ１６９８はんかさんじん ぎょくがい うえき玉

飯顆山人( → )→ ( ･感和亭､戯作者)１４２３はんかさんじん いいだのさんじん おにたけ鬼武

半化房( ) → ( ) 初～3世はんかぼう はんげぼう半化房

半閑( :号) → ( :法諱､真宗僧) Ｆ３９０６はんかん ほうじゅう法住

槃(槃 ･野呂)→ ( ･野呂 ､儒者/詩人) Ｃ２２１２はんかん しょうろ のろ松廬

H3634 ( ･丹羽 ､名; ､字;子勉､通称;嘉六､勇七男) 尾張藩士､書家､盤桓 ばんかん にわ つとむ勗 1773ｰ184169

国学;本居春庭･鈴木朖･丹羽謝庵門､尾張藩藩右筆/藩校明倫堂の手跡指南､

1819｢平理策｣､｢歴代事実｣｢木内嘉六法帖｣｢離屋学訓附録答客問｣著､輔之の父､

[盤桓(;号)の別号]盤桓子/覚非道人、法号;志正院

伴寛( ･ ･高井)→ ( ･高井 ､与力/戯作者)４８０４ばんかん ともひろ らんざん たかい蘭山



半閑室(2世 ) → ( ･永田 ､藩士/俳人) Ｅ３６１６はんかんしつ はくろ ながた白輅

畔甘舎( ) → ( ･川勝､俳人) Ｂ１２５９はんかんしゃ うんどう雲堂

畔甘舎(2世 ) → ( ･井上 ､俳人) Ｄ１２８８はんかんしゃ うんせん いのうえ雲扇

半甘生( ) → ( ･田崎 ､藩士/絵師) ２５５９はんかんせい そううん たざき草雲

晩甘亭( ) → ( ･兼松 ､藩/儒/教育) Ｄ２４４０ばんかんてい せききょ かねまつ石居

槃道人( ) → ( ･坂本/阪本､砲術家/詩) Ｄ３０５７はんかんどうじん てんざん天山

範基( ･藤原) → ( ･藤原 ､廷臣/歌) Ｇ３５００はんき のりもと ふじわら範基

範儀( ･内海) → ( ･内海 ､歌人) Ｇ３５９０はんぎ のりよし うつみ範儀

H3635 ( ;法諱､号;文川 /五台禅師) 江中期播磨赤穂の禅僧/詩人､万亀 ばんき ぶんせん ?ｰ?

｢五台詩鈔｣､日本詩選に3首入

H3636 ( ･千鶴庵 ) 江後期文化1804-18頃江戸の読本/狂歌作者、万亀 ばんき せんかくあん ?ｰ ?

､江戸桜田久保町に住､2世森羅万象(七珍万宝)社中で活動

､1808読本｢久智野石文 ｣著(;尋跡斎雪馬 画)くちのいしぶみ せつば

[千鶴庵万亀(;号)の通称/別号]通称;松井屋吉右衛門、別号;千客亭万亀

晩器( ･北川) → ( ･北川/恋川､絵師) Ｇ３６８８ばんき はるまさ春政

蕃吉( ･天羽) → ( ･天羽 ､藩士/俳人) Ｄ３８２８ばんきち ぶつぎゅう あもう仏牛

万器堂( ) → ( ･楠里亭 /小林､読本)Ｈ１６６３ばんきどう きらく なんりてい其楽

H3637 ( ･森谷 ) 伊勢南大路の俳人:江戸の重厚門､斑鳩 はんきゅう もりたに ? ｰ 1807

寛政1789-1801頃剃髪;天台僧/近江粟津義仲寺の住職､1802筑紫行脚の旅に出る､

｢以呂波韻｣編/｢近江人｣著､一周忌追善集｢霜のかね｣、

[斑鳩(;号)の別号]別号;祐昌/無名庵 9世むみょうあん

帆丘( ･板倉) → ( ･板倉､儒者) Ｅ１９９７はんきゅう こうけい渓

反求( ･早野) → ( ･早野 ､儒者/講説/詩)Ｉ１６６５はんきゅう きっすい はやの橘隧

H3638 ( ) 美濃の俳人:1691江水｢元禄百人一句｣評判目録入斑牛 はんぎゅう ? ｰ ?

H3639 ( ･横山 ) 江後期江戸の俳人:万里門､妻の花讃女も同門､万旧 ばんきゅう よこやま ? - ?

1830(文政13)｢萩陀羅尼 ｣編(:妻の発句集)はぎだらに

妻 → ( ､古川まつ､俳人) Ｃ１５０６花讃女 かさめ

H3640 ( ) 江中期俳人:珪林門､馬光/楼川らと交流､晩牛 ばんきゅう ? ｰ ?

師珪林1周忌･3･7回忌追善集編纂;1742｢蓮の糸｣/43｢蓮社燈｣/48｢万燈供｣編

万笈斎桑魚( )→ ( ･万笈斎,狂歌) Ｂ２５０７ばんきゅうさいそうぎょ そうぎょう桑魚

半九陳人( )→ ( ･安井､儒者) ２５２５はんきゅうちんじん そっけん息軒

汎居( ･山本) → ( ･山本 ､儒者/詩人) Ｊ４９７２はんきょ りょくいん やまもと緑陰

半漁( / ･小笠原)→ ( ･小笠原､儒者/教育)Ｈ３１９１はんぎょ はんりょう とうよう東陽

L3608 ( ;法諱) 平安鎌倉期;南都の僧/法師、範経 はんきょう ? ｰ ?

1237刊[楢葉集]入、

[熊野に詣でて正月七日下向し侍りけるに和歌浦にて若菜つむとて、

わかのうらのあまとともにぞ磯なつむけふかすがのを思ひいでつつ](楢葉;神祇513)

半橋( ･牧 ) → ( ･牧､医者/文学) Ｌ２１６２はんきょう まき しゅんどう春堂

半狂( ･中村) → ( ･中村 ､藩士/儒者) Ｇ１９４９はんきょう こくすい なかむら黒水

板橋( ･永田) → ( ･永田 ､藩士/和算家) Ｂ４６６２ばんきょう ゆうこう ながた有功

蕃教( ･吉田) → ( ･吉田 ､国学者) Ｓ２１１５ばんきょう しげのり よしだ蕃教

反喬舎( ) → ( ･太田､俳人) ３６１３はんきょうしゃ はじょう巴静

反喬舎( ) → ( ･武藤､商人/俳人) Ｅ３６４５はんきょうしゃ はじゃく巴雀

万極( ;道号) → ( ;道号･良寿､曹洞僧) Ｋ４０５３ばんきょく まんごく万極

H3641 ( ) 京の俳人;1690言水｢新撰都曲 ｣4句入、万玉 ばんぎょく みやこぶり? ｰ ?

1691賀子｢蓮実｣1句入、

[男ともしらたでこがるゝ碪 哉](蓮実;331/どんな女性が打っているのかと)きぬた

H3642 ( ) 京東山浄土宗禅林寺僧;同寺玉渓堂主､盤玉 ばんぎょく ? ｰ ? 1723存

｢教観綱宗考｣著

盤玉( ･佐竹) → ( ･佐竹 ､絵師) Ｂ１３９３ばんぎょく えいかい さたけ永海



半局庵( ) → ( ･木村･笠家､俳人) Ｂ１１４３はんきょくあん いっし逸志

半漁者六村( )→ ( ･中臣､歌人/狂歌) Ｃ１４７５はんぎょしゃろくそん おおかげ正蔭

汎近( ･森本) → ( ･森本 /紀､国学/歌) Ｍ３７０８はんきん ひろちか もりもと汎近

H3643 ( ･五返舎 ) 江戸芝の菓子商/のち深川六軒堀に移住、半九 はんく ごへんしゃ ?ｰ ?

戯作;初世十返舎一九門､1813｢五斗米名誉滝水｣17｢桃太郎宝撰取｣｢化物大福餅｣著、

1849｢臍の茶わかし｣､｢茶番今様風流｣｢落噺仕立おろし｣｢心学穴さがし｣｢福鼠宝入船｣著､

[五返舎半九(;号)の別号] 銀鈴亭

L3612 ( :法諱) 鎌倉期;南都興福寺の法師/歌;1237刊[楢葉集]2首入、範空 はんくう ? ｰ ?

[律師尊海(のち法印権大僧都)月次の歌、

伊勢志摩やかすまずとてもおほよどの浦のまつ風ゆるく吹くなり](楢葉;雑750)

H3645 ( ･示観房) 京黒谷の浄土宗金戒光明寺7世､示導康空門、範空 はんくう ? ｰ 1353

のち黒谷6世任空門､浄土義の弘通に尽力､歌:新拾遺1718、

[いとどなほ行き来もたえて世をいとふ山のかひある庭の白雪](新拾遺:雑1718)

H3646 (2世 ･金井 ､屋号;筒屋､金井三笑の長男) 江戸歌舞伎市村座作者/奥役、半九郎 はんくろう かない ?ｰ?

金井三鳥･初世金井由輔の兄

半九郎(初世 ･金井)→ ( ･金井 ､歌舞伎作者)２０５２はんくろう さんしょう かない三笑

半九郎( ･田宮) → ( ･田宮 ､藩士） Ｉ３６５２はんくろう はんべえ たみや半兵衛

半九郎( ･青木) → ( ･青木 ､歌人) Ｋ３２７３はんくろう ながひさ あおき存久

半九郎( ･田林) → ( ･田林 ､商家/国学) Ｈ１０８５はんくろう ありとも たばやし有友

半化( ) → ( ･高桑､俳人/画) ４８０３はんげ らんこう闌更

H3647 ( ) 江中期江戸俳人:心祇 [魚貫 ]門/四時観派､半渓 はんけい しんぎ ぎょかん? ｰ ?

1716(享保元)｢井蛙問答｣-35｢麓集｣編

H3648 ( ･石川 ､名;善衛､円意堂) 江後期陸中盛岡の商人､俳人:姫岳門､汎兮 はんけい いしかわ ?ｰ?

1822｢汎兮筆鈔録｣

飯渓( ･目黒) → ( ･目黒 ､医者) Ｇ３１３３はんけい どうたく めぐろ道琢

半渓( ･浅井) → ( ･浅井 ､藩士/詩) Ｉ１８７５はんけい げんこう あさい玄香

半渓( ･岡/広瀬) → ( ･広瀬/岡､医者) ３９０５はんけい ほあん保庵

胖卿( ･横山) → ( ･横山 ､藩士/儒者/歌人)Ｍ３７３３はんけい ひろし よこやま広

範経( ;法諱) → ( ;法諱､僧/歌人) Ｌ３６０８はんけい はんきょう範経

攀卿( ･中川) → ( ･中川､医者/蘭学者) Ｊ２１１９はんけい じゅんあん淳庵

潘蹊( ･齋藤) → ( ･齋藤 ､神職/国学) Ｘ２６３２はんけい たすく さいとう多須久

渓( ･長谷川) → ( ･長谷川/佐藤､和算家) Ｈ３７４６はんけい ひろむ弘

繁景( → ･朝倉)→ ( ･朝倉 ､武将/家訓) Ｌ２６６６はんけい しげかげ たかかげ あさくら孝景

3640 ( ･大槻 ､玄沢2男/本姓;平) 江戸の学者/漢籍;父門/儒;井上四明門､磐渓 ばんけい おおつき 1801ｰ7878

1816昌平黌入;林述斎門､1832(天保3)陸前仙台藩江戸藩邸の侍講(父が仙台藩医)､

1841(天保12)武州徳丸ｹ原の高島秋帆の西洋砲術演習参加;大塚同庵門/開国論を主唱､

1862(文久2)仙台に移住;藩校養賢堂の学頭副役､1869佐幕側の故入獄/71出獄､

東京で亡国の遺臣として風雅の道に遊ぶ､詩人;藍涯･直温 と3詩友､如電･文彦の父、なおはる

｢仏蘭西王詞十二首｣/1854｢近古史談｣65｢国史百詠｣｢遠西紀聞｣｢奇文欣賞｣｢昨夢詩暦｣著、

詩文集｢寧静閣集｣(15巻)｢磐渓詩鈔｣､｢磐渓随筆｣外著多数､詩｢題太田道灌借蓑図｣が有名、

[磐渓(;号)の幼名/名/字/通称/別号]幼名;六次郎、名;清崇 、字;士広、きよたか

通称;平次、別号;江陰(江隠)/磐翁/卍翁､寧静/寧静子/鴻漸斎､ 法号;尚文院

H3649 ( :法諱) 出羽の真宗明覚寺住職､｢真宗勧辨談｣著蟠 ばんけい ? ｰ ?

H3650 ( :法諱･宝厳;字) 磐城真言僧;宥春阿闍梨門;出家､智積院で修業､鑁啓 ばんけい 1718ｰ9477

湛慧門;倶舎･唯識を修学､快侃･洞泉･浄空門;中性院流･幸心流を受､

1773江戸眞福寺24世/80智積院23世;82僧正､1787智積院を退隠､｢六太法身問答｣著、

1784｢金剛界伝授私記｣｢胎蔵界伝授私記｣｢不動護摩伝授私記｣著､｢護摩口説記｣著

盤珪( :道号) → ( :法諱･盤珪､臨済僧) Ｂ４７４４ばんけい ようたく永琢

万頃( ･鈴木) → ( ･鈴木 ､藩士/儒者) Ｇ１１４４ばんけい いちめい すずき一鳴

万頃( ･益田) → ( ･益田 ､篆刻家) Ｈ１６８７ばんけい きんさい ますだ勤斎



盤渓隠士( ) → ( ;号､浄土僧/歌/紀行) Ｃ１７１８ばんけいいんし くうあ空阿

攀桂堂( ) → ( ･勝村､京書肆) Ｐ２１６８はんけいどう じえもん治右衛門

半偈斎( ) → ( ･玉澗､臨済僧/詩人) Ｋ１８０７はんげさい げんしょく元寔

伴月( ･熊谷) → ( ･熊谷 ､商人/勤王家)Ｂ３２５１ばんげつ なおたか くまがい直孝

半月庵( ) → ( ･小渕 ､俳人) Ｈ１８６０はんげつあん げんあ おぶち幻阿

攀月観( ) → ( ･真田幸弘､藩主/俳歌人)１６９８はんげつかん きくつら菊貫

半月斎( ) → ( ･秦 ､儒者) Ｄ４８０３はんげつさい らんてい はた蘭汀

半月亭( ) → ( ･軽森 ､藩士/俳人) Ｅ４５３３はんげつてい やよう かるもり野楊

半化房(初世 ) → ( ･高桑､俳人) ４８０３はんげぼう らんこう闌更 1726ｰ98

半化房(2世 ) → ( ･遠藤､闌更門俳人) Ｂ３０２１はんげぼう ていしょう貞松 1759ｰ98

半化房(3世 ) → ( ･菅､俳人) Ｊ２８１５はんげぼう ちょうせい長成 1794ｰ1831

H3651 ( :法諱､法印尊憲男/俗姓;藤原) 法相宗興福寺僧;憲弘門、範憲 はんけん 1247ｰ1339長寿93歳

三蔵院を開く/1282護摩会講師/99興福寺別当/1307大僧正;通称三蔵院大僧正､

歌人;1315｢詠法華経和歌｣参/｢布留社三十六首歌｣勧進､勅撰11首;

新後撰(693/1254)玉葉(187/2537)続千(1005/1014)続後拾(1309)風(3首)新千(732)、

[さとるべき道とてさらに道もなし迷ふ心も迷ひならねば](新後撰;釈教693/迷悟一如)

畔見( ･石田) → ( ･石田 ､歌人) Ｅ１７０３はんけん くろみ いしだ畔見

繁憲( ･山内) → ( ･山内 ､商家/国学/神職)Ｚ２１９４はんけん しげのり やまうち繁憲

H3652 ( ､藤原為業[寂念]男) 藤原為忠の孫/為経(寂超)･頼業(寂然)の甥、範玄 はんげん 1137ｰ9963

興福寺の法相僧;1170法橋､72最勝講講師/73権律師､元興寺別当/蓮花王院修理別当、

1185(元暦2)権大僧都/88法印/91法隆寺別当/95興福寺別当､南都仏教界の重鎮、

1198(建久9)後鳥羽上皇との対立激化;玄俊が興福寺衆徒を扇動の理由で佐渡へ配流、

間もなく権僧正;辞任､中山に籠居､三蔵院主、

歌人;奈良歌壇の重鎮/九条兼実･寂蓮･藤原教長･顕昭と交流､

1178賀茂別雷社歌合/95民部郷経房家歌合参加/自坊で歌合を主催､

月詣集･玄玉集･楢葉集(13首)入､

勅撰5首;千載(4首132/596/1188/1269)続後撰(279)、

[花の春かさなるかひぞなかりける散らぬ日数のそはばこそあらめ](千載;春132、

閏三月尽に詠む/花が散らぬ日数が加わらないなら閏月も甲斐がない)、

[いとはるる我が身ならずはいかにして人のつらさを思ひしらまし](楢葉;恋429)、

[範玄(:法諱)の号] 中山 僧正/伊賀僧正、二条院三河内侍の兄、なかやまの

☆息子;覚範(法橋)･玄俊(権律師/配流)･信定(尋定/律師)･信舜(法眼)･円経(僧正)

蕃謙( ･林) → ( ･林 ､藩士/国学) Ｒ４０９２ばんけん まさかた はやし正謙

万元(番現 ;字) → ( ;法諱･万元/番現､真言僧)Ｄ１３４９ばんげん えかい慧海

蕃元( ;名) → ( ､茶人) Ｊ１６５０ばんげん きあん喜安

半間主人( ) → ( ･北原 ､藩士/詩/画) Ｑ２２０４はんげんしゅじん しんり きたはら秦里

半兼老人( ) → ( ･浅野屋､畳業/書家) Ｘ２１９８はんけんろうじん しゅうだい秋台

H3653 ( ･森 /袴田 ､森 暉昌 女) 遠州浜松郷曳馬五社神社の神官家の生､磐子 はんこ もり はかまだ もり てるまさ 1718ｰ9679

国学:父門/歌文;賀茂真淵門/琴も嗜む､袴田為寿 の妻(入婿)､ためかず

内山真竜夫妻･高林方朗らと交流､

家集｢玉かしは｣著(288首;高林方朗撰)､本居大平｢八十浦の玉｣上巻入､

[磐子(;名)の別名] 繁子 ･ /はんしげこ しげきこ

[夏山の木陰に立ちて見渡せば遠里小田に早苗とる見ゆ]、

(八十浦;上175/山辺に行きて遠方に苗ううるを見て)

H3654 ( ･小林 ) 信州善光寺新町の穀物商/素封家､反古 はんこ こばやし 1742ｰ 181776

俳人:戸谷猿左/のち一茶門､成美主催の月並で北信濃の取次役､蕪村と交遊､

遠州流活花;嶋一秀門､｢時津風東道の記｣｢東都道の記｣｢都詣で木曾の記｣著､

｢反古発句集｣｢越後二十四輩道之記｣著、

[反古(;号)の通称/別号]通称;久七、別号;撞木林 /秀古、屋号;美濃屋しゅもくりん

H3655 (初世 ･羽鳥 ) 上州群馬郡板井の生/楯村の佐藤家養嗣;半湖 はんこ はとり 1810 ｰ 188273



養父の虐待を受け家出､俳人:可布庵逸淵門/禅学;松島瑞巌寺上人門､全国行脚､

のち江戸住;名声を得る/1880帰郷､高井半湖(2世)の師、

1862｢椿塚集｣編/70｢広涯五百題｣74｢半湖句集｣著､

ていしゅうあん[半湖(;号)の通称/別号]通称;秀乃進、別号;半海/州庵

範古( ･山崎) → ( ･山崎､藩家老/系譜作成)Ｆ３５５１はんこ のりひさ範古

畔古( ･杉村) → ( ･杉村 ､神職/俳人) Ｅ１１８９はんこ いえとも すぎむら家友

磐湖( ･福田) → ( ･福田 ､絵師) Ｈ３６５９はんこ はんこう ふくだ半香

半吾( ･内田) → ( ･内田､藩士/和算家) Ｂ３７７０はんご ひさなが久命

H3656 ( ･六華亭) 備前下津井俳人:支考門,備中の除風/露堂と親交、盤古 ばんこ ? ｰ ?

1705(宝永2)師支考を迎え｢乙酉紀行｣編､1705｢六華集｣編

I3685 ( ) 安藝宮島連歌/俳人;野坡門､1716露川｢西国曲｣入､伴古 ばんこ ? ｰ ?

1730里紅(廬元坊)｢藤の首途｣入､39｢伊都岐(厳)島八景｣厳島連中共編(以金/胡洞/伴古)

H3657 ( ･金井 ､長久男) 上州佐位郡島村の豪農の生/儒;古賀精里門、万戸 ばんこ かない 1770?ｰ183263?

俳人:似鳩/蓼太門､酒井抱一･谷文晁と交流､

1814｢東海紀行｣著､26｢誹諧言葉廼本鏡｣｢誹諧言葉廼花籠｣編､27-31｢島農眞砂｣初-三編､

1周忌追善集｢竹の落葉｣､莎邨 /烏洲 の父、さそん うしゅう

[万戸(;号)の名/字/通称/別号]名;長徳､字;伯恵､通称;文八郎/彦兵衛、

別号;対/華竹庵/呑山楼/馬鹿[歌]山人

伴古( ･樽井) → ( ･樽井 ､醸造業/歌人) Ｖ３１７４ばんこ ともひさ たるい伴古

盤古(万古 ･未来坊)→ ( ･山村､時雨窓2世､俳人) Ｂ１８１２ばんこ げっそう月巣

番虎( ;俳名) → (3世 ･嵐､歌伎役者) Ｅ２０１５ばんこ さんえもん三右衛門

半古庵( ) → ( ･丹羽 ､藩主) Ｄ４１５３はんこあん みつしげ にわ光重

万古庵( ) → ( ･小川､俳人) Ｅ１１６４ばんこあん いんとく尹督

H3658 ( ･岡田 ､名;粛､字;子羽､米山人 男) 大阪米穀商/文人画;父門､半江 はんこう おかだ べいさんじん 1782ｰ184665

伊勢津藩大坂蔵屋敷に出仕､山陽/竹田/平八郎らと交遊､1810安積家障壁画を父と合作、

1841｢春霞起鴉図｣､｢住吉眞景図｣画､ [半江の別号] 寒山/独松楼

H3659 ( ･福田 ､名;佶 ､眞直 男) 遠江目附宿の旅籠の生、半香 はんこう ふくだ きつ まさなお 1804ｰ6461

絵師;1813頃掛川藩御用絵師村松以弘門/1824江戸の匂田台嶺門､写生と花鳥画を独学、

1830;改号;半香､1833(天保4)渡辺崋山門､師に従い江戸で活動;高弟/崋山十哲の1、

南画家山水画に長ず;関東を旅巡業､1840蟄居中の師を三河田原に慰問;書画会を企画、

田原藩の疑惑で師崋山を切腹に追い込む原因となる､悔恨消沈後;緻密繊細な作品を描く、

晩年;水墨画､｢洞房春意｣補､｢浅絳山水図｣｢秋景山水図｣｢冬景山水図｣｢山水図屏風｣画、

[半香(;号)の字/通称/別号]字;吉人、通称;恭三郎､

別号;磐湖 (;初号)/暁夢/暁夢生/暁斎/松蔭山房/松蔭邨舎はんこ

半江( ･市河) → ( ･市河/河､詩人) １５４８はんこう かんさい寛斎

胖広( ･宮沢) → ( ･宮沢 ､詩人) Ｄ２８６３はんこう ちくどう みやざわ竹堂

範行( ･稲若) → ( ･稲若 ､藩士/武術/歌)Ｈ３５３９はんこう のりゆき いなわか範行

範綱( ･藤原) → ( ･藤原､平安期歌人) Ｆ３５０８はんこう のりつな範綱

範綱( ･藤原) → ( ･藤原､鎌倉期歌人) Ｇ３５４５はんこう のりつな範綱

繁高( ･日夏) → ( ･日夏 ､藩士/兵学者) Ｃ２１３０はんこう しげたか ひなつ繁高

繁高( ･生島) → ( ･生島 ､神職) Ｎ２１３６はんこう しげたか いくしま繁高

幡光( ;字) → ( ;法諱､融通念仏僧) Ｉ２４７０はんこう せんかい詮海

蟠岡( ･吉岡) → ( ･吉岡 ､俳人) Ｃ１２８７はんこう うじん よしおか羽人

泛梗( :号) → ( ;道号･宗良､臨済僧) Ｉ１８８６はんこう けんこく賢谷

H3660 ( ･江 /江幡 ､通貞の長男) 羽後秋田大館の儒者/詩;大沼枕山門､晩香 ばんこう えばた 1805ｰ8177

書画/歌/俳諧に通ず､家塾開設､｢晩香詠草｣｢晩香詩集｣｢晩香詩文｣｢晩香園間話｣著、

｢田園詩集｣｢却余閑集｣｢漁樵話資｣｢和歌人物百題｣｢和漢人物百詠｣｢雅纂｣著、

妻;小屋岩子 (;歌人)､通静 ･通理 の父、いわこ みちきよ みちまさ

[晩香(;号)の名/字/通称]名:通寛 、字;子厚、通称;味右衛門みちひろ

H3661 ( ･多賀､字;君于､笠沢 ､宣平男/本姓平) 江戸期文筆家､｢笠沢筆塵｣磐鴻 ばんこう りゅうたく ?ｰ?



K3628 ( ･渋江 ､涒灘 3男) 肥後菊池郡の代々の教育者;父門、晩香 ばんこう しぶえ とんだん 1833ｰ191482

公穀の弟､14歳のとき父没/学問;木下梅里門/のち梅里兄の木下韡村 門;いそん

1857(25歳)韡村塾在塾中に肥後藩家老家に招聘:教育係、

1863(31歳)藩命で大津郷文芸指南役/大津に渋江塾(紫翠山房)を開設､

のち帰郷;菊池神社宮司､1873私塾[遜志堂]開設;1906まで門弟1500名､

[晩香(;号)の名/字/別号]名;公雄/ 、字;子訥、別号;遜志堂公木きみき

万香( ･前田) → ( ･前田､藩主/本草/歌) Ｏ３１０１ばんこう としやす利保

晩香( ･石黒) → ( ･石黒 ､藩士/国学者) Ｇ３２８５ばんこう なぶち いしぐろ魚淵

晩香( ･沢井) → ( ･沢井 ､儒/詩人) Ｋ１５２５ばんこう かくてい さわい鶴汀

晩香( ･岡部) → ( ･岡部 ､儒者/詩人) Ｅ１６２５ばんこう きくがい おかべ菊涯

晩香( ･半井) → ( ･半井 ､藩士/医者) Ｆ２８７６ばんこう ちゅうあん なからい仲庵

晩香( ･松倉) → ( ･松倉 ､藩士/財政/記録)２１８７ばんこう じゅん まつくら恂

晩香園( ) → ( ･青木/湯浅､蘭方医者) ３９８５ばんこうえん ほうさい芳斎

万垢君( ) → ( ･萩野/孔平 ､藩士/儒)Ｉ１６７４ばんこうくん きゅうこく くびら鳩谷

晩香山人( ) → ( ･五弓 久文､国学/儒)Ｅ２４５１ばんこうさんじん せっそう ごきゅう雪窓

晩香廬( /晩香堂)→ ( ･塩谷 ､儒/詩) ３１０３ばんこうろ とういん しおのや宕陰

範国( ･平) → ( ･平 ､廷臣/歌人) Ｅ３５４５はんこく のりくに たいら範国

H3662 (磐谷･初世 ･志水 ) 大阪の俳人:宗因門､江戸瀬戸物町住､1702帰阪､盤谷 ばんこく しみず 1679ｰ174870

1702｢桑梓格 ｣編､1702｢花見車｣入､追善集｢冬至梅｣(栖鶴編)､門弟尾谷が盤谷2世嗣、そうしかく

[鍋のまゝ洗足 とらん花のくれ](花見車;83/陸奥の旅;盥でなく鍋のまま洗足)、せんぞく

[盤谷の別号] 泉亭/泉宇/泉于/雪香斎

H3663 ( ･熊坂/熊阪 ､台州男) 寛政享和1789-1804頃岩代伊達郡高子の儒者､磐谷 ばんこく くまさか ?ｰ?

漢学;父門､江戸で谷文晁と交流､父の跡を継嗣､1787｢信達歌｣注/1800｢南遊梱載録｣編、

1801｢戌亥遊嚢｣著/03｢永慕後編｣編/1822刊｢継志編｣｢継志後編｣編､

｢西遊紀行別録考証｣｢游相稿｣｢磐谷山人稿｣著､

[磐谷(;号)の名/字/通称]名;秀、字;君実/君美、通称;宇太郎/宇右衛門

父 → ( ･熊坂 ､1739-1803､儒者/教育)２６０５台州 たいしゅう くまさか

H3664 ( ･吉田 ､名;全､字;士徳/通称;源之助) 筑前福岡藩儒､盤谷 ばんこく よしだ 1776ｰ182752

｢紀奉仕抄｣｢宋元明鑑｣｢元警備編｣著

盤谷(2世 ) → (初世 ､俳人) ３７５４ばんこく びこく尾谷

磐谷( ) → ( ･今泉､歌人) Ｆ２８１８ばんこく ちはる千春

盤谷( ･野呂) → ( ･野呂 ､儒者/詩人) Ｃ２２１２ばんこく しょうろ のろ松廬

万国( ･宗春) → ( ;道号･宗春;法諱､曹洞僧)Ｋ４０５２ばんこく まんこく万国

半孤軒( ) → ( ･半孤軒/一三子､俳人) Ｅ２４１８はんこけん せいが省我

万古亭( ) → ( ･鈴木 ､藩士/俳人) Ｈ１６１１ばんこてい きょかく すずき去角

半五郎( ･須藤) → ( ･須藤 ､藩士/教授) ３９９１はんごろう ぼうさい すどう忘斎

半五郎( ･佃屋) → ( ･青木､儒/蘭学/甘藷研究)１９５５はんごろう こんよう昆陽

半五郎( ･吉沢) → ( ･吉沢､国学/俳人) Ｄ２４９６はんごろう せきりゅう尺竜

半五郎( ･近藤) → ( ･近藤 ､国学者/歌) Ｄ４１６７はんごろう みつすけ こんどう光輔

半五郎( ･辻) → ( ･辻/源/三枝､幕臣/歌人)Ｆ４４３６はんごろう もりきよ守静

半五郎( ･門阪) → ( ･門阪 ､商家/国学) Ｗ２６５４はんごろう たかよし かどさか登吉

半五郎( ･沢田) → ( ･沢田 /奥田､国学者) Ｑ４００４はんごろう まさたけ さわだ正武

半五郎( ･吉田) → ( ･吉田 ､庄屋/尊攘家) Ｑ４７０６はんごろう よしみつ よしだ芳充

蕃五郎( ･北) → ( ･北 ､幕臣/歌) Ｂ４５０６ばんごろう やすおき きた保興

繁根( ･千頭) → ( ･千頭 /菅原､藩士/歌)Ｐ２１２８はんこん しげね せんどう繁根

磐根( ･阿部) → ( ･阿部･阿閉･阿幣 ､国学者)Ｉ１１４３ばんこん いわね あべ磐根

磐根( ･木宮) → ( ･木宮 ､戸長､国学/歌) Ｋ１１１５ばんこん いわね きみや磐根

磐根( ･安部井) → ( ･安部井 /源､藩士) Ｊ１１７５ばんこん いわね あべい磐根

磐根( → ･日比野/水谷)→ ( ･水谷､商家/国学)Ｓ２６２８ばんこん いわね たみひこ民彦

磐根( ･斎藤) → ( ･齋藤 ､村長/国学) Ｋ１１２９ばんこん いわね さいとう磐根



磐根翁( ) → ( ･深沢 ､神職) Ｂ２９４４ばんこんおう つねあい ふかざわ常逢

H3665 ( ･松波 /森 ) 美濃岐阜加納の脇本陣松波藤右衛門の弟､半蓑 はんさ まつなみ もり 1815ｰ6652

森家の養子､岐阜加納町の醤油業､儒;加納藩儒吉田東堂門､詩人/謡曲に通ず､

俳人:青木奚花坊門;加納の文台を受く､1860(万延元)｢寒梅集｣著、

[半蓑(;号)の通称/別号]通称;孫作、別号;雨後園、法号;敬徳院

範佐( ･平沢) → ( ･古筆 ､鑑定家/俳) Ｈ４９５６はんさ りょうさ こひつ了佐

H3666 ( ･勝田 献､荒井保之男/広孝養嗣) 幕臣;儒官/徒目付/1828書物奉行､半斎 はんさい かつた 1780ｰ183152

昌平黌出/詩･文章､1823｢声応集｣､｢貧政｣｢声応集｣｢御悍馬説｣｢雑説四首｣｢半斎摘稿｣､

[半斎の字/通称] 字;士信/子信/成信､通称;弥十郎

H3667 ( ･名越 ､名;政敏､富田敏好男) 名越 南渓 の養子/水戸藩士､范斎 はんさい なごや なごや なんけい1782ｰ184362

儒者､｢文苑授簡｣編、 [范斎(;号)の通称]通称;十蔵

半斎( ･細合/合) → ( ･細合 ､儒/詩/書家) Ｏ３１５８はんさい となん ほそあい斗南

半斎( ) → ( ･宮本､俳人) Ｅ３６９８はんさい はちろう八朗

半斎( ･田中) → ( ､田中､狂歌) Ｂ４８９１はんさい らんけいていいずみ蘭渓亭泉

般斎( ･亀屋) → ( ､俳人) Ｋ１６９２はんさい きじょう亀丈

範済( ;字) → ( ;法諱･範済､真言律僧) Ｌ１６１６はんさい ぎたん義潭

3641 ( ･加藤 ､新五左衛門男) 京生/1635(11歳)父に死別;祖父忠兵衞に養育、磐斎 ばんさい かとう 1625ｰ7450

儒;松永尺五門/歌･歌学:松永貞徳門､神道;ト部家入門/俳諧を嗜む､古典研究に専念､

小野山に隠棲/各地漂泊行脚/1665摂津山田に隠棲､1655｢土佐日記見聞抄｣編、

1660｢伊勢物語初冠｣/61｢徒然草抄｣｢諷 増抄｣/62｢新古今増抄｣65俳論｢俳諧談｣著､うたい

1668｢伊勢物語新抄｣/69｢詠歌大概註｣｢百人一首増抄｣/74｢方丈記抄｣､｢大原紀行｣著、

｢光源氏物語大意｣｢大和物語抄｣｢三十六人歌仙和歌抄｣｢芳野花見記｣著､外著多数､

没後;1676西鶴｢古今誹諧師手鑑｣入､歌;1722松堅[倭謌五十人一首]入、

[枕してこれに初音や時鳥](手鑑)、

[紅葉する色にかへてや峰の松かしこき御代の冬にあふらし](倭謌五十人一首;3、

冬嶺松/陶潜;秋月は明輝を揚げ 冬嶺孤松秀づ[四季])、

[加藤磐斎(;号)の通称/別号]通称;新太郎/浜五郎、

別号;盤斉/踏雪軒/臨淵軒､冬木斎/等空/槃柴/槃斎/盤斎/灘淵 /臨淵だんえん

H3668 ( ･岡田 /本姓;吉川､初姓;牧村 ) 奈良の僧;1677母に死別;仏門､磐斎 ばんさい おかだ まきむら 1661ｰ174484

1682江戸で岡田家を継嗣/40歳頃儒仏を棄て神道家;正親町公通･玉木正英門､

跡部良顕と親交/門人への神道伝授に尽力､｢玉籤集口伝｣｢口授秘伝｣｢神学承伝記｣著、

｢渾沌伝｣｢十首神宝伝｣｢神楽伝｣｢神道輯拾｣｢神の鳥居｣｢磯波翁家集｣外著多数､

[磐斎(;号)の名/通称/別号]名;正利、通称;左近/左衛門、別号;磯波翁 /潮翁、いそなみおう

法号;元有院

H3669 ( ･市川 ) 兄市川忠篤の養子;安藝広島藩儒､儒;香川南浜門;晩斎 ばんさい いちかわ 1766ｰ183166

1794南浜の家塾修業堂の助教;古学を教導と塾の運営､1819(文政2)広島藩勘定所詰;

｢芸藩通志｣編纂に参画(総督は頼杏平)､1821修業堂教授に戻る/藩学問所にも出仕、

1823｢南浜香川先生行状｣著、

[晩斎(;号)の名/字/通称]名;寧、字;君安、通称;太輔

磐斎( ･吉弘) → ( ･吉弘 ､藩士/儒者) Ｂ１６０１ばんさい きくたん よしひろ菊潭

蕃斎( ･賀川) → ( ･賀川 /太田､医者) Ｗ２１６８ばんさい しゅうえき かがわ秀益

H3670 ( ･和久 ､又兵衞宗是2男) 母;和久掃部女､大阪の生,半左衛門 はんざえもん わく 1578ｰ163861

豊臣秀頼の右筆､1614冬陣;豊臣家密書を伊達政宗陣に持参途中東軍に捕虜;

伊豆三島に禁錮､1616伊達政宗の請願で赦免;政宗の家臣､1619近習;1千石余を領す;

栗原郡沼倉村に住､書:近衛信尹(三藐院)門､律呂;大森宗勲門/馭馬;森吉則門､

晩年は書家として門弟指導､｢百人一首｣｢和久半左衛門手本｣書､｢朝鮮征伐略記｣著、

[半左衛門(;通称)の名/別通称/号]名;宗友/是成/俊英/隆宗､ 別通称;出雲、号;是安

H3671 ( ;通称･平山 ) 陸奥五所川原福川村の肝煎/庄屋、半左衛門 はんざえもん ひらやま 1642ｰ171271

村の開発に尽力､1690息子の孫十郎に家督を譲る､家日記｢平山日記｣著

K3683 ( ;通称･三浦 ､名;忠良 ) 長門萩藩士;手元役、半左衛門 はんざえもん みうら ただよし ?ｰ1815



[門毎の小松にふるゝ風迄も千とせを呼ばふ御代の初春]([萩の歌人]入)

半左衛門( ･松平)→ ( ･松平/鈴木､藩士/歌人)Ｈ４７００はんざえもん よしまさ可正

半左衛門( ･朝比奈)→ ( ･朝比奈 ､藩士/武術)Ｆ４７２７はんざえもん よしなが あさいな可長

半左衛門( ･伊奈)→ ( ･伊奈 ､代官/河川工事/救民)Ｋ２６４７はんざえもん ただのぶ いな忠順

半左衛門( ･木津/服部)→ ( ･服部/木津､藩士/俳人)３１５７はんざえもん どほう土芳

半左衛門( ･水野)→ ( ･水野 /荒尾､旗本幕臣)Ｌ４４９３はんざえもん もりまさ みずの守政

半左衛門( ･朽木)→ ( ･朽木 /源､幕臣/歌)Ｋ３２１１はんざえもん なおつな くつき尚綱

半左衛門( ･三木)→ ( ･三木/源､藩士/記録) Ｆ４６８２はんざえもん ゆきもと之幹

半左衛門( ･宮田)→ ( ･宮田 ､藩士/記録) Ｈ１６３８はんざえもん きよさだ みやた清貞

半左衛門( ･河崎)→ ( ･河崎､神職/医者) Ｂ３５４５はんざえもん のぶさだ延貞

半左衛門( ･堀田)→ ( ･堀田 ､和算家) Ｆ４７３８はんざえもん よしなり ほった吉成

半左衛門( ･太田)→ ( ･太田 ､儒者;韻学) Ｐ２１９７はんざえもん しき おおた子規

半左衛門( ･小川)→ ( ･小川 ､藩士/歌) Ｇ４６６８はんざえもん ゆきみね おがわ行岑

半左衛門( ･名倉)→ ( ･名倉 ､藩士/日記) Ｄ３５４７はんざえもん のぶみつ なくら信充

半左衛門( ･間部/遠山)→ ( ･遠山 ､幕臣)Ｅ３５３９はんざえもん のりかた とおやま則象

半左衛門( ･佐善)→ ( ･佐善 ､藩儒臣) ５１２７はんざえもん れいこう さぜん礼耕

半左衛門( ･須田/長谷川)→ ( ･長谷川､馬光､幕臣/俳人)２５２９はんざえもん そまる素丸

半左衛門( ･浅井)→ (3世 ･浅井 ､俳人) Ｊ４９６７はんざえもん りょうわ あさい寥和

半左衛門( ･加藤)→ ( ･加藤､空門子/俳人) Ｂ１２５８はんざえもん うんどう雲堂

半左衛門( ･吉田)→ ( ･吉田 ､藩士/俳人) ３８４８はんざえもん ふうけい よしだ風圭

半左衛門( ･大西)→ ( ･大西 ､俳人) Ｅ１６６７はんざえもん ぎんぼく おおにし吟墨

半左衛門( ･三木屋)→ ( ･寺崎､儒/詩) ５１３７はんざえもん れいしゅう洲

半左衛門( ･沼田)→ ( ･沼田 ､藩士/絵師) Ｈ１８０５はんざえもん げっさい ぬまた月斎

半左衛門( ･末守)→ ( ･末守 ､俳人) Ｂ５２８２はんざえもん ろかく すえもり芦角

半左衛門( ･岩手)→ ( ･岩手 ､藩士/歌人) Ｊ４４３４はんざえもん もりお いわて盛雄

半左衛門( ･吉田)→ ( ･吉田 /藤原､歌人) Ｍ４０１８はんざえもん まさあき よしだ正顕

半左衛門( ･徳永)→ ( ･徳永 ､国学者) Ｖ１５１２はんざえもん かずのぶ とくなが一信

半左衛門( ･原) → ( ･原 ､蝦夷開拓/地誌) Ｚ２６１１はんざえもん たねあつ はら胤敦

半左衛門( ･長雄)→ ( ･長雄 /修姓;長､書家)Ｈ１９４６はんざえもん こううん ながお耕雲

半左衛門( ･倉科)→ ( ･倉科 ､歌人) Ｐ４０４６はんざえもん まれこと くらしな希言

半左衛門( ･奈良井)→ ( ･奈良井 /高山､歌人) Ｋ３７３４はんざえもん ひでとみ ならい秀萃

半左衛門( ･宍野)→ ( ･宍野 ､藩士/神職/扶桑教)Ｎ３２３１はんざえもん なかば ししの半

判左衛門( ･高橋)→ ( ･高橋 ､儒者/詩人)Ｈ３１７６はんざえもん とうよう たかはし東陽

判左衛門( ･恒川)→ ( ･恒川 ､藩士/歌) Ｎ３１４６はんざえもん としひさ つねかわ登壽

判左衛門( ･原田)→ ( ･原田 ､藩士/国学) Ｓ４０００はんざえもん まさひで はらだ眞英

繁作( ･唐木) → ( ･唐木 ､商家/国学/歌)Ｍ４７２７はんさく よしたけ からき善武

H3672 ( ･大島 ) 上州新田郡大島村太田の名主/国学者･歌人､伴作 ばんさく おおしま 1806ｰ188479

国学;生田万門/歌:橘冬照門､1868京都御歌所高松保実の命で上野国和歌説諭取締兼幹事､

1874新田神社の社掌､｢雅俗雑記｣｢上洛紀行｣著､1874歌集｢新田百首詠和歌｣著、

よしのり[伴作(;通称)の名] 幸吉(幼名)/義矩

盤錯狂生( )→ ( ･一色 ､藩士/漢学者)Ｓ２１４８ばんさくきょうせい しげひろ いっしき重煕

H3673 ( ;法諱･厚誉/不絶;号) 浄土宗布教僧:京北野浄円寺住持､1686｢茶考｣著､盤察 ばんさつ ?ｰ1730

1689｢観心往生論直解｣99｢八相事略｣1715説話｢扶桑故事要略｣21｢除睡鈔｣22｢温故要略｣著、

1723｢勧化求道集｣28｢因果応報要略｣著､長編説話｢小夜中山霊鐘記｣著(没後1748刊)

半三郎( ･井上)→ ( ･井上 ､幕臣/連歌) Ｒ２１８５はんざぶろう しげなり いのうえ重成

半三郎( ･堀) → ( ･堀 ､儒者) ３２５７はんざぶろう なおあき ほり直詮

半三郎( ･加藤)→ ( ･加藤 ､儒者) Ｇ２２５５はんざぶろう しょうあん かとう章庵

半三郎( ･林) → ( ･林､名主/国学/歌人) Ｄ３５３５はんざぶろう のぶみ信海

半三郎( ･林) → ( ･林､信海男/名主/国学) Ｊ３５６５はんざぶろう のぶただ信徒

半三郎( ･林) → ( ･林/岩田､信徒の養子/名主)Ｊ３５６６はんざぶろう のぶおみ信臣



半三郎( ･鳥居)→ (2世 ･鳥居 ､絵師) Ｄ１６６０はんざぶろう きよます とりい清倍

半三郎(2世 ･藤川)→ ( ･藤川､歌舞伎役･作者)Ｆ２０１７はんざぶろう さこく茶谷

半三郎( ･松葉屋)→ ( ･山下､酒造業/俳人) Ｅ３７５３はんざぶろう ひゃくじ百二

半三郎( ･松葉屋)→ ( ･山下､百二男/俳人) Ｅ３７５４はんざぶろう ひゃくじ百慈

半三郎( ･石川)→ ( ･石川 ､神道家) Ｇ４６５２はんざぶろう ゆきつぐ いしかわ往次

半三郎( ･西原)→ ( ･西原､一甫､藩士/国学) Ｃ４７５０はんざぶろう よしかず公和

半三郎( ･奥山)→ ( ､奥山 ､漢学者) Ｔ２１２１はんざぶろう しけん おくやま四娟

半三郎( ･津田)→ ( ･津田 ､幕臣/外交) Ｈ４０４５はんざぶろう まさみち つだ正路

半三郎( ･野原)→ ( ･野原 /桑原､商家/国学)Ｒ４０４９はんざぶろう まさあき のはら正明

半三郎( ･野原)→ ( ･野原 ､国学者/歌) Ｍ４００８はんざぶろう まさもと のはら正基

半三郎( ･中山)→ ( ･中山 /柴田､藩執政)Ｈ４６０７はんざぶろう ゆきあつ なかやま行篤

半三郎( ･大鐘)→ ( ･大鐘 /山本､藩士/歌)Ｉ３８０５はんざぶろう ふゆみ おおがね冬海

半三郎( ･木村)→ ( ･木村 ､国学者) Ｗ２６６８はんざぶろう たけなお きむら雄直

半三郎( ･宮崎)→ ( ･宮崎 ､国学/歌人) Ｌ４４５７はんざぶろう もととも みやざき元知

半三郎( ･中本/中井)→ ( ･中井/宍戸､養蚕業)Ｒ１５６６はんざぶろう かんみん閑民

H3674 ( ･山岸 ､名;棟常､重左衛門宥軒[陽和]男) 母;芭蕉の姉､半残 はんざん やまぎし 1654ｰ172673

伊賀上野藩士､藤堂玄蕃家の家臣､俳人:父陽和･息子棟数(車来)と共に芭蕉門;

1676帰郷の芭蕉に入門､伊賀蕉門の育成に尽力､伊賀の俳枕を巡遊し句集を残す､

1696｢伊賀名所句集｣著､1687其角｢続虚栗 ｣/1691｢猿蓑｣13句/98｢続猿蓑｣1句入、ぞくみなしぐり

1702知方｢初便 ｣入､1715野坡｢万句四之富士｣入､はつだより

[涼しさや竹握り行く藪づたひ](続猿蓑;巻下/竹幹の意外な冷たさに気付く)、

[半残(;号)の通称] 重左衛門/重助、法号;考巌院

父も息車来も芭蕉門 → ( ･山岸)Ｂ４７６７ → ( ･山岸)Ｇ２１５７陽和 車来ようわ しゃらい

H3676 ( ;号･伊藤 ､通称;吉兵衛/三右衛門) 佐渡相川の郷土史家､1756(宝暦6)町年寄､半山 はんざん いとう ?ｰ?

故実/俳諧に通ず､1754｢佐渡故実略記｣56｢佐渡日記｣､｢佐渡国略記｣｢相川町年寄日記｣著

H3677 ( ･白木 ) 讃岐丸亀藩儒;大阪の中井竹山門/のち僧となる､半山 はんざん しらき ? ｰ ?

1805｢半山詩集｣13｢談資録｣編､｢半山集行余偶筆｣著、

[半山(;号)の名/字/別号/法諱]名;彰、字;有常､ 別号;半水、法諱:道契

H3678 ( ･久野 /本姓;源) 京の小児科医/宮廷侍医を務める/詩画を嗜む､繁山 はんざん くの 1809ｰ7062

｢抱雲居詩画小品｣､

[繁山(;号)の名/字/通称/別号]名;玄恭/恭､ 字;行卿、通称;出羽介、別号;雪湖

H3679 ( ･鈴木 ､名;又甫/又介 ) 江後期伊勢津の儒者/津藩校有造館典籍､半山 はんざん すずき またすけ ?ｰ?60余歳没

藩政批判の文を草す;八知村墾田に追放/のち赦免､齋藤拙堂(姉の夫)宅に住､

｢拙堂文集｣に入､1833｢文語粋金｣編､息女は池田雲樵の妻､

[半山(;号)の字/通称]字;清寧/政寧/正寧、通称;磯右衛門

H3680 ( ･荒木 ) 信濃上田の俳人/東信地方の宗匠として活躍､半山 はんざん あらき ? ｰ 1860

絵師/1857上塩尻座摩社俳額の選者､没後1860(万延元)追善集｢薬草｣友人らの編、

[半山(;号)の通称/別号]通称;善次郎/両吉/良吉､別号;半良/日々 庵/半田屋にちにち

H3681 ( ･毛利 ) 江後期加賀の詩人､半山 はんざん もうり ? ｰ ?

1843｢半山百絶｣-54｢能登遊嚢｣著、

[半山(;号)の名/字]名;彦、字;士美

H3682 ( ･松川 /本姓;奥､為一[鬼拉亭力丸]男) 大阪道修町の絵師:半山 はんざん まつかわ 1818ｰ8265

1829菅松峰門/のち丹羽桃渓･岡田玉山の画風を研鑚;一家を成す､名所図会･狂歌本挿絵

暁鐘成と提携した挿絵多数;精密版下画を描く､戯作者､維新後;挿絵作者として啓蒙書、

のち文部省教科書作成に参加､1837｢大坂より伏見迄登船独案内｣42｢狂歌末広集｣画、

1855-63｢浪華の賑ひ｣57｢やまとこころ｣61｢澱川両岸一覧｣66｢家職要道｣画､

｢摂津名所図会大成｣｢松川半山画稿｣画､戯作｢石田軍記｣著､外著画多数、

[半山(;号)の名/字/通称/別号]名;安信､字:義卿、通称;高二、別号;霞居/翠栄堂/直水

父 為一 → ( ･鬼拉亭 /鬼粒亭､大阪狂歌師)４９５７力丸 りきまる きろうてい

H3683 ( ･杏 ) 越中の儒者;昌平黌に修学;林述斎･塩谷宕陰門､凡山 はんざん きょう 1820 ｰ 188566



富山藩に出仕;藩校広徳館教授/祭酒;学政を掌る､佐藤一斎点による四書五経訓点の改訂、

｢四書集註宋朱熹章句集註｣｢五経｣著､維新後金沢藩出仕;明倫堂教授､1883頃富山で開塾、

富山師範学校教諭､｢凡山遺集｣、

[凡山(;号)の名/字/通称]名;立、字;士立、通称;敏次郎

H3684 ( ･松林 ､大村藩医の杏哲長男) 筑前早良郡羽根戸村飯盛山の生、飯山 はんざん まつばやし 1839ｰ67暗殺29

1847父に随い大村領蠣之浦町に移住;郡奉行に才を認められ肥前大村藩学生となる､

1852(14歳)大村藩主に随い江戸赴任/儒:安積艮斎の塾入門､1857昌平黌に修学;詩文掛､

1859帰藩;藩校五教館教授;禄60石､京阪に出て松本奎堂･岡鹿門と双松岡塾開設;勤王派、

1862帰藩;近習番頭格/藩政に参画;怨を受け佐幕派により1867.1.3暗殺(29歳)、

1865｢飯山文存｣､｢林子画像記｣｢朱竹文選評｣｢正気百首｣著､｢飯山遺稿｣

[飯山(;号)の名/字/通称]名;漸、字;伯鴻/千逵 、通称;銀次郎/廉之助/漸之進せんき

潘山( ･模陵舎) → ( ･堤/塘 ､狂歌/雑俳) Ｅ３７５１はんざん ひゃくし つつみ百子

半山( ;医名･坂本)→ ( ･坂本 ､医者/俳人) ２１５３はんざん しゅせつ さかもと朱拙

半山( ･二鐘亭) → ( ･木室､狂歌)３６１２はんざん はくりかんぼううん白鯉館卯雲

半山( ･斎藤) → ( ･斎藤 ､蘭方医者 ３９９３はんざん ほうさく さいとう方策 )

半山( ･国重) → ( ･国重 ､藩老/国学) Ｐ４０４０はんざん まさぶみ くにしげ正文

飯山( ･小野) → ( ･小野､国学) Ｄ２６５６はんざん たかひさ高尚

飯山( ･宮重) → ( ･宮重､幕臣/儒/国学) Ｄ３５８６はんざん のぶよし信義

飯山( ･十河) → ( ･十河 ､篆刻家) Ｌ２４３２はんざん せつどう そごう節堂

3642 ( ･熊沢 ､野尻一利長男) 京生､1626生活苦で母方祖父熊沢守久の養子、蕃山 ばんざん くまざわ 1619ｰ9173

1634備前岡山藩主池田光政に出仕;38致仕､儒;41中江藤樹門/陽明学修学､岡山藩に復仕、

;熊沢次郎八伯継の名/藩主光政を助け藩政参画;農兵制改正･学制改革に尽力/1656隠退､

領地の寺口村を蕃山 と改名し自ら蕃山了介と称す/1659上京;公卿･文人と交流;しげやま

讒言にあい幕府の嫌疑により京を出る､1669明石藩主松平信之に出仕;転封で大和郡山/

下総古河に移住､時務策を建言;著｢大学或問｣が幕府の忌避に触れ禁固;古河に没､

蕃山学;陽明学を基本に時処位の至善の実践を主張､雅楽の吹笛を嗜む､

歌｢蕃山先生和歌｣､｢中庸小解｣｢論語小解｣｢大学小解｣｢孟子小解｣｢二十四孝評｣｢夜会記｣、

｢息遊軒文集｣｢集義和書｣｢集義外書｣｢三輪物語｣｢女子訓｣｢息遊先生道談｣外著多数、

[田に植ふる稲も晩稲 ほど取実 おほし 今時の子供の利根 (利口)なるはおくて とりみ りこん

稲の早稲のごとし 大人になるほど智慧の取実すくなし](集義和書)

[蕃山(;没後号)の名/字/通称/別号]名;伯継、字;了海/了介 ､りょうかい

通称:左七郎/次郎八/助右衛門、

別号;息遊軒/息游軒/不敢散人/不盈散人/有終庵主､ 変名;蕃山 了介しげやま

参考 蕃山門下四天王 → ( ･押小路 ､歌人)公音 きんおと おしこうじ

→ ( / ･中院 ､歌人）４１０６通茂 みちじげ もち なかのいん

→ ( ･野宮､歌人）定縁 さだより

→ ( ･清水谷､歌学) ２０４４実業 さねなり

H3685 ( ･爪木 ) 京御幸町通錦小路上ルの俳人:松堅門/宗匠､晩山 ばんざん つまき 1662ｰ 173069

前句付点者､1690｢千世の古道｣著;随流と論争､｢橋立案内誌｣｢橋立案内誌追加｣著、

1691江水｢元禄百人一句｣97閑水｢ぬりがさ｣1702轍士｢花見車｣04麟子｢よりくり｣入、

1705草芬堂｢誹諧万人講｣入､1715｢正徳五年歳旦｣編/｢享保発句集｣編､21｢八ツ藤｣撰､

1692｢獏物語｣門人石柱編(;暁夢助[京大坂誹諧山獺評判]への返答書/晩山を擁護)、

歌;1722宮川松堅[倭謌五十人一首]入、

[元朝 を伊勢や熊野の冬の人](百人一句;52/冬の内から神社の迎春準備)、ぐわんてう

[踏み分けし山路も見えず鳴く鹿の音 もうづむかとたえし紅葉ば]、ね

(倭謌五十人一首;49/山落葉/鹿の声まで落葉に埋もれたのか声も絶えた)、

[晩山の別号] 永可､二童斎/花堂

H3686 ( ･安見 ､元英男) 江戸の儒者:林鳳岡門､1691柳沢家に出仕､晩山 ばんざん やすみ 1664ｰ173168

1709幕府儒官､｢晩山摘稿｣｢講経筆記｣著、

[晩山(;号)の名/字/通称]名;元道、字;太中、通称;文平､



H3687 ( ) 播磨生野の俳人;1776樗良｢ 月の夜｣1句入、伴山 ばんざん ? ｰ ? 誹諧

[五月雨に塩雁汁 の風味かな](月の夜;79/具に乏しい季節;塩漬の雁の吸物は格別)がんじる

H3688 ( ･木村 ､甚左衛門男) 肥後玉名の豪商の生､木村貞幹の養子､蟠山 ばんざん きむら 1828ｰ6235

蘭学:江戸で安積艮斎門/オランダ語;手塚律蔵門､詩文･歴史･挿画に通ず､

1860(万延元)遣米使節に小栗忠順従者で随行､帰航中に病を得て江戸に没､｢航米記｣著、

[蟠山(;号)に名/通称]名;敬直、通称;鉄太

万山( ) → ( ､雑俳点者) Ｋ４０５９ばんざん まんざん万山

盤山( ･島津) → ( ･島津 ､藩主) Ｈ３２０５ばんざん なりあきら しまづ斉彬

盤山( ･小野田) → ( ･小野田 /雲井､医/詩歌/画)Ｊ４４４９ばんざん もとやす おのだ素寧

伴山( /伴山翁) → ( ･喜多川[北川]､医/俳人) ３６７９ばんざん ばいか梅価

晩山( ･佐々木) → ( ･佐々木/六角､藩士/系図)Ｈ２０９６ばんざん さだかた定賢

蕃山( ･甲斐) → ( ･甲斐 ､和算家/教育) Ｇ３７６２ばんざん ひろなが かい広永

槃散散人( ) → ( ･永根 /北条､書/篆刻) Ｍ１９８７ばんさんさんじん ごせき ながね伍石

晩山楼( ) → ( ･小石 ､医者) Ｇ２８５９ばんざんろう ちゅうぞう こいし中蔵

繁子( ･遠藤) → ( ･遠藤 /堀､藩主室/歌)Ｎ２１５５はんし しげこ えんどう繁子

3643 ( ･近松 ､本名;穂積 成章､穂積以貫2男) 大阪の漢学者の家の生、半二 はんじ ちかまつ ほづみ 1725ｰ8359

遊芸･芝居を好み浄瑠璃作者:2世竹田出雲門/63竹本座の座付作者;近松半二を名乗る;

私淑する近松門左衛門に因む､初作;1751(宝暦元)｢役行者大峯｣合作、

以後出雲･吉田冠子の下で合作/1756出雲没後よ合作の中心となる;1762｢奥州安達原｣著、

1763立作者;64｢京羽二重娘気質｣66｢本朝廿四孝｣68｢傾城阿波の鳴門｣70｢振袖天神記｣著、

1771｢妹背山婦女庭訓｣75｢東海道七里艇梁｣78｢心中紙屋治兵衛｣80｢新版歌祭文｣著、

1782｢色直当世かのこ｣83｢伊賀越道中双六｣など著作多数､晩年は山科に住み没

3644 (2世 ･松島 ) 江戸歌舞伎作者:初世松島半二[2世桜田治助]門､半二 はんじ まつしま ?ｰ 1825

1812(文化元)江戸中村座に初出勤;松島陽助2世名､18(文政元)松島半二を襲名､

以後も師の2世桜田治助の創作に協力､為永春水に｢明烏後の正夢｣｢霧籬物語｣の草稿提供、

1818｢浮名の初桜｣｢東染栄久松｣/23｢嫗山姥紅葉赤本｣著、

1825坂東秀佳｢情競傾城嵩 ｣(合巻)代作､いきじくらべけいせいがたけ

[2世松島半二の別号]松島半次/松島陽助2世/脇助/調布/五街遊人調布/一三糸、

法号;釈純峰信士

3645 (5世 ･松島､調布4世) 歌舞伎作者:3世治助門半二 はんじ ?ｰ?

半二(初世 ･松島) → (2世 ･桜田､歌舞伎作者) ２１２３はんじ じすけ治助

半二(3世 ･松島) → (3世 ･桜田､歌舞伎作者) Ｉ２１１５はんじ じすけ治助

半二( ･筒井) → (初世 ･金井､歌舞伎作者) ４６１６はんじ ゆうすけ由輔

半二(半次 ･松井) → (3世 ･金井､歌舞伎作者) Ｃ４６８７はんじ ゆうすけ由輔

半二( ･三間) → ( ･三間 ､藩士･国学)) Ｌ４４５１はんじ もとなが みま元長

半次( ･栄/清水) → (2世 ･桜田/松島半二､歌舞伎作者)２１２３はんじ じすけ治助

半次( ･松島) → (3世 ･桜田､歌舞伎作者) Ｉ２１１５はんじ じすけ治助

半次( ･吉川) → ( ･吉川 ､絵師) Ｇ４４１７はんじ もりのぶ よしかわ盛信

半治( ･奥村) → ( ･奥村 ､教育/歌人) Ｕ２２７３はんじ しょうけい おくむら松渓

判事( ･細井) → ( ･細井 ､藩士/儒･国学) Ｑ１６８６はんじ きんご ほそい金吾

判治( ･米元) → ( ･米元 ､国学者) Ｌ４４９１はんじ もとまさ よねもと基理

反爾( ･堀田) → ( ･堀田/本間､藩士/儒者) Ｇ２４８９はんじ せいけん省軒

範時( ･藤原) → ( ･藤原､廷臣/歌人) Ｆ３５１８はんじ のりとき範時

範治( ･矢野/広瀬)→ ( ･広瀬/矢野､漢学者) Ｃ２４５６はんじ せいそん青邨

範次(範治 ･城戸) → ( ･城戸/大江/蛭子屋､書肆/国学)２８１３はんじ ちたて千楯

繁時( ･藤原) → ( ･藤原､廷臣/歌人伊勢の従兄)Ｃ２１５０はんじ しげとき繁時

繁治( ･青方) → ( ･青方 /白浜､藩家老)Ｓ２１３０はんじ しげはる あおかた繁治

J3654 ( ) 江後期;歌人、幕臣蜂屋家の関係者?、蕃之 ばんし ? ｰ ?

1858蜂屋光世｢大江戸倭歌集｣入､

[いかほ風雲をさそひて時の間に夕立すなり利根の川づら](大江戸倭歌;夏620)



盤子( :僧名､ノ松 ｢西 雲｣4句入)→ ( ･各務､俳人)ばんし べっしょう の しこう支考

3646 ( ･長井 ) 大坂淡路町心斎橋の俳人:雑俳点者;笠段々付､伴自 ばんじ ながい ? ｰ 1717

1702｢まひのは｣04｢千枚分銅｣10｢勝句付｣編/10｢神子の臍｣､｢例農癖伴自紀行上編｣著、

｢難波拾遺｣｢住吉詣｣｢かくれさぎ｣｢紀の山ふかみ｣｢雪月花｣(角呂編とは別)編､

1697閑水｢ぬりがさ｣/1702轍士｢花見車｣03閑翠｢辻談義｣などに入、

[芦田鶴 の鳴いて通るや笠の上](花見車;53)、あしたづ

[伴自の別号]家久/蚊市 /樹里門/俳仙堂/長布梁[亮] /祭通坊ぶんいち ちょうふりょう

万二( ･梅沢) → ( / ･梅沢､歌舞伎作者) Ｋ４０７７ばんじ まんに ばんじ万二

半時庵(初世 ) → ( ･松木/曲淵､渭北､俳人) ２６９４はんじあん たんたん淡々

半時庵(2世 ) → (冨天 ･浦川､俳人) Ｄ３８４８はんじあん ふてん富天

半時庵( ) → ( ･高安/高､儒/書家) ５２４８はんじあん ろおく蘆屋

半時庵( ) → ( ･有元､医者/俳人) Ｆ１３４７はんじあん えんりゅう淵竜

半之右衛門( ･横井)→ ( ･横井 ､藩士/儒者)Ｋ３１００はんしえもん ときぶみ よこい時文

3647 ( ､桓武天皇皇子の仲野親王女) 光孝天皇皇后(親王時から妃/女御)、班子女王 はんしじょおう 853ｰ900

是忠親王･是貞親王･宇多天皇･源元長及び忠子･簡子･綏子･為子内親王の母、

887宇多天皇即位;従三位皇太夫人/897(寛平9)皇太后､通称;洞院后､900(昌泰3)没、

889-893頃｢寛平御時后宮歌合｣催;(実質は宇多天皇催;新撰万葉集の編集と関わり)

3648 ( ･多賀 ､鉤酔子) 江中期甲府仕官､1723｢紫文蜑の囀｣著半七 はんしち たが ?ｰ ?

半七( ･佐藤) → ( / ･佐藤､儒者) Ｃ２８６２はんしち ちくお ちくう竹塢

半七( ･大岡) → ( ･大岡/藤原/狩野､絵師)Ｋ２１４９はんしち しゅんぼく春卜

半七( ･菅谷[菅屋])→ ( ･菅谷/幾暁庵2世､俳人)Ｍ３１１０はんしち としお年緒

半七( ･鶏冠井) → ( ･鶏冠井 ､歌/俳人) Ｊ４９１２はんしち りょうとみ かえでい令富

半七( ･草野/佐藤)→ ( ･佐藤 /草野､儒者) Ｇ１９２０はんしち こあん さとう固庵

半七( ･小林) → ( ･小林 /林､国学者) Ｊ４４９５はんしち もとあり こばやし元有

半七( ･小沼) → ( ･小沼 ､商家/国学者) Ｆ４６３４はんしち ゆきひこ おぬま幸彦

半七( ･吉田/山県)→ ( ･山県/吉田､藩士/儒者) Ｂ２６０８はんしち たいか太華

半七( ･渡辺) → ( ･渡辺/荒井､藩士/儒者)Ｅ４９０２はんしち りゅうさい柳斎

半七( ･山根) → ( ･山根 ､藩士/俳人) Ｐ２６５９はんしち ただしげ やまね忠成

半七( ･前嶋) → ( ･前嶋 ､和算家) Ｉ４７０２はんしち よしゆき まえじま由之

半七( ･林) → ( ･林 ､藩士/武術/政治)Ｗ３１１４はんしち ともゆき はやし友幸

半七( ･尾山屋) → ( ･梅本 ､経師/歌･俳人) Ｔ１５７９はんしち かおる うめもと薫

3649 ( ･佐山 ) 江後期風俗研究;1813｢都風俗化粧 伝｣著;女性化粧法半七丸 はんしちまる さやま けわい?ｰ ?

半七郎( ･小川)→ ( ･小川 /石井､国学者) Ｒ２１９９はんしちろう しげのぶ おがわ成信

繁実( ･岡谷) → ( ･岡谷 ､藩士/勤王家) Ｓ２１７５はんじつ しげざね おかや繁実

半日庵( ) → ( ･寺田､俳人) Ｍ１９４０はんじつあん ここう古江

半室閑人( ) → ( ･花笠､合巻/歌舞伎作者)Ｆ３８０２はんしつかんじん ぶんきょう文京

半日斎( ) → ( ･十河､俳人) Ｆ１５３５はんじつさい かちゅう何中

半日舎閑人( )→ ( ･渋川 ､藩士/国学) Ｆ２９８０はんじつしゃかんじん つねちか しぶかわ常躬

半日亭( ) → ( ･半日亭､俳人) Ｂ３６８０はんじつてい ばいちゅう梅中

H3689 ( ) 播磨加古川の俳人;山李坊社中､半捨 はんしゃ ? ｰ ?

1773几董｢明烏｣76｢続明烏｣入、

[あさましや谺 も同じ雉の声](あけ烏;171)こだま

万釈庵十意語( )→ ( ･奥村/村､伝記説話作者)Ｂ１１００ばんしゃくあんじゅういご いご意語

半捨軒( ) → ( ;法諱･西導寺､僧/俳人)Ｓ２２４２はんしゃけん しょうさつ正察

H3690 ( ･星山 ) 江中期元禄1688-1704頃伊勢の俳人:反朱 はんしゅ ほしやま ? ｰ ?

涼菟･乙由･支考ら7人で百韻;伊勢派を形成;平明俳風を提唱､

1698｢伊勢新百韻｣乙由と共編､1704｢三疋猿｣に参加

J3607 ( ) 江前期江戸俳人;淡々門､1728柳岡｢万国燕｣1句入、斑樹 はんじゅ ? ｰ ?

[あゝ音高し何 と肝煎](万国燕368/肝煎は女を周旋する人買、なん

謡曲自然居士;｢あら音高し何と何と｣は人買舟の返答)



繁樹( ･高屋) → ( ･高屋 ､藩士/歌人) Ｚ２１３０はんじゅ しげき たかや繁樹

繁樹( ･山内) → ( ･山内 ､酒造業/国学) Ｃ２１１３はんじゅ しげき やまうち繁樹

繁樹( ･小林) → ( ･小林 ､国学者) Ｅ２１６５はんじゅ しげき こばやし繁樹

繁樹( ･中山) → ( ･中山 ､藩士/国学/歌)Ｑ２１９２はんじゅ しげき なかやま繁樹

繁樹( ･坂田) → ( ･坂田 /森､国学者) Ｏ２１６２はんじゅ しげき さかた繁樹

繁樹( ･中沢) → ( ･中沢 ､教育/歌人) Ｃ２１１５はんじゅ しげき なかざわ重樹

磐主( ･船曳) → ( ･船曳 ､神職/国学) Ｂ１１８４ばんしゅ いわぬし ふなびき磐主

伴主( ･相沢) → ( ･相沢 ､華道家/画) Ｑ３１１１ばんしゅ ともぬし あいざわ伴主

H3691 ( ･藤田 ) 江後期近江の朽木領主の家臣/江戸に住､万樹 ばんじゅ ふじた ? ｰ ?

｢江戸現存名家一覧｣編、

[万樹(;号)の名/字/通称]名;正卓、字;礼甫 、通称;礼助れいすけ

磐樹( / ･千種庵/菅原)→ (3世 ､商家/狂歌師)Ｄ２８０３ばんじゅ いわき ちぐさあん千種庵

H3692 ( ;法諱･光聚坊) 叡山天台東塔光聚坊住僧､1752｢有徳院一周忌記｣著範洲 はんしゅう 1709ｰ? 1756存

半洲( ･神野) → ( ･神野 /服部､藩士/儒)Ｊ２４６６はんしゅう せいゆう じんの世猷

胖秋( ･豊原) → ( ･豊原､楽人) Ｆ３７４６はんしゅう ひろあき胖秋

繁秋( ･豊原) → ( ･豊原 ､楽人) Ｂ２１７６はんしゅう しげあき とよはら繁秋

繁脩( ･柴田) → ( ･菊屋､目薬商､歌人) ３７６６はんしゅう ひこたろう彦太郎

範重( ･藤原) → ( ･藤原､廷臣/歌人) Ｅ３５６５はんじゅう のりしげ範重

盤舟( ･三谷) → (担斎 ･三谷/前田､刀匠/俳)Ｔ２６５２ばんしゅう たんさい坦斎

般舟庵( ) → ( ･春陽軒､僧/俳人) Ｄ１５２９はんしゅうあん かゆう加友

半舟翁( ) → ( ･喜田 ､絵師) Ｏ１５１９はんしゅうおう かどう きだ華堂

晩秀斎( ･下郷/千代倉)→ ( ･下郷､商家/俳人)Ｃ２２２０ばんしゅうさい じょうわ常和

播州彦蔵( )→ ( ･浜田 ､漂流船員/日米交渉)３７６４ばんしゅうのひこぞう ひこぞう はまだ彦蔵

万秋門院( ､一条 子)→ ( ､萬秋門院､歌人)Ｈ１６２０ばんしゅうもんいん きょくし 子

万秋門院一条( )→ ( ･萬秋門院) Ｂ１１２２ばんしゅうもんいんのいちじょう いちじょう一条

万秋門院少将( )→ ( ･萬秋門院)Ｔ２２２６ばんしゅうもんいんのしょうしょう しょうしょう少将

H3693 ( ･津打 / ) 江中期歌舞伎作者:2世津打治兵衛門､半十郎 はんじゅうろう つうつ つうち ?ｰ?

江戸市村座で活動､1736｢杜若十二段｣37｢瑞樹太平記｣38｢阿弥陀池妹背鏡｣著、

1741｢敵討三組盃｣42｢鳴神不動北山桜｣44｢開闢今川状｣著

半十郎( ･服部)→ ( ･服部/沢､藩士/儒者) Ｃ２６２０はんじゅうろう たいほう大方

半十郎( ･伊奈)→ ( ･伊奈 ､旗本/治水工事)２７５０はんじゅうろう ただつね いな忠常

半十郎( ･永田)→ ( ･永田 ､幕臣) Ｚ２１６１はんじゅうろう しげたね ながた重種

半十郎( ･永沢)→ ( ･永沢 ､歌人) ４１８０はんじゅうろう みくに ながさわ躬国

半十郎( ･浅原)→ ( ･浅原 ､俳人) Ｅ２３４６はんじゅうろう すいこ あさはら推己

半十郎( ･神野)→ ( ･神野 /服部､藩士/儒)Ｊ２４６６はんじゅうろう せいゆう じんの世猷

半十郎( ･高野/永井)→ ( ･永井/高野､役人/史家/俳)２９９０はんじゅうろう つぐよし次芳

伴十郎( ･市山)→ ( ･市山､歌舞伎役/作者) Ｏ３１７４ばんじゅうろう とへいト平

H3694 ( ･永田) 大坂安堂寺町の狂歌作者:庭栗社中､繁樹亭庭茂 はんじゅていていも ?ｰ?

1805?｢多田院屏風岩紀行｣著

半儒半仏通( )→ ( ･宮永､漢学者) Ｋ２６５５はんじゅはんぶつつう たいそう大倉

H3696 ( ;法諱､興福寺威儀師仁勢[仁盛]男) 山城小野の曼荼羅寺に出家､範俊 はんしゅん 1038ｰ111275

;甥の成尊門;伝法灌頂を受/1078同門義範を斥けて曼荼羅寺住/1092法橋/法印権大僧都､

1104真言東寺一長者/法務兼任､09権僧正､白河法皇の護持僧として鳥羽殿に籠居､

付法弟子;厳覚･良雅･勝覚･覚法など､｢小野口伝｣｢愛染王法｣｢竹寸鈔｣｢無名鈔｣｢地蔵法｣､

｢地蔵菩薩念誦次第｣｢如法愛染次第｣｢凡心如合蓮尊｣｢瑜祇経羅 三品極秘鈔｣著誐

[範俊(;法諱)の通称] 鳥羽僧正/小野僧正

H3695 ( ;法諱) 近江園城寺の天台僧､1713｢長吏御拝堂記｣著範俊 はんしゅん ? ｰ ? 1713存

K3668 ( ;法諱) 常陸那珂郡那珂西の真言宗法幢院の住職範淳 はんじゅん 1814 ｰ 186754

H3697 ( ･田中 ､政詳[俳号;草父]男) 出羽田川郡庄内大山の生、万春 ばんしゅん たなか 1772ｰ182251



和漢学;伯父朝陽門･田中正武門/暦算;益谷末寿門;天文/地理/国学/兵学に通ず､

1804｢恢国編｣著､07ロシア対策｢禦虜策｣を幕府へ献､

1819｢温海雑稿｣､｢測量雑記｣編､｢万国形勢大編年｣｢松蘿文草｣｢原子｣｢漫游詩稿｣著､

渡辺崋山･高野長英･益谷末寿･池田玄斎･氏家竜渓と交流､愛 の兄､あい

[万春(;字)の名/字/通称/別号]名; ､ 通称;伊勢松/一郎、政均まさひら

号;源子/中一道人/有雲上巣居/白雲山人/東西逸人/浩波漁人/堂白松蘿/松蘿山人、

泉屋耦耕

妹 → ( ･田中 ､愛女 ､文筆/歌)１０００愛 あい たなか あいじょ

万春( ･江馬) → ( ･江馬 ､藩医/本草学) Ｃ３１７４ばんしゅん とうきょ えま藤渠

万春( ･江邨) → ( ･江邨 /田中､藩医) ４８８７ばんしゅん らいどう えむら磊堂

H3698 ( ･一色 ) 伊予小松藩士/儒者;近藤篤山門/郷土史家､範序 はんじょ いっしき 1796ｰ186368

｢小松邑誌｣｢瀟洒軒鶏肋集｣｢御家譜草稿｣著､

[範序(;名)の通称/号]通称;序平､ 号;瀟洒軒東洋

班如( ･峯) → ( ･峯 ､医者) Ｊ１５６６はんじょ かくきゅう みね貉丘

繁女( ) → ( ､歌人) Ｐ２１５７はんじょ しげじょ繁女

L3609 ( ;法諱) 平安鎌倉期;南都の僧/法師、範昭 はんしょう ? ｰ ?

歌人;1237刊[楢葉集]入、

[深密経の楽着二依言戯論の偈を、

世の中はみないつはりのことのはのあだなるいろにそむこころかな](楢葉;釈教562)

斑象( ) → (2世 ､俳人) Ｉ３６３３はんしょう はんぞう斑象

斑象( ) → (3世 ､俳人) Ｉ３６３４はんしょう はんぞう斑象

繁勝( ･新居) → ( ･新居 ､藩士/歌人) ａ２１１７はんしょう しげかつ あらい繁勝

繁松( / ･新井)→ ( ･新井､商家/国史/詩)Ｂ３０２２はんしょう しげまつ ていしょう貞勝

繁昌( ･中村) → (初世 ･北尾 /中村､絵師)２１１５はんじょう しげまさ きたお重政

H3699 ( ;法諱) 江中期上州和田山の修験僧､鑁清 ばんしょう ? ｰ ?

修験所伝の葬礼法収集:1745｢修験道無常用集｣編

I3600 ( ) 俳人;1774美角｢ゑぼし桶｣入;蕃渉 ばんしょう ? ｰ ?

[駒とめてまた水飼はむ下すゞみ]

繁彰( ･小川) → ( ･小川 /源､商家/国学)Ｎ２１５６はんしょう しげあき おがわ繁彰

蕃昌( ･箕輪) → ( ･箕輪 ､天文家) Ｓ２１６２ばんしょう しげまさ みのわ蕃昌

万象(初世 ･森羅)→ ( ･森島) １８１９ばんしょう ちゅうりょう中良

万象(２世 ･森羅)→ ( ､福島屋) ２１２８ばんしょう しつちんまんぽう七珍万宝

万象( ･喜多川) → ( ･喜多川[北川]､医/俳人) ３６７９ばんしょう ばいか梅価

万象( ･伊東) → ( ･伊東 /藤原､医者) Ｌ３７１１ばんしょう ひろはや いとう太逸

版橈( / ;道号･晃全 ;法諱)→ ( ･版橈､曹洞僧)Ｆ１９２６はんじょう はんとう こうぜん こうぜん晃全

半升庵( ) → ( ･中村/前川､書肆･俳人) ３０９３はんしょうあん ていざん鼎山

伴松庵( ) → ( ･野村 ､俳人) Ｌ１６７７ばんしょうあん きばい のむら其梅

伴松庵( ) → ( ･人見 ､其梅門俳人) Ｇ２５２２ばんしょうあん そうえい ひとみ宗盈

万松軒( ) → ( ･北条､武将/城主/歌人) １２５５ばんしょうけん うじやす氏康

万松軒( ) → ( ;道号･等勝､臨済僧/和漢聯句)Ｈ３８５３ばんしょうけん ぶんざん文山

磐松軒( ) → ( ･檜山 ､書画鑑定/花押)Ｔ２６５３ばんしょうけん たんさい ひやま坦斎

万照高国禅師( )→ ( ;道号･英峻;法諱､曹洞僧)Ｉ１９７６ばんしょうこうこくぜんじ こうこく高国

I3601 ( ･吉益 ､畠山義益匡弼男) 戦国安桃期の医者;吉益流金瘡医の祖､半笑斎 はんしょうさい よします ?ｰ?

家伝の金瘡療治の方術を記録/のち京の曲直瀬 玄朔(1549-1631)門､｢換骨抄｣著、まなせ

かもん[半笑斎(;号)の名/通称]名;助秀、通称;掃部

半松斎( ･谷) → ( ･谷 ､宗牧男/連歌師) ２５１９はんしょうさい そうよう たに宗養

盤松斎(万松斎 )→ ( ･佐藤､経世家/医者) Ｄ３５１２ばんしょうさい のぶひろ信淵

万松精舎( )→ ( ･岡 ､蘭医) Ｅ１８２３ばんしょうしょうじゃ けんかい おか研介

半樵亭( ) → ( ･板屋 ､漆工) Ｈ２２２２はんしょうてい しょうえもん いたや小右衛門

万象亭( ) → ( ･森島/桂川､医/戯作) １８１９ばんしょうてい ちゅうりょう中良



万笑亭扇幸(2世 )→ ( ･土橋亭､落語) Ｍ２４２６ばんしょうていせんこう せんこう扇好

鑁上人( ) → ( ;法諱､真言僧) １５０７はんしょうにん かくばん覚鑁

万松楼( ) → ( ･生駒 ､藩士/儒者) Ｆ４９２５ばんしょうろう りゅうてい いこま柳亭

I3602 (初世 ･岩井 ､半太夫) 摂津有馬の扇商/大阪歌舞伎立役者/座本､半四郎 はんしろう いわい 1652ｰ9948

｢岩井半四郎さいご物語｣逸話入

I3603 (4世 ･岩井 ､俳名;杜若 ､辰松重三郎男) 江戸歌舞伎女形､半四郎 はんしろう いわい とじゃく 1747ｰ180054

4世市川団十郎門､1765襲名;お多福半四郎と称される、

[4世半四郎の別号]松本七蔵､ 俗称;お多福半四郎

I3604 (5世 ･岩井 ､4世半四郎男) 江戸の歌舞伎役者;女形､1804襲名、半四郎 はんしろう いわい 1776ｰ184772

[5世半四郎の別号]杜若､俳名;梅我､柳島庵､松下庵永久

I3605 (6世 ･岩井 ､屋号;大和屋､5世半四郎長男) 江戸の歌舞伎役者;半四郎 はんしろう いわい 1796?ｰ183641?

若女形､1804中村座で初舞台/1832(天保3)襲名;父の芸風を嗣､36森田座出勤中に退く､

1828｢杜若紫再咲｣著/28｢磯馴松｣演､

[6世半四郎の別号/俗称]岩井久次郎/岩井粂三郎2世、俳名;袖歌、俗称;粂三半四郎

I3606 (7世 ･岩井 ､屋号;大和屋､5世半四郎2男) 江戸歌舞伎役者:父5世門､半四郎 はんしろう いわい 1804ｰ4542

1806(3歳)中村座で初舞台/44襲名､祖父4世の形を継嗣;世話物を得意、

19222｢江戸紫訥子頭巾｣編/28｢本朝斑女 ｣｢狂言袴五ツ紋尽｣著、

[7世半四郎の別号/俗称]別号;岩井小紫(初世)/岩井松之助(初世)/岩井紫若(初世)、

俗称;紫若半四郎、俳名;;扇朝/紫若

半四郎( ･上州屋)→ ( ､商家/狂歌) Ｋ２８４５はんしろう ちよのありかず千代有員

半四郎( ･･三井)→ ( ･三井､書家/篆刻) Ｅ４６６２はんしろう ゆきたか之孝

半四郎( ･鵜殿) → ( ･鵜殿 /村尾､幕臣/儒者)Ｆ２１３９はんしろう しねい うどの士寧

半四郎( ･滝井) → ( ･民屋 ､歌舞伎役者)Ｄ２２３１はんしろう しろごろう たみや四郎五郎

半四郎( ･浅海) → ( ･浅海 ､藩士/歌人) Ｄ１４８４はんしろう おきまろ あさみ澳満

半次郎( ･斎藤) → ( ･志太/斎藤､俳人) ４５１２はんじろう やは野坡

半次郎( ･椎名) → (秋邨 ･椎名､里正/詩人) Ｘ２１９７はんじろう しゅうそん秋村

半次郎( ･榎並屋)→ (昌 ･入江､国学者/歌) Ｉ４０５３はんじろう まさよし昌喜 熹

半次郎( ･三上) → ( ･三上 ､商家/俳人) Ｉ２５６５はんじろう そうに みかみ巢二

半次郎( ･鈴木) → ( ･鈴木 ､藩士/蘭学者) Ｑ１６９４はんじろう きんこく すずき金谷

半次郎( ･藤尾) → ( ･藤尾 ､書家) Ｈ３１１６はんじろう とうほう ふじお東鳳

半次郎( ･井村) → (( ･井村 ､国学者/歌) Ｉ４４８０はんじろう もりたか いむら守泰

半二郎( ･林) → ( ･林 /岡村､幕臣/国典)Ｈ４７３８はんじろう よしみち はやし良通

半二郎( ･岩田) → ( ･岩田 /成田､藩士/神職)Ｌ４７６７はんじろう よしたか いわた恵隆

範次郎( ･松平) → ( ･松平/高須､藩主/歌) Ｋ４７５０はんじろう よしたつ義建

範治郎( ･山上) → ( ･山上 /須田､藩士/国学)Ｋ３５２６はんじろう のぶとし やまがみ信敏

万次郎( ) → ( ･中浜､ｼﾞｮﾝ･ﾏﾝ､漁師/漂流/幕臣)Ｋ４０６６ばんじろう まんじろう万次郎

蕃次郎( ･大野) → ( ･大野 ､医者/地誌) Ｉ１８２７ばんじろう げんかく おおの玄鶴

L3606 ( ;法諱､脩[修]範 [1143ｰ83?/平治乱連座/のち参議]男) 平安鎌倉期僧;範信 はんしん ながのり ?ｰ?

興福寺僧/法印大僧都､歌人;1237刊[楢葉集]入､範能･範雅(仁和寺法印)･円顕の兄弟、

[故郷の歳暮、

さびしさにむかしをしのぶふるさともかぎりありけるけふのくれかな](楢葉;冬354)

範信( ･辻) → ( ･辻/十街､藩士/儒者) Ｈ３６１９はんしん ばんあん晩庵

蕃臣( / ･瀬戸/拝崎)→ ( ･拝崎 ､藩士/儒者)Ｒ１６３５ばんしん しげおみ きんだい はいざき琴台

I3607 ( / ;道号･道坦 ;法諱､俗姓;池田) 肥前藤津郡古枝村の曹洞僧;万仞 ばんじん まんじん どうたん 1698ｰ177578

藤津郡の泰智寺大霖湛竜門;出家､のち加賀大乗寺大機行休門;嗣法､1735備中東光寺住持、

備中吉祥寺・三河長円寺・三河万福寺・肥前泰智寺・上州宝積寺など諸寺転住、

三河霊巌寺で病没､曹洞宗の禅戒大系の大成に尽力､｢正法眼蔵秘鈔｣｢坐禅辨｣｢句雙紙｣､

1755｢山菴夜話｣72｢三休老人生死辨｣74｢正法眼蔵諫蠧録｣､｢万仞和尚語録｣著/外著多数、

[万仞道坦の号] 三休庵

I3608 ( ) 大阪俳人;1691賀子｢蓮実 ｣4句入、帆睡 はんすい はすのみ? ｰ ?



[川向ひ柳におもき入り日かな](蓮実;156/垂れた細い糸のシルエットと赤い夕日)

I3609 ( ) 京俳人;1702鷺水｢若ゑびす｣入半酔 はんすい ? ｰ ?

I3610 ( ･天野 景明/通称繁右衛門) 水戸藩士(1700-36)､半酔 はんすい あまの 1673ｰ174674

｢礼儀類典編次目録伊呂波寄｣著

I3611 ( ) 江戸俳人;1767丸窓｢豆鉄炮｣入畔水 はんすい ? ｰ ?

I3612 ( ･杉原 ､正郁男) 江戸小石川の儒者;父門/のち安積艮斎門､半水 はんすい すぎはら 1813ｰ34早世22

正方の孫/正倫の兄､1833(天保4)甲科に及第､1834｢山遊雑誌｣著､｢半水遺藁｣(1835刊)

よう らいせん[半水(;号)の名/字/別号]名:/曄 ､ 字;文林、別号;懶仙

I3613 ( ･一荷堂､恋の山人､本名;狭山峰二) 歌謡作者､半水 はんすい ?ｰ?

1862｢粋の懐 ｣編;上方流行歌謡集すいのふところ

半水( ･白木) → ( ･白木 ､儒者) Ｈ３６７７はんすい はんざん しらき半山

半睡(帆吹 ） → ( ･岸､商人/俳人) Ｂ２６７１はんすい だいすい大睡

半酔( ･久徳) → ( ･久徳 ､藩士/詩人) Ｓ２１９６はんすい しげやす きゅうとく重恭

泮水( ) → ( ･八木､泮水園､俳人) Ｅ１６１３はんすい きんしゃ芹舎

泮水( ･畠山) → ( ･畠山､故実/鑑定家)Ｍ２２５２はんすい じょしんさい如心斎

I3614 ( ･斎藤 ､名;貞直､別号;紅白堂/江白堂) 備前岡山の俳人:如泉門､僧侶?､晩翠 ばんすい さいとう ?ｰ?

1689｢蝉の小川｣/90｢紅白堂｣編､1691江水｢元禄百人一句｣･1702轍士｢花見車｣1句入､

[うつくしき人なほ結ぶ清水哉](百人一句;30/清水を結ぶ姿がいっそう美しい)

I3615 ( ) 元禄1688-1704頃大阪の俳人､盤水 ばんすい ? ｰ ?

1690｢歌仙俳諧独吟合｣編/｢永尾杭｣編､1691賀子｢蓮実｣2句･1702轍士｢花見車｣1句入、

[涼しさに四ツ橋を四ツわたりけり](花見車;61/西横堀川･長堀川の交流点の橋の総称､

西横堀川の上繋橋･下繋橋/長堀川の吉野屋橋･炭屋橋､出典;樗良｢我が庵｣)

I3616 ( ) 大和法隆寺住;僧?/俳人;1688言水｢前後園｣入、晩水 ばんすい ? ｰ ?

1690言水｢新撰都曲 ｣2句入/96良弘｢高天鶯｣入､みやこぶり

[朝露の氷りて赤し冬牡丹](都曲;上188)

L3603 ( ･梶木 ､) 江前期京の歌人/1682河瀬菅雄[麓の塵]8首入、万水 ばんすい かじき ? ｰ ?

[たえずのみ昔しのべと身のうへにちかき老曾の森のしめなは]、

(麓の塵;645/寄老懐旧､老曾の森は近江蒲生郡奥石 神社の森;歌枕)おいそ

I3617 ( ) 京の俳人;1702鷺水｢若ゑびす｣入万水 ばんすい ? ｰ ?

歌人梶木万水と同一?

I3618 ( ･嶌 ､本牧) 1713｢関原軍記大成｣跋(1690宮川忍仁斎編)晩翠 ばんすい しま ? ｰ ?

I3619 ( ･駒井 ､南合義路2男) 外祖父で桑名藩儒駒井乗邨 の養嗣子､晩翠 ばんすい こまい のりむら1809ｰ34早世26

伊勢桑名藩士､儒者:経学/詩/書に通ず､｢芝蘭斎先生遺稿｣編､

[晩翠(;号)の名/字/通称/別号]名;重倫 ､ 字;理卿/岱宗、通称;多忠、しげとも

別号;嶽/玉山/水月/麗沢堂主人

I3620 ( ･西川 徳寿､松平勘七郎or松原藤八郎男) 因幡鳥取藩出仕/高野山修業､晩翠 ばんすい にしかわ ?ｰ1857

心学:中村徳水門?､1850奥羽/箱館で道話講/51蝦夷箱館;松栄講､｢心学道話｣｢心学書｣著､

｢心学見聞書｣｢諸用日記｣著/｢諸賢語集｣｢聖賢古言道歌集｣｢道歌集いろは引｣編

あづま[晩翠の通称] 徳次郎/東

I3621 ( ･橋本 惟孝/字;子友) 淡路洲本儒者;田中南陽門/1856徳島藩儒官､晩翠 ばんすい はしもと 1812ｰ8776

学問所教授/江戸藩邸教授､｢晩翠堂文詩集｣著､

[晩翠の通称/別号]通称;矢五郎､別号;九淵/凝洲

I3622 ( ･滝川 ) 備前兵学者;家学､｢井星録｣､息伯明も兵学者晩翠 ばんすい たきがわ ? ｰ ?

盤水( ･大槻) → ( ･大槻､蘭学/歌人) １８２４ばんすい げんたく玄沢

磐水( ･中野) → ( ･中野 ､藩士/書家) Ｙ２６６２ばんすい ただのぶ なかの忠順

晩翠( ･青山) → ( ･青山､儒者) Ｄ３５４９ばんすい のぶみつ延光

晩翠( ･岡本) → ( ･岡本/小栗､絵師) Ｄ１０８０ばんすい あきひこ亮彦

晩翠( ･狩野) → ( ･狩野､絵師) Ｃ１３５９ばんすい えいがく永岳

晩翠( ･御廚) → ( ･御廚 ､医者) Ｌ１５０４ばんすい かげつね みくりや景恒

晩翠( ･豊田) → ( ･豊田､藩儒/史書編纂) Ｓ２２１５ばんすい しょうこう松岡



晩翠( ･多ヶ谷) → ( ･多ヶ谷 ､藩士/国学) Ｋ１１３８ばんすい いえおき たがや舎興

晩翠( ･林) → ( ･林､豪農/郷里に貢献) Ｌ３１２９ばんすい とくのり徳則

晩翠( ･菅) → ( ･菅､良史男/藩士/歌人) Ｎ４７４３ばんすい よしすけ良弼

晩翠( ･高林) → ( ･高林 /久津見､藩士/歌)Ｕ１５９５ばんすい かげひろ たかばやし景寛

晩翠( ･赤松) → ( ･赤松 ､伊予の文人) Ｄ１７９５ばんすい くにあき あかまつ国明

晩翠( ･松浦) → ( ･ ･松浦 ､藩士/歌人) Ｖ１５７３ばんすい か あきら まつうら果

晩翠( ･宮田) → ( ･宮田 /島崎､神道/国学)L１０６０ばんすい あつちか みやた篤親

I3623 ( ;法諱) 江後期伊勢の曹洞僧､万瑞 ばんずい ? ｰ ?

1820面山瑞方｢正法眼蔵渉典和語抄｣を書写､

1826｢正法眼蔵和語梯｣編;のち大癡 らにより改訂｢正法眼蔵和語梯拾要｣だいち

伴随( ･横山) → ( ･横山/山崎､藩家老) Ｂ４０８９ばんずい まさかた政賢

晩翠庵( ) → ( ;法諱､曹洞僧/篆刻) Ｇ４９２５ばんすいあん りょういん良隠

I3624 ( ;法諱･-上人､俗姓;上宮/山宮･川嶋､上宮金吾男?) 相模藤沢浄土僧、幡随意 ばんずいい 1542ｰ161574

1552(11歳)相模二伝寺の義順門;剃髪/典籍;鎌倉光明寺の聖伝門､武蔵川越蓮馨寺存貞門

学識高く諸寺再興/1601(慶長6)京の知恩寺33世､江戸神田に新知恩院(幡随院)を開創:

教学振興に尽力､徳川家康の命で九州のキリシタンを改宗させる努力;

長崎に大音寺･白道寺を開創､隠退;紀伊和歌山万松寺に没、

｢布戒随聞録｣著､喚誉の｢上人諸国行化伝｣(1755刊)入

(伴水園 )→ ( ･八木､俳人) Ｅ１６１３水園 はんすいえん きんしゃ芹舎

晩翠園( ) → ( ･塩谷 ､儒者/幕臣) Ｊ１６１１ばんすいえん きざん しおのや簣山

晩翠園( ) → ( ･木暮 ､儒者/詩人) Ｍ２２１１ばんすいえん しょうろく こぐれ松麓

晩翠園( ) → ( ･関根 ､俳人) ５１０７ばんすいえん れつざん せきね列山

晩翠館( ) → ( ･大西 /秦､神職/国学)Ｍ２８２５ばんすいかん ちかのり おおにし親典

晩翠居( ) → ( ･山本 ､俳人) Ｈ１１６１ばんすいきょ いっちょう やまもと一釣

半睡軒( ) → ( ･中川 ､藩士､詩) Ｔ２１１０はんすいけん しげよし なかがわ重良

晩翠軒( ) → ( ･間部 ､藩主/詩人) Ｄ１０３２ばんすいけん あきかつ まなべ詮勝

晩翠軒( ) → ( ･河野 ､儒者) Ｋ２１７８ばんすいけん しゅんさつ こうの春察

晩翠塾( ) → ( ･安藤 ､幕臣/書家) Ｄ４９０４ばんすいじゅく りゅうえん あんどう竜淵

晩翠亭( ) → ( ･富川 ､儒者) Ｉ１８２８ばんすいてい げんがく とみがわ玄嶽

半酔堂( ) → ( ･志太 /斎藤､俳人) ４５１２はんすいどう やば しだ野坡

晩翠堂( ) → ( ･役 ､修験僧/俳人) Ｍ２６２２ばんすいどう たかため えき尊為

晩翠堂( ) → ( ･今村 ､歌人) Ｄ４２６６ばんすいどう むねひろ いまむら宗博

万水堂( ) → ( ･松枝､俳人) ２１６７ばんすいどう しゅかく朱角

半睡半醒( ) → ( ･大槻 ､蘭医/洋学者)１８２４はんすいはんせい げんたく おおつき玄沢

万水楼( ) → ( ･香川､歌人) １５１２ばんすいろう かげき景樹

晩翠楼( ) → ( ･仙石､藩知事/歌人) Ｃ４００１ばんすいろう まさかた政固

半酔老人( ) → ( ･浅野屋､畳業/書家) Ｘ２１９８はんすいろうじん しゅうだい秋台

I3625 ( ･真下 穆/字;元教､益田仙右衛門男) 甲斐中萩原村生/1836真下家嗣､晩菘 ばんすう ましも 1798ｰ187578

幕臣/1867留守居支配/隠居;横浜に開塾;教育､詩/書､1860｢閑窓夜話集｣｢六名家詩鈔｣編､

[晩菘の通称/別号] 通称;藤助/専之丞、別号:蘇景堂、法号;実相院

半介( ･岡本) → ( ･岡本 ､兵法家) Ｃ３５５８はんすけ のぶなり おかもと宣就

半介( ･花房) → ( ･花房 ､藩士/和算家)Ｈ４７４６はんすけ よしみち はなぶさ吉迪

半介( ･岡本) → ( ･岡本 /石上､藩士/歌)Ｌ３２５０はんすけ なりつね おかもと業常

半介( ･岡本) → ( ･岡本 /石上､藩士/歌)Ｈ３５８２はんすけ のぶよし おかもと宣愿

半輔(半助 ･近藤)→ ( ･近藤 ､幕臣/馬術家)Ｂ３７５1はんすけ ひさとし こんどう寿俊

半助( ･平元/飯塚)→ ( ･飯塚/平元､藩士/歌/狂詩) Ｇ４６０７はんすけ ゆたか恰

半助( ･横山) → (春芳 ･横山､藩士/和算家)Ｌ２１８８はんすけ しゅんぽう春方

半助( ･紀) → ( ･紀 ､神職) Ｕ３１９６はんすけ としのぶ きの歳信

半助( ･真野) → ( ･真野 ､幕臣/和学者) Ｓ４０４８はんすけ まさみち まの正命

半助( ･飯沼) → ( ･飯沼 ､国学者) Ｋ３２２２はんすけ ながき いいぬま長城



半助( ･橋本) → ( ･橋本 ､儒者/詩/勤王)Ｆ１９３４はんすけ こうは はしもと香坡

半助( ･水/水足) → ( ･水足 /水､藩儒) ２７３８はんすけ へいざん みずたり屛山

半助( ･中島) → ( ･中島 /中浦､医/儒者)Ｄ２４８３はんすけ せきほ なかじま石浦

半助( ･岡本) → ( ･岡本､藩家老/詩人) Ｆ１９２３はんすけ こうせき黄石

半助( ･北原) → ( ･北原 /神保､藩士/歌)Ｐ４０２９はんすけ まさなが きたはら雅長

繁成( ･野村) → ( ･野村 ､神職) Ｒ２１８７はんせい しげなり のむら繁成

繁世( ･横手) → ( ･横手 /源､武将/連歌) Ｄ２１２８はんせい しげよ よこて繁世

範政( ･今川) → ( ･今川､守護/歌人) ３５２５はんせい のりまさ範政

範正( ･飯田) → ( ･飯田､藩士/連歌) Ｆ３５７６はんせい のりまさ範正

範正( ･村垣) → ( ･村垣 ､幕臣/日記) Ｆ３５７８はんせい のりまさ むらがき範正

範成( ･今小路) → ( ･今小路 /杉谷､坊官)Ｈ３５４２はんせい のりしげ いまこうじ範成

範静( ･赤松) → ( ･赤松 ､旗本幕臣/歌)Ｇ３５９６はんせい のりきよ あかまつ範静

半静( ･鈴木) → ( ･鈴木 ､茶人) Ｈ４０４８はんせい まさみち すずき政通

I3626 ( ) 江前期俳人;1690北枝｢卯辰集｣1句入、万声 ばんせい ? ｰ ?

[三ケ月の藪に道あるきぬた道](卯辰集;397、

夕暮砧の音に誘われ三日月によりかすかに照らされた藪道をたどると家がある)

J3668 ( ･飯田 ) 江中期;信濃高島の歌人;澄月(1714ｰ98)門、晩成 ばんせい いいだ ? ｰ ?

伊那歌壇で活動

晩生( ･横井) → ( ･横井､郷土史家) Ｋ１６８６ばんせい きじゅん希純

晩静( ･富永) → ( ･富永､藩士/記録) Ｄ４０２０ばんせい まさよし全昌

伴清( ･酒井) → ( ･酒井 /香阪､僧/絵師) Ｂ１４３６ばんせい おうほ さかい鶯蒲

蕃政( ･中村) → ( ･中村 ､儒者/詩歌) Ｈ２１４１ばんせい しゅうさい なかむら習斎

半静庵( ) → ( ･鈴木 ､茶人) Ｈ４０４８はんせいあん まさみち すずき政通

半青居( ) → ( ;号･海老原､揚屋主人/俳人)２２７８はんせいきょ しんぽ新甫

晩晴吟社( ) → ( ･柏木/柏､幕府棟梁/詩) Ｃ２２８３ばんせいぎんしゃ じょてい如亭

半醒斎( ) → ( ･猪苗代､連歌師) ２５６５はんせいさい そうえつ宗悦

半盛斎( ) → ( ､俳人) Ｄ１８１３はんせいさい げんも玄茂

I3627 ( ) 江中期江戸の俳人,1754｢俳諧金砂子｣編､晩成斎 ばんせいさい ? ｰ ?

日本橋の書肆万屋清兵衛の筆名か?

半醒子( ) → ( ･里村､連歌師) ２２０１はんせいし じょうは紹巴

半醒堂( ) → ( ･志太､俳人) ４５１２はんせいどう やは野坡

晩成堂( ) → ( ･坂部/戸田/山田､和算家)Ｋ１９９７ばんせいどう こうはん広胖

晩晴堂( ) → ( ･宮沢 ､詩人) Ｄ２８６３ばんせいどう ちくどう みやざわ竹堂

晩晴堂( ) → ( ･柏木/柏､幕府棟梁/詩) Ｃ２２８３ばんせいどう じょてい如亭

I3628 ( ･高尾嘉左衛門?) 長崎大通詞､長崎奉行の命で1794狂詩文｢国朝紀事｣編樊世輔 はんせいほ ?ｰ?

晩晴楼( ) → ( ･芳川 ､儒/詩人) Ｅ３６３２ばんせいろう はざん よしかわ波山

晩晴楼( ) → ( ･根岸､農業/儒者/武術) Ｃ４６０２ばんせいろう ゆうざん友山

斑石( ･野呂) → ( ･野呂 ､藩士/絵師) Ｂ１５０９はんせき かいせき のろ介石

飯石( ･勝部) → ( ･勝部 /佐々木､国学者/神職)Ｏ４０９１はんせき またて かつべ眞楯

磐積( ･境部) → (磐積 ･境部/坂合部､廷臣)Ｅ１１５７ばんせき いわつみ石積

G3682 ( ) 俳人､1733｢其筬 ｣桂夕と共編;沾徳らと歌仙半雪 はんせつ そのおさ? ｰ ?

I3629 ( :道号･知善 :法諱) 京の臨済宗妙心寺大雄院3世;万拙 ばんせつ ちぜん ?ｰ1697

1654隠元が来日すると長崎で侍者;黄檗僧､のち妙心寺に戻り臨済僧､

1660妙心寺開山関山慧玄の300年忌記念に｢正法山宗派図｣を作成刊行

伴拙( ･平田) → ( ･平田/出納/中原､廷臣/故実)Ｃ４４０８ばんせつ もとあり職在

晩節( ･一迫) → ( ･一迫 /佐々木､医者)Ｕ２２６８ばんせつ しょうあん いちのはざま正安

晩節庵( ) → ( ･井口､俳人) Ｋ１６０８ばんせつあん きくじ菊二

半雪居( ) → ( ･幸塚 ､俳人) ４５３９はんせつきょ やかく こうづか野鶴

半折房勃翁( )→ ( ･前田､俳人) Ｊ４９２２はんせつぼうぼつおう りょうのう良能

I3630 ( ･林 ､別号;東江閣/竹砌 2世) 大阪の俳人:布門門､師の別号竹砌を継嗣、樊川 はんせん はやし ちくぜい ?ｰ?



1741｢誹諧雲の峯｣43｢難波の家つと｣編/48｢藍乃手｣､｢東武遊記｣｢俳諧菊匂｣｢俳諧繋鼓｣著、

｢俳諧桜道｣著

K3693 ( ･山田 ､仲敬 2男) 越後柏崎の商家[山甚]7代目;1824兄より嗣、半仙 はんせん やまだ なかたか 1787ｰ186074

儒;原松洲門(兄静里 と)/歌:千種有功門､甥の重秋(1809ｰ66/静里男)が家督嗣、せいり

[半仙(;号)の名/通称/別号]名;樵(初名)/ 、通称;喜四郎/甚次郎、重世しげよ

別号;夢軒/鏡古堂

半仙( ･中根) → ( ･中根 ､医者/詩人) Ｏ２２５６はんせん じんさい なかね訒斎

半仙( ･岡島) → ( ･岡島 ､幕臣/絵師) Ｋ４９３１はんせん りんさい おかじま林斎

範善( ･彦坂/田中)→ ( ･彦坂 ､藩士/和算) Ｇ３５３３はんぜん のりよし ひこさか範善

攀髯( ･菅沼) → ( ･菅沼 /阮､儒者) Ｊ２４８２はんぜん せいりょう すがぬま西陵

磐川( ･安倍) → ( ･安倍/安部､和算家) Ｂ３００５ばんせん ていじ貞治

半仙庵( ) → ( ･軽森 ､藩士/俳人) Ｅ４５３３はんせんあん やよう かるもり野楊

半禅居士( ) → ( ･浅野屋､畳業/書家) Ｘ２１９８はんぜんこじ しゅうだい秋台

半仙子( ･石川) → ( ･石川､儒者/詩人) Ｓ２２５７はんせんし じょうざん丈山

半仙子( ･中村) → ( ･中村/片山､藩儒/執政) Ｂ４９５９はんせんし りつえん栗園

般船廬( ) → (砂 / ･伊村､俳人/書)１４４８はんせんろ おうしゃ おうさ沙

I3631 (阪叟 ･清水 ､通称弥兵衛､別号;緑雲軒) 信州望月の俳人:鶏山[好謙]門､阪桑 はんそう しみず ?ｰ1781

1761(宝暦11)｢花の上｣編､遊心斎如髪(魚貫門俳人)の兄

I3632 ( ･陶 ､惟貞/惟禎､通称儀三郎､別号;砂山) 伊予郡中医者/儒/詩/書画､半窓 はんそう すえ 1799ｰ187375

郡中に私塾:教育､｢雲煙過眼｣｢世態雑誌｣｢半窓詩稿｣､1843｢半窓雑録｣

[孝継(;名)の通称/号]通称;塡一郎 、号;てんいちろう

半窓( ･黒田) → ( ･黒田 ､藩士/歌人) Ｗ２６９５はんそう たかつぐ くろだ孝継

範宗( ･藤原) → ( ･藤原､廷臣/歌人) Ｆ３５９２はんそう のりむね範宗

泛叟( ･渡部) → ( ･渡部/渡辺､藩士/儒者) Ｑ１６８３はんそう きんけい琴渓

I3633 (2世 ､別号;春野亭/石中堂/桃李/鶏舎/平舎) 江戸深川俳人:吏登門､斑象 はんぞう ?ｰ1779

師吏登から嵐雪の別号石中堂の印を付属され斑象の号を授与される､続五色墨の1､

1745｢うつ木垣｣54｢朧日記｣-66｢俳諧親仁｣｢桜勧進｣編

I3634 (3世 ･中山､通称;甚五郎/甚五右衛門) 江戸の俳人:吏登/蓼太門､1780斑象襲名､斑象 はんぞう ?ｰ?

1787蓼阿｢一夏百歩｣3吟百韻入;蓼太･吐月と､1803｢はなかたみ｣08｢遊湘記｣著､

[3世斑象の別号] 石中堂/方鳩/2世吏中

I3681 (半三 ･並木 ) 歌舞伎作者:初世五瓶門､1780から上方で番付合作:半蔵 はんぞう なみき ?ｰ1822

1790｢織始室町錦｣99｢石畳嫩陣幕｣1807｢女庭訓和詞｣16｢濃紅葉小倉色紙｣

I3682 ( ･山崎 久顕､号;本立/万里堂､立朴 男) 弘前藩士;算術指南､半蔵 はんぞう やまざき りゅうぼく ?ｰ1851;90余歳

剣･棒･柔術師範､幕命で蝦夷地警備､｢蝦夷日記｣｢東蝦夷紀行｣｢宗谷詰合山崎半蔵日誌｣

斑象( ;初世) → ( ･桜井 俳人) ４９０４はんぞう りとう 、吏登

半蔵( ･安田/山県)→ ( ･山県､儒者) Ｓ２６２３はんぞう たまき

半蔵( ･渡辺) → ( ･渡辺/源､武将/領主) Ｆ４４７６はんぞう もりつな守綱

半蔵( ･増田) → ( ･増田､儒者) Ｈ１９１２はんぞう こう綱

半蔵( ･服部) → ( ･服部半蔵､武将;伝説化)Ｋ４０９６はんぞう まさなり正成

半蔵( ･服部) → ( ･服部 ､日記随筆) Ｄ３３７９はんぞう にっき はっとり日記

半蔵( ･梅津) → ( ･梅津､家老/兵学/歌) Ｒ２６２６はんぞう ただよし忠宴

半蔵( ･実川) → ( ･実川 ､和算家) Ｈ２０９９はんぞう さだかた さねかわ定賢

半蔵( ･十時) → ( ･十時 ､儒者/書画) ３６８２はんぞう ばいがい ととき梅

半蔵( ･垣見) → ( ･垣見 / ､俳人) Ｆ３６８６はんぞう はりょう かきみ かけみ巴凌

半蔵( ･寺田) → ( ･寺田/源/田/寺､藩儒) Ｋ４９５８はんぞう りんせん臨川

半蔵( ･田鎖/根城)→ ( ･根市 ､藩士/儒者) Ｎ１６７９はんぞう きょうさい ねいち恭斎

半蔵( ･沢野) → ( ･沢野 ､詩人) Ｌ２６６０はんぞう たかお さわの喬緒

半蔵(斑蔵 ･荒井)→ ( ･荒井 ､儒者/詩人) ４３４１はんぞう めいもん あらい鳴門

半蔵( ･岩松) → ( ･岩松/源､幕臣/文筆) Ｍ２６１２はんぞう たかずみ孝純

半蔵( ･細川) → ( ･細川 ､郷士/暦算家)Ｊ４７２５はんぞう よりなお ほそかわ頼直



半蔵( ･増田) → ( ;名･増田 ､金属精錬/儒) Ｈ１９１２はんぞう こう ますだ綱

半蔵( ･石河) → ( ･石河 /越智､藩士/国学)Ｂ４０６６はんぞう まさかい いしこ正養

半蔵( ･青木) → ( ･青木 /藤原､幕臣/歌)Ｋ３２６５はんぞう ながのり あおき永教

半蔵( ･鈴木) → (書雄/文緒 ･鈴木､国学者) Ｈ３８８２はんぞう ふみお書緒

半蔵( ･後藤) → ( ･後藤 ､儒者/詩人) Ｈ２２５０はんぞう しょうか ごとう松窩

半蔵( ･高橋) → ( ･高橋 /橋都､国学) Ｖ３１６４はんぞう ともかず たかはし知一

半蔵( ･町田) → ( ･町田 ､国学/歌人) Ｚ２６５２はんぞう たかあき まちだ高明

半蔵( ･飯田) → ( ･飯田 ､藩士/歌/教育)Ｎ４０４６はんぞう まさおき いいだ正起

梅窓( ･藤堂) → ( ･藤堂 ､彫刻/製陶) Ｙ２６４０ばいそう たかとし とうどう高俊

半三( ･鳥居) → (初世 ･鳥居､絵師) Ｄ１６６５はんぞう きよみつ清満

半造( ･北本) → ( ･北本 /石黒､和算家) Ｂ４９５４はんぞう りつ きたもと栗

繁蔵( ･近藤) → ( ･近藤､藩士/兵法家) Ｋ１５９５はんぞう かげたか景高

播叟( ･山鹿) → ( ･山鹿 ､儒/軍学者) ２５２２ばんそう そこう やまが素行

H3675 ( ･依田 ､直恒?) 丹後宮津藩士;軍監､広太郎(陸軍軍人)の父、伴蔵 ばんぞう よだ 1823ｰ6644歳

1866元京都所司代で老中の藩主松平宗秀に従い第二次征長隊に従軍､

使者として長州へ赴く途中に安藝四十八坂で長州軍に狙撃;｢残念｣と一言述べ戦死､

土地の人が祠残念社を建て｢残念さん｣と呼ぶ､

[わすれめや胡蝶の夢もつかのまも花にやどりし春のめぐみを](遺詠)

☆松平宗秀 → ( ･松平 /本庄､藩主/老中)Ｄ４２５３宗秀 むねひで まつだいら

伴蔵( ･谷) → ( :道号･興隆:法諱､曹洞僧/古典)３９３３ばんぞう ほうがん宝巌

伴蔵( ･本庄) → ( ･本庄 ､神道家) Ｐ２０３４ばんぞう さだすえ ほんじょう貞居

Ｍ３７３２伴造( ･横前) → ( ･横前 ､国学者)ばんぞう ひろひさ よこまえ博久

半掃庵( ) → ( ･横井､俳人/詩歌) ４５１７はんそうあん やゆう也有

蟠霜舎( ) → ( ･永日庵 ､狂歌/俳人)Ｄ１６７２ばんそうしゃ きりつ えいじつあん其律

万艸亭( ) → ( ･遠藤 ､商家/俳人) Ｆ３８９６ばんそうてい ぶんせき えんどう文石

半僧道人( ) → ( ･浅野屋､畳業/書家) Ｘ２１９８はんそうどうじん しゅうだい秋台

半俗庵( ) → ( ･城 ､武将/連歌) Ｈ４０８０はんぞくあん まさもち じょう昌茂

I3635 ( ､別号;無三公子/金岳公子) 江後期戯作者､半俗退士 はんぞくたいし ?ｰ?

1845(弘化2)｢拍掌奇譚品玉匣｣､｢言八百三虫伝｣｢箋注盲午｣著

渓斎英泉の匿名? → ( ･一筆庵､絵師） １５１３可候 かこう

I3636 (半村 ･三木 ､名;篤/字;周) 讃岐高松藩士/儒;久保山城山門､半邨 はんそん みき ?ｰ?1850頃没

1815藩校講堂館総裁/詩人､-36｢欸乃一声集｣著､

[半邨の通称/別号]通称;弥総左衛門、別号;洲/山高水長亭

半村( ･牧) → ( ･牧 ､藩士/詩歌/書) Ｊ１９８０はんそん こうしょう まき香松

半村( ･黒沢) → ( ･黒沢 ､藩儒/易学) Ｔ２１７３はんそん しじょ くろさわ四如

伴存( ･畔田) → ( ･畔田 /源､藩士/本草)Ｐ３１１７ばんそん ともあり くろだ伴存

繁乃( ･黒井) → ( ･黒井 ､賢母) Ｒ２１９１はんだい しげの くろい繁乃

I3637 ( / ･後醍醐院女蔵人 ､藤原盛徳女) 後醍醐天皇出仕;女蔵人、万代 ばんだい よろづよ ごだいごいんのにょくろうど ?ｰ?

歌;1318(文保2)後醍醐即位式に詠(続千載)､1367新玉津島社歌合参加､続現葉/臨永集入､

勅撰9首;続千(2124)続後拾(953)新千(1348/2203/2312)新拾(1124/1700/1713)新続古、

[あきらけき御代ぞしらるる位山またうへもなくあふぐ光に](続千;2124/即位日の詠)

磐代( ･大江) → ( ･大江 /岩室/橘/天皇生母)Ｋ１１０３ばんだい いわしろ おおえ磐代

万代閣( ) → ( ･万代閣､俳人) Ｋ１６９８ばんだいかく きすい淇水

I3638 ( ･臍斎 主人) 談義本作者;1770｢赤本智恵鑑｣､狂俳｢独楽筆遊｣著?飯袋子 はんたいす せいさい ?ｰ?

飯袋子( ･臍斎主人)→ ( ･岡本[1575ｰ1657]､兵法)Ｃ３５５８はんたいす のぶなり宣就

飯袋子( ) → ( ･岡西[1639-1711]､俳人)１１１９はんたいす いちゅう惟中

飯台陳人( ) → ( ･曲亭 ､読本作者) ３６０７はんだいちんじん ばきん きょくてい馬琴

伴大納言( ) → ( ･伴 /大伴､応天門変:絵巻に入)Ｃ４７３４ばんだいなごん よしお とも善男

半田屋( ) → ( ･荒木､俳人) ３６８０はんだや はんざん半山

I3639 ( ･江戸 ) 江戸の修験者の息子/説教祭文に長ず､半太夫 はんだゆう えど ? ｰ 1743?



のち浄瑠璃太夫:江戸肥前掾門､貞享元禄1684-1704頃半太夫節を興す､

堺町で操り芝居興行/歌舞伎芝居にも出勤/座敷浄瑠璃も語る､1719｢鳰鳥 ｣作､におどり

語り物｢浅黄帷子｣｢五人曾我｣｢助六後日｣著､其角｢光陰鼠の道行｣節付､

[江戸半太夫(;号)の幼名/別号]幼名;坂本半之丞、剃髪号;梁雲

半太夫( ･飯田) → ( ･飯田､詩歌) Ｅ３６８１はんだゆう はだら豹

半太夫( ･飯田) → ( ･飯田 ､藩士/歌/教育)Ｎ４０４６はんだゆう まさおき いいだ正起

半太夫( ･横山) → (春芳 ･横山､藩士/和算家)Ｌ２１８８はんだゆう しゅんぽう春方

半太夫( ･岩井) → (初世 ･岩井､歌舞伎役者)Ｉ３６０２はんだゆう はんしろう半四郎

半太夫( ･岡田) → ( ･岡田 ､儒者/藩家老) Ｍ１８７７はんだゆう げんり おかだ元理

半太夫( ･川田) → ( ･川田､藩儒/陽明･朱子学)Ｂ４６２６はんだゆう ゆうきん雄琴

半太夫( ･小野) → ( ･小野 ､藩士/国学者) Ｕ３１４５はんだゆう としのり おの驥徳

半太夫( ･真柳) → ( ･真柳､藩士/兵学/俳人) Ｍ２４１５はんだゆう せんけい泉渓

繁太夫( ･宮古路)→ ( ･宮古路､浄瑠璃太夫)Ｃ２１３９はんだゆう しげだゆう繁太夫

半太郎( ･岩田) → ( ･岩田 /平､幕臣/奉行)Ｈ４１６２はんたろう みちのり いわた通徳

繁太郎( ･森) → ( ･森 ､藩絵師) Ｐ３２０９はんたろう なおき もり直樹

範致( ･村上) → ( ･村上､藩家老/軍制) Ｆ３５９４はんち のりむね範致

半知( ･藤井) → ( ･遠近 ､藤井､藩医/測量)Ｂ３１１０はんち どういん おちこち道印

半痴( ･椎名) → (秋邨 ･椎名､里正/詩人) Ｘ２１９７はんち しゅうそん秋村

半痴( ･三井) → ( ･三井 ､商家/国学) Ｄ２６２１はんち たかとし みつい高敏

I3640 ( / ;道号･要門 ;法諱) 越中曹洞僧/山城鞍馬吸江院住持､万智 ばんち まんち ようもん 1667ｰ174074

卍山道白門/嗣法､1736｢卍山和尚広録第三十二｣共編;古宝/大亀 ､｢宝鏡三昧書紳稿｣編､らと

[万智要門の号] 嵩山杜多/蓮華庵主

蕃智( ･望月) → ( ･望月 ､藩士/歌人) Ｐ２０５７ばんち さだあき もちづき貞明

班竹( ･植木) → ( ･植木 ､儒者） Ｑ１５８２はんちく かんざん うえき環山

班竹堂( ) → 陸葦( ･班竹堂､俳人/浮世草子) ４９６９はんちくどう りくい

半蟄居( ) → (初世 ･長谷川馬光､俳人) ２５２９はんちっきょ そまる素丸

半中( ･都国太夫)→ ( ･宮古路､浄瑠璃太夫:豊後節祖)３８２１はんちゅう ぶんごのじょう豊後掾

範忠( ･藤原) → ( ･藤原､廷臣/歌) Ｅ３５９２はんちゅう のりただ範忠

範忠( ･清原) → ( ･清原､軍記作者) Ｅ３５９５はんちゅう のりただ範忠

範忠( ･服部) → ( ･服部､医者/本草家) Ｇ３５４１はんちゅう のりただ範忠

範忠( ･熊谷) → ( ･熊谷 /波多野､国学)Ｉ３５２９はんちゅう のりただ くまがい範忠

繁仲(仲 ･薄井)→ (仲 ･薄井･臼井/平､国学)Ｒ２１８４はんちゅう しげなか繁仲

繁中(繁沖 ･大神)→ ( ･大神 /大三輪､神職) Ｎ２１７３はんちゅう しげおき おおが茂興

藩中館新五三( )→ ( ･藩中館､洒落本)Ｅ２２１２はんちゅうかんしんごさん しんごさん新五三

伴中義( ) → ( ､滑稽本作者) Ｑ３１１２ばんちゅうぎ とものなかよし伴中義

( );江後期天保頃土佐藩の詩歌文に優れた三人藩中三絶 はんちゅうさんぜつ

→ ( ･安並 ､短歌/1780ｰ1851)Ｂ４０７２雅景 まさかげ やすなみ

→ ( ･鹿持 ､長歌/1791ｰ1858) ４００９雅澄 まさずみ かもち

→ ( / ･池田 ､雅文/?ｰ?) Ｓ２６５０為夾 ためちか ためおさ いけだ

範朝( ･藤原) → ( ･藤原､廷臣/詩人) Ｆ３５２４はんちょう のりとも範朝

反長( ･早川) → ( ･早川 ､剣客/州吏) Ｏ３２４２はんちょう なおまさ はやかわ直昌

晩暢( ･島地) → ( ;法諱･島地/清水､真宗僧)Ｂ４４１２ばんちょう もくらい黙雷

帆亭( ) → ( ･斎藤､武将/俳人) Ｋ３１６５はんてい とくげん徳元

範亭( ･上杉) → ( ･上杉/扇谷/藤原､武将/守護)Ｆ２０５２はんてい さだまさ定正

繁亭( ･種樹家) → ( ･種樹家 ､植木屋) Ｒ１６３３はんてい きんた うえきや金太

斑亭( ･石田) → ( ･石田 ､医/和算/暦学)Ｉ１８５４はんてい げんけい いしだ玄圭

I3641 ( ;法諱･節外 ;道号) 江中期曹洞僧:万宏門里 門/法嗣、万貞 ばんてい せつがい ばんこうもんり?ｰ1773

播磨景福寺22世､京の興聖寺17世､丹波桑田郡に没､｢節外万貞和尚語録｣著

J3608 ( ) 江前期江戸俳人;旧室門､宗因座沾涼側点者､万丁 ばんてい ? ｰ ?

1754竹翁｢誹諧童の的｣点句入



阪低窩( ･有馬) → ( ･有馬 ､藩家老/国学) Ｊ４４１２はんていか もりい ありま守居

半泥子( ) → ( ;道号･紹琮 ､臨済僧)Ｐ１６３４はんでいし ぎょくほ じょうそう玉甫

半滴( ･神田) → ( ･神田 ､藩士/兵学) Ｅ４７４９はんてき よしちか かんだ良近

半田( ･上田) → ( ･上田 ､藩士/国学) Ｔ１５７５はんでん かずのり うえだ一徳

半田( ･島崎) → ( ･島崎 ､藩士/国学/歌)Ｆ２９８１はんでん つちお しまざき土夫

半田居( ) → ( ･大主 ､神職/俳人) Ｈ１９４０はんでんきょ こうう おおぬし耕雨

半田居士( ) → ( ･大主 ､神職/俳人) Ｈ１９４０はんでんこじ こうう おおぬし耕雨

繁徒( ･別所/増田)→ ( ･増田/別所､幕臣/経学) Ｑ２１８３はんと しげかつ繁徒

蟠杜( ･石川) → ( ･石川､藩士/詩･書) Ｔ２２７０はんと じょうすい畳翠

I3642 ( ･牧野 ､会津藩士直永2男) 陸奥会津藩儒者;1808昌平黌に修学;半陶 はんとう まきの 1786ｰ184257

朱子学;古賀精里門/1810林述斎門､1820会津藩校日新館儒者見習/藩主松平容衆の侍読、

詩･書に長ず､｢性情心意説｣著、

[半陶(;号)の名/字/通称/別号]名;直亮 、字;景武、通称;只次郎、別号;己千堂なおすけ

範藤( ･高倉/藤原)→ ( ･高倉､廷臣/歌人) Ｆ３５７１はんとう のりふじ範藤

版橈( ･晃全 )→ ( ･版橈､曹洞僧) Ｆ１９２６はんとう こうぜん こうぜん晃全

反堂( ･早野) → ( ･早野 ､儒者/講説/詩)Ｉ１６６５はんどう きっすい はやの橘隧

帆道( ･寺田) → ( ･寺田 ､俳人無名庵12世)５１３１はんどう れいざん てらだ礪山

槃堂( ･山中) → ( ･山中 ､歌人) Ｅ４６７７はんどう ゆきただ やまなか幸忠

I3643 ( ･山片 芳秀､初名;長谷川有躬､長谷川小兵衛男) 播磨神爪 農業､蟠桃 ばんとう やまがた かづめ1748ｰ182174

1760大阪両替商升屋久兵衛の養嗣/主家再興/仙台藩をはじめ全国数十藩の蔵元;財政再建､

1805改姓;山片､儒;中井竹山･履軒門/天文図象;麻田剛立 門､ごうりゅう

弁証法による地動説主唱;明暗界宇宙論を独創､

徹底した無神論と合理主義による実学農本主義;近代思想の先駆者､

晩年眼疾;失明､1820実学啓蒙書｢夢之代 ｣､｢夢之代経済秘話｣｢無鬼｣､｢蟠桃遺藁｣著ゆめのしろ

[神仏 化物 もなし世の中に 奇妙ふしぎのことは猶なし](1802-20 夢之代)かみほとけ ばけもの

坂東( ･高木) → ( ･高木/細木､俳人) Ｇ１５３６ばんどう がんし岸

半榻庵( ) → ( ･文笑庵､俳人) ３８９４はんとうあん ふうちく風竹

半島漁人( ) → ( ･柴田/新発田､地理学者)４７９９はんとうぎょじん ようさい拗斎

半陶子( ) → ( :法諱･彦竜､臨済僧) Ｈ２１３２はんとうし しゅうこう周興

阪東処士( ) → ( ･毛束 ､名主/神職/歌)Ｍ４７６７ばんどうしょし よしたか けつか義恭

I3644 ( ･佐藤 ) 羽後秋田藩士;江戸留守居役､俳人:麦天門、晩得 ばんとく さとう 1731ｰ 179262

のち初世存義門/同門に月成･酒井抱一ら､抱一･恋川春町･京伝らと通人として活躍､

1784頃致仕;墨東に庵居､｢つきむらさき｣｢清街筆記｣｢哲阿彌随筆｣著､

1783｢哲阿彌句藻｣著(自句750余章/没後7周忌に1798屠龍跋刊)､

1791随筆｢古事記布倶路 ｣著、こじきぶくろ

[晩得(;号)の名/通称/別号]名;祐英 ､ 通称;又兵衛すけひで

別号;堪露(;初号)･牛島庵･北斎･朝四･桃栗･木雁･ ･蘇狂･清談林･知久良･牛渚･斎

哲阿彌･哲得庵･露入道･月村所2世

晩得(2世 ) → ( ･荒木､俳人) Ｊ１６９７ばんとく きぐ亀具

晩得(3世 ) → ( ･菜庵､俳人) Ｄ２５６３ばんとく そけい素兄

万徳( ･藤浪) → (万得 ･藤浪 ､医者) Ｋ４０７５ばんとく まんとく ふじなみみ万徳

特小僧(繁特- )→ ( ･椎本/谷､俳人) ２００６はんとくこぞう さいまろ才麿

半年庵( ) → ( ･青野 ､酒造業/俳人) Ｂ２６３７はんとしあん たいこう あおの大

I3683 ( ､坂口 ､平三盛勝 ) 室町期早歌伝承者;道阿門/1357伝承､坂阿 はんな さかかぐち もりかつ ?ｰ?

将軍側近武士/出家;沙弥/1392息子の平盛 幸[口阿]に相伝､ひらもり

早歌の伝承 → ( ) Ｂ１８０５月江 げっこう

半内( ･中村) → ( ･中村 ､藩士/儒者) ３６６０はんない ばいう なかむら梅塢

半内( ･上田) → ( ･上田 ､眼科医/国学) Ｋ１９７１はんない こうてい うえだ公鼎

藩南( ･沢田) → ( ･沢田 ､儒者/詩人) Ｈ２４２６はんなん せいあん さわだ静庵

万安( ;道号) → ( ;道号･英種;法諱､曹洞僧)Ｈ３６１８ばんなん ばんあん万安



般若( ･鈴木) → ( ･鈴木/穂積/源､国学/歌)２１１２はんにゃ しげたね重胤

般若院( ) → ( ;法諱､天台僧/歌人) Ｂ１９２９はんにゃいん こうじゅう公什

般若院( ;号) → ( :字･実相院､真言僧/歌) Ｎ１９１９はんにゃいん こどう古道

般若院( ;号) → ( ;法諱･武内､修験/医/教育)Ｔ１３９８はんにゃいん えいせん英泉

般若寺僧正( )→ ( ;法諱､真言僧) Ｄ１５５９はんにゃじのそうじょう かんけん観賢

I3689 ( ) 美濃鵜沼 大安寺の臨済僧/狂歌の名人(醒睡笑入)、般若坊 はんにゃぼう うるま? ｰ ?

[心経の摩謌のしたなる般若坊ことし一切くやくなりけり](醒睡笑三/13)

(くやくは苦厄と食う厄を掛ける)

般若房( ;号) → ( ;法諱､天台僧;顕密二教)Ｏ２２７６はんにゃぼう しんしゅん眞俊

般若房( ;号) → ( ;道号･了心;法諱､臨済僧)Ｊ２６７９はんにゃぼう だいけつ大歇

範寧( ･星野) → ( ･星野､医者/身幹儀製作)Ｇ４９５２はんねい りょうえつ良悦

I3645 ( ;道号･玄彙 ;法諱､諡号;神機妙感禅師) 尾張善師野村の臨済僧:万寧 ばんねい げんい 1790ｰ183041

美濃竜福寺大衍門;出家､伊予竜潭寺行応門/のち棠林宗寿門;嗣法､京の妙心寺住持､

瑞竜寺天沢庵に没;1860禅師号贈与される､｢万寧禅師遺稿｣

D3633 ( ･舟山/船山 ､名;光遠/光) 仙台の郷土史家;僧南山門､詩文/書画､万年 ばんねん ふなやま 1791ｰ185767

塩竈･松島を実地調査､1822｢塩松勝譜｣､｢人物伝｣｢松島志｣著､

こうよう[万年(;字)の通称/号]通称;太郎兵衛、号;陽

万年( ･伊藤) → ( ･伊藤/藤原､儒者/講説) Ｋ４０７８ばんねん まんねん万年

蟠年( ･村井) → ( ･村井 ､藩士/儒者) Ｈ２１８５ばんねん しゅうせい むらい習静

半年僧( ) → ( ;法諱･本覚房､日蓮僧) Ｃ３３８９はんねんそう にちでん日伝

半農( ･帆足) → ( ･帆足 ､絵師) Ｎ１６２２はんのう きょうう ほあし杏雨

榛木翁( ) → ( ･田中､国学/歌人) ４１１７はんのきおう みちまろ道麿

半之丞( ･溝口/亀田)→ ( ･亀田 /溝口､武将/戦記)Ｍ２６２７はんのじょう たかつな かめだ高綱

半之丞( ･大久保)→ ( ･大久保､幕臣/記録) Ｑ２６３２はんのじょう ただなが忠良

半之丞( ･神田)→ ( ･神田 ､古筆鑑定家) Ｇ３１９９はんのじょう どうはん かんだ道伴

半之丞( ･神田/平沢)→ ( ･古筆 /9世､平沢/神田､鑑定家)Ｇ４９２１はんのじょう りょうい こひつ了意

半之丞( ･坂本)→ ( ･江戸､浄瑠璃太夫) Ｉ３６３９はんのじょう はんだゆう半太夫

半之丞( ･糟谷)→ ( ･糟谷 ､歌人) １１１５はんのじょう いそまる かすや磯丸

半之丞( ･鱸) → ( ･鱸 ､国学者) Ｆ１０５１はんのじょう ありとび すずき有飛

半之丞( ･金井)→ ( ･金井､藩士/蝦夷郡代) Ｑ２６２５はんのじょう ただなお質直

半之丞( ･葛上)→ ( ･葛上 ､藩家老/地誌)Ｐ２６０８はんのじょう ただあき くずがみ忠昭

半之丞( ･長沼)→ ( ･長沼 ､和算家) Ｂ４５５３はんのじょう やすただ ながぬま安忠

半之丞( ･垣本)→ ( ･垣本 /源､代官/国学)Ｏ４０７６はんのじょう まさよし かきもと正良

半之丞( ･岡本)→ ( ･岡本 /石上､藩士/歌)Ｈ３５８２はんのじょう のぶよし おかもと宣愿

半之丞( ･林) → ( ･林 ､国学者/歌人) Ｐ２０１５はんのじょう さちゆき はやし幸行

繁之丞( ･斎藤)→ (尚中 ･斎藤､和算家) Ｋ２２８５はんのじょう しょうちゅう尚仲

半之進( ･鈴木) → ( ･鈴木 ､歌人) Ｔ１５０１はんのしん かたなり すずき方業

半之進( ･宍野) → ( ･宍野 ､藩士/神職/扶桑教)Ｎ３２３１はんのしん なかば ししの半

半之助( ･松平) → ( ･松平 ､幕臣/和学) Ｇ４５７１はんのすけ やすかど まつだいら康門

半之助( ･高) → ( ･高 ､和算家) Ｈ２０６８はんのすけ さだあき こう貞覚

半之助( ･滝井) → ( ･民屋 ､歌舞伎役者)Ｄ２２３１はんのすけ しろごろう たみや四郎五郎

半之助( ･守田) → ( ･守田 ､国学者/歌人) Ｔ４０２２はんのすけ まさみち もりた旁通

半之助( ･吉田) → ( ･吉田 ､藩士/国学) ２７３１はんのすけ たるほ よしだ足穂

磐之助( ) → ( ･広井 ､藩士/敵討)Ｉ１１４４ばんのすけ いわのすけ ひろい磐之助

半梅軒( ) → ( ･清水､歌人) Ｃ２５３６はんばいけん そうせん宗川

半梅叟( ) → ( ;道号･法霖;法諱､臨済僧)Ｂ３６５０はんばいそう ばいしゅく梅叔

繁伯( ･千葉) → ( ･千葉 ､儒者;陽明学) Ｌ２２１７はんぱく しょうどう ちば松堂

槃( ･渡辺) → (湊水 ･渡辺 /辺､絵師)Ｏ２２９７はんばく しんすい わたなべ水

頒白逸士( ) → ( ･岸井 ､藩士/画) Ｉ２４３５はんぱくいっし せいさい きしい静斎

半白渓( ) → ( ･城 ､藩士/儒者) Ｄ２８３８はんぱくけい ちくそう じょう竹窓



盤舎( ) → ( ･鵜飼 ､書家) Ｏ３１６１はんばくしゃ となん うかい図南

槃主人( ) → (湊水 ･渡辺 /辺､絵師)Ｏ２２９７はんばくしゅじん しんすい わたなべ水

晩泊老人( ) → ( ;法諱･江西､臨済僧/詩) ４９１２はんぱくろうじん りゅうは龍派

半八( ･小山田) → ( ･小山田 ､藩医者) Ｉ２５２０はんぱち そうせき おやまだ宗碩

半八( ･荒井/渡辺)→ ( ･渡辺/荒井､藩士/儒者)Ｅ４９０２はんぱち りゅうさい柳斎

I3646 ( ･而已舎 /攴頤亭 ) 京住俳人:支考門､同門の吾仲(1733没)と親交､范孚 はんぷ じいのや ぼくいてい? 1713?ｰ?

1704(元禄17)｢麻生 ｣編;許六跋あさふ

胖夫( ･遠田) → ( ･遠田 ､蘭学者) Ｇ２２６４はんぷ しょうあん とおだ昌庵

繁富( ･森内) → ( ･森内､藩士/漢学/和算) Ｒ２１７２はんぷ しげとみ繁富

万夫( ･渡辺) → ( ･渡辺､儒者/国学者) Ｇ１９５３ばんぷ こうよう荒陽

範武( ･中島) → ( ･中島 ､国学者/歌) Ｊ３５３７はんぶ のりたけ なかじま範武

蛮蕪( ･高橋) → ( ･高橋 ､幕臣/天文/ｼｰﾎﾞﾙﾄ事件)Ｂ１５９９ばんぶ かげやす たかはし景保

繁諷( ･岡谷) → ( ･岡谷 /源､藩士/歌) Ｎ２１８７はんふう しげあきら おかや繁諷

万物庵( ) → ( ･貞松斎､米沢､華道家/俳) Ｇ１１３７ばんぶつあん いちば一馬

万物子( ) → ( ､狂歌作者) ５２１５ばんぶつし ろあんいちば蘆庵一馬

半仏居士( ) → ( ･曾谷 ､儒者/詩/篆刻 Ｅ１５８８はんぶつこじ がくせん そだに学川 )

I3647 ( ･海保 ､名;芳郷､芳寿男) 水戸藩士;与力/馬廻組/剣術;一刀流､帆平 はんぺい かいぼ 1822ｰ6342

1858井伊直弼斬込の風説が流れ謹慎処分､｢浦賀黒船始末｣｢亞墨利伽図説｣著

I3648 ( ･小川 ) 大阪浄瑠璃作者:合作者/1745竹本座付､半平 はんべい おがわ ? ｰ ?

1741｢新うすゆき物語｣｢伊豆院宣源氏鏡｣/43｢風俗太平記｣/45｢軍法富士見西行｣著

半平( ･山口) → ( ･山口､藩士/和算) Ｐ３１４９はんぺい ともさだ知貞

半平( ･中村) → ( ･中村､国学者) Ｍ１５４９はんぺい かずまさ一匡

半平( ･渡辺) → ( ･渡辺/源､藩士/随筆) Ｆ４９７８はんぺい りゅうもん竜門

半平( ･草野) → ( ･草野/大神､藩士/歌人) Ｆ４１８１はんぺい みまき御牧

半平( ･木村) → ( ･木村 ､藩家老/歌人) Ｕ３１９２はんぺい とよもち きむら豊持

半平( ･米屋/上米屋)→ ( ･吉井 ､商家/歌人) Ｗ３１９１はんぺい とよつね よしい豊庸

半平( ･富永) → ( ･富永/長深/神墨､陽明学)２２９０はんぺい しんよう陽

半平( ･石居) → ( ･石居 ､藩士/歌人) Ｊ４４１９はんぺい もとあき いしい元暁

繁平( ･山崎) → ( ･山崎 ､国学者) Ｚ２１９７はんぺい しげひら やまざき繁平

範平( ･土肥) → ( ･土肥 ､神職/連歌) Ｇ３５４８はんぺい のりひら とい範平

範平( ･有井) → ( ･有井 ､儒者/教育) Ｅ２２２２はんぺい しんさい ありい進斎

伴平( ･北村) → ( ･北村 ､儒者) Ｋ３１９３ばんぺい とくしょ きたむら篤所

伴平( ･和田) → ( ･和田 /中台､藩士/儒者) ５１０９ばんぺい れん わだ廉

半平太( ･武市) → ( ･武市 ､剣術/勤王派) Ｅ２３５９はんぺいた ずいざん たけち瑞山

I3649 ( ･吉田 ､名;定吉､無色軒/三夕軒) 京の大宮通住の絵師;庄五郎門?､半兵衛 はんべえ よしだ ?ｰ1693?

寛文元禄1661-1704頃浮世草子挿絵･浄瑠璃本や名所記挿絵､のち寺松通に移住､

西鶴の浮世草子に挿絵提供/上方浮世絵界の代表者;江戸の師宣と並称､

1677｢出来斎京土産｣81｢囃物語｣86｢伊勢講儀式｣/87｢山路の露｣/88｢嵐無常物語｣画、

1689｢好色京くれなゐ｣90｢好色咄浮世祝言揃｣画､1705｢好色花すゝき｣外画多数

I3650 ( ･土田 ) 江中期越中高木村の生/富山藩十村､半兵衛 はんべえ つちだ ? ｰ ?

1735保郷庄調査:｢富山藩領保郷庄考｣著､40･41十村頭取

I3651 ( ･松好斎 ) 江後期寛政-文化1789-1818頃大阪の絵師:半兵衛 はんべえ しょうこうさい ?ｰ?

流光斎如圭門/錦絵摺役者絵;役者似顔絵が得意､戯作本などの挿絵､春好斎北洲の師、

1800｢戯場 楽屋図会｣/01｢奇説徒然草｣/02｢楽屋図会拾遺｣｢俳優児手柏｣､しばい

1805｢ますかがみ｣06｢契情筥伝授｣､｢画本桟道物語｣｢戯場訓蒙図彙｣｢役者用文章直指南｣､

｢歌舞伎始｣｢戯場壁生草｣｢拳会角力図会｣｢初夢富士見曾我｣｢役者百人一首化粧鏡｣外画多､

[松好斎半兵衛(;通称)の別号] 戯場 好人/詠楽人/芝居山人しばい

I3652 ( ･田宮 ､名;翼/翼養､仙右衛門男) 名古屋藩士/1785右筆/95留書奉行､半兵衛 はんべえ たみや ?ｰ1832

1801留書頭/14町奉行;用心格/名奉行の評価､｢敬公遺事｣著､如雲 の養父､じゅうん

[半兵衛の別通称] 半九郎



K3636 ( ･高木 ､) 大坂の歌人;熊谷直好門半兵衛 はんべえ たかぎ 1827ｰ191589

半兵衛( ･竹中) → ( ･竹中､武将/武略) Ｓ２１２３はんべえ しげはる重治

半兵衛( ･溝口) → ( ･溝口 ､藩家老/儒者)Ｆ３２５６はんべえ ながひろ みぞぐち長裕

半兵衛( ･稲次) → ( ･稲次/荻野､武将/藩家老)Ｂ４２０９はんべえ むねお宗雄

半兵衛( ･稲次) → ( ･稲次 /端山､藩士/国学))Ｎ２１４２はんべえ しげあき いなつぐ成章

半兵衛( ･久隅) → ( ･久隅 ､絵師) Ｆ４４２４はんべえ もりかげ くすみ守景

半兵衛( ･万屋) → ( ･万屋 ､俳人) Ｄ４５５６はんべえ やすよし よろづや保吉

半兵衛( ･原) → ( ･原 ､砲術家) Ｉ４００１はんべえ まさもり はら正盛

半兵衛( ･永戸) → ( ･永戸 ､藩士/地誌編) Ｈ２０６５はんべえ さだあき ながと貞著

半兵衛( ･黒瀬) → ( ･黒瀬/度会､神職/記録) Ｊ４０２０はんべえ ますひろ益弘

半兵衛( ･三上) → ( ･三上 /源､幕臣/記録)Ｆ２３６０はんべえ すえひろ みかみ季寛

半兵衛( ･坂上) → ( ･坂上､大庄屋/俳人) Ｇ２４３７はんべえ せんちょう羨鳥

半兵衛( ･平田) → ( ･平田､神道/国学者) １０２２はんべえ あつたね篤胤

半兵衛( ･南条) → ( ･南条 ､藩士/学頭) Ｂ４２７０はんべえ むねつね なんじょう宗経

半兵衛( ･富塚) → ( ･富塚 ､藩士/歌人) Ｆ１０９１はんべえ ありよし とみづか有義

半兵衛( ･鈴木) → ( ･鈴木 ､藩士/和漢学) Ｍ１５５５はんべえ かずやす すずき一保

半兵衛( ･鈴木) → ( ･鈴木 ､藩士/蘭学者) Ｑ１６９４はんべえ きんこく すずき金谷

半兵衛( ･小山) → ( ･小山 ､国学/儒者/詩人) Ｆ２６１１はんべえ ただし こやま儀

半兵衛( ･河内) → ( ･河内 /山崎､幕臣) Ｄ２９０４はんべえ つねのぶ こうち常宣

半兵衛( ･戸谷) → ( ･戸谷､商家/俳人) ２５５８はんべえ そうう双烏

半兵衛( ･三河屋/斯波)→ ( ･浜辺､書肆/狂歌) Ｂ１７１８はんべえ くろひと黒人

半兵衛( ･中井) → ( ･中井 ､俳人) Ｊ２４５１はんべえ せいふ なかい青芙

半兵衛( ･笠井) → ( ･笠井 /安田､塩田/儒者)Ｏ２０２７はんべえ さだゆき かさい貞之

半兵衛( ･沼田) → ( ･沼田 ､藩士/絵師) Ｈ１８０５はんべえ げっさい ぬまた月斎

半兵衛( ･間) → ( ･間 ､本陣/国学) Ｋ３７６３はんべえ ひでのり はざま秀矩

半兵衛( ･間) → ( ･間､秀矩男/国学/尊攘) Ｋ４４９５はんべえ もとのり元矩

半兵衛( ･麓屋) → ( ･三瀬 ､商家/歌人) Ｉ１０５２はんべえ ありよし みせ有儀

半兵衛( ･麓屋) → ( ･三瀬 ､商家/歌人) Ｌ２５１５はんべえ そうえん みせ宗圓

半兵衛( ･熊谷) → ( ･熊谷 ､庄屋/国学) Ｅ１２６６はんべえ うそん くまがい烏村

半兵衛( ･北本) → ( ･北本 /石黒､和算家) Ｂ４９５４はんべえ りつ きたもと栗

伴兵衞( ･武田) → ( ･武田 ､俳人) Ｄ４２２１はんべえ むらみち たけだ村径

伴兵衞( ･和田) → ( ･和田 /中台､藩士/儒者) ５１０９はんべえ れん わだ廉

万別( ･千差堂) → ( ･黄表紙) Ｆ２４４５ばんべつ せんさばんべつ千差万別

範保( ･佐伯) → ( ･佐伯 /藤原､藩士/国学)Ｇ３５６５はんほ のりやす さえき範保

範方( ･藤原) → ( ･藤原､廷臣/歌人) Ｋ３５６０はんほう のりかた範方

I3653 ( ･堀江 ､惺斎 の長男) 岩代二本松藩儒､儒;父門、半峯 はんぽう ほりえ せいさい 1819ｰ8870

のち安積艮斎/佐藤一斎門､藩主世子丹波長国の侍読/藩校教授兼任､

維新後;福島に移住;作新塾を開設､1857(安政4)｢半峯楼百律｣著､

[半峯(;号)の名/字/通称]名;章、字;希達、通称;仁蔵/蓋蔵

半坊( ) → ( ･丸山 ､農業/俳人) ２７９６はんぼう べっさ まるやま左

畔坊( ) → (佐梁 ･中村､俳人) Ｌ２０６７はんぼう さりょう左梁

万宝( ･森羅亭) → ( ､商人/戯作者) ２１２８ばんぽう しつちんまんぽう七珍万宝

磐木( ･西山) → ( ;法諱､法師/歌人) Ｂ２１４２はんぼく じかん慈寛

反哺堂( ) → ( ･明石､儒者/歌人) Ｂ１５９４はんぽどう かげふみ景文

万明( ;法諱) → ( ･ ;道号･万明､曹洞僧)Ｊ１９５２ばんみょう こうしゅう こうじゅう弘宗

蕃民( ･七里) → ( ･七里 ､国学者) Ｏ２１７６ばんみん しげたみ しちり蕃民

半夢( ) → ( ･菱川､絵師) Ｑ１６１７はんむ きよはる清春

半夢( ･今日庵) → ( ･西山､藩士/歌人) Ｎ２６８２はんむ たかより隆従

範夢( ･富島) → ( ･富島 ､商家/歌人) Ｅ１７３７はんむ くにみち とみしま邦道

半夢斎( ) → ( ･前田 ､武将/歌/連歌) Ｆ１８１６はんむさい げんい まえだ玄以



範茂( ･平) → (範茂 ･平､廷臣/阿仏尼の養父)Ｅ３５６４はんも のりしげ度茂

繁茂( ･平) → ( / ･平 ､廷臣/歌人)Ｓ２１８９はんも しげもち のりしげ たいら繁茂

板元伊八( ) → ( ･初世北沢/書肆須原屋) Ｅ１１５５はんもといはち いはち伊八

繁門( ･大垣) → ( ･壺星楼/大垣､狂歌) Ｑ２１８４はんもん しげかど繁門

繁門( ･森集亭) → ( ･森集亭/毛馬内､藩士/狂歌)Ｑ２１８５はんもん しげかど繁門

繁門( / ･武藤)→ ( ･武藤 ､藩士/攘夷論)Ｇ４７１４はんもん しげかど よしはる むとう好春

帆門十哲( ) → 万里( ･帆足 ､万里十哲) Ｉ３６６４はんもんじってつ ばんり ほあし

半弥( ･横山) → ( ･横山､農業/藩士/和算)Ｌ２１８８はんや しゅんぽう春方

半弥( ･山崎) → ( ･山崎､儒･陽明学者)Ｒ１５１４はんや がんすいけん玩水軒

半弥( ･木俣) → ( ･木俣 /橘､藩老/執権)Ｊ４４８１はんや もりあき きまた守明

半弥( ･木俣) → ( ･木俣 /橘､藩老/歌人)Ｊ４４７７はんや もりなが きまた守長

半弥( ･木俣) → ( ･木俣 ､藩執権/連歌) Ｊ４４８２はんや もりみつ きまた守盈

半弥( ･木俣) → ( ･木俣 /橘､藩老) Ｊ４４８０はんや もりちか きまた守前

半弥( ･木俣) → ( ･木俣 /橘､藩老/楽焼)Ｊ４４７９はんや もりやす きまた守易

半弥( ･花輪) → ( ･花輪 /塙/源/中島､国学)Ｒ４０８４はんや まさとみ はなわ昌富

半也( ･山崎) → ( ･山崎/源､藩士/捕縄術) Ｋ２０５８はんや さとよし郷義

I3654 ( ;法諱･号;空諦[体] 房) 真言高野山僧;東大寺再建勧進重源上人門、鑁也 ばんや くうたい 1149ｰ123082

1191室生寺で仏舎利発掘;興福寺から贋作説が出て訴えられる;

師や後白河院を巻込む事件に発展(玉葉入)､晩年は伊勢に住/

歌人;藤原定家門;定家と密接な交流､家集｢露色 随詠集｣､新勅撰1首610､御裳濯集入、ろしょく

[かずしらぬちぢのはちすにすむ月を心のみづにうつしてぞ見る](新勅;釈教610)

[わがいりし心のほかのすみかかな花にとはるるみ吉野の奥](御裳濯集;春128)

半夜亭( ) → ( ･佐方 ､藩士/俳人) Ｄ１４１７はんやてい おつご さかた乙語

半幽[軒]( ) → ( ･ ･前川､俳人) Ｄ４６６８はんゆう[けん] ゆうへい よしひら由平

胖幽( ･久隅) → ( ･久隅 ､絵師) Ｈ３７９７はんゆう ひこじゅうろう くすみ彦十郎

蕃祐( → ･杉村)→ ( ･杉村､家老) Ｂ３２０６ばんゆう ありすけ なおき直記

繁雄( ･伊高) → ( ･伊高 ､神職/歌人) Ｎ２１８２はんゆう しげお いだか重雄

伴雄( ･長沢) → ( ･長沢､藩士/故実/国学/歌)Ｐ３１２３ばんゆう ともお伴雄

伴雄( ･太田黒) → ( ･太田黒･大野･飯田､神職/神風連頭首)Ｕ３１５６ばんゆう ともお伴雄

伴雄( ･片岡) → ( ･片岡 ､神職/国学) Ｕ３１７４ばんゆう ともお かたおか伴雄

伴幽軒( ) → ( ･長井 ､薬種業/俳人) Ｃ１１１５ばんゆうけん いくおう ながい郁翁

I3655 ( ) 鎌倉後期叡山阿闍梨/歌;｢比叡社歌合｣参加、範耀 はんよう ? ｰ ?

[にほひくるあらしを花のしるべにてなほ雲わくるをはつせの山](比叡社歌合;八番左)

蕃陽( ;号) → ( ;道号･円旦;法諱､臨済僧)Ｙ２１１５ばんよう しゅうなん周南

播陽隠士( ) → ( ･山鹿 ､儒/軍学者) ２５２２はんよういんし そこう やまが素行

播陽隠叟( ) → ( ･山鹿 ､儒/軍学者) ２５２２はんよういんそう そこう やまが素行

半庸軒翁( )→ ( ･伊南 ､軍学者) Ｈ４７３６はんようけんりおう よしみち いなみ芳通

堂( ) → ( ･佐々原 ､儒者) Ｂ３６７５はんよどう ばいそう ささはら梅操

I3656 ( ･柳生 ､別号;松月庵) 京の俳人:大阪住､1834(天保5)｢冠附類題集｣編範莱 はんらい やぎゅう ?ｰ?

I3657 ( ･荒木 ､通称;六兵衛､別号;花神窓) 丹後宮津の俳人:のち京の下立売室町住､万籟 ばんらい あらき ?ｰ?

1834-40(天保5-11)｢遂々集｣著

I3658 ( ･中江 ､通称:伊兵衛) 能登輪島の漆器販売業/俳人:梅室門､晩籟 ばんらい なかえ 1788ｰ185568

｢細道の栞｣｢宰府紀行｣｢更科の杖｣｢吉野行脚｣著､追善集｢三富集｣、

[晩籟の別号] 松濤/白翁/公樹園、屋号;松屋、朴芯/松亭/嘯雨/岐井/兎園/可凉の父

晩来堂( ) → ( ･紀･原田､医者/地誌) Ｄ４６６７ばんらいどう ゆうふく遊蝠

I3659 ( ) 俳;史邦門?､1698種聞 ｢猿舞師 ｣史邦 5吟歌仙入半落 はんらく しゅぶん さるまわし らと? ｰ ?

半楽( ･日柳) → ( ･日柳 ､詩人/勤王派)Ｂ１３８１はんらく えんせき くさなぎ燕石

汎楽隠士( ) → ( ･高橋､藩士/儒/詩) Ｂ３６４７はんらくいんし ばいしゅう梅洲

半楽舎( ) → ( ･平塚/平､幕臣/俳人) Ｆ３７２４はんらくしゃ ひょうさい飄斎

阪嵐( ･上坂) → ( ･上坂 ､藩士/俳人) Ｃ４８３８はんらん らんし うえさか嵐枝



J3609 ( ) 江中期京俳人;淡々門､1728柳岡｢万国燕｣14句入(淡々点)半李 はんり ? ｰ ?

[水仙や宿は旅人 のかゝり船](万国燕;10)りょじん

I3660 ( ･南部 ､名;信房 ､信依男) 陸奥八戸藩主;1781襲封、畔李 はんり なんぶ のぶふさ 1765ｰ183571

内蔵頭･伊勢守､藩財政に失敗/1796隠居/1811剃髪;江戸麻布に住､

俳人:楓台互来門/星霜庵白頭を庇護､｢五梅庵句集｣著､

[畔李の別号] 星霜庵2世､五梅庵/互扇楼/五鳳/蘭秀軒/蘭籬/白隼/兎毛/麻庵/五水坊、

花咲亭/無絃道人、剃髪後;伊勢入道、法号;仙渓院

I3661 ( ･長嶋 ) 京の俳人:立圃系?､1704(元禄17)｢俳諧ききぬ｣編万里 ばんり ながしま ? ｰ ?

I3662 ( ･潮[塩]田 /のち桑野 ) 筑前福岡藩士/俳人:野坡門､万李 ばんり しおだ くわの 1678ｰ175679

宇白(俳人)の父､1708(宝永5)｢田植諷 ｣編､たうえうた

万李3回忌追善集｢柴のほまれ集｣｢後の月集｣(;宇白編)､

[万李(;号)の名/字通称/別号]名;好済、字;多橘、通称;太古、

別号;偸閑斎 /偸閑舎/草主翁/万李居士とうかんさい

J3625 ( ;組連) 江戸神田弁慶橋の雑俳の組連;万里 ばんり ? ｰ ?

取次;1766｢錦桂評万句合｣入;

取次例;[切れ味も毛色もいらぬ太刀馬代 ](66万句合/前句;尤もな事々々)たちばだい

(太刀馬代は大名から将軍への御献上金;万事金)

I3663 ( ･太田 ､名;盛庸 /威庸) 江戸小日向中之橋の俳人:垂井梅弟門､万里 ばんり おおた もりつね 1758ｰ183477

師に次ぎ杉風の採荼庵嗣､1817｢雪七草｣編/28｢万里翁家集｣/33｢ふる時雨｣編､｢歳旦｣編､

[万里(;号)の通称/別号]通称;次郎兵衛､別号;採荼庵 4世さいだあん

I3664 ( ･帆足 ､字;鵬卿/号;愚亭･西 ､通文男) 日出藩儒者;脇蘭室門､万里 ばんり ほあし せいえん 1778ｰ185275

儒;皆川淇園･淡窓･三浦梅園門/1804藩学教授/家塾/32家老;財政改革､1847一時脱藩､

暦算･医･仏教･蘭学;物理/教育;実証的合理主義思想､｢窮理通｣｢入学新論｣｢東潜夫論｣､

｢医学啓蒙｣｢窮理小言｣､｢帆足先生詩集｣｢帆足先生文集｣｢帆足先生随筆｣｢帆足先生雑書｣

[ (帆門十哲)] 帆足万里門下の優れた十人万里十哲

→ ( ･勝田) Ｉ１６６８季鳳 きほう 1795ｰ1822

→ (関 ､蕉川) Ｎ１５９４勝之 せき 1793ｰ1857

→ ( ･米良 ) Ｃ３１８１東 とうきょう めら 1811ｰ71

→ ( ･毛利) Ｃ１７０２空桑 くうそう 1797ｰ1884

→ ( ･元田 ) Ｃ２８８７竹渓 ちくけい もとだ 1800ｰ80

→ ( ･後藤) Ｃ３６６７柏園 はくえん 1800ｰ40

→ ( ･野本) Ｃ３６９０白巌 はくがん 1797ｰ1856

→ ( ･岡松) Ｂ１４２８甕谷 おうこく 1820ｰ95

→ ( ･片山/中村) Ｂ４９５９栗園 りつえん 1806ｰ81

→ ( ･吉良) Ｑ２２４７子礼 しれい

I3665 ( ･大槻 ､玄沢の長男/本姓平) 陸中一関の生/3歳江戸住､磐渓の兄磐里 ばんり おおつき 1785ｰ183753

家学(医/蘭学);父門､1802従兄大槻平泉と西南諸国を遊歴/1804長崎で蘭語;中野柳圃門、

オランダ語文法を研修､江戸で医業;傍らハイステルの外科書を要約、

1824幕府天文方蛮書和解御用;洋書翻訳に従事､1792-1831｢蘭摘芳｣/1813｢繃縛図式｣著、

1820｢西音発微｣22｢西洋字原考｣32｢蘭学事始附記｣､｢蘭園日渉｣｢和蘭接続詞考｣著、

｢不綿漫筆｣｢先考行実｣著､｢磐水(玄沢)行実｣/｢磐水遺稿｣編/文法書:｢蘭学凡｣編､外多数、

[磐里(;号)の名/字/通称/別号]名;茂 /茂､ 字;子節、通称;玄幹、しげえだ

別号;月洲/不錦書屋/木貞子

万里( ･秦大蔵造) → ( ･秦大蔵造 ､歌謡詠者)Ｋ４０２８ばんり まろ はたのおおくらのみやつこ萬里

万里( ;道号･集久)→ ( ;法諱･万里､臨済僧/詩) Ｈ２１１６ばんり しゅうく集九

万里( ;号､万里叟) → ( ･清啓;法諱､臨済僧) Ｅ３０４９ばんり てんよ天与

万里( ･長門) → ( ､幇間/狂歌) Ｅ２００３ばんり さるまりだゆう猿万里大夫

万里( ･松岡) → ( ･松岡､俳人) Ｆ２８５４ばんり ちゃざん茶山

万里( ･黒川) → ( ･黒川/金子､国学者) Ｋ４０１８ばんり まより眞頼

万里( ･中山) → ( ･中山 ､医者) Ｍ１８３６ばんり げんぽう なかやま元鵬



万里( ･邨田/村田)→ (2世 ･邨田/村田､俳人) Ｃ３７２６ばんり びざん眉山

蕃利( ･鈴木) → ( ･鈴木 ､藩参政) Ｚ２１２１ばんり しげとし すずき蕃利

藩籬( ) → ( ･山本 ､藩士/書家) Ｄ４４１７はんりあん もとつね やまもと基庸

万里庵( ) → ( ･南部､藩主/俳人) Ｍ３１２６ばんりあん としかつ利雄

半籬館( ) → ( ･半籬館､俳人) Ｅ３６９６はんりかん はちまんり八万里

万里渓( ･根本) → ( ･根本 ､藩士/俳人) Ｋ１５１５ばんりけい かくせん ねもと鶴銭

万里斎( ) → (2世 ･溝口､幕臣/俳人) Ｅ２５３６ばんりさい そまる素丸

万李居士( ) → ( ･潮[塩]田/桑野､俳人) Ｉ３６６２ばんんりこじ ばんり万李

万里斎( ･長谷川)→ (初世 ･長谷川馬光､俳人) ２５２９ばんりさい そまる素丸

万里叟( ) → ( ･清啓､臨済僧) Ｅ３０４９ばんりそう てんよ天与

J3610 ( / ･東条 ､旭連舎/花前斎) 江中期江戸俳人;其角座点者､万立 ばんりつ まんりつ とうじょう ?ｰ?

1752刊｢江戸十余歌仙｣独吟歌仙入/54竹翁｢誹諧童の的｣点句入

万里亭( ) → (初世 ･大場､俳人/五色墨)Ｊ４９６６ばんりてい りょうわ寥和

万里亭( ) → ( ･万里亭､歌舞伎劇書) Ｂ３８９１ばんりてい ふここう夫古工

万里堂( ) → ( ･山崎 ､藩士/日記) Ｉ３６８２ばんりどう はんぞう やまざき半蔵

I3666 ( ･井沢 /本姓;源､勘兵衛男) 肥後熊本藩士/1697(元禄10)家督嗣、蟠龍 ばんりゅう いざわ 1668ｰ173063

鉄砲頭､武道;柔剣術､垂加神道:江戸で闇斎門;奥秘を究める､

のち神道域を脱し和漢の書に精通､｢神道天瓊矛記｣著、

1689｢肥州銘抄略記｣1706｢本朝俗説弁｣/08｢肥後記｣著/09地誌｢肥後地志略｣編、

1709｢旧拙拾遺物語｣/1710｢肥後歴代事略｣15教訓｢武士訓｣/辞書｢本朝俚諺｣著、

1710考証随筆｢広益武士訓｣(全45巻)著/17｢授幼難字訓｣/20教訓｢大和女訓｣著､

軍記物｢菊池佐々軍記｣/｢西海紀談｣｢新古事談｣｢新続古事談｣｢本朝諸社誌大成｣著、

｢美佐保草｣｢和書考｣著/外編著多数、

[蟠龍(;号)の名/通称/別号]名:長秀 、通称;十郎左衛門､ながひで

別号;蟠龍子/亨斎/元水

I3667 ( ･寺崎 ) 肥前田代の俳人:朱拙･野坡門､晩柳 ばんりゅう てらさき ? ｰ ?

1700同族紫白女 ｢菊の道｣入/1701｢放鳥 集｣編､1715野坡｢万句四之富士｣入しはくじょ はなしどり

[陽炎 や海よりはしる麦畠](放鳥集)かげらふ

I3668 ( ) 俳人;1720俳諧作法書｢とんと｣著蟠龍 ばんりゅう ? ｰ ?

I3669 ( ) 雑俳点者;1796｢古今前句集｣(柳多留拾遺)入万龍 ばんりゅう ? ｰ ?

I3670 ( ;道号･棟嶽 ;法諱) 江戸後期曹洞僧:霊潭魯竜門;法嗣、蟠龍 ばんりゅう とうがく ?ｰ?

源開呑海らと師の語録編纂､｢勝源寺語｣編､｢霊潭和尚四処録｣編

蟠竜( ･久保木) → ( ･久保木､儒者) Ｄ２８３４ばんりゅう ちくそう竹窓

蟠竜( ･勝屋) → ( ･勝屋 /静間､国学者) Ｏ２４１９ばんりゅう せき しょうや積

蟠竜( ･吉田) → ( ･吉田 ､藩士/国学) ２７３１ばんりゅう たるほ よしだ足穂

蕃龍庵( ) → ( ･足立 ､藩士/絵師) Ｇ１０８２ばんりゅうあん あきひで あだち秋英

蟠竜子( ) → ( ･瓢箪坊､俳人) Ｓ３１１７ばんりゅうし どんこ呑湖

半漁( ･小笠原) → ( ･小笠原､儒者/教育) Ｈ３１９１はんりょう とうよう東陽

3693 ( ･床井 ､平蔵顕善2男) 兄親忠の養子/常陸水戸藩士、晩緑 ばんりょく とこい 1838ｰ65刑死28

藩校弘道館に修学､茅根寒緑門;塾生の教授/1856史館雇/歩士に転ず､1863上京;

他藩士と交流､天狗党乱に参加/武田耕雲斎に属し転戦;武蔵忍藩で捕縛;禁固/死罪､

｢晩緑斎秘笈｣｢床井親徳手記｣著

[晩緑(;号)の名/通称]名;親徳､ 通称;荘三/庄三､

J3611 ( ) 江後期江戸俳人;7世沾山門､半林 はんりん ? ｰ ?

1848沾山7世｢俳諧 ｣跋文はいかいけい

半鱗( ･鷹羽) → ( ･鷹羽 ､藩士/詩人) Ｂ１２８６はんりん うんそう たかのは雲淙

C3652 ( ･ ;道号･覚英 ;法諱､俗姓;加藤) 播磨佐土の曹洞僧;万林 ばんりん まんりん かくえい 1655ｰ173278

1666(12歳)播磨安養寺の梅峰竺信門;出家､1689(元禄2)但馬吉祥寺住持､因幡景福寺住持、

播磨景福住持に転ず､のち多聞寺に隠居;没､

1705｢瑞松山景福禅寺記｣/13｢景福寺末寺根由記｣著



半輪庵( ) → ( ･大橋/石橋､俳人) Ｏ２６０６はんりんあん たくじょう卓丈

攀鱗斎( ) → ( ･水野/源/水､幕臣/絵師/俳人)Ｃ５２１３はんりんんさい ろちょう廬朝

H3617 ( ･原田 ､別号;一草舎) 大阪の雑俳点者:1747｢裏若葉｣/54｢影法師｣編､晩鈴 ばんれい はらだ ?ｰ?

1756｢有馬道｣入､57律中｢耳勝手｣入､61｢陸貸杖｣/63｢ほたるかけ懐｣/56-77｢歳旦｣編、

外歳旦など編著多数

I3671 ( ･玉置 ) 和歌山万町の造酢業/南画;菱川清春門､万齢 ばんれい たまき 1827ｰ 189064

風雅を愛す;洒落･戯文を著す､｢寒草談｣｢三名家略年譜(墨林清芬)｣著、

[万齢(;号)の名/字/通称/別号]名;予、字;万年、通称;次郎作、

別号;邦山/鏡花/水月居/酢荷担幽人、屋号;亀屋

万齢( ･夏目) → ( ･夏目 ､札差/俳人) ２４１２ばんれい せいび なつめ成美

蕃嶺( ･甲斐) → ( ･甲斐 ､和算家/教育) Ｇ３７６２ばんれい ひろなが かい広永

J3612 ( ) 江中期京の太鳳寺の俳人;淡々門､半芦 はんろ ? ｰ ?

1729柳岡｢万国燕｣10句入､

[本復 の価 や車竹の春](万国燕;余興二百韻715、ほんぷく あたひ

竹の春は八月/病全快は車一台分の価値/春宵一時値千金のもじり)

I3672 ( ) 尾張名古屋の俳人;暁台門/城西起社中､帆路 はんろ ? ｰ ?

1768暁台｢秋の日｣明和5(1768)秋八月騏六亭寸馬発句六吟歌仙;6句入､

[閨 の月寐乱 れ髪に太刀佩 て](秋の日;歌仙第11句/風雲急;寝室で出陣準備、ねや ねみだ はき

前句琴;雲はやしまた村雨やせん)

伴聾( ･武知) → ( ･武知 ､藩儒/詩歌人) Ｐ４０１６はんろう まさかり たけち方穫

半路観( ) → ( ･別号;麦笠庵､俳人) Ｉ２６７４はんろかん だんさい団斎

半六( ･荻野/稲次)→ ( ･稲次/荻野､武将/藩家老)Ｂ４２０９はんろく むねお宗雄

半六( ･三橋) → ( ･三橋 ､藩士) Ｋ２４５２はんろく せきりゅう みつはし夕流

半六( ･山岸) → ( ･山岸､半残男/藩士/俳人)Ｇ２１５７はんろく しゃらい車来

半六( ･早崎) → ( ･早崎 ､国学者/歌）Ｒ４０８６はんろく まさよし おはやさき正好

半六( ･山形/三橋)→ ( ･三橋 ､尊攘派天狗党)Ｈ３７４２はんろく ひろみつ みつはし弘光

伴鹿( ･山平) → ( ･山平､歌人) Ｅ３１５８ばんろく ともか伴鹿

伴六( ･大島) → ( ･大島/横江､槍術家) Ｅ４７７１ばんろく よしつな吉綱

伴六( ･高山) → ( ･高山 ､歌人) Ｋ４４４３ばんろく もりさだ たかやま盛定

半六郎( ･福田)→ ( ､諸星/福田､料理人)Ｌ２１４９はんろくろう しゅんちょうさい吮潮斎


